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一 本卷の 前半に は 古き 俗謠を 集め、 後半に は淨 瑠璃 其の 他 歌曲に 

關 する 雜書を 収めたり。  一 

一 『糸竹 初心 维』 は 中 村宗三 の 著に し て 寬文四 年の 版行 にか、 れり。 一 

琴 三味線 尺 人の 手引に して、 此の 種の 書と して は 版行の 最も 古 一 

き 一に 數ふ べし。  一 

一 『松の 葉』 は元祿 十六 年 版に して 秀松 軒の 編す る 所、 三 味 線の 本邦. 一 

に博來 して よ り、 世 上に 行 はれし 小唄 を 集めた る ものな り。 伹 し.； 

idf のうちに は 自作 も あり-と い ふ。 此 の 書 は 頗る 名の 聞え たる も 一 

のにし て、 當 時 旣に廣 く 世に 行 はれし か ば、 や がて これに 類す る j 

の 害は續 出しぬ。 卽ち翌 十七 年 (寶 永 元年) に は 大木 扇 德 とい ふ 

『松の 落 葉』 を 編 し て、 『松の 葉』 に 漏れた る を 拾 ひ、 寶 永 三年に は靜 雲 一 


閑 主 人 『若 綠』 を 出して、 二 書 以来の 新曲 を 雄 め、 同 七年更 に 『松 の 落 

葉』 の增铺 成り、 正 德 三年に は 『續 松の 葉』 と いふ 書 版行 せら れ、 常 盤 

なる 松の 綠は色 まさりけ り。 さ れ ど 仔. 細 に これらの 赛を對 照す 

れ ば、 松 の 枝葉 は彌が 上に 榮 ゆるに 似 たれ ど、 其 の實 根幹 はた ダ 

三 株に 過ぎ-さ る こと を發 見す ベ し。 卽 ち 『落葉』 と 其の 增 補と は大 

同 小異 あるの み、 『續 松の 葉』 に 至りて は、 『若 綠』 の 改 題 な り。 た V 續 編 

の 五の 卷の 終り に、 僅 か 三 四の 小 哏 『若 綠』 に 見え ざれ ど、 其 の 他 は 

聊か 順序 を變更 したる 所 ある も、 全 く 同書なる こと を 知る ベ し。 

故に 本卷に は、 『松の 葉/ 『松の 落 葉 /『若 綠』、 此 の 三種 を 収めて 慶長以 

降の 小唄 を 網羅 せんと 欲し、 訪求 頗る 勉め たれ ど、 元 祿 版 の 『落葉』 

のみ は 遂に 全 本 を 得 ず、 其 の 稀 本た る こと 知る ベ し。 依 て 已を得 

ず、 『松の 落葉』 は 增補を 以て これに 代らし め ぬ。 而も 增補 亦頗 る 珍 

本たり。 


一 『琳敷 座の 慰』 ビ れも寬 永 以降 延寶 まで. の 流行 唄 を 集めた る もの 

な れ ば。 多 少 『松 の 葉』 の 小唄と 重複す る ものな き 能 は ず。 さ れど極 

めて 小數 なれ ば、 今 これ を 削除せ ず。 原 本は蜀 山人 か 文政 四 年 山 

ロ觸 山に 寫 さしめ たる ものにし て、 後 ち 三 馬、 種彥等 の 手に 渡り、 

今 は 帝 國圖書 館の 葳に歸 し、 これより 寫 したる ものにし て、 所 々 

解し 難き 点 あれ ど、 圖書館 本の 外、 此 の 書 を 得. さりし かば、 遂に 訂 

正す るに 由な かりし 所 も あり-。 

一 『諸 國盆踊 唱歌』、 これ も寫 本に て傳 はりし を、 我 自刊我 本に 収 め ら 

れ、 は じめ て 世に 知らる  >  に 至り ぬ。 後 水 尾 天皇に より て、 諸 國 よ 

り徵 せられた る 歌な りと い ふ說に は、 據 る 所な く、 古 人 もや  >  惑 

へ るに 似たり。 

一 『今昔 操 年代記』 は 享保 十二 年 版に して、 正 本屋 九左衛 門なる 西澤 

一 風の 著な り。 著 者 は 若き 頃 井上 播摩掾 に 就て 淨 瑠璃 を 習 ひ、 其 
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歌 曲 


糸竹 初心 築 

世はかぎ..^なし、事は盡せすとは、たれかぃひけんこ 

れ誠 也、 まことの 道 は 天の 造 也、 これ を まことに する 

は人の^!3な，^とは、むかし載の詞也、此誠物，^我とに 

なきに は あらす、 され ども しられす しらす、 年 をつ 

み、 曰 を かさねて、 頭の 雪 びんの 霜の み、 色 を あらそ 

ふ 事、 人み なおな じ、 こ、 に 中村宗 三と いふ もの 有、 

幼よ 目し ゐて色 をみ す、 瓶 を わるよ は ひよ. o、 理に 

さとく、 耳 を 以て 目と する 事、 人に すぐれた. 9、 つく 

杖の 土木 水 石に 當る昔 を 手に えて 心に 得る、 しかし 

よ， 0 昔 を 聞て 理を しる ベ き 事の あらん を 思 ひて、 琵 

琶琴、 さみせんに 心 をつ くせ.^、 或 時 は 大森宗 君が 一 


節 切の 調子 昔 律に く はしき 事 を 聞て、 強て 是を まな 

び、 寢食を 忘れて やう やく 師に 近し、 されば 友 遠方よ 

て、 又學 ぶ もの 有、 かれに 對 して 書付る もの を 

みれば、 予が服 を うらむ る 心 有て、 徒に 書の はしに 記 

す ものな. 0- 


糸 竹 W 心 り 


糸竹 幼心 if  二 


抑此 書た る 事 は、 一 節 切の 尺八 幷に、 琴 三味線なら は 

すして 吹お ぼへ 、引お ぼ § る逍の書な，.^、然りとはぃ 

へ ども 少しも 心得た る 人の、 用る わざに は あら す 、曾 

て しらざる 人の ために、 ^：！？ゃと記すものなり、 し か 

し 又 さらになる まじき 道に も あらす、 書 趣 をよ く か 

んが へ 、聲歌 を そらに お ぼへ なば、 少し はな どかなら 

ざる ベ き、：^ 是に ちゃう れんせば、 此心を たよ. 9 と 

し、 いかなる SS. を も 吹 出し、 引い だすべき ものな. 9、 

よく J./^ こ ゝ ろ をと むべ し 


糸竹 初心 築 目錄 

常 流 _ 節切之^！付虛無尺八之事 

一 節 切 尺八 切 3^ 之事并 ^第 策 52 の 切樣之 it 

一 節切25?5同^歌之^3^井吹^^2之事 

常 流 琴 之？ a- 井 糸 調子 合 樣之亊 

こ， f ぢ 立なら ベ S 之 事、 同 引 樣之事 

常 流 三味線 之 事 付 小 弓 之 SI- 井 琵琶 之： is- 

三^線 引^ 樣之事 

同 糸 八 C  5" ひ樣之 事 

三 哝線證 歌 之 亊 

十二  11 子 開なら ひやう の 事 


糸竹 ，3 心 集 


 c.  g 别心集 上 卷  

糸竹 初心 集上卷 

先 一 節 切 尺八 は、 其 濫觴 まちく にて、 さ だかなら 

す、 その かみ 異人 有て、 宗佐 老人に 傳へ たるよ し、 代 

代い ひ傳 た. o、 然しよ，. 宗佐は 高 瀨備前 守に つたへ、 

に p うち や， フ 

備前守 は 三 井寺の 日光 院に傳 へ、 日光 院は 安田 城 長 

に 傅へ、 城 長 は 大森宗 君に 傅へ てより、 世に ひろま 

,9、 文祿慶 長の 比尤盛 也、 此宗君 は、 昔は豫 州の 大森 

彥 七が 末孫、 勇士 武略の 後胤 也、 織 田 信 長 公に 仕へ 

て、 人に 名 を しらる、 信 長 公 逝去し 給 ひしょ. 9、 ひた 

すら 隱遁の 身と な.. >、 s を あはれ み 露 を かなしむ 舰 

念 を こと、 し、 尺八の 妙昔咏 へ 、 此 道中 興 の 開山と な 

れ hs  、流の すゑ をく む 我等まで、 遺風 をした ふとい へ 

ども、 夢に だに もみす、 わす かに 其 か た 計. 0 うつし 

て 、今 書 にしる し宗君 門弟の 外、 餘カ有 て 、 昔 をし ら 

ベ ん. i おも ふ 人の、 一 筋と なさむ とお も ふの み 也 

一 虚無僧 尺八と いふ は、 長さ 一 尺八 寸に切 ゆ へ 、0> 八 

とい ふと ぞ、 濫觴 はたし かに 不知、 その かみ 由 良の 法 

燈此 道の 祖た るよ しい へど も、 了簡せ す、 昔よ. 9i う 


ぼうの 家に 川る 物と えたり、 梵士 浅士 色お ししら 

梵 土な. 义 t いひし もの、 此 尺八の 執行 者と 開え た.. >  、近 

き比不 人と い ふ こむ 僧 有て、 ご ろと い ふ 率 を 吹 出し、 

その外 れんぼな がし、 京 れんぼ、 さむ 也 井川、 よし 田 

などい ふさ ま -の手 有 之、 いづれ も 律呂； 5 調子に 

あはせ たる 物と は 聞え す、 され ども 我逍 にあら ざれ 

ば、 其 深さ 事 を しらす 

一 一 節 切の 尺八 切 やうの 事、 節 を 一 つ こめ 長さ 一 尺 

八 分に 切お、 此名を 付と いふ、 節よ， 0 下 は 七寸、 上 は 

三寸 八 分に 切 也、 但；^ の ふと ぼ そに よりて、 調子 途物 

わう しき 

なれば、 極て 寸は 定ら す、 筒 昔 を 黄 鐘の 調子に あはせ 

たる物也、ー1^=色は笙のごとく、ゅびっかひは等篥に似 

たり、 歌口の しめ 檨は、 笛 同前 也、 ゆび 遣 ひ^  二 有、 笛 

は 惣の穴 七に して ゆ ひの あけ さけ 百サ八 有、 調子 は 

寸 一 一より 外に あらや、 上 乙 有に よ. 9 て、 しらざる 人 は 

調子 多樣に 聞る 也、 筒音 は盤涉 也、 ひち h- き は 穴の 數 

九つ、 ゆびの あけさけ 五 百 十一 一有、 これ も 調子 は 十一 一 

調子よ.^ 外に 非す、 五 調子 を 専らと す 、筒： li" は 平 調 也、 

箫は、 竹數 十七 本 有、 一 つに 一 調子 づ、 切た る もの 

也、 但 十一 一 調子よ. 9 外に 非す 、のこり は 昔 也、 竹 十 


ヒは 五行 十二支 を あはせ たる もの 也、 吹 やうの 自 3 づ 

かひ 內外ぁ り 

一 一節 切 吹 樣之樂 、まづ 左の 手 をう へに なし 右の 手 

を 下にな すべし、 左の 大 ゆびに てうら の 穴 をふさぎ、 

べに さし § びに て 二の 穴 をふさぎ、 右の 人 さしゅ び 

にて は、 三の 穴 をふさぎ、 ベ にさし § びに て は、 四の 

穴 をふさぐ、 一 の 穴と 云 は おもての ふしの そばなる 

を 云、 次 を 二、 次 は 三、 下 を 四と いふ、 まへ にあげた る 

を うらと いふ、 第一 おぼえす して 不ぃ叶 事 は、 指づか 

ひの 名 也 

一 節 切物 5 の 穴の せ 知 ¥5- 

ふトハ 物？ の 穴 をふさき て ふく をい ふ 

い トハ惣 の 穴 を あけて ふく をい ふ 

や 人  一 二三 四 を あけ うら はか. 9 ふさき たる を 云 

ち丄 一 を あけ 二三 四と うら をふさき たる を 云 

ほ 丄四を あけ  一 二三と うら をふさき たる を 云 

う 人 一二 四 を あけ  一 二， i うら をふさき たる を 云 

ゑトハ 二三 四 を あけ 一 とうら をふさき たる を 云 

.5 ムニ 三 四と うら を あけ 一 はか， ふさき たる を 云 

ひ 人 一 とうら を あけ 二三 四 ふさき たる を 云 

糸竹 初心 集^^ 


しゃう" ニニ 四と うら を あけ  一 二 ふさき たる を 云 

神ム 四と うら を あけ  一 二三 ふさき たる を 云 

たトハ  一 二 四 を あけ 三と うら をふさき たる を 云 

る トニ 一四 を あけ 一 三 うら をふさき たる を 云 

以上 十三 字 也 

フ ホウ H ャソヒ 上_^ イタ ダチ 以 .Mil 三 

これ をよ くそら に \  - おぼえ ざれば 吹 « ^ふ 事 成 力た し 

但此 內ャタ ヅ これ 三つ は 二 やうに 有 

一 ® 一  三 四 明 うらと 二 ふさき たる を やと 云 

1 © 一  と 三 ふさき 一 一と 四と うら >=^. けたる を もた と 云 

1 ⑤ニ 一四. お をふさぎ 三ば か，.^ 明た る を もる と 云 

これ は 双 調の 調子、 盤 11 の 調子に、 二 の ゆ び を 用る 

也、 黄 鐘 平 調 一 越に は 右の ャクャ を 吹べ し、 よ く/ \ 

心 をと め § びつ かひち がへ す、 S にて お ぼ ゆべ し、 惣 

して 尺八 は、 五 調子 用 ひ 候へ ども、 ま づ歌は 一 越の 調 

子を專 とする 也 

一 一節 切， 誇 歌 

△ やまとお ど. りのうた ふきやう 

ホウ フ ホフ ホウ ゥゥ M ゥ ヱ ゥフ. 15 ゥ、 H ャリ、 ャ 

よしの ゝをゃ i6 を ゝ、 ゆきかと 見い れぱ、 ゆきて は あ 


 糸竹 一が 心 第上卷 

t 上リャ H ャ リヱ ゥ ヱゥ ホウ N ャリ H ゥ 1- フナ 

あらてん 、、や これの、 はな あの ふ、 きょ のん \  、や 

ゥ M ゥフ 

あこれ の 

八い せ おどりの うた 

ャリ 、ヒリ、 ャリ M ャリャ M ャ M ゥ、 フホ W ゥ、 

あのき さま あは あ， いせのはま あそた あち 、めもと 

フ ホウ ヤエ ャ リャ M ゥャリ 

にし ほか やれ、 こ ほれ か、 る 

<1 あ ふみお どト， のうた 

ャリ M ャリ. C リ ャリ H ャリャ M ゥフ ホウ、 M ャリ 

ふうら いふら い、 ふる つまい と しな われ ふるつ まよ 

ヒリ ャ tH ゥ M ャ； H ゥ、 フ ホウ ェゥ 

なを ゝ いとし やれ， なをい と をし い 

△ すげ 笠ぶ し 

ャリ 、ヒ上 、ヒリ， U 上リャ t  、リ ヤヱ ャリ ヤヱ ゥ 

やぶれす げか さや やん や あ、 し め むる きいれ てい Q 

、ホウ フ. ホウ、 ャ N ャリ *u リャ W ャ H ゥ H ャリャ 

を、 一 グハい、 さらにき もせす ー么 いいさん、、 さあ やや あ 

ャ！ H ゥ fH ゥフホ H ゥ 

さ- C  >• さ、 すても を せ す 

△ 海 くだ， - 

ヱ、 ャリャ H ゥ、 ホウ エタ、 ホウ ホフ t ヒ、 リヒ 

おもお しいい ろの、 か いどく た，^ や あ あ、 な --と A た 

リ， ャ、 リ、 ャリ X  H ャリャ M  、ゥ * ホウ ヱ 

あると つ うきい せし、 かも か あは あしら か は、 ぅ\ち 


ゥ、 ホウ ホフ ホウ H ウゥ ホウ ホフ ホウ H ゥゥ. K ゥ 

は あた.. >  、い、、 おも ふ ひとに は あ、 あはた くちと よ 

ホス ヒじ や-つ リじ" ャ ハヤ M ヤヱ 十 リ、、 ャ リヱ、、 

を、、 し < <e や あか は あらや あ、 しう せ ゑん じせき や 

ャリ ヤヱ、 ゥ、 ホウ N ゥ、 ホウ ホ  ヒ じ やう" t リ 

あま あさんり を、 う 、ちす うきて ゑゝ、 ひ と まつう 

ャリ .fz ャ M ャ、 リ、 ャリ 

も をん，」 とに い， つ. フ くう と の 

これよ.^ 末 尺ん 吹 やう 同前 也 

調の 調子よ しの、 山 

ゥヱ ホウ ホウ M、、 タ タ M ホウる I、 タエ tt ィ 

よしの 、を やま をゝ、 § きかと み いれ は、 § きて よ あ 

tHH ヒ イタ ィ t タエ タエ ウ H タイ じタ H ゥホ ゥ 

ああら てん、、 や これの は あなの ふ、 きょ のん、、 や 

I タヱホ 

あこれ の 

.△^11$: 勢お ど. 9 

ィ t  、じ やう t  、ィ. U タ ィヒ イタ イタ MM ホ ウタ M 

あのき み さま あは あ、 いせのはま あそたち、 め も i 

、ホウ N イタ ィ匕 イタ r ィヒ 

にし ほか やれ、 二 ほれ か、 るる J 

此外近 江 おどり 、すげ か さ 、 海 はく だ . ^、いづれ のう 

たにても、 右 之 格 を 以て 吹なら ふべ し 

<1 双 調の よしの 、山 

ヱャ ゥェゥ M ャ、、 タヤ タヤ ゥ M ャ、 フ ホウ、 ホ 

よしの 、を やま を、、 § きかと み いれ は、 ゆきて. i あ 


M ヤウホ フ ヒ じ やう タ ャタ ヤヱ ャタ ヒじ； J- ぅタ ヤヱ ゥ、 一 

あらてん ゝ、 や こ れの はな あの ふ、 き よの， C ゝ 

ヱャ タヤ ゥ 

や あこれ の 

右に しるす ことく 双 n と 盤涉. i に は 後の やた る を 吹 

べし 

△ 双 II いせお ど. 9 

ホウ、 M ゥ、 ホウ フ ホウ. B フ ホフ ャャゥ M ャ、 M 

あのき みさ まあ は あ、 いせのはま あそたち、 めもとに 

ゥホ ヤヱ ゥ ホウ ホフ、 ホウ 

しほ かやれ こ ほれ か ゝるゑ 

△ お よしの、 山 

ャリ ゑャ M ャ リ、、 匕リ. 13リ ゑャ 》-リ* ゥ M  、ゥ 

よしの、 を やま をゝ、 S. きかと みいれ は、 ぬきて は あ 

ヱャ M-X ゃホ ゥヱ ホウ t リャリ t イイ. C リ ヤノ ヱ、 

ああら てん、、 や こ れ の、 はな あの..^、 きょの んゝ 

ャリ ヒ リヱ 

や あこれ の 

厶盤涉 よしの ゝ山  . 

fl-t ャ" ャリ t じ t 神ヒ祌 t ャ 5t, 、、ゥ H ャ、 k ヱ I 

よしの ゝを やま を を、 ゆきかと みいれ は ゆきに は あ 

ャリ. C ャ H ゥ H ヤウホ ゥ ホフ ホウ H ャゥ * フ、、 

ああら てん、、 や これ， の、 はな あの ふ、 きょ のん、 

" ヒ ；w  t ャ 

や あこれ の 

A  Mm いせお ど b 
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あ の きみ さ ま は あ、 いせのはま そた あち、 め もと にし 

ャリ ヤエ ゥ ゥホ フク ヱ 

△ 盤涉 いせお ど 

ヱャャ リャャ M ゥ N ャ H ゥ *t ィ， ャ リ祌 t リ ヤノ 

あのき みさ ま は あ、 いせのはま そた あち、 めもとに し 

n-t" ャゑャ _H ゥ、 ヱャ 

ほか やれ こ ほれ か、 る ゑ 

„^^外五調子の手どもぁまた候 へ ども、 数ぉほく こま 

かなる 事に 候へば、 のせが たし、 但黄 鐘のう ち、 世間 

によく 吹覺 えたる 手、 少しし るす ものな..^ 

△ 初 手 

ゥヱフ H タエ フエ、、、、、 フエ ゥェ. ヒェ フエ ゥ 

H ホウ ダホ 

厶返 シ 

ゥ、 タ M フエ、 タウ〃 ホ 

此手 黄鐘卷 頭の 手なる によ，^ て 初手と い ふ 呂也ゃ 

はら かに かろく 吹へ し 

やす だ 

厶安 田 

タ チタ チ、、 ゥチ タエ フエ、、 、 、 、 、フ 3 タ ウタ 


糸竹 初 心 集上卷 In  

H  、チタ チ、、 イエ ゥ M  、ホウ ダホ 

これょ，<^末初手の返しを吹、此手江州の住、安田と 

云 仁、 吹 出す 手 也 .. 

きん 

△ 手 巾 

ク エフ M タエ フエ、、 、 、 、 、フエ ゥ H  、チク エフ H 

、フク かホ 

△ 返 初手に おなし 

此手 江州大 律の 住、 とぎ やの 佐 右 衞門ー 一郎 吹 出す 也、 

刀 をと ぎけ る 時、 此手 をお も ひ 出し、 手 を 拭 はで、 吹 

てみ るに 吹け るう ちに 手 か はきた， o、 さるに よ て 

手 巾と いふ、 此 手の 中に チタ ュフ M、 フ ウダ ホと 4?： 

ところ 有、 吹 やうお ほし、 チタ ユイ、 フク ダ ホ， i も 吹 

也、 これ をぬ き 手 巾と 云、 日光 院吹 出さる、 也、 又チ 

タエ フエ ゥ H ホウ ダホ 

△ 返 

ゥ、 フ H フ H タウ ダ ホと吹 也. これ は 筒 手 巾と 云宗 

佐 老人の 手 也 

△ 后 ま 

ゥズフ エタ M フエ、 、 、 、 、フエ タイ タチ タエ フエ 

チタ チ、 タ H フエ 、 、 、 、 、フ H ゥェヒ ェ フエ ゥェ 


  人 

ホウ だホ  一- 

A 返シ 初手に おなし 

此手は 文祿の 比、 後陽成 院の 皇后に、 絲 竹の， せに 長 じ 

給へ る 有、 此手を 吹いだ させ 給 ふさる によりて 后 手 

とい ふ 也 

厶 ころび 

イエ フ M タ チタ エフ H ウタ エフ H  、 、 、 、 、 フエ 、 

ゥ、 ク ヱ イエ 、、フ ウダ ホ 

△ 返 シ 

ク、 エダ タ H フ H 、タウ ダホ 

此手頓 阿 彌吹 出す、 返しの 一 の 息に ころぶ ゆ ひ 有、 他 

-5 うに は 福 ころびと も 云 也 

こち /1 

A 小 兒 

イエ イフェ 、クイ、 M ゥ M ルホ、 フ H  、 、 、 、 、フエ 

タ クタ M  、チタ チ、 エフ ウタ チ、 イエ ゥェ、 ホ ウダ 

ホ 

△ 返 初手に おなし 

此手は 門 阿彌吹 出す 也、 ある. 5 寺の 小 兒に戀 慕して 

吹し 手 也、 さらば 明： 《 まいらん と 云 事 有 、黄 鐘の 大事 

こわな， o、 此外黃 鐘の 手 ども、 いくつ も 有 之 K へ 共、 
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琴の 次 t:- の =^ 

抑 n 本に 下々 まで、 琴 を もて あそぶ 事 は、 巾 比 九州 

に、 ナ 法 水と て、 二人の 僧 有、 或 i^. お 崎に 至て、 琴の 

引 やう を 斑 人より 傅， 0  、 其 後 都への ほ， 0  、 公 お 殿 上 の 

交， 0 をな し、 宽永ニ 年の 比、 琴の 御 ゆるし を 下し 給. 0 

て- 法 水は關 東に くだ.. >、 琴 を ひろむる、 立 淨は筑 紫 

にか 〈りく これ も 琴 を 専らに 執行す、 さるに よ り 

て、 今 在家に ひける 樂を、 つ く； -樂 とい ふ 也、 かゝ. 5 

とてい やしき 賤 いわら や、 不淨 なる ェ商 下人の 家な 

どに て、 しらぶ ベ き 事に あらす、 祌をす いしめ 菩薩の 

現し 給 ふ 妙 昔 なれば、 四 町のう ち を 初め 奉り、 月 卿. m 

客 やん ごとな き 人の もて あそび 給 ふ 物 なれば、 其お 

それ 有べき 也、 凡い との 調 やう は、 まづ 一越に 調ん 

と ふ 時 は、 一は- 二 は 下 無、 三 は 黄 鐘、 四 は 盤 

涉、 五 は 一 越、 六 平 調、 七 は 二のう は 調子、 八 は 三のう 

は 調子、 九 は 四の 上調子、 十 は 五のう は 調子、 と は 六 

のうは 調子、 いは 七のう は 調子、 きん は 八のう は 調子 


也、 殘る 調子 もこれ に 准せ よ、 又 S 井の 調べと いふ 51- 

を此比 八橋 檢 ひき 出したり、 此 八橋 本 三味線の 上 

手な. 0 しが、 中年より 琴を學 ひ、 不 に、 琴の 妙 を 

えて、 今：" 本の名 人と なる、 昔^ 色 ざし ほど 拍子、 中 

中心に およびがたき 上手な. り 

一 琴 を 引なら ひやう、 曾て しらざる 人 は、 爪の さし や 

う、 糸のお さへ やう をみ 習 ふべ し、 ま づ大？ 5 にさし 

たる 爪 は 前 爪と 云、 屮 Si にさした る 爪 を、 向 爪と 云、 

人 さし § びに さした る を、 脇 爪と いふ、 糸の 名 は 手前 

なる を きんと いふ、 次 はいと い ふ、 又 次 はとと 云、 そ 

れょ， - 次第 （'に、 十九 八 七 六 五 四 三 二 一也、 此屮に 

おさ ゆる 糸 は、 四 七 九 八 也、 但引 なら ひに はお さ へ 

すしても くるしから や ^かす 計. 0 よく ハ：^ たるよ し、 

初に は 糸 あはせ がた きもの 也、 糸 あは ざれば 何事 引 

てもう つらぬ ものな， CV  、されば 糸 をよ く あは. ベ し、 

仍 右に しるす 糸の あは せ やう は、 調子 を 聞す して は 

あはせ がた し、 初心なる 人の あはせ 習 ふ は、 初め  一 二 

度 は 心得た る 人に あは させて、 調子よ く 合た る 時、 糸 

十三 な がら、 い づ れもぢ のき はに 墨 を 付 をく ベ し、 糸 

しめ ゆるめに て 調子 あはす るに あらす、 ；to のた て ど 
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ころに て あはせ たる もの なれば、 ぢ をはづ した..^ と 

も 墨 を しるしに て、 本の 所に ぢを たつる やうに すべ 

し、 大 かたは あ ふ もの 也、 又ぢ をた てづめに して をけ 

ば、 いとた ひく きれて あし、、 其 上い との びる もの 

也、 墨 を證據 にして、 糸 をよ く 調 へ 習 ふ ベ き 事かん や 

うな， C- 

厶 すがが き 引 やうの 事 

三 テン 四テ ン六テ ン 五 〇 三 テン 四 テン 六テ ン五 〇 三 

テン 四テ ン五テ ン六テ ン七 テン 八 テン 九 テン 十 〇 八 

テ ン九テ ントテ ン十 〇 八テ ン九テ ン ト テン 十 〇 八テ 

ン九 テン 十 テント テン テン キン 0 ト テン ィ テン キン 

〇 ト テン ィ テン キン 〇 ト テン ィ テン キン テン ィ テン 

ト テン 十 〇 八 テン 九 テン 十 テント テン ィ テント テン 

十 〇 八 テン 九 テン 八 テン 七テ ン六テ ン 五 

此ぅ ちてんと 有 は、 いづれ もみな 打 也、 其 外 はみ な 

前 爪に て 引べ し、 打 爪と いふ は 向 爪， 3 爪 ふたつの 爪 

にて、 三 筋ば か. 9 を、 てんとうち かきたる 物 也、 うち 

所 はたと へば 

三 を 引ての 跡のう ち 爪 は、 一 二 をう つ へし 

四 を 引ての あとのう ち 爪に は、 一二 をう つへ し  j 


十二 

六 を 引ての 跡の うち 爪に は、 二三 四の ぁた..^をぅっ 

ベ し 

七 を 引ての 跡の うち 爪に は、 三 四 五の ぁた..^をぅっ 

べし 

八 を 引ての 跡の うち 爪に は、 四 五六の あた. 9 をう つ 

べし 

右 いづれ も、 次第く におな じ 心なる ベ し、 沮糸三 筋 

うつに はさ だまらす、 前 爪より 一 一筋 ほど 先 を あたる 

に 任せう ちた る もの 也 

△  h- んせ つ 引 やうの 事 

テン 五 五 テン 五 〇 三テ ン四 テン 五 〇 三-アン 四テ ン五 

0 三テ ン四 テン 五 テン 六テ ン七 〇 テン 八 八 テン AO 

六 テン 七 テン 八 0 六 テン 七 テン AO テン 十 十九 八テ 

ン七 テン 六テ ン 五 〇 三 テン 四 テン 六テ ン七 0 テン 八 

九 0 テン 十 十 テン 十 〇 八 テン 九 テン 十 〇 八 テン 九テ 

ン 十テ ント テン ィ 〇 テン キン テン キン 〇 ト テン ィテ 

ン キン 〇 ト テン ィ テン キン キン テン ィ テント テン 十 

〇 八 テン 九 テン 十 テント テン ィ テント テン 十 〇 八テ 

ンィテ ント テン 十 〇 八 テン 九 テン 十 〇 テ ント十 〇 八 

テ ン九テ ン ト十 〇 八 テン 九テ ン八テ ン七 テン 六テ ン 
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十三 


五 

右す がかき のこと くてんと いふ は、 みな 打 爪 也、 その 

外 は、 いづれ も 前 爪に て 引へ し、 又む かふ 爪と いふ 引 

やう 有 まつ 

一 五と 引 時 は、 一 は 向 爪、 五 は 前 爪に て 引くべし 

一 一七と 引 時 は、 二 はむか ふ 爪、 七 は 前 I にて 引べ し 

三 八と 引 時には、 三 はむか ふ 爪、 八 は 前 爪に て 引べ し 

四 五と 引 時 は 四 はむか ふ 爪 九 は 前 爪に て 引べ し 

いづれ も 糸 四つ は ざみ 也、 歌のう ちに は 幾 所 も 有べ 

し 能 々 心 を 付 て お ほ ゆへ き 也 

A あ ふみお ど. 5 のうた 琴 引 やう 

七 一一 一八 七 六. 一ハ 七 八 九十 八 七三 八 七 六 六 七 八 八 七 六 

これ ゑ ゑから あみれ ゑ は、 あ ふ あ ふみか あみ ゆ う る 

五 五八 八 九十 十 といい さんさん さん い， i 十， i いと 十 i 十 1- 

な、 かさ あこて、 たも をれ あ ふみ かさやれ あ. ふ 

八 九十と 十 

みか あさ あ 

此 うちむ かふ 爪に て 引 事 有へ しょく/ ヽ心 をと むべ 

し 

A 小 倉お ど， 9 の 引 やう 

九十 九十. i いきん い， i 十 十九 十九 十 J- 十九 八 いさん 

おくう ゝらぁ の を、、 のおん のおん のへ ゑの、 ひと 


いといと 十 十九 十九 十. i 十九 八 九十 九十. i いきん い 

を もと をす-つむす -フ, 。しすす-つき. いつう ゝ さあて ゑ 

i 十 十九 十九 十. i 十九い いきん いといと 十 十 十九 

、、ほ をん ほほん ほに て、、 み た れ ああん ぁゝ あん 

,i 十九 八 七 八 八 九十， i 十九 十八 九十と と， £ 十九 八 

あ をい の、 おたま こかれ ゑんて、 秋 こかれ つらん や 

<1 あ ひの 手 

「八 「きん 「いといい きんきん いきん 「 と、 五十 九 八 

厶伊势ぉど-^^引ゃ-フ 

七 八 八 九十 八 八 七 八 七 六 五 九 八 七 八 七. 一 ハ五 1 五 四 三 

あのき いみ さま あは あ、、 いせのはま あ. - そた あち、 

九十と 十五 十九い 九十 九 八 七三 八 七 六 六 五 七 八 

め ゑ もとに いいし ほか やれ、 こ ほれ ゑ かかる そへ 

A 芳 野の 山 

九十 八 九 八 九十 十 と 十と 十八 九十 十六 七 八 八 七 八 

よしの、 を やま を、 ゆきかと み いれ は ゆきて は ああ 

九 五 十九 八 七 六 七 八 七 六 五と 十九 十と いきん い， i 十 

ああら てむ ゝ、 や こ をれ の はな あの ふゝ き いよの 

九 八 九十と 十九 八 

む， V- 、や あ- - れ の 

△ すげ 笠 ふし 

七 八 八 九十 十九 十八 九 玉 十九 八 七 九九 八 七 六 七ス七 

や ふれす げか さあ やあん む や あ、 しめ を かきいれて 

.1 ハ 玉 玉 五三 九十 十い といきん いきん いきん. i い. t 十 十と 

いの をる $ い、 さら はき もせす る い さんさ あ、 あ 

いきん いきん いとい と 十と 十九 八 七 八 九十 

V. ゃぁゝ さむ ゝ さす て ゑ も を せ す 
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十四 


厶 ころくぶ し 

七 八 八 九十 十九 十八 九十 九 八 七 八 七 七 八 七 八 八 九十 

ころ，、 ついた るた け. 5 お をつ え- 一ろ； 、もとはし や 

十 卜 八 九 4- 九 八 七 八 七 七 八 八 九 卜 九 八 七ヒ八 

く は ち な か は あ、 ふ えころ く、 す う ゑ \ は ほ、 ほん 

七 七 八 七 七 七 八 八 九十 八 九 七 八 九 

ほ、 ほん ほほん ほゝ、 のん よ を、 しょん しょ、 しょん 

九 八 七 六 五 九九 九 八 七 六」 ハ 七 八 七 六 

しょん しょろ しゅの のん か ゝ いやか か、 か、 ん かな、 

九 九 八 七， パ六七 八 七 六い 三 四 三 三 五， パ八九 

そんそれ まことに、 の ほん ほほ を さあて、 ふでの ちく 

十八 七 六. y 八 七 六 六 五 

うた ぁゝ あけ、 ゑ ころく 

<1 しば かきぶ し 

七 八 九十 九 八 七 八 九十 九 八 七 八 九十， i い. * んぃ， i い 

しば あが あき、 し は あか あきし はかき こ をし いてな 

十九 九 八 九十 七 八 九十 九 八 七 八 九十 ，0 いさんい さん い 

ああ、 ああん ゆきい のむな ふ， C- そ を て ゑ、 ちらと 

と いさんい と、 十九 八 九十.； ハ七 七三 八 七 九十 八 七 六 

貝い た あとな ああ、 あ んふ， c いそ をて ゑ ゑ ゆう き 

五 3； 三 四 五六 七 八 六 五 四 i 1 パ五 M 四 五 四 三 三 三 七 八 

のなん なん さ めん ほさ い よ § きのい のむな な ゝ ふ.， 0- 

九十. t い い 三さん い t いさんい とい 十九 八 九十 

いそて ゑ ちら.. 0 見い めと な ああ ぁゝん 

厶胆ぉど-リのラ；^ 

七 八"；： 八 七 八 七 七 九十 九 八 +ス 七た 五 四 三 四 五 五 

う. らう ゝゝら の、 せきの を、 しみ いつは ぁゝ， よこ と 


四 五 七 六 六 七 八 九 八 b  - パ七六 五. A  M 六 五 1： 三 テ ン .上 

をに おつれ ゑと、 な も VJ;:: ゝ あぬ ぅゝゑ いそれ よ 二 

五 テン 五 七" (六 七 八 九 八 七， -ハ七 六 K  M 五 五 

と をに、 おつ れゑ とな も をた 、あねう ぅゝ 

厶ぁ ひの 手 

七 七 八 七 テン 八 七 八 九 十八 九十 十 ヒ 七 八 七 テン 

おちよ ての や きて はたれ/ -\ そ、.？ りん、 な あかに め 

い 七 八 九十 八 九十 五 十 し ヒ八ヒ テン 八 じ 八 九十-八 七 

いけつ いせて いか そり や を.，：，」；； へ .1 ノ vi- にか あしの 

テ ン.. ： ハ五五 テン 八 八 六 テ ン S 五三 に ヒ」 - -J 卫 十 テン 

いいい に はな か き せき てらよ しか わよ A.- やよ 

テ ン きんい ー  i テ ン きん. Ivv^ テ ％ きんきん テ ン きんい i 十テ ン y?- 八 i〈 

太らよ よ 大ら よよ 大ら よ 大ら よ 大ら よと よ ひや 

五 M 三  一二 テン 五 七 六 五 

いたして ま ふきせ た 

A おか 崎 

テン 八 八. 九 十九 十 テン 八 八 九 十九 十 テン 八 八 九 

お かさき じょろし ゆ お かさき じょろし 5 おかさき 

八 七 六 五 七 六 五 四 五 五 テン 八 八 九 八 八 七 

しょろうし^ はろ ムぃ 上らう しゅうお かさき 上らう し 

六 五 七 六 五 四 五 

§ は ゑい 上らう しゅ 

A かぞへ うた 

七 八 八 九十 十 といきん い.， - 十九 十九 八 九十 五十 九 八 

ひとつと や あ ひい と を も ゑ しら あぬ こ ひ をし いて 

九九 十九 八 七 八 七 六 七三 八 七 六 五 

なみた はたもと をに たえ や あらぬ 


△ かいだう くだ， 9 

六 六 七三 八 七 六 五 四 五 九十. t 十 十 十九 十九 九 テン 十五 

おも をし い ろ をのか ぃとくたぁ.^^ゃぁゝ な にと 

十九 八 九 八 七 八 六 七 七 八 八 七 八 六 六 七 ニニ 八 七 六 六 五 五 

を かた あるう とつう きいせ しかも ir- しら 

九十. i 十 十九 十九 八 九十， i 十 十九 十九 八 九十と 十 十 

う、 ちわ あた h- ぃゝ おも ふ ひとに は あ 、 あはた くち 

九十 九 八 九十 八 九 八 七三 八 七 六 六 七 八 八 八 七 八 

とよ を、 しのみ や あか は あ ら J.S -1 3 うせ ゑんし 

これよ， 9 末 も かくの ごとくく  h> 返して 引な， 5 

此外 はや. うた ども あまた K へ ども ふし さだまら ざ 

る はしる し：？' たし 


八橋. - 

ゑ てんらく 

梅が え 

桐 壺 

雲のう へ 

うす 雪 

雪の あした 

此分 いづれ も 

だし ゑ てんら 


くみの 名 

、れ は古樂 © 名， 


宮古鳥 

うす 衣 

力ら 力-.^ 


くちにう たのし やうが 六つ ゝ有、 た 

は 七つ 有、 其 外の 大 $1. のく みどもお 

ほく 有 也、 中に 雲井の しらへ と 申 は、 大きに ひじす る 

寧 也  - 
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三味線の 次第の 事 

仰 日本に 三味せ む を ひき 初し 事 は、 文祿 のころ ほひ、 

石村檢 校と 云び わ 法師 あり、 心た くみに して 器用 無 

双 者 也、 あるとき 琉 球の 島に わた，.^ ける に、 かの 島に 

小 弓と いひて， 糸 三 筋に てなら す 物せ、 小さき 弓に 馬 

の 尾を较 にかけ て 引 なれば、 小 弓と は 云と そ、 石 村 こ 

れを 採，. >  みるに、 琵琶 を やつした る 物 也、 いとの しら 

ベ やう も、 一 二 はび わの ごとく、 三の 糸 は ひわの 一一 一よ 

.= 'も 一 一 調子 ほど 高く あはせ たる もの 也と 思 へ h- 、所 

の ものい ひける は、 此嶋 には眞 蛇の 多き 所なる が、 ら 

へ いかと いふ もの あ. 0 て 此ま むし を 食物と する、 さ 

れ ばら へ いかの なく 聲、 小 弓の 昔に 少 もちが はざる 

故、 眞蛇を 退ん が爲 に、 專引 也、 琵琶 法師 も、 愛に 逗留 

の 間 は、 引 給へ とい ふ、 其 後 石 村 京都に かへ..^ て、 お 

なじく 琵琶 を やつし、 此 三味線 をつ くり 出せ，. >  、琉球 

の 鳴よ. C- 、ん て來る IO いふ >i "にて、 .0 うき .フ く みとい 

ふ 事 を 作 をけ. 9、 弟子 虎澤 けんぎ やうに 不殘傳 へ 


しか は、 虎澤 またく みはて と 云 事 を 作..^ 出す、 虎 揮 

よ，.^ 山野 井檢 校傅受 して、 世に ひろまる、 糸の あはせ 

やう はこれ も  一 二 は 琵琶の ごとく、 三 s 糸 は バ比琶 の 

四の 糸 調子 也、 おやす きものに 似て、 はなはだ 引え が 

たきもの 也 

IK づゎラ しき 

一 琵琶の 調子 先 黄 鐘の 調子に 合せん とお も ふ^は、 

一 は 黄 鐘に 合せ、 一 一は 一 越 三 は 平 調、 四 は 一 のうは 調 

子 也、 又 盤涉に 合せん とお も ふ 時 は、 一 は 盤 渉 二 はや 

調、 三 は 双 調 四 は 一 の うは 調子 也、 のこる 調子 も 准 

レ之、 琵琶の 樂に あまた 有と いへ ども、 大 唐よ，. > 傅え 

來るは 

じ やう げんせき じゃラ 

一 上 原 If? 上 

一 流 泉 啄木 

一 玉樹 三女 

此玉樹 とい ふ 曲 は、 不吉 曲と いひ 傅た. o、 然る を 或 人 

うつ をかん が へ . 此中 一 手引 か へ たる 有、 さわ ど 

も 此曲猶 よきに しも あらす、 其 後 も 度々 不苦 のた め 

しあ. 0 ける と 也、 又七ゥ ばち かきく. たし、 三の た、 

き、 條む すひなと いふ は 調の 曲の 名 也、 いづれ もた や 

すく は 引え がた き 事な. rt' 


一 三味線の 習 ひやう は、 人の 引に 心 を 付ば ちの 持 や 

う、 糸のお さ へ やう をみ るべ し、 或は 歌 を ひかば、 ま 

づ其 歌の ふしはかせ よく 覺 るが、 かんよう 也、 たと へ 

ば ゑ を かゝん とお も ふに、 たび C みたる 物 を 書ば 

にせて かゝ るべ し、 終に みざる もの を 何として か 書 

出す ベ き や 、三味 せん もこれ に ひとしく、 我 さ へ 歌 を 

覺 すして、 三昧 せんにうた はする 事 、なかく 成 かた 

き 事 也、 先 はじめに はいと を あはせ なら ふが せんよ 

う 


うにす へし、 或 人の いはく 

引 習 ひ 糸 を あはせ むと おも ふなよ 

すみ. たに あ へばい と は あ ふな..^ 

さみせんし やうが の 事 

A 一  の 糸の しゃう が 

しト： j ち ふくらの きわに てお さ へ 上よ.： ：- 引 を 云 

きズ 1 すく ふ を 云 

さ ト". J はなして 上よ ，-=.■ 引 を 云 

かト； j すく ふ を 云 

△ 二の 糸の しやう が 

っトハ J ち ふくらの きわに てお さ へ 上よ， 0 引 を 云 

るム 一す く ふ を 云 

と ト、， J はなして 上よ h- 引 を 云 

ろ丄. 1 すく ふ を 云 

すズ I 五寸 ほど 下にて おさ へ 上よ h- 引 を 云 

て トニす く ふ を 云  . 

△ 三の 糸の しゃう が 

ちム J ち ふくらの きわに て おさへ 上よ..^ 引 を 云 

..^>ニ すく ふ を 云 

1  ,  , 


一 糸 を あはせ 習 ふやう の 事、 初 は よく 引 人に あはせ 

て もら ふべ し、 但 調子 高き は 糸た び. きれて わろ 

し、 少 ひくめに しらべさせて、 糸の よく あ ひたる 時、 

上 こまよ 一  寸 ほど 下に、 糸 三す ぢ ながらに 墨 を 付 

をく ベ し、 あが ，9 さが の なきやう に 同處に 付 をき 

て あはせ 習 ふべ し、 糸 ゆるまれば すみ さがり、 しま， 9 

過れば あがる ものな， 5、 髮 筋の はい ほど あがり さが 

h- 有ても、 一 調子ち がふ もの 也、 これ をし やう こにし 

ていと を あはせ なら ふべ し、 又 こまの たて 所 か は， 9 

て も、 調子ち がふ もの なれば、 こまの き はに 皮に 成と 

も 糸に 成と も、 墨に てし るし を 付、 同所に こま 立る や 
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てム J はなして 上よ b 引 を 云 

れよ I すく ふ を 云 

た 人.! 五寸 ほど 下にて おさ へ 上よ- 0 引 を 云 

らトハ .1 すく ふ を 云 

右 あはせ てし やうが の數 十六 字 有 これ をよ くそら に 

て覺る ほどな に 事に て もはやく 引なら ふ 也 

十六 字と は 

,ソ キサ 力- ン * トロ ステ チリ テレ タラ 

しき さかつ ると ろ すてち .9 てれたら 

いと をお さ ゆ る ゆび は、 人 さし § び-な.^, ベ にさし 中 

§ び にても おさ ゆる 事 有 ども、 それ は 功 者に 成ての 

事 也、 はじめは 人 さしゅ びば か h- にても くるしから 

す 

厶ぁ ふみお ど h- のうた 三味 せん 引 やう 

ス テ -ン ス テ +テ ステ -ソ ス テテ ット サシ ト , クス 

ふう. b いふら い， ふるつまい としな、 われ ふるつ ま 

テ チテ -ント n ッ 、テツ トク ト サシト -ソト 

は、 なをい と をし、 いやれ なを、 いと をし い 

これ をよ く 引お ぼ ゆれば、 いづれ のうた にても ふし 

だに 一 つなれば、 かくの ごとく 引て あ ふな. 0 

<3 おなじく あ ふみお ど h> 

スクテ レツ.^ ス ク テレ チタ テレ テク チレ-ソ^ス グテレ テン クト トサ 

ふ- フらぃ ふらい ふる つまい い x, 一し な 


十八 

カシ キト テ トロ-ソ^ス クテレ チリ チレ ツル トテト n サク , テツ ト 

われ ふるつ ま はな をい と をし や れ 

ロクト サカシ キト テ トロ- ソ 4 ト テト 

なをい とおし 

た. 5- し、 これ は 引 やうむ つかし けれども、 世上に て お 

i えたる はかくの ごとし 

△ いせお ど 

ス テ デ チテ、 テツ ステレ -ソ テク トツ トサ シ トツ ト 

あのき みさ ま は あ、 いせのはま あそた あち、 め ゑ もと 

口 サシト テツ ステ レク. トス テ , 

にし ほか やれ こ ほれ か あかる ゑゝ 

A おくらお ど 

シト トツ テツ ト トシ トト シ- ントサ シテ -ン チ クト、 

をく うらの をの をん の をん のへの、 ひと もと をす う 

シト トシ. ソトサ スト、 ツ テク ト トシ ト、 シ-ソ トシ 

,,=> すうん す- \ き、 い つ うさて ゑ ほほん ほ ゝんほ にて 

サ ステ レツ テツ ト トシ ト トシ-：,' トシ サササ 、シ ト 

、、みたれ やあん やあん やあん あ をい のお たまこ か 

ク ト，， - トサシ ト-ソ 、 シ トシ サ 

れ ゑんて なき こかれ つらん や 

△ あ ひの 手 

テス ッ テス ッ 0 ステレ ステ 0 ッ〃 トシ サ 0 

△ すげ 笠 ふし 

スデ、 チ チデ、 チタ チ * ス チチテ タス ヂ 

や ふれす げか さあ や あ、 あんや ぁゝ しめ を かきいれ 


ていの を を ゑい、 さらにい きもせ す、,^、 いさ あん、 

トツ ツステ 、-ン テント -ン、 ト レサ サシ ト 

さあ ああ あや あさん ゝさ、 すうて ゑ もせ ゑす う 

厶 よしの、 山 

シ トサシ サシト * ク トク トサ シト * クステ * ステ 

よしの ゝを やま を、 ゆきかと みいれ は ゆきて は あ、、 

チタ テス-ツヤ グ テク ト、 ツ トシ トツ ス テク トシ サ 

あらてん ゝゃ あこれ の を、 はな あの ふゝ きょ のん、 

シャ クトサ  • 

や あこれ の 

厶 かいだう くたり 

クス テク ト 、シ トク ト、； ン卜サ チタ タテチ テスタ 

おもしい ろの かいとく た. i> や あ、 なにと かた あると 

ス , 1K* スデ -ソ少 ステッ^ トロ シト ク トト； >  トサシ 

つ うきい せし かも かわしら かわう、 ちわ あた..^ いお 

トク ト * シ トサ； V ト S\ ト * ヅトサ チ タラ テテ デス 

も ふ ひとに は ああ わたく ちとよ を、 しの をみ や あか 

テレク^ デッ ステ、 テス テク^ ス テク^ トロ シト 

は あら あや あ、 じラせ ゑん じ せき やまさん， C 'をう、 

少 トロ シトサ チ- タラ テレ チラス テ レク^ テ- ソスス 

ちわ あた.^ い、 ひと を まあつ う も を、 と を にいつ う 

テ * ステ 

くう との 

これよ. C さ き は さみせん おなじ ごとく に 引 也 

みわたせば せた のから はし、 のぢ しの 原 や かす むら 


ん、 雨 はふら ね ども.^ 山 を うちすぎて、 をの、 しゃく 

と よ、 すり は. 0 とうげの ほそみち こ よ ひ はこ ゝ に、 草 

まくら か. 0 ねの 夢 は、 やがて さめ：^ 井、 ばんば とふけ 

ば 袖 さむき、 いぶきお ろしに、 ふわの せきもり、 i ざ 

さぬ 御代 ぞ めでたき 

<3 ころく ふし 

ステ * チタ タ、 テ チタ デス デスク テチ チタ テス 

ころく、 むまれ はに しの をく にころ く、 そ をた ちゃほ 

グ テスタ テ スグス クテ テチ * テ チステ 

、ほん ほ、 ほん、 ほ、 ほ、 ほん、 の をよ を をく はん、 

チ テ - ソチ、 リ テ、、 ソ.^ ステ スク チ チリ テレ 

ん との のん か 、いやか、 か、 A か、、 そ，， c: そわ まこ 

少.^ ス テ ス -ソク トロサ サ トデ- ンテチ テク^ テク 

とに の ほん ほゝを さあて， むさ あしの にす うむな こ 

ろく 

八 紫が き 

サ、 シト ロサ サ * シ トロサ サ カシト クステ *  - ント 

し は あか あき、 し は あか あき、 し はかき こ をし いてな 

トシ ササ シト サ、 シ トロサ サ * シト 口- ソス テチテ 

ああ ああ 、ん、 ゆきい の おな ふりい そ をて ゑ， ちらと 

ク^テク トロサ シト、 ソス ^テ レテタ 、テ * ス- ソ.^ 

みいた とな ああ あ 、ん ふ.^ いそ をて ゑ、 ゆうう さ い 

トロ シサシ トク ス テク トシ トツ トトサ サササ サ：>  ト 

の をなん な もさ. あんよ さいよ ゆ きのな なゝ ふりい そ 
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をて ゑ、 ちらと み いたと な ああ あん >■ 

△ 鹿 おど. 9 のうた 

ステ、 、ス テス テチ 《 チ テス デレク.^ ト n サ シ ト 

うらう う うらの せきの を をし み い つ うわ ぁゝ 、よこ 

トレ トテ -ソ トス テテ チテ レ-ン ルテ- ソト、 シ トロ シ 

とをにをっ れ10^とをなもをたぁたぁ ぬう う ゑい そ 

や 

返しお なじ 事 也 

厶ぉ かざき 

ステ、 チタ チ タ ステ、 チ タチ タス テ * チテ 

を かざき じょろし ゆ を かさき しょろ しゅ を かさき じ 

レツ" テ-ン トシ h,  > ステ、 チテレ -ソ^ 

よろし ゆ は ゑ いじよ ろしゅう を かさき じょろし ゆ は 

テク トシ ト > 

ゑい じょろし ゆう 

近代 山 井の 弟子 柳川检 校、 此 道に 心 をよ せ、 寐 にわ 

すれす、 天生 その 骨 をえ て當 代の 名人 也、 色 あ ひばち 

のしな やかなる 事、 中々 凡人の わざと は おぼえす、 さ 

るに 依て、 世に 柳 川 流と いふくみ のかす は、 おもて 

七、 うら 七と、 その外 大事 どもお ほきな かに、 さかい 

與屮 島ぐ みとい ふ は、 大 なる 秘事と す、 はでの かす、 

卅餘有 中に もらん こやと いふ 事 は、 引え がた き 事 也、 


學ん とお も ふ 人 はよ く/. \I;,:G をう く ベ し 

一 調子 を 閉習ふ 事、 初 は圆竹 ； 竹に て 間べ し、 功 者に 

成て は、 四 穴 十一 一律にて 間べ し、 十一 一律 は 昔 黄 帝の 臣 

下、伶倫と云し人懈谷と云ふ所の竹を切て、作，=^出す 

と 也、 去に 依て 調子 を 業と する 人は份 人と 也、 此調， f 

と 云 事 は、 人間の なす 事に あらす、 天地の 間に 陰陽 造 

.  せいおん 

化の 氣、 みち/ \ て 、自然の 聲昔物 を かって、 願る ゝ 

道理 也、 これ 天地の 妙 一 氣の 流行 不 息の 印 也 

一 十干の 調子と 云 は、 天 一 の 水よ.^ 生す る を、 盤涉と 

云、 地 二の 火よ. 9 生る を斷 金と 云、 天 三の 木よ， 生す 

る を、 神仙と 云、 地 四の ^よ， ^生やる を 平 調と 云、 天 

五の 土よ，^ 生す る を、 鳧錄と 云、 地 六の 水と なる を 勝 

絕と 云、 天 七 火と 成 を、 黃錄- ひ 云、 地 八の 木と 成 を、 双 

調と 云、. 大 九の 金と 成 を、 無と 云、 地 十の 土と 成 を 

一 越と 云、 これ 十干の 調子 也、 H 月の 調子と て 上 無 下 

無 をく は へ て 十一 一 調子 也、 此 十一 一 調子の 次第 は、 まづ 

： 一 越 は 子に 當て位 は 一 つ、 數は 九、 斷金 は？^ に 當て位 

一は 二、 數は 八つ、 平 調 は 寅に 常て 位 は 三つ、 数 は 七つ、 

一 勝絕は 卯に 當て、 位 は 四つ 、数 は 六つ、 双 調 は 辰に 當 

一 て、 位 五つ、 數 五つ、 下 無 は 巳に 當て位 は 六つ、 數は四 


つ、 K の 調子 是也、 鳥 e 鐘 は 午に 常て、 又 位 一 つ 、 數九 

つ 、 黄 鐘 は 未に 當て、 位 一 一つ、 數 八つ、 駕鏡は 中に 當 

て、 位 三、 數七、 盤涉は 酉に 當て、 位 四つ、 數六 、神仙 は 


戌に 當て 、位 五 つ 、數五 ゥ 、 上 無 に當 て、 位六數 四、 

日の 調子 これな り 

又 順のう つ. 0 逆のう つ b と 云 事 有、 順 八 逆 六と 覺る 

ゎぅひゃラはんもぅかみふ だんらんし ゃ5しんしも 

也順のぅっ.，^とは、 一 黄罕盤 上烏斷 fl 勝 神 下是を 


八のう つ， 9 とも 云、 運 氣論納 昔の 五行に、 八 を へだて 

て、 子 を 生す ると 書し も、 此 調子の 现&、 逆のう つ.. 9 

と は、 • 下祌勝 驚 斷鳧上 双 盤 平 黄、 二れ を 六つのう つ 

b とも 云 也 

又 十二月の 調子 は、 まづ 正！ IT は 陰數の 木、 神仙、 二月 

は 陽數の 木、 双 調、 三月 は 陰數の 土、 凫鐘、 四 U: は陽數 

の 火、 斷金、 五月 は 陰數の 火、 黄 鐘、 六月 は 陽數の 土、 

下 無、 七月 は 陽 敷金の 金、 鸞鏡、 八月 は 陰數の 金、 平 

調、 九月 は 數の 土、 上 無、 十月 は 陽數の 水、 勝絕、 十 

一 月 は 陰數の 水、 盤涉、 十一 一月 は 陽 敷の 土、 一  越、 HJ 

の 調子 これな. 9 

又 人の 呼吸 聲 昔の 調子 は、 神仙、 双 調 は 肝の 臓、 膽の 

府に 通す、 黄 鐘、 斷金 は、 心の 臓、 小 臈の府 に 通す、 M 

鏡、 平 調 は 肺の 臓、 大 腹の 府、 盤涉、 勝絕 は、 腎の 臓、 膀 

胱府、 鳥 鐘、 一 越、 上 無、 下 無 は、 脾の 臓、 胃府 よ. 5 通す 

る これな 

其 外 生と しいけ る もの は、 云に 不レ 及、 非情 無心の 草 

a 聲水 昔まで、 自然の 調子に あらす と 云 事な し、 

然 人の 目 は みん がた め、 耳 は 聞ん が ため、 鼻 はか 

がんが ため、 舌 は 眛 へんが ため 也、 され ども 調子に 
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松の 葉 序 

それ 吾 朝の 昔 律 は 夭の 鈿 女の 命よ.^ 起. 5 てあられ ユ 

るら し 外 山の かつらい ろに み ゆる をい かに せんと 庭 

I- の 唱歌に はじまりけ る か つ 人 王 百 七 代 正 親 町院の 

御宇永祿の比琉球ょ.^蛇皮ニ紘の樂器渡り和泉の國 

堺に すめる 琵琶 法師 中 小路が 手に つたへ 長 谷の 觀昔 

の靈 夢に よ h- て 一 紘 のまし 一 一 一紘と せし を 世に 三咏線 

と 呼 一」 しらぶ る 一 看に あらゆる 呂律 備ら すと 云 事な し 

是 一 よ， 0  二 を 生じ 二よ，^ 三 を 生じ 三よ. 5 萬 物の 音聲 

を 生やる 理 いたれ. 9 か^: H. 小路よ. - 石 村 虎 渾擇住 相 

うけ 次て 寬 永に 攝 州に 加賀 都城秀 堪能 ならびなく 九 

重に 遊び 東武に 跪き 官職に 2^ 進して 加 賀都は 柳 川 城 

秀は 八橋み な僧官 に准じて 撿 校に 經 のぼ..^ ければ 此 

三！^ の 鼻祖 兩 家の 棟梁と はなれり ける 傳 ふる 所 本手 

端 手 新曲 綿蠻 として 淺利檢 校 佐 山 撿校出 田 撿校市 川 

撿校朝 妻 撿校藤 島勾當 今や 都に は 小 野 川撿校 三橋檢 

校 猶等覺 一 轉の ひか..^ を あらそ ふ 藤 永 勾當熊 川勾當 

松 澤勾當 木 崎 勾當早 崎勾當 豐田 勾 當淸田 勾 當倉橋 座 

頭 武藏に は 岩 崎 檢校豐 橋 勾 當速川 勾 當安數 川 座頭 等 


雪上に 霜く は、， 9 錦 江に 桃花 飜. 5 塵 動 ffl 逗 るの 功 妙 

手と して 十の 指さす 達人な b やっかれ としころ 閑暇 

の 茶 菜に 是を もて あそびて 知 昔の こ、 ろざし あ， 9 け 

れ ばよ. oc かの 本手 端 手長 歌 端 歌 吾妻 淨 瑠璃 新曲 

の 唱歌 を艸 書し か つ 古今 百 首 の なげ ふ し をく はえ 花 

晨月 夕の こ、 ろ や- 9 にかいつ く を ある 人ね もころ の 

求めに 應 じて 櫻 木に 命な がう せんとす るに まかす る 

もの ゃ此 花の もとに あそぶ 好士 あらば 德 孤なら す 吾 

いづく んぞ かくさん 5 -/( ) 

于時 元祿十 あまり 癸の 未 龍 集の 凉み 0- 秀松 軒の 木の 

もとに かきあつめ ぬれば 松の 葉と 名つ けぬ る もむ へ 

なる へし 
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〇 三味線 本手 目錄 

： 琉球組  二 鳥 組 三 腰 組 

四 不祥 組 五 飛彈組 六 忍 組 

七 浮世 組 

此七曲 を 本 曲と いふなり 石 村 虎澤琉 球國ょ 相傳の 

うへ 手 をな をし 加えて 一 作と なし 今の 世に 至りで 三 

味 線 第 一 本手 組の 濫觴と なれ 

〇 端 手 目録 

一 ^.::にござれ  二 葛の 葉 

三 比 良 や 小 松  四 長 崎 

五 下總 ほそ..^  六 京 鹿 子 

七 端 手 かたば ち 

此七曲 を 新曲と いふ 柳 川 接 校 作 也 
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三十 


M 組 

( 一 ) しづ 

〇 しづ のみ なれば いろに はださぬ あたい 心の うちに 

こがる、 

〇 た ちょ h- むすぶ やまの 井の あかれ や あかぬな か は 

なまつ の ふたばよ ちとせ ふるまで 

〇箫 でかく ともゑに うつす ともさら に つきせ じ まつ 

しまの なみに うつろ ふ 月の かげし まの かす しんし 

らぬ 

〇 たんだ 人に わなれ まい ものよ なれての のち はる、 

んる ゝ みが * たいじなる もの はなる、 がう いほ どに 

◦  5" づ いたみ づが ゆり C たぶつき こぼる、 げなも 

の をう っゝ なやとの は みやこに 

(二) にしき 木 

〇 かみのお ま へ のみ しめなわ そよ ふく かせに もな び 

けばな びく つらき 心 をう ちす て 、ものぐ ねに なめ 

され そそ ふ ふ わる や うちとけよ くす み て もせん 

なや 

〇 やまがら がか ごの うちでの うらみ ごと 力 こ 力 こ 力 

ごで もん ど..^ う. たれぬ 


nhh. おば まの なすな のかす ほどお も へ ども >f<i んカ 

うすい やら そ ひもせ ぬ 

〇 おつ とわに しき 木と. 9 もちて さ いたる かど をた \ 

けどもう ちに こた ふるむ しのね のお も ひき 路 やれ 

こ ひのみち き， はた ちゃう /(\' 

〇 しの ベ どもお も ふきみ に は あは やして むらさん め 

よはら^^ ほろ と ふる ほどに おも ひきろ やれ こ ひ 

のみちき h.. はた， 0 ちゃう/^ 

〇 とてもお すち やる もの ゆ へに さ h- がたいと て だ 力 

b ようかう きょの なかの さんだんに さか ひつる >  J 

とよ Q と いよ h- よよ， 0 もな まな 力い ちゃ はまい る 

まいよい や/ いやなら はじめに いやと はおし や 

で いまさら なにと なら ふぞ のうお も は ざな きそ 

ます はな くるひせ うすもの わざ くれ 

(三) めをやき 

〇 さても そなたの たちすがた はるの あ を やぎい とざ 

くらこ ゝ ろかたよ./,... 'と 

〇 ふみ もや， 0 たし びんぎ もした や おもかげ にたつ そ 

の おもかげ を わす- られ もせで みに そ ひそ いろに う 

かれきて うき やう こつ -I, - や-ひだいな しゃ-つ-き や 
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( 一 ) わかみ ど， 9 

はる ははつ ねの まつ かえ ひきてき みが 千と せ を やち 

よと おも ふそのと き はぎの わかみ ど， 0 アイ ノテ むめの 

まな パき いほる よ， 9 うぐ ひすき て ふ と さ えづ b か は 

しょし 野に はな もさくら ぎ ふぢえ いろな つ かしきた 

そかれ に 山 ほと、 ぎす を とづれ て あけ やすき よの な 

ら ひに は ゆめの うきはしな かたえ て ふみ も かよ はぬ 

こ ひのみち くもでに もの をお も ふこ そかの やつはし 

のかき つばた わかむらさき や こむらさき ゆか， 9 ある 

身に たのみ を かけて えに し をむ すぶ いづみが はいつ 

あひなれ てあい そめが はの あ. たなみ か、 る ぬれぎぬ 

のた もとす いしく あきたち て をぎ ふく かせに みだる 

、露の そのた ま かづら かけし より わする まもな きわ 

が おも ひそら にう かる ゝ あのうす ぐ もに ゆ ふぎ h- か 

ゝる そのつ きの ころ 人 まつよ ひの ものさびし さ をた 

れ にかたらん みよしの ゝたの もた よ.^ も つきはて 、 

うらみな みだに そでし ぼる いろ わ やし ほに そめな し 

おひても みおち.^ しくた か をの やまの あらしに つる 

ゝ むらしぐれ いくたび ぬる ゝゎ がそで アイ ノテ ひろ は 

> きえんた まざ ゝ の あられ はつゆき ふらば ふれ われ 
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S 十八 


よな わさくら よ 力 

ほる はむ めよ はつね ゆかしき やま 

ほと、 ぎす つき はたか をの もみ ぢを てらす •§ きのは 

だ へ になれ./,, ^なる 、わ はんじょが ね やのと /> 、 

アイ ノテ ゆきて みうらの まがき のうちに はなの . ^ろ，^ 

ろ そのこ むらさき きくに はつねの うぐ ひす そで をり 

く 手い くた ス わすれ もやら でち よのお も ひ を / •■ た 

- - い たらん げんごし う アイ ノテ いとし げん IL うに あ 

ふよ さはさん さと.. もな くい そよ も あけ そ さ A さて 

i ろ ん /\ のうようら /\  /\ こでら 

のして ゝん てんちん からころ， 5 よのお 、ぼつと， C- ぼ 

と， 0 の と-.. i ん と /<^./.(..> しとと ろ だ いこもつ る 

つりがね もの ふこの いよ それのう さて つくな ならす 

な ゲ んご しう 

(五) さんや を どり 

こんど はじめてお 江 In- にす めば てんが かくやく ひか 

h- を くれて きれよ さがれよ ふりそで. たて を/,.. 'する 

がの ふじ はくさん ぞた てな わか ひもの さんや へ 力よ 

へしの ぶ あせみ ちで あぶめ がわれ にあて おった かつ 

こく れ どきみ がた めな，. = ^やつら さもう いこん. たう 

きょしの ぶの ふか あみがさの すがた かたちで わかき 

1^ © 菜 第二  ^ I 


はみ ゆるしの ゝすゝ きです ゑ とげぬ よしな のお も ひ 一 

じ やな アイ ノテ たれ もす いたかお ゑ どの ふう やい くた 

こやの ゝぁ つも. n.- さまが くまが へが さに はちく づぇ 

二つ もんの ちんち， 5 めんの べんべ をき せて せんせ か 

しょうき みのね みだれがみ をい つに わす. 5 ょぞ さて 

もさいた るな がが たなお きのと をった おわかし ゆ 様 

の い つくに/, \>+^ め. たまが はなされ 申さない アイ ノテ 

ごても- フは きも い のちのぅちょさゃがてしぬ>/-^ ひ 

つ ひけ うんの めさ はげ あす を もしらぬ 身に 

(六) くも 井ら うさい 

. や まの は アイ ノテ いかな 夜 もよ も 人 アイ ノテ こそしら ね 

アイ ノテね < ？. 'わなみ だの ふちと なる アイ ノテ よしや なげ 

^ じ.？，  -iils  3 とても アイ ノテ さ， ためな きこ そ-つきよな 

r^w お〕 一 I- われ ふ，. y すて ゝ 一 こ ゑば か b いづく へ ゆく ぞ 

やま ほと \ ぎす 

(七) 木 や- - 

やれう きたつ ははる の 日の かすみの うちの むめの^ 

ひとへば か.^ かさくら ばな に ほひ ふくみて さける- - 

やゑ を をり たやな かのえ だから 見 ごとに ようさいた 

やれ かほる そで をへ えい や/、 ちらば かい あら じ や 

I  I  三十 九 
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ね や の つきさへ まく ら にかよ ふ ひと，. ^ こがる 、夜 は 

ながとの そのし の ゝ めのと. 0 のこ ゑ 貝. たる、 つゆの 

たま か づら いつ あ ふさ かと こ、 ろ はせ きしう とめて 

。くよ も かほる ははつ ねたき のしら たまなみ. たの ふ 

ちに しづ むお も ひ は いづみが はい づ みきと て か 二 上" 

こよし かる もの うた ひし わ n ウサイよ しゃな げか じか 

な +* ぬ とても アイ ノテ さだめな き- J そうき 世の なら ひ 

きのどくに いよのと はお も へ どもす てがたき 人 を. S 

を はっせの やまの &の むすぶ ちぎ. 9 の，. „ ^しゃう の あ 

らばせ いし せんじ ゆの そのいち ざ三サ カリい まやき て 

う. 0 まつが えとき は 本 テゥシ ちとせ やちょの ものお も 

ひな さけ を かけて やつはしの くも！ Q のにし をな 力む 

れ V6 はつ やま la やまの みねの もみ おはいろ ふ 力き よ 

よもに うきな は たかを やま ./t^- おも ひに 

ぬる、 わがた もと あれ みつしまの はなの ころ こ 人の 

へ にこ そに ほふらめ ならさ かた こだ ゆ ふかし はぎ ふ 

たりと はとに も かくに もた のま じ もの を われよ きを 

しらぬ ゎ&こ くもの かなと から？，^ さきの わら y 力 

ほめ もとに やし ほが へ めもとの しほに なれ ごろ も か 

のさ ごろ もの 袖 ぬれてな みだの 玉の 井 うらむ る 小う 


たの その ふじえよ しだの おも はくや どうもなら ぬに 

の 

(九) さよ ごろ も • 

きぬ..^ にか はす かたみの さよ ごろ もつ まこ ひかね 

しし かのこ ゑに みだれみ * た る、 いと はぎの むす ぼ れ 

- やすきた まの をのよ るて ひくてに ものお も ふ 身 をせ 

めて あよれ とし V< しな. 0- とも アイ ノテ しのぶ やましの 

びかね たる 人め のせき を みちしるべ せよ しのぶく さ 

の いっそつ ゆと もき えなば きえよ たいじ かさ ある に 

かひな きすて をぶ ね アイ ノテ そ- - こそしれ ね そて のう 

マ. A  ；； 'はくま もな きま くらの なぎさた つ あだなみ はし 

-ナ. しと ま、 よそれ をた より に あはねば ならぬ あすま 

でよ もや 三下 リ つゆの みは あら じこの ゆ ふぐれ をと 

は とへ かし 

(十) もし ほぐさ 

ちょ よ ふると も か はらぬ いろよ とき はの やまの いは 

っゝじ 、<ょ ね „i 人の - J ひしき ものと おも ひしょ h- も 

す にむ かひよ しなし ごと を こ \ ろに まかせ かき 

てぞ をく る もし ほく さむね にたく ひのけ ふり は そら 

- W  ；; びくなら ひに いよの アイ ノテ すゑ わ あ ふせの なる 
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松の 葉 第二 卷   , 

まくら；；；" と， 0 こがる ゝ みはう きふね Q よるせ さ め 

ぬ このう さつら さしら せた や 'ゆめに BS ん とて い 

たしく そでに なくね さびしき アイ ノテ き， (^すつ ュ I 

なきひと を まつむしの アイ ノテ くさの まがき の ゆ ふ ベ 

になれば もの こそしん ぞ おも へ のさ .oi はう き 世 や 

つ さいつ さて P- けん はとに いくで 

(十 一 ) さくら づ くし 

あかでの みは；；？. に こゝろ をつ くす みのお も ひ あまり 

にて を を， 9 てかぞ ふる はなの しな <,\ 'にわきて やう 

きひい せ- J まちた が - .- ざく ら やち こさくら も、 のこ 

ひ あるむ はさく らね れゃ こふ らし おもかげ のよ なの 

すがた を さき * たて ゝ ゆく ゑ わけ こしみ よし野の ァ" 

二，  Z テ 

くも 井に さける やまざくら かすみの まより ほの 

かに もみ そめし いろの はつ ざ くら アイ ノ テ たえ ぬな か 

め はこ、 の へ のみや こが へ. 9 の はな は あれ ども 钏し 

ぁづ まの 江戸 ざ くらな に おうし うのはなに はたれ も 

うきみ を こかす しほが まさ くら はなの ふ.. 0 そで や へ 

ひと へ アイ ノテ したに はむ くの ひざ くら やかば にあ さ 

ぎ を- J きませ てわけよ きぬ ひの いとざくら ひくて あ 

またのみ な. h,- ともせめ て ひとよの たは ふれに ゑ ひ を 


  四十 二  I 

すゝ むる アイ ノーアく まがへの アイ ノテ たけき こ ゝろ よと 

らの をの せん も かよ ふこ ひのみち アイ ノテ しのぶに 

つ らき ありあけ ざ くらき みのな さけのう す ざ くら 

アイ ノテ よしやお も ひ をき， 0 が やつ アイ ノテ うきよ を 

てし すみぞめ ざ くらむ かし をし のぶい ゑ ざ くら は 

なのと ぼ その さ びし き に g: のかけ さ へ を そ ざ くら 

fi, 一 ィ下ノ け やみ は あやなし こうばい ざく らいろ こそみ え 

ね * どる 7 でで もに ほひ ざ くら やきく  vo  くら アイ ノテ +*  "ふ 

のしら つ § はる ことにう ち はら ふに もちよよ へ <J  V 

し 

(十二) ふゆく さ 

い. i はじな たま ゆら やどる 人の さか， 9 アイ ノテ身 をし 

る あめめ はっし ぐれさ だめな きかな うきく ものつ き 

のに ほひ も かげ さむき おしの うきねの まくら さ へ つ 

らら のた もとと け やらで デノ  P とこの うら はの しき 

なみの はま かせさえ てな くちど. りお も へ ば ゆめの 世 

を しらて やがて かれ 野の あさつゆと 本 テゥシ きえなん 

もの を たれ かのこ. 5 しきく のかの や へ むらさき にう 

つろ ひて そでの むかし も いつしか にあ ひみし こと を 

かぞ ふれ は アイ ノテ むら み ゆ るふ ゆ 草のう へに ふ 


,o しく しらゆき のみ も ふみわけて たれと はん まつの 

おも はん はづ かしの も， 9 のの こがらし たへ <\» にな 

ケ .1  -./ (^たばし るた ま あられ あさひ まつ まのう き 身 

のい のちな がれの すゑの われら さ へ もしも やさ そふ 

みづ しあら ば こ ひのし がらみ せきとめよ 

(十三) 四 季 

たれ か はじめし こ ひのみち いかなる ひと も ふみまよ 

ふなが のな はての ゆきかよ ひしき を h-/,^ の たえせ 

ま +15 る +1? よし 野 の is な さ く ら.ぎゃそ の ひと し も 

まち ほなる はつね ゆかしき うぐ ひすの むめ 力 力 を 

とめ あ を やぎの うきねの ねみ. たれがみ はいつ にわす 

b. ょぞ アイ ノテ なつ はすいし きさ 二ろ も をき て もる よ 

しの おんか ほよ ばな あ ひそめが はの ながれこ そき よ 

きながれ とお も ふに ぞいと いお も ひ はます か いみく 

もらぬ そらに あきはき にけ.. 9 アイ ノテ いつの まに こと 

にいろ ある もみおば の そのな はよ もに たかを やまの 

わき も 、， ま はもみ ぢして とてもぬ，^ - よなら なまな 力 

しぐれ はい やよ の ふゆの ながめ はする が の ふじょ 

アイ ノテ ゆ きになりた ゃ此身 はきえ て い まの おも ひ を 

えいさん さしら せた やよ しな やとお も ひつ いけて か 


く  VS が. CV こ ひせ や は 人 はなさけ の あらまし もの を あ 

はれみ たま へ しづ がう き 身 を 

(十四) やへ むめ 

二 上" 梅が さけが しいよ 八重 梅が え. た をえ た を 手 を 

る UK して かなら す こざせ と ささ ま を まねく アイ ノテか 

な，-らすござせとさまをまねくー„l^になh^とも めひたゃ 

見た やゆめ にな h-- とも アイ ノテ うき 世 じ やな まれに あ 

ふよ はう つ ゝ かゆ めか まれに あ ふよ はか たるま もな 

きさん さみ じかよ やよ しなのお もひァ イノ テラき 世 じ 

やな 

(十五) かすが 

三下" かすが の、 わかむらさき のす， 9 ころもし のぶ 

のみ だれかぎ， "^しられぬ わがお も ひ アイ ノテ をく つゆ 

の しづこ ゝろ なき あき かせに うつろ ふ 人の こむら さ 

き はな むらさきの はぎが えに みだれみ * たる ゝ こゝろ 

の つら さ tj;^"" そのく b ことの またのよ にきみ なら 

で よん./^ よそに はさ あ へ 色に は うつさ じさ あへ む 

ら さ きの いろに こ 、ろ は あらね ども ふ 力く ぞ 人 を 

おも ひそめ かひ も なぎさに わが そでし ほる 人め /(- 

忍ぶ の その かよ ひお の ふねに うちのりお てきた ち は 
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こなが と. 1 る ごま はせんし うらくなる？？ よと ぞ めで 

たき 

(十七) たま くら 

て， 0 もせす くも h もやらぬ つ きわお ぼろの はるの よ 

の ゆめば- P  .9 なる たま くらにき みが- フ きな やか， 0 な 

くた \ん とかく 人め のしげ （'なれば しのぶ やまみ 

ちしの びて. かよ ふいでの たまが はきし ねの かはづ い 

まやな くらん うきよの なかにわれ とひと しく もの お 

も ふ 身の あらば かたらん うさ つら さ こ ひの やま ぢを 

たど b ゆく"， テこ ひくて こ ひしき 人 を まっちゃ 

まほの かにみ えし このまよ. 9 な もな つかしき ほと、 

ぎす いま ひとこ ゑの を とづ れに アイ ノテ むかしの 人の 

しのばれて そでに なみ * たはよ るの あめく さの ゆ ふさ 

きわけ て こしす みだが はらの あれた る やどに くゐな 

M- らで まと f そ をた、 くん は あら じな ま つよ に i< 

く ら なな WV- なげ そま くらにと が もな やむ さ し 野 

こ な ベての くさ はなつ かしゃ わかむらさきの い ろ 

(^^ ッ 5； ありし ごげんに か はせ しことの むげに か 

はらぬ- J  、ろぞ ならば しんぞうれ しさな に 、かま さ 

る もの を かす -.,( - おも ふ 身 を たれ か あはれ とお も ひ 
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よ やらで ゆかしき みこ そまつの みどりよ いつも こ 、 

ろ を なぞえ たや 千と せ を もまた かけて へ ちとせ を か 

.v;^ て やつ さい はらぬな かとよ のう さ て な 

(十八) かま くら はっけい 

まだ 夜 を こめて あ.^ あけの つき もや どかる むさし 野 

の そら も ひとつ にち ぎ， こしい もせの な 力 を ふりす 

て ゝ かくた ち いづる わかつ まの こ ゝ ろの アイ ノテ うち 

こそうら めしや うらみながら もた ちいで、 ふ りあげ 

見れ VS5- の.，， /^とき， G- にへ だゝ る あは カづ さ レでレ 

るふね のかす はえん ぼの きはん これな らんみ ぎ 

はのと もつ が ひ /( は を やすめよ せ あつまりて ふ 

はとた つやがん かもめへ いさの らく が ん お もしろ や 

あれに みえし はありが たやい くちよ ぢ よの 力み 力く 

らす いのも. り アイ ノテ あらし こがらし さっと ふけ アイ 

ノテ かさに やか さに このはが はら /(- と は. 9 いよ 

よら-/, \' とこう てんの ぼせつ まの あた， „ はる 力 

にた かき おんやま はいつ も かのこの ふじの やま どれ 

/、それみ て../ \- から - 見てから こ ひがまし ます 

2 'す.，， （^のお- J とばに はっと： U まされた それでね も 

せで まよ ひゆく おも ふねが ひ はかなが はのお きに た 

I  I  I  四十！^ 
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だよ ふ あま をぶ ね と まもる しづく もろとも こな,， >  だ 

にあ かす ふねの うちこれ やまこと に せう しゃう のよ 

るの あめと もい ひつべ しあめ も はるれば あ,， 3*- を ひく 

ひくに なびかぬ アイ ノテ つれな さよ  一二 下リ きみ をお 

も へ は アイ ノテ かくしの ベ とも かひ ぞ なきつれ なき ま 

つに ふるし ぐれな さけに へだて はなき もの を わすれ 

まじつ きせ まじお も ひ はつん./ 1^ つ. 9 のい と アイ ノテ 

リ い てし やくる とこ  <- わ 本テゥ -ゾ つ つ たと こ,. っ+* おも 

fj ろ やきよ そんの せきせ うはう つ すら/ P ず こもの ど 

けき う-^ のお も 一 し § はかう ぞゑ いじける あづま； 》 

や アイ ノデ のじ まがい その はま かせに わが ひも ゆ ひし 

L- も 力 力 ほの みと ゑい じすて 、ぞ ゆく ほどに さんし 

のせい らんお もしろ や アイ ノテ せん h 'やうと ると もま 

だ.，， 'むま かたい や よ. { こしに やまび しゃく アイ 

ノテ 手に やまた きせる つ きのみ や こ を ふらねば ない 

よさ どうした しんて いし ほが な ひ アイ ノテ 日 も .ip- - 

しにい h- あ ひの ごくらく じの ばんしゃ うとき、 しに 

まさる 八け い やゆ, Q がみき はに よす るな みみね の 

アイ ノテ あらしに もみお あはせ よす る おな みが どう 

i どうとうつ て はさつ と ひきに つ- i んぶ さう り 
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など ころ や これ ぞ わら はがす みか と て ゆきの 下に ぞ 

つき 給 ふ 

(十九) わかくさ 

よのなかの 人の こ \ ろ はいろ >/1.» にう つろ ふ もの は 

はなの いろむ めが か をと むう ぐ ひすの たによ りいで 

ゝま たさと なれぬ 野べ の わかくさね よげ に 見 ゆる お 

も かけの 人め っゝ めば いろに は * たさぬ そでに はもれ 

て むつまじく おも ひそめた よ わかむらさきの ふでに 

まかせて かきつ ばた アイ ノテ なつ はすいし きいけ みづ 

にす むか はたけの すて を ふね こがれく てむかし を 

しのぶく さの まがき になみ だ を そえて なく やさ つき 

の アイ ノテた そかれ どきに たれ を まつち の/、 やよ や 

やま ほと ゝきす アイ ノテ きみ はさみ だ 化 おもよ せぶ， o- 

よわれ は ほたるび おも ひに も ゆる この ゆ ふぐれ の も 

の あはれ さに なくね さびしき むしの ね アイ ノテ あきは 

きに け， 9 われと ふ もの は をき がう は Vs こ fs*-. に ^  >/\ 

てかせ そよ ぐよ そに も をく やそでの つ §  g: のうつ ろ 

ふ 力げ 見 >f<l ての こる まつ さ へ あらし.. olt もに.： i- め も 

くさ も かれ/, \ に い つもながら の ふゆ はう や をち. よ 

もしもに うづ もれて この 下つ ゆにぬ るゝ皮 はいと .5- 


さびしき とこの うちまくら ならでは しらゆきの つも 

る お も ひよ ふし しづ む 

(二十) はるかせ 

さいた さくらに ふく はるかせ はの ほんへ 花の あたり 

をよ ぎて ふけく こぼれて かゝる はなの つ § アイ ノテ 

みやま かくれの 身 は ほと ゝぎ すの ほん へ 人 はしらね 

となき あかす/. \ 'よい /(- ぬる \ わがた もと アイ ノテ 

ナ く- M- みだ +* つまこ ふし かよ をぎ やす ゝ きに 

/\ をく つ ©. の /\  くるれば いろの そでし ぼる こす 

ははな かと 見えて -.' ゆきの あした はの ほん 

アイ.，' テ のん ほのう いよ かせいと ふ/. H 'アイ ノテ しもよ 

にぬ る、 わかた もとはるの ゆ ふくれに やま /(-.• をみ 

て あれ は を しも はるかせ にさ くらの はなが ちり か 

、るち， 5./ ^はつと はなの ち， 9 たる は そらに しられ 

ぬ ゆきかと みえて おもしろ やなつ は ほと ゝぎ すうの 

はなに あやめぐ さ 三下 リ ぼたん しゃくやく あっち， 5 

なう つち hv  M- アイ ノテす じ .9 もじりて * ん h-  く  b> んんじ 

よの をく やまの かげお しかの なくね むしの こ ゑく 

あきはな なに あ ふ つきに うつ ろ ふ もみ ぢの いろと， 9 

あつ めて あはれ さまさる アイ ノテ ふゆ はし ぐれに ゆ 


きかし も かときえ てた まられ ぬ 

(廿 一 ) さ ごろ も 

ひと，.： おも ひ を まくらに かたり せめてた のみの ゆめ 

さます あさの さ ごろもう ち さめて いとい ねられぬ め 

きの 夜に さ， 9 と はっき ふけて い つ さてこう ろぎ ね も 

せで まつむし ふくれば すいむ しゃん ど ふるければ せ 

き やる はう いよくつ はむしい と はぬ こゝ ろに てんと 

ゆ ふた かみ を のぞみなら ねから ふつ つと き .9  す 

なかぬ ま は ござ せんよ すこし あはれ 身 テ さっと 

つま 戶の しぐれ はう やの ぞくの なみだ はつゆの みだ 

れ がみい ふに いはれ ぬわが おも ひ 

(廿 二) らっひ 

われ は みやこ のらつ ひらく ぐ わい とらやく しし かも 

われら はもう し 子で なう かれ もので ござる おも ふ 力 

たに はすぎ しころ よ .o わかれて ひと. C 'いとい さ びし 

き ねざめの とこに なみ. たな そ へ そ ほと、 ぎすな みだ 

とともに むじ やう をく わん じと かくうき 世 はかし か 

ましとぉもひしころょ..^ゃまぢにぃりニしこしばしば 

がき ひきむ すび 世に あ.. >  が ほに 月 を ながめて ふけて 

きぬた の をと かと われ はきけば つき ぞ しらする わが 
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なみだお も ひつ けて あしび きの をし かの なく こ ゑ 

に ゆめ さめて われ をば たれ かと ひこん とい と いねら 

れぬ あきのよ に アイ ノテ もの をお も ひの ね ふ， 0 を さま 

すそのい にしへ はよ ねし うと あれば まふつ うた ふつ 

あだ くらべ うきよの なか をお も ひ いづれ はこ 、ろ も 

みだれ/ ヽ たりよ さス 力、 ，*• あま， 0 ゆかし さに こ との 

てうし をし らふれば を. 0 しも まっかせ が あなたの み 

ねの かたより もこな たのこと にかよ ひきて ひき 手 あ 

はせ たはな によ， 9 もって おもしろい あ ふぎく も 井に 

すまに きりつぼう す ころもに くものう へ しきの, メ* た 

れ かあつち. りなす ぢ，^ もぢ りて えれ く，. Cv だした るり 

ん せっすが^ きおもし ろ や はな たちばなの そでの か 

になく はなに とり ほ i  、ぎす にう ぐゐ ひすく ゐ なの 

と， のた ゝ きおと し を とづ る ゝし ばのと ほその けし 

きを ひきてき みたち にやつ こ のみ せて きかせた や 

よい >.( -' すん と ぬれ ませう に 

(廿 一二) こひづ くし 

おも ひねの こゝ ろから なる ゆめ ぞろ かまた はう つ ゝ 

かう つ ゝ なや ちらとば か，. >  の おもかげ をみ すの を ひ 

かせさら. にわ すれ もやらぬ 身ぞ つらき アイ ノテ , J 
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ひ はさま <.\ 'お ほ けれど あ ふこ ひまつ 戀 しのぶ こ ひ 

うらみの こ ひに わかれの 戀 こそ ものう けれ われ +<i 

ん ごくく さ ふかき あづま あた ひの ものなる が， 一ん ど 

はじめて みやこ へ のぼ， 0 ゆ きの ふ. 0. そで ちら と また 

見 そめ しづこ ゝ ろな くこ ひに して ふみた ま づさを か 

きく どき やれば おなさけ のかえ しに かなら す こよ ひ 

ぁふせとぁ.i^しをぃとぅれしくてゃ へ むぐ らしげ.^ 

るの きに やどりき なれん りの ちぎ り あ さ か らす ふい 

く かたれと かねて わかれの おも はれて さ h.lo て はな 

れぬ むかしが まし ^や もの アイ ノテか はす まくら はか 

すかす なれ ど われ も わすれ じきみ もまた おも ひい は 

せよ こよ ひの ちぎ. 5 はなれ ./( \- の むらくもみ あ 

すの わかれ も あの ごとく あた いしんき や もんき やさ 

.0 とて はこ ひに ははて なやい か J- せん 

(廿 四) かさ てら 

いかに せんと すれば うらみ かくすれ ど あ. 0 が ひしら 

ぬ 世の なかに 江戶 をば いと ひ いづれ ども これ ぞ まこ 

とに お ほい そやた びで ぅゐ もの はい.^ あ ひの かねよ 

さ やまお を ゆけば しかの - 」 ゑ ふじのお やま をう., ：>  ろ 

におき つまへ に はさう か いまん./., ^-IJ よても なく あ 
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らんせ なかれの 身 

(廿 八) はなの えん 

よしや よし野の はなよ. 9 われ は その ゆ ふくれの を，. ^ 

からに かいまみえ にし おもかげ を わすれ もやら でう 

い/ \と うつ る こ ゝろゃ むらさきの いろに いでたよ 

よ づ かしながら はなに よそ へて やる ふ 4* ど 見よ かし 

/  \  +0  .b  ^  i*  . 一  アイ ノテ いと こゝ ろの いよつ くしぶ 

ね やる かたわかぬ ものお も ひふみの か へ しもい つと 

なく まちし かひ あるけ ふの H もはやい. 9 あ ひの はな 

のえん あ ふて ぞ こよ ひに & まくら こ ゝろ とけた よは 

やい つの まに 一 よば か， 5 かき. 9 が やつ 八 へ もせん よ 

も 神." ぞ，？ '.J るな か はら じわれ も はなに は あらしよ 

し e>  ts  く と も ちぎ h- た * んすな 

(廿. f?.- いくはる 

、， "く はるの ながめ はい っし^*はらねどゎきてのどカ 

にて る：！： かげち ぎ， はたけの ょゝ こめて きみと ふた 

V6 のまつ もろともに え. たも さか ゆ る わ 力 v^c ど h- あ 》1 

ぐに あかぬ ときをえ て アイ ノテ されば あやしの しづの 

おめさ ま< ^のつ く h- ばない ろ をっ^^ ^1, ^て さ ゝげけ 

hv まづ さき そむる むめの はない とよ はくに ほひ も ふ 


,   五十 

かき はな ごろ もや へ ひとへ さきみ たれげ にこ ゝの へ 

こたぐ ひなき， 1 ろ もこと なる さくらばな よそ ほり ゆ 

しく  E? えに け， 9 さ て その つぎの しま. た いに まつと 

たけと をう えませて ちょ を さ へ づ る ひな づ るが" € き 

はの かたに す をく ひて たにの ながれに かめ あそぶな 

アイ ノテ しづ の をだまきく  h> か へしよ る こ ひ > /^よる 

こ ひさ まよこ ひさ まよ 人の なさけ はよ るに こそ あわ 

(三十) なみまくら 

さっき まつ はなた もばな のか ほよ はな 見る にこ 、ろ 

の ふかみく さ ふかきお も ひのう さつら さいろ に. たさ 

しとし のぶく さしの ぶか ひなき いよみ もお くの つ ほ 

のい しふみ かく ぞ ともい はねの やまの いはつ ゝ じい 

はね ど 人の こ ひしき ものと ニ上リ 怨みながら もつ き 

曰 を をく る さても このみ は ある もの かァ イノ テ^. 一  ぞ 

つれな き .C いのち かな さあ /- -. 'なに か へ と はお も 

\ どもな さけに へ. たつる そで あらば しづが ふせやに 

つき はや どら じと ゆ ふべ に そよ とまが きのつ ゆ ふく 

かせの を とづれ に アイ ノテ つたへ しか ひや ありそうみ 

ちん，/^ ち. いそ ラ つなみに とてもぬ. 9 よなら 

もろとも とふ かき あ ふせの なみまくら 力 はすば 力，. „^ 
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松の 菜 第二 卷   

だの か はに あやめ も わ か でな き しづ む そ  >  .1 の たまも 

のい はで しげる も. よそめ，/. \ 'しのぶの をぐ， る まに か ■ 

よ ひ. よは. 5- せきもり も 一 皮 は ゆるせた まくらの +^ 

h- を はら はぬ とこなつのから くれな！ Q の そでの かも 

+< な たちばなに とが は あ ふせのと かく 人 こそ つらけ 

れと. フら みのく すの たまの をのた えなば たえよ アイ 

ノテ さても いのち は ある もの か アイ ノテた そかれ とき 

のの きのつ まにあ ま. りて か ゝるゅ ふか ほ はな をし る 

ベ に たづ ねんと ものい ひ よれば 手に なれぬ はすのう 

きばよ なな さけに そまぬ つ § のな さけに 

(卅 五) うきね 

うきねの とこに ことと ふ はま くらに か ゝる なみだな 

せめて は ゆめに なりと もま どろ， めば みじか 夜に や 

i ほと、 ぎす を とづれ て はや 夜が あけた 神 そつら い 

よのこが る ゝ うき 身の きえ もせで アイ ノテ さても いの 

ち わ ながら > にて ひる は ひめ もすな きくら しょ る は 

アイ ノテ よど こに. ふし しづ むまき のと ぼ そ をう つむら 

さめ や こす ゑに そよ ぐ まつ かせ かちぎ りお かね ど は 

かな やなき みがと ふかと おどろかされて いと いなみ 

だに めが くれて かべ に そふけ ると ほしび のかげ かす 


五十二 

かなる あかつき のかね のこ ゑ アイ ノテ つく <, ^ときく 

とき はと ■ かく かな はぬ 世の なかに ふつ つと おも ふま 

いと は おもへ ども またす てがたき す ぎ しわ かれ 

は あ ふせと いひし ことのは を わすれまい- 1 の 世 はさ 

てお きのち の 世 ものう さてな あ ひみての のちの こ 、 

ろに くらぶれば かほ どもの をば おも はじ もの をむ か 

しこ ひしゃな いまの 身 や 

(卅 六) こむらさき 

きみこす ばね や へ も いら じ 小 むらさき わが もと ゆ ひ 

にし もお くと またのた のみ を ゆ ふぎ h- や いなばの や 

まの みねよ， 9 もうつ しゃう えしから さきの まつ のみ 

ど， 0 もこな がと や アイ ノテ身 はう きふね のな みの もん 

ともゑの きみや- } がるらん にし を はるかに なか むれ 

f 日 かげ かた ふ くも b みえ てきん h 'うざ，. c と は あれ 

とか や ほまれな たか きゐ こくまで やうき ひぐ しきみ 

.0 ふじん もこれ に はいかで まさらん とお も ひよ る ベ 

の なみまくら きみに あ ふせの なみまくら かたしく そ 

での.?' はくま もな きおき のい し ニ上リ なに はい え 

の 身 はすて をぶ ね しづ むお も ひ はわれ ひとり それ は 

へ あかぬ わかれ は そで ひきとめよ よいの なさけに ゑ 
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玉 十三 


松の 菓 第二 卷 


玉 十四 


アイ ノテ たれ か は を りかつ いてよ ねく どくお よろう く 

どく、 フ けき. 0 どうぎ. 9 ひとつ -y い せう しなる かなら 

ぬか こ ひの 中の 町 

(卅 九) 月 見 

あるひ はしら ゝ ふきあげ わかの うらす みよしな に は 

たかさ ごの をの へ の 月の あけぼの を ながめて か へ る 

人 も あ， 5 われ は それに は ひき か へ てむかし がた， 

なにた ちしい ろの むらた の もうじゃ うの かちで やれ 

し hv よはせ を， 9 かよ ひしみち の ベ ざ h., とる いけの み 

づ かいみ かたえ かれた る さいかち もやれ こ ひに 

やせた かそち ゃゐ なすが たいな， の を かにむ ま は あ 

れ どもき み をお もへ はのう 手 あみがさ どての まつば 

ら たれ ゆ へ の ほん ほかよ ふ ひん こ ひこ • ろび びっこ ひ 

き/, \> ゆく ほどに この も かの ものな かの てう あ ふせ 

'にか はら じな しる もしらぬ も あきのよ の 月 まつ 

ほどの こよ ひし も か ゝ すいしゃう しておば しまの よ 

る ベ 'のちぎ りかな あげやの i ぼし かすて， 0 て も 

やに かさねし を. ft- ひげ こす ゝ きにい だす ぎんげ つも 

ものす きふ， o てまた おかし ひる のお ましに いぎた な 


く ゑい ふす おとこ 月 しらすぎ やうす いが へ hs まちう 

けて しらなみお とこた つた やましの ぶこ、 ろの あや 

にくやく もれと 月 を かこつ らんのと やに はこぶ もの 

しげく まど をに あめる てうちん もこよ ひはなくて す 

ぎょかし くつ はの くれの ま， 0 すぎて や， o- ての やどの 

ねぶ つこう 一 一丁目 あた. 5 にす が 3- きた へて アイ ノテは 

つねみ ゐ でら, フ た ふらん アイ ノテ 月 は てる やらく もる 

やら 身 あが. 5  くらき 女郎の あだめに かゝ るよ ば ひ ぼ 

しゃく そくな しのう かれ 人と ものう かれに うかれき 

て どれでも/,, ^ふ， によ ばれし しん ざう のかみ そこ 

z,.^ に ゆ ひなして や こ ゑ に ちか き あげや い ，c^ まく ら 

とる まにあ けぬべし あくびが ちなる ね や も あ， アイ 

ノテ 1C な，？ Vtj しき © ふ ..o/.J\- きち ざに もの も i ！」 

ざる どれから ござった いのさん ちゃ まちから まいり 

たがおう けき. 5 をと， 9 ましよ それ はい つの ことかと 

いのし はすの 事 じ やい のつ が もない こと ゆって くる 

ゝ な かきたて ゝき たれ ど せんぎば か， 0 での. ほ ゝ ん 

//^のん ほのう いよ/ \- もちがない 夜が あけた ぶし 

ゆび じ まひの か へ る さつら やたい こが とんで あと さ 

へ うたのね をう ちだいて またまい ろ 


(四十) あだま くら 

あやにく の やもめ がらすに あさいめ て たれ を まつち 

の JCU よ や ふもとが はみ づろ ふたつろ ふな もよ ひなみ 

u したな くす ぎがて に またむ つ ごとのう すな ま h- ま 

くらのと この ねざめうた みゝ にと いまり もの 力なし 

あ. f.- こ- まじう つ， 0 がの あ、 かたみなる あだな わ 

ごろ もた び ごろ も ひかす かさねて する がなる しづ の 

+<. たや まのお りに ふれつ いでお かしき あべ 力 はやこ 

よちぎ らんみ ろく まち また か. みかせ や 力る 力せ の 

、. せの ふるいち やそせ がはァ イノ テこゝ もこ ひぐ さし 

•i やまちと まる や もす のし もく まちかね をた ゝ いて 

i とけ，, ならばな じょ ./l . 'きつ； 》 な るか はしらす と 

なると あわざ しん まちゑち ごまち 一 よふた よの さ 力 

、， のつ も，.^ あくる わびしき ふくろ まちお つと さ. L こ 

めお ふね ひやう ごの ふろめ たちわ かれむ ろのと ま， 9 

にう き 身 を よせてと ものうら よね そこ...，^ にわれ 力 

ら ぬらす そでのう みあきの みや じ ま みやびして なに 

まく づ しのみ つのい としんき/,. \ しの. たけな かけて 

おも ひ を さしよ よ， 9 も. たい- 5 を じ まの さいれ う をう 

きを まじ のさく らう を さ ごしい とより こち/ と 
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よべ V6 し 5* のめ をな ぞうる アイ ノテ なみの まくら^ -I ^ 

ものせ きな を ゆくさき はしらぬ ひのこ ゝろ づ^^ -U 

こ ひわた る もろこしぶ ねの よるとな くひる とも わ 力 

ユた i  ,f めの アイ ノテ たまの たす きの 花 を ど， _= ^やなぎ 

のま ゆの まんまる ごされ まんまる ござれ 十五夜の 月 

の b の ごとく アイ ノテぁ ゝ うつ ゝ なや あだま くらと を 

くもき ぬる もの かなと すぎこし かた を みやこに はつ 

； ； さくらい も それ/,^ に みせばお を そで ゆきみ じ 力 

ひつ こきが みや ふたつ をり また ふたつぐ しし どもな 

く ゆきのす あしの はな ふんで おなじく をし むきぬ 

や 三下 リ また あさごみ とい， „ ^み. たれ アイ ノテだ 

つ ちの きゃくし ゆと こっちの き や.，、 しゅがく ると や 

しち  一丁の  一 一丁の 一ー1 丁の はや かご あ ふむ と もちや 

んれさ いづれ あ ふむ- フ さつら させい しせい もんじつ 

をみ しょに しっとん/,.. - しっとん. とん.^^^ .»/ i 

,/( \ 'とうからない しゃう ふきこん. た 本 テゥシ こ ひの あ 

らしにば つと ふきあげ 大 じんじゃ さって は それから 

それし. たいう かひ ひ よんなる ねざめ かな 

(四十 一 ) はな 見 

ま；ょの い にころ も はふ かくな h- にけ h- このした 力け 
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E.r な 


むらがらす われ は ぬると も いよ はなの あめ そのこ ざ 

くらの もちづきの い つ そき えた や はなの した 露 

(四十 二) たまく しけ 

玉く しげ ふたつ のい ろの ま- 1 とう そわけ うる さとの 

よすがと て あだし ことばの もし ほ 草け ふ h- かすかに 

とびみ だる ほたるの みやに あく がれし そのた ま かづ 

らか， 9 にいまい.？ 'なる す ぢの いとに よる ものなら な 


くに わかれ あふれん ぼの しらべ ほのかに も 


三下" 


つ 


J ゑして よぶ こど， 9 お ぼつ かなし やかく しぎろ 

その かすな h- しも ろん もな のみの こ. て 今 はまた む 

かし をし のぶ 夕まぐれ かほに あ ふきの いやらし くめ 

にいる いろの ふうぞくと ときの なか， たちさ そ ひくる 

ながれの まこと くみてし る 茶 やの しな づ まじつ とも 

しらで はなの ひか. C- もい さぎよ くみる め に ぬれし し 

ほころ も あまの し は ざ もない もの かなん ぞの やうに 

さ-^ とて はね";； _¥ ども さだめす はしたな くよ ひの 

むつ ごとよ そに な， 9 き はみ じかし のな がまく らし か 

けことば のく せつど もよ そに したひも とけぬ 心の あ 

れ かしこの 身 をす て、 あは ふにたい こぶし ゆびの か 

.c ねして つ きを こしても にくから ぬと が をば さけに 


あ ふせの すゑ そら おぼれせ しきぬ），， ^に 八- 1 ゑの か 

ねとと. 0 さはぐ 五て うの てんの あかつき にかへ る さ 

しげきた は れ おの 二 上 "をのが さへ づ . ^さまく  LL 

小うた じ やうる h- だてら しくげ にかす （'のた はふ 

れ もこ ゑち h-/,,- 'にわかれ ゆく われ かよ ひきて ふく 

あらしよ そに はっけ そ あさ がらす 

(四十 三) いろ 香 

さ だ め なき いろかに うかれく にあ また かた ひまくら 

も あ かづく きぬ もな h- やつれた る 身の ゆく 衞 さんげ 

にかた h- 申さん そ も...， （\- えぐち かん ざき は 名のろ の 

- J  h- て ふうぞくな しのがみ のさと はくさ まくら あさ 

づ まふね はか ぢま くらたれ こがれ けん あと しらす ァ 

イノ テ つか ひ あげたる しま ばら を みやこの にしに 入 

日 かげう つる こゝ ろに たきつけ のしば やまちに は 火 

も N- てす ナ is いか は hv しづし ぎみ を はる， >  W ゝ に 

みこ じお やし ほつ か いづに どれく それ あれく は 

が うらつ.^ する あまのう けなれ や こゝろ ひとつ を 

さだめ かねつる が こまん のす いっけ たばこき っゝな 

づ めよ 3 も あはぬ >,( \- 目が ま はる 女郎と ちぎらぬ た 
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ひ 人 に はよ ぎ も かさいで て らどま おく. N び なら 

ねまる ベ いとて ゆ さしの さけ をし ゐざ かい 四の 五の 

つじ を いづも ざき おなじな がれの さかた の ひしゃく 

アイ ノテ そこ しんじつから 三下 リ i けて ちん. /(. 'ちぎ 

りの いくよもむ す はん ひたちお びかけ まく もへ みと 

の ふじから ゑた 川つ ゝじ あすの わかれに やちり ぐ 

にお さらばへ これちか のうち 本 テゥシ いとしけ， 9 や こ 

そしと、 うてに く かうた， 9 よかなんでも これ まあ マ 

た/^ いた こて じ まの こん こで まねき まねく たも， i 

に ふみやた まづさ アイ ノテげ にふうき やうの よるの、.' 

ちと まりぐ しゅく  A\ のま どに うた ふくん 女 はい 

く をと J- めて おっとと すわ かれ あれば まづ くれ あ. n. 

しなこ そか はれた はれめ の そで ふき かへ す あすか か 

せきの ふとす ぎて け ふとくれ むさし のく になる しん 

よし はらが とま ，5 じ や 

(四十 四) 梅づ く  （ レ 

きみなら で たれに かみせ ん此 はなの いろは さまぐ 

さくらむ め やし ほこうば ひ あさき むめお はう すいろ 

に 力の こむ めきな すすがた はま だい はけな きこむ め 

ふ. 9 よきし なのむ めしな とひ やうし を ih- ぐに か 


  玉 十-^^ I   

ぞ へ カぞ ふる 手 ま むめ をち てこ ほれて はら /( C 

そらに しられぬ あられむ め ふ. 9 さけ みれば をち こも 

の 里-むめ やまむ めさき そめし よ. 0 はつね ゆかしき う 

ぐ ひすの はかせに なび く  f - だれむ め ゆきか あらぬ か 

しらむ めの はつはな ごろ もや へ むめ やた が葡 ふれし 

に ほひむ め はる やむ かしのお も はくふ かきたに が は 

梅よ さ. とて は心づ くしの ぶんごむ め!^ _^ "テ こがれ 

くて ゆく 舟のと まひ さだめぬ しまむ め や あまの か 

る もに すむ むしの われから むめの いろな つかしく お 

も ひつ ゝ けて かくた まづ さの たよ. 0- もとめて や， 9 む 

め や あい をへ たつる かき ほむめ ね；^;; ながめえ なら 

ぬ 庭む めの はなの おもかげ かすみの まよ b ほのかに 

み ゆ る あさ 日む めいろ を も かほ もしる. ^ij なら 5HS よ 

しゃと がめんえ だは をる とも 

(四十 五) 小 ^ 

しな へ やし な へ を ざ 、も か せに そな たしの ベ よ 人 

力 る あ、 よそに はとが もない もの を 見し よ，.^ ■ も あ 

こがる ゝを よばぬ こ ひに いと  >  おも ひ はい やま し 

て アイ ノテ こぼる 、なみだの あけくれ はか はくま もな 

き /I- わがた もと アイ ノテ ふみた まづ さの かす をつ く 


せと つれな ききみ にみ せた きもの はかせに なびけ る 

し i やの け ふ， 0 をぎ はぎす ゝきま ii も ごさ るよ * にい 

をみ なへ しひく になび かぬ くさき もない にみ せた や 

に はの やなぎの いとの やなぎの いとの えい 風に なび 

く をの かな はぬ うき 世く もに かけはし をよ ばぬ こ ひ 

にお も ひみ だれて えいな にしよ ぞ のと かくうき 世 は 

きま、 がよ い ぞいの もちろん さうな そ. 5 やさう さ 

(四十 六) さらし 

まきのし まに はさら す あさ ぬの しづが し は ざ はう ち 

.= ^のな みか ゆきかと しろた へに いざた ちいで ゝ ぬの 

さら そ アイ ノテ かさ 、ぎの わたせる はしの しもよ. 9 も 

さ ら せ る 布 に し ろ み ぁ ..：^ そ ろ ァ ィ ノ テ な う /(...• や ま か 

見え tK, あさ 日 やまに かすみた な ひくけ しき はたと へ 

する がの ふじ はもの か はふ じ はもの か は アイ ノテ こじ 

まが さきによ るな みに/,, \ '月の ひか h- を- フっ さば や 

C アイ.' テ 見え わたる-, ふしみ たけ だに よどとば 

も いづれ おとらぬ めい 所 かなく アイ ノテ たつな みが 

くせ 5- の あじろぎ さ へ られ てながる ゝ水 をせ きと 

むる- (- アイ ノテ ところから とて/、 ぬの を 手 ごとに 

まきの 里人う ち つれても どらう やれ しづが やれ 

松，^ Iffi^il 二  1^ 


(四十 七) か ぞへ歌 

ひとつ 人の まよ ふこ ひとい ふ 字 はむ くつけ だに も大 

くや 人 はいと まなき こひぢ さくら かざして この 下 力 

けの つゆに ぬれに ぞ ぬれし わが さよころ も ふたつ ふ 

たばの まっちゃ ままつ の あらしに そのよの ゆめ を さ 

まさせ わかれ； 0 のうき やつら さ を 三つみ よしの へ ご 

ざれいつ もながら の やまざくら のん や ほ アイ ノテ 四つ 

世の中の 人の こ、 ろ はしな，^ にわかて ど 五つ/,. > 

i いろと い ふじに ひかれて はき § る <p- はもち ろん さ 

六つむ かしの そで かほる はな たちばなの ゆ ふぐれ に 

Vj, まほと 人ぎ すなき つれ ふる はな ふる はすぎ にし さ 

いこの は 人な つかし やゆ かしゃ アイ ノテ 七つな まなか 

なれて くやし やなれ まい もの を あ へ ば わかれのと h- 

がな く 夜 はしの ゝ めか 八つ やまぶし すがたに さま を 

か へ ときんす i- かけし やく おやう を こしに さいてき 

やうら くち うのはな ざ か h' アイ ノテ ひと へ ふた  <； や 三 

へ \ へ 九つ こ ひに きまし よか を ばら しづ はら やせの 

さとしば めさぬ かつ ゆ ふみわけ てと をで とうから ち 

ら めく ほしの か あかつき のめう じ やうが にし 

へ ちろ h- ひがし へ ちろ， 0  とするとき は あ ふ 

nun  五十 九 
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六十 


ぎぉっと.^^かたなさぃてたちのっ かにでをぅちかけ  (四十 九) こ ひぐ さ 

て いのよ なせ もどろ h- よと いふて はたもと にと. 0 つ おも ひそめた よ- J き むらさきの いろに いで じ. 0 つ ゝ 

いたいと. L け， 9 や こそしと ゝ うてに く かうた hv よか むに あまる， てで になみ に は のん さて ま- にこ fi. れ 


きその なかに こま もす さめす かる 人 もた へて と L ふ i 

る ゆか まさへ を ひさき ゆかしに ゐ 太夫 そのほか みや 

びよ しある 女郎の しぐれ あ. たしの なよ せぐ さ 人の む 

すび しすて - J とば かき 1» ら さなん もし ほぐさ いつの 

比よ. 0 みぎて はう すく ひ. たつが ちなる いろ 人の たの 

しみき はめ あづま やに ひやう ごつ のく に はな まつや 一 

ゆ ふべ と ろく まへ わた. 0 きをと b のぼす ニ上リ す 

がかき やすみな すと この ひと かま へ しかの なげ スち 

.,1 ひだななしぢのすi,.^玉くしげふたh'ねょとのゃ 

よ や 文 まくらみ なくれ な& のみつぶ とんく も をた ゝ 

んで うづた かくいち ろに たぎる まつの 風 本， ハウ シ こと 

にいろ ある 三味 せんや 人ね ちか へ ると このうち を， 9 

しく ござの かたくに かたりの こせし みじか 夜のと 

て も ねられぬ うき まくら かやの ひとへの うす B もる 

ゝ くもれて さびし やよ すから にと もに ながる ゝほ 

とゝ きす 
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端 歌 目録 

二. , 飛鳥 川 

三. 有 あけ 

五 みやまお 

七 加賀 ぶし 

九 いかほ ふし 

十； のん や ほふし 

十三 はな 笠 

十五 朝 妻 ふね 

十七 しがら み 

十九 しほ や 

廿 一 戀 かせ 

廿三 たつ 田 

廿五 • もろこし 

廿七 白ぎ く 

廿九 捨小 ぶね 

しが まつち 


二 たかせ 船 

四 廣 わけ 舟 

六 玉の緒 

A わきて ふし 

十 ながさき ふし 

十二  くるな 

十四 船 はし 

十六 うかれめ 

十八 ふしから 

二十 梅が え 

廿ニ まがき 

廿四 くし だ 

廿六 有 馬 

=f" 八 よさく 

三十 なみだ 川 


十 十 十 十 

七五三 一 


十 十 十 十 

八 六 四 二 


せう し 

永代 はし 

馬 かた 

高 尾 


( 一 ) 飛鳥 川 

戀と ひふ じ はむ くつけ. たに も あ ふみや 人 はいと まな 

きこ ひお さくら かざして 此 した かげの つゆに ぬれに 

ぞ ぬれし わが さよ ごろ も 夕べ く は あすか 川の ふち 

せ そこ は あさ い ぞこひ むらさきよ よしや こがる、 さ 

よべの よな にけ ふ. くらべ ん こよい- ^-- ほたる 力 ほ 

hv をし  ふしらん の もとにき つ に はめな で そのく た 

かげのみ*たる ゝころははゃきぬ-^のゎかれにな"^ 

si よな も ゆき ももみ ぢの あはれ ふ § 野の ちぎ & まで 

か はらぬ いろ を へ 

おなしく 

かせ もな つかし 夕べの そらに 袖の かほ.. ^もま. たさめ 

やらぬ ふかきえ にしの かた 樣 なれ ど あだし 此身 もま 

まに はならぬ 月日 ほどへて むかしの わけ をと ふ はう 

^,lしゃさ，„^とは命ぃ つ そ 露と もき へ なば きえよ こ 、 

ろまで くるな みだの 川に ながれ はかなき うきよの つ 

とめ そむ も そまぬ もま くらの ゆめよ さめて あ L たの 

つら さ をし らばた とひたん ばの しないた おに もさ ふ 

した ことのよ るせ はなく とせめ てた よ.^ を まつの は 

のか はらぬ いろ をへ   I！ 


つし まゝ つ. i 

街 人 歌 

や， 9 を どり 

ころく 
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(二) たかせ ふね 

g- 力 h 'もとめて わかむらさきの くさの まがき をい ま 

きて みれば はな かも みぢか その おもかげの 見へ つか 

くわつ このまの 月のう はきなら ね ど 身 はた.？' せぶ J;T> 

こ 力れ. てやく や もし ほの 夕け ふ. 0 此身を こがす 

ぺ 

おなしく 

きみ 力 心 を ひかる ヽ ほど は ひき： Eg んと はお も へ ども 

さだめな の 世 や あすか 川の ふちせ ふかきお も ひ をい 

ろの 一はに のせて うきぬ しづみ ぬお も はくむ ま は あ 

わ どもき み をお も へ ばかち 地 さはい ひながら こよ ひ 

おもに をな にゝ のせて やろう ぞこゝ を こはたの さと 

になして ほし やの こ ゝろ 身に も あまった 

(三) 有 あけ 

世の中.，， のうれ しきう ちに まさ， 0 て つらき あ ふよ 

のと こよ われ もい もせ は あ， 0 あけ つ. ぐると り のな く 

ねに きぬ < ^の釉 のしら たまなに そとと は つゆと 

こた へ てきえぬ い のち を さお も ひに しづむ 

(四) 廣 わけ 舟 

なに はの うらに よしやお も はじ あし わけぶ ねの こが 


!.   -パ 十四  I 

わ て あ ふ 夜 も つら やせめ て わかれの かねば か.^ 

力 や.；， まだな ご， 9 もつ きせぬ よはに i.o.. もつ らいよ 

つげ わたるう いこの. （'うきわ かれのち の あしたの 

ふみ まくらし ばし なった へ んをぎ の はの そよ とば か 

, ^のた よ h- もな ひか うらみな げゝど つれな やよ そに 

うつる いろかと みおん もしら でた i か はら じと いの 

る こゝろ はいつ までぐ さの いつも くるしき 身 をう き 

とこに^！^：！！とねもせでまょふた へ 

(五) みやまお 

なる ゝ みやまお な も よし野 川 ふかくた えせぬ おも ひ 

のう さ をい はで かさぬ る やへ やまぶきの なつ は 卯の 

はなさき そめし よ. n- のきの たちばな かほる も ゆ いし 

はつねた か まの やま ほと ゝぎ すうきな たか i しこ ひ 

わたる 身 は その あづまお の ひたちお びむ すぶ ちぎり 

のえ にし はなが と あきはき てし もみ やぎ 野の かせ を 

つるに もろき はなぎり のこ ひのみち しばな を わけ 卜 

たきつ ゆの 夕ぎ りたち まよ ひつ ゝ ふゆ： i;? につよ き；； 

し は 木 も ひと h- こがる ゝ色を 八 

(六) たまの 緒 

なん ぼお しゃっても あは ぬ つら さ を 見て たもれ. 
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六十 六 


おなしく 

き.. o の ひとはの なを それよ b ももろ きな ろた のつ 

. ^^よそ hs や あ ふつ ゆ /l.- よもろ きな みだの つゆば 

か. h- そ， c- や あ ふ 

(十 一 ) のん や ほふし 

ばんに ござらば ひごな たさいて ござれ ./.^ ばんに や 

むめの 木の え. たおろ そのん や ほ のん や ほく ひごた 

なた さ いて ござればん にやむ めの 木の ゑ だお ろ その 

んゃほ 

お なしく 

こ ひ はう きもの のん や ほ まつよ ひきぬ-^ \ つら やつ 

らひ あ ふ^^な が らも わがな み. た のん や ほの んゃ ほや 

ほ まつよい きぬ  <.> -っら ひ あ ふ 夜ながら も わが 

なみた のん や ほ 

おなしく 

.i る は ござらば のん や ほみ よしのよ しのへ こざわ 

.(• いつもな からの やま さくら のん や ほ のん や ほや 

ほみ よし野 よし野へ ござれ /(-.• いつもな がらの やま 

ざ くら のん や ほ 

おなしく 

" I  松の 葉 第 U 


おも ひかけ て は のん や ほく も 井のと. 9 の 一 こ ゑ./, \' 

ね やの きゃらの か むつごとに のん や ほ のん や ほ のん 

や ほ/,^  くも 井のと h- の ひとこ ゑね やの きゃらの か 

むつごとよ のん や ほ 

おなしく 

いつの あ， あけのん や ほそで ふ h- わかれし つら さに 

/J^- もはや あさお もせに すぎた のん や ほ のん や ほや 

i,/.^ そで ふ.^ わかれし つら さに.^,^ もはや あさお 

もせに すぎた のん や ほ 

おなしく 

こ ひ は あやにく さっき 雨 ふ. 9  くるなる 亿>( »>, 、せ 

めて と へ かし ほと、 ぎす うき 身 を さみ. たれ ふ 

くるな みだ ./I . 'せめてと へ かし ほと、 ぎす うき 身 を 

おなしく 

夕 V  はつね さ へ もの わびしき にわび し ち^ 

の あはれ はつ まこ ふし かの ねた そかれ./^ もの わ J 

しきに わびし /l.- ち V の あはれ はつ まこ ふし かの ね 

(十二) くゐな 

く. n なのと.. 0 のよ すがらた ゝ きあけて おひて さは や 

さみ -1- れ あめにい ろます あやめの こと はいの， 'や 
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六十 八 


まほと ゝぎ すまた のしの ゝ め もない もの かなん ぞの 

やうに まつよい/. \' 

おなしく 

お ほろ の 月 をた のみに よもすがら ながめた は. 0> まる 

力せ 力 ほ.. >  もてく るの きばの むめ はいの ./^ \- あだな 

やた、 んか はすた まくら もない もの かなん ぞの やう 

にうた ゝ ねぐ 

おなしく 

あま のかる もに すむ むしの わ れ か ら となげ いた は. P 

はっし ぐれおば なほに いで あまりの いろ わい の^,^ 

ちりのこ せかしつ ゆの なご. o もない もの かなん ぞの 

ゃラ にあき がせ 

おなしく 

ねさめ なら ひし まきの やにと ぼ そ をお くにさ まやこ 

力ら し をち ば ふ， しく かれの ゝ いろはい の/,^ とへ 

力し 人の ゆきの あした もない もの かなん ぞの やう こ 

ふゆがれく 

おなしく 

しの ひ 力ね たる 人め のせき も，， 9 を なげいた はやう き 

なみだ そで やくち なん ひと， 0 ねの ゆめ はいの まるね 


の S- め ゎレの た * んな ばた えよ とても あ ふよの ある も 

の か な ん ぞ の やうに たま の を /(» 

ちらし 

ひとへ かさねの ちぎり はう すしち よもな がいれ いと 

ざく らそ り やさ ふさ む す ふえに し のい とざく らそ り 

やさ ふさ 江 In- やつ さう いてきた 

(十三) はな かさ 

むめのかほ..^のはながさぅれしほんにゅかし月かげ 

のこりて さりと は あけぼのと を やまけし き. の ゆき も 

すこし はしろ た へ にかす みの まより こゝ はう ぐ ひす 

一 こ ゑ を 

おなしく 

あづま からよ. 9 はな いちうれ し祌 ぞうれ しつれ しゃ 

みあいう たさ h- と は 庄五郞 も 一 つたの むぞ はんだと 

さ ふし じ やうる り をまん  > ('だ んもき ま i し き て 

も そろ ふたつれ うた 

おなしく 

けさの わかれのと りの ねつら や ほんに つら やみ だる 

る さ， 0 と はみだる 、ねん./,^ みだる 、みだれみ 

だる ヽ くろかみの ゆ ひか ひなし やまた の あ ふせ をい 
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おなしく 

あきのく もまの； ：！： かげ ゆかし 种ぞ ゆかし ま 力き び" t 

し の ねまく ら に あらそ ふ あかつ きし の、 め はて は あ 

け §  くね やの ひま あかで も わかる 、 さす 力 かたるの 

おも は § 

(十四) ふなはし 

さの、 いよこの 舟ば し 

も ひいよ この わたる を- 

お なしく 

はるの いろかの なご..^ 

•  、ふつ i" 卯の はなさみ だ 

おなしく 

志賀 のから さき つれな 

おも ひかけ て はとき は 

おなしく 

あきのいろよ きにし き 

そ め もい ろよ く そ め た 

おなしく 

ノ., し/  >  二  rK  I  ； ) 


いろの みちと て やさし やし かも うきなの たった やま 

おなしく 

よしやう さよの なかに も 人のう へ にも かけて だに な 

にかいよ しも 心の ま ゝ のま \ のつ ぎ はし ま、 ならぬ 

おなしく 

人の いよこの うへ にも かけて みよ 人のう へに も 力け 

て,， 3< 'よま、 のい よこの つぎはし まゝの つぎはし まゝ 
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！ 松の ，一一  一  ^     

のつ ゆ あ、 いくたび かそで にあ まれるな みだの い ろ 

を あ 、 たもとの いろ をみ ねの もみ ぢは ひと. 0 こがれ 

てまくらの なみだ あはれ と 人のと へ かし 

おなしく 

う きを か た らんと も さ へなくて なぐさめ かねつ わが 

心 ぁゝぅ つ ゝ なやす ざしった へ の その 水ぐ きのく ろ 

みし あと を 3lg るに つ ら さの いやますな みだよ •： れゅ 

へ ぬる 、も はれと そで もと、 いし 

(卜 六) うかれ. の 

はな は よし野よ もみ- UJ- は た か を ま つ は か ら さき かす 

みはと やまい つ もとき はの ふ. はさん さし i らしゃ 

と に 力く かも はる ，/" 

おなしく 

やちょ ふる i も か はらぬ い ん よまつ に ふぢえ の その 

おもかげ を 見る に ひとし ほに し をさん しう し まらし 

やとに かくお も はる ゝ 

(十七) しからみ 

たえて あはす とふみ をば かよ へ ん みはい も. ！>」 の.，/ \' 

な 力と なる はしと なる よい/. \> ぬる ゝ わがた もと 

おなしく 


  七十  

あ ひ はち かふて あはせ はせいで ちかの しほ かま /  ) 

身 を- W 力す-/,^ よい /{. ぬる ゝ わがた もと 

おなしく 

力り のね まきに たきもの すれば よしや わざ くれ， c 

いろと なる こ ひとなる きぬ./ >.> ぬる ゝ わがた もと 

おなしく 

たえぬ おも ひと 人に はつげ よ 今 はなに はの. -身を 

つくし 身 をつ くす よい/^ ぬる >■ わがた もと 

おなしく 

くちて か いなしな にの みたちて うき 身な からの はし 

ば しら/ \' よい /(^ ぬ る 、わがた もと 


あれて や？ しきふし みの さとの ゆきに ゆき ふるく 化 

たけの お れさ ふな ゆきに /c 奪 ふるくれ たけの お し 

さ ふ な 

おなしく 

力ら ばと く かれよ どの 、まこも かれば；：：： かけ A した 

にす む そ こに すむ かれば く  かげ かした にす む そ 

こに すむ 

(十九) しほ や 


け ふとくら して あすかの 川に な ふさいく 夜なる 

なじ，3^もかはればかはるょのさ.ためなゃ 

おなしく 

たった やまみち たどりて みれば な ふさし かの な，^, リ 

ん， よくね はか は ひやつ まゆ へ に 身 を やつす 

(二十) むめが え 

に はの むめが えい のちのき みに なにが をし かろ ぞは 

な ひとへ さいたの さいたく  くな にが をし 力ろ ぞ 

はな ひと へ さ いたの 

おなしく 

さっき さみだれ なみ" たの あめの ふるに つけても なを 

ゆかし ひと b ねか はす まくらた まくら ふるに つけて 

もな を ゆかし ひと.^ ね 

(廿 一 ) こ ひかせ 

こトぐ さの たぐ > ならばく す は うらみの おも ひく さ 

あきの 夜 なれば なをみ じか 夜と あ ふよの そら を なげ 

いたな に ゆ へ に 身 を こ ひかせと をば な そよ/ \ 霄-レ 

力 

(廿 二) まがき 

あ， きの まがき にさ いた はこ はぎつ ゆの あさな ふつ § 


しらつゆ ぬれた^,.^ おしかつ まか ふなく ね わさ ぁゝ 

なくね わさ.. 'いと  >  身 にしむ ひと b ね./,^/, \\ 力 

なし さまさる 釉 はか はかぬ 此 身の つら さ へ 

(廿 三) たった 

あきのた つ たにな がる 、もみち がそめ て ある あ 

り あけの もろとも にて る やて. -る や- 1 きくれ な S ひ- 

M なみ さだめて くく いんよ b いろに うつ るなら 

ばよ ひわた るた よ， 9 ともの さ b と は 

おなしく 

のちの あしたにな こ h- のた も i は ぬれて ある. （'い 

. ？, な T^v* 身 をう きさと に ゆ くやく る やい つまで ぐ さ 

のい つまで さだめて/, \ -  >„ (- きんきの どくなる さは 

り も あらば はかなき われが かよ ひ^さ，.^ と は 

ー卄 四) くし だ 

しもに さまよ ひし ぐれに かよ ふ釉の をち ば も な み だ 

, - 2 る、 のおの たな はし こ ひわた る 身 はなに ゝ つけ 

て もものう きわ ざよ よい はしゅび なし ふけて は さ-は 

h 四つ を かぎ， ^のよ るの せき 

おなしく 

いく 夜 か はせ しな さけの すゑ もい かに あ ふせの な 力 
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な 力 力 はに ほんに もらさぬ こ、 ろの そこ をく めの い 

ははした えても 人に こ ひや わたらん おも ひ を かけて 

いつを かぎ，.^ に 身 をな げん 

おなしく 

よしやた のま じあ だ 人心 ひとへば か.. >  かやへ やまぶ 

きのたん とな じみの ちか ひも あるに うつ. 9 やす さの 

はないろ ごろ もと へ どこた へ ぬ くちなし わら やわれ 

はこ はたの かち はだし 

おなしく 

草の なかに もものお も ひぐ さたれ に うらみ はまく づ 

力 はら やとん とこの 身 をす てぐ さに してく ち もよ て 

なに それ かれ それよ えん は あさが ほ あさく とま、 よ 

せめて あ ふせの ふかみぐ さ 

(廿 五) もろこし 

はなに たは むれ また ほと \ ぎす：； r- にめ でぬ る ときし 

も あるに としのな ご， 0 とふる しらゆきと、， - つ I あ i 

れさ， 0 と は へ うつる もうきよ へ ながき ためしの れムさ 

<; もく つとの さて はちと せ も ひとよの g めかへ はか 

なの 此 身へ 

おなしく 


七十 二 


うい ぞ つら ひぞ， - のさと なれて そむ も そまぬ も あは 

ねばならぬ いっかお も ひの や へぎ.^ はれて せめて ゆ 

めにな，„^とも へ わけある かた へま、 にならぬ はたが 

みにもぁ，^^とのそれをたょ.oにぅき身をとくる へ こ 

のとし をべ 

(廿 六) ありま 

つゆに な h- たやた もとの つゆに きえぬ うき 身の かこ 

ちぐさな に をた ねと かわが おも ひ 

おなしく 

ほしに な たやな ゝ よの ほしに はし はもみ ちの いろ 

ふかく かけて ねが ひの いとの えん 

(廿 七) しらきく 

なに はづ のみ じか ひあしの ふしの ま を ぬらさる、 身 

の くちはてす さてもう つ.^ にう つ ろ ひくれ て a め も 

みょう や 見まい やらな かば さ いたる しらぎくの ころ 

になれ をば な もみだれ け ふ はふ. 0 ゆく しぐ I の 

くもよ； g  -, そ 八まん わ すられぬ そで はわ かれのつ ゆ 

なみだ 

(廿 八) よさく 

ひと >o こ 力る、 こ、 ろの いろ/,^ がよ ひい はでし の 
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松の 葉 第三 卷  

よぶ はん まちん/^ ち ど， 9 がよ せく る/^  ,  J ん/^ 

/I- こなみに ゆられて もまれて たん ど， 0 ちん ど， し 

どろ もん ど b はねられた ほゝ たんくつ かやら この 

こたんた， <> /(^た いちが よんき ゝ よこん こゝ この こ 

ん この へ 

(四) はつね 

はつねつら にくさ は ひがち にござる せっく はいて, Q 

よよ ざとの わけ はきのと くぬ らす/ (I /{  /  ) もれ 

てみ だれて はっと さたん /( - ものうい 正月 アイ ノテぎ 

よけい-/,, ^と あけ ゆくはるの  一 一丁目 あたりに うぐ ひ 

すないて きのどくの やます た しむ かし かねの かす 

いまさら おしと わけ を ゆ ふせん ひだ. 0 のかい な 

も ゝ にす けさまい のちと ほ， 5 て.， 9 うしの てんとむ つ 

ごと もみない つ は h,- よ あまの ろく ざ もい たづら ごと 

よ 月に 廿 H は あ ふたい てい も あくしょ すて ぼの さん 

せきゆへ にい ま はたよりの ふみばい り 

(五) がき まひ 

あら ゑんぶ こ ひしゃ やすき ひまな きみの くるしみ を 

のん さて まことにた ふれ ふして ぞ なくば かり y んけ 

I, きいて を、. た-つ.. 0  /  ) がいこつた ち さ h- ながら. 


I  八十 二 

ちまち そこ をた ち さらす ば；！， つた はしょり かつ ひし 

やか んとぞ 申け るが い こ っ此 よしきく よりもむ さ I 化 

/\ ベ  <, しう 樣それ は あま，^ きょく もじ も ござんせ 

,cはぃのこればか，c^のも，='き，o めしを 一 は ひば か.. 9 

はふん ぞろ はいて もけ - J ろよ いて もち つと もぞ つ li 

も だいし もない がく わ ゑんと なっても へ ぁがる，.，，.^ 

アイ ノテ くわ ゑん かた をば おごろ じ やって ァ、 かなし 

ァ、、 なく/,^ ばか， o- ひも じ 

(六) あみす き 

あみす き 又兵衞 どの は ごせし やで ござる はだし はだ 

かの だいまい りい のる しるしの， 9 しゃう も あらぶ ま 

ち/,.. かど^- - みせの はなに も ひっかけ ておいて か 

ら子 ども し ゆ /f^- もちつ と そちら へ よら んせ おく 

も ち つと そちら へ よらん せの わくる は/ >,> わ く る 

/ — , , ^すき わくる^^ あみ を 五し きにすい て 

かきょとの しゅくぐ はん.？， けて 、， 'な VS やくし，/,, ^よ 

んな たこ すだこの こらす かけた わさび アイ ノテ しなの 

のく にに はとち やうに かけた それが うそなら せんく 

わう じの ふつし よに とふて またみ さんせ の あたご 樣 

へ は 月まい りおん やれ/^ きょ 水たん ばの こやす の 


かねの を かけた ぐ はんな h- やすかねば ならぬ アイ ノテ 

このて うは 子どもで かしまし かみの 丁です きまし よ 

かみの 丁し もの 丁み せの はなに も ひっかけて おいて 

いら- 〕どもしゅ^^-もちっとそちら へよ らんせ のお 

、もちつ とそ ちら へ よらん せの わくる は/,, ^わくる 

/\  -/I . /^すき わくる あみ を 五し きにすき わくる 

まん./, (-又 兵 Ki が あみす きまん. 又 兵衞は あみす 

き 又兵衞 がすいた かねの をと かく 又兵衞 どの はしゃ 

ぐ はんこせ ねが ひ  . 

(七) ぬ， 9 かさ 

おかたぬ， 5 がさ 七 ねん はやい すけが さに かへ てお め 

しゃれさ あ ふみの かさ はいよ このさいた さなり はよ 

ふて びやくら いきょ ふて さ 

(八) さいもん 

もとよ. 9 まことの ぎ やうし やに も あら ざれ はぶした 

る さい もんしら ば こそと で ほう だ いに ぞそ も// \ 'は 

らいきよ めたて まつる アイ ノテみ もすそ 川の かげきよ 

くげく うは 四十 まっしゃな いくうが 八十 まっしゃ あ 

はせ て やしゃく の なぎたお ふ ひざぐ る まに か い 力 ふ 

で そこさん こゝ さん アイ ノテ がみが たの やしろに はい 
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なト 人き おんか も かすが まつの をの * たいみ やう じんき 

たの はてん まん 天神な，.^ あのお しゃん す ことわい の 

あのお しゃん す こと はいの かしま うらに はたから ぶ 

ねが つくとの せん ぼん ふな を かしゅし やかいろ ざと 

や あそれ の" J ソ とはいと へ かし いよいよに まつや 

まさぬ きに こんぴら おなじくし どじの く はんせ おん 

つの 國 にいた つ て はてん わ うじはし やう とくたいし 

の ぐわん しょし ほや まつと も ふたし ば い アイ ノテぇ 

い ^^>,,,.\ '- .-と し クと のこの くさ かり どし よ 力ま も 

よく か れ ちく さも. な ひけ 心よ いぞの かげの こま ど 

こ/,^ (.> どっこい あね 樣ゃ. あんす で^,^ 

よご ざん す やま をと をれば やま も、 ほし や 身 を もな 

ゲ かけ ゆすらば おちよ あま. 9 つれな の や. まも、 や 山 

につれ なの 山ぶ しゃな を やま ふかく わけいれ ばか ^ 

にしら やましな のなる あさま さらしない よか いのく 

-> アイ ノテ つる こ ほ， や をが さはら さ 力みの くに、 

つるが を かか まくら やま をよ そに みて おきの こじま 

こと も、 なくう きをす るが のた ごの うらき ぬた の を 

とのい とたかく うつの やまべ をみ をが さきい そに よ 

せく るな み をと なのった るち ど .9 のく つ はの ひ V 
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みうらの 四 郞左衞 門な がさき 平 左衞門 ひしゃの 一一 ー郞 

さ へ もん あづま やの しん 七で 江戶 てう 山が た 七郞右 

衞門 

(十四) 永代 はし 

ねが ひもい と いかけ まく もつ ゆ をし からぬ みちをく 

の ふかきな さけ をく みあげて なむ や だいじの く はん 

せ をん かれた る 木に も はなさか せいまの わかい にう 

はき もしゃれ 風が さそ は いなるまい に まだ 夜 はふ か 

ひに さ h- とて はきぬ <. ^せっく ふなむ かひ はし を h., 

く べし さけの かんね この あらせし ざ せん まめ 月 はま 

つちの こがくれに つけて たいよ ふ むらがらす ひふみ 

よ を こめて か へ る つら さに またの 御 げんと かみ かけ 

てま だみ ゆる いま どばしし ゝ むか XLi*,?&^ 

あり をし き， o な だ もつ ゝが なくい そぐ 心. はな けれど 

もえいた いはしに ぞっき 給 ふ 

(十五) や b をと， 0 

ふ."： >- やれお ふ.. >  やれ 大と. c げの ふ， 0 そでぎ やうれ つ 

ぼったてぁっまぃ..=^ ちと/ \- ちと か ち を めされの し 


八十 六 

つ はとせ や h.- は; a よん/ \ 'ちょろち よん ぢ よろ さま 

にもた せろ まつ かせ もたせろ まっかせ まかせ./, \ "ま 

か せ； ておけろ のさて なま かせて おけろ の さ て 

/、/,\-.;.»ょん./^/\ >> ぢ よろし ゆ/,^ 訂， よん 

ぢ よろ さまの や， o のて つ いの ふ， 9 そでお さきで ふれ 

さ/^ お さ ，13 で 'さ， 'あと./ 1  /^あと 

さきそろえた だう ちう 國 ははな のお 江 B- に とん，/,^ 

とつ ついた はやしな 川 をう ち 過て あづま を さして ぞ 

く  XI りけ る 

(十六) むま かた 

千兩 とる ともむ まかたい やよ/^ かんの しはす も ひ 

の 六月 も わつ はしめ こしに やまび しゃくや つとま か 

せの よい./, \ /\ と ぶか ごとくに はねる が ごとくに 

ちう を も かけや ま を もた に を もこ ゆるしら つきげ ち 

んど. 0 あし わけえ いさら あ. i:.. やとん なをき あが つ て 

はせ あが つて。 ひんと はねられて ゝゝ ゝゝゝ いん ひゝ 

ゝ， /■ こ ，/■ なむ まめ は あめが す • ぎた かほて つ はらめ あ 

ゆめ や あゆめ あゆまに やならぬ あっちら な こっちら 

な あち， こち リす ベ. h-  i.6 はって は い），/^,....,, \ 'はる は 

ごさせ のおつ 、ら むまよ/.,^ あけ 七才 のれん せん あ 


しげに さ いなみく つ は をと つ つけて をし かけざん ま 

いは b ゝ んしゝ 日本一 の や； a むま かたらば なをよ か 

ろか へして../ \ 'くつ はとって ゃぢ むま かたらば なを 

よかろ こま を はやめて 

(十七) ころく 

ころく ぼつく..^.. つ いたる たけのつえ ころく もと 

ま しゃくはち なか は ひう や，. 9 ちゃう や， 9 ふえ ころく 

すゑ じ や 一 ひっけい じ やうせ しめ 候 せんど は 御 じ や 

う をぐ され たれ どもつ いし か へ んじ もっか まつら ひ 

でさて./ \> 'ぶさた はお も ひま いらせ 候 へ とと も 力い 

て やれ ふでの じく. たけころ く 

(十八) たかを 

i:」 か をう ちに ゐて はまぐ h- くやる よの もはや ふぐ ど 

きゃん や ことしの ふぐ は へそれ/,^^. \-./-- かいて 

おみし やれ どぶろくく くやしる すいくの すい 
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( 一 ) あさぎ かたびら 

i の，./, \ と 々あけ がらす もい は いきけ きのどくの や 

まこえ か ねし に じゅんれいが なさけに て をに ひとく 

ち をまぬ かれて まさきよ 一 人 御と もに てた ど h-zt^ 

とみち しばの すそ はつゆ やらな み * たやら ときし も あ 

きの 夕まぐれち い のく さば ももみ ぢ して にしき 力と 

みるた にかげ に 木 こ. 5 は あじ かにい ゑづ との はな は 

i  -  -  >/1\ ふぢズ 5, まき ゝ や- フ かる かや われ もこ i 力 

どた のい なば か そめて 竹の まろ やの しづ の めが 

にむ かひて うっきぬ たこ ゑお かしく も ひやう しとる 

なにの みき、 しう ぐ ひすの せきこえ すぎて なが むれ 

V* すねて しげりし アイ ノテ まつや まの かの わけ ほうし 

がそ こ はかと かきあつめに しつれ ぐに h- んす はな 

をの あしだに につく h- しふえ に はしか もよ るかた な 

ん すぎに しくろ かみの よれる つなに は大 ざう もつな 

がる ゝ なら ひか やた i よの ひめ を 二 ひそめて い くし 

て い &を ふ.^ すて ゝ^-さか.9ゎらはの名にたちしぃ 

ろの みかどの みさ 、きと やうち- 1 え § けば こん" たの 

さ とか いのく ろご また かくと もし こなして のる もの 

、 ふや はなのう てな や むらさきの くもと ゑいせ しふ 

i., の 葉 第四卷  , 


一 ぢ いでら じゅんれいが なさけ を も ひとへ に大 じの ち 一 

いひ ぞと おもへば いとい そでし ほるな を ゆくさき は 一 

つのく にやな に はの あしの ふしの まも ま * たは * たなれ - 

ぬつ まゆ へに しょじせ わながら まよ ひゆく い 力に ま f 

さきよ あれ. /(\- みちく るし ほ もこ ひす かやめ なるお i 

な-みのある もの を さ だ ひらかた を あとに なしく す は 一 

の も h- に 色 ど， 0 のね ぐら もとむ る やさし さよお と- > 

やまに は をみ な へ し をぎ の はかせの たよ^-.^ とふら 一 

でな びく は 'ぼらし やよ どや ふしみ の ふなよ ば ひい - 

としとの なら /^われ も ねん あないぶ かしゃ まつ 力 一 

せ © ふかで しらぶ る- J とのね か アイ ノテ かす 力に 三 據< 

•ti,,;- きこ ゆる はこ、 は いづ くぞ と. きなら ぬ ほと、 ぎ - 

すの アイ ノテ 一 こ ゑ をき かま ほし やとお、 せけ る まさ 

きょが 申 やうされ ばす ぎに しむめ さく  -  j. ろみ や こづ ■ 

かいの をり からに 下べ の ものに きゝ けらし ふしみ の. f 

し B- くの 、■-ろさとな.^^なにしもくまちとかゃっ ゐ て- 

お かしき ことなが らうき がな かに もものと は， C  アイ- 

ノテ ゆびきり アイ ノテ かみき， 9 いれ ぼくろ よねの なら J 

ひか いや ほんに まつに か はらで 心せば たれ かちぎ.？ J 

をよ そに せんと はとく ちゃ さみい ま はは やきよ み つ" 

八十 九  ， 
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九十 


ふるさとの たの もに をつ るか. 9 なきて いなばの くも 

の ゆ ふしぐ れつ まこ ひかぬ る さおし かの たいすむ つ 

きを やまに みて ゆび を わする、 おも ひやり うらの み 

なとの つ. c ぶね はう を をえ てう へ をす つ これ をろ 力 

れを きくと き はみ ねの あらし やた にの こ ゑ ゆ ふべ の 

け ふ hs あさが すみ みなこれ さんがい ゆい しんの こと 

よ. 0 な とお ぼしめ しこ ゝろを さと， 5 まし ませ やつ 

きのた めに はう きく ものた ねと こゝろ やな， 5 ぬら，^ 

おなしく 

を もしろ の はなの みやこ や ふでに かく ともおよ ば じ 

ひがしに はぎ をん きょみ づを ちくる たきの をと はの 

あらしに ぢ しゅの さくら はち h-/--. 'にに し は ほう， 0 

んさ： の 御て らま はらば ま はれみ づ ぐる まの わの，？ 

ん せきの か はなみ か はやな ぎ はみ づに もまる、 し 

V;  .9 やなぎ はかせに もまる ゝ ふくらす いめ はた リに 

もまる、 みやこのう しはくる まに もまる ゝ ちゃうす 

よ ひきぎに もまる、 げに まこと わすれた. 5 とよ こき 

h 'こよよ- フ かに もまる 人 こき.^ この ふたつの たけの 

よ、 を かさねて うつ を さま， りたる みよ 力な 

一  (四) しらたま 

松の 葉， 9^ 


さて しらたま とまう せし はい ふに やさしき. たてす 力 

た た れ 二見よ とて さくむ めのいろの はなが さ ふ る 

< ^とき つれて つれて ゆく とき はしる 人ぞ しるしら 

たきの をと はも こ 、かなと h- でら むれつ ゝぁ そふき 

うわら ベ あ ふさき る さ にしげ h- あ ふえ だよ h.- つん 

ふまる かき は そらに しられぬ ゆき なれ や ともまちが 

ほの やまざくら いまこの しゃばに じけんして あ ふぐ 

も をろ かきょみ づの たえぬな がめ はお もしろ や 

(五) かよ ひち 

しのび.^ のかょひぢにまっはっれなゃきのどくゃ 

N よ， 0 もとめて やる ふみに かなら す こ. C との 力 へ h- 

ことうれ しさ ど ふ もた まられ すよ ひよ，.^ ね やに ひき 

こも， 0 まて どくら せど その 人の そよ とば かりの をと 

づ もはや 九つの かねが なる さても おも はぬ さは. 9 

あ，. r こよ ひの あ ふせ はかな はぬな よし C かこつ も 

や らし いっそ ゆめ こそ ましなら め まくら ひとつ 

をた のしみ にこ ひしゅ かしきね やのう ち 

(六) せみ 丸 

くらき 御め のかな しさ はつ きひの かけ もみ つと， 5 の 

かもの 川ぎ しなみ - 〕 えて ついの ゆ ふべ を まつざ かや 
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きえ こそ か へれ あはた ぐち いつをた よ， 9 にた はっけ 

の わ 力く ろ 力みの さね かづら あ ふさ かや まに ぞっき 

給 ふ 

-;! J なしく 

第 一 第二の けん はさく くと して あきの かせ まつ を 

はらって そゐん をつ 第三 第 四の みや はわれせ み 丸が 

しらべ はよ つの を b からな りけ るし ぐれ かなな バる 

ゝみづ の あはれ さよ そのこと は， 0 もめに 見えす 月の 

る さは いづく ぞ とみや この そら もな つかし さまさ 

きの か づ ら ぁを か づ らく る 人 ぁ ，，^ と もし.，：：， た ま はす 

まき やかし は を をし はけて つえに、 すが，' -のそ SH プ た 

ひた ど. かねて ぞみ へ たま ふ 

(七) かみすき 

なにの つとめに ひま をな みつけの をく しも さ、 で や 

とと， r> ちらした るた まくし けす きか へしぬ る かす 

/(、に はまの まさ ごや そらの ほしよ むと もつ きぬた 

はふれ にことの はぐ さの つゆ ふかくい つの ころよ， 9 

ち をく のせき • のした ひもう ちつけ, -とナ て,. >  ご 1 

てもと ゆいの すゑな がかれ と むすびて しふた.，^ がな 

か は ひさかたのと いろくと なる かみの いかで かわ 


 九十 二   

けん わくる とも あかに なれたり つくもが み もつれ そ 

めに しその よは、 もしう つ b ぎの よそに やとた ちゐ 

につけて うたが ひのお も ひに むね を こがせし にか は 

ら でかげ のつ もる に そな さけの いろ もます か い， 3.- ま 

つの ふたばの ちょ かけて たのむ によ 十郞 どの あしの 

まろゃにひとりふす|0もき5^.',?'ほ，？'^'ょふこ 、ろ ま 

なきもの を 見 はなちた まふな わが つまと しば /ll .2, 

る を.； てすき 給 ふ 

(八) まつよ ひ 

ぁすの^^をこょひになして3もがなぃのちもしらす 

くもり もやせん めに はさ だかに みえね ども かせの を 

とづれ いづち ともしらぬ つまど をた ゝ くなる よしや 

まよ ひのこ ゝ ろから もしゃ それ かと あやぶみて はし 

で 、見れば むしの なくね もさよ ふくる ほどか は ゆ 

らし なれ もや もの をお も ふかと いと * ゆかし さまさ 

るらん とすれば うらみ かくすれば またい と をし さ , - 

だ さわて か とり のきぬ をう ちかづ き ゆ め こそた の 

めとう ちわび て なれし まくらに とが ゆるす 

(九) 舟 あそび 

なつ はす > しき あさく さの いろ をと いめし 舟 あそび 
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カ寸三 


にす きおろ す 

(十三) 五 人 そが 

たが ひち が ひの お てまくらす きまの かせ ももら さじ 

としめ てね さま も をき さま もむ かしの 人 ものち の よ 

もい まの わら はにか はらめ や これ を 見 かれ をき くと 

き はこ ひと ぼた ひ を ひきわけて みち はふた すぢ ふみ 

もせぬ とのに こ ゝろ はかざぐ るませんり まん. 0 もも 

のか はと とら かいさめば せう しゃう もよ るの あめつ 

ゆなん の そのし とゝに ぬれ はおとら じと しの ゝめま 

だき うばたまの やみに か 、ぐると もしび やみの， 0 の 

はな をい ゑつと に をり - 1 そく だれみ ねの てらす その 

, ^あさ； 0 わけ まよ ふさ ゆ， 0 ひめ ゆ， 0 かのこ ゆ. 0 を ざ 

ゝ ひめ ざゝ ぼけの はな ぼけ/ (.>  .//^ とした こそよ け 

れ うたて よめごの なわた すき すげ の をが さ を かた ふ 

けて さなへと るて のしよ さ  < らしく うしろじ さ. 0  -  ^  i 

,0- あげて わがた にか  >-れ のきみ がた の 水み づの なが 

れ はし らま ゆみや は. ぎの はしの はたしな さおて を 

ひき よふて とろ./.^  ./^ とろ /t- たら を. C に 

やすんで か はらお もて をみ わたせば ながれ かれ 木が 

すて ゝ ある さだめて /\ きんきめ こまかに ごさる i 


とにから 木で こざる ベ いよの さんやれ そま やま 人 も 

て、 みやれみ るに なづ まぬ 身 はよ しだよ しだ と をれ 

ば あれ，/, \ 'かぶろ がまね くな せに かぶろ はで、 また 

ぬまたぬ もど を り >  J ゝ にと まると しらす かやし ま,， 

ざ か はし もとの はまな の はしに うちよ するな みの あ 

らゐの と を ひが た - ぶ r ゑ のかせ は ざ \ ん ざと はま ゝ 

つよ. 0 まへ 坂 三，^ すなの かすく われ やお もへ ども 

いのちな， 9 けり さよの なか やまこれ かとよ すて ぬう 

きみの なら ひとて さすがね が ひもお を ゐ川か はる ふ 

ちせ ぞた のみ ある やが て かたき をう つの やとき くに 

こ ヽろ もき よみ でら み をの いりうみた ごのう らうち 

いで みれば まじろ なる ゆきの ふじのね うつ.，， -f, i くや 

まの - J びたい まゆす みのき わ をく そら やくろ- :(\. 'と 

かたはれ 月の さし.^ - ^のよ そ ほひ ふかきた しなみ は 

さても みごとの おつ いらむ まよこ 、はは こねの 山 さ 

かなれば はつねが はらの ごさ まつに しばし とい. まれ 

ほと、 ぎす-たれ も - J いそのし ゆ く つ 2- きしぎ た つ さ 

ゎゝ なのみ してい ゑた ちつ く かど/,.. \ にいで いる 

人も大 いその しゅくに ぞっかせ たま ひける 

(十四) きて う 


見つけ はこ ざき ふねの うち ねられぬ ま、 につく，^ 

とや どのし ゆびの みあん すれば わがくろ かみ もしら 

がと なる きて うに はだ まさる、 1 1 まい 五雨の こわき 

さし どんす 一二 ぼん もみ 五 ひきわたの. たいまで あいそ 

えて しもつき なかばに を くれ どもつ ゐに それと て 見 

せ もせ やい ま はふた h- がな かに ある 

(十五) かう きでん 

よはに まぎれて いでた まふ あらいた はしゃし § しゃ 

うよ 十 んて 、- ゐを ふりすて ゝ めし もなら は ぬ さう 

あいに 御 あし をい たまし め よしかぬ これな，.^ 御と 

もに て 二 ひぢに まよ ふうた かたの か へ らぬ 水の あは 

とのみ きえに し 人の おもかげ を ゆめに だに も 見え は 

こそ なれし むかしの たま くらに かた h- つくせし むつ 

ごとの みゝ にと いま， 0 なつ かしゃ わすれ もやらぬ- J 

ひぐ さの つゆ もお も ひのみ-たれつ、 わがみ はもとの 

身 なれ ども こ ひしき 人の なき ゆ へ に！：：！ や あらぬ とか 

こちし もげに- ,- と は とお ほしめ し 御 心 ぼ そき を h- 

からに やもめ がらすの うかれ こ ゑ われ を. i ふかと お 

も はれ て よすが ら ともす ほたる び の きえ ぬ お も ひ の 

あれば さてむ しさ へ むね を や こがす らんげ にあ は 

松の 菜 第四卷 


ら のな， 0 ひらが きちう の ながめに とぶ ほたるく もの 

う へ まで いぬべ く は あき か. せ ふくと なげきし もな み 

だくら ベ て あはれ な. 0 いと ，2- さへ -,,,\-> 身 をし る あめ 

の はる、 まもな き 中 ぞらに を-たの かはづ のな きそ ひ 

てみ ち もさ だかに 見へ はこ そな み * たぞ みちの しるべ 

こて やう . /( \ ゆけ V4 よこぐも はる、 しの、 めの い i6 

はち. 0 ゆく はなの やまみ てらに つかせ 給 ひける 

(十六) たんせん せいげん 

かくてせ いげん はこ ひの かたきの よしな か をな きも 

のとな しての ち さくらの ま へ をう ば ひと，.^ • ゎ& ぞく 

,. こ 、， にな か は，^ 世 をら く..，/.^ -1 0 をく らん - i とた い 

とる やまの さるの きも さ て... /(^くわ ほう はねて まて 

とい まこ そお も ひ しられた hs いざや いの ，5 て そのし 

るし あら はし 見せん とそれ よ h.- もや か てよう い をし 

ゆ その. たんと 申 は せっしゃ うの はう とてき たにむ 力 

つてお- J なわる れいし やくじ やう を ふ ならし- 1 び 

ん から 大 あせながら か いて じゅす も きれよ やくだけ 

よと も 5,f 二」 て.， いのらる 、され どもし るし の あら 

ざ れ ば ふどうに むかって お ほこ ゑ あげさ h- と て は 

/,、、 き、 わけ もお， 9 ない こんだ によ ほいよ ると なく 

—  九十 玉  , 
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く  V4 う，！ -ー じゃくむ はう にっきち らしい つきう お. L や 

うこた ち ふさがり づ かう ひしぎ の ゑせ こうじ やう こ 

^  -  -V6 うし ゆぎ やう は ほうしの わざとき： しゅ.. ごや 

うじ やう じゅいた いての リ とくはい かにと たづね け 

る いつきう はき こしめ しそれ さんがいの * たいとうし 

しゃかにょらいの いにしへ は. たんどく せんに こも. 9 

ゐ てあら ゝ せんにん をし と 親み 三十お やう どう とげ 

t まふぐ そうな どもし ゆぎ やう を とげさて じ やうぶ 

つのみ ちとうる をの /( , 'の ごとくなる やまぶした ち 

はいつ がみね 入 五月 六月 ぼんの ころ こしに ほら 力い 

ひつ ゝ けて こんが うづえ をつ きつれ てち からに まか 

せて をせ ささ ささけ C 六 はい のんだら とうふに こ 

ん： やくに しめに はった けこつ こもとに えい さあえ 

んゃ C ゑんの ぎ やう じ やの あと をつ ぎお をみ ねか 

づら きしゃ かいだけ かすみ をく  >. ^き h- を わけく も 

に をき ふす ときん も はづれ てころ りくと こけの ぎ 

やう びっこ 引々 きんぶ せんきの ねに と， 9 つき ホ 、た 

ぐ つきよ ぢらす どっこいよ おらす こし をよ おらす 

ひのきが さいちの の ぞき うら か ベ だに くらが. 5 たう 

ダさぐh^さかさぐ.^^さぐっててぅじゃぅへ のぼ. Q つ 
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めた る ぎ やう じ やな， n- かた ^の ごとくな る しぼち 

こぞうの ひるねぶ つ あくびが ちなる はるの 日の ねぶ 

h- さましの、 ■* まやい ともの \ かすに は あらね どもい 

でぎ やう くらべ いたすべし 一 きう はき こしめ しいの 

りて ぎ やうの そのし るし 見せた まへ と あ.^ ければ い 

らた かじゅす を をし もんで ひとい の， 9 こそい のった 

れ えい， -  ^かみのお まへ にやれ いど ほれば みづ 

はわ かいで かねが わく  C ぞ つく- 9  くぞ く/. ,\ 'と 

かん ふらん はるたん に てんにょ ながさき さくらんだ 

ばち こて いみんよ これにて しるしの なきなら ばな 

、の ゆ ふべ の ほし まつ ，9 かしま 見し ます はあった た 

かきお やま はなた ごさんだ い ごんげん くらま やまに 

よ そうじゃ うばう さぬ きに こんぴら いづなの 一二 ffl や 

ま.，/..^ のたい て i=> ぐたいい まふし ぎ を 見せた ま へ と 

± め つけ./,^ いのらる 、あら ふしき や はれた る そら 

よ， 0 お ほ ゆき ふって やまく たにく をし ならべ て 

みなしろ た へ とな，^ にけ. 0 やまぶしい き ほい 力.^ つ 

て 、 い：，， /^と 申け る い つきう は 御らん じて これば 

か. „ ^のこ ゆきをし つてう ともしつ てうべ いそん 0 く 

とも そび くべ いし h- からて こさ を さっち いれし やつ 
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くりび きに ひいて くり よえん や/., »i な あ ふ ぎ を さ 

つと ひらきつ 、はら， o/\ 'と あ ふぎた ま へ ばさし も 

のお ほ § き あ さ ひ にし もと ぞ きえ にけ る やまぶしお 

せきに いか， h- をな しこ 、がく さりの いつはい、 ク 

いきの きどく を 見せた ま へ とざんげ ろ こざいし 

やう をし めに はつ だい こ ごどうし うなな せ こ^どう 

こた ゝき だされるな なを もき どく を 見せた ま / と あ 

力での こつ ほ- フす. c むき 》/.>- へめ にへ てぞ、 め N- り 

ける かゝ ると ころに に ふどうの そんたい はなびの し 

かけで あら はれた まふ それ 見た かヲ 、えい とないつ 

きう ほっす ふ. 0, あけて なん ぢふ どうけなん ぢ ふどナ 

力 あつ 力 力 ゝら かの かつと とな へた まへば ぶしゅび 

じまいで ふだう はめぐ ろへ おかへ. 5 さばへ さて やま 

う. 9 力な-^ け、 ら けいわん て てんがう いまどき そ 

の て を くん ベ；， か さ あしや つと も ゆ つ て みろう やま 

しほつ きとが を を つ て た 3- ひらぐ も と 兒 えけ X 

い つきうす - 」し.<  か らでこ はげん きんなる 御い んぎ 

,c 力 やうに 申 もせつ ュ、 ほんいに あらね ども こん H の 

しゃか のみでし とお ぼしめ しみす くそれ がし をぶ 

つぼ さつの けしん とてもろ  > (のう その 八； a つきち 


一一 らし 此のら かなら す さたな しと をの， （さう へぞゎ 

かれけ る 

(十八) ちゃの 湯 

とこの けしき を 見た まへば を ぐらの しきし を かけら 

れた りたな のか ざ， 0 はなに ぐぞい まやうて いの か 

うだう ぐ 心 をつ けて かざらる、 だいす のか、. tt- しま 

らしく かま はなに はやあし やが またぎる そのね. 

^^ととき ならぬ まつむしとの みうたが はれらん 

じ やのに ほひ くんじつ \ こ ゝろ こ. 0 ば も をよ よれす 

その 時から さきた ち いづ るされ ば ちゃのゆの たのし 

みはせ いけん ごだう の もて あそび かゝ るな さけのお】 

のみち わきて 心の ひかる \ はきみ がな によるし がの 

てに いくよ ぬれ. /^きぬ/ ^のことの はぐ さの つゆ 

しぼ. 0 さて またち や いれ はせ との ふりそで めいえん 

さま，^ お ほ けれど 七し ゆの えんと ぞ つたへ し はも 

,5 いは， Q う もじ か はした をく の 山 ふもとの あた ひび 

3ゃりくひきてからなるぅ；i^のちゃのきみがぁふせ 

のむ つ ごと をい つの ころ か や はつ むかしけ ふの H 

もはや くれはて ゝ あすまた たれに ゅづ. 0 はのう つ ，9 

力 はる やの ちむ かし ふるさとした ふか， c がね り い つ 


かこし ぢ にか へ るらん いのし ろお をた かた かの つめ 

とし i ふれ ども わか も， CV のす がた はな を も そゝ， 9 の 

ち to-i か はべ つぎ も あらし やま もみ おのに しきいろ 

/(- 'にえん がすぐ るゝ ごくむ じ やうき みが 手に よる 

はった かの みよ h- の はかせに さそ はれて みだれ そめ 

にし あだし 身 を たれに か 見せん きみなら でい ろ を も 

か を もし るん とよみし こ /» ろ はお もしろ や 

(十九) はなう- 9 

おもしろの しづが し は ざ やさんろ ならね ど ふく ふえ 

もね よげ に 見 ゆる わかくさの はな むらさきの ふぢば 

かまし をん. 0 ん どうわれ も かう おも ひの いろはい は 

つ いじい はで こかれ て やまぶき やしの びくる 力 

ざぐ るます がた たえなる ひめ ゆ. にいつ かそい ねの 

とこなつ やな も ゆかしき はび じん さう かほよ はなこ 

そ ひ と し ほに いろ もに ほひ も ふかみぐ さ をく しらつ 

ゆの たまつ ばき 身 をせば め つ 、 かげ やどす 月 見く さ 

こそ やさし けれげ にや まことに あ， o- あけの つれな く 

みえし わかれより ふた >i> ぬ る 夜に かなしき は をのが 

つばさ はか はせ どもお も ひしら すやこ 、ろせ で まだ 

きな くねの け 、，'とぅゲ つぶな まじ h- の すみれく さき 

—I ..  i の 菜 IS 四^,  . 


かす さみの てま. 5 の はな ひふみよ とんと を ちても 

な はた ゝじ ふかき 心の そこ い をば 人に もらすな みづ 

あふひい けに おもた かま こもぐ さわれ こそ 野に さく 

あ. たはな よ をら ばと く をれ ちらぬ まにあ^ S -f ^の しづ 

のみな から もまれの みゆきに いざさら ばみ きをす、 

めて. 0 ,9  .it.- に ゑい. 0 よ をす しめたて まつる 

(二十) くさす b 引 

わ だの 一 もん 九十 一二ぎ を 引ぐ して 長 じ やの もとにう 

ちょ. 9 てこく どのう をのい ち. 9 ぐい あとはら やます 一 

のお ほ ゆさんよ ひ 三日の さか も- 9 はこと にせう じて 

もしろ やか ゝる とこ. ろに しゃう じの あなたに かな 

もの ゝを とがから， 9 としたび やくら いでんの くも は 

づれ むけん ならくのそこ ぬけて なべ のい かけ はお，.^ 

ないかと あ ひのし やう じ を さら- 5 と あくれば ひ A ぼ 

あふれの あら 五郎お を はらまき をき ながし 五し やく 

八 すん のお を だ ちかた を かふうに？^ <> めじ こなし なんに 

もく はねと たかやう じ そらつ ふいた る あ.. „ ^さま はさ 

て もて あっか ふたる きゃくら いな b. あさいな-; 5 申 や 

う あにす けな. もまし ませば ちっと ざしきへ おと を 

あれつ ゐで にち から を ひ きみんと つか C とたち 

I 九十 九 
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よりく さす.. H 二まい ひ つ ゝ かんで こ， 0 やどう でんす 

のかけ ものよ i きむ ね にんが りと もせす いや だび や 

くえで さう 御 めん あれ あさいな きいて ゆ つても き や 

つ はじゃく はいな， 0 したてに かゝ つて そ \b を くれ 

こうたぶ しで や つてく. „ ^よなん ぼかく しても そがの 

五郞 はしれる こ、 ろ こんみ じか ふて わきざし かたな 

はなが ふていろ はまつ からかいで こはだ かに どつ こ 

いど こい どこの いなかのお わかしゅ ぞ ひらに いちざ 

をた のむ によ 此 うへ はせ ひに ざしきへ いださん とえ 

いやつ と 引た ちっとも さらに はたらい すに つ i んぶ 

さう の あさいな がに わう に まさるち からこお さう の 

うでくび ふした つてむ ねに お ほるい か. 0 げは ごばん 

のお もてに あかいね の は. 9 す. 0 ならべ たる ごとくな 

,0 ときむ ねに つ ことうち わら ひう さみく すみか.？ 5 づ 

にて た いぢから とよ ばれた るか はづ おや ぢが ふと こ 

ろ 子 はこね ベ とうの ぼと. 9 ちご あげたる てほんが 百 

六つこう た ひ あはして 十六ばん され ども 御ば うの 御 

をん にきす すつ へ， 0 かへ してなん にもな しあと にの 

こる もの， i て はみ づ 一 こくに せんにん. c きこつぶ： 

くだいて さいふに いれ ふるした おびの ものかげ にが 


HUNMnH   百  — 

んぢ がらみ にからげ つけ そっとた しなみ 候 ぞゃ三 ま 

いのくさす りの はや をが きれてみ づの むか ちゃのみ 

つまい わる づ まいれ ありま どのよ h- もらった るら う 

そくば こ を ふんぬい でさん. 0 せっこつす.^ むく；；' ふ 

たつに ひとつ はじゃう の もの とびつく ともせす いた 

.9 け あさいな その 時 身ぶ. 9 を か へぎよ とうが とラ 

の ふて ぐる ひち からが み をがん ぢ とかめば どうの す 

ち-力 ひた ひに あが， 9 にんみ やくす ちが こぶしに さが 

hv あれた る ほね はい ほ の ごとしき う てうの ふぢい 

づら まつ を からんで こがらしに もまれて たてる ごと 

くな あさいな さう のい か， 0 をな せば 五郞 はとら の 

きを はって たがいにえ いやと ひくち からに 三まい の 

くさす， 0 きれて さう へばつ と ぞ のいた， 0 ける 、％ 、え 

いぢよ き-^ さるに よってい まの 世に れいぶ つれい 

しゃの ゑ A まに かけあ ふぎう ち はのば さら も, , もう 

で を I- く；^;;^ きく さす. C- ひきう での ほねく びの i ね 

どれ これこれ かいて を 見し やれ ひ， 0 こくたいし 

ばかた わう おに をち やの この きん ひら だんべ いほ、 

をつ s^なぃゅぅ.h^きゃ.iぃまにのこりしちから- J ぶ 

(廿 一 ) 道 成 寺 


つく. c しつみ もき えぬ ベ しかねの くや 5 にまい らん 

,aV つからと 申 は そ もとま h- さだめぬ しのび づ まきの 

； 0 の を くにすみ なれし 人の こ \ ろ をな ぐ さむる しら 

び やうし の つ ^みぐ さなる たき 川の ながれの 身た う 

じ や うじのみ てらに はかね のく やうの ある よしをみ 

な 人 ごとに ゆ ふま ぐれ 月 は ほどなく い b_ しほの さし 

て はわが 身の つみとが もむ く はんことの あらし ふく 

みむろの やまの もみおば のい ろに そめに しあ， たぎぬ 

のうす-から ざ， 0 しさんし うの つみ を そろし くこと に 

また ざいごう ふかき 川た けの ひとよば か. 9 のた まく 

らに 人の つ み を も 身に うけてな がき やみ ぢ やくろ か 

みのみ. たれ 心 やむ す ぼれ てけ ふ. 9 みちく る 小 まつば 

らい そぐ 心 かま だくれ ぬひた かの てらに ぞっき 給 ふ 
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古今 ぼ 首 なげぶ し 

〇 さる おんかた  七 首 

まつの は ごしの いそべ のっき は 

ちと ゼ ふると も か はる ま ,i 

さし もしら じな かくと はきみ に 

つ 、むお も ひも も ゆれ ども 

おも ひみ だれて あしやの さとに 

あま のた くひ かとぶ ほたる 

たつる にしきぎ かひな くくち て 

そ はで. i しふる みぞ つらき 

われ は あやめの ねに こそな かめ 

ひくな たもとの つゆけ きに 

あまの たくなる も f) ほの け ふ 

ひとの たち ゐの しほ と なる 

あられ ふるら し. i やまの. か つら 

いろに み ゆる をい かに せん 

〇 そう  十 首 


よそに なしても と へ かし ひとの 

つき はたれ ゆ へそで にす む 

つ きをみ ば やとち ぎ， 0 しひと も 

こよ ひそで を やし ぼる らん 

とはいと へ かしこの ゆ ふくれ を 

> のす の いの もしらぬ まに 

ふけて きぬた の をと よ， 0 きけ si 

月に おち くるわ かなみ だ 

せめて やどれよ こすもる つ きも 

ひころ もとめし うきなみ，？  W 

わた， くらへ てよ のなか みれば 

あはの なるとに なみ もな し 

こ  >- ろ /„> ^のよ のなか なれ や 

はなのう てな のつ ゆの いろ 

も るぢ こかる ゝ いろと はきけ ど 

す へ の をち ば を たれ かしる 

まつの しぐれに ゆめう ち さめて 

よその あはれ がお も はる 、 

なみだ くら ベ んゃ まほと ゝ ぎす 

われもう きょの つ ら けれ X 
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わ 力み ひとつのう きおも ひ 

〇 ほうし  貳 十四 首 

ゆきの i やまの あけぼの つら や 

力 や 力の きばのと りの こる 

いま はみ にしる あい ベ つ. 0  くの 

うさ をお もへ はな！ krc. こ 

せめてね や もる つきかげな， nslo 

しばし まくらに とまれ. 5- し 

あはで かへ ればこ \ ろの やみよ 

つき はさ ゆれ どみ ちみえ す 

はなに をく つゆ を ざ ゝ の あられ 

こぼれ やすき はわが なみだ 

おも ひつ ^けて なみだの しぐれ 

さだめな きこそう きょ なれ 

つき は ひとめの せき； 0 もな しゃ 

にしに ながる ゝ よはの そら 

くもの はたての そなた を こ ひて 

すめば すむ みぞ あおきな き 

なに は 入江の 身 はすて をぶ ね 

きしに はなれて たよ.， 0 なや 


百 六 


- J ぬよ あまたの やま ほと、 ぎす， 

ふる は むらさき わがな,， JS /J 

うきみう きく さ しづ み も. i て つ 

そこの こゝろ をつ き やしな 

おも ひ あま hN て お， 9 たくしば の 

け ふ. 0 さびしき ゆ ふま ぐれ 

これ もさす かに あはれ を そふる 

を だの か はづの くれのこ ゑ 

はるに かきねの ゆきに は あらで 

きえぬ かぎりの したお も ひ 

な ひて ねが ほの なかば はく もに 

< ^えて こぼる、 そでのお 

>L のぶた もとの いろ 見え そめて 

こゝろ にもに ぬわが なみた 

すぐる 月 H はわれの みしりて 

力 0 もな き 身 をう ちな けく 

力き， ある 身に さ， 0 とよ 人の 

とほき §  く ゑ をお も へ と. c- 

あまの すて ふねよ る ベ もしら で 

ひと- o- なみだに ふしし つむ 


さら „H おも" げ はなれ もや" レリで 

ひとの つら さに ます か いみ 

あ ふさき る さに みだれ て けさ も 

およな かくれに たちと ま 

うぢの はし も， あはれ と. S は 

でと しふる tV での いろ 

あ ふぎなら でも 身 はふる さる ゝ 

あきのな かめよつ ゆば か h- 

あ ふ も わかれ もみない とに よる 

なみだ つらぬけ かた 身に も 


古今 百 首 なげぶ し 終 


歌 昔聲幷 三味線 彈方 心得 

i 歌の 事 昔 聲§ たかに して 始終た るまぬ やうに うた 

ふこ-. ^だ い 一 なり 當 風と いひて 世上に 彈 うた ふ を 

きけば 三味線 を 君と して 歌を臣 とお ぼへ しゃう に 

きこ  >ん あしきと かやうた を もつ はらと しなら しも 

の はまことの あいしら い 本手 組のう た ひ 方と 長歌 一 

端 歌な どの 彈 うた ひかくべ つな まづ 三味線の 調 一 

子 をたい せつに あはせ てのう へうた ひ はしむ る 一 

KI- 肝要に して 序破急の くら ゐ うき しづみ をつ かん 

け やけから ぬ やうに 心 をつ くべ しまた 連彈 のとき 

歌 ひとつの うち 二 上. 9 三下.^ などの 調子 か はる 事 

ある は 一 しほ 相手の 調子 取 やう あ ひかた になら ひ 

ある 事 也 ロ傳 

一 なげぶ しの 事 元 江 らう さいの ふし をな をして 

うた ひきたる とか や 昔^し め やかに 調子 は ひくき 

かたよし その 分際に 應 せざる 調子に て は 意味うた 

ひかた しいに しへ 大坂 屋河內 風と いひて うた ひし 

はかみ しもの 句 さら. 5 と 三味線 あいしら ひもみ し 

かくうた のと ま b やん とうた ひしな，^ 今やう はふ 

しのた け ゆるやか になら しもの 相の手 撥 かや もす 

.IB 七 
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くな く 歌のと まり はふし にて いひす て ゆうくと 

きこえ 侍る 歌 はつれて うた ふ もよ し 三.^ 線 は 一 ち 

やうに かぎるべき か 近 比 歌の 下の句 三 字め の ふし 

を さげ て うた ふ 事 だ て に てよ ろし 此 歌の 曲節 急な 

らす序 破に と 5- まりて しづかなる かたな. よ. 9 て 

かみの 句つ ぎの 七 もじの はじめ 二字 またはい へし 

の はじめ 二字 をよ せ てうた ふべ し 唱歌に はえ あ， 9 

て お もしろ き 事 也 中 比より 二 上. 0 のて うし を もち 

ひて 此 ふし をうた へ る 事 も 有 これに は 本調子 ふと 

つれび きょし ふしに はなはだ かう をつ あ h, この ゆ 

へ に 口 傅お ほくい ひの へ がた しある 人 なげぶ し は 

おんなの もて あそび ものな， 0 とい ひたる も g うび 

なる さま をよ くわき まへ たれば さる 事ぞ かし 


百 < 


を ふし 藝に あそべ る 人 をの/^ このむ 所 ぁ&を くれ 

たるす ぢを かくし 學び えたる かた かど をのみ さかし 

か. 9 いふめ るな かに これが 昔の 歌に 和し あはれ もや 

る 力た なきに ぞ なに ごと もこと $® ぬ ベ きを 幼よ，. T な 

らは ざり し 恨 も 今更な. 0 かの らん ごやな どの 遠き に 

こそいたら ざらめ なげぶ しの もとす ゑ か いなで 、> ひ 

ゆく ば 力 り に はなん どい へ る を 此書を あめる 人 打 笑 

ひて それ こそ 難き わざ なれ 朝鍛慕 練のう へ.；^ らで 一 

曲 わ 奏しが たし なげぶ し は 手の かぎり すくなき やう 

なれ ど 古今 の 興廢 なく ことにた やす か ら すと さ らば 

わ 力 こと 學ふ ベ きに あ， & すそも^, ^！.? フきう ひん) J 

の露のはじめょ.h^なげぶしのみさほなるは；Kffにな 

すらへ そのほか 松葉の 風聲ち h- 盡さ いる ことみつ ベ 

し 花 落 雲 閑なる ゆ ふべ 雨よ き ほとの 窓の うちあけ ぼ 

のけさ やかなる 雪 を あつめて 少年 常に は ざ ら め や 
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京 寺 町 通 二 條上だ 町 

井筒屋 庄兵衞 K 一 T 
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若み どり 序 

去ぬ る 比秀松 軒の 主、 此糸 筋の 術 を 得られし 餘 hs  、道 

のす きもの を 招き 本手 端 手- 4- 歌 等の 證歌を 集めて 五 

械 とし、 松の 葉と 題して 世に 慰み 草の たね を まかれ 

しょり、 此 林に 遊ぶ 人く ことの 葉の 露の 玉 を 拾 ふ 

板 ひ 草と なれ. o,、 されと も かの 觸が 所緣 殘.， ^し 歌舞 

妓臺 にかな てぬる、 種ぐ の うた ひもの を始 拍子 取 

お 力し きたぐ ひ は、 わざと もらしぬ る を、 扇 磨と いふ 

男、 調子 八 n せて かき 集め、 落 j 某 集と 名. つけて、 櫻に い 

のちな からす、 しかれば 此兩 部に こそ、 品 はやおぬ らん 

と おも ふ 人 も あるべ か. ン めれ、 さは あれ ど 濱の眞 砂の 

數. もれた る 名曲 端 手 新曲、 かつ 又、 きの ふの むか 

し、 け ふの 今やう、 時め きわたる 長歌な どい や 生 しげ 

.9、 根に ひかれ、 糸に よる、 名歌、 花の 曙 月の 夕/,^ に 

積む ぬ、 靜雲閣 の あるじ その 踢 たる を 補 ひ廢れ たる 

を 興さし めんと て、 野川檢 校の 作に、 みづ からの を も 

まじえて 又い っ卷 となし、 若綠と 名つ く、 征の かつら 

ながく、 引った ゑて 餘音溺 CIO 絕 ざら ましとな-. 9、 

功 なれ. 9 といつ、 べし、 余 不思議に かの 松の 紫、 落 


葉よ， 5、 此若綠 の 三 大部の 席に つらな. 0 あ ひ ぬれば 

筆 を 添る 事に なれ. 0 け. 0 

寶永 三の 戌の 卯の花 月の 中の 日 

愚 北條持 入道 大狂 園醉序 
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長 歌 

( 一 ) こ IO ふき 

はつ 恭の そら もの どかに いつる： n のした つみく に f:^ 

力と/,^ によ そ ほひし るく たちならぶ まつと たけと 

のい ろい つまても わかの- フら はの かた を なみあしべ 

を わたる ひなつる のちと せの ゑに し をむ す ふな, n こ 

； D さ 力つ きのき よくす ひき みがめく みのうる を ひふ 

かくさ わけい. 9 しほうら いのみね のかす み をく みそ 

めて つきせ ぬみ よの かみ かせ やい せ ゑび ほ だはら た 

ち はなのか ほり ゆたかに 民 もな を ほな がに 榮へ すみ 

よしのな み も しづかになる ゑ だの かや、 かちく. 9 か 

す" ，/1 ) の. >  つのよ ゝ， hN か こと ふきそめ てまる ごと こ 

たえす めて たきと その さけむ めの はなが き やゑ かさ 

ねき つれて ござれ い つ もながら のきよ みづ まふて ぎ 

をん やさ かの はなの いろ これ やよ しの ゝ はなよ. 0 も 

もみ もよ. 0 もこ ひしき ひとはみたい ものと が を si 


(二) 新 もし ほく さ 

はる 草の やかても も ゆる かすが のに あさるき いす も 

わ 力く さの いろかに うつり こ ひこ, r. も その 袖の かの 

みち/^ てきみ がその なの にぎわし きさくら づ くし 

やむ めづ くしつ ゝ しっくし にかう つくし ふく はる 風 

もこ ゝ ろして めて たき はなの ゑんに いま を. ふて うま 

つ の わ 力み ど， 9 いくはる ことにい ゎゐ きて こ. i ふき 

う. とふ はる こまの よわ ひひ さしき さ いれいし こけむ 

すの ベ のす ゑまで もげに あ を やか になつ くさの しげ 

るに もる ゝこひ 草 やうき ななが る 、かわた けの さゝ 

のお ざ、 とよな りと もうれ しきき みかた まくら を 

まつよ ひふくる かねの こ ゑみ だれみ だる ゝ くだ； ； け 

や はやまの ゝ めの わかれし に まだ そで ぬらす あまの 

力 わ あき 草に おくつ ゆの たま つらぬき とめぬ たなよ 

たの わかれの なみだい く-, 0 しかつ も.^, くて こひつ 

くし あだし まくらの たは むれ もけ ふ はか わ て それ 

となく か h- のにの こる ふゆく さの さびしき まゝ にて 

かきあつめた る 

ももし もた よ 0 

うち  一- 
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苦み どり 卷 1  _  mil 

すみう ぐ ひすむ の やなき わらび さくらに も、 やなし 

き いす ひば. n- にかわ づ なくす みれ やまぶきつ ゝ じふ 

ぢ なつに も なれ は あふひぐ さほと ゝぎ すさみ だれく 

ひなのと りに たちばな ほた る やせみ に あ ふぎ はち 

すい つみ や あきはま たおぎ はぎつ ゆ のす、 きらん 4*,? 

力 力. o- むしに き. c の フっ ゝゃ かしきに き くやつ 

たもみ ちに ふゆ は また まく れの もの うす. -ih, 

あられ みぞれに ゆ さか もた かふす ま い .0 ぞ かゝれ 

たる 

(七) きょ 水 まふで 

ゃゝ すみなれ しま づ か屋 をな みたと ともに たち いづ 

るこゝ ろのう ち こそ あはれ なれ まづ *,f よしや でら を 

ふしおがみ ゆく に ひめ ぢを はやす ぎて こ ひしき ひと 

にあ ふたの もりよ え あ ふたの も b になき あかす から 

す さぎと は あれと かやな みめ：： * るお のまつ か； I- にき 

んの ゎをゃ*^ら,13らんひゃぅごにはゃくっ きじ まや 

ふねのと まりのみ なと 川 あきのち くさの はなぐま や 

いく. たこ や 野に なくむ しの- -ゑ もさび しくう つきぬ 

たまき か へして はく  h- か へしこの ぬの ひきのた きみ 

れ ばけし きま- J とに おもしろ や 山より お つ る まら、， * 


Minn   W 卞 ra  .   

みはい i をみ だ せ る ごとくに てきしに た ヤ よふ ゑん 

す ひ は あい を そむかとう たが われな に はの むめ も は 

るなら でに ほひ も さ ら にに ほひ も あ.. レ." やして ケ み 

に はすみ よし てん わう じこ ひし き 人 にあ ふさ かや は 

しもと にや ど を もとめ づ か- 一 ひゆ へ いのち をう しな 

ひし 一 一人の ひとの はかど こ 一：： おと： やます む：；： のい 

わ. （-ズ にや やどる らんす へ は 山 さきた. i ら でら あき 

の やまの もみち のい ろい な は を わたる かせの をと も 

のす さま じき ふせいな. 0 とばに こひづ か はやす ぎて 

うきよ はう しの おぐ る まの めぐ bv て， こ、 にき 

よみつ でら に ぞっき 給 ふ 

(八) あ .0 しょ 

はるす ぎて なつきに けらし タ， ろた への ころもに まか 

ふうの はなや はつほと、 ぎす こ ゑに ほや^に お とづ 

れ ての 二る やそて に ぁ.0 し^^の M かり を 夕 f めて っゝ 

み をく  J るの-: J3 たるの ひかり をよ そに たゝ もらさ じ 

め を ふ 力く. 1<  のぶこ ひものお も ふかと とふ ひと 

さへ も なみだの かわの きしに おふるう きこ ひぐ さの 

はなになる とも あ ふこ ひなら ばい わね ふみか さなる 

やまに まこ ふと もな にか. いと はんきみ がた めの にい 一一 

I  -  I ―  ！ー 


で 、かるお やめぐ さあ やめ.. わかで まつ - 1 ひの 山お 一 

--" ゝ るケ きく もや ふるむら さ めのお とに の^こい 

すてうな はたつ た 川み づ せ きと めて 二 ひの ふち かわ 

らじ とこ そむす びし にせき もる よはの ゆ s と をく へ 

だつ る ひとの 心よ.^ かわるなら ひの _ ^こそ つら けれ 

(九) あさぎ 

かてう にもれ ての こる：：：： ラ わの そらた きすが ，=• たる 

そでと.，/^ はか さ 、ぎに かよ はすな かの みたれ 力，. C 

と るて あやなに *| めかへ し めかけ./.,.^ いわこすな 一 

みだ あこがれ いづるた まかと きへ てうき なた つと も 

いのちに かへ てなん の をし かろ ぞ つゆにぬれたる 一 

ゑた はなよ もみち よいろ に ぃでゝも-フらみしとゎ^3 

つら さぞ やる たもな き *v 、のびぐ る まの 力よ ひしな 

れて 人め よくらん- 1 ひ； r- のせき はお さまれ る を もつ 

.ら しとよ みしま： つ が  >  めさきぬ.. のさから ざ h- し ひの 

いすの つ も， 0 しふ に 身 をす て ゝ こそよ るせ も あわ 

とうつ， 0 がそ ひて たちわ かれ ゆく いまの くるし さわ 

a  "のけし きまた の =： まて をい の h- てまたん まつ. i 

しき か はかべ おくる かに 

(十) -フき くさ 

i  S ど リ— 卷， 1 1 


:^ゅふべふ，„^くる めめ は ほしめ ひの そらめせ しまに 

うらみて のみやう し？！  くる ミ河瀬 をめ ぐるす へ はい 

ろ ひとむれつ ゝぁ そぶ かせの かよ ひもに しひ 力し き 

しのうき くさ にれ まつな くにつ きぬ- - とばの うき K 

うたての まひ あし もなる か？？ のと i- ろ/, \ 'と V, 、も =；： 

にら かきみ ねの まつ さへ たもと に-つつる のみや 川 

二 ひ 風 そよ と *J ぐれつ きのの きばのと もしい 一！； の 

なよ せ をと ふまで も；， *- くまる も らぬ もな がめ に あ 

すち とりす かれて あけわたる そらに たれ-  >  め 力 こ 

をかゝ げて そみ る ゆき も. 條の さ か な 力 /(\- に ふ り 

み ふら 中み まろた へのた きも 三す じの ながれ はた へ 

やまな ざ やむ まひ 三 ねんざ か を ゆく も か へ る も あ ふ 

夜と b か れ うち もね ならん せきの 戸 も， n- の やさし 八 

坂の な， 0 よしむ すめ ふ. 0 よし 小ぢ よろ はなに は そめ 

て まくす のな が め やなぎ えで に お ほろ とく だるた 

けの ぶたう らふす かとすれば あくる - 驟 山-はと \ ぎ 

す あめのな ご， 9 のうの はなに いる はらち ろん なわ 

ての ほたる m. ズ〕 みだれて かよ は いよし やからの やま 

との はし をく もぢに かけて おも ひ を 

(ナー やま つら 

■  —  I  i 


若み ど リ卷ー  •  

まゝ にならぬ はたが 身に も あ， 0 との それ をた よ，.^ に 

うき 身 をお くる ベ このと し！：： をつ ゆかな みだ かくる 

わの あめの そで はか わかす 身 はおき のい しひと を ま 

つ をの うら みぞ まさる あ. C 'しことの 葉み な いつわ. CV 

のい つかま- ) とのい ろしあら ばまん ぞうれ しさな こ 

しか まさる あたし この 身と 人 こそ 思 へ 人：. &は かわ 

らぬ もの をよ しゃよ しなき ことの 葉の す へ を それと 

たのむ、 おにつ ら さそ まさる いま はな か/,^ おも. i じ 

ものと 思 ひか へ せど また こ ひし さに みだれみ；；， 1 るゝ 

まくらの なみだ 月に そむけて ゆく ほと ゝぎ すい i い 

こがる ゝ ひとはと も なれ はせ めて ゆめに とかと， 0 の 

きぬの よす る まもなく こ ゑ/,^ つくる い ねに き、 んゅ 

くそら ともな h- て 野べ のちく さの あ をき がう へに お 

も ひお きたるな みだの つゆ i あこがれい つるた まか 

と 見 ゆる 水の 、らべ のみ たれの いとに おなし 二、 ろ 

かむ す ぼれ やすき i かくた まの をた へ なば た へ よみ 

ね も あら はの やま かづら 

(十二) かきね 

人し ろ はなふき あへ ぬ 入日の やま かへ す ひかげの い 

と さくら そらに まられ ぬな の +1! なのく もな みの. フ ね , 


ゆく かふて ふの そて を それ かと まねく もく るし 

S ひ 節れ てかきね の やなぎき りょくな ふしてた ゆ. N 

ふす がた ふちの うら 葉に やま ほと ゝぎ すまつ 日 はい 

なのた つ きも しらす ゆく へ もとめん 花た ちュ なのの 

ちの こ ゝ ろに むかし をし のぶ いなの さゝ はらわす ら 

^よもの かつ ゆにな みだに つも. 0 /(., 'て 思 ひの いづ 

み わきて なかれの うきなと， 0 がわ しづ みはてな であ 

ら はれ わたるせ いのい わなみ くだけ. （て もの 思 ふ 

こゝ ろた そやく 井な のむ ねとい ろかし あ i もと め 

ぬ いなづま のかげ かよ ふた もとに はら./, \-/(^ とほ 

しの こぼれに 身 をし る あめの；：：： につれ なく くらぶの 

やまの まつ の ひいきに きぬた のこ だま まどに をち く 

る 力 力ね の おもかげ さそ へ こ ひしき ひとの よそに 

かよ ひのみち のべ の ゆき あとな つかし やすみす てい 

ほのに はのお ち 葉に ちく さ をと， 0 てと もに 人め も か 

れゅ くや あらし こから し 枕 さだめん 

(十三) うすけ ふ. 0 

おも ひなれ にしゅ ふくれに あ、 うつ、 なや こ ひごろ 

も われ かの けしきに たちう かれな みだ もよ ふ. す はし 

めお もへ ふしき に ひとに あひなれ そめて たいいつ ま 
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  *w み ど リ卷」 illlll  

たたか をの もみ； 0 によ  > 'が. £j とい ふじに ひ J" れては 

き ゆ る い のちに もちろん じ やしの ぶ：^ ごとの その；； 

よ ひなに うらみろう 5 いわかれ ざけ まぶ のおと こ は 

一 しほ § かしな が とて まくらす い つけたば- 1 そで は 

たまが は 身 はう きふね のか ゝる おも ひ をい く 世. の屮 

に ま. ふこ、 ろ は 花 そめ 川の いろに いて じと っゝむ 

二 あまる もの や 思 ふと ひ-,, JOIJ ふまで 
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長 歌 (つ e き) 

(十六) ひな づる 

ひなつる かその ゑ. た 》(» にすを くひて きみ も ゆた 力 

こわれ も § たかに すめる みよと て ひさかたの ひ 力 h- 

のどけ き はるの：：： に しづこ ゝろ なく 花の ちる らんげ 

- >  TT  I* よ- 1 そ./, \ 'いと. 5- さくら はめで たけれ ちら や 

はまた の はるがすみ たれ かしの ばんう ぐ ひすの たに 

よ， 0 い. つ る こ ゑ さして 野の すへ やまの おくまで もお 

なし めぐみに あ ひたけ のよ は ひち とせ まつ もなん き 

みに ひかれて よろ すよ や へ ん 

(十七) ：=； つくし 

e: や あらぬ はる やむ かしの はるなら ぬわが 身 ひとつ 

にものお も ふそでの なみ * たにて. h> もせす くも h- もや 

ら S お *i ろ 夜の つきに はいろ の それとも 見えぬ むめ 

の ひと もとた を ，0 てきみ に i いらせ そろと かく ふ 《^ 

EJ のうれ しか へし を. まつよ ひの の？^ すがら さか つ 

_ 若み どリ 卷 T 一 


きを ひと ひた は むれ 手に もら： =： の 野べ にか ほる はら 

ん./ \ 'かる かや h 'ん. たうけ， をぎ はぎけ いとうお,^ な 

めしお とこやまべ にす む =： の ひか. 0 めでた やっきの 

み.？ 二 1- 一なん よさ ァ かくれない よさ. フ すま あ 力し さ 

らしな ふ はの せき 尾の =5 かけに ひと 夜 かりねの ゆ め 

うち さます その あかつきの かねのね は 千里 も ひ ,、 く 

え 

(十八) も， o つくし 

§  く 水に にしきつ れ だつ やま 川の かせに はら/,.^ た 

まこ ぼす あさな § ふなの つゆ の もり あま h-/^ て わ 

；?' そでに たへ ぬ しづくの も， 9 ふかくし の ぶ も.. = ^のか 

.^^もなくものゃぉもふloひとのとふまでぁ"たにたも 

との いろものて ひとや とがめぬ はづ かしの も h- のし 

.2  、 に をく つ § もみな くれな なのた まとの みみえ て 

こす ゑに いとしる くと もし つれたる もみち" fe^w あた 

らょひ を r ふき さます-  > がらし の も h- あきさび て い 

とゝ さびしき その はら や ふせやお ふる はゝ その も..^ 

ゆく か，. -が ねの はかせよ. こぼす はつゆの も，.^ はれ 

て =5 ひも § ふくれ もい とお もしろ くす む そらにい， „^ 

=： や いづる n: かけの ひか めでたき あき の^や 
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.  若み どリ卷 1 1  , 

(十九) はな も，^  . 

いろに めでつ ゝ かほむ をし のびさ か. 0 おしみ て^ふ 一 

はなが. きの ひま を も i めて ゑ だお る ひと をと がめ とー 

. が むる 身 ははな も. 0. のつ § のた もと を うちはら ふに 一 

もい と まあら しの また さそ ひきて むげに ちらせる 花 一 

の、 んだ かほ なり と もゼ めて はに はに の こせよ る.？'： 

せまた はるに あ ふ は ひさしき よの ためしお も ひわび j 

て もうらみ てもと ふて あらしの こ ゝろは あらし いら，， 

ぬな げきと 思 へ どもい かなる はなの ゑん じ や， 13>ら>0 一 

する ゝひ まも 中 /( - にある にか ひなき すて 船の こが 

Aw/-.- て はる ふかくし のぶ. こ ゝろを それ ぞ と もとは 

でさぐ らもい ろ も かもと もに ち. 0 しくまな のこ ま 二 

(二十) まつらき ぬた  一 

八 ゑの しほ ぢに まつらぶ ねかせの たよ. 0 も あき ふけ 

/^てうち も ねられぬ きぬた の 昔に ちたびく だくる . 

H ィ千 たびく だくる そでのつゆ あ， 0 しゃ まみね の も 

みぢ葉 はら f 'ほろ なみの よる，^ まつら ふね かせ 

のた よ，.^ も あき ふけ.^ てうち も ぬられぬ きぬた の 

おとに ちたびく だくる M ィ ちたびく たくる そでの つ 

ゆ あらし やまみ ねの もみち 葉 はら/,^ ほろ r せう の 
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葉の つゆ ふ. りすつ るお も ひきろ やの ゑ ひお も ひきろ 

やの こ ひのみち 

(廿 i  ) はなく どき 

i しのうち よ. 0 さくむ めの はなのか ほ ひ も ふ h- もい 

とし ほらし き 野べ のかせ さ ゑ そよ ./l ,> そよ と& して 

ふくさ くらの もとにう しと かき をく そのことの はの 

あ、 なつ かしき わかむらさきの はな かきつ ばた あや 

めに か ゝるゅ うか ほの つゆの たもと におち て を はな 

力す ゑに かけや どす つきき ゝゃ うかる かや はぎ をみ 

なめし いろ を あらそ ふや ま/, \- の もみ ぢ, j< 'なち， n- よ 

てゝ かれ のこる ふ § のく さ 木の もの わ ひしげ に 

にわの すいせん ゆき や しもにう もれい とい あわれの 

ます ゆ ふぐれ にかね もお となく ゑた./ \- のと h- のね 

を なくなえ 

(廿 二) か- フっ く.， ) 

ひかけ のどかに けんじく わげ つの かう くらべ はる は 

なに あ ふ はなの ゑんむ めう ぐ ひすの くらべ むま ひと 

.9 こかる ゝ しばふね みす. 0 にくや へだつ る あさが す 

みか ほ h- はすれ ぬ あ-りし またね の と このうち はつね 

ゆ 力し き ほと ゝ ぎす しの 、めう すく も あ .0 あけ こち 


よと つきいで はおば すて やさら しな あけぼの ふじた 一 

つた そ be.- かほ hN くる そ h- やう そか ほ， 0 らんた ち は 

な： らん じ J2> たい あきは しらつゆ もみ ぢし ろくち h- 

， 、- /l,>va -、， ち， C-./ (^ちら h- とふ て はさっても i 

つむ ゆきの あしたのお もしろ や ふゆの しもよ を， L 

な. /(- 'かゆる きゃらの け ふ h- もい のちのき みに いく 

よと めて もと めあかぬ 

(廿 三) はつ あらし 

さらば-^ とこ ゑ もた へ ゆく の-たの はらお く -n- か へ 

.fsHl いと ，5- 身に しむ はつ あらしな たねの はな もうら 

いれう いもつ らい もこの 身に なして なご， 9 つきせ ぬ 

これ もしの せめて こちよれ うつ h- のきぬ にと も L と 

めきの か ほり はまた の あ ふせ まて にと そで うち 力 

けて ちゃ 尾の あさざけ けしき もに くやみせ に そむけ 

て かくた まつ さの ふでの かす..，.，..' まき か へ し は t- ら 

かくれ i いっくれ もせで なれし ま、 やみかん つれうた 

ひ あ ふ は うれし やわ かれはつ らし あはぬ ひかす を か 

ぞ へ-. (^いつはせ めて 夢に とすつ とん. （'すゑの ま 

っ^^まなみはこさじと-^^-ぎ^-てもしゅびはまカせ ぬ 

こ ゝ -TV*  か，^^ かすっ 1,>ん/,,.»とんともたれて ひと，.1- 


i  -  > まの ぶな ,.6 だ を もらさ じ ものと 思 へ ど ぬ るゝま 

ろ こそで あ しな さけ を その まゝに またの ゑに し を 

まつば か. o- に 

(廿 四) 川つ くし 

こ ひ.. 0 おも ひ を さ ゝ ふねに のせて れんぼに まよ ふそ 

のお ひかせ やしの びくる まのお となし かわよ もし ま 

ら かよ. _3> せき も， o つらく  -  J よ ひなら す は あす-力 に 

おがわい くた かわに-もき てお ゝ 井が わきみ もろとも 

： よに すみ * たが は うきなと り 川い といと いはせ ね ど 

あだなた つたの 河な みた 、ぼ 中 やた へ なんい やよ よ 

し吉野 のか はこの 身 はとても も § るお も ひの その ふ 

ぢ^-^^-けぶりた ゝ せぬ ごけん はと かくいつ もき く 河 

うらなき わけ を ひと へ に 思 ふころ も かわさて 見よ か 

しの へ 

(廿 五) せきつ くし 

" -  > と ばか にあ ひなれ て そめて いま はな か-.^ う 

ぐ ひすの せきつ 、むつら さの いわでの せきよ こ ひに 

く +£• なんな こその せきよ い：〕 松 ねざめぬ すまの せき 

な こその 見る め もせき のなか へて いつ あ ふさ かの せ 

きと もなら ば とげて こ、 ろの ひた ひ ぼの せきあくる 


若み，， "^wl 卷ニ   

あしたの わかれの i こよせ めて かたみの ころもての 

せき かわす たもと にな. ご. C もつ きぬ いかて な,？； I  - を 

おさへ のせき よつ もる おも ひの やる かたな さよ かき 

す さ，^ たる もじの せきい よし もの せき 

(廿 六) はるく さ 

§ き ゝぇ て *^、 な /I ) いづる はるく さ の あ を/. -1 0 し 

てつ § も iN: つくも ひとし ほに なをう きたつ やそでの 

いろ わきて § かしきう ぐ ひすの， 、ゑ も 2 たかに さ へ 

や. „ ^て あ を やぎの わか； に そよ ぐ かせの を と いと *| 

ろ やかに おさま h- なびく 人こゝ ろた ゝ われと なくう 

ちとけ てたい たは ひれ あそ ふ ラちニ そ はげに まこと 

力な たれ もみな さ、 る も. らぬ ももろ とも その なを ま 

た ふさくら はな 八重 やひ と へ にさき み. たれ かすみに 

つ ゝむ やま/ \ 'のけし き は いと .《• まほら し f あらぬ 

なかめ はちよ まで も かわらぬ もの はまつ がへ にみ ど 

h- はい つも おもかげの のこ. 0 て ひさしき ひとふし を 

かぎ， C- ない, ズ V- おもしろ や 

(廿 七) ね 3;. の SJ 

ま つ な が ら の ！：：：をな が め て うらみ わびお もえば ぬ 

るゝ そでの つ § かわく まもな き 夜 を ひ と.^ こがる ゝ 
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とこのう ちそれ さ へ あるに むしの 一！ のかれぐ なれ 

ばぁはれさまさるタ-も^|^ふけ§くかねのこゑっまど 

をた ゝ く^あらし はもし やそれ かとた ちいで ゝみ L 

さ- -ひ f- きその ひとに あらで 身に * (むか. &のを t-- - 

はの あき i- くに ほひき て いと ぶ かしき まさ h- くる 

； を *^、 の ふるもの うさ を あはれ と，.： にもと わ ュょ 

つら や もはや こぬ； 仗と まつよの まぐれ ぬれに そぬ L 

し， C 力た もとつ けて わたる や むらから す はや *^、 の ゝ 

め も あけ ゆ けば またのお ゝせ をた のしみ てなみ だな 

がらの ね 還 S うち 

(廿 八) きぶね まふて 

くもの^^^にぁれたる>  -ま はつな ぐ.. i も ふたみち.？' く 

る あ. た ひと をい かにた のまん あだし g;. の あだし この 

身 はま ゝに はなら でつ き U ほどへ てむかし の ゎナ， ど 

忍 ふ もぬ るゝ我 そでの なみだに たへ ぬ あだなみ のよ 

る >/1 - 'ごとに たちいで ゝふ h- あげ みれ は大 +* ら やお 

むろに ちかき をし ほや また i すの もりの， 1 のま わけ 

力よ ひくる まの た そかれ みれば くるまの/,... 'た， でが 

れみ りはつ ゝ むつら さ i たもと にあ まる わけ を ゆ fs 

せん ひだりの か ぃなもくにすけ殿ぃ の ちとま..^しそ 
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.f  若 みどり 卷 1 1  

るらん つき もで くち へ ゆく そらにち やう ちん らけ 

ども ひとのよいの ゆ ゑんに あ を さめて あくび まし 

で へ るらん 

(卅 一 ) みつせが わ 

まゝ にならぬ はう き 世の中と 思 ひすて ゝも なをす て 

£t  « 力ね 力う きみの かたきと な. 0 てこれ ぞ 、„ のち 

の はてな らんきえ も はてなば のこ. 0 て ひとの あとで 

うらみん こと もや あ h-i おも ひの たけを かければ き 

み もお なじ こ ゝ ろのう さつら さに くやな びけ とよ こ 

ふく あらし それさ へ あるに さいこく ふねの さそ ふな 

力 i- に ま 力 せんとお ほせ もお もき たらち ねの をん を 

おもへば いもせ か はふ かき そ檨 とみ づ からが あいの 

中：：^ み つまして と をき わた.. 0 とならし Ji のつ ゆと き. 

へなん 心 そなら ば もろともさん すの かわ ひせ をて に 

手 を とり てこさん とい ゑ はおと こよろ こび ことの. i 

の いつわ. 0 なく は のちほど ゝまづ そのと きの いとま 

ご ひたち わかれ ゆく 夜 はなん とき ぞ八 ッ七ッ もはや 

すきて 六ッ のち またもち かくなる よあけ からす.？" 

し- - やの 5* 力う のかね ともろ ともに 41,? でのた びた ち 

力 t ど， 0 すかた おな じと ころに いで あいて これ ぞこ 


 I  ！.   ^二十 四  

のよ の 見 を さめと たがいに かほ、 見 あわせて いざや 

さいごの さかつ き i おとこに させば いた JJ- いてい ま 

よ. 0 のち はたれ とか はと. 9 かわす へき この さか づき 

とふた つに わりて ふた h- が 中に のこる うづきの いつ 

かの あさのつ ゆの たまの をた へ て も あとに のこる う 

きな はみ な ひとの そての なみた のた えならん 

(身 二) そでのつゆ 

さだめな き ゆ ふべ の そなたの そらにけ ぶ h- もた 

つや あたしの ゝ あはれ はかなき 世の こ i は h- と 思 ひ 

しら わて いくたび かこ、 ろまで くるわが なみだ ひと 

に t ク-ち は あす を も *^ ら ぬけ ふ も かよ はん あの さと 

へ さため なきと はお も ひ は れど そでに^ ぐれの ひ 

i ゝを& ぬれて こかげに たちよりて *^ んき はらしの 

たばこと ともに やすむ そなた は ひかた みち ゑ もん は 

しこ ゑて 行ば でぐちの ちゃ 屋の 見せ をと も どろに 

ひくさみせんにくむゃ.,^?:;,,;ぃ に あの さけの ゑ ひねむ 

りこけ たる さや.. -、 も ありい びき まじ， 0 にたが ねごと 

あく  0 力 ちなる ながうた もない ば はよ そ - - うた +< す 

る ほか. の- フ わさと. 0 'にむ， C- のく せつの そらなき 

は 力ぶ ろのと きょ. 0 なら ふ.，^ ん身 あが ト-ぉ ほき ぢゃ， 


うらう の ひとかたならぬ ものお も ひか さなる ねんの 

きちまして なみだに *r つむ かう しも あ， n- 見せの よね 

まゆ ははした なく ふみの かす >(>  かきちら しひと を 

とがむ るか へ こと 葉げ に それ/, \ 'になが めつ ゝ すぎ 

ゆき- J せば あげや まちと ある ゃど屋 にたちい わば 力 

す./,, ^にもて はやしの め やうた へ のさ かも， 9 に はや 

.X のゝ めに な b, ぬべ し 

(卅 三) わかれお 

見 をく る ゝ 中./,.. 'つらき わかれし に 月 まちて と はな 

に ゆへ にと V めて いまの もの 思 ひやる かた もな きお 

ぐる まの ま-いのはしが きかきつ めても、 世 もちよと 

あ. 0. ての みう きまろ ねす る こ 、ちして ひとよ はの そ 

の ほど を あかし かねた る わがね 垦の ひま さへ ことに 

つ.；" なくて なに をた よ.^ にあ あけのつ きげ のこ ま 

にかた たづな 引と 5- めても と いめても つきせ ぬきみ 

がた まくらの かわるなら いのよ ならす はやが て あ を 

ぞ やかたろ ぞ やた ，5 'とにかくに と H と ゑんと いの 

ち をた の *^ にて またく る ゝ よの ある ものと こゝ ろた 

のしむ あさ ぼらけ 

(^四) むめ あした 

.  おみ ど リ卷ニ 


むめの あし， Li のに ほひ を さくらのに ほひ を くれて ゆ 

く はると もろとも をく. 0 こしな つ はたちば な あやめ 

くさ あきはき ゝゃ うかる かやお みなめ しふ ゆ はまぐ 

^  - 1 まなく もも,， ^-ぢ ち hv しく あらし やまあらし おも 

しろの ふゆ そら やく もの あなたの はるかせ におち く 

る はなの をの づ からこす へに. らぬ いろな してち る 

はふ いきかわ かそで に. K ばしゃ どる ゝ つ ねなら ぬ こ 

れも ゑに しとお も ひが わ こ ゝろ のこ ほ， 9 うちとけて 

まくらに さわる かせ もな く ゆめ も ゆたかに 夜 はも 白 

かに 

(卅 五) まつが え 

くに も ゆたかに なびく よのなか をお さまれ るた めし 

に はまつ にこまつ のお ひそ ひて ゑ だに えだ 葉に はの 

さかへ ゆたかなる きみが めぐみのと きっかせ えだ を 

ならさぬ みよ なれ やげ にあ を ぎても なを あま.. = ^ある 

わがくにの はる こそい といめ でた けれ 

(卅 六) よ 町 

よ 、のな がめ ははる あきに いづ れ おろか はなけ わ ど 

も ひかるげんじの おも ひ 人よ まちに うつす こ ゝろこ 

そわき てい われぬ けしき なれ はる はま づ さくむ めが 

■  百 二十 五  , 


I  若み どゅ卷 二 

へ に はつね § かしきう ぐ ひすの をの かねぐらに やど 

.0 きはつき せぬ はなの ゑんと かや こぞの かた，,, の ゆ 

きまよ ，0 わか なさ わら び もえい つ るな をな つかし 

み ひとよぐ さ- 二」 ふや ゆ め をむ すぶ らん はなちる さ 

7£ のな ご， 0 とて ふじの うら 紫に さき そむる わか ひら 

さきの すり ころも： y<、 のぶに あまる そでの い ろ も をう 

つせ みのな きくら しほた るよ. 0 なを 身 を， - がす あ ふ 

ひぐ さの なのみ にて あわぬ：：：； おしくまん ぞこ ひわた 

る ゆ めのうき はしと だ へして な あけ やすき も マ い- 

ら ひと， c  ぬるま ぞ ひさしき いと いさび しき i このう- 

ち  うらむ るこう  たにな みだの そで. ぼる  つら  ひ  ** 

の ふつら ひ はわが-  >  ゝ ろ- 1 ひしき 人 を まぼろし 

にお も ひ あかして isf- をつ V, 、しかけし いのち はかげら 

. ラカ あさ 力 ほの つ § よ h- もな を はかなし や 野 あきせ 

し v«- 力つ きに よもぎう になく むしの 二 ゑ まつむしす 

、,t しきり/., \ 'すいとい ねられぬ あきの；^ にう つや 

ひょうしの からころも そての なみだ は *^、 ぐれ ども そ 

らさにめなきぅすくもりたかねのみ§ きふ.，^|£2.«'み 

や この ふじのな が めに は あづま やかい ぞな かるらん 

(卅 七) そでの 香 


.   百： 十六 II   1 

むめ 力え になく うぐ ひて の - 1 ゑ もろともに みな ひと 

の - 1 ゝ ろの はな もい ろ/,..' にう きたつ はるの いと さ 

く. レ. 力す みのうち にか を I- めて たが そで ふれし むか 

し.； てと のぶに あかぬけし きかな，. 5 やめ に そよ くな 

つの 力せ いといす いしきた そがれに 山 ほと ゝ ぎす お 

と づ れて なをし むかしの なつかしく いまさらに ぬる 

\ たもと もうらめ しゃふけ てね や もる；；； J か+^ にかね 

のおと さへ かすかにてひとりぬる^^のまくらもぅく 

やと このうち いつのまにか わう つろ ひて なみだつ ゆ 

ちる あきの ゝ くさの-; ごとに 力 やら- ("との こる をぎ 

は ざし も おれて やま も あら はに まつば か， C 身よ かす 

ならぬ み の ゝぉ やまの § ふし ぐれ 忍 ひ i しふる かい 

もな やけさの あけがた ひとし ほ つら やい つも わかる 

ゝ きみな わ ど さ，？ M て. i さ，？ i 一し +* 

(卅 八) こ ひのき やう か 

よしや わざ くれ： ゝ 世の 屮は ひとよ リら ではな.？'， 9 

け h- きの ふわす きしむ かしな， C- あす は *^、 られ ぬよ そ 

にして さ だ S ない もの まし かの なるほど.，.， I, 'ぬ 

なるほど 、ろくなる ほど，" しすめ はくろむ かさ かふて 

たもれ ゃぁゝ これの あ ふみす げか さ を ゃぁゝ こ；； の 一 


た つ 田の 川の きょきな がれに さ かづ き や. -ぅ かめて と 

もに りめ <5 ^さけ はさ かやに ちゃ はちゃ 尾に ちょ 一 

ろ わきつ じの なる 川に とかくう き 世 はこ ひとた から 

t さって ははん ぢ よと./,^ みづ のうら なに は あたの 

§ ふぐれ おもしろお もしろ や 人のお も ひの つも， 9 て 

はこ ひの *r つくと ながれ いづ るよ こ ほ，.^ 川の -r^,^ ろ 

- - お 'てな をな がし 身 は うつせみ のうつ ゝな 

くもぬ けの かちと やつれても さらにえ はて ぬ 二 0 の 

みち 忍 ひくら して ラ かくとうた ゝ ねむ，.^ のうつ 、 

なくぅさことのー^^にぅくばか-^ゎれまなばなにはに 

すてよ よ， , ほ ，0 の 川の 水と もな h- やせん もゝ. to ヾ 

けて さの たる ゆめの われに はづ かし 

(卅 九) そめ 川 

& でのた まが わ 水せ きとめて きしの かわ. つの こ * 只よ 

どむな るよ どの 川せ の 水 くるまめ ぐ b くるまの かわ 

なみまくら あ. rt- しゅ か， =- にあい そめ かわの ふかき ゑ 

にしもかゎればかゎるぁす^-川のふちせょしゃょし 

の ゝ かわう つなみに 身 をつ くしても なに ゝ かわせん 

うた ひた は むれあそぶ がよ いわいの にれ かの 二らん 

よのなか 川に かけて わたせる はしのう へ よ b 文と h- 

若み ど リ ITl 1— 


おとし 水に ふに..^ のな と. = ^川よ しゃき み 3 ベた つな 

のな にかお しかろ のす そ ひたし かよ ひ § くその かわ 

なみに つきさし くだす ふねの さほ かわさむ けき よは 

をい-とわで あかす わが ころも 川な さ へ ゆ 力し き.^^ 

.=• のなかれ くみて こゝ ろに いつまても たえすな たえ 

な ゑ 

(四十) わかの うら 

ときはなる わかまつの いん-つる わしく つ V くさ かへ 

is^ たかに ていく よへ ぬらん すみよし のかみ の のく 

みぞ わ b がた きみつの うらなみ *r つかに もめ まてら 

す ：= のの どかに て みやこの ふしの なに かさよ もろ こ 

しぶね のと ふなが めげ にお もしろ の ふうけい やすま 

あかし 屋 わかのう らち さと も 見 ゆ る！：：： かげに， f も 

とちよ h- てく み Si わすい のち ものぶ るき く ざけ につ 

きせぬ 代-  >そ め で. t;J き 

(四十 一 ) かせんが ひ 

あとな つかしき 世の 巾に いろ を このめる けんじ かひ 

あるひ は -A かひ かせんが ひわ かくさ ゆ ふの すたれ か 

ひこ ひわ すれが ひすみ よしの はまの はまぐ..^  * ^いみ 

一 とる タフ は ひの はるの はなが ひ はた. がそでの に ほひ ぞ 
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とと はい やむ めの はなが ひも やみ は あやなし いろか 

ひ を このむ こゝ ろの みやこが ひい ゑづ， i かひ をて ご 

とに やお. 0 て かざらん さくらが ひそら に まられ.,^ ふ 

る ゆき もつ みなが くし そいた やが ひのきば にす だつ 

すゝ めか ひお それな なし そから すが ひもい のとお し 

やる こ ゑき けばい. t  J- おも ひの ます を かひい ろに い 

てた よ むらさきの ゆかりと きけば なでしこの *^ た ，、 

みて ゆふことの はの あと はむな しき うつせが ひ 身 を 

力 へ て ゆく この もとにな みまかし はの ふたお もてう 

らうつ かひ も あらば こそ あらいそが ひに よる ふない 

ひよ ぶこ ゑた かき あまが ひもし ばし まてと わ まてが 

ひの こぬ わ あわびの かた 思 ひな まなる すてん みなし 

力 しと はお もへ ども われが ひの われても すゑ は みぞ 

かひに おちあ はんとの やくそく を かたしが ひとはよ 

もな さじち くさの かひのに しきが ひいろと る あきの 

うらばと てこ か いこ さゝ ひいが ひとる 月 も ふけ ゆく 

ほら かいの みねに 入 こそな ご hN なれ 

(四十 二)  まつく し 

ほの/^ とま づ あけ そむる はつそら にか、 るかす み 

のの どや かにみ え 七へ 八 ゑ 九重まで もお なじ ころも 
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^^-:^<、まもょふきてぅしほくむたごのしまはる日にっ 

れて ひとし ほに なをい ろ ふかき まっし まやお じ まの 

うらに うちよ するな みに もまれて しまの いわね 

につ もる あわじ ゝ まかよ ふちど..^ のこ ゑまで も はる 

めく 力に こぐ ふねの 中に *^ きね のと まがし またびの 

やどりの よもすがら あるじと たのむ はなの つゆ そで 

にこぼれて おきの^ まばら/^ と. 0 のこ ゑ そ へて き 

.9 にむ まなく あさ ぼらけ うなの かわし ままきの まま 

こじまが さきに ふき かほる 風 まな やかに うちな ひき 

っゐに はめぐ. 0 あいのし まあ ふし まことの わかれじ 

にいく そで ぬらす 水し まに うつる もく もる はるの よ 

のお ぼろ 月よ にしく も のぞな き 

(四十 三) ちらし 

げに のどかなる 春の H にかす みのうち にしのば しき 

に ほひ ふくみて むめの はな 八え もせん よもい まが さ 

力 よお & たやの ゑ だな をみ ことによ ふさ 、"た. pr^ 

そての なによ せて ひけさ おれさ ちらぬ まに ちら ぬま 


(四十 四) つ、 じつく し 

- なきだに はるかせ ゆかしみ よしの. 


-さ It にな！？' る 


る さく ら川ば なと は 見えした に <^ の ゆきこ そに ほ 

\  くれな 井し ほ h- や へ むらさき や こむらさき ゆか. 9 

の 水の よしのが わお ほろ の 月の ひまくに せめて ひ 

ともと か り いりり 、ぢ 花の なさけの その をく を たづ 

ね たづね てなら さかや このて かしわの ふたお もてと 

にかく もの を 思 へ とやい わての やまの いわつ ゝぢぁ 

らしの やまの みねの たが まっし くれに さ へ も そまで 

いくとし すごす らんげ に 春 ことにさき そろ ふ を ふき 

.0 しま や こきり しま ぼたんつ 、ぢ のい ろと をき さつ 

ま 千よ の はながた 見なつ 山 かけて かほ. くる 其 はな 

くるま あいらしき いとくれ な #3 にと びいり まんよ ま 

かきつ \ぢ の はなの つゆて にや むすびて わが そて に 

くれゆく はるをし ばし と いめん 

(四十 五) み. たれく さ 

春 ごとに まづ もえ いづ る^^^-の いろ もこと なる ふか 

みぐ さす じくれ くさの ふきな びき もろともに くも 

みぐ さ 葉 もち， o- くる やか はたく さたれ にみ よと て か 

たみくさの こせし ひとに たむ けく さか ふるお も ひも 

ふか ゑの 身 は うきくさ のね をた えて さそ ふな がれに 

きしね のく さの みだれみ たる もこと わ h- くさ ゆ ふべ 

若み どリ卷 一一 


(の その ひか くさ かせ あり 草の しなよ わく はま 

なの はしのと をな がめ はやく も 野べ の はつみく さみ 

やび やかなる おもかげ を わすれ もやら で こ ひわた る 

こ ゝろも ふかき かけが わの あ ふせ もがな といの，.^ し 

にいく ちよみく さかい もな く あだにく ちぬる あ.  たな 

くさい ま は 中 >/(- おも ひく さしきな みく さのお とづ 

たへ てと わぬ いほ. 0 のに わきく さの つゆの すがた 

を さま/,, とおの * か 紫い ろに こそめ くさ 身 はすて 草 

とよし くつ ると も わが こ ひく さに さく はなの ゑんに 

あわで も はつべ き かわとみ. たれく さなる 心の いと を 

むすびな を すやこ ひごろ も 

(四十 六) ながき 夜 

ながき 夜す がら ねられぬ まゝ にす きしことの みつく 

>(- ひとりまくら はか. 9 にもの こそお もえこ、 ろつ 

くしょよ しな やい つみお も ひみ. たれても の くるしき 

も つら や この 身の ま、 ならぬ 世に ひくてあまた のつ 

と めのうき にあ， 9 しあ ふせの 其む つ こともう その か 

すかす そらおそろし くく § ん "はい まさらな. & どせ 

めての がる ゝ身 にし も あらば こゝ ろす みぞめ すぐよ 

のさと にいと まなく C たいひと りの みきの ふ はけ 

nHUMnnMHUiMynnnnnH  百 二十 九 
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ふの むかしと たに も 思 ひくら して あらやの すま ひひ 

なきと も あわれ を i いて ひとの たも i も わか そても 

しばし なみだに いろみ へ ぬ 

(四十 七) ねざめ 

わ 力れ ぬる 夜の うきねのと こに ふけ ゆく  H; の つれな 

く 見えて ひと .9 ねざめに つ ら さぞ まさる しんき はら 

しの たばこ もよ そに せめて ゆめに とまた ひきよ する 

な 力き まくらの, ぐの かひ もな きちぎ る - .- との 一 某 わす 

わ もせす はこ いんこ \ ろ のい ろ を も ふ か きそ でのけ 

しき は 身 をし る あめの ゆかしな つかしと は 甲 3 へど も 

L- 力で 力 わせん この さとの みのつ §1,- きへ なんう き 

たまの をよ さだめな き 身 は あ、 もの かなしと きし も 

あの そら ふく 風よ あわれ かわゆき なくさ をし かの い 

つち ゆく らんつ まこ ひかね し^のぶ なわての かよ ひ 

お-見れ と をち こち ひとのお. i さ へ たえての こる あり 

あけう すぐ. 6 とやまみ ゆ る あきの ゝ ころに も あ. fv* 

いと ゝさ ひし さまさり てな を ももの を 思 へ i わがく 

ろかみ のみ たれ 心 は その ひとに 

若み どり 卷ー 一 終 
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-.^  苦み どリ卷 三  

( 一 ) わか 水 

はいつ しもよ ひわ か 水の なかれく みそめた へやめ 

でたい とその さけ たれ も つけき あの かほ つきだ パ 

は 正月き さらぎ やよい は 小の はしめ てう づきよ 大ょ 

さっきみ な 月せ うで もと をす ほたる ひやさし 七 Ag, 

はだい こそよ けれ 月の ながめに さく きくづき やその 

きくの はなせう でもい ろの めつ らしゃ さて かみな し 

月- (^しもつき 夕 f わすな みたい のかす もめて た 、，と 

しの くれ 

(一 一) はるの はな 

はる は 花 さきな も たかはし のかけ しな さけ はかよ ひ 

くるわの みちす がら たれ もめに つく あの はなき り 月 

は 三 五 やなが めにあかぬ はだて などう ちうな がとの 一 

きみやい ろ も ふじべ のみ だれて なびく すがた をよ そ 

に 見ての みこ ふるたか まの やまの みねの しらくも か 

. つらぎ やまと そのから はぎの ゑ もんの しな は ら 

しゃさて うわぎの そで やた もとの かせに ちらすな よ 

なのき hv しま をき みがに わきと い つまで も 
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(三) 松 は ゆたかの かわ. 0 

あきの 夕 くれ をと もさ やかに つく かねの いと 身に *^、 

む 野 あらしに こ ゑ を そろへ てな くむし はかう ろぎ は 

ナを. 0 きりぐ すたれ まつむし やくつ わむ し 草ば く 

さ 葉 そだちの 夜つ ゆなれ てな をす いむし のな くこ.. 5 

はち， 9  h- ん くちる やなぎ あ ふち かつらの はまち， 0 

にち- 9/^ ちって あとな くみだれ ゆく 秋 i たも とに 

まばし と、 めん 

(四) ふかく さ 

まつよ ひの おもわくと つらき さらば はもの か. ゑ 

をい 力に， i たづぬ るに そのき ぬ. {を しきた 、こい 

ねの かす/,^ うらみた 八 こ ゑに せかれて わかれし の 

よしや それともみ をく つたよ にあ ふさ かの せきの そ 

らねを はからば ゆるせた いじ かさ ゆ ひとい ふじい 

たいせつ じ や 

おなしく 

ふか 草の た われお のこが ひと， 9 こ ひお を はじめて わ 

け をい かにと とうたれ は をの ゝ あだし にう つ ほ I こ 

；! るの 力す./,, ^ぐと ひたう きに かまけ て を もやせて 

t ろに そむ 身と みなされた 身 は あさく さの どての 


もと もき / な はき 、■ よ. た いじ かさま. 3 りと いふし 力 

たいせつ じ や 

おなしく 

世に こゝ にわ すれ かたき はまれに あ ふよの か へる さ 

あわぬ むかし はもの か はと またね のと この つら さに 

.2 すら そで. 15  くちね どもう きと つらき をみ つ せ 力 

わ こ ひとい ふじに ひかれて はき ゆるい のち かもち ろ 

ん じゃあい を へだつ る 中 かきょり も *i のぶよ ごとの 

さわ り あ.. 9 ともつ きせぬ ゑに しかたい せつじ や 

おな- W 

うき ひとの を も わく を あすか 川に たと へた それ をい 

かにと とふ たれ は その かね ことの いつしか にか はる 

ふちせ を なげいた あまの すて ふね よるとな くひと .9 

こ；；； るゝっ らさに身はぁさましゃそでのみなとに*^ 

つまば タ？ つめ だいじ かさな がれよ るせ をた よ に 

(五) たま くら 

かわす まくらに ほどなく 八- ) ゑ も つげ わたる 'あ 

かっきの その わかれな はう さや つら や はやき ぬ <\ - 

の わかと こさ だめて/,, ^さだめて なんなくな みたの 

かわと もなら ば あ ふせの たよ h- ともの ふさ h- と は 

！ .  3 ど リ卷コ 一 


(六) ほとんど ふし 

ない.^  is  な き ほ とん ど-? き つとめよ る ご と 

にいつ しか かわす まくら もいた つらに こ ひの いとま 

もぁれ*{ばしはっ かのまもかす，^ ぃゃはゃ思ひに 

釉 はなみた のか わたけ や 

おなしく 

ぁめのふろ^|^もほとんど*^のひきて*^ ら /.^ タ r り 

>,(-> 明かた 鳥の なくね とわ かれきて 思 ひ S はるなる 

いのち も をし からす いなふね こがれて ひとよ もき み 

にあわね ばなら まばの 

(七) かよ ひくる ま 

おも ひそめが は そでう ちぬれて そめ かわ-,—.' そでう 

ち！？ れ てうき なば かり はよ になが ると もた へぬ あ ふ 

せ を まつば か. 9 

をな しく 

かよ ひくる まの た そかれ 見れば くるまの，/,. -たそ 力 

見れ. i っゝ むつら さはた もとの ほたる 思 ひきへ て 

i ま たよる .^,,,>' にも ゆる ひる はき へ っゝ なを よ る 

よるに も ゆる、 ん 

(八) 玄 から 見   I 

I  jSi 一一 十三 
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力け しな さけの いつしか かわる 今 は うらみの. （ま 

さ. 0  くさ/ -1 よい/.. 'ぬる ゝ わがた も i 

をな しく 

あもりい つれば うきこと ばか. 0 よし, a> おも is じ. s/,\> 

力り の 世に/ (^よい ./I 、ぬる ゝ わがた もと 

(九) もろこし 

むめの はつ さきた を. 0. しよりも いろ を やしまに 身 を 

そめな して かよ ふみち しばつ ゆ ふみわけて へせめ て 

S- めに な ，9 ふ もへ あ ふせ を まっし まと やま はなさく 

わけよ ひね やのう ちむ すぶ 下 ひ ぼよ そに は とい ゝ へ 

その 人 ゆ ゑに へ 

おなしく 

：=： をろ.， C とてう すく もみれば そらに られ ぬみ 9 き 

の ふる はさく らち. 0 しく 花 むらさきの ゑいろ も ふか 

きこ むらさきへ なびく は あ を やぎう き 身な から もこ 

ひわた るた まか つら その 名 もた か 尾 はもろ こしまで 

も へ もろ - .-|.〕，.*でも5^ 

をな しく 

ぁふと見し^^のぁかっきかたにかねのひぃきにをと 

ろかされ てな ご， 0 をし の そのよの ゆめ かえせめ てま 


 i  ,  1S1 一十 M 

くらこち よれ かたみの まくら へさめ てうつ ゝか おも 

力け にたつ とのい おも ひに みだる、 ころ は ゑみ 

だる、 われが へ 

(十) ゑ ほや 

よ ひに あ ふても うき- J と ばか h- あすの. M- ん. /..^ なじ 

みはお もへ ばつら きょに あさ わかれ へ 

(十 一 ) とふでの かわ. 5 

ひる はきへ つ 、ものお も ひ 川す ゑ は あ ふせの あ h- も 

やせんと すでに はかなき こゝろ をつ くし あたに くら 

してけ う あすか 川 かわるなら ひの あ. c まやまい な i 

いはれ ぬいな ふねの のぼ h- つめたる わが こ ひの やま 

み ハ さる かりがねに かよわす 文 もた まづ さもと ふで 

たよ， 0 はしゃさん すまいつ ゐに とだえの 中と はなり 

ていつ かなら ベ んな がま くら 

をな しく 

こひのふち：^にこの身を^^；づ めす へ はよ るせ の あ. 5 

もやせん と 思 ふ 心に つき HI を かさねい やな 人に も あ 

'そめ 力 わの な 力れ は かなき うき 身 をば せめて あわ 

れ とと ふ 人 も あらば うれしき いかばかり きゃくの 見 

〈さる そのうちに みないつ わ，， ^の 玉つ さも i ふでき  一 I 


しゃう も かゝね はならぬ そらおそろしき せいもんく 

されお も ひま はせば やるせな や 

(十二) うらわ かみ 

じたい わ：？" ら はまな の ゝ くにの ゆきの 下く さ うらわ 

"身 をば ふ. 9 よに あくしょに 身 を かいとられ いとな 

み を i きながれ の 身と て あさましう ごさる いやな ノ 

にも あわに やそ.^ やならぬ よわけ よいに は 力う し 

た こ とで きの どく つ ら い は^.(.> うき つ と め もちろ ん 

かな やさ. 0 とて はすこし は あわれみ くれよ がし は 力 

なの - 1 の 身 を 

(±1 一) あ ふ 夜 

こ ひ は あやにく さわ，. 9 がちに を も わく はならぬ せく 

はこ ゝ ろよ あ ふ 夜の *( ゆび はきの どくぬ る、， 'な 

んぽ まのびても たもとの いろは もる./,, \ 'もれて るた 

れて よそに さたん ものうい わ 力 身 

(十四) あさが ほ 

こ ひ をつ かねし くわ. たんの まくら もちろんく あけ 

て あさが ほらん のか ほよ き はなの つゆす てぬ はばん 

かい 大 もんお ゝ もんお かしお のこの はま..^ のい ろ も 

ゑ もんが か へ る はしごに たるきめ もところ しゃ はな 

若み どリ卷 =1 


の あみ 

(十五) さか ひ 

こゝ 15ー.1< 'や, J の まばら，.、 ちょ さあく まよた をし の 

ヲ 、 たれ/ 1\ 'も あれ はせ うしめ き /(, 'なるまい な L 

たh'ゃさきた，„^ゃさぅかす 行; さけのと が あれば さ 

ん しょめ き /(» 

おなしく 

おも ひ あまりて かよ はす 文 を さあ ま h- つれな や ァ、 

r>  - - ふ しぬ あ れは せう しめ き？ （- なる まい ない 

たと さ-^ こ ひの チ、 かけ が あれ ばち か いめき 

(十六) にしき ゝ のか わり 

ゑた （'につれ なくさ そふ あらしに つれて そらに ま 

られぬ ゆき ふるころ はいと^み. たる 、花 ころも 心 も 

そらにう かれ そめて はた、 花 ゆ へ とむ ねに • （'むね 

にたく 火 はふし あま かやた へやら ね 

お なしく 

1 . び ,( のた もとにお つる 心の なみ * たかねの なると 

き 日の いる ころ はいと. みだる、 こ ひごろ ものう や 

れく さても の ふうら みかねて はた ゝ われから と あ 

まの く あまの かる もに すむ むし かいの つねにな く 

====  la- 十 玉 


(十七) いせのく しだ かわ， o 

あたにみ * たる ゝた もとの つゆ を ふかき 思 ひの 草葉に 

よせて ほんに こがる 、なみだの つゆと いろ を くらべ 

ん そのみ やぎ 野の はぎの 下つ ゆ あめに もまして の 

>し 力た なき こ ひの や +6 

(十八) あさつ まふね 

またね ものう や ふきく る はるかせ たも i: のこる む 

め 力 力 もぁゝ よそに なしせ め て う つ らば ま 、 ならす 

とも/^ ゆめの かよ ひお かぎ. 9*^ られ ぬわが うきな 

C たまく、. b もき けき ぬ/ 

(十九) 江戶 ぶし 

*( よて にご ざっても しょわけ さ へ よく は ござせ あが 

ら さんせ おさしで も を もしゃれ なん ぼふづ くると も 

あわせ はせ まい そちで. /(> そんな こと は ゑ や， i め こ 

おなしく 

ひ よんな 人 さまになれまして いま は ほかの つとめ も 

身に ュ、 まぬ とお も やる それ はなら ひのき まやう の 

下 力き そちて. /(, 'そんな こ i はる や め こ/,. ^  I 


おなしく 


力 ゑる あしたの まつ，、 れ もなくて よね， とさ こ 1:, こ 

の 身 を なし て な ん ぼ さ は て とも か ぎ ，^ は あら じ そ ち 

I で そちで とりも かね もへ なると もな く. o も 

(二十) あさ 草 

あさく さ 川の はやき おぶ ね をう . d なみに うち ま 

力せ まっちゃ まの まつの あらしに そのよの ゆ め を さ 

まされゎかれぢのさら/^\しさ*-ゅひとぃふじのぅ 

つつな させ ひもん/^ らち もみだれ て わすれく さの 

ひとはな- J  、ろへ 

おなしく 

にくい こと をき いたよ すが も 御身の たのしみ ならば 

よし， てれ と てもネ J 

I せ 一 ) たまの さか つき 

さよの ねさめ にこと とふ あらし つねにき くより わき 

て さびしき つれて やまお の ほと ゝぎ すなき わたる 

をな しく 

すぎし その 夜に 松 もろとも にかわす たま くら ゆめ も 

むすばす と，^. のな くさ へ にくまる ゝ さてよ ひない 

をな しく 

ひとのこ ゝろは あすか 川な みかけし いもせ もい ま は 


'わるせ いま はか わるよ うす ちぎりた のまれす 

をな しく 

たと ひ あわす とふみ をば かよへ ふみ はい もせの ひと 

のうら なきひとの うらなき いろみ する ひとふで も へ 

(廿ニ)はるのゃま.^ 

はるの やま/,^ にさいた る 花 はなに さくらな し 

も、 かいどうく かいどうつ、 じ やや. まぶき つばき 

よしの ゝ やま は. K らく も わかいて はたか をた よ/,^ 

な ひく あ を やきた おりて お， 9 て 一 ゑ-たい ゑつと は 見 

ごとへ 

おなしく 

- 一 ひの だてぎに そめた る いろはな に  > (- とくさり わ 

もみ かう ばいく/ \ ベ にかば くち 葉に も、 いろ ゆ 

ふべ の いろは くれない むらさき は あけぼの 四 五 りん 

さくらの ちらし もん そらいろ 月のお ばろ そめ ごまよ 

そめ は 見 ごと へ 

おなしく 

さがの あたりに あらそ ふ あきの かす^ \' あさち ふに 

なくき みかう ろぎ， /l- 'かう ろき すいむ しまつむ し は 

たお， 9  くれない くいる さほし かく も わけて か h- かね 


ことち におつ る はぎの 棄ぁゝ ほに 出て まねく はなす 

すきす てられぬ ゆ ふべ は 

おなしく 

かよ ふちど. 9 のす まの うら 葉の かすく よもすがら 

なく そで かけ ぢ やかけ おやお とに きく さ へ うるさ や 

あたな みまく らも *( ら ぬひと. n- ねく みわけて と へ 力 

しし ほひの いしの いつしか あ、 それとも みへ ぬ この 

身 はすて を ふね こがる、 

(廿 三) ちく さ 

あきはち くさの いろ ともなし に 思 ひそめた よかの ひ 

ともとの ゆかしな つかし うらみの なみだ あらそ ふむ 

らしぐ この ゆ-ふべ ゑ ひと h- まく ら ひきよせお 1^ さ 

きる さに みたれ てお はな あらそ ふくろ かみの いと を 

めて ゑ 

(廿 四) あさか へ 

けさの わかれのと， 9 のね つら や ほんに つら やつら や 

,;^たる、 ゥゥみ * たる、 さ，. と は. みたる、 ねん.， ね 

み；：： れみ * たれみ だる、 くろかみの ゆ ふか いな しゃこ 

ころせ いもんい くちたな 

(廿 五) せう し 


若み ど リ卷三 


百 三十 七 


若み ど リ卷三 

おも ひ /\ 力 さま /\ こざる いちに 身 あが.. c かさな 

る つら さ *^、 んき はらしの たは このけ ぶ. 9*^ ゆ ひの つ 

まらぬ くれ/^ もき のどく 

(廿 六) ちゃのみ 時の かわり 

ねんの あいだ はう きま、 つむ 身の いま ばしぞ やかな 

ら すすへ かなら すたの むは この ゆく すゑつ ねなら W 

H も わけてい われぬ ふた 思 ひ 

(卄 七) もちろん 

かわす まくらに もちろん へだて はな か 川の 水 もらさ 

じこ わ むすびし もこぬ 夜 あまたに うらみ を かさねて 

さよころ も ゆめ さ へ うとき あかつき にな こ をお し 

みて やかたね の つら さは まっか. 0 きのどく やせめ て 

は 玉の をのう きに はた へ なば た へ よたの しみ はう き 

草の ね をた へ て あ ふせ を まつまで よ 

おなしく 

月の ひか ひ はもち ろん *J なした もの なれ ど あま I を 

もよ ほす みな 人のう き やつら さの むかし をお も ひの 

十寸カ \ み くもらぬ そら も かきくも ，0 たもとの なみ 

だは かわかぬ わけ じ やに *^、 つからき のどく やせめ て 

はやまの はに まばし はの こりて 見えよ がし まだ 夜 ま 


百 三十 八 


わ 力 0 に さ h' と て はどう もなら ぬ - - る 

(廿 八) 松 はらの かわり 

見 もし 見 へんと まつ 夜 はふけ て かねの ひ i 'きも ひと 

つまつ 力い こさんせ とちぎ つた まつよの/, (- こ、 ち 

つ 力 ひ はう み 川 あさし やま さか こ へ て/, (» 身 まる あ 

めに *v 、よん ぼ と ぬれてぬ れかゝ つた かいんぐ わて あ 

ろと ありし きぬ/ \ 'うらみし 事 もき にあた ろと よさ 

ら さら 思 はす さら 'さら./^ さつ/^ とうって +* 

きぬた まっかせ のみ だれへ 

(廿 九) こしば 

けさ は ゆ ふべ のむ かしと な. o- て はかな やひと， 0 こも 

ばの 力き にう かれよ るせ のよ い，^./,^ 水 *| も あら 

ば 力き あらしの よい /1 \'/(- まつゑの そて にの こ 

る 見よ しのう わか ほ， 0 

おなしく 

おも ひこ がれて あま .J^ の 月に うち も やられす まくら 

の そいね そんなた ならでは よい か - - 

いとい ふたこと ばの よい/,.  そのうれ しさに あ 

ふて くやし ゃはづ かしゃ 

(三十) はんお よ 


きみが かたみの このて なれく さい ま はたれ にかの ふ 

§ ふが ほの はな を かきたる. あ ふぎの 5- をな かむ f ば 

げに おも ひ はいと いな をます か いみく もらぬ H を 見 

る .こ びに こ、 ろつ くしの あきの かせ 身に *  〈み /("'と 

にゐ まくらせ しすぎに し 夜 はの そのむ つ ごと もむ 力 

し： よ h- て います てられし 身は屮 をき の 石 かわく. ほ 

もな く あけくれ は 思 ひに *T つ む ゑ 

(請 一 ) あ h- まふし 

り，. - はた ひの もの 亥 やい なめ かけて たもれ いわに さ 

が b ふじた よりな や 

おなしく  - 

まんきし の. たけな やれす のす. たれ かけて おも ひ はわ 

れひと ，9 

おなしく 

ひくてあまた にな この 身の つとめ つら やお もわぬ わ 

か >^ よ ざ い 

おなしく 

よ ひに むすんで な あしたにた、 む どての はんする 身 

やす ！ I 

(姬ー 一) さんさ ふし 

SI 若み ど リ卷三 


こゝ ろつ くしに かきたる 文 を たれ をた よ h- にさん さ 

まつよし なのお も ひ 

おなしく 

うらみな から もまた うちな がむ は ゆか，.^ のさん さ 

うき 人 に よしな の 思 ひ 

おなしく 

ひと， 0 ふせやに G: さ へ さして たれ をた よ.^ にさん さ 

まつよし なの おも ひ 

(卅 三) むこ かわ 

むこ 川の あた. 5 にきく のい ろくき よく ぼたんたい 

これむ ぎ わら  一， 9 んー も. と 

おなしく 

ih-:;^ を わたれば 見 ゆる 一里さん こ あづまち みちし 

is す va"- の. £1 ことうら 

(卅 四) か、 ふし 

尺め *| の ベ ば あ ふ 夜 もた えてい ま はたよりの ふみば 

か h,- と はお もへ ども これ もまた 心. たに さ へ か はらす 

おなしく 

ひとめつ ゝ めば いろに はだ さて こ、 ろまで くるわ 力 

 1  ,  ia 三十 九 


  若み ど リ卷三   

なみだ そでに は をち すいくた びか こゝ ろまで くるわ 

がな みだ 

おなしく 

ね やの そらた きうき ねのと こに きて はま くらに そよ 

そよ と 

おなしく 

あわのなるとに 身 は ：>*r つ むと もき みのお ふせ は そむ 

くま じと はお もへ と もよ のなかの ひとのこ、 ろ は あ 

すか 川 

おなしく 

あす 力 川と は ゆめ^, らて かたりす てた よは づか 

しゃ 

(卅 五) くどき 

な 力め ゑなら ぬ ゆきの あしたのと を 山 はつれ.；,， 一ち た 

, 力せ も 身に しむ 野 だの はられん ぼ *^ らべ のこ ゑば 

t よしもう わ 力れ て わかれ もち かしう さつら さ 

おなしく 

力よ ひなれ にし どての なごりの 一 里す へ をた のみて 

ふ 力 なさけ も あ， i> とのい ま はつ れ なしよ そに M, か 

な 力 身 をつ くす きく さへ^ん ききの どく  一 


I   III 百 四十  

I  -   ,  ■ 

おなしく 

そての もみ；^ 葉 ほかに 見へ ね どくれ なゐ むねの く 

れに ぬれぬ 木 かけの あれが しかりの おとこの ふへ も 

たよ. 0 の はしなら ば ま&、 かもろ i もに この 身 を 

おなしく  . 

ゆめ もむ す はぬ ね やの 1^ ほその つき かけ まつ 夜な が 

ら にいと しゅかし き あき かせき やらの かほ. 0 のよ そ 

にもれ ゆく うすけ ふり 心づ くしのう きそて 

おなしく 

ひとの つら さに こ， 0- ぬ こ \ ろ のい つまて うき はた ま 

の をた えぬ はか. 5 にくれ たけいく 夜 ふしみ の ゆ め も 

な 力れ てなみた がわ *^ からみ かけて せか ふよ 

おなしく 

力 わすた まくらた えぬ あ ふよの なか かわさ は. 0 うき 

はしか y る つら さは たれ ゆ へ よしやな かれに くち +< 

はつ i も ひとす し を あたに はせ まし こ ひぐ さ 

おなしく 

そて にと しふる しぐれた つたの 思 ひ 川 ぬれても みぢ 

のい ろ もな がれの はてしな やなに を うらみに た へ て 

+^ ぎ h- のうす こ ほ. 0 な.，.，， \ 'こ ひ はわ. N らし 


おなしく 

けさの はっかせ 身に しむ ほと はなつ かし 比 はふみ 

たが かよ はせ の ふみつ き 七々 の ゆ ふべ の ほしの いく 

よの おも ひ 川 かさ 、ぎ はし をかぞ ふよ 

おなしく 

こ ひのみち のく かぎり しられぬ 身のう さそれ とい わ 

でのせ きも. 0 ゆるせ かよ ひお-よそに もらさ ぬ 中 をと 

" - 、 の よ し *ょ しら しらす やか ゝる おも ひ 

おなしく 

あらし はけき しき 秋の はやしに た 、もみ ぢ いろに い 

てす はちり もみだれ も あるまい にも はやう き 名 をた 

つ 田 川に ながして きのどく しぐれ またぬ るし 

おなしく 

い，^ に- J の 身 はう すきつ とめの 身 じ やとても あま り 

0- れ なやよ そに 、ひが にくやの もちやよ しなし おも ひ 

すち よと は 思 へ どひた すら こ ひがせ めくる 

おなしく 

な こ h- つきせ ぬね やの あさ ゝけ うつ \ な やさ らば 

さらばと こ ゑ もた え ゆく 野 田の はらお く  か へ せば 

ひえの やま かせ 身にしみて なたねの はな もうらが な 


し 

おなしく 

ね や もさび しきいとの しらべ の あかつき しゅび をお 

もへば あは で こ、 ろの ほそ ぬのけ ふの たよ，.^ を や き 

かす や ほと ゝぎ すなく さえこ ゝ ろに まかせぬ 

おなしく 

こ ひ をし でう のい くせな わて に まどわ ど わる ゝぎを 

ん やさお のか. 0 のまく らもよ の 中ち よの 力 こと を あ 

だに ながすな 下 かわらう つろ ひやす きひと 二 いろ 

おなしく 

いかに この 身 は あたに はくち じこ ひごろ もせめ てと 

へがし おも ひこが る 、うきなみ だ つら や 命の ある も 

よしな しい まさらに き ゆるば か. rt- を ひとすじ 
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六 四 二 廿 H- 廿 十 ト十十 十八 六 四 二 

四 二 八 六 四 二 


廿 十 十 十 十 十 

一 九 七 五 三 一 


百 四十 二 


すか ゝき 

また ゆい 

ながや ま 

むか いがわ 

五つのう わさ 

あきのむ し 


てる 月 

かよ ひぢ 

^よが へ ふし 

なる 川 

せきの- 1 まん 

ゑ ぼしお. 0 

- J ゝろ すぐし 

五 雨 

か ご し ま 

かいふし 

みやが わ 

ズ 1 ■々？ 

ほうか そ， 5 

む もれき 

さ つ ま 


せんだい 

さわぎ 

てんがち ゃ屋 

まかき 

なく かわす 

たか 尾 

tj- が ゝき， J ば， 0 

無常の あらし 

ながと 
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若み どり 卷四 

二 上- 9 

一  し、 をと h- 

三 まつ はら 

五 はんお よ 

七 むらた 

九 なが かたな 

まくら つくし 

おつ、 ら馬 

はなお， り 

夜 ふか 舟 

おつ -ら馬 の か はり 

ら つゆ 

廿三 八重む め 

三下， - 

一 さかいの おはな 

三  さ をし か 

五 こそで かへ し 


一 一 上り 

(一) *1  、 ぉど，_=^ 

さても 見 ことの 由 井かん ばら ややん れ それ かべ ふじ 

のお やま をう しろに まて やん れ それ か へ みほの まつ 

a/\ て ，f^l>Ji.6 へ にみ る 

(二) てる . 

0: はむ さしの よび * たしの ぢ よろ をみ かづきた てな ど 

う 中 そての e; たれ を まつよい あの かほつ きとし は 十 

五 G> こしつき あしつき さ へ た- -ゎ つきな に ゆ ふ 月よ 

. ？, つらお とこよい とし かこ さ； i 力 わい 力 こされ 1- さ 

よ ひ H: にた は むれあそべ ゑ ひ /(- あそべ ゑ ひ/,^ «^ 

ひ ゑ ひ ゑ ひ. てる nc てる.//^ をみ たらば なん 

とよ ござるまい かの てる /\ 月て る /\ 月のお も 力 

げ月を 見 あかし のみあかす 

(三) まつ はら 

見 をの まつばら それから さき は *^ がの うら はの ひと 

つまつ すん とよい きな ひめ- 1 松 まつよ は/, \> 君 を ま 

つ 夜 はと を やま まつの やま さか こえて/, \- みとて き 

たの 、七 ほんまつよ ほんに かなら す あ を 葉の まつの 

若み どり 卷 i 


- J る きぬ/,^ き ぬ かけ まつよ あらし ま つかせさ ら さ 

らど つ こいさ ら /( ^さら さ つ さつ とう つ て はは 

1.*;?.;^のをとはさ んざ 

(四) かよ ひな 

人 れ ぬわ かかよ ひお のせき も はよ ひ /(-> ことに 

うち もね てこ ひの ながれの *i がらみ とな て ひとめ 

のせき *r けき まの ぶの やまの つゆな み. たか、 れ とて 

しもう V< たまの よる/,^ ごとに あだ くら ひと， 力 

たしく  - ) ろ もの せきゆ ふ ベ ./.^ 'にあ ま 人の ぬれて か 

. ^ほす わたつみ のみる を あ ふに て やみて たいそれ と 

* よ.？ 'h- にな ご その せき かすみがせきの かごと にも あ 

き 風 ど ふく  4*{ら 川の 人め のせき はは かる ともよに あ 

ふさ かの せ きの を わけ てなが C ゆ る さねば あま 

るお も ひ はわれながら なをせ きかね てむ ね はふし そ 

ではき よ 見が せき なれ やけぶ，. „ ^もな み もた ゝぬ 日ぞ 

なき- J ひに な <, ^さは. 9 がご さる まの ぶ その 夜の 

月 かげ ひとつ わか れ おそし となく  ih- の こも あは 

でた つな や あ ふての うきな いづ れ おも ひ のた ねな 

らん 

(五) はんお よ 


百 四十 三 


若み ど リ卷四 III  

おく..^ わかれて またたち か へ るね や は あ. 0 しに i!, わ 

らぬ もの をい. t  > さびし さまさ. 9 て ひ ih- のい みの 

くさまくら また ふかき 夜 それ はさ， 0 した i ゑよ，； ：- く 

とこた へ しわ か 中い ま はかた みのて なれ 草う きおも 

ひ ゑ 

おなし ノ 

レ つ 力 あきなん この 身のう さ を さとの ならいに き i 

ま、 ならぬ まこと まじ h- に つく. C- し つみの かす/,.^ 

おそろし ゃ祌 かけて えそれ はたれ がな すわ ざこ ひに 

こ 力 わて よしな や あ ，9 しな さけ も いつは， CS のい まさ 

らにゑ 

おなしく 

力 わ- r まくらに とふ ほと ゝ ぎす つねにき くより あわ 

,5, も ふかく こゝろ あらば と た へ とか ゑ もな つの ゝ 

くさ かくれ はや *{ら ぐ それ はま ゆびの な こ. oi を 

きて わかれの たもと も ひきは はなさし いまさら こ 、_ 

ろな つかし 

(六) しょか へ ふし 

あま. 0 あっさに もんまで 出た.，^ やお てらわ かしゅ こ 

ひきとめられて のき やれ はなし やれお びきら しゃん 


. .. [  百 四十 四   

なおび のきれ たはむ すび もなる が ゑんの きれた はむ 

すば れん 

おなしく 

？ J 力 ひ i を. 0 やる おわか しゅさ まにあ まり- 葉が 

いよ かけた さに の もし これ もし これ もしの もしの も 

しおく る ははな がみが しょん がへ のん や はながみが 

の もしお つる ははな がみ かしょん が へ 

おなしく 

東坡 さんごく 淵 明 李 白 しんの 七 けん はくらく てん も 

すん とてう じて あいせし といの それ はもろ こし わが 

てうに て は 心よ しだの けん もじ 樣 もさけ をのめ とて 

ゆかされ たしょん が へ 

おなしく 

あわで ぬる 夜 は ゆめ こそた のめう つなつ ま戶 をよ る 

の あめせ うが へ 

おなしく 

だいく どのよ.. y かお やが にく ひね やの かきが ねか ぢ 

が うつせう が へ 

(七) むら 田 

さけ は のん のみた しのん のむ こと はなん ならす： e さ 一 


かお はんか は iS -1 i を 見て おとん どと をる おは h- はお 

とこに お 中の 町 こす はこく 町の はん はぢ しらす やれ 

この したてよ ぃ此 とのごて ござる すんど 恥 を しら 

en よ あ i うぼう むら 田 はん ひやう 〈 をみ た 力い かな 

なん ほし 夜 も ひもなん ほゝ なん ほゝ^ ^やれし りよ 

はせ をて なん ほゝ かちで かよ ふた ゝ いきお ほのかけ 

られ おは やま か，， .-1 i いなば をみ たかや まふし ふき h- 

うねん ななん ほく あいだになん ほ、./,. \ 'なん ほく 

やどの もめ やい なん ほゝ 見られぬ にくひつ、 むかひ 

まんち ラ屋 にも さ 半兵衞 やれ こ， 9 やせ ひ をつ くとの 

うそをつく とのつ く つくつ \ てんこ じある こと 

な パ こと ふんだ いた あ. 5 もせうな い にち よら-? くど 

くさ それで 人が わるくい ふに さあの かひたん めちゃ 

屋 のそう ひやう へ せいもん あき かせ か 

(八) なる 川 

さけ はさ かやに ちゃ はちゃ 屋にぢ よろ はきつ じの な 

る 川- >■ きつ； 0 のぢ よろ はぢ よらう はきつ ぢ のなる 川 

おなしく 

な ゆ そな ゝな いそ さ つきに や もとる を そて 六月な か 

ご ろ に 

ST み どり 卷四 


(九) なが かたな 

なが ひかた なを さいたと おもてし b- のま くりやる や 

せじ， 0 を やせ じ，， 0 'をな し ，^ をから ぎ やる やせ じ， h. を 

(十) せ きの こまん 

さとの よね しゅはい ろよ ひもの まづた § ふ はかし ば 

かき 夕き. 9 さんごに はなさき ッ- かほるみ ちしば た 

か はし な^と 大 はし もろこし を そろ へ て それ./ こ 

とうら わめき だせ 山の 井 よんよ し を かや ゑぎ h- や 

-/^ しっかみ くにすが はら あり わら はなの みふねに 

ちょ はし <_ ^うきはし そ り やかく やまよ > /^こにし ま 

つえに たかま や/、 うすぐも わ こく いづみに おふさ 

かいつ 、たか 昆ち よと さて ./-^ とも s>5 にきく 川 や 

(十 1 ) まくらつ くし 

きみ も ゆたかに つくよ ひさしき なる まくら 春 はま づ 

さくまな まく，.，^ さ て >.,,,\. 'み - j とに さき そむる 花に i* 

けしの こよね を 見た かふ. 0 よに なさけ を にいまくら 

思 ひわ すれぬ あ h- しそ ひねの そで まくらな つ はす い 

しき かご まくらうた ゝ ねま くら ひとまくら ちょっと 

ひざ をば ご めん なれさ て -., (-ご めん なれ そ，.^ や 

か， 9 まくら ァ 、 そ h- やか， C- まくら さ いわい まくら こ 

百 四. 
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(十六) 五月雨 

なさけった なき くるわの すま 井い かなよ も../,^ ほと 

ときす 五；：！： 雨 へ さても わけと そいねの す へ をお も へ 

VS そでぬ る ゝ い iv6 さら 

おなしく 

Ai  、-, まさ.. らなに はの うらみよ しも あしき もよ ti- な 

ら ひさ， c と は / さても いろに ひかる、 よし も あしき 

もよ のなら いさ と は 

(十七) 夜 ふか 船 

ふね を だしゃら ば 夜 ふかに-たしゃれ ほかけ 見 ゆれ は 

なつかし や 

おなしく 

こき やう こ ひしゃ わがつ まぬ かしし ばの いほ もな 

つかし や  - 

おなしく 

あ ふよな けれ はわが 身に い ま はす ゑ の わかれ もな つ 

かしゃ 

(十八) かこし ま 

ふ りよ せんそう いろと まん ぞう い ろ ふとまん まよな 

さからつ さた ゑ もんとの ふ ね はえない さ 

ど リ卷四 


おなしく 

うたのよ みて はみ や- 1 よな さしよ こしし よたい みや 

う もまね たが る は 

(十九) おつ 、ら 馬の かわ. 9 

とふつと はれつ へだてぬ なかに つら やきかん せわし 

が 身のう さ を あね ははら じん わしゃち や Si つとめつ 

ぎのお と、 にかげ ま を させて と、 屋 5" こかき 力た う 

す ひきて いちのい もと に た ちきみ させて 五 で う あ た 

の g: 見せて よ ひこの さんさ はなれ/ \ のうきつ と 

め 

(二十) かいふし 

よい/、  /,..■、 あのうら しま か あけて くやしき た ま て 

X  - .- たまて * よ- "さ h' と はた まてば- 1 あけて くやしき 

たまてばこ 

おなしく 

よ ひ/ , ^あいそめ 川に 水に 一 ふで かきつ ばた か 

きつ ばたさ，£^とはかきっ ばた水に 一 ふで かきつ はた 

おなしく 

よ ひ/ \  なに はに も ゆる あしの まほ やの， K たに 

こそ ま、 たにこ そ さりと は ターた に- 一 そ あしの 玄 ほやの 

n  百 四十 七 


た； 


若 み 


おなし， 


はら^^. i ひざ を まくらに なきね 

はなき ねいり ひざ を まくら 二 


い h- なきね い り 

なきね い， 0 

おなしく 

よ ひ なむあみだぶつ *J ねばお てら 様の よ 

じせ わになる せわになる さ .5 と は せわ こ， なる しね： i 

おてらさ まの まよ じせ わになる 

(廿 一 ) まらつ ゆ 

おく はまらつ ゆや どる は 月 かげす める こゝ ろの あ ふ 

せのと こわ かれのと こに はぬ るゝ がそで たもと にの 

こる のの こる かたみの なみだ 川 わた. りて 見れば-けに 

やうき 世 は うきねの ゆめ うきねの § めに はお も ひの 

ふち 身 はま づ む ともよし やよ しの ゝ いもせ ，3* ま 

(廿 二) みやが わ 

る や 川す ぎて すいかの まちに^ ぐれ^,^ をい. i わ ぬ 

ひとは さため てこ ひのう たよむ こと は 

(サ 三) 八重む め 

礼に あら しもよい けのう き 世 ちらさ さく ら も あ き 


  百 四十 八  

こ ゝろ あきこ ゝろ ちらさ さくら も あき, ，- 、ろむ めが 

さけが しいよ 八重む めか ゑ だ をた おる ふ.，^ して かな 

らす こさせと さま を まねく へ かなら す こさせと さま 

を まねく へ ゆめに な， 0. とも あいた やみた やゆめ にな 

とも ゆ めに うきな はさん さよ もた 、しょしな V0. 'さ 

そう 世し やの まれに あ ふよ はう つ、 かゆめ かまれに 

あ ふ 夜 は 力 たるま もな きさん さ all の こ ゑよ し.、 -* やさ 

うきよ じ やの 

(廿 四) だて 小袖 

やまとお ふちのに きを ふそで は みやこ およらう ゆ 

のだて こそで；.、^ M お S い ゆきのう ちょ. 9 はやさき そ 

むる はなの ふ， 9 そで を かや とめそでよ 身せば かく そ 

でい よたて そで はい っもくるゎのちょん/,,^./^ぢ 

よん およらう タ； § ぢ よん/ \ „ ^およん ぢ よらう 

ゆ そわ さ >/,.>• そで ふれさ それさ./^ そで ふれさ,，3^ょ 

のさ か- 9 は 千 ねんまん ねんく 1/ ^まる そでき 

みのめ した はいつ みのつ ほそで 

三下り 

( 一 ) さかいの おはま 


おとこ やま ぢに花 をみ なめし かさいて ある ある a と 

の ながめし はいろ かな さけ かほ.  たしの ほに てない さ 

だめて C ひん ひとはなと 世の 名に たつ ほどに こ ひ 

くさた ねの かり かや 

(二) ほうかそう 

おもしろ のきみ * かみく にやち よ を ふると もつ きせ. L 

まつが え はつる の やど， 9 となる て ふたみの かまどの 

けぶ にの ベ のかす みもう す./,^ とうめ は あ h- やと 

きな くう ぐ ひす やとら ば やとれ わがの きばの むめ あ 

した はくれ の はるかせ はるの はなわ あめに^ ほ， 9 て 

なつ の あやめ はかせに かほれ る あきのお はな はつゆ 

にみ だる 、 ふゆの、 ゑ； U はま、 ぐれに いろづく 野 やま 

まこの 葉に う もる ゝげに まこと わすれた とよ 月 力 

げ +* ながれ -2 う 5- みて つきと 日の ふたつの ひか.. „ ^よ 

よ をて らして いまにた へ せぬ めぐみ 力な 

(三) さ をし か 

さ をし かがつ まこ ひかね な よもすがら いよへ みね を 

やわけ つ 、やの さて さと へ を hv もみ も ふ ろ わけ 力 

へ ろと さか へ ろと さか へ ろと さかゑろ とさな くね さ 

びし き ゆ ふま ぐれさの みやな けいけ やの さて なれ は 

jJ? みどり 卷四 


.J-hv ともに 見た る 、はきの つゆ まつ ほ..^ と/,, ^-^o つ 

ih-u ならぬ こひぢ に 身 を やつす 

(四) む もれ 木 

うきこと を たれに かたらん ゆく ゑな き *^、 みづなが る 

るい もせ =• せきと いむべ き 身なら ねばよ そに ちぎ， 4 

を あた 人の あ..^ しな さけの ことの 葉 をち いに おも ハ 

v* うさ つら さ 身 はむ もれ 木のう か b ける はす ゑに せ 

みの きんの こ ゑ を， 9 しも ひと をお も ひ 出て いと ゝさ 

ひしき とこのう ちとき しも あきの ゆうまぐれ くも ひ- 

また  ての.^」  へまよ -9  もれて  さやけ  き B  力げ  に  ゆ  h-  " レ 

ひと もとた おりし 人の はなのか ほ，.^ を そのき ぬ. 

- >  ？  く よと め て もと めあかぬ あかぬ ぁゝ うつ、 なき 

,7J ちす；^ た こづ まふ， 0 よき な./,^ にわ；；， なれそめ 

て かよ ひぢ はぬ る 夜 も わかで たま くらの たまと 力た 

しき ゆめ はなし 

(五) こそで かへ し 

こ ひし その 夜 は： そで を か へしね て は ゆめち あかす 

ゆめ さへ われに せかせて み ゆるさめ て ひと..^ は あお 

きな や 

(六) さつ ま   1 
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In 五十 


いふて かへ 

つきあた，；：' まわ， 0 てむ ね をつ く 

(四) まま： U ゆ ひ 

t しのよ わ ひ は 六十ば か，^ の ん ふって * 一ら 力の 力 

み を.  たてに ゆ ひなわての ちゃに こし を かけ づきん と 

つ ゑ を そばに をき なにと ももの を いわやして やまで 

らの はる は 山し なのけ ち はと もやで しと もがけ ふ は 

せち あす はせ ちとい ふて をれ は らぬ はかって らち 

よな 、，， ャァ これにつ けて げんと く かた へ 文 を さや b. 

こ しのぶせ つ （'じ やすます もので はない わさて り 

はからぬ ゑ 

おなじく 

としのよ わ ひ は 二八 はか. 9 のな よらう のた けなる か 

み をし ま. たに ゆ ひ あげやの ゑんに こし を かけすい， 5 

とかみと 手に もちて なにと も 物 をい はすして たいさ 

めざめとなきぃた..^ぉもふかた への ふみ はやりな し 

な ふきみ さんまあった ものし やない わさて て はかく 

すへ 

(五) なく かわす 

てぐちた 中に なく かわ づ なにが なる ぞと とふた わ は 


そがとの ばらが なるとの なせに 女ら う も 力 わいて つ 

いと をる これ びん ほうめ 

(六) なか やま 

しろ いなかや まつむ ぎ を とびいろに そめこんで よる 

よ よちで うと 見せかけた いまどき そのて をく う へ L 

かじゃり ばの なぬしで うけ つけない お ふよ いわいな 

(七) たか 尾 

こ あい C の： まっしゃ つれて あくしょ^^ かやる 

や を やに もま さる それ それ どうらく ナ 1^ し 

ん うつけ にた わけに めう がの 子かん どうと.^ のと 

(八) むかひ 山 

のちの あしたの のこ b のきぬ はきく かおい けにな も 

ゑび す 川せ わ もな さけ も ひつと り をいて ふとんき ま 

くら そこ- - と h- てお そふ まあ そふよ アイ ノテ t 力 

>.:3,..* しのつ とうよみ やる はしの をん ば はき をと.^ 

あぎ やる すのこ ほとけ はらい かう めさる うらのお は 

いは ちゃんな まいた くよ が あけた それでね もせて 

まよ ふた へ 

(九) すが ゝ きか は. 9 

いまどき ふられぬ とこのう ち 御く らいしょ わけ もら 


If み ど リ卷四 


百 玉 十 1 


ち 力ない ねぬ けの 女ら う 身 あか， o. もん 日 はとむね i:, 

またして おちゃ を ひきし ちまで をき はて ふだよ か り 

ふる かね かい も がをおった や， 0 ての せんさく うるさ 

しくる わ はもの 思 ひこの さとの うれた やり やう， 0 に 

かまわぬ ちゃづけ にやき みそ 心 かけこ、 ら はよ ひか 

ん ひとつと なんど をう ろ. （'さかせ ども あさざけの 

も ふに も ひんなる あげやて こざせ な ひ 

(十) 五つのう わさ 

こゝに 5 つの うわさが ござる いちにい とちやわん- - 

ぉゝ きな 事が できました ふたつ ふらち はへん じ もき 

かひて う. 0 きった 三に さがみ さぶ は あみがさ すがた 

にさ ま を 力 〈 かけ ゑく わいちう さじきからの けんぶ 

つ あ. や こり や 四 五 はいふく とん ひ 四つよ した はて 

ま へ のりやき と .c まぎれ しらて しらはけ 十. i! 、 

の こカしなむさんねぅちのi,^^ちが へ 五つ いせ もど 

^の をみ やげ は あめに.，/,.,.' 一  にどん ぶり 一 1 にあ かへ 

さう 三に かう らいせとの そめつけう つ；；， -んの やわた 

どのた くみに たくん * たこ さくに 傳右 そのうちまい り 

て 申 えけ は 力めし よじ もしよ わけ も へ をし- >  、 た 

おなしく 


力： W いて 5i« ふ は どこ/, \-ぞ かみ は ； でう いまで 川 二 

でう-:^ b 力 わ 三で うむろ まち 四で， フ四 めんの あなた 

なるみ、 つ かすぎ て ぼくせん じふし みの さとに つき 

給 ふこ、 に 五つの はなしが ござる 一 にいつ く はほん 

^の みぞに つき こんだ ふたつ ふらちな せっちで すと 

ん とはらき つた 三つみ ついほう しはす みぞめ すがた 

にさ ま を か へ ちゃわん あさ いけく わいち うとき や 

あ b> やそ b やか もぎね ふく とんび 四つ 吉の はお 

ぬすの けんとし うて しろむく さくらの ほいし なむ さ 

ん ねじ， 0 をと. 0 をった 五つ いまが わにみ うらが ござ 

る 一 にお はらいな く 二に 物 さしよ 三に かけ は. c せと 

の そめい ひう つの やの. i うだん ご つけぎで つくった 

ゐ ろうき んち やくと ゝさ まか 、 さま そくさ 、1 かそ 

のうちまい， 9 て 申 ませ ふ 何 をし よじ もしよ しけ その 

と を h.- 

(十 一 ) むじ やうの あらし 

はしば のけ ふ..^ むじ やうの あらし もせう べんく さき j 

にこまった いつも やしょくの いでたち はしゅ わんし 一 

ゆ をし きあつ ふてき さて またに もの ゝ ふた とれ！ い 一 

つもし いたけ かまぼこの いろの くろき はべん けいか 一 


かみしも ぬいで 鱧に くる せんたく はしの 八 角 を こん 一 い 

が うづ ゑと もな づけたい つの じだいの やきもの やら ；  をな しく 

す もとる ，0 きで もむ しられぬ も ふない  一 出た たかを うすぐも まつ 山た ま 川 さけの かんすん と 

(十二) あきし むし  ； み. たれた しらいと アイ ノテ うけ-たした くにし をち と 

あき もなか ズに すき ゆく ときはな かば も/ すぎゆ せもう しろ お 0 

くと き は 野べ のむ しめ かなお どろき さわぐ くつ わむ 

しこそっらけれかぅろぎ/^身はみのむしぃゃちと 

でんでんむしなめくじ，.^くっゎむしこそっらけれか 

うろき/ \ '身 は みのむし いやち と 出 てんむ し 

をな しく 

す-てに ひ i,6 ちとき こ へ しとき ひまち./,^ ときこ ハ し 

とき ははら のむ しめ かなぐら あいたいた なんとした 

おとろ きさ わぐ にしめ かた をば 見て くいたい のみた 

いすぎす き やう じう どこん にやくな ベ やきに しめ 力 

た をば 晃て くいたい のみたい すぎす-ぎ やう じう ど- J 

ん にやくつ とせ 

(士  二) ながと 

あ h- やなが とてた ながと おぐらの しきし はねが さが 

る を ぐらの しきし はねが さがる すん と 見 たれた やま 

のい アイ ノテ きゝ. たした くいこく 見ち のく ねさめ く 若る どり 卷四終 III   I 
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十九 七五三 


卷 五 


百 五十 31 


半 太夫ぶ し 

( 一 ) うつぼぶ ね 

あしたの あらし ゆ ふ ベ の あめ まつ ほの うらのう つ ほ 

ふね 身 をう きものと おも ひた へ いのち もがな としと 

ふま こ LJ も大ぬ さの かす.，.，^ よくの いつわ， になら 一 

ベる ひとのこ \ ろ にもつい なれな じむた まくらに ち 一 

ぢの やしろの ゆ ふだす きか けても つれし さ、 めに も 一 

とふで 女 ほに もちやさん すまい わし はっとめ のま ゝ ； 

ならぬ よい //^ ごとの みだれがみ そらおそろし やき 一 

に そまぬ とのに そいねの まくらに はかね もい とわ じ 一 

と h- もな けうれ し の 、め あさ いけに うき を わする 一 

ゝその ふせい こわい ゆめみる 心な..^ かふした つらい 

つきひに も ゆびお， 0. おりつ ゝ かた 樣 にあ ふが うれし 

ゆ てう かう かと ど ふした- J との ゑん じ ややら わする 

、ひま はな いわいな ふかきな さけのと この ぅ^3^ なみ 

はこす ともす ゑの まっか わらぬ いろ をた のむ に. よき 

みとむ す ひし 下 ひ ほ を ひとり はと かじた まの をのた 

ゆるな げきは あ，, ともとお も ひ しづめ る あ さまに 

ふたりの そで 5 -  .( ^ほる らん 


若み どり 卷五 


半 太夫 ふし 

う つ -i  ,t4 ね 

戀 はなし 

.i つせ. =■ 

なか 月 

かる やま 


六 

十 


すきや 手拭 

あたな さけ 

今やう 

お とづれ 

とらが 石 


(二) すきやて ぬく ひ 

よこく ものし の、 めから すい わば さけき のど， の や 

まこへ かねし にわけ よき 人の 夫な くにて 鬼 ひとく 

ち を ま ぬがれて それ 程まで に ほ かもな くた どり く 

てみ ちし V* のとき しも あきの もなかと て やま. たの L 

な V6 かり ほに たけの まろ やの * つつ のめが ふ 55 を も 

*J ろき K かけに なくね かわい やさ をし かの みだれ 心 

かくろ かみの よれる つなと て大 ぞうもつ なかる、 な 

らいか やた まよの ひめ を こ ひそめし いっして い， W も 

、- たゴ らに ゆくさき くらき こ ひの やま まため づらカ 

ことき ならん ほと、 ぎす の 一 こ ゑ かかす 力に まやる 

のき こ ゆる はこ、 は いづく ぞ おぼつかな されば にや 

こ、 ろか ら世 をす みぞ め の も b> ちかき すく せの さと 

、こた 、ナ h- なに もく 叮と かやつ ゐ てお 力し きこ 

となから うきが 中に もものと わん § びき，.^ かみきり 

、 まくち よねの くせと ていきた なくい つもと きわ 

のこ ゝ ろして たれ かな さけ を むげに せんと はとく ち 

す-さみ ©  く ほどに と ある ざい ま よに つ きか J 

(三) 戀 はなし 

よ じめ よ. り っとめばかh^てぉふきゃくとた へ す 力 さ 

どり 卷 2 


なる 、"ろごろ もつ いのよ る へと なるとき は はじめの 

うそ もみな まことと かくた ぃ戀 じに はいつ は， - もな 

く ま こと， & なく ゑんの あるの かま こと ぞ やその ほ 力 

よろ す こ ひよ なしう さもつ >b さも ij  ,^ をゐて さす-. t 

たおと このう わさして ともに たのしむ ちゃわん さけ 

(四) あたな さけ 

あたな さけよ ごとに か はる あすか 川な 力れ の 身- 一 そ 

i  P な ナ. ルみ ない つわりの こ のさと を ま- 一と ぞと お 

も ひて やす へ てお とこのう かれく るよ るべ さため ぬ 

うすち き. 0 あす は 又に ひまくら か はるなら ひの 世の 

hlw ふべ こよお の- J たち もとより もな をち やわん さ 

ナょ いすき にけ り いきた なく ふけ S  く  にえ 力 f 

のち かき をい-と ふこ ゝろ にやみ たれみ たる、 くろ か 

みのす へ なが ゝ れと むつ - 一とに ほと なくつ くる もん 

あきのた ちわ かれ ゆく みち ばにくち て かひな しな 

にの vs"- たちて うき 身な か ら の./, \> はし はしら）/^ げ 

にげに ぬる、 わかた もとう ち も ねられぬ かごのう ち 

、 づ 1 おも ひ はかす//^ の ^<,?なこそかゎれこひのみ 

一 ち さ h- とて はまた あ ふま て の 4H、 ゆび を おも ひの や る 

一一 +」 なく かせ も 身に いる あさ ぼらけ 


IB 五十 五 


若 .^^^ 五  

(五) はっせ 河 

むみ やうの さけの よ ひこ、 ろ *T つ むお も ひの はっせ 

力 わ ふかきな がれの せきとめ てこ ゝ ろづ くしの み. こ 

れ かみ ゆ ふ かひ もな くその ま  >- にかの わけさと に.？' 

よ ひきてい ね も やられぬ ひ； a まくらむ かしに か へ h., 

つく./,^ と あるとき まま ばら や ふしみ の ゆ め を 田 3 ひ 

てに う 力れ そめに しをり も あ. いま はまた か、 る 世 

にと きとと もに おとろ へ て かすなら さ， r> しうかれ め 

にに せとむ す はん ひたちお ひさて よい 中 さため なき 

身の もの かた. 9 をん な はいと いうち まほれ なから ゑ 

てうき こと をき くもよ しなし までの やま つれて こ ゑ 

んと たちいで ゝふ. 0- あげ みれ は おとわや まぎ をん ば 

やし も そなた そと かなた こなた をた. i れ とも 人め つ 

ゝ みの *r け けれ は あ. n- しと ころに たち か /  ..^ぉぁけ 

からすと もろともに うき 名 をな かす 下 河原 

(六) 今やう 

ょゝ ことのは なの さか. 5 はいろ，/^ に まっし ほが ま 

はう すいろの 、ろき にあかぬ きりが やつ 名 もやう き 

ひはぁけほのにぁさきさくらの，}*^なょゎくゅきかふ 

人の かす の 一 じゅの かげに やど， 0 して 一河の な 


.  .  百 五十六  I 

かれお もしろ やち IO せ ものぶ るき く 水に むか ふ を 見 

れは なまめかし さけ かみ はむかし とて 今やう の なげ 

しま だ ゆく ゑ もしらぬ そら だきの わかた まの を も あ 

こかれ てた とる みち まばし ば > /^に そて と./,, \- も.，」 

L やうの ゑん まくす が はらに みの， J してた よ h,. もと 

めて たま づ さとお も ひつ ゝけ てうた ゝ ねに ゆ ベ を 

つくる かねの こ ゑ あす を も らぬ 身の ゆく ゑせ めて 

こ ゝろを はかれが し 

(七) なが 月 

花のに しきの 下 ひ ぼ もとけ てな か{ よしな やな 見 

そめすばぃまの思ひはぁらしをとなをもゅか.！*^さま 

さりく さもし やきみ か をと つれ もこよ や- よ ひ. i な 

がっきよ さても いのち は ある もの を うらみながら も 

まつ ひと を もしゃ それ かと みれば きみに は あらね on 

カけのにゎにまげL^^しはぎすゝきす、しきか せのょ 

つ i  きくる その をと に むしの - j ゑ.//.^ ね をと め て 

レと いさ ひしき あきの 夜 を まつ まひ さし. i たち 、1 で 

ゝ まかき によ. 5 そ ひた まひけ. 0 

(八) おと つれ 

なる たまし. 0 のうす、 みに あとさき わかで かく ぶか 一 


,c 'あ j;, て もお も ふ 思 ひきゃく ゆる わらわ が むねの.^ 

i  、- つ" きへ なんき ゆると も あだし この 身 はきる に 

さて まかせお きにし まき 文に 二、 ろの たけを わ- 9 な 

くも あかし P すまの うらなき は あら § るかみ に 力け 

ま くもいつ わ h- ならば しゃほんに わけてみ せた きむ 

ねの くも かよ ふこ ゝろ になに とかと おも ふこ ゝろカ 

もれ * よけに 人 やとが めんかな しゃと おも ふに あまる 

なみだ 河な かれう き 身の ならい 力な 

(九) タ； ろ. 0 んす 

まろき .C ん すの ひた ひ ほ もま やらと けぞ する よしな 

や-ふ、 ろに いする やかう ばいのう らふき か へし まと 

けなく まちわびし 二よ ひやい といな かくしい やま 

て气 ばし かねのねの ひいく かやく かぞうれば はや 

)..; - ： ) - " わい/^ となく からすな わ 

もこ ゝ.. つ る いま 0 つら さつ J つけて まらせ 

て く れ よかし さても いのち は.， * ふ 夜 あけの か らす 

ぺ 

(十) とらが 石 

それよ， その/ (^いとし さは ねても さめても わすら f 

ぬた いその ま \ のうつ. .9 がと まと ゝそ ひねの い.^ こ 

-.  若み ど リ卷五 


、、ち あわで いなせし そ の^は ゝ ほか へ もよ， 9 てお U 

す；！， やまた ことこ ひ をお も ふかと すこし はねた むこ 

ころも あ， 0 みちの ほどうち の. J<§ ひなと やとお も ふ 

こ、 ろから さても その 夜の ねく るし さと や あらん 力 . 

くや. is こらせた も ふかと つとむる きゃく を ほ 力に な 

し のき かねた る あ.. 5 さま はこれ も ねんぐ わのう ち 

ならめ そのほか よろ づきく ば.^ のせつな る 事 をお も 

ふに そこ ひの ない のか まゝ ならめ とま だくひし もる 

いのちげ のす へ はかし くと かきとむ 

(十 一 ) かる やま 

ふれく こゆきたん ばの こゆき 京 やの 仁 左 かままん 

せし に はの まつ さへ まろた への をのつ から 屈 かの ま 

する さけ ふけ てまくら かる やま ふ とんに は たもつ 

け あへ す こ、 ろよ き ゆめ 二 ッ三ッ 七 八十 四 五す つと 

ん と とんとう ちくむ いろ 里に そなた ならでは よ い 

('よ、 つ はかに はない とい ふたこと 菜の よい/,, ^よ 

、- そのうれ しさに このと し B のうきつ とめ なぐさむ 

よす かも あ，^ けらし され ど さよころ も かすく まや 

うの わるい はすいから おこ. るう そに も ほれた とさす 

かう しのち のよ かけて た わ ふれの ひと 夜 ふた 夜の た 一一 

=   , 百五^^ 
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まくらに なかき やみ ぢゃ くろかみの みたれ こ、 ろの 

むす ほふれて とふり くらべ ん あさま だき 身 はきへ ；； 

へる あさ わかれ 今や ~ ばし とや 又の あ ふせ をお も はす 

はたれ か 見す て、 か へる ベ きさ はさ， 0 ながらけ さま 

など わきて な こ. 0 のおし きぞ やわが こ \ ろから つみ 

i 力き りん ゑ はめく りくる わのう ち ひとり もも ュ ぬ 

W- げき そと いさめい さむる そでの あめ ぬれ マ ほす ま 

はな か， 0- けり 


百 五十八 


ふしん \ お ほき 吳 竹の 世に しあれ ど 月に 鳴き 花に む 

力 ひて 力き ならし ふ， 0 行 窓 の 雪 紅葉 色に なる て ふた 

は れ 島に は あらで 歳 比- J  、ろ ひかれぬ さは あれ ど 聞 

なれ 手 なれし ことの 葉 は ひたすらく りことの やうに 

覺 へければ 何が しの 输 校の 許に てより く 手 を か ゑ 

品 力 はりた ると なえ 歌 ひとつ ふたつより 數 まさ， り ぬ 

れば あつめて 卷/^ となし 函 底に ひめ ぬる を剞劂 

氏の こふに まかせて かい や. c ぬる ことに はなれ b 
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I 松の 落葉 首卷 

(一) 秋の色  あつま 半 太夫ぶ し 

いつもき く ふもとの el とお もへ ともき の ふに か はる 

«^の y と 身に しむ ことの あしきな くの すへ の 虫の す 

たくなる ちく さの 花と あたくら へな みたの 露 はしく 

つ 亍月 のかけ うとくい と、 おも ひに うき しづ 

むか. - ねの 夢 もむ す はれす きぬた のおと にさよ ふく 

ると きしと て 秋 をつ けく るか..^ かねの よす かなき こ 

そか こたれ て あやなく のこる 袖の かにし ばし わする 

るう さつら さかや & のきば もや、 さむく まかき のき 

くもみ たれ 亂て おく 露霜の 猶も のさ ひし 秋の色 

(二) わかれの 色  武江半 太夫ぶ し 

ナ にわ なき は 色の まよ ふ は 人の なら ひか や 君 力 

&の つらから は 只  一 >i§ につら からて 情の まじる いつ 

.oh- とお も へ はな を もます 色の きる に きられぬ さ こ 

しう のれん ほの やみの くら か にく わたく を 出て や 

う/ \ にたれ まつ はらの 橋 過て 河原お もて を 見 わた 

せ V* け ふ は？ a も はけし くて いと \ 身に しむ 戀風ゃ 君 

 n 1  

I 墦！ i 松 葉 首卷 


か おもかげ みにしみ て そなたの {. ^も 打 過ぬ 名 も淸水 

にさし 懸.. > 歌の 中 山せ いがんし 愛 はいつ くそお のゝ 

しゅくき けは告 の 名に ふれし かの ふかく さの しゃう 

,(- の 身 をし る 雨 もよ そなら すわ か 身のう へ とうら 

めしく け ふの 名殘 のきぬ/,, ^はな か/,, \ 'つらき わ 力 

I ぢに月 まち かほの なつかしく た い あこが る \ 届 ひ 

にうた ゝねも ，5 の 夢 さめて と あるみ てらに つき 給 

ふ 

(I  二) ひと. 9 ね  あづま 半 太夫ぶ し 

さ きそ 

めしよ. 5 ち もとの 花のお も かけ を 見 そめに し 

よ h- 我心 i<H 行 雲の きへ くと き ゆる はか. 5 のお も ひ 

ねに とこの 山 かせ 夢た えて 枕に かゝる 月見れば ち、 

こ 物 こそ かなしきに 身 はかけ ろ ふと おとろえて ある 

なき かに 世の中の 身 をし る 雨に くち はつる かはく 

まもな きそての 露い はぬ はか そな に はなる あしの 

しの やの 下にた：.、 け ふり もの かわむ ねの 火の っゝむ 

とすれ と 色に 出て ひ， th- こちた きね やの 內 

(四) 十六夜  同 半 太夫ぶ し 

くも ゝ なき 秋の 今宵の いさよ ひに 見し よの 人のう は 

さ ±ん まつ も、 しきの ほそ どのに さやけ き HJ のうつ 一 


增铺 松の 落 楚首卷 


百 六十 二 


たかく 歌の だいと や ならし W 我戀 をい のる ちゃう 

おも ひかけ す はみ やしろの 月に わか 身 を か へ り 見て 

うき をと ふやと ひと さとの かや かの き はの たけ かき 

よす ましき h- たる 心からく もれう き 世 も； も 見. i て 

しすみ の.^ の釉ゎ ひしゃく はしに も あまりぬ る 琴の 

いっきょくた まだれ の ほのかに 見へ し 月 かげ や 十一 一 

や 三 の^つめ てす いなした しの 目に 立て 舞子な， C- ふ 

,< ^つかのまと； ：！； を 便りに かよ ふ 島 原し の ふれと 松の 

くら ひや 梅の 庵 もった あけ やの 其け しきけ こならぬ 

こそよ ね はよ き 月に うとまれお むかひと かふろ かや 

の あとな，.： >  におろ せ-/^ の小ぢ やう ちんお か へ .n, 

とい ふ聲 たかくの へ にす たくる むしの ねと わか 身 も 

ともに なき あ 力す みあ か， 0  くらき まぶ くるひ あだめ 

に 力く る 月 かけやし はし はう さ を そかたり ける 

(五) 助 六 後 B  江 IT; 半 太夫ぶ し . 

と 力く ほとけの おし へ に はいかなる やぼ も きら ひな 

く 一  つ はちす の やくそく もせめ てち からにた ま まこ 

の淚 かす そふ 道し はの 露と 此身を あたくら ベ あだに 

おも ひし あたしの、 煙 かくまに なくから す 今のう き 

身の すて 所 あす はち またに さらすな の ほんに わたし 


もこな さん も 千代 を やちよと 契. C- しに 今 は ひき か，/ 

さきの W1 をせ めて ふた. 9 か あてど ころさた めな き 世 

やい にし ゑ は 人の 心の中ながら それと すいして かく 

文に あるひ はかみ 切ち をし ぼ， 0 涙に もの をい わす 化 

ば あま b 力 はらぬ A 心 また こなさん も そのと を， 0  -  J 

とば とがめぬ さきく， 9 にあ へ ばせ ひなく わ ひことの- 

身 はふし しつむ 淚川ぁ ふかた すいな われく がい ま 

力く 成 はさ. 9 と. て はすいが 身 を もった めし かや 此牟 

g:; の 間に は あらゆる 夢の 數 あれと かく 成 事 は 夢に さ 

へ せめて 此 世に 身 を ふたつおきと ころな きわれ く 

力 して め いと を 見す しら キと ふした ゎナ なさと じ 

ややら と ふやら かう やら しらね どもせ ひに とうと ひ 

所 じ やとき け は 此身も たのもし や あ、 さ.？ i て は 今 

まて はふたり が 中に 此 しゃ は を わか まゝ な， 9 とお も 

ふ 事： |g 一  夜 も あ， 5 もせす かふした せつなき あいたか 

らいの ちかけ 成戀草 をね ひきに 成と はや かる、 哪に 

のこりし はゝ檨 のい と、 なけき はおい の 身の ふかう 

のうへ の ふかう と はし， 5 つ、 しづむ 戀の ふちう かめ 

てた ベ やみ ほとけ i 地に ふしな けく も ど ふ h- な， 0- ナ 

にわれ とても ふた. 0 なき こな ひのお やの あはれ みと 


めう がに 付て 此 ごとくた ゝす むかた も あらば こそつ 

み を ゆ る さ せ 給 ふ ベ し あれく あれく 夜 明の か ね 

の 聲里を 行か ふ 人のお と あの かね 迄 も わ わく 力 今 

i つかれと 手 をと， 0 て 道の ほと， 5 のちそう とう 露の 

うき 身のお きと ころ 

(六) 京 わらん ベ あづま 半 太夫ぶ し 

まつ 正 2： はかと にたつ とよ まつたけの かけに はねつ 

くてまh^とるぶ，o^'ぎっちょをてにふれてたまを 

うちでの はまゆみ やな、 くさな づ なよ とん どやお ほ 

-I かるた ほうびき きさらぎ や はつむ ままい，.^ のみや 

ダ とてす、 やつ ぼく かさくる まやよ ひに な^ばに 

3 と あわせと"，/,^ て ひいな のとの \ いもせ ごと 

一 一 tt!* あま， 9 は をと な ひていろ に いづる やさく らレ / 

め や CV よきの はなよ h- もう づきの け ふの る まつ， 9 

こ な ご. 0 をし き はせん だんたん ご ゑたん こた ん こ 

/\ ュ ゑたん ごのせ つく ゑよ. 9 き あやめに 力 J と を 

のきばに かさら せ うちあ ひうち つれたけ むまの ひま 

ゆく こまの あし はやみ はやぎ をん ゑの タ すいみ ほた 

る こいとて 水 あそびた もとす いしきな つ 衣 ひとよ あ 

く  r-. よはつ あきの ぼんのお とり はいせ おど.^ きそん 


, 十ヒ とらのと しまいる やくし はとら やくし さっさと 

ふりやれ さっさ ふれく ふりそでの そめし もやう の 

nr 見く さ こづ まに ぬいの きくが さね さて はつ 冬 や 力 

みな 月つ くやい のこの もち 花 もこ はるの なに やに ほ 

ふらん しもつき はう ぶ 舯のぁ ふたけた けく しわす 

,- よ おとこの もちつ いたち やゆき ころば かし 雪 まろ 

め 四き を，^  くの たは ふれ はおに のこぬ まとうた ひ 

しも 思 へ ばく 此 かみの むかしな. 5 け. 9 今の よに せ 

ん だんごの 大明 神つ きす か はら やわらん ベの ふくと 

くいの る まもり 神と ておしな め あゆみ を はこびけ， 9 

(七) かつらき つぼね を. 9 あづま 半 太夫ぶ し 

さても かつらき はもと よ. 9 つとめの あさまし きうち 

よ. 0 もみ はしち かき つぼねに をり あるが なき 力のう 

きす まひな みだ やそで をし ぼる らんと はお もへ とも 

君 ゆへ とお も ひさ だめし 心に はう きも つらき も わす 

ぐ さつ i ねの 中 もす みよしの きしの 娘 松い くよ ま 

でかく うらめし き 川 竹 の i して は ゆめに その 人 を 見 

まく まし さようつ ゝ にも わ すられば こそと ひたすら 

こ P, よく 間 もな きた もと かな さるに よってう き 世の 

人 かつらき こそ は 道 しゅんが はから ひゆへ に 思 はす 
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も つぼねに お， 0 しと 夕 くれの くる やら/^ 大 じんと 

の は 馬 もい なゝ くくつ わ もなる に 門 立し げきお ざゝ 

はら 戀風 しとうに かつらき はつ や/^ なびく けしき 

なし とにもかくにも かつらき はなさけ の ふかき 女ら 

うとした はぬ もの こそな か，. 5 けれ 

(八) 放 下僧 道行  武江半 太夫ぶ し 

よしやつ ゝ まし 袖の露 かゝる 浮世に なからへ てな に 

な 力く にみ つ 瀬 川 をな しわた &に ともな は、 今の 

恨 も あら かねの 土の 車の 我ながら 思 ひ を いっかつけ 

の 櫛と， 0 も 見なく にくろ かみの みたれ 心 もとけ やら 

ぬ 姿 は 人め はづ かしの も， 0 田の 里 を 夜に まぎれ 忍び 

出れば ほの くらき 月の くまた も 影う つ る 川 井の 宿 ま 

是 力と よその かみ 川 はい さぎよ くす めと も 下 ま，, ご 

る瀨 になに をた よ. 9 のね なし 草う いつ しづん すしつ 

ん すうい つなみの うね/^ ゆられ てき つれ：^ 水 

のうた かた あはれ けにき へぬ いのち ぞうちへの 里お 

もき なげきに かろき 身 は.^ や はに あく 律の ふなて し 

てね がいの まゝ にかの きしへ いっかいた らん 白澤ゃ 

つのく む あしの ほど もな く かれ 葉に かせの そよ， （- 

そよ と i« を しらする おと つれの たが 玉つ さ を かけて 


百 六十 四 


くる M つか. 0 こ ゑに おとろ きて ときわけ ころも あら 

ひ ほす しつが ついれ のさ ほづ くみよ はに きぬた をう 

つの 宮 きね しなら はし 神 ご ゝろゃ はらぐ ひかり あき 

ら かに まこと をて らした まへ やとの クとを あくる さ 

つ さつのお ともす いめの みやと かやち かひ も かたき 

石橋と かけて ぞ たのむ まつ.^ 事すな をな 

こしの みぬよ のと. 5 も は をと めんき りの はなさく こ 

力ね 井 やた まの つるべの 水け ふりむろ の 矢 島 もよ そ 

ならす くもとの ぼる や 西の そら 夕日 小山の. I に、 ，^ 

はけ ふ も かき， 9 のかね のね にあす はもと よ. 0.3 玉の 

やとらん 末 はま、 田の 里 あれて やさしき 八重む くら 

こすけ よもき ふかる かや もみだれ あいたる のけの 宮 

^こ 力き せいす かの ねの 長く も かなと 玉の をゝ かな 

たこな たへ よりかく る 二つの わく をく， 5 橋 やく， 0 か 

へし 返しても むかし は 今になら はこ そ さって か へら 

ぬ 我つ まの ひかす ば はやく 杉 5- の 宿の のき をなら ぶ 

る 家々 にた. れか はや ど を かすかべ といや 跡に 見なし 一 

てこし が へ やたい 何事 も ふ，^ すて ゝ きみに さう かと 

たのもしく 中島 根の 井櫻 田 をた ど b,./^ 行 ほどに せ 

ん じゅの 川に ぞっき 給 ふ 
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百 六十 六 


心の 内 こそ あはれ なれけ いらう の 山に ひいく かね は 

や あかつき を もよ ふせ はなみた たるい のし ゆく を 出 

東に むか へ は ほの-^ とよ は あか 坂の あさひかげ あ 

をのが はらに か \ やけば 9^ はさながら な ，9 のた まひ 

か h- をます に ことならす たれもみ つ や に きた たゃ 

お い を やしな ふたき み つ の あると はきけ ど はかなく 

もさらぬ わかれ は うらめし や 名 もた の もしき ぐき パ 

川 我々 よりもな き 人 を わたして たばせ 給 へ やと ふか 

くきせ ひ をす のまた 川- 1 すゑの はなに うぐ ひすの は 

る さめい.. 0 ふか かさぬ いの さとに つ いけ やつ 、じが 

さきい ろに そ 出る；^ のつ ゆ き 、し 人に はねさ めに も 

ゆめにも さらに あはでの もり ひとつ はちす のれんた 

い へ もに しくちす ばいな ば 山 S ひのけ ふりょれ て >  J 

そ >5 きょす の 川風 はさ も ひや 、 かに 身に しめと その 

名ば かり はあった のみや あっさ をし のぐ かさ 寺 やな 

にと なるみの すて を ふねよ る へ いづく にあ，. > 松の 花 

もちり うのみたら しにな みのつ ゝ みやうた う 坂 ゆみ 

はなけ れどゃ はぎと は いもせ ぞた 、にお か ざき c> ご 

ゆあか 坂の ながれの 君よ しゃよ しだの 人心お もてう 

ら有 ふた 川と みなしら す かの た うげ よ， 0 お きを は る 


かにな が むれば ベ う としてき はもな しかいがん 

そこと もしらぬ ひの つくしの 海に やつ いくらん：；， i, う 

どうつ て はさつ とひく しほの みちひの はげしくて さ 

しでの いわ を あら 井の 里 はま 松 か へ の わかみ ど h い 

つ も. と き はの 色 ふかくい け * たの，. J ゆべ を. 見 る 0 は ら， 

わきて ながる ゝ いづみ 川い つか かたき を 見つけの が： 

-っ風 も かさまる ふくろ いのな がきな はて をた ど/.^, 

とた どり かねた る 世 中に なに かたのみ を かけ 川 や 夢 _ 

もむ す はぬ か，.^ 枕 さよの 中 山な か./, \ 'にかく こ ゆべ 

しと 忍 ひき やなに の みかねて きく 川の 色 か にめ で、 

立と まる ゆき ゝの 人は大 井川 かくき へ わびしつ ゆの 

みは はや. {  くさばす おかべ の しゅくと はお も へ 共 

まてし ばし うらみの 一 太刀う つの 山よ もとの かげ は 

あらね ども ま. 5 このしゅ くにさし か ゝ. 0 て ごし あ へ 

川 打 わた. 9 はる < ^こ 、にきよ 見が た そらに もせき 

の 有なら ば 月 をと いめ てみ ほが さき そでし が はまの 

おきつな みさった 山より 見 わたせば ゆいかん はらに. 

打つ いき 雲に そび ゆる ふじの 山 雪の 內ょり 立け ふ. 0 

う へ なき 思に こかる ゝ はけに うき 島が はら なれ やそ 

よ./ 1.- そよ とふく 風に かさ ねの きぬ をき せ W のし ゆ 


く うちすぎ て ほど もな く あけて み 島 や はこ ね 山 ，て の 

ふたご 山是 かとよ はた 小 田 原 も あとに 見て い つし き 

佐 川 こ / 行 は 梅 さわし ほみ さかみ の かう こい そ. K レ 

そ ひらつ かや ひきぢ ふぢ 渾 とつ かの しゅく S 數 かさ 

ねて 行 ほどが やねが ひも やがて かな 川の しゅくに ぞ 

つ かせた まひけ る とにもかくにも かの おやこの， S の 

こ、 ろの うちあわれ とも 中々 申ば か， り はな かりけ り 

(十一) おせん ものぐ る ひ 江 戶 半 太夫ぶ し 

こ^は さておき おせん はい つし かき やう 女と なる 力 

みのと J!- ろ/,, -と中 そらにた ちゐ るく もの あと もな 

くうきて た ，《• よふ はか， 9 にて そこと もい さや しらつ 

ゆのお きま ど ふ 身 は あちが はらまた き色づ くわ カ釉 

： たれ ゆ 、月 はや どる ぞと よそに なして もとは わな 

よん.？' きな げき も あさ くさのはす ゑに むすぶ 白玉の 

ひか. 0 さやかに すみ-た 川た へ すなが る、 水の あわう 

たかた 人 はつ、 かなく， め， ^やなし やと こ ゑた て、 と 

へと、，' はねの まつ ち 山い ふ こ ゑ くれば いほ さきの い 

ほり かた ふく 板 ひさし あれに しのち は 風 あて ゝ ふわ 

ふわ ふわの せきなら はと りの そらね も は 力る "！ しゅ 

るさぬ もの は あ ふ 坂の 人め のせき をし のぶ 力 を 力よ 

# 補 松の 落 JI 卷 ， 


ししり よす-の 也の を もげに い さぎよ きしみ づ もら ゆ 一 

.3^ よ， bE; やい る さの 山 やな かの 木 だ ちしげ， 9 あり 花 

のさ か h- はみ よしの、 よし野よ なを 上野 山 のぼれ 

よく  * たる くるま 坂 かなた こなた を 見 わたせば くんじ 

ゅのきせんと-^^/^-に-たてをしたゃの里とかゃぉも 

白む く を 引ち がへ うわきく は 色々 の もやう もよ し 

やよ しな か染く ゆる 思 ひの 數々 をい はでた^に や 山 

かすみの まよ. 9 ほのかに も 見て し 人に は あ ひたらぬ 

淺 きちり めんち やち h- めんう こんべ にかば うすね す 

み 色 ある 人に みせば やなお しまの あまの ぬれ ごろ も 

もし ほかく 袖 一 つまへ しゅす やから あや 白 どんすぬ 

ひすり はくの はいびろ を ゆか， &の色 や むらさき のち 

めんて ぼ そむす び さけ たれ 白 すげ のか いかさ を ま 

へ ふか./,, ^ときな しつ ゝな まめき みつる 折からに 花 

のこ かげ も か. 9 の 宿 心と め そと ふく あらしらん じ や 

のか.？. h- さそ ひきて さ. 0 し 夕べ の 手枕 をい ど、 思 ひ 

ぞ； n さる 、我 ももら すな もらさし とうつ 力 ふ 力く 

かさねた るつ まの 行 ゑ もしら いとの みだれ 心 やくる 

ふらん 

(十二) 上る， 0 御 せんや， 0 を ど. 0   
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ひみと —お..^^ ふりやれ お ふ h- やれお ほとりげ の ふり 

そで ^巧い ちとくち とかち をめ され さしつ 

力と せ やり はぢ よん/ \» ちょろお よんお， よろ さんま 

にもた せろ まっか ぱ もたせろ まつかぜ まっか せ/, t,- まか 

せて をけ ろの さて /\ なま かせて おけろ のさて .//^ 

^.きゃっしぢょんくくぢょんぢょろ衆|5;ぅしち 

よん ぢ よんち よろし ゆち よんち よろ さんま 

2 や， 0., の 手つ いのぬ， 0 がさお さきで ふれさ./^ おさ 

き て/,>\さ き J/-^-//^ 'あ -と/^^^ あ と さき！， て<- へ 

た と うちう くに ははな の お 江 Rt に とんと つついた.？？ 

やしな かわ を こ へ てあつ ま を さしてく た. 0 し をみ な 

かんせぬ もの こそな か. 9 けれ 

(十三) 參會和 曾 我 道行 江 1^ 半 太夫ぶ し 

戀 はくせ 物み な 人の こ ひ はくせ もの 皆 人の 迷 ひの ふ 

ちゃきの どくの 山よ ，0 落るな がれの 身 うきねの , Ji 

のしら ベ かや 引手 あまたに しげ けれと 思 ひい * たす は 

力の ひと. 0 かたみの こまの 口 を 取つ まゆ へ しづむ あ 

h- さま はしち だたいし にっか へ にしし やの ゝ どうじ 

力 そのむ かしたん ど くせんの そ はづた ひこん で い 

こまの もろ たづな もろき なみだに くれけ る も それ ま 


  百 六十 八 

いきての わかれ ぞ やわ か 身のう さに くら ふれば た 

ち もお よばぬ ふしの やますその 、はら は 草い く；.：. つ 

ゆの 下に やき やう だいの いつな きから と 聞な さんし 

ぎた っ澤 にと ふ 鳥 もやよ や あはれ をし るなら fs つ .： 

へ て くれ のかね のこ ゑ じゃくめつ，. いらくと ひいけ 共 

h.--c ゑの 花 はち もせす i もに くわ たくの 51- を 、， 

ざぃづ のみ嶋のしほきとるぅらのけふ.£^の 一 むすび 

又 ふたむすび よれても つれてと けて みたれ てな びき 

大 いそ 君 を こい そのみち すがら さ. CV しゅふべ の 比 ま 

でも こ ゝを かよ ひて きに けらし 此 こまよ/ (^むち を 

うたれ し うらみ を も 今 はかた みと 思 はす やとく とき 

給へ はさす かけに きゝ いれた. 0 しふせ ひに て かう ベ 

をうな たれみ ゝを ふせし うの わかれ をな げきし は A 

間 物 を しらぬな. 0 たがた まつ さの はこね 山な みだに 

そみ て 赤澤山 かま くら-山の やつ./ (^も かけけ を さる 

\ 力 あし 高山 かる も かくなる ふす ゐの 床に 石の 枕 や 

こけむ しろ ふた， 0 か はさ はつらから しまつ Bi- もたぬ 

かち 路の たびす、 のしの はらまく づが原 こすげよ も 

ぎふ 玉 か つらお しわけ かきわけ しどろ もどろ に 行な 

やむ ぬしな きこまの むま かたい やよ ほくに 出て あ ふ 


^もぁ..^  c ま，_=^ こ 川な か れ て はや き こ し か たゃ御 

身 とても 我 とても 花なら ははつ さくら 月なら は 十三 

やさ". .o- にたらぬ 身 を もちて おも ふ 人に は そ ひもせ 

すか、 るう きめ を 見る 事よ これ もたれ ゆ へ むらさき 

の 一 もとゆいの ゆかり そやな けき 給 ふなな け かしと 

いさめられ てはい さめつ、 水 もらさし とち かひて し 

そのう つ h- が もの こる やそで 手に 手 をと りて 行 ほど 

に そがの 里に ぞっき 給ふ此 人々 の 心のう ちしる もし 

らぬ もお しなべ て 皆かん せぬ もの こそな か h- けれ 

スト 四) としま 八け い あつま 半 太夫ぶ し 

たち 出て みねの くも 花や あらん はるかす みすみ の そ 

らも うら， >- かにに ほひ も ふかきむ め わかの やなき の 

みと. 0- 一  しほに 見ます か ゝ みか 池のお もこの はう つ 

もる 冬 がれの こ ほ もとけ て さ， > なみ や ス- なぎる？： 

の i; はたえて いま は あさ ぢ のせ ゝら 木と 名 もき しか 

げの 山吹 は を ぼっかな くも さきわた るう へ の 、みね 

の 花 ざ か，. ^はるかに ながめ やな か 寺 も h- の 木す へ も 

しげ， 0 あ ふ 五 月 あやめに さな へ とる 田 中の 村の 夕す 

すみか や b ふす ぼる 夜もすがらく いなのた、 く柴の 

e よ， N がす, た 川す-みに ごる よ をう し嶋 とい ふしき 


や うぢ. やくの 橋 も 今 こゝに うつせる 御世 は ゑいたい 

のし ま/^ うら/,^ のこ b なく はるか 東に 見へ にけ 

る またな にあ ふた^の もり- 「しの 御 せんの 宫 しろ も 

ほど ふるのき に 月 もれて さ ひしき よはの ねざめに も 

ゑき ろの す > の こまかた やかの しら 川の ぎょせいに 

も かすみの せき かの てら あるい しの まくら ぞうば 力 

いけ あきのけ しき はかなし くもむ じ やうが はらの く 

さの つゆき る まも なくた ち さらん はしば のけ ふり 

あはれ にもな からん もの は 世の 人の さだめな きこ そ 

いみし けれ まった かしこの 一村 はう かれめ つた ふさ 

と な れは うきよの 人の たちまよ ふ 心の はなの い ろ 

いろに をの かすかた をし の ふかさ かさの しづく もこ 

ほれむ め こ， 0 やどう しゃけ さの あらし や 夕し ぐれぬ 

れて ほす まも なぎさ こぐ あまのお ぶね のつな かわぬ 

身 は うきくさ のね をた へ て さそ はれわたる あすか 川 

なかれの 身と て さま/,, \1 にしな をつ くせる いろ こそ 

で を？ ろ あけぼの か ぃュ、 i やすみ ゑの げんじし きし 

お お， o/,^ か はる ふうそく はまた おもしろき とこ 

ろなる さて また 大 ひの 御 てら はだい どうく わん ねん 

よ ひのころ かの か はよ な ひかりつ ゝ なみ もい 
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さ こも こんじきに た^てん おくのむ ねつち も かく や 

と ば 力 うたが はしされ ばと ころの ぎょふと もの は 

しめの ほ i はお それし がしたい/.^ にち かっきて 見 

れは まさしく 水中に ぶつ さう あら はれまし ませ はい 

さも. CM め げんと いふし ほの なみま を わけ て ちひろの 

ある ar- やち かいの てに もれす あがらせ 給 ふそん ざう 

の hv せう あらたに まし ませば こす へ の 雪 もさながら 

に ゑん. 5 の 花とう たが はれ 二六時中の かねのね は ほ 

んの ふれん ぼの めをさまし じひ あいれんの ともし ひ 

は どんよく しん ゐ のね をた ちて ほっしん ほだいの 身 

にきす るか ゝ る そん ゐん水 所 を もしら せ 給 はぬ そう 

ぞうし や はや/^ 御 出 候へ とことば にみ のる 玉 かつ 

ら 花やか 成し へ ん せつの よに 面白 ぞ かた. ける 

(十五) 與作ニ 代 目と こよお まん 半 太夫ぶ-'. , 

賴を かけて すみなれし 五ち の 如 來を立 出て 是 やうき 

よの 中 やしき 五お よく 力水と なにた て ど 月 も 宿 かる 

直 江の 里い つも 行き は大 下の 橋 駒  もと ゝ ろ 10 ふみな 

ら すお と は 高 田の しゅくと かやい さやく わたく を 今 

いづみ ゑに しお はいと ねか はしく おも はん 人 はわれ 

とわが 心の あか を あら 井の 里 わ こくの 本 か 二 ほんぎ 
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のし ゆく を もはやく 板 まふく 風の 便 もとむ るかと お 

もへ ばつら きせき 山 やな をせ き あまる 川た ぎ.. 9 て 

おつるみ なかみ をな に尋 けん 物お も ふわが 身と しれ 

ば 中々 に 恨 は あらし 返す 共お の ^ は ひとへ に て 嗅 る 

あとな く はれ ゆけ と 心の き h- の ふか けれ！ H 妙 光お も 

見え わかす おまん なんだ にかき くれて あらい 風 こも 

あてまい 君 を ふゝき はけ 敷 道す がら ひろ はせ 申す， フ 

たて やと 見 あげ 見お ろし かこちけ りと こよの ま へ は 

御らん して こ はおろ か 也 わ ひ ぬれ はとら ふす のへ を 

わけ きても 身 を はおし まじ 口 f うき はいと ならな く  - , 

わかれお の そなた こなたへ つれ ぞ布 引山 田 中の しゅ 

くの か. 5 枕し くや こもろ のおき わかれた J- ぬぎすて 

しくっかけゃ淺まの山の淺からぬ思ひのけふ.，^ぉひ 

わけの 風に みだれて きえ-^ きえと むく ひの つみ も 

かさ 井渾 H の 夕 慕の た ひ 衣う すゐ たうげ のさが しき 

にあし をつ まだて 身 をち 3- めいわ まった ひに きも を 

けし あゆみ かねた る 坂 坂 本に いかで かわれ を 松 井田 

としば しも さらに やすら はす あんな，？' すく  、  <-」 

はなの さかぬ こす へ は 高 崎 やお， 9 ひめなら ぬ 身 なれ 

共から す 川 をば こ へ ぬれ ど あ ふせ はたえて なぎさ こ 


ぐ あまの をぶ ねの いざり-火 もた きす さめ つ、 くら 力 

つ ゝ夢ぢ はかなき ちぎ h- ぞ とかげ さ へ 見 ゆる.； a の.. tv 

の あさく は 人の 思 ふ 共 わが ほんしゃう はふ かやの 水 

ながれの 箸の さかつ きをく みくまが へ にな r そめて 

わすれ もやら すこう のす や あはれ よしなきた はふれ 

15 た 5- おけ 川と うちすて ゝ いそぐ 心に ひかれて は ひ 

r 二 もむ ち を あげう の 里 また ならびなき 大宮 とお も 

てうら はの みづ がき を はるか そなたに ふしお 力みむ 

^ ふ をみ れ * よ 家 ごとに， n- よ 人 をと むる つとめと て 

ひそまぬ ももら さしと 人手 をに ぎる わら ひのしり く 

かくうら めしき よの 中 も わたる 物から 板 橋と ゑん 

江 戶をも あとに みて やうく 行 は ほど もな く 五つの 

さま h-  i.:- のみてら にこ そ は 着 給ふ此 人々 の 心のう 

ち あはれ 成 共 中 々 中 計 はな か けり 

(十六) 曾 我 かけ 物 揃 江戶半 太夫ぶ し 

先 一 番に 見へ たる はにわ- フ 第二 代け ねかう の 第二の 

御子 やまと だけ ほ 也たん 正 美妙の 御 相好 御身の 長壹 

丈， 力 i5 む h- やうに まし て 拾 六 歳の 御 時 やそた 

ける を さしころし 又とう ゐ せいばつに 駿 河の 國迄御 

下向 ゑび すぎ やく ゐ をく わたて ゝ かれくさに 火 を は 


よつ ほのほ 御身に せま.^ し 時み- )と 御 けんをぬき 持 

て よら ひ 給 / ばけんの いき ほひ 嵐と なって みやう く 

わ をた ちまち 跡へ ふき もどせば そくと 殘らす ほろび 

けり 今の 矢 いづ は 愛と かや 尾 張 あつに の 明 神と おが 

まれ させ 給 ふな. 9 掛其 つぎは 年 城の 御宇 にっかへ し 

田 村 丸 力ち ほうかね そな へ ねび 観 昔の 力に て あく 

ま をし つめとう い をう ち 今 は 近 江の 大山に 正 ！ 位^ 

. ^と あら はれ 給 ふ は 有難 けれ 其 次 は 田 原 藤 太 ひて さ 

とまさ かど を ほろぼし 又り う 王に たのまれて みかみ 

のむ かで をい とめた る 古今ぶ さう の ゆうしな. 9 第^ 

よ ん はよ ご將 くんと がくし 山の 下 もみち いろ あるに 

よせう に ひかれつ ゝむ みやう のさけ に ゑい ふして を 

に  一 くち もしら さ.. 0 し を 正 A まんのお うごに て ゆめ 

さめき じん をした がへ たりさて その つぎは 御 せんそ 

原まん ちう すみよし の 御 じけんに て 多 田の 大じゃ を 

た い ぢぁ， 0 ばんみん のく を のぞきい まごん げんと あ 

がめ られ ゆみやの 神と なり 給 ふ 次に 賴 光よ..^ のぶよ 

よしい へ あくげん 太 その 中に 取ても ちんせい 八 

©rj めと もよ ゆ んせ いは ならびなく をに がし ままて 

せめしたが へす百人と，rt^のbたる，大船をくっか へ.す 
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こま もろこし もお それ をな し 其す がた を繪 二う つし 

門の まも. 0 になす， 0 かや 其 次 は 九郞御 ざう しき かす 

まな はて をの づ か.^ けんしゅつの 妙 を ゑて 七 尺の ひ 

やうぶ 高から す 五 丈の ほ， 9 も ひろから す はか. 0 こと 

は ごし 孫子て うし 房に もこ ゑつらん 同つ J. ゐて むさ 

し 坊佐藤 次 信 忠信 やさ かた 渡邊 ほうしゃう やさ だみ 

つす へ たけ 仲 光 かれら は 何れも 忠 ふかくち から はや 

わさた ぐいな きのいたい 無双の もの 共な り 若君 を は 

じめ 舉り 若殿原の 鏡と して 其 身 を てらさ はま t に^ 

略の ほまれ を ゑた ま はんと 四べ ん八音 よどみな く 語 

-9 給へ は 老若 一 度に あっと ぞ かんじけ る 

(十七) 樱姬 ごばん 人形 江 II； 半 太夫ぶ し 

*TN  。力 f- ははる ににてたい ゆ ふれいの むめの はなむ 

力し な 力ら の 山 ざく らふし 見さ へ たの はなまで も 

木の こすへ にさき みだれ ひわ こがらう ぐ ひすの のき 

はの むめに は を やすめね を 出し かねた る に はけい 

けい ほろ ゝ のきが のこ へけ いならばけ いと はなく し 

てなん ぞゃ のちの ほろ ゝ のこ ゑいつ も 春 かと 見 \ に 

け. 0 南 はなつ ににてす はまに いけ を ほらせい けの 其 

中には ほうらい はう じ やう ゑいし うとて みつのし ま 


MiyiiynHnnNll  g 七十 二  I 

を ぞっかれ ける しまより ろく； 0 へ は そ-,^ はし を かけ 

させ はしの その 下に はう らし ま太郞 がつ りの ふね ど 

うなん くわ じょ かう つぼお.^ ね 五し きのい とに てつな 

力，.' た. 5 じ やうら くが じ やうの かせ ふけば し ゝのぁ 

そび は を もしろ や か-るめ てた きお リ なれ はい-さみ ゆ、 しき 

御馬の， 切 五十三次に かくれの な ひ 男 よく ケ、 めた るた け 

^ さて/^ 見 ごとに かざりたて たつな かいく  hs しつ 

しつど i^,^ どゝん ととつ こいとつ，, い y あさり 出が 

けに 小む ろ そんれ はぶし 出が けに や あさのく 出が け 

にや 小む ろ そんれ はぶし 一 、、へ 二 ふし 三 やい ふた， =■ づん 

づん つれだち さあく ゆく ベ い-/^  くつ わの すいが 

.5 ん ./c 力ら /I^- り ん がら.^, 9 ん >/\' がら. 

んカら /^はい どう \- はい/ \- はい >,( いどう 

しあつ はれ 御^ か 上手と く-かの つたる のった ぞ さて 

見 こと ゑし やみに ひかる ゝ こまの いさみ や 

(十八) 平 あんじ やう 草花つ くし 

江 半 太夫ぶ し 

あらいつ く，. ^の 草の かすく いろは 山ぶ きふし のず 

き ，5- くこう きく さくら さ. うし をん.,^ ん どう 女郎花 思 

ひの 色 はい わつ ゝじ かものお 山に さく 花 はだんの つ 
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させよ かしとの たまへ ばみ さほの ま へ はう け 給 はり 

しばらく いなせな か b しが ゃゝ あつ て 申 やう あら も 

つたいな の 御 こと やげ にや こひぢ のなら ひに てた か 

きい やしき かぎらね ど さして それとも あやめぐ さあ 

やめ もしらぬ われ ゆ へ に-きみの 御な をた てんこと さ 

hvlj て はお そろし、 ゆるさせ 給 へ と 申つ 、さしう つ 

ふ ひて おともせ すきみ はいよ （'た へ かねさせ 給 ひ 

神の いがき を こ へ ぬる もこ ひぢ のなら ひとが めな し 

うらわ かき はつ 草の ねよ けに 見 ゆる 身 を もちて たが 

たま くらの むつ にと ぞ 語.^ 給へ と 有ければ ひめ は此 

よし 間 給 ひま ことに！ のせん しに はなびかぬ くさ 木 

はな けれども 此 みちひと つ はいな ふねの とてもな ひ 

かぬ 我心 ひきみ させた ま はんと や あら はづ かしの 御 

こと や はや./ か へ らせ給 ふ へ しきみ は あきれて た 

ち 給 ふが よし-,, ^此身 はてい とよ， ^をち 人の 身と な 

れば 女に も をと され か ゝ るつ れ なき 有さ-ま ぞゃ我 

も， 9 國が 手と なって か ゝ るふぎ をい ひ 出しお もて を 

見られん は つかし さよ さ ，9 とて は あやにく に おぼし 

きられぬ こ ひぢの ほどか へ らんと する に ひかる 、は 

うしろ かみの ゆきて はか へ.^ かへ りて はまた § きに 


  Ks 七ナ I 四 I 

ひへ ゆく ぎょくた いのいた はしか，. >  ける 次第 也み さ 

ほの まへ はさし のぞき 御い とおしく やお も ひけん を 

ぼ へ すしやう じ を さ つ と あけ な ふい かに わがきみ さ 

ま はるの よかせ はお どく ぞゃ 御な ふと なれば ものう 

きに こなた へ いらせ 給 へ とて 御手 をと つてう ちに い 

る 御手 もさす がよ はの 月く もに かくる 、ふせ ひに て 

しとね の-つちに いりた まひす へ はに ようごき さきに 

もた てた ま はんとの 御ち か いわり なく かよ はせ たま 

ふに ぞ ごうた のによう ごと 申せし はみ さほの ま へ の 

P- ことな. 9 ひよく れん. c の 御ち ぎり 心のう ち もした 

ひも もしつ ほと とけた る 御な か/^ きせん 上下お し 

な/ 一」 みな. f- ん せぬ もの こそな か けれ 

(二十) 櫻つ くし  江戶半 太夫ぶ し 

としのよ は ひ は 十三 四 五なる ちご ざ くらみめ はやう 

きひき， CN が やつめ もとに こぼる 、しほ かま やめした 

こそで はなに /■■、 ぞ あさぎ さくらに かば さくら もみ 

かう はいの ひさくら をめ しか へ //l-- なさる 、時 はし 

つが 心 はさみ せんの ほそ.^ て 三の いとざくら まつ 夜 

は 君 か を そ ざ くら 忍 ふに ほ ゆない ぬ さくらこせ はす 

- J しもね が ひ はせ ね どす みぞめ さくら ふげん ぞうか 


の あつ も にう き 世 をす てし くまが へ さくら ならの 

都の 八 ゑ ひとへ 京 九 ゑ は ひろしと い 、• どまた と 有 ま 

い あの 君 を 花の しんに 立 を ひて 我 下く さと ぞ成 にけ 

る 

( 一 ) 小うた 松風 

かたみ こそ 今 は あたな れ是 なく はわす る 、隙 も あり 

なんと あらな つ かしの ゆき さま やなれ しその のい 

ひか はし ふた h をめ して 立 わかれ 今 は あだし ばし わ 

.? 'る ゝ とも；^ としら か は いま か へ h- または こんどの 

ことの 葉 をい ひかい なしい や 世 を さ， 0 て 松風 も む ら 

さめ も釉 のみ ぬれてよ しな やな 身に もお よばぬ 戀ゅ 

\ にかと.^ のきぬ やたて ゑ ほし そらた きのか はの こ 

ュと もお も" けよ 見 \ もせす 夢と もな しゃう つ 、と 

もまつ のこ かけに たゝ すみて 釉 はなみた に ひたしけ 

ォ 

(二) わかれの かね 

わするな よ ほと は 雲井に な ぬと も $ 行 月と もろと 

もに めく  b あ ふせの 松 鳩 やおし まの あまの ぬれ 衣い 

かに ほす とも あま を ふね こがれ こがる ゝ おも ひねに 

宋. ir つ かしきけ さの 夢 さめて はもとの 淚 あらそ ふく 


もまよ， 0 それ.， 0 しもな き ほと、 きす 只 一 聲を 聞よ 

もうき をと ふかとう たが はれな つも はやな かば 過 行 

いよ はつ 秋の 虫の 聲々 おさ ひし あはれ もや うすおた 

も b の い お， 0 さびしき ね やのう ちす むかひ もな き 世 

の 中に わかれの かね を淸 水の あくれ は大 非く わんせ 

おんち かひ をた のみ 今 一 度た かひに 見えつ みへ られ 

つ か はすことば もなか.， 9 せば とても 此身 はむ もれ 木 

のく ちき 櫻 かさねさ. 0 とて はいつ くる 春に 我 花の ひ 

らくる ことの あ- はら や 昔 を 今に なぞら へ て 思 ひの 

に ふし しづ む 

(三) うは 玉 

あ ふことの たへ てし なくはなか^^ にか ふるこ ゝろ 

のな- - なれ- P しらて だに - 一 そとし を へ て あ ひみし の 

ち こそ 戀は まさりけ. なを あやにく の あきの 夜 やそ 

とよ しらで う V-1 玉の よはの けしき も あけそめ て わ 

かれし 床のう きま くらわ か 身 一 つの 思 ひしに なみた 

さ ヽ - J そと いまら で ふち はせ となる にあす 力 \ はふ 

； ^きな さけの 釉ふ れし身 をし る あめ はふ らね とも 心 

の そらに ラか よふ A しれ やな を あ ふことの はる 力な 

る 身の ものお も ひう き 身 を たれ かなぐ さめん おも ひ 
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しらす もとはぬ 身の 戀は つきせ ぬ ものお も ひ& つく 

しのせ きに こそ あれ 

(四) しのぶ 戀 

しのぶ  > ひ はお も ひに まけて うきなた ちまち たつと も 

よしや だいじ かさな かれた へ せぬな みたの 川の なみ 

だ たちさ はぐ 我 か 心 いなもの いなもの になる かねの 

おと あ ふに わかる、 いのちに て ふしゅび にか へる あ 
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五び やう 二つに さっと われ 女御た ちまち よる 力 へら 

ナ哲. 15 いづく に まします ぞ君 は.，.，， との 給 へ ば f  s" 

々1;- とも わ きまへ やの ふこ はまこと かとお も はす L ら 

すいだき つき 是 はくとば か， 9 にて 三 大臣 淸明 にと 

h 'つきお、 つかまつ ゝた b  くと 御 よろこび 限な し 

せ、 め、， めんぼく ほどこして 御前 を こそ 立に け 力 

ん "本朝に か、 るそう にん あ. 9 がた しきせ， C 上下お 

しなめ てかん せぬ もの はな か. 5 け， 9 

(A) 染色 馥  武江土 佐少錄 

まつ 初 奢の そめいろに さくや はないろ 花に なくう く 

ひす そめの こ ゑ あげて 人に 寿 を やゆつ.^ 染風 にしな 

へ てた よくと めした 姿の 柳 そめこ ひ をす、 竹 i ち 

ねづ みた もとにの こる かう そめのう つ- 9 やさつ とち 

らし もん 染 しとの 茶の きそ はじめ わが きがらちゃ は 

かわらね ど 人の 心の ふたへ 染 やまとに あらぬ から 力 

きゃあけ をう ば ふと 名 をた てゝ もろこし 人 は そね め 

ども かの ひと もとの はつゆ か. 5 けんぼく ろち やにな 

に はえの よし. n 口お かにべ に ひわだ ほさぬ そでた にあ 

る もの を戀 にくちば や 身 はされ かきの あはぬ 5- にし 

一 はう すがき や いっこんる. 0 のた まごいろ そらにこ^ 

1^ 铺 松の— 59 


る、 もみ； 0 はの べに ひわが のこ ゆ ひたつ る戀 をす る 一 

身の 釉の 露し ぼり ちぐさの つまこめ もね よげ に 見 ゆ 

ると くさ いろ わかた ましい も あく がれて ゆかしき そ 

らに とび 色 やき、 やうた まむし まが ひぞ めう こんき 

うこんべ にう こんみ ついろ あはぎ あさく ともせめ て 

ひとよ はこ い あさぎ そめ いれ かのこし めよ せて レく 

よか さ ねし 手 まくら に野邊 のおす ゝき ほに 出て 打 だ 

しかの こやし ぼかの こしく もの もな きお ぼろ そめう 

つ， し 色の 御所 そめ はみ な おもわくの うたの もじち 

らし こもん じうき 世ぞ めしやむ ろから ぞ めいろ ，，（..• 

のちい のお も ひや も、 色に ふかき 心 を そめ 入て 君が 

ま. た へ の 山吹 やそめ かう ばい は あしかいの あつまの 

きぬこ おとら じと すゑつ む 花や 山 あ ひの ふ，.^ 出 そむ 

る 雲の そで こ ひの そめ 衣 たつたひめ 手 そめのに しき 

色 ふ il- くこ ゑ あや をな しそめた. 9 し はお もしろ 力 h- 

ける し-たいな， 9 

(九) 現在 熊 坂  武江薩 摩 外 記 

さすがむ かし はもの ゝ ふの ふとらう くの 身と な，^ 

てもう きの せん，.^ を 心がけき かう の いっこ を まちけ 

れど 時に あはねば せひ もな く此 あしぬま にくち はつ 


松の 落葉 卷ニ   

る お い 木の 柳い ま はは やき ひよく もよ はると 云な！ f, 

ら さすがむ かし はもろ こしの かう うが はやわざ わが 

ものに て しっせきの へ いふ を もい まだた かしと おも 

わすし うちもの とつ て はし ほう！？ -し ゆつ いっくわん 

のしよ をつ くしたり すいれんな また ふ ひかみ ちり. 5 

やうがん かの 玉 を もと h- ゆみ はな を やう ゆうがむ か 

し をし の ぶ ゆん せいの つ る をなら し て はるかなる じ 

ゆ どう. のせい ゑん ひやう ふっとい る ひいぎ やうの 力 

わざ ねても さめても たしな みしに たいいた つらに お 

ひの 身の すこしよ は b, て 候 へどい まだ 心 は 春 ごまの 

いさむに つけて お， 5 ふし はよ きたよ ，0 とも まか， 0 な 

る ごらん 候 へ 此 あたりな に はのう ちの 草の はらし や 

うちん けいぎ よくしの だけの ぉざゝ しげれば ひると 

なくき りに こがくれ 雨の のちさん ぞくよ たうの しれ 

ものら 高に をお とし さと かよ ひの 下女 や はした に い 

たるまで うち はぎと らんれ なきさけぶ その こ ゑな， ゝ 

に ひま もな しさ やうの ときには 老人 もれ いの 刀お 

つと つ て 愛 をば 我に まか せよ i よば は， 9 かくれ „J け 

に はまた 一 皮 はさ もな きとき も 有い ^1 \ しし P  ，フ 

なき 我が身のう へ にや はぬ 老 やら うぢよ の みさこ そ 


InnMlnnNNMll  百 八十 二 

お かしと お ぼ されん さりながら 邮さ へ 彌陀 の， 0 けん 

や あいせんな ほうべ んの 弓に 矢 を はげた もんな ほこ 

をよ こたへ て あくま を かう ぶく さいなんの はら、 め。 

ふと 閒 もの をされ ばあい じゃく じひしんな だった が 

五ぎ やくに すぐれつ くほうべ ん のせつ しゃう は ぼ さ 

つの. K どに まさると な- 9 これ をみ かれ をき、 つた \ 

た をせ ひしらぬ 身の ゆく へ まよ ふ もさ. i る も >； "ぞゃ 

されば 心の しと はなれ 心 をし と はせ ざれとの ふる さ 

ことば ぞ まこと なれ かやう に 申せば 赛 の.！^ の..；； K 

よしな やな 心づ -f i に まし まさん おやすみ あ れ やま 

ゎヌと かざす あ ふぎの 手 もた ゆく おもしろ かりけ る 

次第 也 

(十) 藤 壺弘徽 殿う わな..^ 打 武江 虎屋 榮間 

かゝる 所に ふしぎ やない とな まめいたる あ を 女房の 

其 さまけ しからぬ ふせいに てつ ま II； のわきに た、 す 

み 給 ふはい か 成人に てまし ます ぞ やそのと き 答て- J 

はおろ か 成と い ことかな 人の うらみ をう けながら な 

のらす とても 今 はは やその をに う へ しくれ な いのも 

わても 色いて ぬ ベ しかう きでんむ ねうち さは；； さは つ 

と お ほしめ されし が 心 を しづめ てな だ やかに げ に 


デ- いなのら せた ま はすと もお ほかた はすい."^ やう 申 一 

て さ ふら ふな b さ.^ なが ら人 の うらみ を 請な が らと 一一 

ょ拆 みづ からに は 何たる うらみの ある やらん 身に は 一 

•-0  £ え はない 物 をの ふ お ほえな きと はお ろかな り 有 

しむ かしの S のうへ ともに ながめし 影のう つれば 

いはる あすか 川 はな むらさきの 膝つ ぼ をお い 出さる 

る ょ„ ^ゆ へぞ あ、 あさまし やよ もぎ ふに ひと，.^ こが 

る、 うき 身の程お も ひしら せん 其た めに 藤つ ぼのお 

んh^ゃぅ是迄ぁらはれきたりた，9かぅきでAきこし 

めし あ、 あさまし やしつ とのね たみ は 入に こそ よれ 

たがいに おしもおされもせぬ 御身に て 藤つ ぼの 女御 

:.15さ.„=,-とはにゃぃ.5-さ ぬな，=^  - 1 とさら 御身 も 7? つ 

P らも 中宮き さ きのみ やに も あらば - 〕 そ 女御の 數は 

おしけれ ど わきて たれと は 夕まぐれお ふそれ な 力ら 

我^3をっまゃぉ つと \  £.5ひ給ふはぉろかな，9ぁらぁ 

さましの 御 心ね や はや C 歸らせ 給 ふべ し 藤つ ほい 

よく はら を 立い やい かに かう きでん 御身の いのち 

をた すけ 澄 君に ちぎ h- を むすばせて ゑいく わの 花 を 

さかせつ、 わら は、 む ぐらの 宿にたい ひと.^ よはる 

むしの ね もろともに なきあか させんと J 力 やすの 


しみつきて 悲しみき たる はた ^-ぃまぞゃぃ 力に 

とのた ま 、 は.？' うきでん きこしめ しあ ふせまで もさ 

むら はす 世 はみ な 夢の うきなれ ば あす をば たれ もた 

のまぬ もの をお ろかの 人の いらごと や 藤つ ぼかさね 

て -  >  よ むすん ほうとお も へ ども 夢のう ちに もく らく 

ある お - J と は ぼん ぶの 身 を もュ b てく ちと 心 は替， 9 つ 

ゝくゃ？3^たもふとかなふまじかぅきでん ぉしカ へし 

しんな ばんに てんす ると も本來 一 物な きとき は 何 を 

か r 诏て くやむべし 藤つ ぼい よく はら を 立 そ れ人 の 

一 念 は ある もの かなき もの かお も ひしら せん さりと 

て. iMr  is うたで はかな はじと する > /^と 走. 9 より さ 

んくに 打 散し 立の かせ 給 ひしが 中に てた ちまち す 

がた を へ んじ おも へ ば /(- はらだち や 人の ねたみの 

ふかきと てうき ねに なかせた まふ 共 中々 おも ひ はと 

まる まじ 我 身 はごく やに おしこめられ はすへ の 一ぎ と 

やき へ もやせん 御身 は 君と いやましに おきふし 小夜 

のね さめに も わら はが 身の上 そし，"^ つ 、とや 有力く 

やな， 0 はつる とむ かしがた. 9 に 成なら ばな を も 思 ひ 

はます か み 其 おもかげの つらにく やと またす る 

すると はしりより 何とい ふと もい のち を とらで は 力 
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な はじと 一 一打 三 打てう- (,> と 打て しん いの ほむら は 

身 を こがす 思 ひしら す や 思 ひしれ うらめし のうき 世 

やな あ、 うらめし のうき 世 やな 思 ひしら せん 待た ま 

へ と ゆふこ ゑば かり ありあけの H: に まぎれて うせに 

け， n- かの 藤つ ぼの ぉん-^^ゃぅぉそろしきとも中な申 

計， 5 はな かりけ り 

(十 一 ) 石山 寺 契 情大州 道行 加賀掾 

うきお も ひむ ねに たく ひのしば や 町よ しみのお ろせ 

とやかくと 心 を そ へ て くれ 竹の かこの 鳥 かや うらめ 

しとい とひし くるわ 忍び 出かさ ふる <^ と 身 を やつ 

すて だ +f ま は ゆき はるの 日の なが ひかな たに , J しま 

き は をり あたしお とこの 五つ もんせ した もとのう ち 

とけて そばて 身し まひ 相濕 風呂 血 文せ いもんき しゃ 

うもん あらゆる こんたん つくした る こ ひしき おとこ 

は あ， 9 あけのから すの なかぬ 日 は あれ ど 一 度 あは さ 

る - .- と はなし かくまて ふかきお も ひか わ ふ ち は せ と 

なる か はやしろ 禰宜の やうなる 名 を つ きし 式部と や 

ら い ふ 女房と 石山 寺に いつ ゝ けの 石に はは らを立 さ 

せて ふた， 0 に, J  /,\> わら ひく さも ゆる ほむら の くら 

く ら と.； i るつ ばめ やとぶ ひ ば. o- ひら. /(.- ひらの が た 


け みれば 花の さかり もしら § き のまた たに に き 

ぇ殘. 0 とけ もやら さる 我お も ひい つの 月日に あひな 

れ そめて ゆ かしな つかし わすれ もやら す 人め 思 はて 

そ ひねの まくらな がき： n かけに せ、 のまち すしす ぎ 

なづ むの ベ の わかぐ さつ ゆわけ てつ まも もすそ もし 

つ ほ， 0 と ぬれし ほれつ ゝ JJ? あみの ゑい さら-/., \/ (, 

さあ. /t^ るい さらさ さ ら/, \, さっと こくふね の大 つ 

のうら は 七 うらなん >/^..,,o»./\> な ぁゝ七 うらなん 

なんな あ 七う らうら みの かす も あだ 人の こ、 ろの そ 

この ふたへ おび 今 はさな から そめいろの むらさきと 

い ふ 名 もに くしね たまし ねたし 口お しと 物ぐ る をし 

くけ しからぬ 心に くもるな みだの 雨 はんら はら >.(.>• 

といへ ど そ もやわれ うらみ を あだにな すべ きかな む 

ゃ大 ひくわん せおん あは させた へと ふしお かむ た > 

ひとす しのお も ひに はいる 矢 もた ゝん 石山の みてら 

にこ そ はっきに け，！ f 

(十二) 四條 河原. お 八景  同人 作 

はるす ぎて あ をば の - 1 やゑす， S- しげに しげる 木の ま 

の 花う つぎな つのな がめ もこと くに、 にる. ベ くもな 
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h- その かみ はわし の 御山に の，^ のみち 今 はし げんの 

なかこた、 よふ ァ 、 あさま しゃこの 身 はさ て 沖 こく 

ふねの かお をた へ いっかいた らんね はんのきし 心の 

つなに まつわれて いろに ひかれ かに まよ ひな さけの 

:JJ の ゑ だんげ きかね の ひ いきか. 9 ん ちり ゝん. 9 んと 

をと そふる 揚弓 はいしゃ 辻す まふ おしあ ひお しあ 

ひゆき かよ ふこ ゝは人 じ やうの ところてん なつす き 

あきはき おんまち 花 を かさり しおと h- 子の t- くみお 

と b はすみ た 川 これ も あたらし ふね 入 

(十三) 萬屋助 六道 行  都 太夫 一中 

ォ ひな けれ 弗 ももと は ぼんぶに て かの やしゅ たらに 

一 よの ぃもせなか ぬ る世さまもh^んきのしなも いまの 

一 衆生に かわらめ やかれみ これ をき くと き は戀も ほた 

一一 いも ひさ わけてみ ち はふた すしな きもの をい かなわ 

一 v* わ L  たま A とむ まれき てた めしす くな 

き 川 竹の 流れに しづ む 身の さ い ごつ ま はわれ ゆ へ ふ 

たお やの 氣に そむきに し § へに こそ たれに かまけ も 

一一 を- 0 るべき ちゑ もき，？ T- もしん たい も 見な あわ ゆ 

き.. 0 きえうせて かわせし ことの かわる をば かわらぬ 

一 やうに とさきの 世と さきて あ ふやら あわぬ やらと ふ 

. 敏 菜 *  二 


やら こふ やら しらね ともい とし かわいの 余 h- に は 力 一一 

な わ ぬと きの 神たい きそ もま あわしが うぢ 力ろ は ど 

、フ したく わち なかみ さま ぞ 京の よし 田の 祌 帳に 入た 

かみ かや いらぬの かわけ もな さけ も わき ま へ す やぼ 

こんしん かう つじん か 正 五 九月の 月く にう ぶすな 

との 、ゑんに ちとみ きたて まつる としこと に 制 事と 

、J へばたい せつに ざいし やうに いやん すはゝ さま も 

いわ >IE めて ねん ころに わし もく る はのう ちな 力ら 

>ひょ か hs のた むけ をば とふう けさん じた ことし やや 

ら けしんの わる ひかみ さま やかくなる やうな 御 まも 

,0 さ >o と はつら やど ふよく やとても 此世 はこの 通. 9 

せめて みらいは ちが ひなく ふうふ 一所に ごくらく  < - 

それ も かなわぬ ものなら ばた と へ ならくのそこ まて 

も ふた h- 手に て をと、 りくみ て はなれぬ やうに i 力け 

まく も かたじけな しゃひの もとの むまれ いてに しし 

るし に はいかなる ごしゃう 三し ，-も 一 ねんみ だの 御 

せ 、-. くわん なにな けく らんた、 たのめな に はの 二と 

のよ しあし も つまぐる じゅす のかす と てとり"/, \- 

一 さぞ やう わさせん あれらん せよ ゆくさきに はやよ こ 

一 ぐ ものた ちわた，^ あけがた ちかき たま ぼ このは やむ 一 

■  H 百 八十 七 
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る あし もよ は ）， （- とつ 、みづ たいの 忍 ふくさ あけ は 

う き 身 のす て i ころさ らし なわて にっきに け 

(十四) 子の H の 松  人 作 

まくらもとら すお ひと かす ゆ め もむすばぬはるの^^ 

のな たて かま しゃふたり ねのに くやから すの つけ わ 

た，.^ょひのしまだをそのま、にぉき手のぐひたひす 

かたつえ よわらす よす けの かさ 打 つれ 立て ゆく みち 

のし みづなが る ゝ いけ だ 川 あたと じっとの 水す し は 

ふたつに われて かたせ かわな みより 浪 にう つるせの 

てうすと るて にかげ みれば ねぬ に ほつ る 、くろかみ 

のし どけない やら わけ もな やけし やうせ ぬ 身 は 我な 

から 見る もうる さく 思 へ ともさす が 女の ひながた や 

そめて ゑが いてく まど. 0 てきせば や 君が ためにと て 

さらす ほそぬ のさら / \ とさ ゝれ めなみ かよせ てき 

ぬれ か、 りよる ひる わかぬ 

- しゃ 出し まに 

ゆく ふねの 名のら 計， 0 とこ かれきて こ ゑ おもしろく 

ひやう しと， 0 おき もしつ かにから ろのお とが いざや 

出て みよ さま しゃこ さらぬ いそうつ なみよ あた ゝし 

んき やしんき との どくや 月に はっか はお きにすむ つ 


てきしの おくさに ァ 

ちきり そや われ はまろ ねに 夢 もな. 


ま を もつ た も 名 は か りと  >ひ ひと つに あ きら め て § け 

は うらみ も あかね さす. まつの 1 おや J しに .？ 'けこ つます. i 

つうぐ ひすの なくね あどな やし ほらし と 見る に つけ 

聞に つけい つれお も ひの あく 田が わ ふかきね が ひ を 

かけ まく も 神の めくみ はおと こ 山 まもらせ 給 へと ふ 

しお かみ 月のお ほろ のた そかれ にか つらの 里に つき 

給 ふ いろと なさけの 世な，， 0 けりう き 世な h- ける US おり 

やとな つむ このみち はか. c- な， c 
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出崎 通 ひ 
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祭 文 

市野屋 
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曾 我 五郎 


嵐 三 右衞門 

同  人 

中 村 七三 郞 

同  人 

同  人 

大和 屋 甚兵 衞 

同 甚兵衞 

同  人 

風 三 ffi 四郞 

勝 井 右 衞門 

同 長 右衞門 

竹 島 幸十郞 

同 幸十郎 

生 島 新五郞 

同 新五郞 

, 山下才 三 郞 


古今ぶ し 歌目錄 . 

一 なぞのう た 二 小 栗 馬 之 段 

三 あさいな  四 富士の あらし 

五 み うれし  六 鼠の 畫ね 

七 老 ほれ 枕  八 うしの 綱 

九 ぐんない 八 丈 十 有 馬の 松 

十一 いろは  十二 天の川 

十三 山 ほと、 きす 十四 いなり 參， ft- 

十五 浮世 ことば 十六 茶の み 時 

十七 さいの 川原 


京の 名所  _ 多 門 庄左衞 門 

若松 風流  岩 井 左 源 太 

濱川 風流  § 松 本 &mz  ^ 


增 ii 松の 落 紫卷三 

I" 松の 落葉 卷 第三 

( 一 ) 福祌 出端  嵐 三 右衞門 

ニ上リ そん もめて たいい ゎゐ 申よ ゑび す 三ぶ 殿と 大 

黑 天が どっかと ふんだ 後に 中 かに やよ ねたち を 思 ふ 

よふに いれての 戀 する 人の -I - ない/,, \ "に 、にどつ 

こいさに、 にどつ こいさに つ こり/^ に こ/,, とも 

さ おわらいあった にさ 福の 祌じ やよ しっかい ざいし 

よの 庄尾殿 だん ベ ぃゑひすょぃ/,.>さぶどのはっ，0 

さほをかたげてゑぼしか..^きぬしゃんときてみきゎ 

よふて よろ 'あしもと はよ ろ-/^ よろ/,, \>./^i 

船 - 1 ぎ 出て つり をた るれば あらお もしろ やひ く は 

./I- 'ひいて しゃくる 所 をつ 、と あげてみ たれば さて 

- 」そ でっかい よいお めでたい じ やよ の 大黑殿 はいな 

よい. （たから くらべ のしろ ねす みち、 すいつ い つ 

だ きついつ 袋のう ち は ご そく 打 手の 小つ ちに すい 

のおと しゃん こ/、  くやく 六つ 無病 そくさいに 

七つ 何亊 ない よふに 八つ やしき を しんちに ぐ わら， 0 

，こ ひろめた 九つ こぐら をた つるく/^ 地形 を ゑい 
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や ゑい  -と もつ きたつ るな に は 入江の 三 

つの 浦風 

(二) 藤內 だんじ.. >  出端 嵐 三 右衞門 

二 上り 藤 內次郞 殿 わい の ふ ゑ ふきの ややく でしち く 

かん 竹の やっこの ほこ h' を ささつ とも はろ ふ て 

のとう らいの.. （-' 笛 人の 物 はとら いの 我が物 はやら 

いのと 合 ふいた る はさっても ふいた 笛 ふきと どっと 

ほめて と をした. たん； 》  ,0 打て はやした だんお りうつ 

たみ さいな 藤 內三郞 殿 は 小つ ゝ みの 名人で あか ふの 

ど ふに かレ がわ くれ くれないの しらべ を、 ん どり か 

けに かけさせち \ つちち ふつ ほ -/l^ たつ ほ、 つたつ 

た-,/,^./,, ^/^合う つたる はさ つ てもう つた 小鈹と 

わつ とほめ てと おした だん ぢ. 9 うつたみ さ いなたん 

じ， 0 うつたみ さい な 膝 內四郞 殿 は いの 大鼓の やくで 

しったん にしつ たん z/^-,,^ しったん つくる おんで：" 

姓 明年 は 八たん じ や 三 明年 は 十六たん く 丹 波の 國 

の 御 百姓と 合 打た る はび やくら い 上の 町 下 の 町と つ 

、とほめ てと をした 膝 內五郞 どの はいな 太鈹 打の やく 

で大 まいの 太鼓 を あそこら もとにお か せ てきんのば 

ち を 手に もちっ^^  )/\ つ てん /> - 'てれつ くによ 


つ 、てん-^ とんから つ 

とんとう つ ほれた なる かならぬ か戀の 中の 町な かの 

中の t;^ をと を， C とふ はな けれどな ま だ - ) てん/ 

だ あ たま をみ たかく まの 小び くにん がちと く わ A 

くわん. //.^  くわん ともなる は 夜 あけの かね はつん つ 

ん つらい かづん でんと ふから やぐら 太鼓の をと によ 

h- くる 

(三) 東 妻 道 之 記 出端 中 村 七 一一 一郎 

本き 子 きの ふ は 袖に 包け， 9 け ふ 九重に 旅の そら ふ，， リ 

あ. ナ みれば かのこ まだらに ちら/^,/,^ と 雪 間に 見 

ゆる 富 士の山 やうく 愛に きよみが た そらに もせき 

の 有なら ば 月 をと いめて みほが さき 名に のみき、 し 

きく 川に 夢 もむ すばぬ か，. -枕 小夜の 中 山な かくに 

はま 松 かえの わかみ ど， 9 さしての 岩 を あらいの しゅ 

く 「さいれ め 波が よせてき てきしの おくさに あ、 ぬ 

れか、 る 思 ひ うら 有 一 一川 やげ に 潔き 道の ベ の 

雲の はだて に戀 しき 人の こ ひしき ゑに しなつ かした 

だ ひとりねの はんお よがね やの B-c 西 を きっとみ 

た X  5i 月 15 な 0: はても せで 礎に おな みがな A  0 への 

な ひ ゑの おろしが 礎に 打と なん 浦々 とま..^  く を 打 


過て 大渾 の-つらに 着 給 ふ 

(四) 右 出端の 跡 遠目 金， 同  人 

ニ上リ あづま も 京 もた えせぬ は戀 とい へ る くせもの 

けに戀はくせものぁの^59のめしたる こん/,^小釉の 

釉 のうみ しつみ はつ ベ き 我が 思 ひよ しゃ 吉 野の はん 

はなよ， 9 も/、 あの や 君 さまの おも はせ ぶ，.：^ にしの 

びかよ は > みだれ あ ふせ も 有 や らんげ にはづ かしき 

^Sf3-  うつ ゝにも いふに いはれ ぬお すがた をた が 

せきとめて かよ ひお に ふた，^ 枕 を かわし まの はし を 

かけた や あの さとへ とひた つ ほと に 思へ ともへ おつ 

る 中の かなし やなと かく 戀に はやるせ なや 

(五) 八幡 詣 出端  中 村 七三 郎 

ニ上リ げに いさぎよ や 心よ や だてな すがたの 男 

山 ひく 手 あまたの ぁづ さ 弓 やた け 心に 我が 戀の岩 音 

成て い つまても 君が 八千代 はっきす まじ，/^ と 力く 

すてぬ は をみ なへ しむす ぶ 契， 5 はちと せ 山 はなの 情 

は猶っ さじ いろは さまく しなの 梅 八し ほ 紅梅 あさ 

ぎむめ 地 はう すいろに かのこ 梅 まだい わけなき こむ 

め ふ-^ょゃひゃぅしもしなもと-：^-—-に君カ手なれ 

し 手 ま.，； >  梅をも て - J ほれて はら C と 穴ェに しられ ぬ 
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增，^ 松の」 slf—fjll   

あられむ め われが 思 ひ を 筆に まかせて かき ほ 梅 文 を 

ば 君に やり 梅よ どの 川瀬の なんな どつ こい やれ さて 

さ て ./I ^"./^ 水 wf たれ を まつやら くる..^/ 、とめ 

ぐり あ ふ せの：^; 化 は ほ ん に なせ に ； 0 よろ は； S てまた 

ぬ ぞ誰を 待 や らく る z,^  /\ 'とめく り あ ふせの き； 忪 

はほんに なせに ちょろ は 出て またぬ ぞ さても. { 見 

事 やいたい けした る もの あ. 9 は. 0 この かほ やぬしち 

がふ 千 種む す ひに 俊む すび 山し なむす ひに 風車 ひよ 

うたんに やどる 山が らくる みに ふける 友き とら ま；^ 

らの 犬の 子と る やよ もき の や はた 山 

(六) 椀久 出端  大和 屋甚 兵衞 

二 上" たど. 9 行 今 は 心もう かれ そろ 誰かい く 野 を ひ 

き ぬ きしょ. 0 いつの 比よ あい なれ そ めて かよ ふ 心 

の いくせ の 思 ひしの ぶつま 戶を ほと  >(. 'た、 くは栋 

ク かさ h- と は-/. \- うけ ふかの しの ぼかの そつ こで う 

けだせお も はく を これ /(>■ /(^ うけた もの あの やわ 

ん きう はこれ さ./, \> 鈹の皮 かの ふ ほん へしん； て ひ は 

- J れ さ^, \ 'うちぬ い た ほん ほ へ しんぞ の， cS まん へ と 

かく 戀には 身 を やつす . 

(七) 難 波§ お 論  大和 屋甚 兵衞 


圍 I    百 九十 二  II 

ニ上リ なに はづ にさく ゃ此 はな ふゆ ごも，£^今を.^!る 

へと さ きそ めて さか § る  一！；；^ もしげ る よ の 幾 代 かさね 

て はもし ゆるよ の 君が よは ひ は 萬 代の 久し かる へ き 

ためし かや 國も ゆたかに 民 さか へ .モ- のさ かづき 手に. 

もちての め やうた ゑ やさ いん さの - 1 ゑす みわたる め 

で た さ よ 我 も か はらぬ うれ. しさ よこ、 なと Q  二 はな 

いくつ 十三 七 つ あ らま だ わか やさて も/、 わ ご. 0 よ 

はたれ，.^, の 子 なれば しほら しゃ おどれ /(^ 愛 な 子 お 

ど 出せ 見事 てん 手び やうし も そろ C た^,.^, てろ 

た そろ/ \,,(, , ^月の ゑが ほの てったり や も 

みぢ がさ そり やか いかさよ，./, \> しんきし の 竹ね ざし 

に あられ はらく/、 くく 落て みだれて 夜ごと 

にかよへ ささ まが ふ.. V だす 形 ふ 見れば さても そな 

たはい としゅて ならぬ さても そなた はいつ もど いん 

ととつ こ .0- ど^ん ど どつ こい ど^ん ど どん ど U. ござ 

れ 5^ いさつ さ /\  55 いさ , /( \ さ ら /\  /\  /\ る？ い 

さ つ さ ござれ どん ど、 うて は ひいく へ こや 野の しゅ 

くの ゆ ふ 女が そで を しづ ,  -> とも ひか へて いま 

やう はらう ゑいし ぼ， C- はぎ をう とふ と おさ へ て を 

も ひ  f 

しいられた 此 さけに たべ 醉べ ろ. 0- くべ ろつ くく だ 


まき やる かに ふなじ やわい のの めの よい 上戶 衆の ffi 

に そっとい たれば 雪に ひやかかん 吞 みかねお か、 る 

か 、，， な そ もお そろし うは をん じ やらない うら、 が や 一 

うな そこ もない 蛇 之 介が なんでもの まんと おもへば 

、—ま. 0 かせと かなん きんさら けさ 打 わられの す. 9 こ 

ばちね る やうで ね もせいで しっく，.^ がっく，.^ ね 力 , 

して はねられな いはや 明が たの 時 太鼓とう 打つ の 

どん， （ »/ ^とう 打つ のとん と打納 ゑい やつ I」 も聲 

をせ い さみに ぎ を ふか どの 松 竹 

(A) 梅 揃 石 切  大和 尾 甚兵衞 

二 上" おもしろ や 四方の 山邊も 白た へに みわたす そ 

ら のうす くも， 0 雲と 見し はしら ゆきの 白雪の C は 

ら へ ど ふ. c つもる はなと 見 まか ふこ i;' へ /(....■ のし ほ 

らしゃい つれ もしろ たへ にな かめくて 雪 もこ ほり 

も 其 ま、 に そで を かざし 立 よれば これ はきい の 花き 

り くべ てた のしみ のさけ に いざや あそぶ ベ し 先 ふゆ 

きょ b さき そむる まとの 梅の ほくめん は S ほふ じて 

さむき にも このき よ b もさき たて は 梅 を .5?- やそ t ベ 

き 生れ ざいしょ はいしき. 5 のし やう でんな もの も少 

とかく こさん 用 もす るか へ 何 所の 釉 かげんで 女ぼう 


ももたぬ へ 梅 はさま/,, ^有が 中に さ はやざきむ. め ほ 

つと， 0 とくしな 物く しなの 梅 思 ひこが くこ 力 

V て かく： ト.. ： つ さ をた よりもう めて や.^ 梅 やそな た ハ 

とんと とひむ め やゑ. たが さわら は 御 めん なれ ふ，.^ ふ 

つ て /\ /\ ふって /\ /■、 ぶ h- ふった flh-.ft リ-ム 

が 袖の 香のに ほひ， 村 はつ ユ n ゆかしき うぐ ひす、 レ « ^威 

につれ て ふ はとみ たれ -く てし だれ 梅し な 

とひ やうし をかぞ へ^^て それ z,,^ そ わ C そ れ 

C そこらで しめろ まかせて をけ ろの とんと と 

んと はすんだ 手 ま，. -梅 ひい ふみい よ 五つむ なんな や 

こと ま. しと、 ん とん. /(- とん /. . -.. ,J ろ-/, \ 'とろ 

/(.- てう ど 百つ いたお もしろ やかす （のさ かづき 

は どこ./,.^ へ まわった 長 一 一長 七 長 一二郎ち よろ W 

きの 畏ニ郎 はなしがいの ぐい 太郞 すくわん ぼうが わ 

どうは やした て、 あそんだ 

(九) 關東小 六  嵐 三 郞四郞 

端 g! ね やの 戶 （'扇 車の ゑい ゑいく る -/l 、とめ 

ぐ， あ ふせの 波 まくら さんやれ 

二 上 "「小 六ついた る 竹の杖 小 六 もとは 尺八 中 は 笛 小 

六 末 は 女郎 衆の やっこり やつ まか ふ 鹿 かの 筆い とし 


墦 補 松の^ 葉卷  一二 
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_s? 補 松の 落葉 卷 


百 九十 四 


君 さまと ねたる 夜 は 小 六 寺々 の ほん りん， （大 島.^ 

鳥 の 羽 ふし をた、 いて ぼと/^ 1/ {•/) ふ ら /(^ 

さが，^ のばん 太郞 おやじが して 、ん 太鈹の 、ほん ほ 

ゝ さまの 保 わすら りよ かど こで みた ぞっ としたと よ 

へ い Z 、君 ははる さく 梅の 花 じ やが とよ へ いく 

きみ ははる さく 梅の はなじ やかと よ ゑい かをり 床し 

きなh-ふ，.^はぁりゃ\こりゃゝゑぃ  z/^- さっさ ゑい 

さ つ さ さ つ さ ふ， 0 袖 床しな つかし 

(十) 戀の 風流  勝 井 長 右衞門 

二  J リ おもしろの 山 さき かよ ひや ゆく も 山み ち もと 

る も 出， I ち 心のと まる も 山 崎 か のさとの およろ と 一 

夜ね たれ はす はらめい たとい はれたん がらが といの 

ふ 伊勢のお ま へ で ゑ ひして せひた ま づさを ひろ ふた 

へ ゑ ひして せひ おんな かお； 0 ぞ のおん くじ おんと， 9 

をん み^ば 一 にや 貳が おり 貳 にや 三が をり る ゑ ひし 

てせ ひさても たま づ さはお めでた ひぞ やゑ ひして あ 

わして これして せひ， V- 」 でかさ もてかん 五兵^ づき 

んの もて こい あみがさ もて こいない 五 丁 まちの たか 

らじゃ 千 1 萬 丁お くれ/、 を か へる さはと らさ にな 

つてお くれ/、 を あり やん，^ や.，， ，\ 'しつ/,, \ 'うどい 


ん どへ も ひとつし てこい 五 丁 まちの たから じ や 千 丁 

萬 丁お くれ/^ を か へ る さはと ろ さに なって おくれ 

./,-\- を あ. 9 やん， 0 や/ \ しつ うど いんと へ 五 丁 

まちの たから じ や ふった やっこの ゆかしな つかし 

(十一) 山 崎 かよ ひ  勝 井 長 右衞門 

ニ上リ おもしろの 山 さき かよ ひや ゆく も 山み ち もと 

る も 山み ち 心のと まる も 山 崎 かのさとの ぢょ ろと ； 

夜ね たれば す はらめい たとい はれたん がらが といの 

ふ 伊勢のお ま へ で ゑ ひして せひた ま づさを ひろ ふた 

へ ゑ ひして せひ おんな かお ぢぞ のおん くじ おんとり 

をん みれば 一 にや 二が おり 二に や 三が を .9 るつ； ひし 

てせ ひさても たま づ さはお め でた ひぞ やゑ ひし て あ 

れし てこれ してせ ひそ こで かさ もてかん 五兵 衞づ 5 

んの もて こい あみがさ もて こいない 五 丁 まちの たか 

らじゃ 千 丁 萬 丁お くれ./.... 'を か へ る さは とら さに な 

つ て おくれ/ 1» を あ. 0 やん. 0 や/., 11 i つ/ (^うど U. 

んど へ も ひとつし てこい 五 丁 まちの たから じ や 干 丁 

一 € 丁お くれ， （'を か へ る さはと ろ さに なって おくれ 

./( -を あり やん り ,3 , ^しつ./, \" うど どんと へ 五 丁 

まちの たから じ や ふった やっこの ゆかしな つかし 


(十二) 成 相  竹 島 幸十郞 

二 上" かま くらの 御所のお 庭で 十七 こ 女郎 かしゃく 

をと る ゑ ひそ， や 十七 小 女郎が しゃく をと る い た， 9 

すがたで うい 事い ふたよ ふい ふたく 思 ひねぬ 夜 は 

そこ 心實 からまち や あかした うき 代と ふ， = ^もの だて . 

しゃの すがた そなた どこ へ いき やる 夜更 てからに し 

しおまち やれ つれに なろお まち やれし ばし しばし 

おまち やれ つれに なろ 君と われと はれん ぼ れんれ つ 

れみ そめし：：；：：； は 多 けれどし かも 元：：：！ 初春に もよ つ 

と 見て とろ^. ^.-lof け て う か とす そやたん；； 1^ 

块 にと h- つきひつ 、きく ゝ いたれい の^- -れ - 

れんぼの ふかま じ やと しれた 一 一世の かね こと さっさ 

ふ h- 釉さ き 手の 行列 ぼつ た て ろ 

愛て はやる ささつ さよい やさ 三十 振釉 四十し まだ さ 

さ つ さ さ よい や さ だ て な ふ .^^ か しな つかし 

(士ー ご 祭 文  竹 島 幸十郞 

二 上" 萬 代の 祌 のみことの 二ば しら あ をく もお ろか 

な h- げに 世の はじめ 其み なかみの あかの 水き よめ 舉 

る まつ 人 問の 初 SJ を は 不動明王 のうけ 取 給 ひて 本來 

穴ェの 一 もつ 二れ とか や はらい めたて まつる のつ ぎ 

5S1  落 3^ 三 


をば いかにと 尋 るに 本心の 靈心 わたくし なく 初て め 

、.， とくと 名つ けたて まつ るの 二  EJ めに はとつ この か 

たちの あら はれて これ をた のしと 名 づけ 舉 るの 我 朝 

にて は 神よ， 9 と あ をぎ なづ くる 所 は へ * たつれ どもん 

じ §  ^薩 のうけ と h- にて さん このかた ちに そな へ 給 

ひ晝夜 まもらせ 給 ふと かや つぎをい かにと たつ ぬる 

に 五つ 月め に は 六 根 手足 を さいしきて 五體 殘ら すれ 

んぞ くし ft 時に いた. 0 て地藏 菩薩の 御 守. =- てう あ ひ 

ことに^から すち やう +T^^ あわ ゝ かふ. し：：；； 

のめし やくで うに 打乘ッ ていん じんしよ/ \ ゐんじ 

ん しょ 一とい さみ 給 ひて つぎを いかにと ？ るに 六ッ 

月め にな，^ しかば この む處ほ つ する 所 自然に て うじ 

母の 乳 味 をす いとる 事 申さば いはく 凡 三 石 六 斗な. 4 

つ ぎ つ ぎ C は あしく み ろくの 御守り 當 る 十 は大 

日 の 御守り 四方に くわつ と廣 め 給へ は 梵天たい しゃ 

く 八 百よ ろづ よの 御 神 かくら を そふし 給 へば かぐら 

のす、 が h- ん.  、  ん z、  .z,,^  h-  <：  /■、 

くう つた. o  く 太鼓つ いみ どん /\ からく とん 

からが どっと 生れた 若 ゑ ひす 顔み せ 代々 の わらいが 

ほお もしろ や 
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-, わ i と 成て い つまで も 替らぬ もの はとき わ 木の は 

、—ろに まよ ふ 人 ご ゝろ地 を はしる けだもの 《仝 を かく 

る つばさ も に はたれ も 身 を やつす いやいや わら は 

> ひ とひ やうし 一 がん さそく やっとん /(^二がん さそ 

くやつ とん./. \' さきの ちからに やよ れつ もつれつ や 

ととん. （>とん{ 'とん （'うけてな がして 釉 返し 

俸 はみ ゃロ戶 田 小 坂 そちが 思 へ ば こち も 思 ふよ ほん 

にさせ いもんし やたら ほん 誠につ いくのつ い 我等 

も 思 ひそろ 思 ひと 戀と はかつ てんか 君が さか づきつ 

く.//^ つつ てんつ け ざし 三ば いのめ やうた へ やと 力 

く 世の中 

(十七) 京 之 名所  多 門 庄左衞 門 

二 上 M- 須 まとい ふもうら の 名 あかしと いふ もうらの 

名す まや あかし も 外ならぬ 花よ もみち よ 月 雪の あけ 

の は 筆て 書と もつ きせぬ みや こぞお もしろ や 

「北 は 黄に みなみ は 靑く東 白に し くれないに そめい 

ろの 山 は みやこの ふじ なれ や ふもとに っ^く 市 はら 

やお ぼろの 淸 水に 影 はやせの 里人 小 原し つ はら くら 

まやき ぶね あの をく 山の 柴と いふ ものお b.c お 

/l^ 'お. c-.^ (- 折て たばねて き，.：^ ゝ とむ すんで しゃ， C 

培 稀 松 の，^ 菜 ®  H 


と いた、 きつれ たお はら 木 を こいく 小 女郎な せに 

こおよ ろ は 出て またぬ ぞ 小女郞 こそくれ 山 ごしに い 

たいき つれたお はら 木 を さても そなた は 春の 花 あさ 

の 中なる いと ゑ もぎ 思 ひそめた はは づ かしゃ 思 ひそ 

めた. 9 やうき 世 も いらぬ /( \ 'やれ さて ^.z {/\ 

うきよ も いらぬ ゑんで そろ 物ち とお どろと ゝ のカゝ 

の （- とゝ のよ い 子 を まふけ てた もれの ふ 上下 なれ 

てよ いとの をく むこが くる やれむ こがくる むこ ど 

の こ ばか ま 可に いろに そめよ ぞ ゑい/, \ 'はな い ろ 

»/,-- かちんば かまち やくして き-.^., じ- C せう 

におく の ざしきに おん も とねて かたろ お ふその 

おくので いからよ まので いまて さん C さんさく 

ま はれと はんな よめに はさん さぐ- 9 あたらで ひけつ 

らおと こに さんさぐ， 9 あたった はつ ちやこ わ 物なん 

と し ょぞ， 9 んと はねられたん ときの どくしゃ ら や 

くしゃら »  ^やさつ さし やらの 戀路の 心根 や 

(十八) 若松 風流  岩 井 左 源 太 

二. M リ めでたの 若松 さま は よんの さか ゆる はもよ U 

らん は 葉 もしげ る よんの 枝 もさ か § る 菜 もよ はらん 

は 葉 もしけ る よんの ふく はらの 里の よねく ろ は.^ 松 

I  IB 九十^ 
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はら かよ ひ 十八の/,, ^君と な 君と ねの ni のまつ 夜 は 一 ろたん だ ふれ， 

よねく ろ .ivj こ てみ たみ ゆると ささ つ さ 見 ゆる と さ 十 

八の/, \> おとね の ：n のまつ よはよ ねく ろ どこて 見た 

み ゆると ささつ さみ ゆると さわけ の前髮 ふ，， J もと ゆ 

いのし かくまき はでな こせう しゅ は どれ あれ は 

_.て れ は ど い ど へ さ，. V6 のおす きと て ちんち， 0 め/ ル- - 

の ほん ほゝ かたに はか ら むめ やか らま つに か らし 、 

をぬ はせ てす そやた もとはう らふく もみが ひら./,.^ 

ひさつ さ ふれ-,, \ 'ゆかしな つかし 

T^^*«M£^  山 本駄門 

グ I プ，/ も IVBITW  近 松 S 之 助 

ニ上リ ことし わたりの きゃらで はない とめて ねま 

きの そめ 小釉 ねまきの とめて とめて ねま き の そめ ト 

袖 はま 力 わの 女郞 はお 手が あれ そろな よ ゑとう， 0  ^ 

なま ま川繩 のでん /(- てん 出 所な よ ゑ 我戀は /\ 'ま 

るき おこけに 角の ふた あい ます- きま を あはせ ども あ 

はぬ よの しゃ てん はち まっかせ 「 さまが くる や.， つ 帆 

力み ゆる そこ 介 こ ゝ 介が つ てんか. i ま をし きね に梶 

どっこい かお-ど つ こい 枕 よんの ご ざれ 沖津の の ほ ほ 

ん にほんに さほ ほんに ほんに さま ま， - 1 i  - さま 

んに くさ ござれ 沖 律の どっこい わかれの 野で しげ 一 丹 出端 終 
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古 八 「新 左 衞門 


( 一 ) なぞのう た 

そこな. tJ ん とに なぞ なに こちゃ なぞ しらぬな <: 

との かき かね はづ すが 大 じかけ るか 大 じうい も つら 

、 もよ となが なわて 身す きな. 0 や 二 そふね も ひけ ふ 

ね を ひくと てな せ そて ひいたい かに おんら がい.^ な 

る もので しんらぬ しらぬ とお もやろ けれどめ もとで 

もしる のり あ ひふね のせん とやす みやれ ぁゝ へ つと 

しょし わ ひ 女郎し ゆやい やなら おきやれ おかいで な 

ん としょ こと はか、 ぬぞ こちの ふね まきゑに かきし 

ふねのう ちみつ こや かし まやこん びくにん 御 出家 庄 

やどの ぬけまい， 9 こほうら いかく どいた れんぼの や 

みの くら か. 0 にあ かゝ. 9 あし を さした した さま じ や 

こさらぬ やっこの うわ ひげ さなで たこ めんく 十め 

ん つく， 9 て ひかられた ひげが はげたら こめんな わ 

(二) 小 栗  古今 新 左 衞門作 

本調子 いかに 鬼 かげよ くきけ よ 牛は大 H 如來な りむ 

ま はばとう くわん おんな. 9 けいん 化生の ものな わ ど 

あまた 有け る 其 中 になん おこと さ ら人 まぐ さ を はむ 


ゆ へ にち くしゃう の 中の 鬼ぞ かし- 1 まもし やう ある 

ものなら ばみ ゝ ふ，=^たて ゝ よくき けよ 口に く  /  -, 

うとの うればい きながら ほとけになる ぞ鬼 力げ よに 

よせ. vT くしゃう ほつ. ぼ； U いしんと きく 時は汝 もた し 

'にちやう もんせ よそのと き 鬼 かげ は 畜生と は い ゝ 

なが ら戀の 哀を閒 わけて もろ ひざ お ていた し は 

人間 もの はしらぬな 

(三) 朝 伊奈  同人 作 

本調子 あさいな いかにと しか， 9 ける むねんなる 力な 

世の中の それ 天人に は ごすい 人間に は 八苦と て 八つ 

のく の ある その 中に ひん ほど つらき もの はなし ひん 

くと N- にもな， 0 ぬればう とき 人に はい- 5 -I -, まれたん 

i に 衣 かさね、 ば 夜 さむさい と、 たえ やら ャ 朝夕 力 

とぼしければ こと、 ひか はす 人 もな く 日 縫 りじゅん 

ぎ に まじ はらねば なぐさむ かた もさら になし た ま 

たまれつ ざに つらな， 9 て 心 はかう で- „%, 人に すくれ 

て，： A ゆれ ども かさねの きぬが うすければ かたみし よ 

,ズ ら で く ち お し や 世 を も 人 を も ^；? の 葉 の う ら む ベ き 

やう あら ざれば たもと を かほに おしあて、 たいさめ 

さめと ぞ なきいた b 
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(四) 隅 ra 川  同人 作 

本調子 吾 は みやこの 者なる が 人 商び とに いざな はれ 

あづまに くだる 玉 ぼ この さも あらけ なきもの 、ふ：？' 

あゆめ/^ と 打つ えに ぁゝ +C ゝは ゝの戀 しゃと なく 

より 外の 事ぞ なき 自是 江戸 流 位 ニ上リ 「、- たまし や 

を さな ご は いま を かぎ， 0 の 下よ .5 も 父 はよ し 田 0 少 

將ょ名 はむ め わか， i 申 也 みやこの 人の 戀 しゃと にし 

にむ かひて 手 を あはせ 南む あみた く  J/. \( 

(五) 富 士之嵐  同人 作 

ニ上リ ふじの あらしに ろかい をと られ^,^ ひと. 9 こ 

力る 、田 子の うらさん せう めが こせう を 女房に せう 

とおしやる たうが らしが なか ふ どやれ たで ほが ，9 ん 

きする とふで も わさ び はまな を まじく へ 

(六) 三嬉敷  同人 作 

ニ上リ うれし /(-> が 三 うれし ござる 初手に ごさって 

も ふられぬ うれし やどの しゅび さ へし ゆびさ へ うれ 

し うらが みなとに や ほ， だす もうれ し うれし へ 軒の 玉 

才 とく  ごされ しげく ごされば こされば しげく. 

カノ 力し る 

(七) 鼠の 晝寐  同人 作 


  二百  ， 

ね やみめ がさんの 野屮に ひるねして なね- 1 に 子と ら 

h- よと 'をみ たな まも .c よかけ さ へ よけの まも， 0 を 

な ひるねの ね 事い ふたお かし さはいの うちの なへ し 

かま も ふ Y,- ぞ， o- くわん す もと ふ. 0 や.？' ゝ みなこい ね 

(八) 老 ぼれ 枕  同人 作 

としは 寄まい うらが 部屋 へ は 猫 もこす ものお ひ ぼれ 

»/ (—こちよれ ちと- /t^- 抱て によす もの > /^だ ハ てち 

に よす もの 

(九) 牛之繩  同人 作 

ニ上リ ひいた b. な 牛の 繩 をへ そんれ は ひき やる こと 

じゃとの子のなくさか.s^-としょかまもょくかれちく 

さもなん なびけ なびけ やれ 

(十) 郡 內八丈  同人 作 

ニ上リ 山の 上に は 白ま. S 靑まめ 枝 まめし ろ ひふくろ 

は ひさう のしい 竹 芋の はの 露ぶ， ひ しゃ， 0 とこれ の お 

さつに はたお らしよ ぐんない 八 丈 こくら.： ぐん 

ない A 丈 こくら じ ま 

(十 一 ) あ，， >  まの 松  同人 作 

ニ上リ まつに なりた やな あ まの 松に ふぢに まかれ 
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て ねと こさる まかれて ふじに ふぢに まか e ーし ねと ね 

とこざる なさけ 有； £t- の 花の ゑん 

(十二) 伊呂波  同人 作 

ニ上リ 子ども 'よ 髮 結て とらし よいろ はに ち ，9_3 

る を わ かわが よたれ そつね ならむ う， Q のおく やまな 

けさこへ て あさき ゆめみし ゑ ひもせ す 京 宵に やわ さ 

ん よなかに や ほけ き やう あか つ きおき て はゅづ のき 

佛 紙子く あ \ 、川 紙子へ 

(士 一一) 天 野 川  同人 作 

ニ上リ あまの 川に は 水 こそ まされ さても やん れぁふ 

よなら ぬ へ はし を やん れ かきょ やれ かさ、 ぎの 天竺 

の あまの 川に しろい をけ がな がる、 奉公す ると 

したう ふやに やい やよ それな せに 七ッ をき して まめ 

みがく/^ 七ッ おきして まめみ がく 

(十四) 山. 郛公  同 入 作 

二 ヒリ 花の ちる とき や はつほと、 ぎす やま ほと、 ぎ 

す =T は 三 ケ；： ：； かたわれ いびつ まるい なが H:  くる 時雨 

リリ. をな が む る 火 をけ の あ ぶ な いま どの あ かし くれ 

竹い， よの 枕戀 にね ぬ 夜 はふた よみよ 

(十五) 稻荷參  同人：^  一 


I    二百 二  I  I 

. 二 上，' こけ や/, \> ひけ や./,, ^牛の もう も ふつな を、 

柴に さくら をお， 0 そ へ て させい ほうせい こ. 0 やど ふ 

たいな りまい. 0 の參 のい な. 0 ふ h- そで ゆか しゅふせ 

ん もやう で そんれ い へ おかた よそ じに むすめ は 十五 

つ いのも やうで ゆかし へ さいかち 山 への ぼる i て あ 

らい 風が もっけな 吹て きた はぎの 白 さて ゑい， i こな 

ん と- 〕 な 白 さで はぎの/ \ しろ さで 日 を くらす 

(十六) 浮世 言葉  同人 作 

ニ上リ うき はこ と ばに よそ / てと ふて.. o,?,  くう さに 

じゃ戀 のみち うらがき まゝ なるなら まん： とよお も 

へと も 人の 口 有事ない 事お つし や， 0 ます 事 聞ば 松 は 

こふじと ねたと いふ こ ふぢ はまつ と ねぬ と いふ あの 

うそ はいの ねた. 0 や こそ あれな やれ ひった， 0 とその 

よな 事 はなけ もない 事よ きけば うれし や © ひ くさた 

ねう つ \ なや 人に いはれ ぬわが なみた， V れ と はしら 

でお も ひねの かわく まもな きわが な みだられ うのた 

もと を も ひか ば なと か きれ さ らん 

(十七) 茶 飲 時  同人 作 

ニ上リ おきて い なんせなぁすの^^もぁる に いまし よ 

一 しぞゃ 又ね のと こ-,, ^に はぬ る 、も 釉 ひがしが しら 


む どん ずおば.. の 茶の み どきし ゆん， たらまん だら 一 內に十 B が-ちの く？ をう け や-く 此土" f 

ふくと：：. 5 す..？ るく ベ ざいてん なむ 謂のお 一 いで 四-せ 五と せ 七と せ 待 やき T たす にみ ま 

ちて うかのみ めの よい ォぶろ さまの そばに ュら とね 一- >  出て 又い つの 世に 此？ おく，. かへ さん わ"：^ んべ 

たるはゅきかしも^,| れか衬雨か雨かぁられかょ 一 とさん くに かしゃくな しいつ ちきな M 七に.' 

しの、 はっせの ち. -か、 る やうで おいと しうて ねら 一 しょじの あはれ と 聞え ける 南む あみた 怫くく 

れな いうら ゝが やうなる みめの わるい しゃつ つらが _  くく ^^- ) 

そ： i にぐ わさ.. 0 とねた る はいかぐ b ぎ， 5 つく. 0 入；^ 

ひげけ さ 打お ろしの あらむ しろがん ぎ やす，." さめ は 

だつ くやう でさす やうて いっくに はっくに ねが ゑ.^ 

うって. うねられない 

(十八) さいの 川原 同人 作 

本調子 愛に あはれ をと、 めし はさいの 川！ と 聞へ し 

はニッ ゃ三ッ ゃ四ソ 五 ッ十さ へ こさぬみど-^-^^-カ い 

さ (- J を つ か ねて 山と なし 小石 を ひろ ふて 塔に つみ 一 

ちう つんで はち、 のた めち、 のおん と 聞 へ し はしゅ 

みせん よ，， > も たか ふして こと 紫に なにと もい 、かた 

しなむ あみた 佻くな む あみた 二おう つんて はは、 

のた め は、 のめぐ みの ふかき 寧 さう かいよ" もな を 

ふかし H;? フ つんで はき やう，^ 兄弟 わが 身の ためと 

ゑ 尸 うするな む あ み た佛 /\ く ま んすは 、のたい 
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( 一 ) 菊づ くし 踊 

ニ上リ か、 のおき く は 酒屋の 娘 かほ はしらき くべ に 

りくつけ てよ ひこの くよ ひこの 小き く おは H 

さいて みことな あ ふき くるまの くる. <\ -,, /^く 

る まきく かさねき くしゃう まひ をまい の そて 

/\ みそめて そめて こ ひに こかれ こかる、 身 は A ら 

にしき 力よ ふみち し はきく ませ かき さあし あして と 

んと ひこ ゑつ とん とびこ ゑぞん .z.,^ そんそつ とした 

ひとへ ふたへ み ゑよ へな ゝ へ 八重き くよ 御所の 

御 もん はきく の 九重 

(二) 都 はしつ くし 踊 

ニ上リ みやこ 大 はし わたりて ゆか はお も ひそめた よ 

こ いたの はしに またも あ ふみの せ た の はしか m ぶな 

"い .<  の- J ゝろ はかり はし うきはし そりはし M-  ^  i 

あたに その 夜 はも ど， 0 はし つれな や 君に ふられて さ 

ふら わて-/...' ゆきに ふられて かさ 、ぎの はしち 

よつ と せし ことばの はし をなん の わす. 0 よそ. （ 


それ 力 うれし ゆ- てき よみつ の と ん と ろ //i-. と 3 'ろ 

~/,\>- と、 ろ といろ とん どろと いろ 木の はしつ も 

りて こ ひの 大和 はしく ちぬ 四條の はし はしら 

(三) 小 倉 山 踊 

二  J、- おくら やまから よむ ことの 葉のう たの 巾 山み 

や この ふしよ つ 、くやま/^ こ ひの 山 だて をかざる 

やきぬ かさや まよなん/,, \>/(..' なん 一し も - - し.，. ひ A,  一.：^ 

なん 'で もに しきお， 0 すそ はちら i らも,， 1<- ；-り 一菜 ち 

らす 高お とがの をい やとい われぬ とう も 云 化 ぬ釉を 

ひかへ た 男 山 これ も あたごの 御. 0 しゃう を かの の ほ 

わば さつ さ ゑい さつ さ /、 さ つ さ さ ぶ ろ X 十八 ダめ 

らし 山風 いとわて きたやま はる はかな らす ひやし.：：！ 

へ こざれ の 花の さかり はまん/^ まる やま 

(四) 山 ふし 歌^ 

ニ上リ おとこ もとなら の あさ はれし ちゃ i ん この や 

まふし おとこ を もちやれ の もと § ひひ ねらす よ いま 

きす やれ こ. や はか まきす の ん や ほ の あ さは I  . し ち 

や ほん この やまぶしお とこ を もちやれ の もと g ひひ 

ねら や は か まきす や れ こり や はか さき や 

(五) 浦つ く； i 


ニ上リ わかの うらなる いきかた おとこ こ ひに かよ は 

ばち かのうら リひ もみ うら 白 うら あさき うら 

だて をす るが のみ をの 浦な.^ よき ふ， 9 よき ふし をに 

の ふたたん，./^ たんた ごの うら ばんに やかなら 

す./(-> か た ，^ の うらと ふ で か つ か い に く る ^l-の きみ 

に 大^の うら は 七 うらなん/ \ とつ、、 いなん/ \ 'な あ 

、ふ ゝぅら な ii./,^./,^- '七 うら これから さき もな ゝう 

らな， レ /f^,' つ、、 いなん. 0\な あ 七 うらなん 

七 うら か はらで こゝ にす ま は あかしの か はら はた 力 

さ ご 

(六) ごばんつ くし 踊  - 

二 上" 京 は 十ら くた のしみ ところ まち は ごばんの な 

よ やみよ や れ ひ"： ^.^4 むかひ あわす り や 手に て を 

しみ やる よござる.， （^よいて がみ ゆ る戀 のな な 力で 

にと \ん とと ふ あしたと 、ん とと ふ あした わた 八 

もく すん すすん すとの びる はま はなん 百ろ く./,.^ 三 

^01六拾もくぃちこ っれそふ っれそふなかの白ちんち 

.9 めんく ろ はふた へ で ぬめらん すし ゆすのお び/ \ 

しめつ ゆるめつ よいなん なかて /(- うつやう つた， 9 

/\ おて ゝんて をう つうった りなう つた. =^.c おて 

增 補 松の J 卷 四— 11 ^ 


\ ん 手. ビラつ， ，ソ つた h- なし やうす め./.. \ おも C- のた 

けの よ 、を かさねてう ちゃお さめた 

(七) 大律 おいわけ ゑ 踊 

二 上" の ほ， 9  くた h- に 目につく すかた 露の命 をき み 

- 1 くれ y いおい わけの たるま ゑこゝ ろお に、 衣 は そ 

げた もお かし ざた うはしり ゐに いぬか ほへ つくね- 一 

かしゃみ ひく 酒の む やっこ あたごまい りに そで を ひ 

かれた だてな 若し ゆがた か 手に すへ て ふれ やれ/ \ 

大と b げく-うきよ のん せいふんらん らんしんらん 

どんらん 十三 佛 かけ は..^  くけば. 0 た、 みば. 9 い、 い 

けの ^,ゎすげかさょ&ほにそろばんっ ふせきの淸水 

はう き 名所 

(八 1 く  I -踊 

ニ上リ 月 はむ さしの よい 月た しの 女郎 はみ かづき だ 

てな どうちう 釉 n: たれ を まつよ ひ あの かほつ きとし 

は 十五 1 し 月 あしつき さ へ たこ わつ きな に 夕つ き 

よかつら おとこよ さっさい としか こされ さっさ か は 

ゆか ござれい さよ ひ にた わ むれ あそ へ ゑいく 

く ゑいく ゑいくて るく つきくて る/ 

を 見たら ばなん とこざる まい かの てる /-^ 月々 てる 

n   二 Iss^ 
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月のお も かけ 月 をみ あかしの みあかし 

(九) 松つ く，， ^.m 

二 上" に ほの 松 山 それから さきよ しかの うら 葉の ひ 

とつ まつ ； 5swruw まつよ は，/,, ^きみ を まつよ はと 

ふや ま 松よ. やま さか - J ゑて./, >,^\ "みとて きたの ゝ 

七 本 松よ ほんに かなら す あ をば のまつ よのこる きぬ 

'きぬかけ まつよ 嵐 松 山 さら /(^ どつ こ いさら 

とつ - J ひさ" ら// ^^/(^/ヽ，/,^./^ さ つと- フっ 

て はは ままつ のおと はさ ^んさ 

(十) さんがら か 踊 

ニ上リ あらい 風に もよ ふやよ やよ あてまい さま を や 

ろかし なの ゝ ゆきぐに へ さあ ささん がらが 川 じ や ざ 

ん ざら 柳の よい やさしろ ねが-/^ よい 手 は，/.,.. - こま 

の ひざぶ しんからが しなの へやろ かやろ かしな 

の、 § きぐに へ さあ ささん がら か 

(十 一 ) あべ 川 t{s 子 踊 

二 上" お 江 月く みやげに あべ か は 子く あ. 9 や 

こ， 0 やよいき て は ご そ/^./ とさ あん ささ あん へ 

くわん こや 'しゃつ き，/ \-/\ しゃちん がら こゝ 

愛 まて は 走，. > 出て みれば く あ，^ や こ. 9 ゃ戀 のなか 


！  二百 八 

やと さあお ろせ, J れさ /(..> きて は ご そ/  \/\>と さ 

あん さゝ あん へこつ がらて くせ 天照大神 おんいて な 

されて めでたいな 

(十二) ちゆつ ちゆら 踊 

二と" からす か あか ゝ つち. 5 か あか か あ S ち， フ/^ 

ちゆつ ちゆら ちう/ \ -' ちう 春に なろ とて ほけ き. P う 

とないと さほけ き やう でんぐ， 9 かへ して さっさ 「赏 

へ かへ し 

(十三) づん がら もん がら 踊 

ニ上リ ゆの ふと ふげ のま こじゃく しさ さっとし めい 

けさ ゑい この/.^ ゑ かなが ふて つんから もんから か 

らづん がら もん がら やってく. 0 よ ひたちの 國の つの 

おかに しほう，.^ 長者と いふ 人が こがねの ついじ をつ 

くなら ば れんげ はちす とい ふむ すめ かれら 一 一人の 兄 

弟 をて このしゅと さだめて 思 ひの まゝ につくならば 

なんなく ついじ はしゅった いたる らんよ ふつ ふなん 

よへ 

(十四) 君ち おど， 5 

本調子 こゝ な小吉 めは與 五へ が 君たん. たくすの こ 

きみち り<\ 'かますの ふぐた 君たん だかます のぶく 


7- きみたん •  た あぼと こふんで はお ぼちよ こけべ いて 

i こちよん とぼし 火 じ や ふやら のく ふんく ふ ふ 

やらの くそれ はへ ぶ やら r それ はへ  一 

(十五) 晒 費 踊 

二 上" さらしし まさらし 高み やさら しさら せば むす 

め. i  くろむ 布 はなる ほと.，/^ なる ほと .，/. 、なる ほと 

,/,^M- る i どむ すめ はくろむ し ろくな る ほと/、 

ニ上リ なる- ± ど/^ なるほど /1 - なるほど 力に ま 力 

-tj たかつ ちぎね むすめ はくろむ ゑ じ ま をれ を 見て な 

さに， ハ ほふり， やる ぞゑじ また かみやなん としょ ぞゑ 

じ ま は 生れつき 

(十六) 難 波長 吉踊 

ニ上リ ゑ ひ.，/^ ^なに はの 梅 やよ しべ 心 は 入江の 

うみのに ご.^ よどみて すめ どもつ いに あしの 力た ほ 

の ほに あら はれて ひかれ いづる や 心の 鬼よ せめて 百 

兩 のかねば か かやい ま * たおさな き 長吉を ころ そと 

たくみ あると は 夢にも しらで しう のかな しさ は是カ 

な此 世の な こ， 9 かや ゑい こ ひや 此世 のな こ b かや 長 

bll 久しの あねに あはしよ ぞさ あこち おじ やとい ふに 

たまされ つれたち ゆきて 長士ロ さきの 物 は 有 かなんの 
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事で ござんす 金が ふ ところに ある かと いふ 事い や 

('なんにも ごさん せん. たさに や ころす が 一 度で 出 

ト， とさん とかわら け ほどな め をむ き. たせ ば是 はだん 

なのか はせ の 小判い の ちた すけ て たすけ て た ベ と 手 

を あよ すれば かしまし いころし はせ ぬぞ あ、 とい へ 

ども y くの なんどへ わきざしと- 0 に 行 をみ てから 身 

も ふるわれて むざん やよ しべ は 長 士ロを とらへ さあ ど 

ふす る さいご じゃあ ゝ かなし やなこ ゝ にあね さま ご 

ざらぬ かいの あら うらめし やとうら みなげ ゝ どつ ^ 

なやむ め はこ ゑ をた てたら ころす とい へばな くもな 

れす かはい やなた V おし 鳥の 羽 ごに かゝ りし 野ャ 

へのい どの そこに あ， 9 と は 夢にも しらで おや 子 親類 

かやせ く 長吉を かやせ 長吉 かやせ となよ ひとね も 

せで まよた へ 

(十七) 一 番雞踊 

二 上" ん さまく ちとた しなまん せう ちに や 女房 

子ども もない もの かなん ぞの やうに 性 わる ぼん さま 

一 ばん 鳥の なく 時 はこと くくと たゝ きあけて は 

やで るとの く內 にや 水が つく か あま のこと いの 

-//^ さっても../ \» あま. 0 け ふ こつ 

1  二百 九 
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二 la 十 


(十八) 伽羅 之 板 橋 M 

本 M 子 さつ まの かこし まの 長吉 どの はき やらの いた 

ばし を わたると て こえた ほとんどへ いで (比 ま ま な 

み：：： さくらせ たらお ふたるな まや 見つけた 長 士ロ との 

長 松 どの 長吉長 松ち よろ /^めき が あ げて おとし 

て 藤の は なをし つかと か らげ て さっさ あねの みやげ 

(十九) 楝上踊 

二 上" 四 本/ \ はしら をい よへ おったて 大工の ち こ 

助 これのお たけに ほれました さ きり やしゃ つ き. 0 き 

h- しゃ つ き， c き，/. \> ち, J 助の , J ぎ h-  ,  J ぶ /、 らゃ つ - J 

や こ， 0 や-,, ,\ 'ひきま はし 一 筆 かいて はや， 0 がんな 

さての ふお やみた や あの 子 うんだ るお やみた やち こ 

助の - lぎ，^^こぶくらゃっ こ， c や こ， 0 や. /(.\ ひきま は 

し 一 筆 かいて はや，.^ がんな さての ふお やみた や あの 

子 うんだ るお やみた やち こすけ さあ やる ぞゑ いれ ムに 

こ 鶴 力ま レぁ そぶ 

(二十) 源 五兵 衞踊 

二 上" 高い 山から 谷 そこ みれば さつ ま 源 五兵 衞 はめ 

にたつ おとこの ほほん に ほし やれた ひんつ きち やせ 


A 力みね てまた おきても ちゃせん かみ すんどく ぼん 

たぬ， 9 かさお まん は どこ へ はり まの あかしへ はまく 

KV ふみに/、 はまぐ， 0  /\  /\ ふみに てぐ hs  / ヽ 

^-- ふねに のこの 舟に のせた 源 五兵 衞 きり ゝ とま は 

つて のぞんだ は， ま の あかしへ はまぐ， 0 ふみに./ (,> 

はまく り /、 ふみに てぐ. i> -/,^ 舟に のこの 

舟に のせ た 源 五兵 衞壹萬 八 千た から 藏 ゑい C や 

ゑいく 代の さかへ 

(廿 一 ) 長刀 踊 

ニ上リ さても そなた はくわん くわつ 人 かしんく さげ 

をのな が 刀お つと， 9 摘た なぎ な たす や .o*,,,^-^ 

>^,\> や， す や. C- ちかくと うさ 八方から め てく も 

でかまゃ，，^十もんしみょはく 一  か 二 か 三 か 四 か 七 

つ 道具で お さ め て お つと り 揃た 長刀 

(せ 二) 小 野 村 彥惣踊 

ニ上リ 城 州- ,0 おの 村の 彥そ をみ たかへ あたまち や 

0 せ ともとで ほ 1. てもとで ふ ともと ま そ もと，//^ 

ひきしめて じけ て ひと， のだて 男 へ 彥そは どこ 

へ 山へ さ 山え のぼれば いばら やとめ るい ばら やっと 

ん （'はなし やれ やつして さ 日 かくれる 彥 惣，, （-ひ 


こそのお ば ごのうと ふて うす ひき やる いのめ、 力ま 

へ うすの めじ や もの かま h- よか ぃ彥您 <^ ( { 

( 彥惣は じげ て ひとりの-たて おとこ 

(廿 三) 三彌 土手 路踊 

ニ上リ ゑ ひ //\- どっこい ながい 刀 を さいた はお さき 

かた ひぢ いかって やつ しっしつ いのは さんば こつぎ 

とつ こい や， 9 ふ. 5 じ やたてた へ さんやと てみ ちな よ 

ふたと さよ ふたと さあし やち ど.. nv あしに し は 田の あ 

せ あぶない がてん じゃあ ぶないが てんしゃ あぶない 

/^あぶの ふて ならぬ へ も ひとつ か へして あしやち 

と. 0 あし 西 は 田の あせ あぶない がてん じゃあぶ ない 

がてん じゃあぶ ない- /(» あぶの ふて ならぬ へ ぬれに 

やめの ないか な 山 ど つ こいおと こへ 

(廿 四) お 先 鈍 助 踊 

二 上" お さき さあ _り やらん， 9 やん， 0 やから 崎の して 

てん やつ この ぼった てろ まかせて おけろ のよ いやさ 

- はぶん ごの あ. ft- や こ- 9 やや b むめの や. 0 むめぶ 

ん ごのお さきて 石つ きっかん です つくもち. 5 て ふ 

れ とんや こ ひぢで ふれ とんやつ とうやと-つ しゃ，. C ぎ 

.0  くくし やん ぎ. 9 たいこの すん でん とんす すの 
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どんすけ か あ..^ や 上の 町 下の 町中の 町 ははれ じ や ほ 

どこむな ひげ さすって すつ/,..^ ふらい の 

(廿 五) 福 之 田 踊 

二 上" さまが 舟 かやかん ベ ざき 沖に ゑ じ まの 姬 むろ 

はふく の 田. /I.- あの、 かんす， /-> よのうけ ての な 力 

くの す はこん の ご 3- のす けお しゃ， 0 やそうで ごさる 

ふくの 田 あの、 かんす， よのうけ ての ながく 一 

のす よ ごんの ご ゝの すけお しゃ， 9 やそうで ござる ふ 

くの 田よ いる/、 ふくの 田 

(廿 六) 大小 見 踊 

二 上" 鹿 島 浦からの ふ 浦から.^ たから ふね かつい 

たと さか ほの わか やぐ 年男よ い 事く よいく こと 

/\ よい 事ぶ きをい はふ て 事 ふ れ かまい，.^ た是ゃ - J 

なた へ ごめ， C なろ まつ 來 年の ゑ ほう は 申 酉の あいだ 

をば 年德 神と さだめて 庚 辰のと しはじめ 卯の 十六 日 

がまめ まきた わつ とっかんで よい やさ かしまお ど..^ 

を V6 ち 、ちっとち と/. (- ちっとお と h- ひやう しに 力 

つて これ や こなたへ ものと ふま づ正 0« は大 かの は 

て大 ともく  二月 小一 二 大四五 小く た それ 六 は大ょ 

のさて くさて くどつ こい 七 八 e: は 小と さため て 一 

I：  二百 十一 — 
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九 ほ は 大の菊 g 十月 小 はがつ てんか 霜月し わす は大 

大き わめて/ 1 -I - つかと きわめて 大小 げんと さだめ 

クし 

(廿 七) 下 六 藤 六 踊  • 

ニ上リ ゑい どっこい ゑい >(. 'へい この ゑい とんな む 

こがくる やらげ 六と 藤 六と おた る もってまい つたお 

つと h- そろ ゑた 御し うぎ あられ まじ h- の ff- ぞれ .6 智 

はう でたい とその さけ ひっかけて 花た ち はなやれ 宇 

治水 ゑい とんな うん ゑい とんな 池 田いた みのけ 六と 

膝 六か畫 はま へ たれた またす きょる はりんす の 三重 

まは，<^ちんたのさけ,S5 -I なの さけ はむ ことの ゝ おす 

きじ や 

(廿 八) 丸 福 頭巾 踊 

ニ上リ いつもよ り にぎお ふか どの ふた V<.,J ら VL- つく 

h- といく よか さねて まいねんの >,(\' 55 ほうから lorj 

ゑ ひすと 大黑 とふつくな 身て ござった いは ふて つ， 0 

ざ ほさ あまいろお さきへ ござれく るか あとから.， （\ 

あとから 見れ はまる ふく づ きんで 'づ きんて.. /( ) 

に こ./, 'まる ふく 頭巾で につ こ， 010 けさの ゑが 

ほ はな をで つく， なをに つ ことい とし へ 


二百 十二 _   

(廿 九) 福助 買 初 踊 

ニ上リ かど は 一 五三 かざ， < ^わらさ げてもの もとれ 

//. ^/ ヽ どつ こい どれ /1 ^とつ こいとれ 當 年の ゑ ほ 

うよ， 0 福助が 買 初 ははめ でたい なくら ひに きたな を 

ろし かわの さいふ を かたに ひっかけて ふる かね か を 

口 かね か を ふみのう わかき きしゃう のした がき か い 

ましよ よい /I,- 伽羅の たき がら か を やれ か をお ふか 

を 心中の よいよ ねたち を 千年 も 萬 年 もまん/,. - ねん 

も 正月 かいとい はふた 

(三十) 有卦 初 踊 

ニ上リ はな は 四き さくやれ さて 都 はに しき 野 山つ、 

きて 一 はいに ゑい，^. - つし h- とと ことん とこと/, \ 'つ 

Ai/\ っゝ八 つと ゝ んと と こ  >(1. /( )/(), \ す 

つし. 0 とうけ 七 代の 年 八卦 正月 はじめ 事 はじめ やれ 

十七 八もう け はじめ 火 性 はつら. 0 つと, J とんと こと 

'つんと./,, \. 'つ ゝん つと ゝん. 0 とこ/^./^^ \ - 

すつ し， 0 と はしめ て ひらいた 扇子の かなめ 

はしつ かと，/,, \> す へ はんじょへ 

(卅 一 ) 順禮蹄 

ニ上リ よい-/, \ '- -,. - かたに やおい する ひっかけ てめ 


ゑいと こな あなん とこなつん つきそろ へ たほうの 手 一 

きh^bんくき.^^くき，.^くゎ つ とまは つ た じゅ 

れ いしゅ 曰 は. 0 まの しょしゃ 寺よ さ * た， c/f-i- そ 

ろ へ ての ぼった ゑい，/,^/,. い/ ,1\-„ ^い/,, ^-s^ い 

/\ しょぐ はんな じ やうし ゆ ちん やう./. \ 'つ， 《• 

いての ぼった よい やさめ てたい な 

(^二) 次 郞官者 踊 

ニ上リ 千 石の よね ぼね 萬 石の よね ぼね おに はに すつ 

し. 0 つ、 いてまい れ次郞 くわん じ やげ に尤 そうよ の 

めじ かに 持てさ あまいろい そ{" いさんで さあき り 

/\  、.< そ. /c^  、." さんで さ あき ，9>/^ き h-  ./.^ まい t 

さあまい ろまい る まいる /{^ さあまい ろ 鳥 は 力 

ん かもす いめ ひよ ど， 9 鶴の はし さっても いふた よふ 

い ふたまい る  > (- まいる >/- - 'さあまい る はな はこう 

V6 いしらた ますい せんく わさっても いふた よふい ふ 

たげ にもつと も そふよ の そろ へ て 'そろ への あ ふ 

き はす ゑ はんじょ へ 

(册 三) さい 鳥 さし 踊 

ニ上リ うづら- なくなる ふかく さ 野べ のね さ、 を 

しわけ かきわけ/ \ よ くみれば 人め せきれい 打と け 
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て あり や 山からの おの.^^ おの./,, \ 'おの.，^ おの 力 

ひきょくの 羽 も かろくく つまさきし つめて く 

つ ごもの./,^ つ ごもの/,, ^ゑゝ へ ゑ さし さほへ 

けさ. is つ >  J る はし ほらし や 

(卅 四) 卯の 葉 重 踊 

二 上" ：u 本 目 出たい 門に 松 竹 かさ，.^ 立て 若水 男と し 

男 卯の はか さねの きそ はじめ やれ 御 の..^ そめ 弓 は 

じめ この やっつる つつる/、 つる やっつる つお づる 

め 鶴つ る C つる C やっつる，/^ 松 はか はらぬ こ 

のとの 、御 はんお よさて おめでた いよの 

(卅 五) 八重垣 踊 

ニ上リ 小 倉く わん せんちよ こ^- -とを ひのお もて 

ら ごされ じっと 引し め やとん くせ ど は 八重垣 大戶 

の く ろ ゝ の く ん ぐ -o- ど く ん ぐ ./l^' く ぐ り VJ" 

ん ぼ く ゝ ，^^  く ん ぐ .CN  く ゝ ，5 よ ひ く ん ぐ h,. 戶 く ん ぐ .^^ 

.,,1^  くんぐ ，0 , /(^く、  b  くんぐ ，9  く^って だん/,^ 

めでたい ごしう ぎ 

(* 六) 文 まけ 孫 左 踊 

二 上" 坂の下に は 一夜 もい や あよの ぶん まけ 孫 左 * 力 

お 手 まくら みつはで、 § く 山ぶ き やそつ こてし よげ 

  二百 十三 
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ろい よんの あいして さね ざ めに や 鹿よ しか のこ ゑよ 

んの あのみ ねと をる はこ つちん./, \ 'さが つての つ 

ての ぼって さ がって ごいよ ころ >(« ころ/, \> ころ 

/) ,  J ろ /\  -  J ろ / \ ころびお ちて あ ふ せ も あらば 

あぶなな かた やどつ ちか ひかた はやま だ ぬまた 

かふけ かく あしが ひかれぬ 逢坂 へ さかの 女郞 衆と 

(册 七) 髮結小 五郎 踊 

ニ丄リ こ ひ. /(- 小 五郞髮 ゆい さして やっと；；！ ねて 

やくつ はか いと， 9 大^ 八 町て むつきく どん/ \ 新-画 

こさけ はこ ざいかく もな とつ こいな ろ.；？'  / せきの 女 

郞 しゅ はやれ こり や； at の 口と る もろ 手綱^ 衆 見かけ 

てな とつ こいなん なん，， OC なん/,, > やっこの や 

つと たばねて や 

(卅 八) 傘 踊 

ニ上リ むこ 殿 はなつ くべ いとて 夏 は 何 を みやげに す 

んど くぼんだ ぬ h- 笠め そなら >,,^ い つ そとが，， 0, 笠 ほ 

そり か？ 朝： a の やつる/, ^-/^ やつ つる つ そり 

やさせ おとこ やれ/^ 男 か ゝの 、市 大男 

(卅 九) いせき 踊 

本 謂 子 われ は 岩 尾に さ 打よ する 波 はっとた つな はい 


I  UKa 十四   

一 せきの 竹の かごの やめし けき やな か あたご ぞぁ 

はで やみなん ぅぃぞ つらい ど 

(四十) 新 庄のゃ 踊 

ニ上リ 糾屋 もがりの や だん/ だら 助の ほそ 帶 

さって はたぐ つて 三重 ま はる このよい かどの やしん 

じょやの さ 竹 ごしに よつ くるよ \ 'よつ くる/^ よ 

つくる./ (^くる.// i  /l-  VIS  h- たけ れども まづ 

と をる それ かへ 「さって はたぐ つてへ 返し 

(四十 ； ) 楊 弓 踊 

ニ上リ 御代 は め で たや ふくろ に 弓 を おさめお さ め て 

お い ていざ や 矢 を とれ 一 百 手 君の は 風に なと つ - J い 

いちど はおち よま i はた ま やの などつ こい ね i ね 

ねん/., ね もさ へ わたる もん は 花ぎ h- をれ 

とそな たは まつ どつ こ い/^ 松 竹 じ や 

(四十 二) 先陣 宇治川 踊 

本調子 先陣 宇治川 づら >/,\- すつ- 0 まく， 0 こむ いきお 

ひに こまが いさむの ほら ほ /\ の ほ ら ほ ゝ /) i ん 

にやしと てと ささ あしと てと さかつ て かぶとの を じ 

めの きんちゃく 金銀の は 娘の たのみに うけとった お 

、 大分 の 「駒 かいさ む へ 返し 


(四十 三) なん ほ、 踊 

ニ上リ きみ は 二階の はん 箱 はしご やっこの ぼした て 

かんじ， 'かんじ h- かよ ふて ござれす ん どの 

ぼつ， 9 めて はおりぬ き. た 小娘 をみ たか としはなん ほ 

、 9 かないが なん ほ、 なん ほ、 くやれ 床と つて は 

なん ほゝ なすみ か 、るお ゝ しのびの./^ 力く し 殿 を 

見た かやつ この ぼした て 年 はなん ほゝ ゆかない 力 

、よん ま ゝ /■(I'J.f.-p れと ことって はなん ほ ゝなづ み 

か. >- る 

(四十 四) 竹馬 踊 

二 上，' 五十三次に かくれない 男よ、 を こめた る 竹馬 

を さて 》, (^見事に かざりたて 手綱 かいく  h. 'しつ L と 

を./, \- と- 5- んど どっこいせ とどつ こいせ 朝ので 力け 

にや こむろぶ しでが けに や あさのく でがけに や こ 

むろぶ し 一 こ ゑ 二 ふし 三藏 やい ふた b つんく つれ 

だち さあ. いくべ い C  くつ わと す V 力. 9 ん C 

がらく， 9 ん. からが くはい どうく はいく はい 

('はい どうしく あつ はれ 御馬 は 上手と じ やうす 

かの つた かの つた ぞ それ/ ヽ そろた へ 

(四十 五) 白 蹄 


ニ上リ ゑい. （みくまの ゝな ちのお 山 を 今朝 こそみ 

た c;>. 頃 _„ ^衆 ふだ をち やう どうち やお さめて いわの は 

ざまの しら かし をく 國 のみやげ になろ たよぼう の 

手 そつ こて ひと ふりやつ と をく やっと をく と を 

と を /(- ./( 'やっと を. /-.^ まいろ とう /(- と を）^ 

まいろ 岩の はざまの しら かし を./. \ 'を國 のみやげ に 

なろ たよぼう の 手 

(四十 六) 舟 指 踊  え.' 

二 上-' 高沙ゃ （'此 うら 松に 年 をへ て 木 影の ち b を 

一 さらへ つまげ てからげ て/,.^ たかつ まと.. 9 てま ぼ 

じょ はし. り 出て て、 らを まち やれ さあよ いさ 是 さよ 

いく 世の中の おめでた いよの 「木 影の ち b へ 返し 

(四十 七) 七つ 道具 踊 

二 上" おさき さき-/^ さあ さき./ (^はふ h,- ての L ゆ 

とろ h'>/.\ 'と ら ねばなん よさ つぎつ き. は あわ 

助よ いく 是助 よいく 浪助 せき 助 だい 笠 はもち 助 

Z てが さはて くす け戀 のと つ こいだて 助し やれた め 

もとで ひとひねり こんどの./,. (- 今度の や ふ 

、-, 5 にや うらから ごされ うらの やぶから つまど 力ら 

な h- いら ふ から 物す きで との をめ がけて ふる は大 


補 松の 落葉 卷四 


二  KB 十 玉 


と 毛 

(四十 八) 繁：； ：： 之^ -uf 

ニ上リ めでたいな あ、 めて たいな われ かすみ か はみ 

や このた つみい な. „ ^山 こぼれ か、 れる玉 あられ 是の 

とのごに あいとて みとて あの 山 こえて 此山ニ へ て 5- 

いさん ささ あさゑい さんさ..，^ 君 をお も へ は 昔 羽の 

たきの たきの しらいと いとしい と^. -.^ いとしよ のし 

としょの いとしよ のく いとしけ.^ や こそ はんじょ 

ぷ、， ちで さけに よふた とさ こん //^，  ,  W ん ./(^ の さ 

^ づ き は んし うらく  z,,^ 萬 歳 らくと 祝 ひ おさめた 

(四十 九) 山 之 手 奴 踊 

二 上. - さつ まァ、 の いちのや は どっこい 三ケ國 のき 

やらよ などつ こいな ななん-— 名 もさて よい やな 

C きゃら きゃら 男 へ ねてから みても よこから 

見ても はつ ァ よいおとこへ おさき 壹番 ての やっこう 

わ ひげ ひんと した しゃんと したつ， Ob ん C つ，^ り 

んく つ， り， 0 ん ひげの なが 刀 それ 八 もん じ ラ 力ら 

/\ うかれて あと からう か うかう 力 ら，. （^う 力 

I て あとから うか /l^ うか かち ふる 手 を ふる * たて を 

ふる 愛 は 山の手の よいく やっこので ところ 


(五十 )1 十^ 梅 踊 

二 上" ひらき 初めた る はやさき む めの はんな h- と釉 

つ ま そ ろへ て ふつく しとき いたか /\ ゑい ゑい -/^ 

ゑい 太郞 くわ じ や 御 ま へ にねんの はや，^ と はや ざ 

き 梅のう くひす かきり きってう， きいて うき. 9 き 

.9 きってう きっきょ いわ ふた 太郎 くわ じ や 梅の はな 

笠 は ど ふで もさ こふで もさ ど ふ でも こ ふで も ゑ，^ 

く太郞 くわ じ や 

(五十 一 ) 萱笠敝 

ニ上リ 東から くる はなよめ うれし おれが めあての す 

>ナ 笠 うれし ほんに うれしお ともに とつ つくだて „3 力 

よ おらす くやれ こト， やよ おらす とつ こいよ おらす 

くこし を ぢらす もみお 笠まん 丸 こふて きょふて さ 

まがす げ B^- 一， H 萬 貫 

(五十二) 權之助 踊 

ニ上リ 若衆さん さしのば》 さ 若衆し のば、.. W がよ ひ 

なんでお じ やそろ くねんく じ や がお じ やそろ 

ね，， ^さても 久しの 權の助 あげの ま のさけ のま 

の あげ の さげ のゃりは.0 ょ..^ を お や ふ みなら ふ 

たおれが ふまいで それ を たれが ふ も ぞいのお 手 打力 


增铺 松の^ 葉卷四 


二百 十七 


增 浦 松の 落 》^ 卷四 


二百 十八 


けて ほろ とない た をい つ わす， 0 よ 

(五十 三) 金山 まぶ 踊 

ニ上リ 佐 渡の 山 まぶ 山 越て せん ゑ もんさん がと、 ぼ 

A かと \ お A./.^" おじ やぎん する，/,, ^すら./^ や. つ 

とたけ ながし 竹に 花 せん ゑ もんさん がと、 ぼんが 

とゝ おん /o" おじ や 八 百 ちよのた \ら で せんざ を ま 

,< ざ を こつ ほ り /■■■ ) ごつ ほりと ふ やなち ふた こご 

つ ほ.^  //\ ご つ- i  ,0  >  J 

(五十 四) 岡 山 通 踊 

本， 子 やん れ しらなみの うつやつ いみの 川柳 水に も 

まれて ねこ そい，^ けれき しかげ の はなや さくら や ふ 

ぢ やうつ ゑいたい このば ちゃ 川う つ ぎ 雨 のは^ J -1, 3 も 

さみ. たれ もた のむ 汀の 田うた のおん どひ やうし を そ 

ろ へ て はやせ ども ゑ い いさみて うつる おもしろ やう 

へ い，/.^ そうとめ 笠 かふて きしょに さ 笠 かふて たも 

るなら ばな を も 田 をば うよに さお か 山 かよ ひの 六ち 

よ - J ば やにろ を 八丁 立 て あさ の お ま へ の 三 ぼが せと 

を こぢ よろ 嫌し きとな う. とふて なり， h- てお 二ぎ， やる 

は ゑい この 小 じ や.，， 、し 小む す め こ せんぞ かこ さいか 

かゝ いか こぐ る 松 かこ 女郎 かつが わつ かわく のん 


ゑいよ ほほで はやらいで うたで やる 君 をお も はで か 

よわりよ か ど- 二で 見た ぞっとした とよ へ い 

君 は 春 さくむ めの はなじ やとよ へ ぃかほ，.^§かしき 

とりなり は あ や ゝ - 1 り や 、ゑい/ \ さ つ さ ゑい さ 

つ さまん ざい じ や-/^ せんしう ら^. (.. 'じ や 

(五十 五) ia- 場 先 踊 

ニ上リ まつ は ゆたかに お ふてば、 さきつな ぎむ まが 

いにつめ たいけ さの ゆきとの、 おむ ま はさび つきげ 

れんせん あしげ かげ かすげ しと/ \ '打て はかけ あ を 

h. お 江 戶 そ だ ちの ひけ/,, \ '男お ん むまの 口 をし つ か 

とさつ h- b んぐ ひけ 男つ., >- ,9 ん f ひげお とこつ 

- りんと はねた る ひげ おとこ つなぎとめ たよこ ひの せ 

き 札 

(五十六) 杣山踊 

二 上" おじが そま 山から もろた よかし を や. 0 に すげ 

なる 十 もんじた て 、ならべ てな あどつ こ いな あどつ 

- J いなげし をよ けて 一 だん ./f やっと ふ/^ 一 一 

だん，/^  くやと ゝ ふ/、 一  だん/、  二 だんく  二 

\  _.て ふ へ た 石づ きょす-る ■/l-  /( ) 


手な み を そろ へ てよ する みぎわの こま 力 へし は 力た 

ごぶ ぞ， 5 人に やか ま はぬ お， やすいた 

(五十 七) しと ゝん踊 

一一 ヒリ 尼が 崎から こっちの むこ 殿/...^ くると さしつ 

しろ かいは やめ て壹 了の 二  丁の 三 丁の 四 丁の 五 丁の 

六 丁 こば や はなの ゑ じ まへ おせ やれ 男 ゑと やつ さす 

まや あかしの e: を 見し よしつ とん/,, \ 'しっとん 

しっとん しと ゝん ？，， \ 'とん /(-> とん とう 力ら 力 

ら ろのお とがした はなの ゑ じ まや やん れ おせ やれ 男 

ゑ どやつ さ 須磨ゃ あかしの を 見し よしつ とん/、 

'しっとん しと 、ん/ (^とん.^ >| 0 ん とう 力 

ら からろ の お とがした よめが ちそうに 人の 見る めと 

いその 見る め がさ かな じ や 

(五十八) 四季 花 笠 踊 

ニ上リ 關 のこまん は龜山 かよ ひいろ を ふくむ や ふゆ 

こも， 0 まづ立 はるの いは ひに はぬ ふて う 鳥の はなが 

さなつ は 川せ にあお ろ 笠 あきは おどりに すけ 笠 を そ 

ろ へ て こまん おど， だせ こまん てん 手 J や 

うし も そんそろ た.，^ そろた そろ/,^ そろ 

：：：： の ゑ.；^ ほに てった..^ や もみち 笠 そ や 力 い 笠よ 


くよ ふゆ は 雪見に かづく ひぢ かさ はなの みやこの 

御所ぬ h- 笠 はなり がよ ふて さて/, \ 'どつ こいきよ ご 

さる 

(五十 九) 櫓 拍子 踊 

ニ上リ ゑい （- 和歌の うら こそ それして のさての 第 

一 名所 うんそう. たぞ へ さっとみ っ鹽 よせき て はやの 

かた をな みに ぞ の..^ くる 船の ろは壹 丁の いきおい 

/\ きおいに きお ふて こぎよ せた しんとろ とろ c 

>,( , -1 0 ろ >o ん.， とろ/ (-./.-> おっとる ろか いに さ 

船 5^ あれから 是 までい さぎよ ごさる../^ いもせ しほ 

はま 

(六十) 釣船 踊 

二 上リ， 沖に こがる、 女 舟 をみ たかおつ とか ぢをま く 

らに ろか い を さたつ るく たつる/ \ 波た つるく 

めなみよ すれば おな み もよ すると 力く やおな みけ や 

よい ここい こ 今宵 は どち まくらお つと かぢを 

まくらに ろかい を さたつ る-/^ たつる^- - 波た つる 

/\ めなみよ すれば お 波 もよ すると かく やお 波 はや 

よい ここい こ、 J,,,^ こよ ひ は どち まくら 

(六十 一 ) 三番 双 踊  I 

1 1  二百 十九 


增 铺 松の 落葉 卷四  

ニ上リ よろこびの 文 をへ てち やう どまい つたむ こ 殿 

いさみて す へ ひろ あ ふき 御し うぎ にしよ ぎつ く あし 

もと 貝 あ ふき も ひと つ 見 あ ふき^^ さし あ ふき 

さぎ あしす る/ \ は， C- ひな あ ふきで ぬき あし そろ へ 

て^,.. -そろ へ て ふく  /\ 一 ふくじ や //^ ちゃう じ や 

z.,^ ふく/, \> ふく/^ おとこ は大だ い ふくち やう じ 

やの はなむ こじゃ ゑい，^, ゑい子た からの この 

さいわい 心に まかせて めでたいな 

(六十 二) 地 福 踊 

ニ上リ さ て もめ でた やなめ でた や.，^ -ゑ い 世の中の 

よね 俵 心 やすく も だか へ た 地 ふくで きすけ がお さめ 

た 接 を 御 くらにす つし， 0 と つめた かくよ ねか 袖の 

つし. C- とろ， c とに や います い ろ. S す^^い ろ， ま. す - J 

よねが めにつく  /] そ， cv やる 5 い ,  W と /  )  55 いこ 

IJ き ゝ ますます^ \5 つちの たか らます I  J がね のま 

すでよ ね はか るん よ のめて たき 御代 はたんだ にこ 

やかに よねのお 山 

(六 士二) 君 はしん ぞ踊 

ニ上リ きみ はしん ぞ のの， 、ひさよ いよ ゑい/、 君と 

われと われと きみと ひきよせて はよ る さ おとこ 


 .  二百 二十  

ば 花の みやこい. 5 すに のった のって きた. （ふ ねの 

やや どのむ すめ は 小手 まねき ゑい 釉を かざして おも 

ての く のく ろ.^ の あな か ら， から /(- から 

そこ しんから/,, \> かほが みたさ に 1H' あけて そこ 

せいちゃ うど 一 はいき. みはよ いさけ 

(六十 四) して てん 奴 踊 

ニ上リ 五 丁 さきから ふ. 9 だす かたの ゆきのな がい は 

おくにの 小 ごせう いろは まつ 'くろくろい がと こ 

やらが よい しづかに 見 ゆる やっこの. /(- くく だ や 

-o を ひろ ど れ X な i=-tl;^ / \ な ン i  /\ なん 尺なん 

^..^  ぼの なん 尺 こ J, ころつ けて さあまい ろして 

てん やっこが 手のう ちくして てん やっこが して \ 

ん ての 內> —して てん^- > から-,. \-/.--/,-> して ゝ 

ん やっこが す. 5 さけ 男く に、 かくれない 大介萬 五郎 

お ふそれ 1- かくれない 

(六十 五) 世繼踊 

ニ上リ お 江 戶 がよ ひに 世繼 がて きた やつとう おな は 

か いに きく ざけ お ゑ どのまん 鉢 すんどの めば よこ ざ 

んす吉 六し やく とれが つてんだ きん <\ 'のさ かづき 

にお さ へた まつ かせ/、 つぎめ じ や/, (- よつ つぎ 


よつぎつ ぎめ はめで たいな かほに いろます 

これ はんじゃ ラく へ 

(六十 六) 糸 屋娘踊 

ニ上リ 本 町 _K 丁め を とん./. ^とん/ ,^と ことん とこ 

とん ./I ^とん と ことん とふ h- とふ はない か 糸 や 

a^ifr  一  +< たち やつし つし /(\ '姉に の そみ はすこし 

もない か ^見る めはしん とろ.，.，.， \ 'とんと おや を 見る 

め はさる まなこ へ さる さ る /\ さ る  >,(、 さる ま 

な こ へ 「姉に の そみ 返し 

(六十 七) 珍 內花笠 踊 

二 上 リ さても 見事に そろたり- /(-< そつ こで ふ. たせ 

お 手 ま は. 0 大事の ま へのい やい こし すん よし ふ.. -ょ 

しな hv もよ しみよ しょしの ゝ 花よりも ゑい /I- もみ 

ぢょ. 0 も ゑい，/, \ 'ゑい この，. （-/1^ こっちの /(^ レ 

まがす る 事お ちんない が 見つけた でっかい 事 をい ふ 

た.. 5 ない ふそ ちんない ない？，， ^ない//^ ない./.^ さ 

け もろ ぞ ちんな いさけ はげ こな hN なさけで ない ぞそ 

こら をせ ひと も ^そこら を）./ せひ ともをつ 

ひしげ や ご へ てまつ かせ や ご へ て ふ. 9 やわ やっとん 

/\- ./(- 殿のお たちに おとも 花やか 


(六十 八) 春 駒 踊 

いさむ 春 駒 引 づれ千 ひき もつな いて じまんでの しゃ 

なら./,^ しゃなら， （'れんな もみ うら たれ. たさ まだ 

V6 かやった づきん ちゃち， 0 ち. o/,.' ン ちん/ i.- ち，. C 

なとりな. で お つとま かせの よい/ ふ， n- よし 

や /(- ぬら hN ひよ たれ も かれ もめつ けんしよ こ 、も 

とて 5? い 

(六十 九) 荒木 弓 踊 

君 はなげし の や 荒木の 弓よ 挽 手 あまたお ふせの あら 

si はっと こた へ てょん所は..^ょゃひょゃ/(.-は，.^ よ 

や./^ より./,, ^はり 弓 は. 0 月の さま は三ケ よ 

い ( どっこいよ い/, 'どク こいよ いこざる せめて 

今宵 は 有 明の さ 「はっと こたへ て よん 所え 返し 

(七十) ぞんぞ h- こ 踊 

本調子 麻の 中に も 三 ど はねた が あさか 物い わに や 名 

もた、 ぬ ぞんぞ こぞん ぞ り ./( \ 'ぞ んぞ h- こレも 

よ/ 1- ぞんぞ h- このい もよ どの 子が いとしお ふた も 

いとし だいた もい としかた くまの 小 女郎 はな をと つ 

t  - 、"なをい とし ぞんぞ り こぞん そ，. y/,^ ぞん そ.^ こ 

いもよ </,\> ぞんぞ h- このい もよお ふた もい とし， たレ 


增補 松の *S 葉卷四 
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壤 松 の 落^ 卷四 


二百 二十 二 


たもい とし か たくまの 小女郞 はな を そ つ こで なをい 

とし ぞんぞ り こ あす はと ふ 

(七十 一 ) 牛 まど 踊 

本調子 牛 窓のへ くんわん おんだう の そばで へどつ こ 

ぃ是 はき いた ぞ やけさの やとき をう つど ふうつ の 

ふ はての ふ 時の た いこ はの ほほん C おでで んが 

ら.， ./^ おで でん がら/ (^おで でんが らでん から 

.5 のでん がら h.- のおで でんが らおと もき こ へて さら 

h- つと もへ いよ ゑいよ へど ふうつ の ふ はての ふ 時の 

太鼓 はの ほほん くお で でん がらく お で でん が 

ら.. /^おで でんが らでん./,^ から， 0 のでん から， 9 の 

おで でんか ら 天下う ちお さめお めでたい よの 

(七十 二) 三國 玉屋 踊 

二 上" みく にた まやの 新兵へ を 見た か三國 一の やさ 

おとこ まるて. しゅすの びんつ き はけな がに つ， 0 

ひん/, \ 'なせに こ 鶴 は 出て またぬ そ さつ このせ うき 

けばたら ふくつる てん /\ だら ふ  ) た，.^ たら ふ 

くつ るてん ふくつん ゆ ふ は うし 小 まつの をの しん 

ベ どの 「さつこの しょ へ 返し 

(七十 三) 彌之介 踊 


ゑい//^^ ^ 曰ー疋 からさき はお さき 手 を ふる 長刀）/^ 

おさき 手 を ふるなが 刀さん やれ 、 「ゑい./,^ 

是から さき は 宮城 野に さく はぎの はな？/^ 宫城 野に 

さく はきの は なさ ん や れ /.^ ゑい /\  /\ 彌の 

助 さむ そに ござる 火 をけ や h.. たやすみ そ へ て 

火をけゃ..^たゃすみそ へ てさん やれさん やれ 

(七十 四) 美 濃國て しゃこ 踊 

本 ■ 子 みの、 くに ゝて つま もちお いてさつ このい よ 

この こ、 の へ の はなの みやこに すま ひすれば てし や 

こ あめ はふら ねとみ の > \ 'どつ こ い./,. みの- J ひし 

ゆかして ならぬ はてし や- 二し しゃこて しや-,, i^^i^ 

てし やて しゃ I  ,-と しる ま. た./,^ あめ はななん な ふら 

ない にさみ のこい し § かして ならぬ はて しゃこて し 

や こてし や /) てし やて しゃて しゃこ ふとし 

よ 

(七十 五) どうらく 踊 

本^子 いとしとの こははまゅ みはじめさぁのと-フら 

くめむかひこょねがはねをっくにのてま，^^っくにの 

よ い つ，  に は つ てん ひつ わがう らくと ぶ つ 

つけた まねく たもと に ふみや. たま づ さ铀 のう も はふ 


みやた まづ さ あの どうらくめ むかい こ よね はさ やれ 

こ h- や はね をつ くにの てま， 5 つくに のつ く？/^./, \» 

に はってん ひつ わが ふらく とぶ つつけ たまね くても 

とこ ふみやた ま づ さそでの う ち は ふみやた ま づ さ！ Hw; 

(七十 六) 唐人 踊 

二 上" いきに て /( \> すいち やゑん ちゃす いちやすい 

ふ い ちゃうい さら こわ いめ さはん やさそう わ，/,^ う 

うちた る また ひさら きこ いさら こわめ さはん やさ そ 

う つ /] う あう 

(七十 七) るし ま 踊 

ニ上リ ゑし まみ さきに ほ を まき かけて どつ、、 いわかれ 

の - j で まねきき みに まわら はさ つ さおし よせ こきよ 

+1 なら はよ へ それ あねの おまき はもん やとち ぎ 

る 、- もとおな ベ ま- よきち としょげ ろ はて そなた を ど 

つ - J い を どつ こい おん 、おも はゝさ つ こり やい か 

b をぶ つ - J め まっかせ おしよせ こぎよ せ.，/^ ならば 

よ へ は は どつ こい あみで せまつ かせ 

(七十 八) 暦 踊 

二 上" やおて  > めで. おやこ もの やの たから じ やげ 


ん ぶく よしの 色お とこ つ いく ひかす を かろく かたげ 

てこよ み 大き やう じ 小よ みは， たちの とのごに 十九の 

おんお かた 十九の おんく おかた やれ さてし つく， Q 

ど ふく 日大 みやう やら.../^ めでた 

(七十 九) 但馬小 女郎 

ニ上リ たし ま小ぢ よろ あ. i> や こ， 9 やといのに のぎよ 

の ふだ わい のみれば 其 H の やっこ- 9 やきと ふとなる 

わい の あ りやこ. 9 やといの にの ぎよの ふた わい のみ 

れょ其 日の IP つ こ. 0 やきとう となる わ いのなる ぞ 

(八十) もんつ くつ 踊 

二 上り 今づか いづに 朝が よ ひさく 蒔 槍の 指 櫛き b 

のと ふもん つくつ /(,\ もんつ くつ. /(- 朝 かよ ひさ ま 

きゑの さしくし き h.- の i ふもんつ くつ-/ も- C つく 

つく 朝 かよ ひさ 

(八十 一 ) 都の 町 靑物踊 

ニ上リ みやこ 町-/,, ^にう つたる 物 はなに なん ぞ 

あ をな 小な もみだ いこ >(.>>/,,^ ゆす やしゃう 力 やめ 

うがの 子た うがら しゃほう れんさう しろう からう 

hM のこ だう h- すいく わの さね は あかざね くろ ざね も 


敏 JM 松の^ 葉卷四 


二百 二十 三 


壞-铺 松の 落葉 卷四 

ござんす 四五寸 のびたる あさつき さつ て もい ふたよ 

くい ふた まつたけ は 見事 じ や 

(八十 二) 拙 僧 踊 

あたま まる め てうき 世 を かるく せっそう 本意に あら 

ねと も かど/,^ て もらい まする はちの 米の 情に を や 

を はごくむ. たんな 一 重に せつ そ 本い にあら ね ども 今 

にち 

日の しゃか のみでし と おぼしめ しみす/^ それがし 

をぶ つぼ さつの 化身 とてもろ > ^の. □ 者 をと むら ふ 

だんなせ つ そほん 意に あらね どもお も ひわ すれぬ 娘 

ざ か， 0 をす いてきた これが まことに 拙 僧 ほんいで ご 

ざるよ のせ ひない 人め はづ かし 色い ろが よい r, 間ノ手 

「 一 錢ニ せんや ほうしゃ をた のむ と夕暮 にす ぐちが 

たんぎ はかに よらい けべ すじ もと を やしろ ふて なく 

すの けんかん へ れ そでつ かんで へ め ころせお ゝ よと 

ろし や 

(八十 三) 裸の 濱踊 

一 二 上" さかいの はまに あ， 9 や こり やな がれ かれ 木が 

すて 、ある ある 人の 申されし はもく や ふしゃ ゑん ど 

やき そや みやこに やない さだめて， /(^きんきめ こま 

かに ござる ほどにから 木で ござる ベ ん よの さんがれ 


 二百. 二十 il I 

(八十 四) 梅の 木 踊 

二 上- むかしよ -0- う. 9 はじめ そろ 梅の 木 村の わち う 

さんきみ の やま ひ は 思 ひか 戀 かよ， ての くす. h- はじよ 

さいで ござる こちの 家に はじよ さいと て は ござらぬ 

じんじゃく むねむ しこ は. 0 はらさけ の 二：：： え ひに は 

よね や 若衆の やと、 ん とんく ねが ほでの まんせ の 

のまん せの くよ ろつ のむ しに 第一 の 藥じゃ 

(八十 五) 手 合 相撲 踊 

ニ上リ よい ./( ,  'おまち やれ やっとん とろ/,, と 

ごぜん  ，  一 

ろ/,^.. 0 御前 か 、 .5 に ふ. o- いたす 男して ゝん立 かみ 

さい は ひ あらし 

ちからし まん ゆりかけ 幸 嵐 にき. hs/^ やっき 

り >/, \ 'き， oh- とま わって しっかと むすん. た カ帶 ； 夜 

なれ/ \帶 かふて とらし よそれ ふれさ CIW かふて 

とらし よと けて みたれ て やん れ. ，，（- それ /(^  く 男 

いさんで さす \ん でさ，/ (^しゅすの ひんつ き やとと 

ん とろ/ /^やと とん/ ,,.<./,>^.o ろ >/\ 'みと 

れて やさ 男國 でか くれな いさつ て も 見事な でっか 

い 男へ 

(八十 六) 藤 內太郞 官者踊 

二 上" 藤 內太郎 くわ じ ゃ次郞 くわ じ やて ござる U 本 


1 の 御き げんに 立て 舞をぞ まふた， 9 ける ふ. 9 を そろ 

へ て ど .C- やど この そ やそこでの さらば ま へ 太郞く 

わじ やゑい 次郞 くわ じ やさ まとなら ば、 ひいな の 殿 

よなら ベ て かほ を... （- かほ をなら ベ てに、 に つと も 

わら ふた こっちの や. （'こっちの （'よい 殿へ おれ 

とそな たは ふた へ のお ひよ そなた は そちら へ くる. 9 

とま は， 0 やおれ はこ ちら へ くる ，c- とま はろ 手 さき を 

そろ へ て とん， /(.- とん/^^ -I o とんと とん 毆さ まの 

1 一重お ひしめ てく、 してし つくり./, ちからお ひむ 

すび とめたら なをよ かろ へ 

(八十 七) 盟川踊 

ニ上リ かに 川 を わたると て 戀の文 をお としたか にら. 

はしらぬ か はなしす る.， .（.>  出る 月 を ゑて はお 手 を 引 

よふて しんとろ./ (-i ろ./. \-./,, -l 0 ろ/,, -1 0 ろ/,^ 

くくたら くお， 0 で やすんだ おれ は そなた を わ 

すれまい， /c 

(A 十八) しゅんせ ぅ坊踊 

ニ上リ 大和 でん まどつ こいしてから.， （-' 都が とま hv 

で おんじ や，.^ 申せよ さの ふよ ふ ほんに ほんに おしや 

かの 堂 供養 しゅんせ う 法師の あと をつ ぎ 檜のお 笠で 

5? 補 松の^ 菜卷四 


鉢の 子 手に 持 みやこの 町 を しゅしゃ うらし うと をれ 

ば/, \ 'あれのむ ば もじい もと 、も か 、もぁねもぃも 

/.^ ちょき ，o .z.^- ./.^ ちょき hs /(！" ちょと もぶ ii- だ 

したむな 木 かまつかせ 山家お くより よこだきに とや 

れく でつく， 0 すわった 楠 .. 

(八十 九) 伊勢み やめぐ. 5 踊 

ニ上リ さても ゑいし やさ 見事な 天 照 神の け ふ 吉日の 

宮めぐ b あとさき そろ ふたら さあ ま はれ/,^ やま は 

ま はれ 風車 ま はれ./ ば きんきの くす ねから は ^ 

らそ こしん 實 からう わきが まし まし じ やそれ さくる 

,9くくる.，^くくる./. ^くそれ かへ 春 はと 

つ こいい せさん ぐう 

(九十) 菖蒲 刈 踊 

二 上" 千代 をく かさねて ゑい ゑて こい また 毎年の 

あやめ か. 9 所 はなに あふひろ さわの いけの/,^ せう 

ぶ をち よん^^き. 9>/.\-  /(- ちょ つき，^ と 家つ とに 

ひった ばね かいたば ねて かづいた ことし や 世の中な 

かの/,, ^よい/^ よい./ 1- なつかの-,^ なつか 

のせつ くの 大 かざり あくまげ どう を 打 はらいきよめ 

.  1  .  二百 二十 五 


せ铺 松の 范葉卷 四 I 

たてまつる の./,^ 千年 も 萬 ねん もまん  > (- ねん もお 

家 はっきせ ぬか ざ， 9 へ 

(九十 一 ) 芋 之 子 踊 

ニ上リ 芋の 其 子の そた ち をみ たかへ さって は 子た か 

ら めでたいな 子 は 四十 八よ の 末 ひろがりて やらく 

やら/, そんれ わ へ やら/, \ 'やら/^ めでたし 

やん/,^ いちざわ ざら，.；^  i ならべ ていち どに よんだ 

お 名. i へ おとよ けさよ たつ まつ § る まつだん， たらい 

なごに かいつ くぼう ひつ つくぼう かいつ くひつつ く 

火う ち ふくろに しゃん/, I- おめでた いよの 

(九十 二) 小川 踊 

二 ヒリ 水 をく みやらば よふ やよ やよ 小川で くみ やれ 

小川 小石 川 ころびよ てころ び ->.. く ダ ゝる とよ へ 

君 はさい 鳥 さし わ， 0 や もす の 鳥む ねんし ごくやお と 

された とよへ 

(九士 一一) ていこ や 踊 

ニ上リ 戀を しゃら ば こたつで しゃれこ たつち わば こ 

さんさ かくれ ごさらぬ の ふ ほん ゑ ゑ ゝの ふ ほん ゑて 

いこ や /(-> ていこ. /(..> ていこ やとい ふた やつ はがつ 

てんかお ふさ 、/,^ がつ てんじゃ うち もせい ちょん 


も ひとつせ い ちょん，^, -.. 'ちょち よんとう つた やつに 

は る /\  lo でよ ふたち • よち よち よんの よ 

(九十 四) ほいく 蹄 

二 上" こもの ちんち くち を ほい- C ほむる ではない 

がと つと おく 山の むぎても のが 有との 親子な かに 五 

六木とぃ ふてか-^^-て こ ぃとの人がか..^ てなぃとのそ 

れく みたか それみ たかこん せうな がな 子 を もてば 

人に ついくつ いくつい く とられて 事 を か 、し 

た ほいくの ほい 

(九十 五) のん や ほゝ踊 

ニ上リ 戀 とくれ く のん ゃほゝ くお しゃおんく 

おしやお しゃれ のん や ほ、^, と は 思 ふた さう 

ゝ できた の やおん は/ \ ゑい， /( >»./(>.• うらの せどの 

や のん や ほ、 おしや おん/. \- おしやお しゃれ C の 

んゃ ほ、，/,, -l 0 は 思 ふ たさう、 で きたの やおん は 

(九十 六) 二 本 踊 

に ほ^ \-戀 しゃな 世 に あるとき は ひけ どなび かぬな 

きょく もな やと は 思 へ ども-,, \- 善 太 どの. /(.- 情に へ 

だて はない 物 を せ め て ひと^^ のな さけ の あらば 今の 


うれしき ごしん もじ わすれ まじつ きを まじ 此世 はさ 

てお きのち の 世 もこれ さて/,^./^ よい やさ わす わ 

まじ 

(九十 七) まん 丸 踊 

ニ上リ まんまる ござれ（-十五^$^の月のゎの ごとく 

ih-.,,^ わの ごとくよ いとん な とん/,, ^十五 <|：1 のよ 

さ. つな 挽 女郎に うつ ほれた は. 9 うつ ほれ 

たまん く 丸 やの 七 左が てくだ はかつ てんかお しつ 

けお さへ て やら かわいの み 船 やで かした/.. \ 'これ さ 

(九十 八) 今度 尾 踊 

ニ上リ こんど や ござら はよ ふやよ ほい ほぞん こしの 

tr-  \ ゆけ よ ひた .9 へ もどれば みぎ へゑゝ よ ほ い ほす 

ぐに かよへ ば 一 里 十八 丁 まわら は 三 里よ ほい ほそれ 

をば ゆきす き 花の かの さまに cs^ あお ふこれ さ こんの 

のれんに よの 字と 書て しちくで こしで かくれな やゑ 

いそれ をば ゆき 過 はなのか のさ まに尋 あお ふこれ 

(九十 九) ふく とん^ 

二. 上リ as ゆ ふぎ. h- ぼつと. 0 とひお ことな ぁゝ んはづ 

むな あ ふ とん.，. こざつまい きに 太夫 ふく とん 


ふくく  （- ふく とん/,^ \(( 

(&) さ \ら 踊 

ニ上リ やん ら めでた ややん ら たのし や - 

やまん ぢ よの 鳥お いかまい" と ゆむ "かさ 

やつ まだて ゝ そろ そろ/,^ そろ^^ 

やっこ h- やつ ま* たて 、御代の さ か. の 

まんなか 中で ひと- 9 の 御代 繼 


= つ さ せ； 5- よ 

r: やれ こ，.^ 

そろ/、 そ 

ま ん中 まん 


5^ 「踊 歌 百番終 
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增" f 松の 落 紫卷五 


二百 三十 


二 上" くもの 御來迎 は さ ご 右衞 門が おがむ へ 其 子 無 

事 切と も あじ こ IO はするな へのち はさ ご 右 衞 gl-J;'  tf- 

せか は りゑ 

「となり 蔽 からによ き/,^ li^ たは こぞの 竹の子の こ 

の/ \ 'ま 竹 こちの i ゆ 竹に 見て おいたしよ がいな や 

れ見 ておいた こちのと § 竹 にみ ておいた しょがい な 

おとろ とま ゝ よはね きろと. *6 ゝ よい とし 毀 子と, J ち 

やねた がよ ぃ釉 をし きね のにい まくら 

(九) 替， j 祭文 

本調子 はらいきよめ 奉る の いろは こん ほん 大夫 しょ 

くさて はてん しょくす かたな. 0, まん や江 口の はしめ 

よ. 0 君と いふ 字 を かき そめて よ， ゝ のす へ に はよ ねと 

きみか へ せんしゃう 大臣 閣の 11； ぼ そに ひきこも， c-i 

こやみ の 夜み せとな.^ ける を や をよ ろづ のまつ しゃ 

立 おろせが やどに てこれ をな けき かぐら を もっても 

ん さく 釉を ひるが へ せばまた.^^.-ゃ5^'のけも+*れて 

ともしび ひか. 0 か ゝ やきて これよ， 0 いろ さと はん ゑ 

いしす へ の 世まで もぶ たいてんし やっかう じ やう ど 

のうて なと かや 

「思 ；；： >.* されと やきり やまの あさぎ， 0 こめて, _2> つき .o 


やゑき り やお はらた かくら たませ し はしき 

ぶ あ ふしう おぐら やませ 山 みやこし から * おや くれは 

やし ほ の Hs! と せ に うらの あけ まきつ ，9 はせ でい その 

か つ 山 わけの ぼる ふもとの 野邊の はぎ 原が 敷と ねし 

夜の ねたましく おぎのう わ 風 ふきはら ひ あくる わび 

しき かづ らき やた か ま 高さ きの せ を 川 あ ふ ゑ 大きし 

あ ふよ どや 此ぉ ふ國 のきみ たちに 替らて かよ ふ 人々 

にき たるまし き は あ、 くるしの さいなんが たゝ. 0 を 

なすと も いまより はしょき やく はしゃう じゅ あ 57 や 

はまん ぞくせん せいとう やまって ぞ申 ける 

(十) 手 杵 

ニ上リ 市べ かしらに おと ゝは ふた. h,- もちの こめが な 

やれ あ づき かな 山に 手杵 をみ ておいた しょがい なや 

れみ ておいた 山に 手ぎ ね をみ ておいた しょがい な 

(十 一 ) さまが 便り 

三下" あらいた わしゃ ゆり わかさま は 》/\> しらぬ た 

こ く にす てられて はしの らんかん にこし 打 か け て 

そ よ， C /I- とふき くる ® は さまが 更， 0- かなつ . ？' 

しゃく 

「はとが まめく ふ 八 兵へ どの は i か （'お 花で、 お 


ゑ さほ 打 かたげよ やり ひや b にで ゝ おやれ くち や 

つと でゝ おやれ よ やり ひや b にで 、おやれ 

(十二) 間 之 山佛念 

二 上- V うき 事 をお もへば いといむ ねの 火の き-へやす 

き 身と い、 ながら b ん ゑの きづな につな がれて なむ 

阿 彌陀く /( .-/^ \ 

「夢のう ちなる ゆめの 世 を さとらぬ 事の は 力な さよ 

なむ あみた-.  野邊 よ， 0 あなたの ともとて はた 

、-, ぞう 5- いのまん. たらと けちみ やく ひとつに じゅす 

一 れんな む あみだく \ 

(十一 一一) 伊勢 之 櫛 田 

ニ上リ ？ せの くし 田の まん 中 ほどで ふかき 思 ひの や 

れ むらさきぼう しほんに くどく かそ." = ^やしん）^ つ 力 

ごちの 如來 のめぐ み も あろと 戀の おも 荷 をの h- 力け 

むまに はなれ かたなき 我が 思 ひ 

(十四) おもや こそ 

ニ上リ おもや こそくれ おも はで こよ か 千夜 萬 夜 はね 

てこ そよ けれ かけて よいの は 小さ をに 小釉 かけて わ 

る いはう す 情. /-^ 

「君 を まつ 夜 はの ほん ほほん に/ (^にさに しもり 力 


增補 松の 葉卷五 


しもみ なみ もい やよ ほんに さと かくまつ 夜 はきた 力 

よいの ほん ほほん にほんに さ 

(十五) 替り榮 閑 神卞風 

本 調 千 かざらる、 百 色の 道具 をなら ベければ た， „.L 

まい もの 、ごとくな， 9 五 通の 手形の 五木 立なら ベ も 

とよ， 5 せいすけ 三國 にかくれ なき じんべ ん きいの ち 

ゑし やよ I* よ. たんな の ゑんに さし あが つ てまつな き 

事をぞ 申け る 金子 三兩く かし 給へ かみへの ぼる も 

ろぎんなければ てんとび やくら いごとう のつ ま. 9 は 

げかいに おつる 伊勢に しんだい かため たれ ども 雨に 

ふられ 風に ふかれ 月 まち 日 まちに あまつ さ へ大 にち 

にあい あさまし や 火 ふくち から も あらば こそ あ ふや 

の やちん もな さ れば いか.^ 切て たてよ くよ と あ 

たまく だしにし かられて 男なら ば 正 八幡 大 ほさつ ま 

っぞ やしば しおな しあれ 伏 見の ごほう はいつ もの ご 

とくとうに すまさ はなに かせんた てた は此 H 申の 日 

よ 車 わす こし ごめん なれ しんじつ おんに なすならば 

餞は壹 文な けれども 天 王 寺で しゃう ゆ ふつ くらせす 

みう. 0 しても： U いじ もない 四 國の米 はさぬ きて 壹石 

おなしく 壹石三 斗な， 9 つくしの 彥三 はいつ もの ご 


 せ 補 松の 落葉 卷五   i 

く大 やして きどくに めう と は ほう ベ んな りたん ご - > 

なれあい きれいに もんたて 大 せいくら すとう けた ま 

はる H 吉は 山王廿 一 じ やが おや はしら ひげ ひだ， 0 ち 

A ばで こすいな お i こち ゝを ふんぬく ぞんめいな， 9 

みやう ぎ 町に は. ぐわん にん 坊 ではて はらき る ゆどの 

の ゆかた はみ ぬまに うせた がだいつ が 取った 手 もと 

がみたい 見 付た ぞ おいく る 時は壹 厘に げ貳， ん にげ 

第三に あたって はやつ こに あたま をき. 0 わられ 惣し 

て 身の きす は壹萬 三千 余き すな， C- たと へ じ やうごう 

カき，0'のしちもっな.？^も,^,' 一  度う けさせて た ひ给 

へ とせ，9かけ/(\ い の.^^け，oしちゃものふじぅした 

.9 けん 五雨 或つ にさつ とわれ 貳兩或 分 にぞ 成に け. 5 

三人のと ろぼ I,,- も ゆん て めて よりと り 付て おんかた 

つた， 5  >. かほ どの かた. 0 はかん かほん てうに また 

とふた h- は あるまい とて かね かす もの こそない. CV け 

(十六) うらの せどの 屋 

うらの せどの やで ぎし， とぎしめ く, iu- 一-なん 

じ や とお も ふて はし. 9 で、 みれば なんでもし や ，0 

おんじ やれめ され さし まさぬ かなつ かた ひらの 


I  二百 三十 二 

ぬ をお しゃ ，0./1\ 'さらす おんじ やれめ され さし まさ 

ぬか 

(十七) 旅の 日 慕 

ニ上リ いふて なげく はおろ かで ござる いはで おも ふ 

はの ふ 身 を こがす といの たび は： n 慕が ものうい もの 

よわす れた戀 を また おも ひだす 

(十八) 鬼 か 出る 

木 調子 おく  h- かへ せば ひ ゑの 山風 身にしみて なたね 

の 花 もい ろく 

「おに かで る 跡よ h' 子お にが いくらと もな くによき 

/\ と ある 所に つ き 給 ふ 

(十九) おも ひ 草 

本調子 ながぃかたなをぼし^?  ^とさして あはれ ぬ 

中 を ふみに て かよ ふい つ そ此身 はもみ くしゃに して 

死なば 野中の 身 は あさ 露と きへ て はかなく 成，^ §  く 

もの をな にが 殘.^ てつみ と は 成る ぞく 

(二十) 庄屋の 庄左 

ニ上リ おとん とん とろ さくやれ なか そめて こん 

にもせ いなか さへ よくばな ベ かふて しょたいし よそ 

れが そこへ いてる ことかし やう やの 庄三 どの はつち 


や はっかし や 

(二十 一 ) つく 物 摘 

本調子 まがき かもと に 立 出て こぬ 人 を （'まっ^の 

うらみい はんため やく や もすそ を かいと， 9 て どて を 

つく/,, ^みわたせば どての ばんた はぼう をつ くお て 

らの 法師 はかね をつ くこち のな じみ は うそをつ くさ 

てまた われら はかす/,^ のつ く b しつみ のお そろし 

や 後の世た のむ 南無 あみ. た ふつく ゆいて かへ る さ 

に ゆ きゃあた， 9 ま は， 9 てむ ね をつ く 

(二十 二) 三 瀬 川 

本調子 西 は 堀川 中小 川 けんしゃう 日夜 ひんが しにな 

がる ゝ水 の賀茂 川 やわらが ための 三瀨 川げ にく は 

しも 三本 木 比 は 卯 とい ふしての ほんでんす ごく. 3 

ならに 小 家のと ぼしび きへの こる かげ をた よ， 5 て ふ 

みまよ ふかし こ 愛よ とさ. ため ゑぬ い つ そふた h- が 中 

のし まか くれゆく 身 今 さらに わすれぬ 顏 をと 一 度 見 

つ 、見られぬ うす 月夜し ばし 入 間の 水 かい 見 川 をへ 

だ r- ゝ i のき こ ゆばち もし どろに 引 三味線の てう， L 

とい ふこ ゑき けばの みしらけ たる ふせいして 夜 

もよ n,  1% たく ふけぬ らん わけとな き ゆく ほと、 ぎす 


誠め い どの 鳥なら ばち ごくの あ， „^ さま かたれき こき 

くと もい かで か はらめ や こよ ひかぎ h- のうきち き.. „^ 

ひじき ものに はう すば を，. 9 はおらて しく もみじ 力 さ 

よ 三下 リ 「どしぉ，^^帶の長まくらぉきてみさんせな 

後の世 も あ をに いまし ばし ぞゃま たねのと こくに 

もぬ る ゝは釉 東が しらむ しらむ かとり も つげ わたる 

よ .5J- を かよ さ i=> ためしに やつ まと//,^ と を 引む すび 

ともに か h- ねの 夢す がた 

(二十 三) 心中し ゆん 

本調子 まゝ にならぬ はう き 世 じ や ものと 思 ひま はせ 

どまた すてられぬ いっそ 露と はき はめた けれど あと 

で そなたが うらみん ものと おも ひ はか. 9 て かたると 

い へ ましゅん はき ゝっ 、よふい わんした わ しもきの 

どく かたるに つけて にくい 平 ざがよ こしま れんぼ そ 

れ さへ あるに ちかくに 西國 がた へやらん と はお や 

のま ゝな るかな しさ はこれ がう き 世の ならいと やと 

て もこな さんし なんす 身なら わし はかう じ やと さ ゝ 

やきければ 吉 左うな づき さあらぬ ていに いとま ご乙 

してた ちわ" れ ゆく 夜 はなん 時ぞ 八つ のす ぎ かや 七 

つの かしら 六つの ちまた もさん すの 川 もしでの たこ 
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たつ か いどり すがた 心 ぼ そく も あとみ か へ. .0 ての ふ 

よし さま かまち かねさん しょしゅび をつ くろい：^ わ 

きさし をぬ すみ まする に ひまと hs ました いざ. P さ パ 

ごの 水 さか づき を 壹っ貳 つに はや ふし ごやの ゑ かう 

のかね になむ あみだなむ あみだぶ つと き へ てあした 

は 卯月の 五日せ みの 小川に 名 をな がす 思 ひと 戀 と 

ゑ 

(二十 四) はてく せ 揃 

ォ 調子 すいなさい しょの くせき け はま. つどて 叮 15 け 

しからぬ 雨の ゆうべ はお もしろ やまた きを か へて し 

まばらと ゆけば かぶろ が はしたなく はや h-  - 

口 あ ひに ぁゝ けた ゝ ましぎ おん 町へ と 立歸り もんじ 

力 力 どで たれ やらが きで せい >/<.-• と 石 かけに はやる 

口 あいま あそ ふよ それ は壹 升が なん ぼす る はてそ^ 

いやる がいや じ やい の 

(二十 五) 心中 江 SJ  ニ界 

二 上リト 本調子 江 B- へや. h- つ、 しほ ふませたら すへ が 

よかろ とみない ゝ あはせ すでに だんかう 極り けれ-よ 

そちに あ ふの もけ ふ あすば か， 0 まめで つと みや やわ 

やら やん なやい とま ご ひじ やとな みだで いたる ふさ 
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はきく よ， 0 こ は 何^ ぞ わし はっとめ を あす やめう と 

もま ゝな身 なれ どこな さんに あ ふが うれし ゆて う.？' 

とつと めます るに ど ふよくな ゑ どさんが い へ ゆ 

力ん して いつも どらん す 事 じ ややら 山 も 見えざる 假 

初につ いなれ なしみ わ し を さて ど ふせに よ ぼに もち 

やさんすまい いらぬ もの じ やとお も へ とも ど ふし， N 

事の ゑん じ ややら わする、 ひま もな いわいな それ を 

すて ゆ 力 ふと はやり やしません.； て T に， ハけ てこ 

ろして お いて ゆかんせ な はなち はやら じと なきけ.^ 

ば 男し ばらく；^ をな がしな じみ もない に うれし. 0> な 

なんの あが 身に わかれて おれが 何 をた のみに ゆか ふ 

ぞ い の そなた ふ， 9 すて ゆく 身で もな しこよ ひ 愛に て 

いさ 死なん とてつ <Q に ふさをば さしころしつ ゝとも 

に 其 身 もな 野 邊の露 

(二十 六) 下の 闆節 

木 調子 しあんば しとん /( ^こえて なおや どに ご 

ざん す- かそ こせ ひ 三 り へだてし 波のう へ い 

ろと なさけ を 小 ふねに のせて くる はたれ ゆへ そ さま 

ゆ へ 

「北山 ばら /l^ ば 時雨な から 笠 持て こ い 降て きた そ 


こォ ひ/^ 雨 はふる ともぬ る ゝ ともた 2- ぉュ、 ろしき 

かざし 風と かふい ふ 間に はれて ゆく 

「 iSg  i^AT は ざ つ と し た い や よ な の ぞ み が ご ざ ん す z,^ 

する そこせ ひく こがら 山 がら 四十から から 松た け 

の いくよも 戀に うき 茶の 葉の 色に 

「一； _«ょ ちょっとの 間-、 れ なびけ な あんま. 9/,^ ど 

ふよくな そこ. tJ ひ？/ \ 'さ と はつらき 御 心 物の むく 

いは ものごとに 小 野の 小町の 身 は 市 原の しゃれす が 

た あなめ. （-と 吹 風に ねつの さめた る 末 を 見よ 

(二十 七) わすれ かたき 

ニ上リ わすれが たき は 彼 人 さまの すぎした よ. 9 にこ 

さ れ し 文 をた とひみ ちとせ あはす とま ゝ よお や と 

くの 結 ひし 緣 をなん のと か. 9 よう 其した ひ ぼ をう 

ら«> とかいて とく もの はおん じ やるまい あとのい の 

こ： こされし 文 はいつ よ. 5 も か は ひらし やの ふ 

-C ゑい このさん さ 富 士の据 野に な 一 もとす、 き や 

れ かれし はいつ かわが 戀ほ にいで ゝみ. たれ あお ふと 

いふ 事 か ゑい このさん さ 岩の はざまに なやれ たま b 

水 ひと， 0 すませ LJ いふ 事 か 君と しめよ てぬる 手枕 は 

長 門 印籠 じ やな けれと も くわいが よるろ と ほめられ 

增铺 松の »,ir 卷 li! 


た ほめた も 道理い まの 世に またと あるまい fflASS 

(二十 八) つらい く 

二 上" つらい/,, \ と おも ひ はすれ どか ほが a たさに 

あこがれ きた を それと しらぬ へ よしやよ そに うつろ 

ふ ぬれき ぬ なれ どい ろ ふかく も 思 ひそめた へ 

(二十 九) 御馬 屋關 介 

ニ上リ だて を このみやる 御馬 やの せきす けく る やら 

SM- も SI- もい な、 きくつ わ もなる 小次郞 ょ太郞 よど こ 

こ （'にさて 馬 ど 3- ん どつ、 ん とつつ いなだお 寺の 

寺の かきの 木に-つんぼろ ぼくと、 ん とつ 、ん とつ 

ないだ 

(三十) か. たの 粟島 

ニ上リ * たの あわしま を ゑい，.，， （^ゑい „.( \ -ゑレ 

な ゑいく ゑいく ゑいくな なにと いふて またお 

がむ へ 君と ねじ やか を ゑいく ー么 いくる ^ いくな 

いふて またお がむ よへ； U いたらし め たらさ なをよ 力 

ろ へ 

(三十 一 ) さま は 天人 

二 上" さま はてん にん それ とんと ろ おとめの 

すがた 雲の かよ ひじ ちらと みた とんと ろ b おとめの 
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す 力た! n!- の 力よ ひじち ら とみた とんと ろ， 9 

(三十 二) つんと 坊 

本調子 つんと ぼが さ/. (- ゑち やのお まへの そ， 9 はし 

を あんまい ぎ やたら （の ほん ほほ あ、 つん i ぼが 

さい やお やつん どす いたよ さ 

(三 ±1 一) 葛の 葉 

1 ニ下リ おちよ/, ->と おとして おいて かべに つたの 葉 

のき 心った の はく かべ にくった の 葉の きこ、 ろ 

(三十 四) さけ はさ かや 

二. J リ さけ はさ かやに 茶 はちゃ やに； 》 よろ はきつ お 

のなる 川に 「ない そな 人い そ 五月に や もどる おそて 

六月 中 ころに 

(三十 五) おもてみ やれ 

三下 リ おもてみ やれの せけんまい よもの かしの びな 

力よ づん まの よふた ぁゝ 心よ づ まの よしの ひ， /(> な 

力よ づま のよ ふた こゝろ 

さつきあめ ほどこ ひし のばれ て 今 は あきたの おとし 

み， つく 

(三十 六) いかな 客 衆 

本調子 いかな きゃくし ゆよりも ひげの 角 さまお いと 
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しお 力へ の あと を 見れば びんつ け ひ と い いまな ナ 

ぬきお ぐ， CS の そ， フし をお かれた これ ドは ないやた， ；• 

こよ ひの つとめ かもの ひ /(> のく ち ふさげ £ にこ 

くにせ はしらし ひは晦 H ごとの 夕 慕し ろ ひお 手に て 

出 だされた なによ おわし を貳 百いだ された 

(三十 七) 辛 崎 心中 

ニ上リ 此 世の 名殘. 9 夜 もな ご. 0 死に 行 身 をた とふれ 

は あだし が 原の みちの 霜 一 足づゝ にきへ て ゆく 夢の 

ゆめ こそ あはれ なれあれ かぞ ふれ は あかつきの 七つ 

の 時が 六つな. 0 ての こる ひとつ はこん じ やうの かね 

いきの き、 おさめ じゃく めつ いらく とひ > く 

な b 力ねば か. 0 かはく さも 木 も そら も 名殘， i 見 あぐ 

4, ば ほ く. 0 はさ へ て かげう つる ほしの いもせ の 天の 

わた ゼる はし を かさ ゝ ぎの はしと ちぎ， h- て い つま 

でも 我と そなた はめう とぼし かなら すそ ふとす が. り 

より ふたりが 中に 降るな みだ 川の みかさ もま さるべ 

しみち ゆく 人の こ ゑた かく 京ゃ大 坂の しん 中の こと 

の 葉く さのと- 5  >/,\ 'をき くに、 ひもくれ は ど. n- あやな 

やきの ふまで もよ そに いひし が あすよ， 9 は 我もう わ 

さの かすに 入り 世に うた はれん うた は、 うた へ うと 


ふ もま ふ もの h- のこ も實に 思へ ともなけ、 とも 身 も 

世 も S ふま、 ならす いつをけ ふとて け ふまで も 、ルの 一 

のびし よは もな く 思 ひの いろに つら か，.^ しに ど ふし 

た 事の ゑん じ ややら わする、 ひま もない は ひの はな 

ち はやら じと なき 居た h- 歌 もお ほきに あの 歌 をう と 

ふ はた そやき く は 我 過に し 人 も われ./ > - 'も ひとつ 思 

ひとす が， 0 つき 月の かけさ へ とゝ まらで 心 もな つの 

のなら ひいの ち をお わ ゆる 鳥の - 】 ゑ あけなば つら 

やから さきの はまて しなんと 手 を 引て 志賀 のさ ぐ 波 

さよが らす あす は 我 身 を ゑ お-き ぞ やま ことに こと 

し はこな さん も 廿五才 の^ -く の とし わし も 十九の 

^く なれば 思 ひ あ ふ たる やく たゝ りゑ んのふ 力 さ 

のしる しか や 神ゃ佛 にかけ おきし げんせの ぐわん を 

いまこ、 てみ らい へ ゑ かう し 後の世 もな をし ひとつ 

i! ちす ぞと つまぐる じゅす の 百 八に なみた の 玉の 力 

すそ いてつき せぬ あはれ つ きる みち 心 も そら も か け 

くらくな みうちよ する からさき の 松の木 かげに つき 

給 ふ 

(一 一一 十八) むこ 川 

す.., ゐ  ちゃ A1. ち  *  】 

ニ上リ むこ 川に 住居す る 茶 士 口 殿 わい のとし 力 十五な 


ら心は CC のまん 中よ さ/,, \ 'さとし 力，/, 力 十五なら 

ひ は nr のまん なかよ さ 

(三十 九) かん ふうらん 替 b 

ニ上リ たいしゅらん ひやさけ のん てみ やなが ざけ の 

,^-じらけもひとっのんでみゃたんたらふくニ=ゑひ 

かう くわいく す b に 金たら い 

「やん しう うすむ いろ ま..^ やん けんたに こた まさん 

ち も. まさん な はら-.^ とさけ のかん おなし こと 梅の 花 

と - つらい さ- フこ Hi- フ. 9- フ す-つ 

「かせ やまう す 雲 江 口 白菊 坂 田 花 崎から さき じ や 

ま 小 紫 でん/ \ りきて うにし きいこと うら 玉 ひ 一井-た 

てみ よし 

(四十) 沖の 石 

本調子 おきの いしと はおろ かの さたよ かはく まもな 

き b.2. 'なみ. たまもな きな まも なきかわく かはく まも 

なき わがな み. た 

(四十 一 ) さう-たんべ い 

二 上" そなた まつ 夜の あ ふら ひ を ほそくな がかれ と 

ろ.//,.' とそ ふ. たんべ いし ごくと 閜 わけた 

一 「ご、，'， 0 ぢ よろし ゆ は 水の H 手に もとられす 見た ば 
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か h- さ ふたんべ いし ごくと き、 わけた 

.. (四十 二) 五 尺 手拭 

木 調子 五 尺い よこの 手ぬぐい 五 尺 手ぬぐいな かそめ 

て 

- おれに いよこの く. 9 よよ h.. おれに く  h- よは. o.<2> ど 

におけ 

「やと か いよこの よければ 宿が よければ 名 もた、 ぬ 

「佐 渡と いよこの ゑち ご はさ どゝ ゑち こ はす おむか 

「はし をい よこの かきょ やれ はし を かきょ やれ 船 tel 

を はしの いよこの したに は 橋の 下に はう の 鳥が 

小 ® いよこの く は へ てこ ふなく は へ てぶ， 0- しゃりと 

(四十 三) 大坂 茶屋 名よ せ 

ニ上リ ゑ ひ. /-> ゑ ひ./^ ゑ ひ/^ つながぬ 船 は 波に 

ゆられて 身 はすて を 船よ る ベ さだめ ぬみ なと やのに 

か いざしきで ひく しゃみせん のおと はてん つる /(^ 

てんま やた いや 水の ながれに 吉野 やみれば い つも か 

うしに 花橘屋 ゆか， 0 もとめ てお 名 をば きく やそれ を 

たつ ねてきたじまゃ文のかすょむかみたゃ紙屋ぁま 

がさきゃで身はぬれ衣ぃろがくろけ.x^ゃ大こくゃじ 


やと 人が 名た つ， 9 やすこし はわく やさきに ゑび す や 

あしやた- fcl やて こがれ あ ふぎ や あの ひめし やで たが 

いちん^^ ちが いのお 手う ちちが いのお 手 まくら じ 

つ 力 はす 枕に ちき h- を こ め て かわすまい とてき せう 

まで かいての ぼ， 0 つめたる 坂 本 や たれが 思 ひも あの 

太子 やの 花の ふ. 0 釉 としゃ^ 松 やつらい つとめ は 身 

にしみ^,..' と はやり 小歌の その 一 ふし も 聞て なり 共 

月： n を まつや かくの こさん はな 綿 やの つとめ 戀 がご 

ざれば つとめの さは.^ 內 のか、 たやな 目 を むきだし 

てし 力， 0 ます やとい ふて たもれ ゑい この こい や 思 ひ 

しづみ し 身 は 河內屋 のうき 名 かきけす 住吉ゃ 波の ま 

くらに かじ まやた て ゝ京ゃ ふしみ やさぬ き やまで も 

くる b./^ と うられて めぐる 便 り ござら は あのみ か 

さやで 壹っ まいれと な 手に す へ たさ 

(四十 四) 法 性 寺の 入道 

ニ上リ 法 性 寺の 入道 さきの くわん ばく だしよ 大臣う 

ななせう せおった やれた、 き だされるな 

「ぎ おん 町の まん 中が うみなら 川なら よご ざんしょ 

魚 を つるしの 竹の やれ さま をつ， 0 まっしよ 

「猿 丸太 夫お く 山に もみ おふみわけな くし かのうな 


なさな きおった たゝ き. たされるな 

せきの-!: si はなけ ね ど あや もた ちます にしき も.' 

ちます きんらん どんす は 巾に およばす う. 9 も わ，" ま 

すす、 くり も わ. 0 ますうな なせ わ h- おった やわれ^ 

き だされるな 

(四十 五) おっ^ら 馬 

二 上" さても 見事な なおつ いら. m よしたに やせんし 

きから じ まの ふとん ふとんば b してな こしょし ゆ を 

のせて そなたの ぼ.^ かお.^ やい まく-たる 文 を やろ に 

もこ とづて しょに も 愛 はは こねの な 山中 なれば 筆に 

や ことかく すいりす みは もたぬ もしも 水口な おとま 

りなら は 札の 辻から 四 五 間め の 茶屋で. 馬 も そく 才其 

身 もぶ じに やがての ほろ とい ふて たもれ ゑい この さ 

んさ 

(四十 六) 姬小松 

二 上" やらく めでた やく 天下 泰平 國土 あんのん 

お さ まる 御代 は 天-怯 地久千 歲樂ぉ Z 歲 樂 K も ゆたかに 

住吉 さまの 岸の 姬松 しってん くに 大悲の 厨 ふかば 

はこが ねの 花 かさ 二 あり ゃゝぃ よしのめ てナレ 

, 、ふ 
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廿八 女 仙人 

三十 廿四 孝狐會 

卅ニ 文覺 上人 

册四 山 居の 潸 


名馬 揃 

あ ふみ 八景 

三.^ の 車 

思 ひの 給 姿 

定家 怨霊 


柴 か.^ 風流 

狂 i 

時雨の 松 

文 ことば 

地つ き 踊 


M 松の 落葉 卷第六  一 

( 一 ) 契 情 夜 明 烏 i  ^  驮十 臓 

二 上-' 今 はむかし とのむ け ふ， 5  くさな に を 便， „ ^に 身 

は うきくさのう いてな かれの 情な やう そ も かさ. 9 も 

一 座な かれの つらにく やよ ふ も /( ^かいた ぞ きしゃ 

うもんた ゝ くきせ るに とか もな やしゃく  h- のみ .（• 

なかすな みたの たもと を ひか へせい もんくされ しん 

ぞ これに は あの ぃゝ わけ か はて まっきけ ははし しら 

す 、"きちくし やう ふたり か 中の きしゃう をみ よまつ 

一 つ その はう さまと 二世 三世し なば もろとも こせ ま！ 

て も ふうふの けいやくい たす こと また 一 つ 外の をと 一 

こに か hv まくら かわす こと はの そのし な をつ、 

ます あかし 申べ しこ、 に まことの ひとつ あ- 9 力 さね- 

てうそに もっとめ  にもき しゃう ちはんの  おし 申 まし 

き 事と かひて おいた はこ，.^ やど ふじ やひと に はう そ) 

を はっくと ま、 せめて かみに はは もよ 力し  一 

(二) 大坂 上リの 道行  中 村 千 1 一 

木 調子 たてな とりな つ ひお も ひたった びす がた ひ 

, の-, 菜 卷山ハ  


とめ をつ ゝ むかさ ふかくと おもはゆく 五て うの は 

しのし も はしらお も ひいた せ はこき やうな に はもな 

つ，？， し といと、 - ^ ゝろ はよ は J/,^ と ゆけ は ほと な 

くこれ や このみや かわす し をの J^..^ つ、 はやた ち ふ 

ろの ゆかたがけ さすがお なごの き やうめ いてち よこ 

くい そく ゆたか さよ ひかし にむ か へ は淸水 寺大ひ 

のち かひ あ， 9 かた やかれ 木に ゆきの はな もさく たれ 

まつ はらの はしす ぎて かもの なかれの 力せ ，レ/ /.I L 

せきに あそ ふと もち ど， 9 はっとた つて は ひら. 9/,^ 

('ひら /(.  .>と ひつれ C とひつ くと ひゆ 

く あ， c- さまた と へ て いはん かた もな しつ、 く 力 は 力 

せかみ あらい さすて 引て にしな はこばな しこ ひ はな 

くひら の 雪 かせ も はたさむ ござる す そ も 小 つま も 

ちょと からけ て しゃんとから げさん./, \> さ、 なみ 男 

波- - もまれ 女波に もまれ あそ ふしら かみさん さ 

ちらし こ ゑお かしく もい さぎよ やにし は ほう h- んぁ 

たこ 山み こし 高山 かいたる はさん こくいち の ひ ゑぶ 

ろし わが ねんく わん を はらさせた ま へと 一心にき せ 

、 かナぁ © み/ (^てい ま はは や ふたうる ちゃ 屋にそ 

つき 給 ふ  ,  

..  1  1 1 STla 四十 一 


る、 うたかたの あわぬ は 君が なさけな やねた まし や 

■ それ はわ 力く さ 身 を- フら みく さなん の そなた： あ 、- 

たて はなしあ きも あかれ もせぬ 巾 なれとう け 出す か 

ねの つるに はなれて つたなき 我 身せ めて あはれ とお 

も へ かしお く. 9 か へし さみし やねやの 今 はま くらに 

かば か， 9 の- "るう きおも ひな を うらめしき かねの - J 

ゑした 行水 の お も ひ 川 そ - J の 心 をし らい とのみ たれ 

て もの をお も へ とや 鳥 かうた へ はもい のとお しゃる 

さの ゑ 月夜から す はさ い つもな くよ しゃう か へ もい 

のとお しゃる さの へ 月夜から す はさ い つもな くよ し 

やうが へ し はしと ま， 9 て くれよ かし 

岩 井 玉 之 江 

(五) 契 情多贺 の大敏 中 衬四郎 五郎 

津川半 太夫 

三下 リ またとた にたの まぬ 中の わかれ みちをい ま は 

の そらの 山 かつら ことばてから むくす の 菜の うらみ 

かこちて かい ぞ なき 水に 給 を かく 男氣 をた のむ ちか 

らぞ たよりなき くるひ かけた す こ \ ろ のこ まよと め 

て くれ かし 情の あら は 情た つな ゃ緣 のつな たくり よ 

せ はや 引 よせてた いてね た 夜 は 花 を やろ ねたお よ.^ 

をだぃ てねた^^ははなをゃろとけぬ思ひのぁた男の 


0 川 六 三 郎 

(三)！！ 城 因幡の 松  藤 村， 半 太夫 

坂 H 藤十郞 

ニ上リ だまされて おも ふこと おばね ごとい ふわが つ 

らいお とこに/、 ひ ■ つき はきり する その 6 のつ みつく 

る あ ふら 火と ろ- かけ ほうし こゝに つつく. 9 おも 

力け,^ する うその かす？/^ つくお とこね て は ひつく 

b する 夢 をみ せて な，^ とも ぁゝ あのし やう はる./^ 

しゃう の わる いはす ひから を こる くちに まかせて め 

で - .- ろす 女 こ、 ろの はかな さよ そらせい もん にの せ 

られ てう そに も ほれた とい ふこと は あまり うれし ゆ 

てに くから しかみ をす きたて 百し やう わけ 戀を しこ 

なす 男つ きそんな たなら では ほかに はない とさ ，J,Ji, 

た詞 のよ い.， —うれし さに あ ふて くやし や はっかし 

や 

山 下 之丞 

(四) 淀川 所作  澤付 A 十郞 

岩 井 左 源 太 

はるの 夜の ゆめお とろ かすく たかけ の そのき ぬ. （ 

の 物 ひ 又 あ ふ 事 もい つかわと 深き 心に かこち 草ね 

弓に せんとい ひか はす 身は捨 草の すてられて なかれ 

し此身 はよ ど 川の 何 をた よ， にう きく さの 波に ゆら 一 


松の 紫卷六 


大和 下山 mi. 


ふ" し はき はか..^ はいと しうて うちに は 水力 つく 力 

、- のしね ならしね とかな かきに よめる やうに は，^ こ 

も.？ て あたに とられし 命 そとた ふさに すか.^ - むし. 9 

つきく ひっきつ め.. >  なみた くみた 、みた.^ いてな く 

ば 力 

(六) 契 情 誓 湖  —  . „ 

三下 リ 花 はち， 0 て も はる は 咬し、 て か へらぬ しての 

山 まよ ふこ ひぢ のむ ごや つら やど ふよく やよ ふ はこ 

ろした そのく るし さ をい ま そかた らん 消 川い とし 男 

の その ことのは を かわいく といつ は， 9 こと を まこ 

とゝ おも ひ f や 一 すじに つらい つとめ も それ は そ 

の ./(..' そ やくに ならて くる ははな れて つみな き 花 

をい つか/ \ ときの せく こと もみな あ * たはな とち， 9 

ゆく この 身 ノ まくる はなに 目が くれてよ ふ はたの し 

むこ ゝ ろのに くさと か，， -f -ん たかさ. りと はいん くわ 

しんで 花見の さかぬ と は 花み のしんで しんで 花み の 

さかぬ と は 我 身のう へ にしら ゆ. きのこる つもる うら 

は 戀の山 

(七) 富 士禪定  I 子 島 十郎" 5SW 

ニ上リ ひとふで とかき そむる はなつ かし さの ま \ み 


E 本 fi 卷 

大和 山 甚左衞 門 


ちょ， 0 とわせ まいらせ 候べ くと わかれよ h- ほと はめ 

らす 候へ とお も ひねに する ひとりね はこ、 ろ もす み 

て 目 もさ へ てた はこ 戀草 とぎと なる 寢 やのう ちかわ 

るいろ なき 御く らしゃが て あ を そや かたろ そや 筆に 

まかせぬ ものお も ひたた あ ひまして くのこる こと 

の 葉 かへ すかき 

(八) 多賀御 傳來孫 嫡子 ：… 

二 上" うつ、 おとこの すか たにま か. ふさら は 面 力け 

よなれ もやら で わが 身 ひとつのう きおも ひお な， 

ひに しつみ しな かもいと、 わすれぬ ね やのう ちい ざ 

とらん はるの 夜に こちよれ まくらな 力ま くら 力/ 

hM5  5. さんお ほろ つき たばこ 引よ せの む むつこと に 

おれ も そなた もしらぬ むかし かよい わへ とてもし る 

ならね から そこから しれ かしない つの もの 日に な i- 

くそめ てき そ はしめ わけある こ ひの たねまき そめ 

てな かよし かみよし こころよし ふた，^ まろね にころ 

.0 とした もまし じ やへ あけ かたの かね はっく かすの 

ひゝ きに あたら ゆめ を わする へ あけ もんの しらせ は 

おかへ， 9 とお こされ あたら 床 を わかる へ おそいく 

のお" ゑり とお こされ あたら. i こ を わかる へ お 
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二百 四十 三 
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竹中吉 三 邪 

山衬 勘三郎 


しゃね たまし はるの かせ 

(九) it 小 良 名所 盡  1 

本調チ 三 笠 山 名に たかく もろこし にても 中 丸が ふ 

さけ みれば とよみし 名所の そのむ かし 今 も 雲井に す 

む！：： J の久 かたの あまくだ. 5 ますみ やの 神す ぎ 木の間 

すかしに ながめ 有と わせた まへ やおし へ 中さん うれ 

しゃさて は たづ ね 申さん あれ はなに をうなら ざ 

かや 此手を あはせ て ふしおがむ 東大寺に は大佛 のし 

やか はや，^ みだ は みちびく 一  すじに 後世 前生の みて 

.ら と 力 やお ふそれ うこの たかね はつ ら山 のり.？' け 

^のかち じの みちを ゆけば ひだ. 0 へ もどれば みぎ へ 

よ ほい ほす くに かよへば 一 里 十八 町 まわらば 三， 0 よ 

ほ いほ それ をば 行す ぎ 花の はっせの 山 つ づ き こうぶ 

くしと 申せし は 藤氏の 御 願 所に てたい しょく はんな 

御身 を や つし めんかう ふはいの 玉 を 取ん と お ぼし め 

しい やしき 海 士の礎 まくらい もせ ことばの す へ かけ 

て， .f3< も 命 すて を ふね こげ や 5J いさら やそし まか もめ 

のた つよの たたせ 給 ふ はし どし のく わん おんなむ や 

さった の 力 を 合せて たびた まへ i て大悲 のり けんの 

ひたいに あて M 宮の 中へ とび 入れば S は ひとつに 雲 


一 T 百 四十 四 


のな みけ ふりの なみ を かきわけ かづき あげ また ど ふ 

),( \ 'とおち くる 足， V- みの ひま をつ つと くぐる やから 

くれな ひの 綱 は- 】 しな は 命の きづな しっかと ひか へ 

ょ從 3g のうちに も 心 へ 5^  i./l-'?^ ぃとともづ なのの 

ぶる を 便- -に はしり 入 かの ほうじ ゆ をぬ すみ 取て に 

げんと すれば 惡龍追 かけ 兼て たくみし 事 なれば 持た 

る つ るぎ をと- なをし 乳の 下 を かき 切た ま をお し， J 

め つ るぎ をす てて ぞ臥た ，0 け， 0,0 うぐう のなら ひ- > 

死ん の い めば あたりに ちかづく あくり うなし やく そ 

くの 繩を うごかせば 人々 よろこ ひ 引 あげ 玉 はめん か 

う ふはいの 廣 あの 御 ほぞんの みけんに こめし そ K- ま 

せ 給 へ やた びの ひ. め 一 一月 堂に はくわん せ をん 午 王 は 

みた 佛 はん 木の 御 % 井筒の いのりに^ いしゃく じ や 

うは か ら/, .-z,^ ちん か ら/, -  唐し し の ふ むら 

ん 拍子 やしんたん/,^ たんくた のむ やたん くた 

りき 他力 功力の たき もんじゅ わかさみ かさに わかさ 

ゃとしゃすぃの印をぞむすぶな，，^結ゃちかひのひた 

ちお びかし まの 御祌當 社に うつ る や 高き お 山 は 本社 

の いら 力 ふもとに とどろき さ る さわし. _2 'かつ. N 八 \ 

りう 王，^ うとう ささげい けの ^{円波けた て /\ て -S に 


の h- 大地 を かつば とふむ ひやう しの 御刺惣 じて なら 

ば 七 堂が らん 八 W: やねき 九重 十重 みやこの 石す へ や 

しろの かやが 一 萬 八 千と を， „ ^もの めが ほめて おいた 

る 名所 跡た がいに とふつと はれつつ 泰 日の 宮居に 

着 給 ふ  f  5 

嵐 一一 一 右衞門 

(十) 吉田 小女郞  市 川香藏 

芳 村菖竊 

端 歌 あら あさまし やつれな やな われから なせる 思 ひ 

のた ねみ のまつ せ 一 代敎 主のに よらい も 生死のお き 

て はの がれ 給 はす 

本調子 いけ 水に そこの 心 はかよ へど もい わにせ かわ 

て おちあ はぬ おきて はかなき うき 世 ぞと思 ひ i て ゝ 

もす てられ ぬ 

三下 リ む， P, しの 人の 戀 せし は 命 もた えよ と戀 をす る 

さて 中 ころの こ ひのみち くさ 木 もな びけ と戀 をす る 

二 ヒリ 「我 は 思へ ど そなた はつら や 礎の 流れ 子の かた 

思 ひさ はり せう がの やれ かたお も ひい そ のな がれ 子 

のかた 思 ひさ はりせ うかの 鈹歌 「と はお もへ どもい と 

ど戀 しき 折々 は 人め もはぢ もつ \ まれす せめてね や 

もる H: だに も わかれ をい そく を 寺の 鐘 や 梢の あらし 


は 物す ごやの 二 上 "「戀 の 山ぬ る も ねられ や 目 も あは 

ぬ 身の 亂は たれ ゆ へ ぞ とふに つら さの ます 力 ^み 

、. 'つ 乞 一 かくはながら へて うき は數 そふなら いに て 身 

は捨草 のい たづら にあら 浦め しゃ >^ 心 も なげ に た 

ちの-±る./1.-<く©- るけ ふL:^はほの./,\•とぁとには癒 

の ふち .tj  F- せどが わの さわの /I- 'さむさ あらしに ひ 

よつ とうかれ て 川原お もてに うき 名 を さらす おも は 

じ /( ^とんと すち よそ も戀 はなに のむ くい そ./., \ - 

(十 一 ) 公 時 酒の 醉  竹 島 幸左衛 s: 

二 上" みねの まつ 風 かよ ひきて きんの しらべと うた 

が はる 一 の 人 大臣 はしょ. たいない 人で ゑお どらぬ 我 

にお とれ どお しゃる おど b で ふり をみ せまいら しょ 

くくわん こやくく わん こくく わん こやて れつ 

く  -  ->,,,\ 'から， ちんに ちんから hs しゃつ きしゃ 1/-^ 

しゃつ き しゃつ きしゃ ここ を あけ さい あけす 

ば もとろ くしの ふ 其 夜の かよ ひじに かなら すごさ 

せと ささ まの 傑み やまのお く を. i を b てみ わば いた 

、 ナ しでる 花 あ， 9 をぎ はぎす 人き かる かやし を， C ,9 

ん どうかす の はなお- 5 せたら お ふて せ を ふて わらで 

髮をゅ ふて こしに 鎌 さいて ついつ くぼ ふて かいつ く 

I  二 百5^ 1 I 
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たのもしき はや 山し ろに 井での 里 月の よ 川の みねつ 

>き§ ん で. i. ひらの めて は あたごの 山お ろしみ ねの 

け ふ りの 丁 ひすび 釉打 はら ふいにし へ を 思 ひいだ せ 

ばこきゃぅの^4^もなっかしゃしたけき心もょは/、 

Jf., とし どろ もどろ のしが のさと 须まの わ カオ 

つ さくらよ な あらしに つれてち る は^- - 'ち，^ くるの 

ち， OV  くる./,... 'をし きさくら はち はつる 思 ひ あ 力し 

のうら 過て 室のと ま， 9 に 身 をよ せて 海まん/ /.^ と 見 

、クに すばこな たは 四國の あはち がた 波に もまれて ゆ 

く かもめう いつ しづん づ しづん つうい つばつ とたつ 

C  ,^...,ら，：；.->/,^ひら》,,,^./,\'とをる ゝ ありさま はた 

と/て ひはん かた もな し 便.. y もとめて ゆく 程に 七重 

八し まの.  たんのうら まさご を はっと はら ふ膶 のま は 

笠 かぶり かたむけて 身 を かこち 人 まつ 澤 にこし を 力 

けた ひのきう そくな されけ る異國 はしらす- 9 が 朝に 

ためし まれ 成 所存 やと ほめぬ もの こそな かりけ り 

(十四) 花 車  竹 島 幸 左衞門 

三下 リ うどんげの 花の ひらく を 待 かねて ちらすな は 

なの あるじ をば こがれくて つれて みやこ へやれ の 

fi. らん と おとに き h- ころ/,, ^おとに 聞 へ しお はらの 

nn  增， i: 松— slsl^ 


さとよ 菊の 名所と たより を もとめ 杖に すが b. て 力 そ 

ベ に きく こ で まり 力ん. 3  く 

へ て みれば しらきく の 紅粉 菊の 小手 鞠 寒菊き くき， 9 

>/\' き h--/^ まわる 水 wi.  くるり. すま や にごらす よ ほ 

まん - - さく，. i/,^ くん/,^.,/,^ まわる くるまき くま 

はり ま はれば せり やうの 里 じんや じ やかう はもた ね 

... - も こま ふて くる はたき もの おはらぎ.，/^ カはレ 

,(•くろ木めされの柴めさぃのちゃぅ.c^ょふ.rt'ょひ 

うやら に ひやら ろ ひやら ろに るろ る..^ ちゃらる ろう 

>ひ うかれて さ つ て も/,^ おもしろ や /t--,.^ やう じん 

たがいにむ を あはせ きくの せい をみ かたに なせば 菊 

のつ ほみ を さ つと ひらかせ おんど. 9 あ 力 b とび あ 力 

り 手 重の きくの いさみ をな しあつ はれ てん/— て 力 

ら 1«- とほめ ぬ もの こそな か け ，，=- 

中 村 七 一一 一郎 

(十五) 名 護 屋山三  花 井 束 妻 

子 役 

端 欲 なく 泪雨 とふら なん 三 瀨川水 まさりな ば歸. ^き 

て此 ありさま を 見 給への ふ 夫婦 は 目 も くれ 心き へこ 

は そ も 夢 かと 立 よれば 妄執の 雲の へ * た いりて 今 まて 

見えし は 姿 もな し 是は夢 かやう つ、 かと 夫婦た がい 

に 手 をと， 0 て わつ tj ないて はいだ きつき あきれはて 

nn I  二百 四 力. 
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て ぞいたり ける 

二 上" 光明 遍照十 方 世界 念佛 衆生 攝取 不捨 南無 あみ 

た.，/, ^袖の みなとの なみ 風 もこ ゑ そ へ てな む あみだ 

聲 のうちよ， 0 まぼろしに まよ ひ 出さ も くるしげ によ 

ろ），， ^と あゆ みよ ，9 あらな さけな や 母上 さま のん ど 

がか はきて くるしき に 水 をた むけて たびた まへ くる 

しゃと たえ 入 やうに ぞ なきいた b 夫婦 は 夢の 心ち し 

てげ にだう..^ な. 0 いとおしと うつわ 物に 水 を 入れよ 

らんと すれば たちまち にみ やうく わさ かんに もへ あ 

がる 母 は あ， ま. りの かなし さに いだきと らんと 立 よれ 

ば ふしぎ や 俄に 風 ふき 來. 0- まなこく らんで ふ. .9 くる 

雨の 昔 は そ もしの をた ばねて さら/,^/ \- と 雨 かな 

みたかろ くお にど ふ ど ふしまろび 木 神に ひいく 聲ば 

かり あら かなし やた へ かた やた すけてた ベ の ふ 父母 

とさけ ぶ こ ゑの きこ ゆれば 失婦 はいと いかなしくて 

や こ ゑの 鳥の 昔 をた て 人間の 水 は 南 星 は 北に たんた 

く も あまのう みづ つよき-お i5 のた ちそ ふこ ゑ も か す 

かに 聞へ 夢 かの ふうつ、 か 夢 か まほろし のよ ぞ哀な 


(十六) 傾城 淺間嶽 


中 村 七三 郎 


ニ上リ うらみ も 戀も のこ， 0- ねと もしゃ、 ひの： 1^,9 やせ 

んと思 ふうた -か い はらさん ため の せ いし をば なせに 

け ふ，， >  となし 給 ふうら めしやむ ねの ほむら は 夜に 三 

度 こちのお も ひ は 日に 三 どけ ふ b くらべ ん淺 問 山 あ 

れ ごらんせ ょ淺 まし やじ や ゐんの あっき は 身 をせ め 

ての ふ っるぎの山の上に戀しき人はみぇた.^>ぅれし 

やとて よちの ぼれば 思 ひ はむ ね をく だく こ は そ もい 

かにお そろし や はなの すがた もよ は/ //^ とかし 

こに 立 ゆかんと すれば こ ゝにきゑぁるかなきかの^!^ 

の il- のお ぼろ 月夜に はかなく もき えて かたち はな か 

h\ けり 

(十七) 關東小 六 青葉 芳澤 菖蒲 

三下 リ こ はなさけ なきし わざ かな さの み 人に はつら 

かり そかな しみの なんだ まなこに さ へぎ .5 にし も ひ 

かし も 白な みのよ る ベ さだめぬ 歌 かたの いっそ あわ 

ともき え もせで こがれ こがる 、身の 行衞靑 菜/ \ と 

よ ベ ども はまの 濱の 松 かせ 昔ば か ^松風. おの /、 ま 

つ かせ 昔ば か， ；；，，- そよ とば か， りの たよ， もがな とうら 

みなげく ぞ あはれ なる 

(十八) 同小 六 自然 居士 中 村 七三 郎 


ニ上リ よせて は きし を ど ふと は 打 あまぐも まよ ふ 鳴 

のと ろ ./^ となるとき は を ざ ゝの 竹の さ 、ら を 

す あなたへ ざら. 9 こなたへ ざら..^ ざら. =^  ( さ ら 

/\ ざっと ふきく る 風は戀 かせ か あだし の、 草葉に 

をけ る 露の 身 なれ ど 身な れど是 もこれ も かりなる 世 

のっとめ とかく 世の中に つらい もの はなに くし 

の ぶ 妻 戶 に つ まど に 忍ぶ しの ぶ つ まどに かねの こ ゑ 

よんの 

禪曾 のこ ひする はま づ文を や..^ てみ て や，.^ かけ，， 

や， 9 て 見て きたろ にや だいても ねし よね もし こすば 

あはせ のかた つま かた 釉 をう ちしいて 此 うらみね も 

ねし よね 波の たち &も なに ゆ へ ぞ か-^. なる 宿に 心と 

めすば うき 代 も あら じ わかれ；^ も あらし ふく はなよ 

もみ ぢょ =； 雪の ふる 事 も あらよ しなやか h- のうき 粗 

(十九) 男 道 成 寺 蚊屋 之 段 一村 木 

ニ上リ 君い ふる をう くる さかつ きに 思 ひ切瀨 とき 

らぬ せの 中に ながる、 いもせ 川 思 ひこが る ゝるじ 力 

夜 はとても ねられぬ うき 枕 かやの ひと へ のうす！！ I： も 

. もれて さびしき 夜す がらと もに ながる ゝほ 


と、 きすつ 、み？" ねて はくいく とくいな の. M の 物 

おも ふ 今宵ば かり はう すな さけさの みつ らく はの た 

まひ そいつの H ；〕 に 見 そめて さても 思 ひ きられぬ 身 

ぞ つら や 心 5； ら なる 我な み. たと は 思 へ ども うらめし 

V？ 、血す じ はしん くの あみ を はり 戀を むすぶ の 鲈、. = ；-ゎ 

が 身の 戀 はいかで か はにくし と 思 ひ 給 ふ ら ん あ ら - つ 

ら めしや 其 人 の 思 ひみ だる、 に ゐ まくら 誰 力 とく ベ 

きひた ちお び 思 ふ もつ らしね たまし と 蚊帳い うち ハ 

いり Q ればこ はかなし やと はしり 出 わな/,, ^ふるう 

てお はします の ふな さけ を しらぬひめ 君 やた とひ 化 

眉 へ 效給 ふと も此戀 あだにな すべ きか m.5 ひしら せん 

はら 立 やと 蚊帳の 一  <  と をく る- /(->  くる b 

る h-,, (-' とくる しげに つくい き はめう くわ と 成て 此 

身 を こがす あ 、きょ くもなき 御す かたと 力ち やうに 

つ、 みしつ かといだ きこくう にむ かってつ くいき は 

& ともなれ 蛇 ともなれ 我ながら わがす がた 人め は づ- 

かし 俊 ましと 思 へ ど きられぬ ん ゑの きづな あはれ 


(二十) 行 平 道行  中 村 七三 邵 

本調子 ずに いく 秋 を ふべ き 御代 なれ 住， のかね て-つ 
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二百 五十 


へ おくまつ の 千と せ は つ きす まじ 時し も 秋の 夕 まく 

れ さとの. きぬたに：：！： さえて 千々 の 草 菜に なくむ しの 

聲 もす いしきす い 虫 やきみ をこう ろぎ くつ わむ しし 

のぶ 夜 さむ はまつ むし も 荻が うは 薬に ね もしなん 猶 

§  くさき は ひめこまつ なに はの 度に 初臈の をのが 友 

よ ぶ 聲そ へ て 詠 め つ き せ ぬ 道す が ら 身に しむ 風に {4! 

はれて いくち は つ たけ うらわ かきす、 きに つ なぐ 賤 

わら は 礎の みるめ もはづ かしと 思 ひつ 、けて 行 ほど 

に 松の木 影に 物と はん 

(廿 一 ) 行 平 地獄 物語 中 村 七三 郞 

=ー 下 リ かたるに つみ もき へ ぬべ しかたる につけて お 

そ ろし や か しゃくの せ め も 昔た か く ふり あぐ る 鐵 j?- 

はてん ち も ひ 、くば か，.^ な，. y つみ を あら はす じ や. つ 

はりの か 、みに あく をう つ せば 八 萬なら く あきら い 

に 天 をう つ せば ひそう ひ いそう てんまて くまなく 見 

えたり W 义大地 を か いみ、 れ ばまづ はち こく だう つ 

み を あら はす， # 几の かしゃく 打 やて っぢ やうの 數々 

こと/^  く 見えたり こ は そ もい かにと 立され VS ぐれ 

ん大 ぐれんの 氷に と；： りら れて あた， 0 を みれば めう く 

わ 大地に みち ./( -> た h- むけん ぢ ごくの くるしみ はね 


つ， たる ほのほの 中へ まっさかさまに をつ る 事み 

つばの そや 下よ， 0 めう 火 ふき 上る とが はう へより を 

つる 所 を さ つ/^ と 吹 あけて 隙な くく げん をう くる 

な， 0 あび 大 ちこくの くるしみ はて つせ きをた つ 事 一 

ゆ じゅんつ るぎ を ひっしとう へ ならべ 罪人 を 追 ま は 

しがんせ きせな に ゆい っけられてみねょ..^ど-フどっ 

きおと さるれば ほね はみ ぢん にく だかれて 風に 木の 

はの ごとくな りたす け 給 へ や 人々 よ ざんげに 罪 もき 

へ う せ てね が いの ま、 にやす J/,^ とぐ せ いの 舟 の 

川岸 にいた h. いたしせ た ひ 給 へと て 泪く み て ぞ語， 0 

け る 

(廿 二) 松茸 狩  中 村 七三 郎 

本調子 いな 舟のお すに をされ ぬ sg まくらね もせて な 

がき 夜の つら さかた h- なぐさむ かた 糸の 折 敷 御座の 

か た ( に ねられねば 二 そ 夢 もみす さそ はれ 出て み 

ちの へ の 千々 の 草葉に なくむ しも 思 ひみ だれて 糸す 

、きせめ て それ かと 我と ふ もの は 荻，：^ 上 葉に みたれ 

'て 風 そよ く 余所に も をく や 袖の露と れ^^  の 

うつら ふ 影 見えての こる まつ さ へ あらしに つ れ てい 

と い 心 はの ふさん さ 物 わびし 道し る ベ. せよ しのぶ 草 


本 二 


しげ き 思 ひ は あ き. 赛 の あ. たなた つと もい と はじな 宵 

ょh^ねゃに引こも.9まてどくらせど其人のそょとは 

か.^ の 音信 もはや 九つの かねが なる »も おもわぬ さ 

は. 0 あ.^ こよ ひ .の あ ふせ はやれ さて かな はぬな よし 

"か, J つも やぼら しゃいつ そ 夢 こそ ましなら め 枕 

ひとつ を たのしみて 戀し 床しき ね やのう ち 

(廿 三) 稻荷塚 四フ門  中 村 七三 郞 

二 上" すいち やう かう けいに まくらなら ぶる 床の 內 

なれし ねまきの 夜す がら も 四つ もんの 跡 夢 もな しさ 

る にても わがつ まの 秋よ さきに か なら やと あ， た し 

, J とばの 人、 ひそな たの そらよ となが むれ ど それ そと 

I. いし Bi* もな し 夏 もはやす ぎ まとの 秋風 ひや 、力に 

をち て よしや 思 へ はこれ とても あ ふ はわ かれなる 

ベ し 世 を も 人 を もうらむ ました、 身の ほど をお も ひ 

つ いけて 我 ひと.. 9 まろね の 床 こそ さ ひしけ わ 

(廿 四) 稻荷 塚狐會  中 村 七 一一 一郎 

二 上 《• らんきく や - 一ぎ くしら きく  - 1 てま， 5 や 力，. C き 

く 君 を まつ 夜 はくる./,, ^^1^ と iSf ぎくよ しゃ なげ ゝ 

どした へ ども 秋 の 朝 そ ら き，. > とぢ て 露 な き 草に - J が 

くれの K をた のみに やすらへ は 身に しむ 風に つま も 
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たもと も ふ は/,^  -と吹 あけて 我と は 見えぬ 水 か 

いみう つす 姿 は 月影の くも.， 9 みはれみ ゆく 雲の 穴ェさ 

た め なき 山々 の 木々 の 稍に なく 鳥 は 山 がら こ 力 ら 

く 四十から ひわ やひよ 鳥め うないす いめ 鳴子 ひく 

ねに おどろかされて 數の 小鳥が むら 立 さわぐ にくや 

にくや 小と， 0- が 我 をお どす はつらに くや ゑい 二の ゑ 

いこの ゑい この ゑい この， ゑい この へみのと たの 

むよ いや 又 笠と 笠と たのむ はこい けの はすの 葉 かく 

は 草 か.. 9 たす ベ 男 はよ いやさ ゑい この  . { 

(- ゑい この ゑ 木の葉の 零 はらく く 風に もまれ 

て 秋の 小 蝶の たは ふれて みねの 小 松に しなだれ か \ 

る 葛 か づら よれつ もつれ つ はなれが たなき 我が 忠ひ 

吐 H かたるに つけて かなしき は此 おさ あいが 身の 

ノ へ M-b 父 はは. 0 まの なに かしと て. <； にしら れ しも 

の 、ふに a- はむ ろつ の 上ろ ふの はて か，.^ に 難 波に 住 

居して 此子を まう け 給し に 過つ る 秋の 末つ， つた 我に 

„a 子 をぁづ けお くいた はしゃお さあい は 父よ ゆよ と 

戀 こがれ 畫は ひめ もす 夜 はまた 夜 W の 鳥と もろ-とも 

に まどろみ もせす なきあかす 目 も くれ 心き へ/ \ 'と 


. . ., ね   二百 五 卜 二 


et- も 世 も あ らぬふ ひんさに 母の きて うに わたさん と 

さて こそむ ろつ へまい る& 

(廿 上ハ yi おた ひ  ^澤 あやめ 

-i^^-s^f  ^  t  今 衬乘之 介 

三下 リ みだた のむ 人 は あま 夜の 月 なれ や 雲 はれね と 

も 西 へ 行な まみ だ， いとし わか子 もせめ て さてみ 

だの 御國 へ ゅくなど^便ひのぁらばぃか計^：^-ぅれし 

かるべ き 我が 心 そなたい としけ. 0 やの ふやれ わが 子 

もい と しそれ なせに い つ そ 子 もな け， 0 やなけ り， P こ 

そ E-j ひもない よさよ しゃよ しな や まよ ふた， CSM- ふさ 

てな まみた. /( /\'(->./^ かねの ひ、 きに 夜 はな 

ん時ぞ 八つで も あろ かい やな ふ あれぐ 夜が あける 

やら はや じんじゃ うの ゑ かう の 鐘の あら 有が たやい 

ざ や 我 子の ほだいの ためにな まみた くよ いに やわ 

さん 夜中に や ほけ 經 南無 地藏大 菩薩く 心 かみ たれ 

ての しど ろん も i ろん^/, そなた へ は ゆかぬ かこな 

た へ は ゆかぬ かと そばなる 人に と へ ど /(->/,1.> こた 

へ ぬ ふる 塚の 夢 かう つ、 かま ぼろし か 我子戀 しゃ 

(廿さ 傾城 佛の原 £  S 紙 

ニ上リ いつの 間に か は 秋風の 吹 や こし ぢの山 こえて 

彼 y 三國の わけある さとへ 惡性 がよ ひの つらにく  ，2- 


ひさげ のみ づは ゆと なれ どまた さめやらぬ 我 HQ ひつ 

らしね たまし あら はら 立 やとす.？.' り つ い ri よな く， よ 

か， 9 をれ とそな たはなん .  ^七 つ つ 十で 殿 子 

を 見 そめて ほれて 人 こそしら ね ふ， 0 わけ 髮の そなた 

ならでは 誰に かみせ ん此 くろかみ をい ま は あだなる 

みだれがみみ だれ 心 か あ ゝ/^  あいた 見た 

さに きた ぞ やれつ ら -/ (- "と 思 ひ はすれ どま だすて 

ら， &ぬ にくさ あまりて いとし さまさる さても いのち 

はつれな いものよ 君 つら やい きて おも ひ は あい ベ つ 

,9 くの しんで またき て その /,( \>./,^ その さきの 夜で 

おも ひしら しょ ぞ思 ひしれ 袖の みなとの 戀の ふち わ 

た， 9  くらべ ん なみだ 川戀の 一 念 さかつ きのかげ くら 

き よ にしんい のどく じゃくる./ i-./^./^. く る り 

.z,^.//,^ くる はかよ ひも ふ つ ゝ， C- と 思 ひきれ ./l- ね 

たまし や あら はらた ちゃと 立た る は あはれ にも また 

おそろし や 

多 門 庄左衞 門 

(廿 八) 女！ W 人  出來島 小 三 S 

山 本 1§ 門 

ニ上リ そちが 思へば こち もお も ふよ いづれ sS ひ は 博 

は， せ ^どい つ.！^ おが-^ の 御 げん もお え， て 今 は 中々 


あ ふ 二と ならぬな せな いつは，..^ かち 成 心と しらで つ 

ら きながら もまが きに たてば つ ての 文 さ へ やれ さて 

かな はぬ うき 代 じ や へ よし C かこつ もや ぼらし や 

、- つ そしん： U がまし ならめ さ て はかな は ぬ うき 代 や 

と おも ひつ めた る 其け しき 身に つまされ ていとし さ 

まさるた とひ 萬 里 を へ だ つとま、 よか はる 心 力- 

なけれ ども あいとて a た ふて かたりた ふてきた おれ 

- - なせに そなた は顏ふ やる さても.，/ 1- そなた はげ 

--戀 の いたきよ と ，フら めしそう にう ちな が めす，？ sh.- 

ついては なくば かり 一 じゅの かげの 人 やど， 9 又は 一 

のな がれの 身 枕なら べしむ つ 事 も か h- のうき 代の 

なら ひぞゃ あはれ はかなき みづ から はた ま/,^ うけ 

がた き 人身のう けたれ どた めし すくなき 川 竹の なが 

れの身 となる かなし さよ さきの 世の むくいまで m-j ひ 

やら； f て か なし やなす こし あはれ とお ぼし めし きげ 

ん なをしての ふこれ，/,^ ちと わら ひ 顔が 見と ござる 

戀も くせつ も ひと さか，^ 假 のうき 世の 夢 なれ ゃ經文 

まじ..^ にな まふ だな *,」 /(\ 'なまふ * た 語る まもな きね 

やのう ち はやき ぬ -^, , -に引 わかれし ゆびさ へ あらば 

重て とさら ば/,. . -^. ^ば やとす そやた もとにと 

艰補 松の 落 六 


りつけば 戀 しき 人の を も かけ は 見えつ かくれつ ま ぼ 

ろしか^て あとな き 夕 慕 

(廿 九) 女 仙人 怨靈  山 下 又 四 g 

三下" それ 三界 は 夢 なれ やみつの 車に のりの みちく 

わたく の 門 を や 出ぬ らん は ひかし の 山より いで ゝ 

西の 山の端に かくれつ、 世上の 無常 はかくの ごとし 

可 の 上に もむ くいあ，.^ うかむ 事な きみ づ から はじゃ 

ゐ んの惡 鬼と 身 は 成て ゑ い ( さ つ ても，/.^^^來95 

い，/,^ くる^^../,. \ 'といやつ きそ ひて 我に-つかりし 

其 人の いきて 此 世に まし まさば 水 くら き 「ゆ ^ の 幾の 

がげ よ， 0 も 我が 思 ひもむ ねの 火 はく は ゑんと なって 

此身を やくむ ねん や はら 立 やとし もっと ふりあげお 

いめぐ り髮 をく る-^,. ->, ( ； -/ ,,\ 'と 手にから まい 

てうつ やうつ うつの 山邊の 夢の 世に めぐりく るく 

ゐん くわ はい まぞ思 ひしら す やお も ひしれ ととび あ 

がりて はまろ び ふし 雲に うちのり 波 をけ たてく 飛 

行す る こそ すさまじ けれ 本調子お そろし やみち くら 

こ 三十 ん. W: まし /(.- 'て も ふりやう きじん はけ がら 

is しいで よ./^ とせめ たま ふ つらにく やねた まし や 

おも ふ 人 を V* いた つらに とらで あまさ 〈 かみ，./^ の 


 堉補松 の —滞 卷— 六 |_  li ,  

せめ を かう むる あっきの 通力ち から もた よ /f^" よ ろ 

J/,^./^ と あしよ は 車の めぐ hN/,^ てまた とる ヾし 

とよば はる 聲も かすかに きこえ-/,^ 松風 はかり ゃ殘 

る、， 》ん 

(三十) 廿四孝 狐會見  山 下 又四郎 

三下 リ 見 そめまい ものう か. /,,^~<»と うか e  t.?- う 

ば 玉の よるなら. で ひる はこが る 、わが 思 ひねても さ 

めても わすれ もやら てね をぞ なく- /(.>»5 をお も へ ば 

なんな，/,^ しのす、 き やおば なの 中 をく いり/ \- く 

いった なんぼく い .9 にくい く  り/ (^どやる ま 

L- ぞ. //^ 'どつ こい そつ こ いやるまい ぞ さま をみ がけ 

て はし，. 9 こき， o>/,\^/,^  -  J  -  J き .9./^/,^ や 月の 夜 

も ゆく やみ も ゆく 雨 か あられ か 露 か 木の葉 か はら 

-/l-c しどろ もどろ と あの 山 越て 此山 こえて けさ 

のきぬ， ^あら はれそう な ~,\ いのよ もとろ に 我 ふ 

るつ かへ かえらん いさみ、，/, \ -歸 らん おれが 思 ひ はつ 

\ むに あまる/ ヽもぢ の ふくさ にかう f い 小；^ つ ゝ 

めど/、 なにと つ ゝめ といろ にて ゝ A 目 はついし や 

るせ な 

i こ 傾城 善の 綱  3^1 屋ぁ甚 や 兵 • 
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ニ上リ 筒井筒^-の水はにごらねどかはせし人はぉ 

ほろ 月い るかた もな きわが 思 ひ た^か はら じと j す 

じに ねても さ め て もい と， しさの あ i.6hs て もれて にく 

ふなる 墨と す、， 0 はこい なか なれ ど 人が 水 さし やう 

すくなる しんき へ しんき /(- 水 さし や 人が. /I, 'が 水 

さし やうす くなる しんきへ 其 一 念の つきそ ひて 影に 

た、すみぁ、日なたにぉほぃくる^'くる>/,,  \ - 

(i  く るし きむ ねの ほむら の 火 わきく る 水に の ふ 

きへ もせす かすかに へ だ つ あさまし やすこし は それ 

と 居 ひしれ 足 もとはよ ろ >/,\ 'よろ，/,^/,, ^とよ ま， 0 

はてた るつ るべ のしづく落てかたちはなか，.^け，<y 

(卅 二) 文覺 上人  竹 島 幸 左銜門 

本調子 そのと きもんが くひ ざお し 立はづ かしながら 

それがし は 源氏 ふだいの 侍な b せんねんよ しと も 野 

間の うらに てし やうが い あ. 0 其く び やが て 六 はらの 

川原に こそ はか けられし をぐ そう ひそかに ぬすみと 

り. ぼ. た ひのみち にし § ぎ やうし やの 首に かけた るす 

だ 袋 あけぬ くれぬ とせし ほと に はや 三 歳の こう ゐん 

は 矢よりも はやき もの 、 ふの まも .c の钟 ともなし^ 

八 と しゃれたる こうべ をと りいだ し 助 殿に たてまつ 


れば さて はうた が ひ あら かねの つちに か はね はくつ 

れ ども 名 は 末代に ありあけの 月の みやこに せめのぼ 

.0 たえて 久しき しらはた をみ やまおろしに 吹な び 力 

せ を ごる 豕を たいら げんと 賴朝 いま は いさまれし 

が ぃゃまてしばしなんぎぁh^,Qんせん，c^ゃぅしなく 

して はしょ ぐんの さ いそく ある ベ から やとお との あ 

ぐみ はて 給 ひ 我に たのむ と 有し 時 それ こそ やすき 事 

どもと そくじに 津の國 き やうの しまろう の 御所に 力 

けつけ て みつよしき やう を賴っ 、ゐん せん. = やうし 

を こ ひう けて またたち か へ る 浦波の C 磁 をった ひ 

.5 を- 1 へ ひるが 小し まに な h- しかば ゐん せんのと. 9 

いだし 兵衞 殿に いた^かせ それよ ちぎ へ い を あげ 給 

ひ 源氏の 御代と なす 事 も ひと へ にぐ そうが おんなら 

す やせめ て廿； U はまち 給 へ かま くらに はせ く-たり 此 

一 ,，v う を せん まて はかなら す.， 賴 むによ なほう じ 

やう と のとい ゝ すて ゝ 衣の すそのた かからげ やぶ わ 

笠 こしに つけち よこ. /( -., 'はし，.： M」 出られし がヌ 

立 か へ b もん がくは 北條 殿に 打む かひ これに もしゃ 

ぅゐん なきなら ば 我い きながら ませう と 成て 力-つや 

にが わきんぶ せんしら 山 立山 ふじの だけ 此 やまく 

増補 松の 落 紫卷. 一 ハ 


の てんぐ ども さ つ./, (-. 'とまね きょせ しゃもく の^に 

つるき を ませ ひそう を ひ いそう 天まで た \ き あげう 

み に うか. まば 六 代 七 代 八 だ い h- うわう 山 神 水神が う 

が のうろ くづ 八方より もた ゝ， をな させれ いの 天狗 

の そらつ ぶて 一 時が 間に 打 ひしき みかたの せいうん 

日 h,. ん：； "りんじ や- リふを 吹 や はらけ）/, \> ざんじに 本 

とげん 事なん の 子細の あるべ きと おんと， 9 あ 力..^. 

はねあがり いさみに いさんで 申せし はたの もしと も 

fr:  J  <.c  竹！ a 幸 左衞門 

(册 三) と 力し： g  ^ 幸 十 g 

本調子 さる あい： U むさし 坊熊井 太郞た い 一 すじに おも 

ひ 切 さし も 大勢 まち かけし とがし が 城へ 入た るはゾ 

に替. 0 てお ほえた. 0 山ぶ しの 法 なれば れいし せん ぼ 

う を讀べ きに むさし 何とかお も ひけん 高念佛 をと な 

へ つ 、大門よ. 9 つつと 入と がし か 城の て い を 見る に 

おもて. の やぐら 十三 ケ所 わきの やくら 九 所 一 一重 三重 

や くら を 上げ 北のお も て を 見 て あれば くらお き 馬 の 

攻しら すそれ ぞと いは いひき 出さん と 用心き び. L  く 

みえに けり 权又 うしろの やうが いはお もて は 山た か 

ふして 一 邊の雲 の ごとし 谷 ふかう してと ぶ 鳥 だに も 

■  I  二百 玉 十五 
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すろ ともい るかの あれし も かく やらん とお それぬ も 

の こそな か， 9 け. 

(卅 四) 山 居 之 僧  * 紕木與 次兵衞 

被 歌 あまりに 山 を 遠くき て 雲 又 我が 里 を うづむ みな 

これ 人間 まう しう の 雲霧の ひきは か へ さじ あづさ 弓 

やすから ぬ 身の かりの 世 を 思 ひすつ るに 身 こそ やす 

けれ 我 は なまじいに 弓馬の 家に 生れき てかごう を捨 

てう もんに い る 月 を ひかし に 里 を 見て け はしき 山路 

なければ いわねに i..^ つき /(  \ -^. ^苦路 を ふん 

でた きい を こ. 9 水 昔す ごく そこ ふかく 谷に さが， 9 水 

むすび その せっせんの むかし をと へ ば 唯 一 心のお き 

どころ そむかば まさにさん あくた うはの がる ましお 

ふきち ごくの 其 中に むげんち ごくの くるしみ はねん 

ねった る ほの をの 中に まっさかさまに をつ る 事 は 三 

つ 葉の そやした よ b めう くわ 吹 あぐる たと へ ばす せ 

んで うの 谷よ， 0 もまく， 5 たて -/l," 吹 ま はす あらしに 

ひとしく とが はう へ よ h.- 落れば さあ/,, ^さつ.//,. \ 'と 

吹 あげて ひまな くく げん をう くる ゆ へ むげん； C1 こく 

i なづけた. 9 あらお そろし や/,, ^あびた いぢ ごくの 

くるしみ はてつ せき をた つ 事 一 ゆ じゅんし ほうに し 


てつる ぎ を ひっしと ならべと が ある もの を 追の ぼし 

かしゃく する 罪人と が をな げくと いへ ども かな はぬ 

はぢ， ごくの なら ひに て 岩石せ なに ゆ ひつけら れつる 

ぎの みねよ.^ つきおとされ ほね はみ おんに くだ 力 t 

てな げきかな しむ 淺ま しゃくら くの さかい はとく も 

といれ すいふ もい はれ や 風 ふけば ふけ 我が 庵の 佛の 

てらす たえぬ ともしび 

(卅 五) 名 a? 揃  竹 島 幸十耶 

fc. 調子 あつまれ ぞうら ふやよ き 馬の きつそう や 

をつ さまむ かうよ こはたば しゝ あい ほねぶ しょめ 

の ふしお、 つく. 0 つけたる ごとくな. 9 尾 はせん だん 

のぬ の を はへ て 百 丈の たきの をつ るに ことならす 右 

のまな こ 左. 0 のまな こふり わけ 髮に ちら，.^  くちら 

/(-■ ちらと 「むち はなに- ('し 竹かん ちくから 竹 わ 

か 竹 もとから. 1^ から 根から 葉から 竹の き. 9  くな き 

,/(..• きんき， C- よの やれた まりみ づ すます にごらす 

です いらす 人の 心 も それによ そ へ てな にも 柳に さら 

"とも やらせて かるい がよ ござんす 思 ひはづ ふ 

り. つ ふ .  とも しづん. たさな にがさ 

(卅 六) 柴刈 風流 11  S 村 島 今市吉 J 1 

I  I 增 l?s 葉卷六 


本調子 山が つのた き》 を 折て かす/^ のお も ふま ゝ 

- i  、， よれぬ や- J とさら 風 を. いと ふなる しばに 櫻 を 

折 そ へ てし ばかる 女の いやしき 身に も/ \ じんや じ 

やかう はもた ね ども 匂 ふて 來る はたき 物ち やう， 9 や 

う ふ. O やう ひやら に ひやら ろ ひやら ろに るろうな. 5 

ちゃる ろ 戀 とい へ る くせもの/, 1^ かんな 身 はやつ. 

そろに くや. - つら やうら めしや 月に は 雲に 花に は 

あらし あらし つれな やよ ぎて ふけし のぶ 夜の あらし 

さても./^ いや/,^ 山 田に を しそうと めの しかも 

あ ふみの なりよい 笠 を じ やん ときない て ひやう し を 

i 優 三下 リ 「田う へる はお もしろ いがぐ る ま はり 

がう かない さあう かない 十七 八 はね ごい もの 梅の 木 

のさが h- の 枝 を まくらに およ， 9 たかおよ も ふせさ 

あ パ よ，/,^ ゑ此 へ しょんぼり/ とう へ た 

釉 よその たもと は 田う へに ぬ. る、 たれ ゆへ ぬる ゝゎ 

が 抉 打な がめ あ、 しづの めのお も 荷の しば もく にや 

なら Q あゆむ ほどな き 道す がらと ある 所に 着に け h- 

(卅 七) 近 江 八景  水木 辰 之 助 

本調子 ふね を： U しゃら ば 夜 ふかに だしゃれ 55 いく 

ほかげ 見 ゆれ はなつ かしゃ 戀には のん ゑい それ わか 

1^  I  , 1 二百 玉 十七 


®-!f 松 葉卷六 


二百 五十八 


枝 もい よ ゑい ゑい や といる ややば せの わたし 舟 

なみ はへ いた をた、 き あげた、 くしら なみ あら 男 波 

しづ かに こげ やそろ，/, \' おせよ いそいで こげ やさつ 

/, - 1 おせよう きぬ しづみ ぬ ゆく 船の みぎ は を みれ 

ば 瀬 田の はしぎ よそん のせき せよ まの あた，^ ゆき ゝ 

もた えぬ 旅人の のぼれ はくた る あいの 土 山 雨が ふる 

うと ふ 小歌のから 尻に 乘 b 打 させぬ せき 所 也 足 もと 

まら や 行 舟の 次第 C に その さき はいか 成 所と 尋ぬ 

れは あれ はかた 田の らくがん ぞゃ いざや 名所 を かた 

る べしお. 9 てし はし はま あそび あがらせ 給 へ 人々 よ 

入江く の あしの 葉に そよ. 0  くと 吹 來る風 は 夏の 

しるべ か凉 しさよ 三下リ 「礎にを，.^居る臈金のぉの 

が 友よ ひ あそ ふに ぞ ねらいよ，^ 追 ふて ま はれば は つ 

とたつ やひら (. と むれいる 雲 にさ ほに 成て と 

をる あとな が さき へ さきな が あとなら かう が いとら 

し よ /  ) これ ぞへ い さ の 落 P と かた .o て ふねに の h.- 

うつる の ふい かに せんどう 殿 こなたに たかき 御山 は 

い かなる 所な りけ るぞ あれ こそ ひらの 慕 雪と て これ 

よ は 冬け しきみ ねに ふりつ むしら ゆきのち ら hN 

とふ.^ 來る § きに 四方の な こすへ もの ふよ 白妙 


に 技 もた わむ -f i つ は. 9 とつ もれる 道 を ふみまよ ふ 

木 こ，^ 山が っ柴 か， rt' が 笠 も 薪もう つもれて さむ そふ 

にこざる 火 をけ や b たやすみ う へ て 比 もし わす 

の くれ なれば ほ ながゆ づ， 0 はかど まつ をめ せ/.^ め 

され 候 へ と あきな ふ 風 Is げに ま- 1 とに- 一れ. や， うでん 

のぼせつな， „ ^むか ふ を みれば かた 田の うら の あま を 

ふねつ. =• して 歸るぁ ，0 さま を 見る に 我 身 もい となみ 

のつ りの 糸 さ へ しな へ て もつれて さほ もた や に ひ 

く， ±/  ひいて しゃくる 所 をつつ た 所のお もし 

ろ やい. h.-  HI の 影と もろともに 風に まか せ て 帆 を あぐ 

る此 めされた る 舟- 1 そ は 遠方の 歸帆 もまの あた， h- あ 

れ からさき の ひとつ i5 本調子 「らうに やくき せん 布 

びきの ひきわけられぬ みやまい ひい かなる 上手の 筆 

な，.^共是にはぃかでかまさるべ き 日 もはやに しに 入 

相の てうちん と ぼす さ よ 嵐 ふ きく る 雲に 雨お こ. 0- 村 

雨し き. 0 に ふ h-  くれば ぬれに ぬれた ると.^ な.^ もし 

Oi ほ， c しった. 0 わにの みさきに 舟と めて と i6 もる し 

づくも ろ， i もに なみだで あかす ふねのう ち 二れ やま 

ことにせう.，/^ のよ るの 雨と もい ゝっ べし やう./,^ 

はれる 雲 ぎれ にと ま おしのけて 見 あくれば あれ 石山 


の あきの K 湖水に うつ，.^ あきらけ きす まも あかし も 

よそなら や 二れ やまこと にとうて いの 秋の HJ- ) ゝ に 

うつして みつう みの ふくる もしら すなが めいる ふけ 

§ く かねの 昔き けば あかぬ わかれの 鳥 は 物 かわ 鳥 も 

なき かね も 閜§ る 三 井寺の 時 をた が へやつ く數 はは 

や あけ 六つの あけわたる 東 あ ふみや 西 あ ふみ 大津の 

町 もとく おきてお のがさ ま ん\ 手 わざす る 是そ さ , 

しの せいらんと 夢の やうなる 其う ちに 四季 折々 のた 

は むれ をい まめの まへ に 見す る 事 これり うじんの め 

ぐ f> な.. G- 

、ト -VOJL  荻 野 之 i 

(卅 八),！^ S  西國兵 五郎 

本 51 子 きちがいに 物と お ふくう すげ せう にやな ぎ 

" iMi おどろに み -た したれ ども 花 むら さきの ゆ 力 

h- 有 ふさ ぃ宋 しきもの ぐる いい かなる 人に てまし ま 

すぞ とふて なにし よお とやって なにし よわれ は 親よ 

h- 子 ゆ へ に まよ ふま. たハ乂 しらぬ なでしこの 花 はねに 

かつる く か.. >  かね それ はこしお 我 はまた あつま か 

一 ら 出て こがれく こがる、 子 ゆ へに くるう 力お 力し 

いかなん のお かし かろお かしゅ はない が 我 も 御身に 

あ ひと ふて みと ふて ぞ つくく くと たづね し國は 


どこ，/,^.？ ん よう-たうに さんやう だう お，. ci とのせ と 

こ ま まな * た ふな ぢ はるかに きいの ぢゃ 玉つ しま 

き あげ かいつ くぼうて ひっつく ぼうて 尋々 あるいた 

我ら も. くるいめ ぐった いとし 我が 子の めにつく はね 

のみね ど しらね どつ くしの はてく はてまで おど b 

い ではし h- 出く に <\. 'さと '伊勢の つ を は，.^ の つ 

あ ふみに 大 律草渾 いま づか いづし ほっとつ くく 

小-つ $i の國 には大 もつ の 尼が 崎から あまにな わと て 

文よ 二  、-た あなた- 1 なた とくる いめぐ て 人め もし 

らで尋 ぬる 我 をなん だろ つよの ひ 二た ろつ よの その 

よな ことき ゝ やきん/,, \> きが わるい りんと はねら f 

しゃんと ゆて たもれ あか： T のからす わんな かいで た 

る きのはな をし つか h- てう ゑい やっと ふまい たなこ 

h- なさけ 名の 世の中 や 

大和 屋甚 兵衞 

(卅 九) 三 ッの車  ！ 尾 重 次 g 

筒井 吉十郞 

ニ上リ 三つの 車に の.^ のみち 火宅の かど を やいて ぬ 

らん 夢 かう つ 、かお ぼろ 夜の 月け の 駒に かた 手ぎ り 

きとい むれば 寿の 雪と けて み.  たれし 我が 思 ひ あまり 

てこく い； y 人 を たれに そ はせんね たまし ゃ釉 にな 力 


:t 補 松の 落葉 卷六 


二百 玉 十九 


I 壇 g 松の 落葉 卷六  II  , 

る 、血の なみだい ろ i なさけの ふたお も ひふかき 、ひ 

は 常々 に 語. 0 あかせし 戀 草の もへ 出 そめし おもかげ 

にす が.， >  つけば 八重 櫻 風に みだれし 亂髮 ゆい かひな 

くも ころされて 身 は あだし 野の 露し もとき へ にし 事 

のうら めしとな くよ. i> 外の 事ぞ なくさいた さくらに 

なせ こまつなく よの ゑい さ 駒が いさめば はなが ちる 

いさめば 駒が よの ゑい さ 駒が いさめ は 花が ちる ぁゝ 

淺ま しゃた えがた やぼん の ふじ や ゐんの 身の くるし 

みはてつ せきた つ 事 一 ゆ じゅん あだと 情の 心のお に 

のぼれと せむ る つ るぎ の 山く る. o/,^  くる，/,^./^ 

と 追 立ら るれば 岩根に とりつき/,, ^のぼりて 見れば 

下よ h- めう くわ ふき 上ダ こ は 1? な- o-.?' なし やなた す 

け 給 へ と夕くれの月は霞にかきくもh^聲ばかh^して 

失に け， 9 

(四十) 時雨の 松  3^1 屋も甚 ゃ兵讀 

二 上" おなしう き 世に かけて たのまん ひたちお びと 

.9 か はした る 二世のお びみ へ に ま はる も戀身 はかげ 

ろ ふの あるかな きかに 捨ら れて泪 のし ぐれ まっかえ 

にみ えつかく れつ 戀 のせき まよ ひ/,^ あるく もたれ 

ゆ へ ぞ あはん と 思 ふわが 男 人に あはれ てはづ かしゃ 


  二百 六十 I   

戀 にやせた るふた への 帶み へま はる ふたへの 帶 がふ 

た へ の帶 がみ へ ま はる さ， O.LJ はか はすせ いしの 血し 

ほ の 文 宇 め うく わと 成て 思 ひの きづな 切ても きれす 

はなれ もやらぬ わが 思 ひしめ つゆる め つゆる めっし 

めつ ふたり ねの 夢ば か .9 なる 手 まくらに ふして かた 

ち はな かりけ 

資茂川 野 壟 

(四十 一 ) 思 ひの 鎗姿 山 下 ォ三郞 

高 島 尾 上 

三下 リ 世の中の 人の 心 は うつろい やすき 吻 としれ SIC 

と 我と が 長 枕よ ごとに か はす むつことの 人 こそしら 

ね 神 かけて あしき 心 は あ、 しんきな ひに てんとうら 

めしや あ ゝまゝ ならぬ 君 ニ上リ 「さま はな ひさし. P 

い つ あ ふた まゝぞ をれ もな わすれた あ ふたよ さ を わ 

すれた おれ も f なわ すれた あ ふたよ さ を 思 ひ いづ 

れば なつかし やまだ はだ なれし うつ， 5 かの ふた h- ね 

が ほの つや/,^ -.o" となで しこい ま はこた へ かね 君 

の 御 えりし かとと hv これの ふうら めしや われ こし.^ 

との 御 事 かしね なら/ \ 'いっそし ねなら 死に ましよ 

か あなた ゑな ひけば こなたの うらみお も ひとこ ひと 

くるまの/,^. 0 や， フの わになる くる. ^1 ！！/^^ねも せ 


に s 上 

< 
る 


さら V* とい へばし ばし と、 むる 釉ふ， はなせば 目に 一 

こそ 見えね ふむ あしもと はめう くわの けむり こ は 力 

なし やと 又 ゆくさき も ほの ふの け ふ..^ にむ せんで お 

そろし やわれ はじゃ &ん のな がれのう き 身く みな 力 

す 酒 は 一一 一途の 大河と な，. >  起請し ん はつめ うはつ あね 

つて 此身 をく たくと むらい 給 ゑ お^さま 

(四十 四) 地禱踊  山 下座 

二 上" やれお いかけ はやさぬ かさ ァ，^ さおし 力 f 

な il, のつな しめてみ よよい やさ やれ 我が 戀 はく 細 

谷 =; のさる 木 はし ふみかえ されて はぬ るん る、 釉か 

や をい かけな かの つ なしめ て よそら ふた やれ 中の つ 

なわ へ ゑ <5 , ^ゑゃ へや このさん さのへ 

「鳥に うらみ は あ ふ 夜の 時よう たへ 今宵の ひと，^ ね 

にさんよ へ /\ 

「あの や 小山に 戀 風が ふくとの 身 を もな げかけ ゆす 

らばお ちょ かの さても つれな の あの 君 や ふるや こづ 

ま はか はいよ へ ゑい やく ゑい やへ この や このさん 

さのへ 

「なに は 入江の よね. 舟 をみ たか ゑい とんな ゑり ゑし 

へ ゑい とんな あ、 は まの 米が 千 石 あは ぢの 米カ吓 

.  1  nl^r ハ？， 1 
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で まよ ふた やん れぁ， ^つるす がた は繪 にかけ る 我 は 

うた、 ねう つ、 たしょの 

(四十 二) ふみこと 葉 高 島 尾 上 

ニ上リ 一 ふて と 書 そむる はなつ かし さの まゝと はせ 

まいらせ へく 候 わかれよ， 9 ほど あらす 候へ と 思 ひね 

こする ひと. 0 ね は 心 もす みて 目 もさ へ て たばこ 戀草 

とぎと 成ね やの 內か はるいろ なく 御く らしゃが て あ 

をぞ やかたろ ぞゃ 筆に まかせぬ ものお も ひた" „• あ..' 

まして >/1 \ のこる ことの 葉 かへ すかき 

(四十 三) 定 家怨靈 *|  ^ 麟 

f . 淺 まし やなみ. たは 生死のう みのな み 死 

しみ をう け 重 くらやみよ h- くらき に おもむく おん あ 

ぃのぅすき契.^の袂には淚をっゝむ春雨にっぼめる 

i! より. ：4V6M- れ よ なれ もやらぬ あい ねんの そいねの 

床に 夢 もな く ふた. o が 中の 泪川 つながぬ 舟 はと まれ 

ども たれ かとい まる 人 もない そよ 夢の 世に か， 9 ねの 

母；；， 手 まくらよ 乳房 をし ぼ ひと，.^ かこちし あ. 5 さ 

ま は 見る にた もと も ぬれぬ ベ しまた おきあが，^ て は 

し，：' めぐ， 9 てつ まに と， 0 つきの ふかな しゃも はや わ 

かれの あれた えがた ややい ばの つみにし ゆらの 太鈹 
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石 萬 石 舟 方が おさめた 月 の 夜 はし. 0 にやし もの C 

しもの せきの むつ 事 も わすれた ぁゝ ゑい とんな ゑい 

ゑいへ い ゑい とんな ひらい て さおい て J- さ おも 梶と 

,9 かぢ なに は 入江の はんじょ へ 

有 馬の ふぢ 狐會 右水 木 辰 之 介 所作 松の はに 見えた 

, ^此 集に のす るに お よばす 


寶永庚 寅 七 年 九月 吉祥 日 

ゐっゝ や 庄兵衞 板 

書 林 

萬 木 治 兵 衞行 


M 松の t 洛葉 大尾 


自. M 永よ やり トぅ l: 


f-: 延資， 


自延寶 四 年 至 文化 十一 一年 及 ぼ 四十 年 

古 寫本可 愛玩 今茲乙 亥三 = ^上浣 令 春 

高 子 補 表装 所藏也 

式 亭主 人 


淋！ IS 座 之 慰 


愚 意 

抑 延寶丙 辰 八月 上旬の 事 成に 獨，？ M の淋敷 儘に 色々 

の 草紙 を 見て 心 をな くさむ 中に 我 曾て 音樂 不調 法 成 

に 依て 此 草紙 八十 冊に 及 ひて 見る に 世に はや b し 音 

樂の類 思 ひ 出して 慰む 所に 世の 人の 心 一 品に 心を留 

す 年に 幾度 か 移り 代り て 古き は捨 る故專 らうた ひ 板 

し 事と も 見聞に 隨て 古き 新 敷 を 撰 はす 此 双紙に 集て 

淋敷座 之 慰と 名 付て 小 わらべ の翫 ひとな す 者な，.^ 若 

昔 樂に志 ある 人 是は或 不足 又は 誤 ，9 而已多 からん あ 

はれ 礼 さる ゝ にお ゐては 我望是 にし かし 又 書 カラき 

てん 一 心 二 河 白 道 或 三味線 小， IT 且 尺八 等の 歌 は 夫々 

の 册に委 敷 記し あるに 依て 今 愛に 略す ものな b 其 外 

予未 見聞 昔 樂 又は 覺へ て もはやら さる 事 或 歌に 依て 

名の 不知 は 除 之て 名高き 音 樂の類 はや (か 力).^ 撰み 

出して 悉く 此 一 冊 結之畢 

于時 延賓四 中秋 上旬 日 • 
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醫 者く とき 木 や 一 

sa-l^,、 とき 木 やり  .ー 

西 行く とき 木 や. 0  j 

北 野天 神く とき 木 や. 9  J 

八 島く とき 船歌  J 

ぉ江戶 くと き 船歌  丄 

若衆く と-さ 船歌  ^ 

鳥 さしくと き般歌  ： 

たも ひ 物く とき  ； 

琴の 歌 品々 (七十 一)  - 

鞠つ き 歌 .  W 

盆 歌 品々  J 

らう さいかた はち 昔 ふし 品々 (十七) 一 

昔 小 六 ふし  一 

昔-、 そ. C 

櫻 川の ふし  S 

はや.^. 長歌 

さよの 屮山 長歌  I 

なけ ふし 品々  一 

しな 者の 歌  .  二 

淋 敷 I 座， IT, 慰 


一 やよ や ふし 

一 はや..^ 物の 歌 

一 さんや 源 五兵へ ふし 品々 (九 ク) 

一 替 源 五 衆 ふし 品々 ソリ 

一 の ほたん ふし 品々 (二十 四) . 

一 さわき 歌 品々 (二 ク) 

一 京 はや ふし 

一 浮世い そへ 殿 ふし 

一 替.，^せぅ，？"なふし 

一 のつ ち. 0 ふぐ じる ふし 

1 谷 中う わき ふし 

一 御門 徒與 五平 ふし 

一 大 坂から 墨 ふし 

一 吉 原し よく..^ しょ ふし 品々 (十) 

目錄畢 

前後 口 傳有之 

都合 音樂 二百 七十 

紙 數合百 十五 枚 


二百 六十 玉 


m 敷 座 之 慰 


淋敷座 之 慰  . 次第 不同 


本朝 王 代 記之謠 

一 夫 仁王の 御 次第 祌武、 殺靖、 安寧、 懿德、 孝昭、 孝 安、 

孝靈、 孝 元、 開化、 崇祌は 十代の 帝、 垂仁、 景行、 成 

務、 仲哀、 應神、 仁德、 履屮、 反 正、 允恭 一 一十代、 安康、 

雄 略、 淸寧、 顯宗、 仁 賢、 武烈、 繼體 、安間、 宣化、 欽明 

三十 代、 敏達、 用 明、 EJ. (峻、 推 古、 舒明、 皇極、 孝德、 齋 

明、 天智、 天武 四十 代、 持統、 文武、 元 明、 元 正、 ® 武、 

孝 謙、 廢帝、 稱德、 光仁、 栢武 五十 代、 1^ 城、 輕峨、 淳 

和、 仁 明、 文德、 淸和、 陽 成、 光孝、 字 多、 醋醐 六十 代、 

朱 雀. 村 上、 冷泉、 圓融、 花 山、 一 條、 三條、 後 一 條、 

朱 雀院、 後冷泉 院七 十代、 後 三條、 白 川 、堀川、 鳥 羽、 

崇德、 近衞、 後 白 川、 1 一條、 六條、 高 倉 八十 代な. o、 

安德、 後鳥羽、 土 御門、 順德、 後 堀川、 四條、 後嵯峨、 

後深草、 龜山、 後宇多 九十 代、 伏 見、 後伏見 、後一 一條、 

花園、 後醍醐、 光嚴、 後々 K 醐、 光明、 崇光 、後光厳 百 

代、 後 圓融、 後小松、 稱光、 花阖、 後土御門、 後柏原、 

後^良 之院、 正 親 町、 後陽成、 當 今迄 は 百 十代、 四海 
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波靜 に て 萬 民 時 を あふくなる、 今上 皇帝 の 御代 そ 

久し か. 9 ける 

異國 王代謠 

一 伏義神 農と 皇帝 是を三 かう と 云、 天地に つかさと 

れり、 少皇、 瑞玉、 かう しん、 とうぎ やう、 ぐし ゆん 

迄 は 五 帝 也、 夏に は 禹王を はじめにて 夏の けつ 迄 

は 十七 代、 君の 道な き 故障より 終に 誅 せらる、、 と 

う 王 いんの はしめ にて 三十 七 代の 時に、 紂 王の 惡 

により、 武 王のう たせ 給 ひけ.^、 是太 公が 智略 也、 

周の 世 は 一二 十七 代と きこえし、 年 は 八 W 六十 fe-.^、 

文 王 を 初めに て武 王、 成 王、 かう わう、 しゃう わう、 

程 王是迄 聖代と 聞え しが 幽 王の りさんに 放火 を あ 

げし 寵愛の ほうじ か 故に. u びぬ、 され ども 幽 王の 

街 子け いわう、 世 をお こしち- フ いうと な. け， 0 

(下略) 

(唐まで 段々 疎略と な. 0. 後に は 代數を あぐる の 

み) 

名香 之謠 

一 夫 六十 一 稀の 名香 は ほう b うじ、 とうだいじ、 せう 

よう 、三吉 野、 こ うぢん、 こぼく、 中 川、 ほけ 經、 花 


隨、 八ッ はし、 おんじ やう じ、 にた， o、 富士の 煙， 5、 あ 

やめ、 はんにゃ 、鷓鴣、 斑 走 梅、 揚 資妃、 飛 梅、 械か 

島、 みをづ くし、 月寵 田、 紅 紫の 香、 斜 M ；、 白梅、 千 

鳥、 ほっけ、 らうば い、 八重垣、 花の えん、 華の 雪、 名 

月、 がらんす、 蜀立 花、 花 散 里、 たんか、 花 かたみ、 う 

わ だき、 須麼、 明 石、 十五夜、，^ んか、 夕 時雨、 手枕、 

有 明、 雲井、 くれな ひ、 初 瀬、 かん はい、 ふたば、 早 

梅、 霜夜、 七夕、 寢覺、 しの ゝ め、 薄紅、 簿雲、 のぼ， 0 

馬 

鐵輪 道行 謠 

一 げ にや 蜘の 家に あれた る 駒の 紫く とも 二道 かくる 

あ. た 人を賴 ましと こそ 思 ひしに 人の 僞，. ^末 知らで 

ちき， 染 にしく やし さも 只 我からの 心 也餘， „ ^思ふ 

も 苦し さに 责 布-職の 宮に まふで つ、 住 甲斐 もな き 

同じ 世の 內 にむ くひ を 見せ 給へ と 賴みを かけて 貴 

布ね 川 はやく 步みを はこばん かよ ひなれ たる 道の 

末，/ \> よ る も 乱の か はらぬ は 思 ひに しづむ みそろ 

池い ける かひな き 浮 身の 消む 程と や 草深き 市 原野 

邊の. 分て M おそき 夜の 鞍馬 川 橋 を 過 ぐれ は 程 も 

なくき ふねの 宮に 着に け， 9 

淋敷座 之 慰 


小 舞 

一 松の 枝に は ひな 鶴の すだつ を 見れば-? ごきな き 岩 

尾の 方に 居る 龜の 千代 萬 代 も 限， „ ^なきよ は ひ は 君 

がた め なれ や 心 も 淸き池 水に 廣き惠 みぞ 有難き 

歌枕の 道行 

一 W も 其 後 思 ひも よらぬ 旅 衣 立 出る ょト， 釉 ぬれて 千 

日 をい つと 白波の 暇 (沈 力) む 浮 身と 成ぬ とも 東 は 

殘る妻 や 子 はしらで ぞ あらん かく とだにい はで 思 

ひ を 淀 舟の こかれ ながる ゝ泪 かなわれ おかさね は 

誤り を 人 は 何とも 岩淸 水澄 濁る を は祌ぞ しるらん 

男 山斷り 給へ とふし 拜み思 ひ は い つ か 山 崎ゃ關 戶 

の 境 を 打 過てう どの、 あしの 程 へても 歸 らん 事 を 

かたのの 原 ましろの 鷹 を 手に すへ てな， 5 ひらの 中 

將 のか h- くらしと なかめ けん 昔し の 春 もな つかし 

ゃ釉に 波よ るな きさの 院江 口かん 崎 打 過て 思 ひ は 

つきじ 有 明の かた ふく  g や 西の 海 波の 煙，^ の 松原 

やかす む そなた はすみ 吉か 岸に お ふ 成 わすれ 草 今 

のお も ひに 種- -,-.9 て 植て思 ひ を わすれて しう しほ 

の ひける 大物の 浦より 船に のせられて 盥路 はるか 

にこ かれ 行 浮 目 を 三つの 濱 なれ や 難 波の さとに 飛 


淋敷座 之 慰 

ほたる 思 ひに も ゆ る も 身の上と 思 ひ 合せて あはれ 

也 あしやの 漁の 船よ ば ひ 身にしみ 渡る 折からに む 

こ 山お ろし ふく はら やわ だの 御 さき を 打 ながめさ 

らし ゑの 色 かと ぞ 見る さみだれに 濁りて 落る 布引 

やた きつ 心 をせ きかね て釉 くちわた る さかて 川 ゆ 

き、 の 人の しげ、 れば てまの はやしに 隙 もな く& 

つくしの 須 摩の 關 もし ほた れんと わ ひけん も 今 身 

の 上に しられたり しつみ ははて じうた かたの 淡路 

島山 詠 むれば 波に くちせ ぬ ゑ じ まおば たが 筆染て 

寫 しけん 身 は 浮 船の よる ベ にもつみ ならで 見る 空 

なれ や 心ば かり はすむ 月の ながめ 明 石の 沛を 行と 

わすが た， 9 の 古へ を 思 ひ 出る も ゆかしくて 千代の 

かげ 見ん 小 松原う しゃ 思 ひ を 高 砂の 尾 上の 鐘に ね 

をな きて むろの 泊り に 身 をよ せ あまの か h.- ほす も 

かけの 世と すなをな らん や 世の中の 人の 心 はよ も 

きか 關身 にと りつ ど ふ 梓弓 やよりの 濱を こき 渡， 9 

あべ の 浦よ. 9 うちうみ 行 HI 數 やう 重な. 5 て備 

前の 兒 島に 着 給 ふ とにもかくにも 正景の 心の 內無 

<s とも 中々 申ば か り はな か. け. 9 

弓 場 意 恨の 道行 


二百-バヤ 八 , 

i 其 後 かつ 秋の みだい 所 や 若君 は 住驯給 ひし 厘 形 を 

ば泪 と共に 立 出て け ふ 出て 行衞 もしらぬ 旅の さき 

てこ そ猶も 物う けれ 古へ 人の おもかげ を戀 しき 都 

いっか 又 あくる 山 あ.^ とば かり を賴 みつ、 矢 田の 

いつる 梓弓つ るかの 津 にも 身 をよ せて 昔に 聞 あら 

ち 山 こえても 露ち る 秋風の なげき こ h> つ、 はてし 

なき 七 里 半に ぞっかれ ける 此人 今の あはれ さ 何に 

たと へ んか たもな し 

ぢ ぞうの 道行 

一 其 後お 君 は 鹽津の 浦より 船に 乘跡 ふり 歸，^ 見 給へ 

ばゎこく無双の竹生島こん，„^んざぃょ，c夜のぅち 

にしゅつ げんした なれば 地に て胎臟 界の辨 才天假 

にこの 世に ちんざ 成 弓手の 山 はすげ の 寺 妻 手 はふ 

なきの 湊 なる 佛の緣 に 近 江； てと 沖に かもめの つけ 

渡る 浪も磁 部に 打 よせてよ は ひ 久しき 白 ひけの 宫 

居もぁれに立給ふりぅとぅの光，^^まし御殿を照さ 

せた まひけ る 若君 これ を御覽 して 感淚釉 をうる ほ 

して 順風 心に 任せつ ゝ わにの みさき や^ 小 松 かた 

、の 浦の 船よ は ひ 是も何 を ふ 名所 哉 西に 小高き 御 

山 は あれ こそ 日本 天臺 山し めいの ほら を うつさる 


る 麓に 日吉權 現の いら か を 雙べ立 給 ふ 東 はやつ さ 

き 山 田 村 や はせ の 浦の 渡し舟 とづ 坂 本の こなた 成 

志賀 崎の 一 つ 松 今 も 山王權 現の 御 神木に て 候と 

名所 を 語る 其 中に 舟 は 大津の 浦に つく ほうしゅ 丸 

の > ひの內 あはれ とも 中々 何に たと へ んか たもな し 

義氏 吾妻 下 の 道行 

一 » も 其 後 義氏は 郞等四 五 人 御供に て 吾妻 を さして 

くたら せ 給 ふいつ かわが 子に 粟田口 ひの 岡 峠 打 こ 

えて 大津濱 過 ひば. 0 さゑづ るの ぢの里 露 はう かね 

ど 草津の 宿 雨 は ふ ら ね ど 守 山 やしの 原 堤 なかみ か 

た 見て こそと をき 鏡 山 ゑち 川 過れ は 千鳥 嶋 おの ゝ 

^道す. 5 は hv 峠は是 とか や 立歸. 9 なか むれば 都の 

山 はと を ざ かる 旅 寢の夢 はさめが いい そき 給へ は 

美 濃と 近 江の 堺 なる 寢 物語 を 打 過 山中 宿に つかれ 

る ふわ の 關屋の いた ひさし EC もれと て やまばら 

成た るいの 宿よ は ほの，^ と 赤 坂 や 夏 を 待へ て 熱 

田の 宮 何と 鳴 海の 鼴干方 末 は 遠 江の 濱 名の 橘の 夕 

鹽 にさす もさ、 ぬ も かの ほる 海士 小船 こかれ て 物 

や 甲 3 ふらん > ひつめ は 夕まぐれ あすまで あらん 命 は 

しら 雪の 今 は 池 田の 宿に 着 袋 井 繩手を 行 は 程なく 
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につ 坂 過れ は 昔に 閜さ よの 中山是 かとよ 此所 にて 

一 首の 歌 をよ まれた，. >  「としたけて 又 こ ゆへ きと 思 

ひき や 命な りけ り 赚 ^パス と 口す さみ 給 ひ 筏な が 

る ゝ大 井川 嶋田藤 枝 鞠 子 川て ごしの 里 しづ はた 山 

を 打な が めみ をの 入海 田 子の 浦 雪 かつ も- 年に 高 

さやま さるらん 伊豆の 三 島 や 浦 島 やわけ てく やひ 

箱 根山猶 よろこ ひ を 菊 川ゃ大 礎. 小 礎 を 過 鎌 倉 山 を 

妻 手に 見て 武藏 下總 のさ かひ 成 角 田 川栴若 丸の 墓 

印し 柳 櫻 を植交 て 念佛 の聲の 殊勝 さよ 宇都 宮に着 

しか は 大明祌 を 伏 群み 今 一 度 某 を 花の 宮 ；^, にな へ 

歸し給 はれと きせい をめ されし の ゝ め 早く 白 川 や 

1 一所の 關に 着し か は 我 を はとめよ 關 守と 戀 しき 妻 

や 子に 會津の 宿 目出度 事 を 聞から にやない つ い つ 

こも ま、："， lb ん と て lo- な いっさして 参 一ら るゝ- きょた 

き 川 にさが りこ， 0- を か き 御前 にまい いかに 申さ 

ん こくうぞう 樣三國 一 のこく うぞうと 聞 時 は 我等 

まで も 有難く ぞ むじ 是迄參 h- し， 0 しゃう に は 花の 

都へ 某 を かへ して 給 はれ ゃ此願 成就す るなら ばと 

し, j,.D" 申さん とて ふかくき せい をめ されつ ゝ三 

日 こも， 哪 下向 あ， 0 いそがせ 給 へ とて H 數っ もり 


座 之 慰  

て 七十 五 H と 申に は 奥州な ど、 の 里に 着 給 ふ彼義 

氏の 心の 內 あはれ とも 中々 申ば か • り はな，？' りけ， c 

笛 之 段 

御 ぞうし はまが きがと さまに 立 忍 ひかくお ぞ ちゃ 

うもん 被 成け る あ、 面白の おんがく ゃ郤 にて あま 

たのく わ げん を 聞し かど も かほ ど §  、しきく わげ 

ん はなしか 、るお ^ ゆ 、しきく わ げんに も 笛の な 

きこ そ 不審 なれ ロ傳 笛ば， 吹 手— が 


ふかぬ かや 吹 手 は あれ ども 笛 かな ふして ふかぬ 

笛 も 吹 手 も あ" けれど 惣て 東の くわけん 

に は 笛 を はふかぬ がなら ひか や 夫 は ともあれ かく 

も あ れ 義經是 にて がくに 笛 を あわせん とする おも 

とか むる 人 あらば さんろ がよ るの 草 刘 笛と 答 ふ ベ 

し 重て とかむ る 者 あらば 源氏 重代 友 切 丸の つ、 か 

ん程は 打 あ ふ へしと 思 召 右の 拾の 缺ょ， ^彼せ みお 

れを取 出し 八つのう た 口と てあかの 花の 露に 打し 

めし がくは 檨々 お ほ けれど 口 si^!^ 子 を 忍ぶ 

がく 女子 か 男子 を こふる がく 中に も 北 野の 天 満天 

神のお しませ 給 ふさう ふれん^;^ I おやの 子 を 又 

尋 かねた るし ゝ とうでんと 云が く をお し 返へ して 
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は 吹 もどし 吹 もどして は 押 返し 矢 は； ざ は 闇 と もな 

らばなれと^1^時ばか.^'ぞ ふかれけ る 

四季の ちゃう 

一 御 ぞうし は淨 瑠璃 御前の 一 間 所へ しのばせ 給 ひて 

見 給 へ は 四方の 障子に 四せ つの 四季 をぞか ゝれけ 

るまん つ 東の 障子に かいたる 檢は 春の ていかと 打 

みへ て 二月 末彌生 初めの 事 成に 峯の 白雪 むら 消て 

谷の さわらび もへ 出れば 松の 枝に は 孔雀 鳳凰 かさ 

へ つ.. ^ てこ， うそて， 9 ぬるて， 0 まし こ ひわ や こか 

らゃ 四十から 數の 小鳥が す を險て あなた こなた へ 

とまり 舞 あそびし 其 風情 を か、 れ たる は 誠に 春 か 

と 見えに けり 南の 障子に か いたる 槍 は S の 钵と打 

見えて 卯 末 さみだれ 初めの 事 成に 軒端 を ふかす 

は あやめ 草 夜 ふ を かたる は ほと、 ぎすな つかし さ 

に そなたの { 仝 をな が むれば しづ の 女 かた この もす 

そ を みたし すげ の おがさ を かたぶけ て さなへと 

る こそ やさし けれ 日 だに くるれば 我屋 にか へ， 0 宿 

の 埋み火 かき 立て 軒端く に 立 煙り 谷へ とかた ふ 

く 其 下に はこうろ ぎ はた を， り き h-/,^ す 松虫す 、 

虫轡虫 常にな かぬ はたから むし 蟬の なく 聲梢々 に 


ひ 5- きわた..^ し 其 風情 を かゝれ たる は 富に 夏 かと 

. 見えに け，， >  西の 障子に かいたる 繪は 秋の 鉢 かと 打 

見えて 荻 か 上 葉に そよ く 風 荻の 下葉に 結 ふ 露 九月 

下旬に もみじば の 所々 に 散 行 風情 を か、 れ たる は 

誠に 秋 かと 見えに け， „^ 北の 障子に かいたる 鎗は冬 

のて いか と 打 見え て 遠山 近き 里まで も あらし - J が 

らし はげしうて 軒に たが ひそ こ ほ. 0 ける つか はぬ 

をし の 一 番羽 をば こ ほ. 9 にと おられて たぎる 其 身 

の 風情 を は 日本 名 譽の繪 書の 上手 かこん じ やうろ 

くしゃう の 筆 を 以て 繪朱を もお します かいたり し 

を 物に よくく たと ふれ は 都に 取て は どれく ぞ 

一 条^. 0>  二 条殿近 衞關白 花 山の 院六原 殿の かしの 

^Iw- と 申と も是に はま さる ベ しと も 見  <; ざり け ひ 

當世 都め くり 

！ 旅人 は 都 あた， „ ^の 名所 舊關 さとく をめ く， 9 く 

て兒し 程に 東に は 紙園淸 水た J しゅ の 櫻の 先 咬て 昔 

. 羽の 瀧の 落 くれて あらしの 花の 數ち， ^て 霞の 内に 

鶯 のさへ づる方 を 詠れば 朝 U3 かいやく 豐國を ふし 

おかみて 行程に 並木の 花 も 盛. - にて あた， -に 近き 

大佛ゃ 三十  一二 間 ふし 拜み 三の 橋 を 打 渡 h- いな，. -の 


山の靑楓もみちせは見んとばかbを契，.^っ ゝ うづ 

ら なく 成 深 草 山 松にから まる 藤の 森 誤 乎 打 -II 

TIJVS しづ 原 やお は-,^ の さとに ひろ 5 いざんい つれ も 

& は， Mulittl お，： けしくて 伏 見： わ 

* たに 打つ 、き 彼 宇治川の せ ゝの嶋 にな か むれ は 風 

に亂る 、ほたる 火 や 水に みまきの いそす、 み赠昔 

に 聞 八幡 山 正 八幡 を ふし を かみ 淀の 川瀬の 水車め 

くる < ^を 限， 0 に て 鳥 羽に 戀塚 あきの 山む つ だのよ 

わの 虫の ね もはや かれく に 成 ぬれば 聞に つけて 

も哀 な，， とうじ 四つ 塚 か つらの 里 月の 影 さす 大井 

川 高 尾の 峯の もみち 葉 はいと いし ぐれ やそめ つら 

んを しかなくなる さがの 、原 は 物 さ ひしく 音に 聞 

うづ まさの 入 あ ひの 鐘 も そ ゑて 程近き ときわの さ 

とに 北山 や 積る 白雪 踏 分て 心 ほそく も 舟 岡 山の 夕 

煙 立の ほ.. „ ^し を 見し よ.. 9 も 一 しゅ は 力う ぞ^え 

け る 煙 立 船 岡 山 を 詠れ は よその 哀れに 釉ぞ ぬ れけ 

ると 讀 しも 閒に 付ても 斷 也き ふねの 明 神 鞍馬 寺 打 

こ  >  ん亍ょ しづ はら や を は，^ のさと に ひえい さ Aft- 

れも 雪の ふ，.^ けれ は猶 しもかん ふうはけ しくて. W 

よ b 出る 細道 も 木の葉 亂れ てうつ みけ. 9 谷の 小川 

nnr  二百 七十 一 
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もこ ほ， 9 っゝ おしゃか もめの 忍ひ寢 もた へ. （一 J. 

こそき こえけ る ひの を か 峠に 粟田. 口 かなた を遙に 

詠れ は 加 茂 白 川 も 見えに け， 0 吉 田の 宫立 ふし 拜み 

我 もくと 打 つれて 都 入 こそめ でた けれ 

高 安通 ひ 

一 うつろ ひ 安き 人心 花に なれし は そ もじ 樣 W つたな 

き はわら はが 身に てと  >  めた..^ 故 を 如何にと 尋る 

に 君と 我 中 一 一葉の 松の 末 かけて かわら じと こそ 契 

.9 しにい つの 間に か は 秋風の 吹ゃ寵 田の 山 はす さ 

ましく 惡 所の 有と 聞 物 をお ぼつ か 波の よるの 道と 

や あらん かく やわたら せ 給 ふ ぞと思 ひつ 、けて か 

くば かり 風 ふか は興津 白波 龍 田 山よ わに や 君 かひ 

と， 0 行らん と 行末 を 思 ふ 心と けよ その 契り をと め 

ん とや あかぬ は 君の 情と て 打 つれみ すの 內に入 給 

ふ 

吉原 太夫 ゑび すお ろし 

一 そん もめで た ひよ いは ひ 申よ 御代 も 吉原五 丁に は 

我 も.//^ と釉を つらねて あげや 丁に 來. c あ， 0- ける 

君 立 を 忍 ひて 見れ は 諸國/ ^の國 名 かたと b 丹 州 

但馬對 馬に 困 幡次郞 か はやして こ ゑ を ひい かすく 
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ろ- フす樣 とよ 初 昔 1^ の つ ふしなん そに しねと か 、, 

たも ことわり ゃ&又 めいよ 不審に よる かかな つて 

くつ わ あけ や もよ ろ- 刀：：' 申よ あさつ まの かわ， 0 淸 

十郞 はし をら しゃ てんかくよ， 0 も わたらせ 給 ふか 

櫻 川 ノ フ シ 

雲井の 君と よ 藤 波の ながれに うかむ つねよ はつね 

世ノ中^5ンサマフシ 

の 初 島鶯聲 にて 歌 をうた へ はまれに あ ふよ はた ま 

.  力 マ クラ フシ 

の へ のこの ゑ 「高 尾樣の 御な， 9 ふ h- はかま くらの 

御所の 前て 十三の 姬 かしゃく をと かく 吉野 かふし 

へ かへ わげ つてない かと ほめられければ しゃみの 

らんきよ く 玉よ の 君と よ あなん かつ らに ふるな の 

初瀨 いつも 常 盤に 松が へ さ ころもい としをら しき 

はかし をに かる も 吉田外 山 あれみ なさい ゃ是 みよ 

しの、 すみの ゑ 大坂此 君達の 一 っ處に 集， 5 給へ て 

御酒 宴なん とも はし ま， 0 けれ は おも ひ^ I, 'の もん 

盃 にて 加 賀に 菊 酒 いづみの 御酒 にて るい も 御 ざな 

い 右京 右近に かさな，^ てよ ベ は 幾 代まん 代 も吞明 

石樣 御酒 を まいれと ゆ ふぎ h- さんしゅ ？ -  > で與太 

郞 にお 肴と あれ は內の 首尾 能 繕 ひ をいて に打乘 

て此 さと へ 來り門 をた、 けば 亭主 はませ す あんた 

る こよ ひだな 


當世 はや 祭文  一 

一 抑 はら ひきよ め 舉る愛 { 右山に は大 權現士  II 原 三 原に 

i うじ ゆん ぼ.、 つな お 丁に はとき わけ ぼん 古 力ね た 

なに は ほこり を ふいて ならん ベ 置た る 莨 盆 小 傅 

馬丁に は 車 長 持なる かみ ぼん 藥師堂 前に はかん こ 

,010.? の ほうらく ぼんば くろう 丁の 宴屋 /\ にぐ 

わん にんぼう 見 付の 端に お 立な さる、 代僧 代參り 

盜人 ほん 橫山 了に は 地 打に 打た るく までん ぼう 乘 

物 t7 に は乘物 ほう？^ 町に は 風呂屋/,^ を のぞきん 

ぼう 鹽 物の かしの ひだ こ 入道 ひつ はり ほう 船 町の 

かしに は ゆる かの 大 じんぬ か をけ ほん こ あみ 町に 

.55 小^ を こきよ せぎ やうと く 迄と 人 をのせ る ほん 

新橋に て はわらん や はいて 上下 を せんとて 待 かけ 

ほんた ちう b て は 奈良物 脇 指賣付 ほん 萬 町に はよ 

h- ん ほうめ つた 丁に はび くに ほう： n 本 橋に は あめ 

ぅリとぅまん是程たかしきほん^^；！をくゎんしゃぅ 

おろし 舉る 

吉原 太夫 祭文 

1 抑く わん じ やうお ろし 奉る 先々 び やう じ やの なに 

しあ ふ 愛宕山よ. 0 高 尾樣ぁ ふみね 大 せん 千 手檨其 

撒 .敷. 座 之 慰 


外さん やの 名と トノ たち 秤々 の 手く だは ゑ たれと も 

今ので うすの を も ざし を 千と せ 見し よ， 9 よねん も 

なみの 初瀨明 石と 名 は よべ ど はぎの しろき に 心 を 

うつし 伽羅 を 失 ふ ひやう きんぼう など は あやなし 

金 太 失いつ も 見 あかぬ 江 まちの 巴と きけ はなつ 

かしゃ ふじ へ せんしう 其 姿 誰も 見ん とてす み 町の 

まさきの かつら 長き よの 幾 世 重ねて あさつ まの 初 

一昔と も ゆかし かる も樣 いとおし らしき § ふき h,- の 

峯の嵐 かやれ 松風 かさても やさしき 物 こしの きょ 

く 聞 § る， 0 しゅう 樣心は 吉 野の 山に こそ 唤 ははつ 

花，^ 十郞 かくせん せひの 君達と せめ C 此 世の 思 ひ 

てに 一 ざ 二 座 もさん しゅ 樣此 君達の まもらん につ 

きしい き， 0 やうよ も あらし 病 者の 命 は 五 百 萬 世と 

祈る 也い きみた まの こさん しゅほ う 其 身 は 息災 延 

命 諸 願 は 成就 皆 領滿足 敬白 

野郎 祭文 

一 抑く わんし やうお ろし 奉る 先 々野郎の 名に しあ ふ 

愛 山川 內記殿 勘 三 瀧 井山 三郞 其外餘 多の 見物 衆 

今の 名家のお もさし を 一 めみ るよ b よねん も浪の 

內藏 fr 顔の 白き に 通 を 失 ふ 久米介 春なら ねと も此 
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君の 朧に花 井岡 之丞櫻 井門 彌と 夕月の 朧 にあら て 

光. 9 ある 能出來 鳩の こさら し を 出る にあ やなし 金 

きくと いつも あらぬ は 初 太夫 節 を こめた る 竹之丞 

誰 を 見む とて 上 村の 掃 部の 脇に た、 すみて 猶もひ 

そ 力に とうに こそよ にも 又な き 皆 之 助い とうつ く 

しき 小 きんの 君 W も 利 發な物 こしの 淸く聞 ゆる 才 

三郞 心よ し 川 權十郞 咬 ゃ花晚 右近 殿 かくせん せい 

な 君達と せめて 此 世の 思 ひで に 一 座 も 二 座 も 山 三 

郞此 人達の 守らん に 何の 恨 は 有 明の つきし いきり 

ゃぅょもぁらし光をみがく玉村ほぅ其身の息《^延 

命 諸 願 は 成就 皆領 満足 敬白 

江 la- まんさい 

一 とく わかに 御まん さい， とちよ にや/, \ '御まん さい 

と 四海の 波 もしつ かにて 國も 治る 御代 なれ はか、 

るめ でたい 寶の 君の 御城つ く b の 結構に は 門々 な 

六十 六 櫓 々の 其 數は玉 を つらねた ごとく 也 かゝる 

めでたい 寶の 君の 御在所 なれば 町の 數を かそうる 

に 名の ある 町 か 八 百 八 町 其外數 しらす 寺の 數をか 

そふる に 一 萬 三千 三百 三十 一二 寺 あ， 5 や あか やうに 

めでた き fm の 君の 御在所 なれ ば 六十 六國 の 守護神 
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達の まつ はらせ 給 ひて 屋形を 立 ひろくと 立て 君 

を 守護し 奉れば ながれの 末の 我等まで ゆたかに 榮 

る 嬉し さよ 其 後 寳の君 はたかき 尾に C 上. 0 て 見 

れ ばい ゝ 煙り 民の かまど はに き あ ひける とほめ よ 

一 ま 

ろ こび 候け る は 試に 目 出た うさ ふら ひける 其後寶 

の 君の 御在所 なれば 南お もて を 見 わたせば 南 はく 

ん だり 夜叉 是も淨 土の 三部 經 海の 面 を 見渡せば 西 

國四國 あきた さかた さいな、 國 つがる 八方 そとが 

濱は » お ゐて唐 天竺の 寶 船に 餘 多の 資を詰 込て お 

江 Bv の 港へ おしか ふたる は 誠にめ でた ふさ ふら ひ 

ける 東 は觀昔 菩薩 西 は 六 社の 大明 祌寶の 君の 南面 

を御番の佛はどれくそ同しく法華經のしゃ，.^ゃ 

う ぼんに おはします しかと くぶ つらい せう き やう 

しゃう しゃう こっし ゆむ， c やう 百 千 萬 億 さい あそ 

うきし やうせ つ ほうき やうけ むし ゆお く 衆生. 0 や 

うたう ぶつどう 如來 む. 0 やう かう いと しゅじ やう 

こほうへ ん けんね はんたち のまつ ばらせ 給 ひて 御 

番を 勤め 給 ひけ， 0 北の方 は どれく ぞ 同じく ほけ 

本ノ マ 、 

き やうの 八の 卷に おはします ありな とな， 0 あな 

ろな びくな びいて びいで みんいて び あで びいで び 


てび くろけ い （'たけいく どけい く あしゅ 

ら かるら きんな 、まごら かびく  'にう ば そくう 

ばいにん ひにんとう たちの まつばらせ 铪 ひて 御 番 

をつ とめ 給 ひけ..^ 東の 方 は 亡れ/,^ をな じく ほけ 

經の 五の 卷に おはします いっしゃ ふくとく さ ぼん 

はわう 二し や 帝釋三 じゃま わう 四し や 天わん じ や 

うわう 五し ゃ佛心 達の まつ はらせ 給 ひて 御 番を勤 

め 給 ひけ b 西の方 はたれ くいち めう らんば 二め 

うらんば 三め うこく し 四め うけし 五め うこく し 六 

めうた ほつ 七め うむ ゑん ぞく 八め うしょう らく 九 

めう くわうたい によ 十め う 達 のまつ はらせ 給 ひて 

御番を 勤め 給 ひけ，^ いよくお 江 の 七まん ざい 

とやい さい わかお たんな へ 金 かまいった つれ ふし 

にまい ろう ゑい 當年 なく 若水 かわりて 大 はんに 

小判に たんざく はやぶ きすな かねなん そ を みやこ 

の くるま 牛に しっかと つんで あれから 是ま でき. 9 

ん， /^まいる はす へ るな >/( -> ころぶな なか 、るめ 

でたい まんざい をい つ 迄 さまおう やくた のし 

大峯 入萬歲 

一 かゝ るめ でたい 折から なれば 都 聖護院 と 三 寶院と 


の 一世 一 代の 大峰入 を 見 申に 昔えん の 行者の なか 

れを 汲て 山伏の 水上 也 諸國の 山伏 達 を 引く して 大 

峰 入 は 誠に 殊勝に 候 ひける 拆又 扱の 中 を あらく 

見 申に 先 一 番の 扱の 中には 大せ うき や-が を 入られ 

ける 拆又 二番の 扱の 中には 金剛 經を 入られけ る 三 

番の扱 中には 三部 經を 入られけ る 四番の 扱の 中に 

は大 般若 を 入られけ る^ 五番の 中には 眞言 秘密 を 

入られけ る 六 番の扱 中には どつ - 一し やくじ やうい 

fasJT の まんだら を こそ は 入られけ る (八番 の 扱の 

中には ほし 甲に らん てん 鎮の錢 を 入られ^,. 0  W 

九番の 扱の 中には 淨 土の 規式を こそ は 入られけ る 

拆又 十番の 扱の 中には 十 方 諸 佛位神 を 入られけ る 

十 一 番の 扱の 中には 那智の 山よ，.. 飛 求る 天狗の は 

かい を 入られけ る士 一番の 扱の 中には 藥師經 を 入 

られ ける W 又 其 日の 装束 は 思 ひくの 装 東と きん 

す > かけ 螺の具 金剛 秋 を ft ひ にっき 大峰 入と ぞ 

聞え ける は 誠に あ-.^ かた か..^ し 次第 也 

吉 原 太夫まん ざい 

一 あらたの しゃと くわ かに 御まん さいと 君 もさ 力え， 
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まんく すか ゝる 名譽な 太夫 揃 へ の 御 女 藤 ふ. 9 の 

いっくし さよめ いたいな あんたら かこうしの 前に 

來り て 御 せんせい ていよ ほめられし はや ぼと 見う 

けた あしらいて 一と. 0 ん かせんし やうら しく しん 

ぞい やな ふうの はんしゃ うにても はふら はす 普 

は 三 筋 町の 御 時 初 瀬か吉 野と ならん と 一 一人な こう 

人な したいに 來り てせいて のぼ， 0 て 百萬兩 たて つ 

く はしめ てし ちん ほうひろ かける 其 後甚太 かこう 

し 三 四が こうし 天神に わた. >  て大 はんしゃ うの 六 

條をは fa? 原へ こされけ h- 其 後に とく わかに 御まん 

さい そやまん さい/, 初春に 正月 かいき さらき 彌 

生花 かい 五月 は あやめの 節句 かい 七月に 成 ぬれば 

たなばたの ほし あ ひ 八朔 はまぶ かい 九月 は 節句の 

菊 重ね やれ さい わか 七樣 と八樣 とくせつが いでき 

たった 是は. - しきな 事だ是 程よ ひ 中が あんた る 事 

だされ は七樣 もつ まらぬ 御 人の みゝ にか ゝる樣 な 

事ば か.^ 人中て おしやる をれ はいこう 愎が たつ わ 

いの 初 昔檨へ はつぐ しう 何 をく せつ おしやる え 

ひされ はか、 檨 きかし やれ 此中 もみ、 にか、 る や 

うな こと を をし やる きつう 腹 か 立ます る 私は歸 b 
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まする さらば ゃ是今 おれ かち かふた にに つ こりと 

わら ふて たも や こなたの 其樣 におし やれ はおれ も 

腹 か 立ら れ ぬめで た いは 此め でたい かめて たいは 

W もめて たい （'やれ さい わか 中の 町に 大ょ せか 

あるきい たか 夫が いな 事 じ やおて き はたれ くだ 

まづ しゅん 樣山 樣と檨 なん びんおば 様お もたいな 

.9 てい やなうて はない かいの W もく おひた ゝし 

いなん ひんの 集，. >哉» 太夫 達 はたれ くそ 先吉野 

樣 かほる 樣 初昔樣 小膝 撮 か つらき 5^ 小 妻 か いとり 

ほそ 緒 のせき だ あけ やの か た へ ちょろ りん/,^ 

な このまん さい 千年の 御 祝 ひととつ はい 

ひやろ の ひ 

野岛 まんさい 

一 とく わかに 御まん 太夫と よ 君 もさ かい 町に まし ま 

すか もんめで たや 田 村の 君の 御子 ふ .5 のけつ かう 

さよ 名代の. * しゃこ きんの 前に 至りて 狂言 をぞめ 

されけ る 狂言に 取て は 一 に， 0 きみし なせ ふり ぬれ 

者 品 者 ぼつと 者に て さ ふら ひける 化. e 之 助 顔 はせ 

見に 求る 人 は 布引の 瀧 井山 三の 御 姿 ころす かく 

ふっころ す 力なり も ふ， 0 もよ しお かの たもむ の 松 


井織 部 淸き玉 井の 水 はわ かやくき のめ ははる 淺之 

^ 力 御 姿 又も 世に は 出 求 島に ざ らし 様の 御 ふり は 

內記 見事と ほめられて 我等 か樣 成ち はすけ なんと 

.も鼻 毛 ことん ほつな きさ ふらい ける は 誠に 名譽て 

さ ふら ひける 昔かん のか ふき をと りの 御と き 力ん 

みに 彥作 さう にん は 二人 は 次第に ひろま， 9 て か、 

る はんじゃ うくく は 十六 又 か \ る はんじゃう 

たてお ゐて 初めて 狂言 廣ま， 9 ける 夫よ，.^ も 千世よ 

鶴の 丸甚 一一 一め でた や 竹 之 丞"： すの 舞 ふ. - なかれ も絕 

せぬ 玉 川の 主 膳の 舞の 見事 さよ はんとうの 末な 力 

く 光. 9 をみ がく 玉 村の 吉彌樣 の 舞の 手末廣 今と さ 

かい 町民の かまど も にぎわ ひて ふっき や 長久と よ 

ろ こびけ る は 誠にめ てた やさい わか はやせ やまん 

さい. （夫に やつ、 いてく 中 村の 作彌樣 さき 川 

の 八十 郎六彌 吉彌滴 之 丞；， 樣 みきの 介 もし +^ 夬殿是 

がさ かい 町て 御座る 是が竹 之 一太 鼓の 曲が はし ま 

つた，/,, ^太 被の 曲 あるまん さい （"（"是 太夫 殿 

子 共 衆のお， ^ りが はし まった 花 は吉野 紅葉 は 高 尾 

月 はさら しな 須麼明 石太夬 とので つ からかい てま 

ん さいく な ふ 太夫 殿是か 勘三郞 鞠の 曲 じゃま. 9 


5^ て兑れ はな あさん さ 鞠 か あた，. = ^て 天と 而白ゃ こ 

h- やなん たる こんだ な 扱 も/ \ でっから かい たま 

んさ いくな ふ 太夫 殿 是か玉 川 主 膳 さる 若 山三郞 

かさん ぼそう が はし まった せんざいら くやまん さ 

いらく 千年の 御い は ひや、 たのし 

吉原 太夫 浮世た、 き 

一 面白の 浮世 遊 ひや タァ （'にぬ め b 町 を 上から 下 

へ 見渡せ は拆も 見事 やうつ くしゃ 餘 多の 上 隨 衆が 

御 ざん す 主 はしらね どかう しからち よいと まねく 

しかも かのこの すんどい (き) よしが な このち よい 

としょ 先 も 名高き 吉野樣 とやまに 咬し お 姿 を 一 目 

見し よ しづか 心もう かくと 成 はて、 やりて^ 

釉をぢ つと ひくと しはい ぐっとと を たれば じゅん 

じゅん 七 そん 八が そんく そなたに うつぼれ てた 

ん たき 野 t| は みめよし ふ， 9 よし *3 よし 世界の 

玉 葛と ぼつと， 0 者の あおもの、 せめて 一 夜 はも ま 

れた やかと 吉田 殿へ も 取沙汰 5wf 見事 やさしの け 

ふ は どこの へ おそう がさ 是 こそお 町のお A のぢ 

と 床 入 を はじめた くと こに も なれば 花 樣 しゃ 

みに 心 を ひかされて はつねと 上て うた ふた われ も 
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他國 よきし ょ樣 も他國 よたぐ ひち が へ ての さてお 

め を 下され 又 ある 方 を 見て あれ は 愛に かいての と 

ん てき 者な が ひ 刀に 長 脇 指 を ぼつ こんて 日本 堤 を 

1? ん よい- /( -' すん すと ぬめ， 9 ある いて はた-こ あて 

たやつ こなんた さいき かな さう ぬめ か 腕立 身 かし 

つた 八 わう し 山の 炭燒 だか 色 はくろい が 偽. 0, や ご 

ざな ひさんす いやつ こわ ゆすき た ゆけ は 程なく 大 

門口に も あみ かさよ だて 羽織 金 鍔 大小 指ち らし あ 

け や 町へ ぬめった 爱 をと をる はほんに さ 高 尾に吉 

野 君よ 是ぞぉ 町の ほんに さく わげ つのお てき 

^^角浮世はしゃっひけぅんのめさゎげめてたぃ浮 

世た さく 

吉 原紋盡 しのた ゝき 

シテ松 もと かえる 今此 春の ながき 日の 本なん せん 

部州ぉ江11^淺艸のぁなたのかた へ あし はやに 步み 

行て 思 ふ 人に 大門 口の こ、 らに 立て 今の 名と. 0 ち 

よんく 上菔 衆の いしゃう の 紋を見 たれ は 治る 御 

代の ためしと て クキ弓 は 袋に 矢 車 丹 州檨の 出さん 

さした シテ あさぎ 小袖に もみ うら P キ ちがみ にも 

つかう さんしゅ 檨 シテ こく も 薄く も染 川まん しゅ 


を 縫に ぬ はれた サキ きっかう 木瓜 付た る は - ヒアい 

つも 姿の 若 山 ジキ兒 て も 見 あかぬ は吉 野の 櫻 

のせ こふ し 高 尾 の 紅葉 檨の立 姿 シ テ今 よきに うか 

れき てとの 字に クキ との 字 を かさねつ ゝ シテ 幾夜 

思 ひ を 駿河成 P キ ふしえ に 立し シー 夕霧 も P キ殘 

る 外 山の 薄紅 葉 シテ なびけ やくさ ゝ のお さゝの 

P キ露 しつほ. 5  く ぬれて 成 i もな シテ J よ 二よ か 

さんや 樣 ジ キ つら や.. シデ あ、 さてつら や 思 ひ 

きりの 菊 五つ 紋リキ すそに 立 波高 嶋の シテ おさき 

に ゆられ./,^ なかる ゝ w- キ 身は捨 小舟き しに はな 

れて シテ 便りな や 便. 9 な ひとて 身 を こ， 0 す定 家の 

君の 御紋に はきき やう かる かや ジキ をみ な へし シテ 

萩 や 薄の 亂れぁ ひ ほに 出て 人に 白糸の "キ 瀧野樣 

はだても ので シテ春 も 初 昔の 穴ェ 色に ジキ霞 を 分て 

シテ鶯 のクキ 梅の 小枝に たは ふれて シテ ほう ほけ 經 

の 一 こ ゑに ジキ うてな も 愛に シテ 玉の 井 玉の すだ 

れに ほの みし 君 ジキ なびけ かしわ 木 手 かひの 口 

の 引つな も ゑい さらさ 二人 ひかば なびき やれ わか 

いが 一 一度ない 物と そなた 思へ は ひやう たんの 川 流 

れ 浮に うい てきた ものよ しとし やる はお ゝ夫 もこ 


ち： がてん ぢゃ鬼 角 浮世 はす てんどう ちんから こ 

ろ， 9 の 鐘の こ ゑたん たよ かよ へ 與ニ郞 衆咖羅 もて 

御 ざれさら ば や 

昔 大黑舞 

御 ざ つ た （- 福の 神 を 先に 立て 大黑 殿の 御 ざ つ た 

大黑 殿の 能に は 

一 は 俵 ふま へ て 

二に につ こ h.- わらって 

三に 洒を つくって 

四つ 世の中よ ふして 

五つ いつもの ごとくに 

六つ 無 一 K 息災に 

七つ 何事な ふして 

八つ 屋敷 を ひろめて . 

九つ 小藏 をぶ つ 立て 

十で とうどお さまった 

大黑舞 をみ なさい なく 

屮古 大黑舞 

1 御 さった く 加 賀守を 先に 立て 大名 衆の 御 ざった 

大名 衆の 能に は  

# 敷 座 之 慰 


一 に 俵 をお さ へ て 

二に にやわぬ あきないし 

三に 酒 を 作らせす 

四つ 世の中ち がふて 

五つ 伊豆が さし 出て 

六つ 無理 成 仕置に 

七つ 何事 あ，.^ そふで 

八つ 屋敷 を燒 はら ひ  * 

九つ 米が たか ふて 

十で とうど こまった 

大名 舞 を 見なさい なく 

西 國順禮 歌 品々 

一 番に紀 伊 國那智 

一 ふたら くや 岸う つ 波 はみ くま 野の 

なち のお やまに ひ ゝく満 つせ 

二番に 紀伊國 きみ ゐ寺 

一 ふるさと を はる- /.-» 愛に きみい 寺 

花の 都 にち かくなる らん 

三番に 紀伊粉 川 寺 

一 父母の めくみ も 深き こ 川 寺 


二百 七十 九 
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二百 八十 


佛 のち かひ 賴^ しき かな 

四番に 和， のまき を 寺 

みやまお やひ はら 松原 分 行ば 

まきの を 土 寸に駒 そい さめん 

五番に 河內膝 井寺 

参る よ， 0 賴みを か へ る 藤 井寺 

はなのう てな に 紫の くも 

六番に 大和の 壺坂 

岩 をた て 水 をた、 へて つぼ 坂の 

庭の いさご も淨 土なる らん 

七 番に和 州 を か 寺 

けさ みれ は 露 を か 寺の 庭の 影 

さなから 璃の 光なる らん 

(以下 三十 三番 迄 大同小異 略 之) 

坂 東順禮 品々 

一 番に杉 原 十 一 面 

賴 みある しる ベ 成け り 杉 本の 

ちかい は 末の世に も か はらし 

二番に 三 浦の 岩戶十 一 面 

立 寄て あまの 岩 5., を 押 ひらき 


ほとけ をた のむ 我 身广の もし 

三番に たじろ 千 手 

まよ ひし か 今 はさきた つ ひきの や つ 

と， 9 にか はる はたしろ +1 寸 かな 

四番に はせ 十 一 面 

はせ 寺へ 参りて 沖 を 詠 むれ は 

由 井の 汀に 立 はしら 波 

五番に いひす み 十 一 面 

か な はねば たすけ 給 へ と M る 身に 

ふねに 寶 をつ むはい ゝ すみ 

六番 にい やま 十 一 面 

いやま てら 立 そめし よ.. 9 つきせ ぬ は 

入 あ ひひ ゝく松 風の を も 

(以下 三十 三番まで 大同小異 略 之) 


一 番紀 井の 國那 智、 一 一番 同き みゐ 寺、 三番 同 粉 川 寺、 

四番 和 泉 國棋尾 寺、 五番 河內藤 井寺、 六番 大和の 壺 

坂、 七 番和州 を か 寺、 八番间 はせ 寺、 九 番な小 良の なん 

ゑん どう、 十番 山城 宇治む ろ、 十 一 番同. たいご 寺、 十 

一 一番 近 江岩滿 寺、 十 三番 同 石山 寺、 十四 番大津 三 井寺、 


十 五番 京 今 熊、 十六 番^ 淸水 寺、 十七^^？六はら、 十 

八番同 六角堂、 十九 番 3? かう どう、 二十 番 ちゃう. L う 

よし 峰、 廿 一 番近江 あなう、 廿ー 一番 攝津 そうせん じ 、 

廿 三番 同 かち を 寺、 廿四番 同 中 山寺、 廿 五番 播州 淸水 

廿六番 同 ほうく わさん、 廿七番 しょしゃ てら、 廿八番 

丹 後な b あ ひ、 廿九番 若 狭 松の 尾 寺、 卅番 近. 江 竹 生 

嶋、 卅ー 一番 同觀昔 寺、 卅 三番 美 濃た にぐ み 

坂 東順禮 順番 

一 番杉本 十 一 面、 二番 三 浦の 岩戶十 一 面、 三番た じろ 

千 手、 四番 はせ 十 一 面、 五番い ひすみ 十 一 面、 六番ぃ 

やま 十 一 面、 七番 かな ひ正覜 音、 八番 ほしの ゃ正觀 音、 

九番 しく わう じ 千 手、 十番 ひきの 岩戸 千 手、 十 一 番ょ 

しみ 正觀 昔、 十 二番し をん じ 千 手、 十 三番 淺草舰 昔、 十 

四番 くみ やう じ 十 一 面、 十 五番 白 岩 十 一 面、 十六 番み 

つ さわ 十一 面、 十七 番出寺 千 手， 十八番 十 禪寺千 手、 十 

九番ぉ ほや 千 手、 廿番 さいみ やう じ 十 一 面、 廿 一 番ゃ 

みそ 十 一 面、 廿ー 一番 さたけ 十 一 面、 廿 三番 さしろ 千 手、 

廿四番 あま ひ きゑん めい、 廿 五番 あ ふみと う 千 手 

廿六番 淸瀧正 観音、 廿七番 飯 沼 十 一 面、 廿八番 なめつ 

十 一 面、 廿九番 ちば 十 一 面、 卅番高 倉正觀 昔、 册 一 番 

淋敷座 之 慰 II 


かさ も， 0 十 一 面、 卅ー 一番 淸水千 手、 册 一一 一番な こし 千 手 

忍 ひくと き 木 や h- 

一 やれかん かれく 是 見て ひいた 風 も ふかぬ に妻戶 

のなる はかぶろ でゝ 見よ 殿で はない かとの じ や 御 

ざ. 0 ませぬ けた を はしる 鼠 じゃちん （'から の 

ちんから. 9 とうつ は 鍛冶の 槌の をとう つたる たぬ 

きの 腹鈹 たまさか にきて ねて 打 をいて な ふとの こ 

^i.^ 鐘 かつく つつ てんく ちゃんく す ほ、 ひ 

や， 0 つろ -/^  h- つろう./^.//^ ろと つ ひやひや 

つろ る b ちゃうろ かねが 

秋の 夜く どき 木 や， 9 

一 » 物う き は 秋の 夜の 君. を 松虫く つ わむ し 一 よは 力 

.c^はき，9くすー 一夜 もさん やに 君 はかう ろき をい 

かけ 中の 綱 こ ゑ を かけよ や あれさき のつな ゑい 

士 口原 太夫く どき 木 や 

一 ゑ ひわつ さ， 9 としめ かけやれ おて きの 歷々 ほんら 

、 國本 はいな かそた ちの 者ぢ やが ことし 初めてよ 

し 原 へ 參. 9 まして 三 浦四郞 左が み ゆ へ やん やく 

にさ ゝれ まして 高 尾の 紅葉に 逢ました が 吉野樣 と 

申 は 皆 樣も御 そんじで 御 ざり まんし よ志 賀 のしら 

==1^  ニ灵 t 


滋敷座 之 慰  

玉 花 野に かづ ら唐崎 薄雲 棚引 渡る あれ か ら是迄 ゑ 

いや 八橋 檨 やさら ぎ、 さっと 太鈹 をた のんで くど 

きすまい た 松 技の 太夫 樣 なさけ は 三し うさ かたに 

まんよ に 小 太夫 まさきに か つらき せ いしゅ の や 

とや ゆきに はす- CV- もじて しなて わらて くせ はな 

にも あたない くせの ない が 道理 じ や 京の ふうが 千 

人と いなかの ふうが 千 人と お 江 B 'の ふうが 千 人と 

三千 人の ふうた ちが 寄 合 談合 評定 てつく. 5 そだつ 

た ほこた ちて 癖の な ひか 道理 じ やい かなう ちゃう 

てんのと を b 者の や ほさん なんとも 此君 にあ ひま 

したく はふん ふかく はな b 候まい といった らくせ 

つに な， 9 ましよ か あいのや h,- て は合點 かよの もと 

のつな いよ ゑい 

野郎く とき 木 や， 9 

えい やわつ さ， 9 としめ かけやれ やちう の歷々 ほん 

らい 國本 はいな かそた ちの 者なる が ことし や 初め 

て さかい 町へ 參 りまん して 中 村 勘 三が 芝屋 へやん 

や に さられまして 山 三の 君に 逢ました るお く 

め 様と 申 は 皆 樣も御 ぞんじて 御 ざり まんし よ 藤 井 

あつまに 市 村 屮村玉 川流れ わたって あれから 是迄 


二百 八十 二  I 

ゑい や 小 ざら し檨 やさら 'さっと 太鼓 をた ゝ い 

て はやして すまいた 山川の ゆき 樣 情の 左 近に 左せ 

ん檨 おき、 におつ るに 掃 部樣の やと やか へ ，r> はす 

じても じて しなつ て わかてく せ はなに もく せ は あ 

だない くせの ない が 道理 じ や 京の 役者 か 千 人と 大 

坂の 役者 か 千 人と お 江 B- の 役者 か 千 人と 三千 人の 

役者 達が 寄 合 談合 評定で つく. 9 そだった ほこた ち 

て 癖の ない が 道理 じ やい かなう ちゃう てんのと を 

b ももの 、錢 なしなん とも 此君 にあ ひましたら は 

ふん ふかく はな b 候まい かい やた^ しんきな. 0 候 

まいと い つたら くせ つに な.. 9 ましよ か あ ひの はや 

し は合點 かよの もとの つない よ ゑい 

春 駒く とき 木 やり 

やれお いかけ はやさぬ かおい かけ 中の 綱し めて 見 

よさい こくた ゝらの ひやう しにて とろ >/ ^ととろ 

b./^ とひ や ラしを そろ へ て 賴むぞ ゑい いさめ や 

.//.^ わかい 衆よ いさむ 心 は 春 駒の 立と ゝ まらぬ 風 

情して W 春の 日に 春 駒 は 庭の 櫻に つなぎとめ 駒 か 

シバ カキ 

い さめば 花 かちる いさめ は 駒が ft がいさめ は 花 か 

散 る 花 はちり て も 年を經 て 又く る 春 はめ を 出す 思 


へ VS 人間 一 盛. 0 け でんの 内 を くらぶる に 夢 まほろ 

しの ごとくな， 狩 場の 鹿と 申す る は あす を もしら 

ぬ 身 を 持てた はふれ 遊 へ 夢の 浮世に をい かけ 中の 

綱、， かう 見事よう そら ふた 四つの つな ゑ 地え いや 

('ゑい やゑ や この しもさか 小 六 じ やゑ 上 えいと 

こせの 四つ 綱 ゑ や 地 ゑい やら さの えい 

き b-JS(,— すく どき 木 や b 

やれき， 0 ぐすな くべ き 野で は 鳴 もせで 君と 我と 

が 其 中 は 梅に 鶯 花に 小 蝶と 申へ しひよ くれん b_ の 

.5- 成に あ ひきれ. /(\" と 鳴 時 はなく やき .9  >/..-• すの 

6 こづら のこん にくさ よ を いかけ 中の つな か ら見 

ん事 よふ そろた やれな かの つなよ へ 

敷物 揃く とき 木 やり 

やれ をい かけ はやさぬ かやれ 十七 かく ことし は 

じめ て 家つ くり はふ は 白 かね 軒 こがね 東き-.^ 窓せ 

にす * たれせ にの め 事 は 光， 9 かいやく ばか. 9 な- 9 七 

まと 八 まと 九の 間にし いたる 疊は どれ. C ぞうん 

けんべ b に 錦べ ，.„^高麗べ をば まっさきに 村 雲 立 

て ぞ しか れ た，^ あまりて たらさる 所に はし いたる 

皮 は 何々 ぞ毛 5^ 虎の 皮 豹の 皮をは まっさきに 毛筋 

淋敷座 之，^ 


を 揃 へ てし かれた b 三 間 通， 0 し 床の間に かけし ほ 

ぞんは どれ. 'ぞ びしゅが. たるまに とうは..^ たけ 

とよ 其 比 都に て はやる もっけ 和尙の あそばした 墨 

繪の観 昔 三 幅 一 對さら ，0 とかけ 秋 も 半の 事 成に 北 

風， てよ との 吹 けれ は 金の 軸との 白木の 軸と くの 

ともうち はさな からき やうし やの きんの しらふる 

もとの つなよ へ 

島く とき 木 や ，9 

一 やれ をい かけ はやさぬ か を ひかけ 中の しめて 見よ 


二百 八十 三 


南 を はるかに 詠れば 南 はいつ も 夏 に似てす わ まに 

池 を ほらせつ、 池の 中には 蓬萊 ほうじ やう ゑいし 

うとて 一 二つの 島 を ぞっかせ っゝ 島よ. 9 陸地 を 詠む 

れは唐 木 を 以て ふな 橋 を かけ 橋より 油 を 詠 むれば 

とうなん くわお よかう つぼ 船 浦 島 太郎が 釣の 船 五 

色の 糸に てつな かせて じ やうら く かせう の 厘 ふ 力 

ば みぎわへ よれて つない. たはい つも 夏に はお てん 

とうた かい 御 さ、 ぬお いかけ 中の つなから 見ん 事 

よふ そろた やれ 中の つなよ へ 

棉きくとき木ゃ，^^ 

や あれ をい かけ はやさぬ か此 わけく といて 聞す へ 


湘敷座 之 慰   

つらなる 有樣は ゑい もろこしの しんの 始 皇帝 咸陽 

宮 にもお とる まじ ゑい 天人の やうが う も 日；，^ 朝暮 

にあり ぬ やといき やう くんじて 花 も ふ， 0 ゑい 暌散 

花 か 櫻 田 や いら か をなら ぶる 家作 ゑい 天下の こ 

らぬ諸 大名 君 を 守護し 舉 るげ に ゅゝ しく ぞ 見えに 

ける 同じく お 城の 山づ 、き 松に 小 松を植 添て 千代 

を 重ぬ るた めし かや 秋に は あらね ど 紅葉 山 ゑい あ 

たりの 川 を 詠れ は留 b さだめぬ あしおぶ ね 出入 lg 

の數々 に 波の 船歌うた いつれ 歌の ふしこ そ 面白 や 

天下 かゝ やくお 旗本お わかい 衆の ちょろ 達の 肩に 

かのこのだんだら筋腰に浮世のぬめ，^>す；0のふ腹 

筋 や 腹いた やゑい さるの 浦濱に ふたご 山と て 

又な ふ あるに なせに そなたに や 子かない ぞ からろ 

の 昔 は 隙 もな しいさ ごに ねぶる 水と &も 人お もさ 

らに はいから す つばさ をなら ベ てむ れゐたり かん 

こも こけ ふか ふして 鳥 おどろかす とも 云つ へし や 

らん. （'めでたの のん ゑい そ， 5 や 若枝 

若衆く とき 船歌 

ゑい さきの 月の 十八； n にくわん をん 參， 0 したれば 

坂 中の くまつ 坂の 坂 中て あ、 よ ひ 若衆に ひたと 


H   二百 八十 六  I 

あ ふたの 我 も わかい 時 は 松に 下， 0 藤 五 年 も 十 年 も 

松に 下.^ 藤 か い つきひつ 付 はなす まいと 思 ふたれ 

ば 人の 妻 なれば のいて 脇へ しゃ ごんた しゃ てん は 

ちわ ざ くれ 浮世に 壹分五 厘 一 寸 さき は 閽の夜 命て 

うすの こに はかり か へし やの なにも 藤 六 平，； ハ への 

しなり にあ かせ-,, ^ませ ほれて しぬ る.，/, \ '今 もど 

る 一 期 じ やそ もじ かく 思 へ ばの む ゑい この 菊 も 

鳥 さしくと き， 沿 歌 

一 やん ら めでたいの 春の 梢に ひよ とりと ま， 9 て さえ 

つる やう は天氣 よかれ がな W もよ かれが な こに ち 

よかれ がな しゅくしゃ かもくし やかさん はやさう 

たる ちん はう/,. ともさ へ する 所 を さ いとり さし 

のさい とり ほうか さ 、ば やと 田 3 て 竿 は 1^ かし 稍 は 

高し 前 成 小石で 鳥 を はらく はっと 追 立て 飛 所 を 

ちう でさいて お つと つたこし のな わ へつ くんた る 

ちんな みちぎ b, き. たんだら ひやう しね ぢ きった に 

きりかう やく ひやう しの ふくた， 0 ひやう しの 孫の 

彥の やしゃら 子の ひまご か 小鳥 を さいた 所 を是を 

おごろ じ やた かの か 程め てた の のん ゑい それ 若枝 

もさ かゆる のん るん > /^はもし  一 


おも ひ 物く とき 船艱 

一 ゑ、 重 いものに と. 9 て はしう の 御 恩に 父母の お <. 

しめ 茶う すに おろの 人の 乘物 ちゃう せん 几の 長 

刀下 手の 謠に 上手の くす し ゑい 雪の 笠 ま. たも 御 ざ 

るよ ぶせ う 者の 立 居 鬼 角 浮世 はかる いがまし よお 

も ひ はころ せん しづむ ゑいお も ひ は しづむ やん さ 

かるい がまし じ やい のん ゑい 

琴の 歌 品々 

初 組 ゑ てんらく 云 力 

一 ふきと 書 も 草の 名 |« 荷と 書 草の 名 ふき じざい 德ぁ 

.9 て 冥加 あらせ 給へ や 

一 盲の 花の きんきょく はくわ ふうら くに，？ つ. くわえ 

ん h\ うく  わ ゑんの 鶯は 同し 曲 を さ いつる 

一 月の 前の しらべ は 夜 さむ を吿る 秋風 雲ね のか. 0 力 

ね はこと； 0 に 落る こ ゑ 

一 長生 殿の 裏に は 奢 秋 をと め， 5 不老 門の 花に は 月の 

かげ を そし 

一 かう き 殿の ほそ. i のにた、 すむ はたれ （'朧月夜 

にないし のかみ 光る 源氏の 大將 

一 た そや 此の 夜中に さいたる 門 をた、 く はた、 くと 
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やうの 袂も ひか はなと かきれ さらん 

二 組 千鳥の 曲 

一 梅 か 枝に こそ 鶯は 53^ をく ゑ 風 ふか はいかに せ，^ ず 

にや どれう くひす 

一 花ち る 里の つれく た へ ぐの 琴の ね 花 立 花の 袖 

のかに 山 郭公お とづる、 

一 思 ひ寢の 夢の 間 枕に 契る 明 方 さめて は 本の つら さ 

に て 消の 外 あら じな 
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らふ 月と もに 詠めに つ > く ふじ さむ 

三組 小 車の 曲 

一 づ くしの 秋風に 須磨 のうら はの 浪枕 ころも 片敷 

獨 ねて 夢 もむ す はぬ よな./^ 

一 古里 を遙々 と 隔て ゝ爱に 角 田 川 都鳥に ことと はん 
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かへ ろく 

一 ,^ 々.，/^ も 今：： "明日ば か，^ あさって はよ めの し を 

れ 草く 

らう さいかた はち 昔 ふし 品々 

一 山 の 端： すめ は 浮世に 思 ひの ますに 月と いろ や-^ 

山の端に 

一 したれ 小 柳 亂れて 見せう つれて 心の うらやまる ゝ 

一 こがれ/, \ 'て 露と もき えば 跡 はとに かく 君賴む 

一 あまの 釣船 身 はこ かるれ ど 甲斐 もな き 世の 浦に す 

む 

一 戀を はじめた 人 うらめし や 今の 我 身の つら さ ゆ 5? 

一 賴 みかけ 置 結ぶ の 神の ちか ひか わるない にし ゑに 

一 ； S! や， を 恨む は， 9 んゑ くわ この 約束せ ひもな や 

一 中. I も ゑんない 中に てあら はな どや はじめの つら 力 

ら ぬ-/ \" 

一 ふまい 物心 をつ くしょ そに 心の ある 樣を 

一 月のと ひ來る 其よ なく は 思 ひ やられて 釉 しぼる 

一 出る 月日の 短 じかの 命 絕ぬ思 ひの うらめし や 

一 思 ひ 出す 夜 は 枕と かころ 枕 もの ゆへ こがる ゝに 


一 はなれ. t 'の あの 雲 見れば あすの わ かわも あの こ 

どく  ■ モ 

一 君 はくれ な ひ 我 線 衣 八重に つ ゝ めと 色に 出る 

昔 小 六 ふし 

一 小 六ついた る 竹の杖 本 は 尺八 中 か 笛 うら はし ほた 

ん ほんな あよ を ほん 筆の 軸 竹 小 六 

昔 ほそ， 0 

1 忍ふ镧 道に 松と V るみ を植 まい 待る 其 身 はくる み 

でもな し 

櫻 川の ふし 

一 ぢ しゅの 櫻 は 散 かちらぬ か 見た かの 散 やら ちらぬ 

やら 嵐 こそしれ 

はや. 0 長歌 

一 今の 世のお ため をい ひて は， 9 まわる 伊丹 や 曾 根 力 

伊豆なら ばかみ 下と もに うる ほひて 末 繁昌 わざ わ 

ひも 忍 ふ 遊 ひ ある まし や 阿部 か 伊井な しょか るら 

ん われて, たる 能 登签を 本の かまどに いな をして 

多くの 米 を も hs あけて 大和の 國 を加增 して 讃岐圓 

座 を さし か へ ん 備後表に 修理 をし 蝶貝よ. 9 も 音 高 

き 石 谷 等 をめ しおろ し 町の し をき を させんよ b 惡 

i  I  二 百 九 4" 一 
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臣 ともに 相 添て 天下の 仕置 させよ かし 倂も 人民の 

貧て 利 を 持 公事 沙汰 は 石 谷なくて いか i 'せん 世間 

の 儒者の 見せしめ にしって しらざる 道赛 をう つ ほ 

船に 遠 流して 一 文錢か集..^てぁんせん等をゑり出 

し 大和言葉 をい ひかけ て 天下の 仕置す るなら は 君 

長久に 成べ きにい やしき 下の 心に も 劣り はてた る 

臣下 ども 今の 惡臣其 儘に あらためなくて あるなら 

ば 正 罰い か. =• 人 罰の 其 怨念 や 報 ひきて 如何 成 天魔 

出 求り 天下 を 奪 ふ 其 時 は 富士の 山程 あつめ 置 こが 

ね 白 かね 何なら す 利 錢商ひ 分別 かおた めたてして 

人民 を飢链 かし 等な す 物 を 改め か へ ん 仕置せ よ 其 

惡臣は 主 iS;;; のために はなら で怨ぞ かし 忠臣 等と 云 

事 は 天下 安穏 政 K の t なみ なきやう にす る こそ 君の 

をた め なれ 天下 安穏 ある 時 は あめ か 下の 錢金は 皆 

將 軍の も のぞかし 上 もよ かれよ 下よ かれ 下がよ け 

れば上 もよ し 上の ゆがみ を 下と して 直さん 事 は 愚 

なれさ は あ.. >  なから K よ， 0 も 上 を 養 ふ 道 なれ や 十 

に 一 つも 誠 あれ 

さよの 中 山 長歌 

一 我等 か 以前 わかい 時 さよの 屮 山と をる，. 0 て はらみ 
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し 女 臈に行 逢て 一 夜な びけ と 手 を 引ば 一 夜な びく 

はやす けれど 我等 もに せに 妻 持てから かほ か をめ 

にくしみに 刀 試しに 仕. 0 刀の から 子が 生れ そこ 

へ おしやう 欉立 寄て さよの 淸 水で とり 上け て 衣の 

すそ へ かひく るみ 門前 人に 預け 置 S.- 前人の やさし 

き は あそこ や 愛の もら ひ 乳で 十三 迄 も そだて 置 明 

る 十四の 春の 比 生れぬ 前の 父 じ ややら 枕 神に もお 

立 あるお やの 歒か取 度 は 京で 一 番 とぎ ゃ樣 一 年 と 

きして 貳年 目に どこの い つくの 人 じ ややら 刀 とげ 

とてもて 御座る 刀 はよ いが 中 かけた 何 をた めして 

中 か けた 皆 も 御存し 御座らう が 我等 か 以前 わ か 

い を り さよの 中. W 通る とて はらみし 女 膊に行 逢て 

一夜な びけ と 手，^ 取ば 一夜な びく は 安 けれど 我 一 

にせに 妻 持てから かほ か をの にくしみに 刀 試しに ！： 

仕 其 時 刀の 中 かけた と いて 下されと きゃ樣 とい 

てお ましよ は 安 けれど 五： M 三 =! に出來 ましよ か 五 

JH 三日に よもで きじ 三十 過て 取 御され 三十：！： 過 

てと， 9 にきて 我等 か 以前 § た 事 を 耳に 能々 ig 付て 

親の 敵と ある 程に 三寸 やるまい のがすまい 思ふぞ 

ん ぶに 敵と りお やの 御 墓へ 參 りて は 香 を tsh- て は 


花 を立是 でう かみやれ おや 樣さ よいよ ゑい 

なげ ふし 品々 

一 こんど 御座らば もてき てお もれ 伊豆のお 山の なぎ 

の をお 山の な いづの 伊豆のお 山の なぎの は を 

一 染て くやしき わせ 紫 や 本の 白地が まし じ や ものし 

ら 地が な もとの 本の 白地が まし じ や もの 

一 こ ゑ はすれ ども 姿 は 兄えぬ 君 は 深 野の き， りくす 

深 野の な 君 は 君 は. 深 野の き.^  くす 

一 ぁはれ成哉梅^19九はしらぬ東に隅田川束になしら 

ぬしらぬ 東に 角 田 H- 

しな 物の 歌 

一 夕べ の （'しな 者 は 今宵 は どこのお とま. 9 じ や ffi 

磨の 國 のしよ しゃむし や 寺の お つ き や かおと ま .9 

しゃ 

やよ やぶし 

一 昔し は 松の 葉に さ へ 四 五 百 人も寢 たが 今 は 御 看 略 

で //. やよ や- フゝ只 ひと， =- 

はや，.^ 物の 欹 

一 はや. 0 物 は 何々 ぞか うきでん 十二 段 あ ふ /( - 新田 

鍵かん なべら ほうく 

,  淋駄座 之 慰 


さんや 源 五兵 衞 ふし 品々 

一 源 五兵 衞 どこへ 行く さかい 町の まちへ 高い さじき 

から 樂屋を 見れば 役者 かわい や 骨折 じ やゑ 源 五兵 

衞 

一 源 五兵 衞 どこ へ いくさん やの 町へ 高い 土手から た 

んぼを 昆れ ばお ほひ かいてが 打 連立て 布引て 5- 源 

五兵衛 

一 源 五兵 衞弟 はさんち やの 町へ 高い 二階から かしわ 

て 見れ はけん とん かわ いや 身 を さらす ゑ 艇五丘 \ へ 

一 源 五兵衛お てきに くせつ かてき て や. 5 て あけ や は 

おろかな 事よ いつも か はらぬ つなき とてん と あの 

や 源 五兵 衞 はお ふ やる ゑ 源 五兵 衞 

一源 五兵 衞ぉ てきが 道中 見れば きむ く 白む くひ ざ や 

の 小釉細 小袖 を かふろ にもた せ あけ や 座敷て 小歌 

を や.， >  やる ゑ 源 五兵 衞 

一 源 五兵 衞 さんやへ. たてして いき やる 金錢 大小び ろ 

どの 袴 細 縮綿帕 なん ぞ 土手 やたん ぼ はなげぶ しゃ 

h- てぬ める ゑ 源 五兵 衞 

； 源 五兵 衞 あげやで 上 瑠璃 語る 又も あるまい 上 瑠璃 

御前 十二 段 ゑ 源 五兵 衞  
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淋数座 之 K 

一 源 五兵衛お てきの だて 帶 見れば 幅が 二 尺に 長さ か 

三尋中 はしん くの 八つ 打て ゑ 源 五兵 衞 

一 源 五兵 衞 つけたる 定紋 見れば 花は吉 野よ 紅葉 は 高 

尾 松 は 唐 崎 霞 は 外 山替. 0 あるまい 我 小 釉ゑ源 五兵 

衞 

替り源 五郎 ふし 品々 

一 新す どこへ 行 東の 方へ 高 尾 山から 吉野山 見れば 外 

山 勝 山 か く 山 唐 崎 志賀の 夕霧く 

一 まれに くるよ のさし ある 宵 はつらき 思 ひ は 度 かさ 

なれ ど 誰も 人目の しげ/, \ 'なれば ふくる つら さ を 

赖そ 底から わする ゝ /) 

山野 

一 春は吉 野よ に ほひ は 花 野 さわへ すゝ しき 八橋 かほ 

る 高 尾 外 山に 薄雲 見れば 雪の は-た へ にと むる は 初 

昔 街 馬の 伽羅の 香 釉の香 

一 ふけても とりに か へ てのお 手 ひく は 名殘の 別れの 

jy にさら ば また やと 賴 みはお けど； P の泪が はら は 

らお くられく さの きぬ /( ) 

一 袖の 泪 のか こつけ 松よ 雪の はた ゑに そ ひ寢の つら 

し歸る あしたの 名殘 のか. 0 かねし みて あ ふよの 風 
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を もい とふ 引合の 屏風/^ 

丹 波 

一 幾 世 か はらぬ かこつけ 松 も 春 は 一 入 色香 もま さる 

夏 はす ゝ しきそ ひ寢の つ ゝじ秋 は あ ふよの 名殘の 

か. 0 がね 冬 は あ ふ 夜の 風 を もい とふ 引合せの 屏風 

の ほゝん ふし 品々 

一 君 は 川 向 ひ 我 は 川 前よ く 立てなら ベ てく みた 

は 力 b/,.^ 

一 君 はみ やまの あの 遲 櫻/, \- 我 はさきた つ （- しば 

櫻く 

一 君の 姿 は眞立 花よ く なれて そいた やく 下草に 

一 君 はみ やまの ふ つむ 雪よ く 我 は 谷間の く 薄 

氷く 

一 花に たん 尺た が 又つ けたく 枝 をた をれば く 花 

が 散く 

一 小 紫と は 誰 名 を 付た く 色に そみ て はくうへ が 

ない く 

一 あの やおて きをた と へ て 見れば./^ 機 花 を は 柳に 

さかせ /(.>• 梅の 匂 ひの （'ある 君し や. C 


一 櫻の こすへ に鳴鶯 をく さすな さわるな くや さ 

しきに.. 

一 何とつ ゝ めどい ろに は 出て く 顔に 紅葉 かく 散 

か ゝる /1 、 

一 戀の 道に は 浮 名が たつに くひら にお き や f の 

„(- せいげん 坊， 

一 君 は 他 國へ身 は武藏 野に くと まる 心 をく おも 

ひやれ く 

1 君と 我と は 川 瀨の螢 く 人に つ、 めどく もへ 出 

る/ \> 

一 戀て しんき や 身 はかげろう の/,^ いつ 力めく  て 

('君に あ を /(^ 

一 色に； U さね ど 我 身の 戀 はく 袖の 消で くゾ 力し 

一 さいた 櫻 をな せ 詠めぬ ぞく 春の しる へ にく 咬 

花 をく 

一 樣と 我と は 二葉の 松よ く 千代 を ふると もく 力 

一 向 ひと を， 0 やる お 若衆 樣 にく 餘. Ms 葉の かけや 

うかな さに/^ 紙 かおち ます？/^ 鼻紙が./,^ 

淋駄座 之 慰 


一 行ば 極 樂歸れ ば 地獄く からた やつし のく 吉原 

よ/, 1^ 

一 ながい 刀 もさし 儀 か 御座る く 後 高に てく 前 下 

hy/\ 

一 てきと 見るなら びやくら い 切る きくて きじ やな 

一 てきに わかれて 土手 さ を くれは/、 なみ. たが こ ほ 

れて C うれいつ、 

一 でっちもてこぃす，.^鉢笠を（-こゝさ かぶ さろ 

一 やい さ 同類 いさをすまい か/ \ '藤 や 太郞吉 が/,".' 

やか はねへ く 

一 P いさお ゑん また すけてた もれ 是 さお ゑ，^ またす 

け r- たもれ 迷 や h.. らば/,^ 吉原 へ /  、 

さわき 歌 

一 おも ふ湊 にしつ ちゃが さお も かおと. 5 かち ほんと 

たかく もお せ さ、 くお ほさ、 く 夫 もこつ ちで 

合點 じゃこの きう も ひとつして くれき うい わうて 

さんと きうく のきう この 船 漕 寄て 忍び どん ふり 

笠で まかき 迄 はき たれ ど 見つけられて はどう もな 
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り ませぬ 了簡 至極 もない 二ん. た 

1; すい /c- いま ござ は 見 付よ h- から 尻. 馬 引 寄し やん 

ふら. 0 しとう ま、 かいと 打乘て 大門 口 へ ぬ つと 入 

ちゃ ゝの 二階へ くわら くわく わら （'くわつ 

と か け ぁ が .=^ て ；，；！ 州 流 の US を 拔 な か の ま 三 間 は ら 

h- つと ひかいて あけ ゃ歸. 0 のよ ねた ちをひ ゝんか 

,9  くる/^. 0 'つとまね かれけ るん な 五つ 時分に ま 

かき 迄き たれ は 見 付ら れて はどう もな ませぬ し 

て てんく まご 太郞 さらば やおつ とせい 了簡 至極 

もな い こん. た 

京 はやり ふし 

一 花見 車 を ひき やる はよ いかよ ふた ふ. 0 して 手 をと 

る な 

浮世 はや， 9 いそべ 殿 ふし 

一 きつねく わい/,^ こん- 殺して 人 を まわす たは 

こぐ さ ふう を 能して ぬめて ころんで せう はがた は 

こ をめ しませう かいやく 橘屋 かよ かろ か 見よ か 

見まい か 勘 三 か 芝居 見と ふて はい h- とうて そつく 

J/^/f- するなら はい. り やの 一 ふくしてから 入 ま 

せう うつる てんく  く 拍子の. 0 たる 太夫 かふ. 9  I 
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まさつめ てたい さわり じ や 

力 わ h- せう 力な ふし 

一 破れ や/、 わんに はん 茶 を 入て かけた 茶碗に ほの な 

い 茶筅 筵屛 風に むき はら 枕 ふすま ふ， i んに へ ひな 

しご ざて くる かくと 待 夜 はこいて びん 不男ゃ 喉 

すば りしよ かみの >/,^ よい 是々 々しょかみ の そつ 

こで うけた せ 三百 文 

のつ ち. 0 ふぐ じる ふし  ，-_,  ノ 

一 親 はの つちり ふぐ じる 子 はの つち h- ふぐし る -/I- 

親 はの つち. 9 ふぐ じる 子 はの つちり ふぐ じる /(\ 

のん ほふく じる のの ほふぐ じる/,, i ふが よい か 

すかよ いちん/ (^はかす て ゝんす つた. 9 むけた，. 9 

はげた h,- /( \ 'そ h- やさて なよ いしる めされた そ， 9 

やさて よい 是新 町の ほうしゅん か，： こ 者 か おもわ 

くしゃい さみての 長 市坊長 市お き、 やれお かた も 

きゝ やれ 是の 娘が きが それた 良 市坊 なる もなら ぬ 

i» 目 もとて しれる 今の めもと はなる 目 もとて うし 

- J い 

谷 中う わき ふし 

一 谷 中の 削り 廻し 敎 へ に 任せて 南無 妙法 蓮華 經ぅ 


わ./,^./ /(... 'ぅ佛 になる ともく わんく わつ 佛こ 

のす き 申た さ：； ね ふつ 申の みたくな、 めかむ けん 

のか まさ 落る 地狱の かまぼこ 玉子の 肴での めへ せ 

おさへ たさ わった おっとき た 御免せ 五左衞 門た か 

へ 良左衞 門お いかけ 中の よふたら 大事 かや あ^ 

君の つけさし のめさお まち や 肴 をし よ 

御門 徒與 五平 ふし 

一 ぉ與 五平 かおき みたん. たくお すのこお ぎみち." 

('おかます のお ふくらた おちみ た \b  くお あ 

S とこお ふんで お ぼと こたけべ いでお ほこち よん 

おともしび しゃお ふやら のく ぉゝ おう はお ふや 

らの おそんれ はえい お ふやら の おそんれ. は,"^ い 

大 坂から すみぶ し 

一 大 反天滿 でんつ る ほうか てんね..：^ とうせん せん 力 

しすみ 合 近 江與茂 四郞引 か 子孫 與三郞 かひよ つと 

にきりたい た 下 お. 5  二  h-CSI しくなら はか わし 

やませ/. C, 

士ロ 原し よく  しょ ふし 品々 

一 とてもい なわぬ， 世と しらば とても ゑなら ぬ戀路 

としら ば輕 くお こし 織 の 道し よく..^ しょ 所々 く. 9 


しょ あいよの 

一 .ff うか 畑に i« 荷を植 てこと しゃ 子 をと るお のこと 

るし よく， 0 しょ 所々 く b しょ あいよの 

1 あ ふ はわ かれと 兼て はしれ ど あ ふ はわ かれの 初め 

とし れ ど 忍 ふ 泪は铀 しほ るし よく-りし よ 所 々く. 5 

しょ あいよの 

一 神 ゃ佛に 祈る はおき やれく 過去の ゐん * は 是非 

もな やしょく b しょ 所 々くりし よ あいよ ジ 

一 つらき 吾妻の はてしに 我 は （-角 田 川原の 流れす 

るし よく..^ しょ 所々 く. 9 しょ あいよの 

一 君： 思 ひ は 信 濃路淺 間く 胸に たく 火 はたえ やら 

3 しょく. 0 しょ 所々 く. 9 しょ あ ひよ の 

一 忍 ふ 其 夜の 時雨 は 嬉し C ぬれて くるまの 音 もせ 

すしよ く. 9 しょ 所々 く  h- しょ あいよの 

一 そちと こちと て 二世 迄 そ を ふとい ゝて もの， L て 起 

請 迄 かいて 今 はきし やうの 昔 もせす しょく  h- しょ 

く.r^しょ所々くbしょぁぃょの 

一 そなた 思 へ ば 雨 降よ はも そなた へ は 風 吹 夜半 も 

たど h- くる ぞ よなかの 道し よく.. „ ^しょ 所々 く. 9  t 

よ あ ひよ の 
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,淋 敷 座 之 


右此 双紙 者、 好，， 今檨， 人貌 "之 畢、 且 雖，， 我不 好 

レ此、 至， 一老 後； 而昔懷 敷節爲 可， 披， 一見 之： 斯 P 冊 

訖、 

延寶四 lAnn 二日 

文政 四 年 SS 三月 廿： H 寫竟 山 ロ觸山 

文政 辛 巳 季春 倚 山 口 氏 筆 

七十 一二 翁 蜀 山人 

山人 

筆者 觸山 又號柳 境と 俗 稱寬之 助 

下 谷 新 屋敷 住 柳亭記 


淋敷座 之 慰 終 


諸 國盆踊 唱歌 

此さ， フ しは寬 文の 頃 後水尾 院諸國 に 勅して 盆 踊の 唱 

歌 を 集め 給 ひし ものな， 5 とて 今よ 二十 年ば 力..^ さ 

きに 友人の 許よ. -か， - えた.^ しが 其 刻 は 何の こと も 

なくて 寫し とどめす 其のち 見 まく ほ. 9 すれ ども 彼 友 

人 も. □ たれば 更に せんすべ なか.^ しが 今 又 不意 此寫 

本 を 得た. 0 御 撰な りと いふが たいい ひ傳 ふるのみ に 

て その 虛實は 不知 

いた こ出嶋 云々 の 歌 はむかし 見し さう しに U-^L 

後人の 書 加へ しもの なるべし そのほか もな ほ 近く 

おも はる ゝ歌ぁ..^ょく昧ひて新古を分っ ベ し 

文政 己 酉 六の 朔 

柳 亭種彥 
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〇 山城 二十 五 

めでた /( \ 'の わかまつ さまよえ だ もさ かえて はもし 

げる 

ことし 御し やうら くう へ さま はんじ i3- うはな のみ ,0> 

- J よな i まんじよ 寬 の？ P 歌な 

.* り S 魂 欲 料に く はし 

おやこつ まとも 田 を 梳終ひ 神に 千歳の たね を まつ 

k 力 ，  は 力  に 力 

こ ひとた か いふた さゝ は. -っ こえて つまに こまつ はみ 

な ぬれた 

ござる その 夜 はいと ひ はせ ね どくる がつ もれば うき 

なた つ 

鰱 鮒 

わし は 小；^ のこい ふな なれ どな まづ を. i こ はい やで 

,t ろな.." づ 男と は » めリ 

？-? '男の、、 -i なる ベ し 

.  粟 

しのぶみ ちに は あわき びう ゑな あはす もどれば きび 

わるい 

こなたお もへば 千里が 一 里 あは や もどれば 一 里が せ 

ん， 》閱 束に て. t 今..' た ヘリ 

/— あ ふた その 夜ば 千里 か 


い i ま 下され 後 H はまたぬ あす はくろ B で ひが わる 

こ ひに こ 力れ てな くせみ よ. 0 もなかぬ ほたるが 身 を 

こ 力す 

夷 

のみやれ 大黑 うたやれ えびす ことにお しゃく は 福の 

神 

L- くよ な 力 かれ このとの ゝ みそた ちて. わかなつ む 

さま はさん やで よ ひ. /(\ 御ざる せめてい ちゃ は あ， 

,0 ナ-- さんや は 三  - 

ォ l-iEH 月な リ 

- 、 力 

た 力 に はかす みがか ゝる わし は そなたが めが か 

、る 

I- ゆすの はかまの ひ-たと るよりも さまの きげんのと 

り： くさ； S ギ、 娘め.^ ど リ欽に 

！ さ此 うた， *-t ち ひた リ 

ふね は 出て 行 ほかけ て はしる 茶屋の をな ご は 出て ま 

ねく 

まねけ ど：： へ よらば こそお も ひきれ との 風が ふく 

五月 野 

さまの ねすがた けさこ そ 見 たれさつ きのに さくゆ h- 

の はな 

力き はな けれど かき はなげ かけ ゆすらば おちよ, ひつ 


^ なや 山 も 、 よ 

こなたお もへば の もせ も 山 もやぶ もはやし もしら で 

さく 

いとしとの ごのめ もとの しほ を 入ても ちた や はな 力 

みに  為 羽 0^  0  > 

こ ひとい ふじが あ. 0 や こそき たれとば のこ ひつ 力 あ 

きの 山 

さても よ ひこ やくろ 木資 のむ すめこ ひのお もに 力 力 

つぎ つれ  毒 

山に さく はな あらしが どくよ わし はきみ さま 兑る i 

どく 

おはら 木 やめせ く  ml 木 さ ゝを めせ 

こくもう すく もき こしめ せ /\ 

〇 大和 二十 六 

としたち か へ る赛 なれ や 木の め もめ だつ 花 もさ メ：. ヾ 

千i,-の，<;^がぇみかさのも..^にぁさる かすカの-^.カげ 

まつ  S 

さまと いとまの す ひつけ たばこ こ ひがます やら 火力 

わかぬ 


梅と とよし のへ いたら 梅 はすいと て もどされた 

ひ：？' し 山の ゆきで はない が あれが ゆきか やさく らば 

一 に當 麻の 糸掛 さくら 奈 良の 都 は八嘈 默 枯 

ござれ そめたら さまき そめたら 道の こぐ さも かる ゝ 

ほど 

よしの 川に は 住 かよ あゆがわし か^に は戀 IJ- む 

わし はやま がら 餌に おとされ てあか. 9 しゃう じのう 

ちに すむ 

ひとに 物い み あぶらの しづくお ちて ひろがる どこ ま 

でも 

わかいせ なごの ぐわん かける の は紳ゃ ほとけ も を か 

しかろ  う 力 

さま こうらみ はみ しまの こよみい たてな にしよ に そ 

„ 瞹，， みとうた ふなろ べし 細字の 文 v^2 

はぬ 力ら g 暦 1:^ たと ふる、、 とい， i ふるく 見. たれ リ 

はなの さか. 0 を こなたで しま ふた どこ を さか. 0 とく 

らそ やら 

ゆうべ よん-たる はなよめ ごけ さはむ けんの かね をつ 

解し かた 

くき 歌な リ  III  H 


Isw  a  a  a 唱欧 1 
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三百 二 


はな は 一 枝 を. 5 て はふた，^ わし は どちらへ なび こ. P 

ら 

ひと， 0 山み ち ものすご ござる はやく こ ゑ だせ ほと J- 

す 

なさけない ぞ やけさた つき b はか へ るすが た を 見せ 

もせ，. 1^ 

きじの め んと りす、 きの もとで つま を たづね てまち 

ゝぅゥ 

月よ かげに も ほした き釉 をぬ らした よ 又し ぼる ほど 

さまよ あれ 見よ あの 雲 ゆきを さまと わかれ も あの ご 

とく 

お も ひな ほし はない かよ さまよと. 9 はふる す へ. へ 

ら ぬか 

人め おも はす ひと さ へい はに や おってき しょ ぞ やた 

つじ ま を 

そうて そ ひなへ とのご も あるに そ はでお も ひの ます 

も あ， 0 

あっき さまさへ こひぞ よめ さる こゝで まてとの く. 

かげに 

て ふよ こて ふよな の はに とまれ i ま. .9.0 'なが.^, J つ， 


きな たつ 

はやるかん ざし かみ かたちよ りすぐな 心が うつくし 

0 河內 二十 五 

きみ は 八千代に いは ふね 神の あらぬ かき.. y はくち も 

せん 

こ i し 世の中い ねか， 0 そめて 神と きみとに かさね も 

ち 

.=1 家 なれ ども わが ふる さと はしば の いほ.. C もな つ. 2.. 

しゃ 

山家/,^ と あしげに いやる 色の よい はな 山に さく 

おやが かたおや 御 ざらぬ ゆ ゑに 人 も あなつ， 0 や 身 も 

やせる 

人 はけな. 9 やさく はな ゝれど われ はこ かげ のし ほれ 

ぐ さ 

さまと わしと は 山吹 そだち はな はさけ どもみ は のら 

ぬ 

不二の すその ゝ ひと もとす ゝ きいつ かほに でゝみ .i-- 

れぁふ 

ひとが いひます こなたの- j と をう め やさ くらのと .c 


わし は 谷水 出る はでた が 岩に せかれて おちあ はぬ 

なに をな げく ぞ川 ばた 柳 水の 出 はな をな げく かや 

さっき 雨 ほと 戀 しのばれて いま は あきまの おとしみ 

づ 

うめ はに ほひよ さくら ははな よ ひとは 心に ふ. 9 いら 

ぬ 

あめの ふ. 5 でに ながた ちそめ て あめ はやめ ども 名 は 

やまぬ 

おもしろい ぞ やい まさく はな は のちのち. 9 ば はしら 

ね ども 

ひとの 事 かとた ちょ. 9 きけば きけば さしな はわし だ 

>  J と 

あわのなるとに 身 は しづむ ともき みのこと なら そむ 

くまい 

, - 、， の 山吹な さけの あやめ あきの かくれさ しほ^く 

さ 

さまと わしと はう ちごみ やなぎう けど しづ めど もろ 

とも に 

おもうて こ ひして かな はぬ 時 はいね の はむ す ひして 


見やれ  ， 、 

こなたお も ふたら これほど やせた ふたへ ま は，" 力み 

/ ま はる 

、 ちゃお つる はよ もやす けれど 身より 大事の 名う， お 

しい 

- ？  、  £ 1 •  S  V  -  ) く 1:^  .r」 、ひとけとの とき 

。とま ぢ やとい ふて さ I- くし くれ.. 7 ル K  C 

くじ を 

あき も あかれ もせぬ 中 なれ どい とま や ますお やゆ 

ゑに 

かねが なる かよ しゅもく がなる かねと しゅもくの あ 

ひがなる 

〇 和 泉 二十 一  、 

ト とせに あまる しるしと てきみ がよ をへ る はるの 松 

こなた 百まで わしゃ 九十 九まで かみに しらがの は ゆ 

るまで  ノ 

ひよくと なく は ひよ ど りなかぬ はいけ の 友に おし 

鳥 つれて ゆく 

な \ つ さが. 0 て 田の くさ とれば のばの つる 力 やなみ 

だか や  I. 


こ ゑ はすれ どもす がた は 見えぬ きみ はみ やまのきり 

くす 

さま はけな， C- や ほそい とつむ ぐ わし は 山家の ふしつ 

むぐ 

ひとは わるない わが 身が わるい やぶれく るまで わが 

わるい 

あさ は あさ ぼし 夜 はまた よ ぼし ひる はのば たのみ づ. 

をく む 

かせが もの 云 や ことづてし よもの かせ は 諸國を 吹き 

ま はる 

妻 

をつ とたが へす むすめ はかせく つま はせ どへ 出て 米 

かしぐ 

よめ を か あいがれ よめ こそ か ゝれ むすめ 他國の ひと 

のよ め 

もみじ ふむ しかに くいと い へど こいの ふみかく ふで 

とな る 

たづね て ござれ こ ひしく ば わし はしの だの も. 9 にす 

む 

つきよう たて ややみ ならよ かろ またぬ まに きて かど 

にたつ 


さまに もら ふたね つけの か いみ われ はこい ますお も 

ひます 

ごせ をね が やれ おさまとば さまと しょ. .0 こいとのと 

, ^がな く 

おちよ とお と そとし やる さるの 木の ぼ. 0- おちゃ 

せまい 

事 

お まへ ついしよ かひと ことい ふかお ちゃ あらしに ま 

たきた か 

まつが とのごで 子 をう めば こそ 山に こまつが たへ ま 

一 せぬ 

よめ を/,, め を そし h- やん な そしる わが 子 も 人の 

よめ 

t 力し おもへ ば うらめし ござるな せに むかし はい ま 

ない ぞ 

〇 攝律 二十 二 

ことし 世が よふて ほに ほが さいて との も 百姓 4 うれ 

しかろ 

おや はこの 世の あぶらの ひか.^ おやが ござらに やひ 

か.^ ない 

ひ i ははな. ft- やおや さま ふた. e わし は 入：：：： のお やひ 


おやとい ふ 字を鎗 にかいて なち と は. たのま も とお 

がみた や 

うたの かへ し は 二度 こそ かへ せ 三度 かへ す はいな も 

のよ 

お をと を V* いばらが とめる いばら はなし やれ 日 力 

くれる 

いとし か は ひ 子に たびさせ おやよう ゐも つらい もた 

びで しる 

ひたんき で わしゃ 國 をで ゝ今 はなら はぬ しょく をす 

る 

よんき おなご は 心 を おきやれ どこの いづく で 力た ろ 

やら 

1! らの たっとき うしに か は ほし やみ づ に 心 をす ゝぎ 

たや 

鳥 も かよ はぬ みやまのお くにすめば みや こじゃの よ 

とのよ 

でも 山で もお 主 さまよ かれお しゅのお 力げ で 世に 

出る 


ひと をつ か は， =• 川の せ を 見やれ あさいせ にこ そ もが 

とまる 

おれ をい ふとて とな h- をお しゃる は i のまつ かせう 

らを きけ 

めに な. 5 とも あはせ てた もれ ゆめに うきな はたち 

やせまい 

さまがわる いかわが あしかろ かねた む 心 はすが のね 

力 

おも ふて 御ざる かお も はでく るか おれが 心 を ひい て 

るる 力 

お * たい Jw- のれん じの まどに 月と 書た はまこと かや 

むねで くるし さ 火 はたく けれどけ ふりた ゝ ねば. S し 

らぬ 

あめの ふ. 0 で 

やまぬ 

うきなた、 せて なせき みそ はぬ 人が さます 力わ^い 

やか 

〇 伊賀 九 


物 をい やるな いやくす になる いはで っゝ めば くす も 一 千代 もな がかれ このき みの 老木の 松 はさ かへ ゆく 


三百 玉 


- 

や 

■0 

な 力 > 

が 

ふ 

つ 

尾 

ぬ つ 

の 

ね 

ナこ 

お 'ち さ 

さ-' 

ま 

す こ 

あ 

1 

さ け 

さ 

は 

れ 

そ' ば 

i) 

た 

X 

さるい 

る 

つ 

し 

め 

け て 

( 

め 

て 

な 

な  た 

S  二 

す 

ャ よ 

0 

ち 

X 

な さ 

な 

へ 

す 

b 

ァ い 

伊 

小 

見 

の 

じ く 

f) 

ナご 

る 

や 

レ の 

勢 

川 

き 

さ' 

ひ 

す こ 

て 

と 

-; * は 

五 

に 

ぬ 

の 

る 

に に 

や 

て 

1 い 
ァ か 

レ , 

子 

お 

住 

は な 

あ 

海 

わ 

か- 

を 

な  せ 

ill 

Ml 

す 

の 

に 

田 

れ こ 

ま 

れ 

( i: 

て 

船 

か 

の 

た ま 

の 

へ 

の 

へ 

お  つ 

松 

て 

よ 

そ 

あ 

ち 

か 

() な 

に 

で 

る 

ふ 

さ 

で 

は ぐ 

ふ 

す- 

な 

力） 

ひ 

< 

み 

ね 

お  こ 

じ 

や 

け 

ろ 

も 

は 

き  ま 

に 

、 

ぼ 

て 

ラ 

ら 

な 

ら 

の が 

ま 

ろ 

な 

fz 

て 

に 

は 

ろ い 

か 

は 

し 

ね 

な 

か さ 

れ 

か 

や 

る 

た' 

や 

へ 

さ 

い . め 

て 

わ 

< 

な 

て 

か 

< 

力、' は' 

ね 

る 

す 

ラ 

、 

に 

へ 

み 

お 花 

ま 

す 

花 

ま 

ら 

も 

れ が 

い 

も 

に 

つ 

ら 

か 

る 

く 

す お が 今 

を 駒え 

し 

ャ 

子 

や 

や 

ほ 

で 

も 

み 

朝 

しの も 

ん 

羽 

も 

ち 

せ 

め 

を 

も 

ij 

ざ ひ 

の 

か や の 

中 

1 

> 

で 

〇 が 

し 

け 

な 

ば 

る さ 

ラ 

Q 

もせ 身 

し 

さ 

尾 ま 

よ 

が 

し 

< 

ら 

の 

な 

n た は 

ま 

さ 

く 

た 張 れ 

つ 

す 

も 

し 

字 糜 

よ に た' 

/ 

け 

は 

し 

六 て 

は 

れ 

や 

は 

2l 力 3 咼ぃ 

は 

な 
ャ 

む 

あ 

も 

お 

は 

れ 

やに じ 

か 

酒 

ぎ 

ひ 

子 

し 

も 

し 

みをャ 

か 

や 

ァ 

か 

に 

も 

ね 

フ 

の 

のつ ァ 

み 

に 

レ 

な 

い 

や 

な 

ラ 

夜け レ 

茶 

化 

と 

さ 

は 

力 > 

か 

の 

にて ャ 

は 

m 

名 

い 

は 

し 

じ 

是 レ 

茶 

は 

て 

を 

や 

ま 

れ 

や 

き 

で ( 

し 

や 

乂 

は 

た 

よ 

れ 

fz 

ん 

め 

お \ 

よ 

に 

坂 

お 

て 

お 

な 

i 

な 

る 

b 

か 

ャ 

し 

ら 

主 

か- 

て 

さ 

ま 

さ 

ャ 

ァ 

ん 

し 

れ 

お 

ま 

ち 

か 

ァ 

4- 
よ 

た 

る 

し 

の 

江 

の 

な 

よ 

レ 

ャ 

ち 

て 

か 

や 

戀 

さ 

か 

よ 

ら 

が 

ぢ 

つ 

鹿 

ひ 

ャ 

お 

れ 

ざ 

み 

. は 

の 

の 

は 

( 

ァ 

や 

子 

< 

ゆ 

か 

山 

は 

レ 

SS 國 盆 踊 f 歌 


一一 1 百 六 


をな ごすき； i ら八丈 へ § き やれ 八 丈む かし は をな ご 

じ ま 

ひさ ごく づ やに かや. 9 をた きて あや ゝ にしきと ゆ ふ 

す  > み 

さ.んLょニしょょ...^からぃ物はしょた.ぃならぬ世た 

いよ なまい ら い 

>ひ. きょ. き はみ づ か i- みみ やれに ごる 心 はなき ものよ 

江 戶 にさく 花す るが でつ ぼむ ことにお 江 戶 ははな ざ 

力 .9 

〇 三 河 三 

さまの  > ひ はなせう すうなる こ、 はやつ はしかき つば 

あかぬ ふるさ と ふ h- すて 、たれが ため かやき み ゆ <^ 

らすカ 

やなぎの いとに とめられて か へ る もなら ひ 子 力つな 

〇 遠 江 三 

あくれ， よいで ゝ くる ゝまで 身 は-  >  になる か はだ 力む 

ゑん. しう はま ゝっ ひろいよ うでせ まい よこにく る 力 


二て うた、 ぬ 

きみ はこ がらす われ はまた おは をから すの はねば た 

き 

〇 駿河三 

ことし 世が よふて おも ふよ ふに かな ふお や も よろこ 

ぶ 身 もた ちて 

しって おれ ども 人に またと ふて 母の さ しづで むかい 

とれ 

さまの やうな くひ やうたん 男 川へ ながして なま づ 

とかたり や 

〇 甲斐 三 

との は あまよ の R: かげなる か 心 もしらぬ 行す へ を 

たかい 山から たにぞこ 見れば おまん かわい やぬ のさ 

らす 

おれが さ らす はぬ ので はない ぞ あ * たな 男の 心 を さ ら 

す 

〇 伊豆 三 

- J んど ござ らば もて きて たもれ いづの お 山の なぎの 

葉 を 

ゆ ふ ベ そ が /\ ふったる あめ はとら がな みだ かかせ 


三百い" 


 ： 


諸 ^ 盆 踊嚕歌   I  , 

つよし 

じつに そふなら なま づ めはな そ おれ は 五つ の ゆ び を 

きろ 

0 相 模 

大 Tl とのよ， 5 木び き はにく やおな じ 中 を ひきわけ 

る 

くる 力 /:、 と；：；；' しもみ す はいぶき よもぎの.？' V- ぶい 

つま はか やか. 0 かま くら 山へ われ は 子どもに ねせ り 

つむ 

〇 武藏六 

みゃこまさ.^^のぁさくさ上野はなのはる風をとさ / 

る 

こ ゝはど こぞと 船： § 衆に 問へ ばこ ゝは梅^^？角田川 

色の よいの は 出口の 柳との にしな へ て ゆらくと 

いとしとの ご を 遠くに をけば からすな くさ へ氣 にか 

かる 

わかい をな ごのとの ごのない は 笠に しめ 緒の ない 如 

さがみ よこ 山て るての 姬は 夫の ためとて 車 ひく 


HnniMHIl   三百 八  

〇 安房 三 

くた け て も 身 は かま はぬ ぞ のくならば なせに 我 を V6 

おとした ぞ 

やまな 白雲 朝：：： にと ける とけて 流れて 三 島 へ 落て 三 

島 女郎 衆の けせう 水 

そなた 命 をす てんとい ふて いま はふ ；；： みち U ごし- - 

D 上總五 

うすに ま はれよ ま はれよう すよ ばんの 夜び きに ま は 

あ-ふ 

岩に せかれて はらた つなみ もこ 、ろす ぐなら なみこ 

さん 

, - 、 北，. 國 ，  文  歸 

つま はきた ぐに また か へ ら ぬが ふみを や， 0 たしか へ 

るかり 

おも ふ 心の まゝ ならばね たむ  >ひ はなせ やまぬ 

む 力し み. L ゆめ ふ り すて ゝ いま はむかし の ゆめ こ ひ 

し 

〇 下總三 

くもらば くもれ はこね やま はれた とてお 江 5- が 見 ゆ 

る f も.、 ふし 天 保 二 年の 頃此- つた 江 P にズ おこな はれ 

_  20 見 S- る 1^ や あるまい； - とうた ヘリ 

どばし 板なら よかろ もの どんと ふんで は めをさます 


よのなか 山 これで はない かさまし ついて やろ つき 

がね を 

〇 常 陸 三 

水 戶 で 名 はせんば の 川よ はしの めでめ に 力 も 力す 

むサッ サヲセ C 

いた こ 出し まの すな まこもとの にからせ て われさ ゝ 

ぐサッ サヲセ /\ 

ハ たこ 出て， 尸ら 牛 ぼ h- まで は あめ も ふらぬ に釉 しぼ 

るサッ サヲセ 

岩 井町と はたが 名 付し ぞ かねがなければ つらい まち 

サッ サヲセ f/^ 

〇 下野 三 

十七 かむ ろの こぐちに ひと b. ねて はなが か ゝると ゆ 

めに みた 

人 は ともあれ かく も あれ わし はめ じかと かたなら び 

よ 

しらさぎ や ふねの へ さきにす を かけて なみに ゆられ 

て しゃんと たつ 

P 陸奧三 

はしの ぎ，^ ぼし を 五兵 衞 かとお もうて すでに ことば 

0 圃 盆， 3",^  , 


を かき やうと したがさん しゃう くて こせう くて 見れ 

ばいと こどし やらに てからい さんせ うのせ ひ 

秋風が ふけば 秋風が ふけば サ まめの はも かれる いの 

まめの はも かれる サ かれた が 大事 かなんと しょの せ 

ひ 

あのむ らち どり つらにく ゃサ われ を つれて はなせ § 

いぬ つれて 行たら 殿 子に あ ふて サ わしが 心の そこう 

ちた ゝき 見す てられたら 島國 へさん しょの せひ 

〇 出 羽 三 

よ しのらん かんに こし を かけ 沖 を はるかにな 力 

ば 沖の かもめが みつ ゝれ てみ つ \れ てむ つましく よ 

られ ながら もき み戀 しさんし よの せひ 

あ，、 r^v6 いで 、くる 、まで しんくす るの はたが ため 

なるやす ゑ をと げんと な も ひつめ 身 はこになる とか 

ままぬ につれ ない こと はいかい せんさん し よの せ 

ひ 

良 も しづ" にみ よ を さまり て 曰 ひきうた はよ もつ き 

じ 

0 若 狭 四 

松よ.^ a;r たつ つるの 子の 千と せ は きみと おやの 力 

Hun  unM  三百 九 I 


0  u せ hijf お— 


ザ 

はしる ふね を もまね けばい そ へ よる は  >ぃ のま ことな 

よそに おも ひしき の ふの あやめけ ふ はわが 家の つま 

となる 

むかし 竹 竭老て はすへの つ へと な.^ たるお やじ さま 

西 行の 歌 

に 似たり 

C 越 前 五 

山 かげ やい がらし 川の ながれに はみ やまの おくのき 

よみ づ 

tM- の 夜に さ へ おく，.^ を もろうて 見す てられた よ や，， 

の 夜に 

おも ふて 來 たのに みづ かけられて わしが おも ひ をみ 

づ にしゃる 

I ^みよ、. 0 かいじ やうみ やれ こびんな で ふよ，. -ひ 

つなで ふ 

しんき/.^ が 三つ 四つ ござる かゝる しんきに かゝら 

ぬし，^ きひと つ 枕に 寢 ないしんき 

〇 加賀五 

を さまる 代の うれし さはいな ほさ かへ る 秋の み. つ . 


里 


三百 ャ 


、との あた ゝ まりて むしゃれ て く らしゃ われ はみ お 

. の 蝶の こ ゑ 

！  待  £ お 

け ふか あすか ふ 朝 を ま つ に つ ひにく も..：： >  て U をく 

らす 

流  WW 

さ ま はなが れ の瓢覃 おとこ ぬら， =•  くら， 0 はよ う も よ. 

- 布  金  冷 

みやま 六月ぬ の 子 をき る はかね がない から ひゆる や 

ら 

. r 〇 能 登 四 

親子 草 

&々 r;^ ぐ さと はとし ことに 古葉 ゅづ. ^の わかば かや 

ねさ ゝ 野に すむ ひばり は 山 に うづら の あは に つ ま 

おも ひ 

のみやれ うたやれ さきのよ はやみよ 今 は 半の はな ざ 

力 り 

沖の 中の 三本 竹 はう ます 竹 やら 子 かさ か ぬ 

〇 越 中 四 

よろ づ世を へ る 昔な しのた きのな がれ は よもつ き 

じ 

あゆはせ に つくと は 木に とまる <!- はなさけ のし. fJ 


にす む 

しんで またく るし やかの 身が ほし やみ しょや つら あ 

て に 

びんつ けの-、 と 

いふて く. やれよ ねばる の を 一 兩 ごまの あぶらで け 

がふさん 

0 越後 五  & 

老 せぬ 千代の 松 さかやた に 問の いはに かめ あそぶ 

りしが おも ふと 戶 板に まめ ぢゃ なまじい はぬ かまし 

ぢゃ もの 

千里 はしる やうな とらの 子が ほし ややる ぞ此文 江戶 

まで も 

、—としとの ごの しんがい 田が われた ゆ ふだち に はか 

いと 一で、， i 也 

にこめい こと 

ほよ がらす はまよ ふても なくが わしが しんじつ 思 ふ 

でもな し 

〇 佐 渡 五 

さど ゝゑ ちご はすお むかひ はし を かけた や 船ば し を 

さま はつ. 0 ざ ほ わしゃい けの ふな つられながら もお 

もしろ い  


、- としとの ごに あいたい こと は 川の まな ごで 力ぎ り 

7  I  . ゑ はみ の 事 也 

きじの めん 鳥お く 山 さして まつの しんば のつ よはみ 

こつ i- はみ は 露 

I 食み なりと 

いけの 子ぶな に 心 を くれてた ちゃかね た，"^ しらさぎ 

〇 丹 波 五 

、，..r- の 紫 むすびお も ふこと かな ふす- 5^ はつ る 力め 五 

葉の まつ 

わしが ことか ゃ志賀 からさき の 一 つまつ と はたより 

ここの やぶに す，. 3> め は- i まると めて とまらぬ いろ 

のみち 

あめ はふれ （■§ きふる 間し のぶ ほそみち 竹た はむ 

うめ <_2> さくら は 七重 や 八重 もな せに のぎく は 一 重さ 

0 丹 後 六 

b しとお まへ は 小 やぶの 小う めなる もお つる もヌし 

らぬ 

、 is のしみ づは そこから わくが さまの 心 も そこ 力ら 

I  ,  十 一 
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三 ぼ 4>  二 


一 v< くちうた しゃる 大酒の みやる わしがぬ の はたむ だ 

にして 

ひるま はで かいたが 何の をけ のみでな よない そばた 

の わかめよ しそれ がお しる のみでな よな 

そふと めの またぐら を はとが にらんだ となに らんだ 

もど， 0 かや また 豆 を はさんで となよ な 

〇 出 雲 四 

ひか W なリ  .  C- 

これの いしうす はふ かね ども ま はるかせ の くるま，^ 

らか をよ かろ  か no ら也 ベら 也 ノ 

ひるま もちの ござる やう あかい かたぶら て ぶら. 9 し 

„  >  :-、  ひろ ま む 

やら とあか いかた ふらて ち考 べし 

さんまれ-  >れ のよ め ごさ まどこな そ. たちの さ，^ ま t 

一 さま ぞいね のうら ぼの のき そ. たち 

一 千家き たし まに ゃァ やきもちが はやるな かにる そ.^ 

れて マソ ほや C- と 

〇 石 見 三  f 

一 京の 大佛で ほばしら もたせく おらつ，.^ たい 五島 うら 

關 の 地藏に ふ， -釉 きせ \ いならの 大佛 むこに とろ 1 


これの 親方 はんじゃう をな さる 奧は 琴の 音 中の 間 は 

鈹 かど はもの もが 絕 ませぬ 

〇 隱岐三 

育な をた、 かれしん こ ほど はれた これ も，"^ ん きの 力 

たま りか 

、"なしよ とお も ふたう ちに 太郎が 生&て いなさ 

れぬ 

わ よ 奥山の さ 、小 ざゝ ふ； 》 に まかれて ねと ござる 

、 け-たい たみの 上 もろはく もせに がなければ 見て と 

i, る 

いっか かう の いけの こめ ふみし まい は.^ まな だ をば 

うたで やろ 

今の 若衆 は むぎわらた すき 一 夜 かけて はかけ すてに 

； 1, み をし まだに いはうよ. 9 おかた 心し まだに もちな 

され 

ござる C とうき 名 をた て 、さま はまつ かせお と は 

か b 

おも ふとの ごとうす ひき すれば うす は 手ぐ る まゆで 

ま はる 

M  I  I  s^tu 


國盆踊 歌  ■  I  , 

〇 美 作 五 

十七 八 はたい との わらで うたね どこし がしな やかに 

か 又ん 道敞 

ま へ 田の い ねの はもち のよ さは こがねの つゆ を まき 

あげ る 

またと ゆくまい 湯 原の ゆへ は 三 坂 三 里が うい ほど 


三 ws 十四 


近 江の かさ はな. „ ^がよう てきよ てし め をが ながうて 

きょ ご ざ る ソ ：^^ ャ ィ ノ ゥ 「^ば m にい； S 

とんと 、なる は大竹 さ 、らな らぬは 七 八, j まさ ゝら 


〇 備前五 

千代に 八千代に 御代 を さまり て 浪も靜 に四ッ の 海 

しあく 大工 はちよ-/,^ ま， 0 ちょ それが 木す ゑに とま 

b て女郞 まねく 

ごい や 赤 坂よ し 田が なけ. り やなん のよ しみに Id  B- が 

よ 、 天 和 三年 S? 久が江 H- く 

よ レだリ に 五井 ともろ 執 

きみに あ ふとて 朝 水く めば にごる 心 かまた あはぬ 

備前岡 山 新太郞 さまの 江 5- へ ござれば 雨が ふる あめ 

ぢゃ ござらぬ 十七 八の こ ひの 淚が 雨と なる 


〇 備屮五 

つきせ ぬしる し 岩に はなみね の 小 まつの しげり あ ふ 

こなたお もへ ばてる： u がく もる さえた：：： r: よが やみと 

な る 

こちの だんな どの はから かさ そだちせ けん ひろ か.. C- 

うちす ま P  C  J  r 

こなたお せどに ひづ ると たでと なんの ひづるめ がた 

で （"と 

こちの だ A などの くさぎ のそだち うは V うつくし そ 

こに がい 

〇 備後五 

さか へ 久し  きお 力え の "石び 一 きしね に なな-よす る 

江 5' へ と 木く さもな びく 江 5' に ははな さくみ も 

M り て 

にくい /> ] は うら のうら じつのに くい はお も ひの あ 

ま. 

たと へ 火の 中 水の そこお よばぬ 中に 住 もき み 

心たん きな 男 を 持ばむ ねに はやがねつ くごと く 

0 安藝 一 一 

みやと 廣 島に 海が なかよ かろい と.. ：- とのご，^ かュ は. 
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 . I _  -  他 國 

ゆ つら 云 はら 女房に せう とつれ てた こく をし よと ゆ 

クら 

さまと わしと はやけ の.、 かづら つる は きれても ね は 

きれぬ 

こいとい ふのに 遠い といやる なんの 四十 佘り 四百 鬼 

もこ ゝろ ちかく ぞナ ァ レカシ 

- J  、—しゅ かしと さ まゆ へば か あはぬ むかしに ナァ 

レカシ 

-i しゃ おしやと おも ふ はなん ぞ とかくき み ゆ ゑナァ 

レ 力 シ 

0 筑前五 

こ 口の 名物 はかた ときこえ おびに して さ へま は h- よ 

生 化來， 0 しいに し へ と へ ばき みに ちぎれと ゆめに 見 

2 

ごけ をた て ゝの 身た しなみ 日 かげ にさけ る 花す き 

る 

茶 ものがた. 9 に 人 ことい うてお のが はぢ をば のみ か 

くす 

- J まの 手づ なをし. C- ながら さまに ひかれて 身 をよ ご 


す 

0 筑後五 

高みに のこる 月 かげ を やどせし そで はか はるまい 

、， かでゎすれん；^-^^なれてごせのちぎ-^もぁきの山 

うす はま はさで しなば かつ くるしな で ま はろ か此ぅ 

す 力 

まつが つらい かわかれが うい かまつ はたの しみ わか 

1i つらい 

Jar  メ  I.  木，^ 

みめが よいと て 心が 人か大 坂で 子の ぼうで つらば か 

〇豊 前 三 

わしと お ま へ は 諸 はく 手搏 中の よいの は 人 しらぬ 

つ 11 て いかんせ いづく へ な..^ とたと へし ほやの 火 を 

たく とてもお ま へ ゆへ ならくる しない 

さても 見事な みたらいつ 、じばんに つぼみて よなか 

に ひらく よあけが たに はち， 9 と 

〇 豐後五 

ごせ をね がふ はわ か身ぢ やない ぞ さま をう かめて と 

もしたい 

け 力 

金の 山ぶ きかせ そよ ぐ 口ん な 色 はんな 色 は A ふく 茶 


讀國 a 踊 a" 酞 
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ちょの まへ： £ 'みおろさば おろせ わし もとめ ましよ 振 一 寶 


袖 を 

洲山 おかめ 女 はす 山の 狐お ふ h- し. „ ^ふり 人 を ふる 

ち，.^  一  t 花 はねに か へる ふた、 び はなが さ くじ やな 

志賀 からさき の 名 はよ けれ 一 つまつ と はきく さ へ つ 

らい 

しまが しまなら よがよ であらば なんの 地 かた に 身 は 

もと そ ョ ィコノ イカ 一一 なんの 地 かたに 身 はもと そ 

夫の 留守に 人よ せ、 ぬ は » も 見 あげた 花よ め 子 

C 壹岐三 

みねの 小 まつに ひな づる つが ひたに のな がれに かめ 

あそぶ 

ござる./ 1-" と- フき名 をた て ゝ さま は 松風 をとば かり 

しま ふた C 國七 どんの さらに 小麥六 口ば か，.^ しま 

ふた うらのお かめ 女と ざれ あうて 

G 對 三 

いらぬ きせるの らうが ながうて さまと ねたよ のみ じ 

かさよ  . 

万 蔵 

野. にも 山に も 子な き は おきやれ まんの くらより 子 は 

■ 薪國 盆^? S 欲  .  . I 


若 衆 


いざや わかいし うござる まい かよ ひるき つねなん の 

V6 かさ， 9 よ とんと ろ はけよ 


右の 唱歌 は 近 江 美 濃 飛 驛信濃 上野の 五國 なし 何の 

故 を 知らす 且傍書 細 注と も 故 柳 亭種彥 翁の 手.；？ f に 

か ゝるー 字も增 損せす 

校者識 

(此校 者 は 我自刊 本の 校訂 者な リ， L) 


諸 國盆踊 唱歌 終 


三百 十九 


(しへ か 見の-- 産 ±  ；' せ 難） 


^土産 卷ー —    三百 二十 


^性 ュ ^ 醇 

享. t 凝狀得 

勾 #薄 ，針 

t^l^ 門揞嫖 


二— 


0 瑠 

文句 評註^ 效 if 

おしてる や 難 波の みつの 賑 ひ余國 にこえ 港に 出入 & 

千の 船 ヤン ラ目出 皮 やの 灘絕す 就中 南 江の 歌舞伎 淨 

瑶璃 芝居の 軒 をなら ベ て 繁昌の 時 を 得た.^ 僕 もとし 

比 淨留. ^の 作文に 種々 の 事共 取 あつめた るが 面白さ 

に數本 一 覽を なすに 唐 倭の 引 事 聞 まらぬ 俗の 諺な ど 

诗々 抄 せし を懷に しひ そかに 博識の 隱士に 便て これ 

を 問に 其 解 こと 流水の 如くな りし を ことぐ く 筆記 

し 見れば おの づ から 善 をす、 め惡を こらす の 一 助 共 

成け る ま、 頓て淸 書し 篋に 藏ん とする に 書林 某來て 

是を 梓に 壽 ふせば 四方 好事の 本望な らんと いふに ぞ 

客べ きに も あらねば 吾子が 心に 任せん と 直に ts;^ み 

やげ を 題と して 茅舍 の 窓 下に 筆 をお きぬ 

元 文 一一 一年 戊 午の ほし 


.  I  ——  1 ！  三百 二十 一 

雛 波 土產卷 一 


,  雖波 土產卷  一 ■ 

淨 瑠璃 評注 卷之 一 


發 端 

抑淨瑞 璃 とい へ る 來由を as^ るに むかし 臣秀吉 公の 

御 辜： 政所 の 侍女 に 小 野 於 通と いふ <f 才智 人 に - J 

え 手跡 も 普通に 勝れた.^ ければ 時の 人 殊にお もく も 

て はやしけ る  一 H 御； f 所 於 通 を 召て 仰け る はいに し 

へ の 淸少納 言 紫 式部な どい へ る は 源氏 枕 双紙 等の 文 

を 作りて 其 名 を 千歳に 殘 しぬ 汝が才 をして 小 女に ひ 

としく 朽 なん 事い と 口 をし きわ ざな り 何 にても あれ 

作物がたりして後世にとレむへ きょし命ぁ，=^ければ 

小 通 かしこま て 退き 私に 思 ひける はいに し へ の才 

女の 仕 わざに なら はん 事 思 ひも ふけさる 事な，. >  まか 

りと い へ 共 主命 もだしがた しとて 閑 窓に 閉 こも..； M し 

畏生殿 十一 一段とい へ る 物語 を 書て 參ら せけ る 其 趣 ひ 

t へに 矢^の 淨 I？ 璃姬の 事 を 主と し 師の 十一 一 神に 

表して 十一 一段として 書た るに より 時の 人此 草紙 を淨 

瑠璃 本と そ 申け る こゝに 岩橋瑜 校と い へ る 有て この 

双紙に 節 を 付け 夫よ， 9 して 以來 好事の 人間 出て 淨る 


 ■  ：  二百 二十 二 

り の 作文 をし 昔磬 すぐれし 人 に 曲調し て 璺な る 世の 

もて あそびと す 又 人形に あはす る 事 は 往じ麇 長の 比 

六 字 南無 右衞 門と いふ 女 太夫 四條 河原に 芝居 を 立 興 

行せ しに 初る 共い ひ 又 同 し 比 西の 宮の 愧儡師 みやこ 

に 出て かなでし が 濫腐也 共い ひ傳 へ，.^ 近世に いた. 5 

ては或は座敷淨る..„:^ぁるは芝35淨るりなんど專らも 

て はやす 事に は 成ぬ^ ども (文勢 筆力な く 何となく 

拙く 感情 もなか， 0 ければ 只 下々 の もてはやす のみに 

して 中 人 以上 は 曾て 其 本と て 取 あげみ る 事 もなか.^ 

しに 元祿 年間に 近 松 氏 出て 始て 新作の 淨 るり を 作り 

出し 竹 本 氏が 妙 音に うつさせた りければ 聞 人 感情 を 

催し ひそかに その 本 を もとめて 其 作文 をみ るに 文牀 

j 拙から す儒佛 神に よく 渡， 0 譬を 取， C 故事 を 引に も 人 

の 耳に するど からす 貴賤の さか ひ 都鄙の わかち それ 

それの 品位に つ きて さ こそ あるら めと お-も はせ 道行 

等のっづけがらもぃせ：拟氏の俤をぅっして*^かも俗 

間の 流言 を おかしく つ ら ねければ 自然と 貴人 高位 も 

御手に ふれさせ 赏し翫 し 給 ひしょり 打媳 て數 多の 淨 

る， 9 を 作. 0 出す に 怯 言 妙 句 S- てかぞ へ かたし 終に そ 

の 名 を 天下に あら はし 彼淨 る， 0 本 を 見る に 恥な く 成 一 


て審ら 世上に 流行す る 事數十 年に 及べ.^ 是 偏に 近 松 一 

氏が 力な， 0 然して 近 松 死し たれ 共猶餘 光う せ や 其 門 一 

に 遊ぶ の 人相 績て 作文 をな す 夫より 數 多の 作者 出來 

h- て 今に 於て 燦然た，.^ 皆是近 松が ながれ を * 一た ふが 

故に I 《おもかげ 殘て 甘味 ある 事 すくなから す 然はぁ 

ど元來 £1^ が 器なければ 古語の 取 あやま， 《 ^古實 の 

た が ひま \ 有 て氣の 毒な が ら 機轉發 明が お とらぬ 所 

も 有て 近年 の 淨る -o- に も 世人の 耳目 を悅し め 或は 希 

有の 一 趣向 を 出して 大 に當. り を 取事是 また 達人と い 

はんに 强て難 有べ からす 

0 往年 某 近 松が 許に とむら ひける 比 近 松 云け るは惣 

して 淨る. ^は 人形に か、 る を 第 一 とすれば 外の 草紙 

と 違 ひて 文句み な 働 を肝耍 する 活物な り 殊に 歌舞伎 

の 生身の 人の 藝と 芝居の 軒 をなら ベ てな すわ ざなる 

に正根な，^^木偶にさまん\の愦をもたせて見物の感 

をと らんと す， 0 事 なれば 大形に て は 妙 作と いふに 至 

り がた し 某 わかき 時 大內の 草紙 を 見 侍る 中に 節會の 

折 ふし 雪いた う ふりつもりけ るに 衞士 にあ ふせて 橘 

の 雪 はら はせられ ければ 傍なる 松の 枝 もた は、 なる 

が うらめしげに はね 返りて とかけ..^ 是 心な き 草木 を 

I  1  — 


開 服した る 筆勢 也 その 故 は 橘の 雪 を はら は せらる、 

を 松が うらやみて おのれと 枝 を はね か へ してた は、 

なる 雪 を 刎お として 恨た るけ しき さながら 活て 働く 

心地ならすゃ是を手本として我淨る..^の精神をぃる 

る 事 を 悟れ されば 地文 句せ， 9 ふ 事 はいふに 及ばす 

道行なん どの 風景 をのぶ る 文句 も 情 を こむ-: „ ^を ff= 要 

とせ ざれ 《i, かなら す S  > ひの うきす も の 也 詩 尺 の 爽象 

といへ る も 同事に てた とへ は 松島宮 島の 絕景. を 詩に 

^して も 打 詠 て 賞す るの 情 を もた すして はい たづら 

に 書け る 美女 を 見る 如くな らんこの 故に 文句 は 情 を 

もと、 すと 心得べ し 〇 文句に てに は 多ければ 何とな 

く賤 しきもの 也 然るに 無 功なる 作者 は 文句 を かなら 

す 和歌 或は 誹諧 な ど の ごとく 心得 て 五 字 七 字 等 の 字 

くば h- を 合さん とする 故お のっと 無用の てに は 多く 

なる 也た と へ ば 年 も ゆかぬ 娘 を ひい ふへ きを 年 はも 

ゆかぬ 娘 をば ト いふ ごとくになる 事 字 ゎ&に 力、 は 

るよ. 9 おこ ，9 て 自然と 詞づ らい やしく 聞 ゆされ ば大 

やう は 文句の 長短 を 揃て 書べ き 事な れ共淨 るり はも 

と 音曲 なれば 語る 處の 長短 は 節に あ.. 然る を 作者よ 

一 h- 字く ばり をき つし， = 'と 詰 過れば かへ つて 口に 力 
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雖波土 產卷ー  II 

らぬ事 有 物 也 この 故に 我 作に は此か 、はりな き 故 手 

に はおの づ からすく なし 〇 昔の 淨 るり は 今の 祭文 同 

然 にて 花も實 もな きもの 成し を 集 出て 加賀掾 よ. 9 筑 

後橡 へう つりて 作文せ しょ. „ ^文句に 心 を 用る 事 昔に 

か はりて 一 等 高く たと へ ば 公家 武家より 以下み な そ 

れ z,,^ の 格式 を わかち 威儀の 別よ.. > して 詞遣ひ £ 其 

うつ.. > を專 一 とす 此ゅ へ に 同じ 武家 也と い へ 共 或は 

大名 或は 家老 その外 祿の 高下に 付て その 程々 の 格 を 

もって 差別 をな す是 もよ む 人の それ^,, ^の 情に よく 

うつらん 事 を 肝要と する 故 也 〇 淨る. 0 の 文句み な實 

事 を 有の ま、 にう つす 内に 又藝 になり て實 事に なき 

事 あり 近く は 女形の 口上お ほく 實の 女の 口上に は 得 

いはぬ 事 多し 是等は 又藝と いふ ものに て實の 女の 口 

よ，^ 得い はぬ 事 を 打 出して いふ ゆ へ 其實 情が あら は 

る 、也此 類 を實の 女の 情に 本 づきて っゝ みたる 時 は 

女の 底意なん どが あら はれす して 却て 慰に ならぬ^ 

也？ るに よつ て藝と いふ 所へ 氣を 付す して 見る 時 は 

女に 不相應 なる け- フと き詞 など 多し とそし る ベ し然 

れ共 この類 は藝 也と みるべ し此 外敵 役の 余り におく 

病なる 鉢 やどう け檨 のお かしみ を 取る 所實 事の 外藝 


.   三百 二十 四  I 

に 見なす ベ き 所お ほし この ゆ へ に是を 見る 人 其 *J ん 

*f やく 有べ き 事 也 〇 淨 る，^ は 憂が 肝要 也と て 多く あ 

はれ 也なん とい ふ 文句 を 書 又は 語る にも ぶんやぶ し 

檨の ごとくに 泣が 如く かたる 事 我 作の いきかたに は 

なき 事 也 某が 憂 はみ な 義理 を專ら とす 藝の り くぎが 

義理に つまり. て あはれ なれば 節 も 文句 も きっとした 

る 程い よ/ \- あはれ なる もの 也 この 故に あはれ を あ 

はれ 也と いふ 時 は 含 菩の 意な ふしてけ つく 其 情う す 

く あはれ 也と いはす して ひと. 9 あはれ なる が 肝要 也 

たと へ ば 松 島なん どの 風景 にても ァ 、 よき 景 かなと 

譽 たる 時 は  一 口にて 其景 象が 皆い ひ！^ されて 何の 詮 

なし 其景を ほめん と おも は い 其景の もやう 共 をよ そ 

ながら 數々 云 立れば ょき景 とい はすして その景 の お 

もしろ さがお のづ から る 、事 也 此類萬 事に わたる 

事なる ベ し 〇 ある 人の 云 今時の 人 はよ く/ ^理 詰の 

實 らしき 事に あら ざれば 合點 せぬ 世の中む かし 語 h- 

にある 事に 當世請 とら ぬ 事 多し されば こ そ 歌舞伎の 

役者な ども 兎角 その 所作が 實 事に 似る を 上手と す 立 

役の 家老 職 は 本の 家老に 似せ 大名 は 大名に 似る を も 

つて 第 一 とす 昔の やうなる 子供 だましの ぁ玄 やらけ 


たる 事 は 取らす、 近 松 答 云 此論尤 の もやうな れ共藝 

とぃふ物の眞實のぃきかたを*^らぬ說也藝とぃふも 

の は 實と虛 との 皮膜の 間にある もの 也 成程 今の 世實 

事に よくうつす を このむ 故 家老 は眞の 家老の 身ぶ， 5 

口上 をう つす とはい へ 共 さらばと て眞の 大名の 家老 

などが 立 役の ごとく 顔に 紅 脂 白粉 を ぬ る 事 あり や 又 

眞の 家老 は 顔 を かざらぬ とて 立 役が む *^、 やくと 髭 

は 生な り あたま は 刹な， 9 に舞臺 へ 出て 藝 をせば 慰に 

なる ベ き や 皮膜の 間と いふが 此也虚 にして 虚 にあら 

す實 二して 實 にあら す この間に 慰が 有た もの 也是に 

付て 去る 御所 方の 女中 一 人の 戀男 あ. 9 てた が ひに 情 

を あつく かよ はしける が 女中 は 金 殿の 奥 ふかく 居 給 

ひて 男 は 奥方へ 參る事 も かな はねば たい 朝廷なん ど 

にて 卸 簾の ひまよ.. 5 見 給 ふ もお まさか なれば 余."^ に 

あこがれた まひて 其 男の かたち を 木像に きざませ 面 

體 なんども 5 ポの 人形に か は て 其 男に 毫 ほど もちが 

はさす 色飽の さ い しき は い ふ に 及ばす 毛の あな 迄 を 

うつさせ 耳鼻の 穴 も 口の 內齒 の數迄 寸分 もた が へ す 

作. 0 立 させた. 0 誠に 其 男 を 傍に 置て 是を 作. ^たるお 

その 男と 此 人形と は 神の あると なきとの 違の み 成し 


かかの 女中 是を 近付て 見 給 へ ば さ と は 生身 を 直に 

にう つして は 興の さめて ほろ ぎた なく こ はげの 立 も 

の.^ さしもの 女中の 戀 もさめ て 傍に 置 給 ふもうる さ 

くやが て 捨られ た.^ とか ゃ是を 思 へ ば 生身の 通. 9 を 

すぐにう つ さばた とひ 楊 贵妃な b 共 あいその つきる 

ある ベ しそれ 故に 書 そらごと、 て 其 像 を ゑが くに 

も 又木に きざむ にも 正 眞の形 を 似す る 內に又 大まか 

なる 所 あるが 結句 人の 愛する 種と はなる 也 趣向 も此 

ごとく 本の 事に 似る 內に又 大まかなる 所 あるが 結句 

藝 にな，. ^ て 人の 心の なぐさみ となる 文句の せ."^ ふな 

ども 此こゝ ろ 入れに て 見る ベ き 事お ほし 
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淨瑠理 評注 卷之 一 

〇 御所 櫻 堀川 夜 討  1 

此淨 る-^ は九郞 判官 どの 京 ほり 川の 御所に 御座 有 

し 時 鎌 倉 の賴朝 卿よ.^  土 佐 坊を討 手 にの ぼされ 堀 

川の 舘 にて 夜う ちの 始終 を あみ 立た る 故 かく 外題 

する 也げ だい 當 世の 氣に 應じ尤 面白し 

*.  おしへ  ： 

〇 恩 は 春の ごとく 威 は 虎の ごとく 訓は 父の ごとく 愛 

は 母の ごとし 李 厳 をうた ひし 吏 民の 詞 

李 厳 は 三國の 時の 郡 守 也 民 をよ く 治し 故 民の 吏 I； 

ゆ ilr^ なや 民 共が 其德を ほめて うた ひし 詞也民 をめ 

ぐむ は 春の 陽氣の 草木 をうる ほす がごと く 下を畏 

すに 威の ある 事 は 虎の はげしき がごと く 民 を 数る 

に 道の 明かなる 事 は 父が 子を敎 るが ごとく 民 を あ 

はれみ て 愛する 事 は 母が 子 をい つくしむ が ごとし 

と 也 こ、 は 平家 ほろび 源氏の 世と なりて 賴 朝義經 

の 民 を 治め 給 ふに なぞら へ いふ 也 

義 形せ. 0  0  ？ I 

儀刑と 書べ し 儀と し 刑と いふ 事に て 君の 德が 天下 

膨彼土 直 J 


の 手本と なりて 四海が の つと ると いふ 事な り 

評、 右の 序文 近 松の 筆法と は大 にたが ひ 細麵， き 叙 

JH- 作， 0 り 格 何となく いやしく 理 もまた とくと 本意 

に は妥ぎ やま か し - ^ れらは 兩體の 文 づ らの 巧拙の 

論 なれば 何 許 を 指て その 好惡を あら はしが たし 但 

し 漢和の 文 共 を 多くみ おる 人の 目に はおの づ から 

み ゆる 事 也是ぞ 古人の い へ る 知人 ぞ 知の 場なる ベ 

し 

よろし ふ 

1^ によろ しく 弟に 宜して 國民 をお しゅとい ふ 

大學に 詩經を 引て 國を おさむる の 本 は 家の 內 にて 

兄弟 中よ くす るが 肝要な. 0 とおしへ たる を 引な り 

よ ，0 ともよし つね 兄弟に かけて いふ 

吳越 とへ だ、 り 

春秋 戰國の 間 吳の國 と 越の 國と 不和に してた ゝか 

ひに およびし 故 中の あしく へだ、 る をい ふ 是に付 

て 世俗 あるひ は 間の はるかに へだ、 る 事を吳 越に 

なぞら へ 思 ふ は 誤 也 吳と越 は 遙 なら す 唐詩に 

到 レ江吳 地 _t 隔レ岸 越 山 多と い へ るも吳 越の 界 たい 

江 をへ だてた るの みなる 事 知るべし 但し 間の へだ 

たる は 胡 越な，.^ 唐人 も 間の 遠く へ , た 、る 事 を 胡 越 

fli  三百 二十 七 
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の ごとしと 書簡に 書る 事 あ. 5 

摩利支天 

軍 を まもる 天 部の 本尊な. 9 

その咎を4^^らためるに 

-っ ら や； うじ 

まらた め る S 語淺 まし ゝ是は 京大 奴な どの 侧陋 

の 匹夫な どが 調る とい ふ 事と 改 ると いふ 事と を 聞 

はつ， 9 て 兩語を 一 つに して^ら ためる なんどい ふ 

それ を 直に 取た るな らん 殿中に てかぢ はらが 口上 

に は 似合す 

甲が しゃり 

大友眞 鳥の 抄に 出せ.. 5 

梵天 帝釋 

佛 法に いふ 卅三 天の 司に て 天帝 也 

閻魔 法王 

是も佛 法に いふ ゑん まわう 也閭魔 こ、 には雙 王と 

いふ 但し 苦と 樂と をなら び 受給 ふゆ へ 也と 名義 集 

にみ へ たり 

五道の：？-官 

地藏十王經に出た，9めぃどの官人な，^^誓文に請ャ 

る 所の 本尊 この 外に 十二 砷 あ-り 


 三百 二十 八  — 

泰山 府君 

是も誓 ひに もち ゆる 神 也 陰陽 者 流の たっとぶ 神に 

て史 記に もみへ た b 

阿 鼻 地獄 

阿 鼻- j  、に は 無 間と いふ ll;i:!ws3^ ばらく も W な 

き 故に 名づ くと いへ り 

龍の 腮の珠  • 

此事列 子に 出たり 河 上 翁と いふ もの ゝ子 川に 沒て 

千金の 珠を 得た b 河 上 翁が いはく 石 を 取て 是を鍛 

かなら す名珠 ならん 惣 じて 珠 と いふ もの は醒 龍の 

腮の 下に あ h- 汝是を 取え し は 龍の 睡 たる 時に 出 あ 

ひしな らん さなく ば 汝が身 を 粉に せられん ものと 

嘆 じけ ると な， 9 

衆 星 北に 拱して 

天の 衆の 星 は 四方に めぐ.^ て 北 斗 は 北に ありて 動 

ぬ ゆ へ 衆 星が めぐりて は 北の方の 北 斗に 拱 を 北に 

たんだく すと いふ 也 論語に も此 たと へ 見えた， 0 

靜は たへ かね コ レ の ふと 立よ るを駭 河が へだて、 ど 

こ へく もう 泣 ごと はかな はぬ 我 君に 見放されて 身 

のた てらいが な らすば 


身の たてら いと は 1^ の詞？ て や 身が 立す はと 力 身 を 

立る たつ きがな くばと か 身 を 立 る あ * た て が なくば 

なんどい はいか 程に は 鄙から じ 

流 殺の 法 は^ 帝の 御代に 始て 

流罪の 事 書 經の舜 典に 出た る 四 罪が たしかなる 書 

にみ へ し始 とすべ し 書は尙 書よ， ふるき はなき 事 

溪以來 の 諸 儒の 說也こ 、に 小さが しく 黄 帝に 始る 

とい ひし は 後世の 雑書の 端に さだか ならぬ 事の 記 

せる をみ ていふ なるべし 今の 作者 は 誰もすべき 事 

也と 近年 世上に 評判す る も其理 ある 事 也み な此類 

の 誹諧 學 文なる 故なる べし 

施 は 財と 法と 無畏の 三つ 

在家よ， 0 沙門 へ 金銀などをほどこすを財施とぃ^^ 

. 出家よ 。おへ 法 を ほと こす を 法 施と いふ 又 眞實の 

妙：^ を 得て 畏る事 なき 德を ほどこす を 無畏を ほと 

こすと いふ 此事 つぶさに 起 信 論に 出た， 9 

剛 腺 をみ て 

剛 はつよ き 也 臆 は 臆病なる 也 かし 此語は 日本の 

軍書 にて 漢文に は 通せぬ 詞な. 5 

s 民  一一 
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士農工商 也 士は官 にっか へ る 人 をい ひ 農 は 百^, *- 

いひ ェは諸 職人 をい ひ 商 は 諸 商人 をい ふ此 四つに 

はづれ たる を 遊民と いふな 

評、 此 間の 追 はきの 段理 句義 文句 共 はなはだ 面白 

し 針 右衞門 はお かしく ばくち 打 は 小. きみよく 親 孝 

！ ぼの 貧者 は 思 ひの 外に あた、 ま，. ^七よ そのみる 目 

を こ  >- ろようす さ h- と は 作意 也 殊に 伊勢. '三 郞 力 

我 身に つまされての 感心 尤 人情の いやと いはれ ぬ 

所に て 又む かし も是に 似た る 例 有て 賢者の ^ にも 

合へ， >  むかし 漢の 代に 吳祐 とい へ る 郡 守の 掾に孫 

性と いふ 者 あ，^ て 其 父まづ しく 寒氣を ふせぎ かね 

し 故 孫 性が わた く，， - にて 支配の 在々 へ 公用 金な. 9 

とて 民の 金 を 出させ 衣服 を こしら へて 父に さ づけ 

ける に 其 父いた て 簾 直なる 者に て汝ぃ 力なる 幼 

を もって 此 衣服 を 得た るぞと 問け る 故 有の まゝに 

答ければ その 父お 、きにい か..^ 官 にっか へ る 身と 

して か、 る 私の 非道 天道のお それ あ.^ 急き 郡 守 へ 

參 りて 此趣を 白狀 しその 罪 を 乞 候へ とい 、付" け 

るに ぞ 孝心 ふかき 余. 9 父の 下知 に 、たが ひ 郡 守に 

其 旨 を白狀 しけれ は 郡 主 吳祐か へって 是を 感じ 汝 
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は 父 をい つくしむ 故 を もって 民の たから を かすめ 

汚た る 名 を 取れ.^ 勿論 民 を かすめし は汝が 過な. 5 一 

とい へ 共 又 父の ためにす る 所 もだしがたし 是 すな 一 

はち 孔子の の 給 ふ 過 を 見て 仁 を 知る とい ふ もの 也 

とて 天子へ 奏して その 衣服 を ゆるし あたへ ける と 

也 今 伊勢 N ニ郞が みっから 刼盜 をな す もお やの 故 

. なれば 誰か 不義 也と にくむべき ゃ尤 見物の ひいき J 

をうな がす ものなる ベ し 

耆 婆や 寒 酡 

ぎば は 天竺の 人に て釋尊 時代の 名醫 な- 9  くね だは 

もろこし 三國 時代の 名醫 にて 蜀の關 羽 を 療治せ レ 

人な り 

評、 此淨 る， 0 は 二 段 目 一 段 丸ぐ ち 無疵の 上々 吉 W 

拆 よく は 作意 を煉 たる もの 也し かも 環 細な 所に 氣 一 

のつ いて 隅から 隅 迄み ちんの ぬけめ もない と は 一 

事是を 思へば 三段目 はよ つぼ どま だるい 事が ち 也 一 

惣 じていせ の 三郞に 付た る 趣向の 筋 一から十迄 尤 一 

ホ く め まか も 骨つ ぎの 段に は 余程お かしみ 有て 氣 j 

の盡 をさん じ 其 跡 土 佐と 出合ての せりふ 老母の 立 一 

あ ひ 何から 何まで よくも/, \ '揃 ふたりと み ゆ 但し 一 
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場が 三の ゆかう とならぬ が 殘念也 二 段め に は 打 

てつけた る 極上々 の 作意なる ベ し 

ある 人 難 じて 云 伊勢 ニニ 郞は 道 を 守る ひん ぬきに 

仕 立た る 浪人の なら ひとは 云ながら 刼盜を させた 

る 所が 少し いさぎよから す もしも 學者 などが みて 

評せば すこし 云 ぶん 有べき か、 答學 文の 理屈と 世 

間の 人情と は少 しづ 、違の ある もの 也 こ、 をよ く 

のみこまねば 右の ごとき 難 ある 事 也 殊に 世上の 人 

ごゝ ろに は 判官 ひいきと いふ 僻 ありて お ゝだゝ い 

が實 方に て 手柄なん ど ある 人の 事 なれば 班 有ても 

よく 云な し 又よ く 思 ひこむ 所が 藝 にもち こむ 骨髓 

なりされ ば 歌舞伎 淨 る，.^ 共 義理 を 本と する 事 な れ 

共 その 義理に 右の かけ 引 ある 事 也 それ を 一 向に 理 

くっせめ にして 評判 すれば 藝の 本意 を 取 失 ふ 事た 

I へ ば 西と 東との 違 ひがで きる もの & それに 付ち 

か 比 京都の さる 學者を 門弟が ふる あいて 芝居 をみ 

せければ 此學者 都に 住ながら よ く- ^無 風雅に 偏 

屈なる 人に ゃ當 代の 役者の 名 も 顔 もみた 事な くみ 

ごと 其 日 は 一 日 見物せられ しが 歸. 9 て 後門 弟 共 問 

ける はかの 芝居の 立 役の 內 いづれ が 上手 也と 思し 


めす ぞと いふに 答て かの 若殿に 成し 惡 人形 カ藝ぶ 

.9 甚だお もしろ か b し是が 上手な らんと いはれ し 

故 それ は 嵐 三右衞 門 とて 實形 にて 候 かの 繼 W と 一 

つに な h- て i;:: 殿の 遊女ぐ る ひ を 云 立に して 家 を 追 

出さん とた，、 みし 家老が 惡 人が たにて 候と い、 け 

れ ばいやく それ は理 にち が ひし 評判 也 あの 若殿 

が ごとく 淫 酒に お ぼれ て 放埒 至極の お - J な ひ をな 

さば 家の 滅」 しゅ へ そこ を とがめて 追 出さん と？^ る 

ま ゝはゝ や 家老 は 至極の 尤 也と いはれ しと かや 芝 

居を此 やう に みられて はいかな^ば ゐも仕 廻 成べ 

し 

風の 勢 ひ は 大海の 波 をう ごかせ 共 井の 內の水 をう ご 

かす 事 あた はす 

語の & はよ く 聞え た 但し この 語 は 正しき 古人の 

成語と はみ へ すそれ ゆ へ 經子史 集の 四 部に は大か 

たみ へ ぬ 語な らんと 思 へ は 穿 整に 及ばす 此國に て 

出来た る管蠡 集と いふ 書に 日月 は 大地 を てらせ 共 

海底 を てらさす と ある 下に 此 語に 似た る 事 あり 然 

れ共 たしかなる 語に は あらす 

親々 矛槻の 折からに   
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こ、 のむ 4vi ゆん とい ふ 事 世俗 は 中の たがう 攀共 S3  ^ 

ひ 又は 相違す る 事共お も へ .9 みな 誤.. > 也是は 故事 

にて 0 身の 口上 か 自身に くいちが ふ 事に かぎ，.^ て 

いふ 詞也 むかし 一 人の 士 矛と 抑と を賣 もの あ.^ 矛 

を賣 らんと ては此 ほこ を もって 突 時 はいかなる 循 

もつ きと を さすと いふ 事な しとい ひ 又循を 賣んと 

一し ま.： y たてに て うく る 時 は いかなる 矛 を も 請と め 

すと いふ 事な しと いふ ある 人 難 じて 若 又なん ち 力 

矛に て 突かけ 汝が たてに て 請と め はいか いとと が 

めければ 此者何 其 こた へ ん やうな く 自身の 詞の相 

逮 せ る を 恥 た ，.^ 是 よ り 自 言 の 相違せ るをォ 槻とは 

いふ 也 作者 その 義を らす是 た 今やう 作者の 斗 

宵の 輩 文盲の 罪 也 

伊勢の 二字 を 偏と 傍に 引 わくれば 人 平に 生る、 は 丸 

が 力と よむ と あれば 

辻談 儀す る 物 もら ひが 神せ，！ を講释 する 迎何 かな 佛 

法 を そしらん とて 西 は 西方 極樂と て 佛 法に は 西 を 

たっとむ されば 西の 心に なれば たちまち 人の 道に 

そむく 故 惡とは 西の 心と 書なん どお のが 胸の くら 

きに まかせて 窗 蛇に おおす のた は 言 世間 は ひろき 
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物 なれ ば 目 あき 千 人 めくら 千 人 み ん ご と 口 過 をし 

てと をる もお かしされ ば 伊勢の 二字 を此に 書た る 

ごとく い ひなら はす 事 俗の 世話に ある 事 は ある 

事 なれ 共僞銀 もに せがね と 知て は 取 ましき 道理な 

れは 僻言 を 取 もち ゆる は 作者の 目が かすむ 故と お 

し はかられて 淺 はか 也 近 松なん ど はか やうの 所に 

自分の 力量の あら は、 る、 を 恥 一 向學 者な どの 笑 

ふ 事 は 除て 書す されば こそ 近 松 有て よ， 9 後 は淨る 

-.^ 本が 下に おかれす 上々 がた 迄 も御覽 ある やうに 

有しに 近年 は 本の もったいぐ わった. 9 とおし さが 

りて 公家 武家のう へ を 書 も 町屋下 ざまの 挨接體 に 

な. 0 下 b 取 あげて みられぬ 事 多し 伊勢の 伊の 字の 

傍 は 尹の 字 也 平の 字に は あらす 势の字 も 又 生る、 

の 偏に あらや 本字 勢な， 0 俗に 勢と かくは やつし よ 

り あやまり たる 也 但し 此の 本文に は 平 產の緣 をと 

らんた め 俗 說を用 ひたらん か 俗の 耳に は尤 らしく 

聞 事 も 有べ し 然共盲 千 人の 譽 たるよ， 5 目 あき 一 人 

の 笑 ひに か ゝ る 身の 汗 を ぼる 種なる ベ し 賢者の 

詞に身 かなら すみ づ から 侮て *| かふして 後人 これ 

を あなどる とい へる ごとく 作者 も 自身に 我 道の 威 


光 を 引 さげ る 事 又 口 をし か らす や さ れば惡 の 字 を 

西の 心と 書と m 心 ふ も 伊の 字 を入卒 とよむ とお も ふ 

も擔 ふて お る 、棒に あらす や 

伯 夷 叔齊は その 罪 をに くみて 其 人 をに くます とい へ 

論語に はくい まゆく せいは 蕩惡を 思 はやとの 給 ひ 

し 孔子の 意 を 取て 其 語 を 作.^ なをして 用 ひたる 也 

俱不戴 天 

禮 記に 君 父の 仇に は 俱に天 をいた^ かすと いひて 

君と 父と を 殺された る 敵と は 同じ 天 をいた いきて 

同じ 世に 住べ き義 にあら すすみ やかに 其 仇 を 討 ほ 

ろぼす へ しと 也 

古の 高 良の 臣は湯 起請 取て 

高 良の んとは 武內宿 綱 也 人 王 十六 代 應祌天 王 三 

十 一 年た けちの すくね 勅使と して 筑 紫に おもむき 

ける 其 跡に て 弟む ましう.^ のす くね 帝へ 讒し て武 

內三韓をかたらひ謀叛の志ぁ，.^と奏す；大皇ぉどろ 

き 給 ひて 使 を 下し 武內を 討し む武 內の臣 まね 子と 

いふ 者 武內に 代 て 死す 武內是 より ひそかに 上洛し 

卷 なき よしを 奏すみ かど 疑 ひ 給 ひて 武內 兄弟 を 神 


前にお いて 湯 を さぐらし む 是揚ぎ *^ やうの 由來な 一 

評、 ，ぬ 紅の 錦 も；^ 裁縫が あしければ 木，， 布 子 

におと るべ し 此：. £ の ^s- が 名.： f そな はりし S3 なる 

連判 狀を 義經公 やき 給 ひて s; 倉の 大小 名の 中に も 

此！^ 中 ある ベ ければ みな/,^ 心 を 安 IS のた め わざ 

と 堯捨給 ふとの 意 遠く は楚の 君と もしび をけ させ 

冠の 櫻 を きらさせ 給 ふの 德に似 近く は 魏の曹 操 我 一 

に そむける 百官 共の 天子への 泰狀を 箱の 內 にて 燒 

せた るふせ いに てあつ はれ 大將の 胸中 廣大 なる 一 

器鼋 のみ ゆ へき 所 也たい 殘念は 筆 さき 、ぶ. h- て 其 

意 を！^ さす 跡 先の 文 言 はっき. 0 めかぬ 故に や 泣ね 

い， 9 に 肝心の 甘美がぬ け 見る 人き く 人の 感 する 段 一 

迄と いきかね る は 殘 念く ァ ゝ 近松戀 しゃ  一 

^„;*士 の戰 場に おもむく" 5 三 忘と て わする ゝ事 三つ あ 

この 本文 七 書の 中に み ゆ 本文の 心 はき こえた ると 

をり 也 

もろこしの 焚嗜が 母の 小袖 を 母 衣と 名 づけ 戦場 迄 も 

持た， 9 とい ふ 
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此^^史記^^せ；：等の實錄にはみ へや 通：^ などの 中に 

出た るな らん か 

評、 辨慶は . 代に たった . 度 女 犯せし と 一 K 諺 子供 i 

迄い ひ 傅 ふる 事に て ま、 か も是 迄れ せ" に 取く.^ < ぬ 事 一 

なれば まことに 結構なる  一 口 趣向なる べし 是 によ 

つて 作者の 思 ひっきと み へ たれ 共淨 るりに 仕 立 あ 

げたる 上に て みれば 當 世の 氣 にくい ちか ふやう に 

おも はれ 侍る それ故に や 世上に この 所の 評判 はづ 

まぬ よし 今の 時代 女形が あら 事す る を 悅ぶ氣 に は 

のらぬ 箬也尤 ベ ん けいが せりふ づけ 辨慶 らしく ぎ 

こつな く はき こ ゆれ 共い かにしても 女房と いふ 道 

具お とし 一 體が なまけて 見へ 芥子 酢の きぶい 所へ 

砂糖水 をく は へ たやう に 底が あま ふて 見物に もた 

れの くるき み 多し 是を忠 ふに 大事の もの 也 かの 鹿 

を 逐ふ撒 師は山 をみ すと かやい ひ 一し 胆に計 h- 目が 

付て 向 ふみす に 追 かくれば 山に 行 あたる 難 ある 所 

に 目が つかす ベ ん けいに 此 しゅかう ははす むと 計 

&目 がつ いてかん じんの べんけいに ぬるみの/、 る 

所に 目が つかす ついに 當 世の は づみを 失へ りされ 

よ ft 淨 る hMQ つ たら 一 段 目 を 三で 引 も どす やう 

I  iTTfs 三十 ミ 
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十 ぶんの あた. 9 と はみ へす 誠にお しむべ しそのう 

へ 雨 人が 肌に わけし ふり 袖 は 淸十郞 おな つの 土用 

ぼし かびくさく 播州 ひめお のまの び 寢は七 小町に 

名に しあ ふ大 原の ざ - ^ ねの 夢 まだ さ めす 殊に ベ ん 

けいが 娘 を 切て よ，. >  後 のせ b ふうれ いの 中に す こ 

• し おかしみ の 出る 文句 あ， 0 どこ 共な ふうれ いも ま 

らけ て 諸 見物 のうる ほ ひすくな し 

又 ある 人の 難に 辨慶が 肌着 は 童の 時よ りして 畫夜 

身 を はなさす 今此 場の 役に たちし 事 あま，， ^-に 見物 

をう つ ふけた る 趣向なら す ゃ辨慶 がお さなだち よ 

. ^是迄 の 越 方い か 計.^ の へんれき とか せん 矢 島の 

うら 波 一 の 谷の まほ 風數十 年の あらば たらき 戰場 

の大 汗に ひたして はお そらく 齊の晏 子が 名 を 得し 

三十 年の 狐裘 な、 り 共有べ き 事と は 思 はれ や 事の か 

けたる 仕組 かなと 嘆息せ しも さる 事なる へし， 

〇 道 行 

注な し 

この 道行に 評注な きはいかん、 答 この 道行 一 つも 

注す ベ き 事な し 其 上 近年の 行の 文句 は 生 玉 祭文 

あるひ は 手 ま b 歌 給 草紙 や-つ. の a 氣 におち て 多く 


三百 三十 四  

は 評する にたら や 近 松が 筆勢の 光潘 はたへ 果たり 

おしい かな 近 松が 道行 は 何となく 句 がらけ だかく 

ゃゝも すれば 歌書の 體 源氏なん どのうつ.^ 有て 優 

美なる 事 かくべ つ 也 それに 目 なれて 今時の 道行 は 

一 向 評議に およぶ ベ からす 

須彌の 四 州の 四天王 

佛說に 世界 を まゆ みせん とい ふ 山に 作り 東西南北 

の 四 州に わかち 四方 を つかさどる 四天王 也 多 門 持 

國 增長廣 目の 四 天 にて 謠 などに も 多く ある 事 ゆ へ 

つまびら かに はまる さす 

^^討にょせたる正俊が心をみする此ゑびらと重藤と 

共に なげ 出す を 伊勢， 三郞 おつ， 収て みれば 弓に は 弦 

もな く娥 をぬ いたる ゑ びら の 矢 幹 

この 正 俊が 義を 立し 所よ し 聖賢の 意に かなへ.^ 孟 

子 離 婁の篇 に 此義と 同じき 事 あ. 0 鄭の國 よ. 0 衞の 

國を うちし 時に 鄭の 大將を 子濯孺 子と いふ 衞の國 

よ， 0 は 1M 公之 渐 とい ふを大 降と して 向 はしむ タ f か 

るに 戰場 にて またく まゆし 俄に やま ひお こりて 弓 

を 引 事 かな ひがたく 其 士卒に 云け る は 我 かなら す 

今日の 軍に？ 2 る ベ し 我 病て 弓 を ひく亊 かな はすと 


I 


て 其 曰の 衞の 大將を 誰なる ぞと 問に 士卒 こたへ て 

应 公之 斯 なるよし をい ゝ ければ 孺子 聞て.^? からば 

命 をた すかる べしと いふ 故 士卒 ふしぎに ほ.^ひ§ こ 

うま、 は の 國 にて 聲に きこ へし 弓の 上手なる よ 

し 然るに かれが 向 ふと 聞て 命 をた すからん との 給 

ふはい かなる 故 ぞと問 ふ孺子 こた へ て 痰 公之 斯は 

弓 を 尹 公之 他と いふ 人に 學べ b 尹 公之 他 はわが 弟 

子なる が 日 比た、 しき 人 なれば 其 人が 友と して 弓 

をお し へ たる 成 公之 斯 はかなら すた^し き 人なる 

べし 此 故に 我 をた すくる を 知る とい ふ 果して ゆ こ 

うまし せめ 來て孺 子の 弓 を ひかざる をうた が ひ 問 

に玄 ゆし 病お こ， 0 たる よしを 答け るに ぞ §  二う： K 

がいはく 我 は 弓 を いんこうし たにまな びいん こ 

うした は 弓 を 君に まな へ ，<=^我君の術をもって君を 

害する に ま、 のび や 然れ共 今日の た、 かひ は 我 君の 

命 なれば 捨られ すと いひて 矢 をぬ きて 乘 たる 車の 

輪に た、 きつけ やじ h- をぬ き 捨て 中ても 孺 子に 害 

なきやう にして 矢 を はなって 引 ま h- ぞけ， 9 と也此 

事義 によく かな ひたる ゆへ 孟子 是を 取て 敎 とま、 給 

I 難 波 土產卷 一 


けいほう きそくの 日 

此事 いま だかんが へす 

吳子 孫子 張 良 陳一屮 JSI? に 諸 葛が 術 を そらんじ 給 ひ 

吳 子と 孫子と は 戰^ の 時の 兵法の 達人 也すな はち 

吳子も 孫子 も 兵喾を あら はして 七嘗の 中の 一 つな 

.0 ちゃう.. 9 やう ちんべ いかん んは漢 の 高祖の 臣 

にて いづれ も 名將な hi  (よかつ は孔 明に て 蜀の劉 

備の^„1臣なり 

評、 四 段 目の 奥い その せんじが 舞に 取 ませ 藤彌太 

が はたらき 尤氣を 取 V 仕く み 也 さて 土 佐坊を 善に 

4,^たて初段のロにかまくらにて誓紙を書せたる所 

世上の い、 つた へ を 反 へ なして 新しく 今 この 場に 

てよ しつね にもせ いし を舉 b 御 父義朝 公の 重恩 を 

思 ひより ともよし つね 御兄弟 へ 共に 奉公の 筋 を 立 

たる 尤 おもしろき まゆかう 也べ ん けいが 尻 馬は番 

場の 似せ 土 佐 正 眞の土 佐 は 忠信 をた てぬき 伊勢" 

三郞 にう たれし 所 始終よ/.、 ぬけた る もの 也す ベ て 

此段も あなの あく 取み へす いかさま 佳作と いふべ 

し 

馬歷神 

三百 三十 玉 
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. 馬櫪と 書べ し 11 の 神な， 9 

評、 正 俊と 正 尊と むかしよ. 9  土 佐が 實名を ニ樣に 

云なら はせ るを據 にして 眞と僞 と を わけ 具の 土 佐 

ぼう は 正- K ゆん にして 正 そんが 偽 土 佐な.^ との 事 

尤 似つ こらしき 作意な りこれ よ.. >奧 のかん たんの 

まくらの 一 きょく 諸 見物 ながことの たいくつ を 引 

いに； & 

たて 罷顏 のよ き やうとの 取く み尤 さも ある ベ し 

〇 お 初 天神 記 

曾禰 崎の 天神の やしろの 境内に て 天满屋 おはつ 心 

中した るよ. 5 して 此 天神 をお 初 天神と よびなら は 

せ. 9 此淨 る. 0 おはつ が 心中の 始終 を 作る ゆ へ かく 

外題せ るな， 9 

げ にや 安樂 世界よ b 

此語田 村のう た ひの 語 をす ぐに 取て 書た る 也 あん 

らくせ かいは 極樂と いふに おなじ 示現 はか.^ に 形 

を あら はし 給 ふとの 意な， rtv 

のぼ， 0 てはの賑ひを契，.^igてしなにはづゃ 

是は仁 德大皇 高. 雄 に のぼりな に は 律の 體を見 給 ふ 

に 貢 もの を ゆるされて 民が 富 さか へ て賑 ひける を 


三百！ 1 一十 六 

御覽 まし ての 御製に 高き やにの ぼ て みれば 

け ふ， 0 たつ K のか まど はに ぎ は ひに け と 詠し 給 

ひすへ の 世 迄も此 所の 民のに ぎ は ひ を こと ふ き 契 

,9 置 給 ひしな に はづ 也との 事な，^ さ て 大坂 をな に 

はとい ふ 事 はむかし 祌武 天皇 日向の 國 よ.^ 御船に 

ての ぼ， 0 給 ふ時此 所に て 浪速く 御船 こえ 難 か. 0 し 

かば 此所を 浪速の 國と稱 給 ひし 事 H 本紀 にみ へ た 

b 浪速 もな に は. 0 よむ 又な みの あらき 心に て 難 波 

共 書み な此 時の 故事 也 さて 大坂を 三津の ハ大江 

の岸共ぃふな..^ 

三 つづ、 十と 三つの 里 

大坂 三十三所の 觀 昔の ある 所 三十三所 ゆへ 三 つづ 

つ 十と 三つと いふ こ、 の 文句が ら雅 にして 面白し 

近 松が 手段に あらす ばかく 優美に はい ひがた かる 

べし 是は 伊勢 物語の 歌に 鳥の 子 を十づ 、十 はか さ 

ぬ 共と い へ る詞 がら を かりて 書た. かも 大坂を 

一二 津の 里と いふに いひ かなへ て 三 つづ ゝ 十と 三津 

の 里と 詞を 引う つりた る 所 妙 也 大坂を 三渾の 里と 

いふ は 高^ 敷津難 波津の 三つ ある 故 也 

罪 もな つの 雲  . 


つみ もな しとい ひかけ てな つのく もとい ふ 

かほよ 花 

杜 若の 事 也 是も娥 は 研よ き 事故 云 かなへ たる もの 

てる 日の 神 もお とこ 神 

神道に て は 日 を 天 照太祌 とす 天 照 だいじん は陰舯 

な， 9 夕； かる を かくい ひし はいぶ かし 但し 日 は 陽な 

る ゆへ 陰陽の 方より 取て おとこ 祌 とい へ るな らん 

むかしの 人も氣 のと をる の 大臣の 君が 鹽 がまの 浦 を 

都へ 掘 江 こぐ 

融 のおと いは 嵯峨 天皇 第 十五の 御子 也む かし 加 茂 

川の ほとりに 家づ くりし て 住 給 ひ六條 河原 院と申 

す 官位 は從 「位 故 大臣に てまし ます 故 大臣と いふ 

、x ほ 寇の浦 はもと 陸 奥 宮城 郡 に あ る 名所 也と を る 

のおと ぃ此 if かまの 景を 都の 宅に うつし 給 ひしが 

今な に は. の 堀江 を こく 船の 其： K ほが まの うらの け 

しきに て 茶 ぶ ね 荷ぶ ねの かよ ひは盥 くみ 船の こと 

く 也と & 

弘誓の 格べ うし 

く はん をん めぐ， 故廿 五の 菩薩の 來迎 のぐ せいの 

難 波 土産 卷 一 


舟に よそ へて いふ 也ぐ せいは 一 切 衆生 を 弘く濟 度， 

せんとの 誓願 を 立 給 ふ 故 まゆ じ やうの いの ち 終る 

時極樂 より &昔を 第 一 として 廿 五の 菩瞎 がぐ せい 

の 舟に て 來迎し 給 ふと 也 

法の 玉 ぼ こ 

玉 ぼ こ は 道と いはん 枕詞 也 故にの ひ， のみちと のこ 

ころ 也 

ふ. たらく や 

普 陀洛迦 山と てく はんおんの 淨 土な. 5 

久 かたの 

久" たは 空と いはん 枕詞 也 穴ュに まば ゆきと 云お る 

ゆへ 久 かたの 光とう けた， 9 

光に 移る 我 かげの あれ.. （はしれば はしる 是々 又と 

まれ f" とまる ふ， 5 のよ しあし みる ごとく こ \ ろも さ 

ぞゃ神 ほとけ てらす 鏡の 神明 宫 

この 段 文句 はよ く 聞え たり 穴 H の 日の ひかり をう け 

て かいみ をい ひ 鏡 は 神の 御正 體ゅ へ まんめ いぐう 

をい ふ 空に まば ゆきと 云 出した るより 以下の 文句 

み な 神明 宫を いはんた めの まくら 詞也 か も はし 

れば はしる とまれば とまる 等の 詞 人形に ふ b を 付 

三百 1 一一 十七 
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道行 

あだし が 原の 道の 霜 

あだし 世 あだし 野 あだちが 原み な 他の 字 を 書 て さ 

だめな き あだなる 心 也され ば あだし の あだし が は 

ら はお ほく 慕 所 を 指て い ふ 今 死に ゆ く 身 なれば む 

岁； よ へ の 道行の 心 也 又 あだちが 原と いふ 詞もぁ h- 

大和！ li; に ぁ"たちが^^とは おそろしき を いふと い へ 

.9 然れば あだちが 原と 見て も 遠 からす まか れ共其 

本意 を 取て 道の 霜と いひ 霜よ，^ 取て きへ て 行と い 

へ る 皆お もしろ し 

ひと あしづ 、に 消て ゆく 

道の 霜と いふよ， „ ^緣を 取て 一 足づゝ にきへ て ゆく 

と受 たる 尤 おもしろし かも ひと あしづ 、にき へ 

て ゆく の 意 は 人の 命の 一 日^^にち いまる 事を佛 

經に M 所の 羊の あゆみに たと へ たる 語 あ. =羊 を 殺 

す もの を堪 者と いふ その 屠 者が 单を 3^ 場 へ 引て ゆ 

く を みれば ひかれ §  く 羊 は 一 あゆみ/, \ 'にて おの 

が 命が ちい まる なれ 共 それ を まらす 凡夫の いのち 

のちい まる を さ、 らぬも か/、 の ごとしと いへ h- これ 

ら の 心 を ふまへ て 書た る § へ 底 に 意眛を ふ く み た 

紐 波. H 產 卷 J  三 JB 三十 九 
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1— る 文句 也 

夢の ゆめ こそ あはれ なれ 

うき 世 は 夢なる に 又 我 身の いま 死に ゆく はかな さ 

さながら ゆめの 内に また 夢 をみ しこ ゝち なれと 也 

此世を 夢と いふ 事 は佛說 にお ほき 中に 唯識 論に 云 

いまだ 眞覺を 得 ざ れ ば 常に 夢中に 處す故 に 佛說て 

生死の 長夜と すと い へ b 佥剛經 にも 一 切 有 爲の法 

は 夢幻の ごとし 共い へり 又 詩に も 人間 一 夢 巾な ど 

と 作，， >  て 浮世の あだなる を 夢に たと へたる これら 

の 語 を ふ み て 書た る 文句な b 

鐘の ひいきの 聞お さめ 寂滅 爲樂 とひ いくな り 

湼槃經 の偈に 諸行無常 是生 滅法 生滅く 已 寂滅 爲 

樂と說 給 ふ此心 はう き 世の もろ の もの は 一 つ 

として 常 あ る 事な し 生 すれ ば かなら ゃ滅す るの 法 

也され ば 生じて は滅し めっして は 生じ ひたすら 生 

滅を經 て 其終り 寂滅と づ かに 滅 しお は， = 'たる 所 

を 實の たのしみ とす る と ま め し 給 ふ 也 さ れ ば 今 

死ぬ る 身に じゃくめつ をた のしみ とする の ひ Y さ 

也と 聞 とれば 此世 よ， 0 さとりし こ ゝろ もちあ h- 

雲 こ、 ろな き 水の面 北 斗 はさえ て 影う つる 星の いも 
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せの あまの 川 梅 田の 橋 を II の はしと 契りて いつ 迄 も 

我と そなた はめう と 星 かなら すそ ふとす がりよ， n- ふ 

た- 9 が 中に ふるな みだ 川の みかさ もま さるべ し 

陶^ 明が 歸去來 の 辞に 雲 無心 以出 レ岫 とい ふ 語 あ 

^その外 ilS 人の 詞に 雲の 心なき を 人情のう き 思 ひ 

の 胸に ふさがる 目よ，^ 見て- フら やむ 心 多し こ 、も 

其 心 に て 書 なせ h- 我々 はう き 思 ひに かきくれ しに 

うらやまし やお 15 は 心 もな く 何の 苦 もな くみ ゆると 

也 それよ， 5 水の面と うつ， 9 て 、み 川の けしき を 

いひし も 彼のお. 一 は ひとつに 雲の 波と い へる 心 もち 

に 書な し 穴 H の景氣 と 今 目前の 川邊 のけし きと を 打 

混じて 上と 下と でい ひたる 甚だめ づらか 也 空の ほ 

くと はこ 、ろよ くさ へて 其 かげ 水に うつ て か、 

ゃくも我むねのくもりたるには_£|!-かは，.^てぅらゃ 

まれ わきて うらやましき 事 は 七夕の 星の いもせ の 

ちぎ h. を- J め 給 ふ 天の川 も あ， o-/^- と さぞな 一 一星 

は 千歲を うけてつ きぬ？ お，？ おむ すぶ ら ん さ ら ば 我 

々も あやか h- て 今 わたる 梅 田の はし を かさ 、ぎの 

場と ちぎ，， O か ならす つて は んと す-が h, よる 盲 さま そ 

の景 その 情 その 態 いづれ もさ も 有べ しか さ 、ぎの 


橋と は牽牛 織女の ニ屋落 合 給 ふ 夜 かさ 、ぎがき た 

, ^て 羽 をのし 天の川 を わたす とのい ひ 傅へ な.^ » 

ふる 雨よ， 9 い、 かけて 川の みかさとう つりた る も 

筆の あゆみ こ 、ろよ くお もしろ しみ かさ は 水の か 

さ 也 水の かさ 高くなる を 水かさ もま さる ベ しと は 

い？ 

きくに  > ひもくれ は ど. 9 あやな や 

應祌天 王の 御 時 使 を 吳國へ つか はして 緩 をる 女 を 

もとめ 給 ふに 吳國四 人の 緩 を，.^ 女 をお くれ， 9 其 中 

に 吳織穴 織と 名 付る あ. 5 しゅへ 是ょ. 0 して くれは 

ど. 0.0 いふ 詞を うけて は あやとつ 、る 也 愛 も 心の 

くる、 とい ふ をい ひかけ て くれは ど h- と 云た る 故 

あやな やと 受 たる 古歌の 心に かな ひて おもしろし 

古歌に くれは ど h- あやに こ ひしく 有りし かば ふた 

むら やま も こえすな にき 

せめて *^ ばし はなが 、らで 心 もな つの 夜の なら ひ 

&も なしと いふ 心 を もたせて 心 もな つと いひ かけ 

たり 此類 のい ゝ かけ は 結句き れいに して 雅 なり 

だんまつまの 死 苦 八苦 

いのちの 終ん とする 際の くるしみ を斷末 間の くる 


しみと い ふ 死 苦 はもと よ，.^ 死す る 時の くるしみ 也 

八苦 は 人間の 八苦な，.^ 死 苦と いひた る 故 八苦とう 

けたる 是も いひ かけの 顔な- 9 
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淨瑠堙 評注 卷之ー 一 

〇 安倍 宗任 松浦簦 

, 此淨 る.^ は 伊豫 守 みなもとの 賴義 御子 凡幡 太郞義 

家の 兩將 奥州 あ ベ の fi^ 任 宗任を 返 治して， g 陣 あり 

其 後 都に て 山 純 親王の むほん を ふた、 び 平 治し そ 

の 上む ねた ふ を 度 々ゆる し 其 終 に 奥州の 舊地を あ 

た へ 松 浦黨と 名のる 事 をっ^り た. 0 外題 當 世の 氣 

に應し 諸人の 評判よ ろし 但し 簦の字 を きぬがさと 

さみ 

はめ づ らしき 和 なりと 黑字を 見知.. 0 たる  < ；は疾 

する もい -1 "はい はれす 

飛禽也 恩將義 を智る 猛虎 尙惠與 仁 まる 治亂 我に あ. 9 

敵に あらす 歸心 叛意お のれが 身たり 同 一 甘味の 民と 

君 

この 最初の 二 句 は 詩の 語と みへ たれ 共 其 出 所つ ま 

びら かなら す 其 心 はよ くきこえ た. i ^空 をと ぶ禽だ 

にも 恩義 を 知 b たけき 虎 さ へ惠 仁の 心 は あ， 0 是ら 

にさへ 恩義 仁惠 ある を みれば まして 人た る 者 誰か 

仁惠 を捨ん やま かれば 此方より さ へ よく あしら， ふ 


時 は 敵と なる もの 有べ からすた^ 世の みだれて 敵 

多き は 此方よ h> の もてなしの あしき 也 かくみ る 時 

は 此方の *J むけ 次第なる 程に 治亂 我に あ. 9 敵に あ 

らす 我に きぶく する 心と 我に そむく 心との さき さ 

まに 出 來るは 皆お のれよ. 9 の 仕む けによ る 然れば 

歸心 叛意お のれが 身なる にあら す やさて 右の ごと 

くみる 時 は怨と 情と 一 1 ッ にあら す 同 一 な. と也牝 

序の こ、 ろ義家 卿が 宗任 をした が へ させ 給 ふ を ふ 

まへ ていふ 其 文面よ く 意に かな ひ 面白し 但し 筆者 

の あやま h- にや 智の 知の 字 を智の 字に 書た る 見 i5 

し 又 同 一 廿. M の 甘の 字鹹の 字に あら ざれば 意義 通 

せす その 故い かんと なれば 作者に は御存 なき かも 

4Kf らね ど此語 はもと 佛書 にお、 く 出た る 語 也是は 

古歌に いふ わけの ぼる ふもとの 道 はお ほ けれどお 

なし 高 根の 月 を 見る かなと 詠せ しごとく 佛 のおし 

へさ まぐ に 別 るれ 共つ まる 所の 本 は 一 理に 落る 

を あかさん とて 千 川 萬 河の 水 その 流の すじ はわ か 

るれ 共 おちこむ 所 は ； つの 大海に して 同 一 に 鹹味 

となるとの たと へ 也 海水の 鹹を いふなれば 甘の 字 

大に あやまれり 作者よ く/, 引る 、所の 本書 をみ 


られ よかし 

上意に まかせて 天奏を もつ て 上聞に 逢せ しに 

天奏は 傳奏の あやま b 也 堂上に 纖奏 衆傅奏 衆と て 

事 を 天子へ 奏する 役な， 0 その 內に 傳奏は 別して 武 

家の 事 を 奏する ゆへ 武家 傳奏 典い ふい ま 夭の 字に 

書た る 笑 ふべ し 又 上聞と いふ 詞も 天子へ そうする 

に は 耳 なれぬ 詞也 但し 今の 淨 る，.^ に は 何方も かく 

の ごとき 胡椒 丸の みなる 事 多し 然れ ばか やうの 僻 

言 は 當世淨 る ^の はや，^ 物 共 いふべ し 

大 みや 人 

禁中の 人々 を 指て いふ 詞也 

うぐ ひす 蛀も歌 をよ む 

か はつの 歌 はむかし 紀 の良桌 とい ふ 人住吉 もうで 

の 時 浦の 草 を もとめに 出け るに 木の下に うつくし 

き 女の 立罟 ければ 心 を かけて い 、よらん とする に 

かの 女 今 は 露ば か 思 ふ 事 あ， 5 かさねて 愛に きた 

仇 P へ かなら す 相 見ん とちぎ. 0 て わかれし 故 其 明 

る 年け いやくの ごとく 良 負 又 かの 浦に 出て 待 けれ 

共 其 女 は來ら やして たい 砂の 上に かはづ 有て 前 わ 

た せし かば 其 娃の跡 を みれば 姬 一 字の 歌 也す み 

^  土逢卷 二—  . 


よしの うら の み る め も わすれねば か b にも 人に 又 

と はれぬ る 良^ お どろき 是を 見て W は 過し 此 女と 

みし は此 かはづ よと そ ゑ ける 又 驚の 歌 は 孝 謙 天 

王の 御宇に 大和の 國 たかま 寺の 軒端の 梅へ うぐ ひ 

す來， 0 て さ えづ る 老僧 その 聲を 文字に うつせば 初 

陽每 朝來不 遭 還 本 栖とぁ ら はれて 是を 和訓 に て よ 

めば はつはるの あした ごとに はき たれ 共 あはで ぞ 

か へ る も と のす みかに とい ふ 三十 一 字の 和歌な， 9 

しと かや 

周 處心を あらた むれば 忠孝の ほまれ をと る 

うまよ は 三國の 時吳の 人な b 里人に 迄お それら 

れて周 處が三 害と て 三 ケ條の 害の 內へ 入し 程の 惡 

入 なれ 共 後に は大將 とな..^ て 忠孝の ほまれ を 取れ 

なん ぢ豫讓 が 義を思 ひ 

晋 のよ 玄 やうと いふ 者 主人の 敵 趙襄子 を 討ん とね 

ら ひた h- し を 一 たんて う； r\ やうし に とら へられた 

れ共 主の 敵 をね らふ 忠義の- 】 ゝ ろざし を _a じて た 

すけし 事 也 ま、 かれ 共 其 後 橋の 下に ふして 趙子 をね 

ら ひし 故 後に は 殺されたり   , 

tt  fll^ 四十 三 
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評、 初段 すらりと 大槪 きこへ たると を h- 也 さして 

替し ゆこう もみ へ す 文句 も あ， 0 ベ か ゝ， C- の內に 

医 房お つぼねなん どの せりふ 余 h- いやし 過てみ ゆ 

る 所 多し 

衆 J?6 の IS 々いつは. 9 の變言 

衆愚 はお ほくの 恐なる 者と いふ 事 鍔々 はげ うげ う 

敷て いな h- 

圍恭 

をい ことい ふ 但し 基 を 打 を 蕃を圓 とい ふゆ へな 

もろ - 」 し玄宗 皇帝す ごろく を も つ て 后 を さだめした 

めし 

此事通 鑑の唐 書 又は 唐鑑 などに はみ へす 小 說の中 

にある にや 

いざ 手談 と 

蕃を うつ を 手 談 と いふ 相手 向 ひに 手に て談 とい ふ 

ひなり 

評、 ^^.-の所ぉもしろし殊にごばんがすぐに八幡太 

郞 塀 を 飛で 切 付ら る、 の 用に たち 其 後 まさ ふさ 

の 北の方が 早 成 へ 羞石を 打 付ら る、 場 にても 入用 
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の ものと なる 道具 はかくの ごと/、 始終 用に 立 やう 

に 遺る 、事尤 働なる ベ しある 人の いはく 初段よ h- 

一 一段 目の 段 切 迄 打み た處 がさら ，=.-と して 譯は よく 

聞へ 氣 のっきぬ 藝と はみ へたれ： H 〈底に 意味の ある 

事 見えす 何と やら 請 取ぶ しん をみ る やうに よみが 

こまぬ と存 する、 答尤 さる 事 有べ し然れ 共せ かい 

の 事 は ー槪 にい はれす 見物に さま，/,^ のす きこの 

みあ. 9 是を 料理に たと へ てい は 下 5- の 口と 上 戶 

の 腹と 物す きが うらはらなる ごとく 其 藝の見 手に 

よ. o さら， 0 と *^ たるが 氣に いる 有り. ねち みゃくし 

たる を 好 も あり 鬼 角 何 をまい らふ も 、れぬ は 客の 

心 也 殊に まば ゐ での あた， 9 は 第 一 あやつ， 9 の はな 

ゃかなるが肝耍にゃ此ニ段め八まん太郞の*^のび 

の 段 前 太平 記の 移. 9 にて 趣向 はありべ か、..^なれ 

どぁゃっ .i^の踊どぅもぃはれす是を思 へ ば あた h,_ 

を 取 は 陰の 舞の 理屈より は 目の前で 仕て みせる か 

十分の 理也 まゆかう がわる ふス くめば ！ 段で 一場 

程づ つ 長物が たりの 居せ，. > ふ *{ら ぬ 京物が た， 0 に 

けんぶつの 精 をつ からす 事 又 ある 事なる へしされ 

ば 近 比 ある 人の 說に あやつ. 0 を 見やうならば 今の 


まば ゐに く はなく 本を讀 てた のしむ に は 中古 近 

松が fc^ に まく はなしと いはれ しごとく. 5:1 も 文句の 

う へ では 今時 は 人の なぐさみになる 程の 事な けれ 

ば 太夫 衆の 昔 曲と あやつ. 0 の 色 ど， 9 にて 評判 をた 

のむ も 一手 だてと いふべ きか ま、 かれば 場所に より 

@向 もさら h- が 勝なる.、 へ し 

祧菌 

源氏の先祖六孫王經基*^ん王の事也 

本 國河內 へ 引 こみ 

か はち 石 川 郡 香爐峰 今い ふ 壶井通 法 寺 也 山のう へ 

. に賴 信よ， 0 よし 義家 三將 軍の 墓 あ.^ つぼ ゐ ごんげ 

んと あがむ る も 右の 三 將軍を 祭 る 也又壺 井と 名 つ 

くる 事 は賴義 奥州の 水 を壶に い. れ本國 へ もち 5i り 

ft 所に 井 を ほりて 其 水 をう つし 給 ふゆ へ なり 

六 任の 兄， 免 

贞任宗 任 家 任 重任 正 任 則 任な， 9 

靑寵朱 雀 白 虎の 旗 

の 二十 八 宿 を 四方 へ わかち 四方に 名 あり 南 を ゑ 

ゆ じゃく 東 をせ いりう 西 をび やく ことす 卽ち夭 子 

卽 位の-お 是 にかた どり たる はた を 立るな， 5 


波羅門 白驼四 大王 

ばらもん 王 はく だ 王 四. 大王み な あらき 姿なる 故い 

き ほひの はげしき にたと ふ 

韋駄天 班 足 王 軍 多 利 夜 提婆逡 多 

いだてん は 足 疾鬼を 追 給 ふ 天 部 也 はんぞく わう は 

天竺に て 暴 惡の王 也 ぐんだり やしゃ は 五大 尊の 一 

つ 也.  たいば たった は释 a に歒 せし 惡 人に て 法華經 

につま びら か 也 

侫人 賢人に 似 たれば 非 もまた 理に まが ふこと は- 9 

この 文句 古語に は あらね 共此 道理なる が ゆへ に 作 

者の 筆 さきにて 古語の やうに ついり なした るなら 

ん 

もろこし 陳の大 夫に 秋 胡と いふ 好色者 わか 婦 と^ら 

で 戴れ 後代の そし，.^ を受る 

うこ は 魯國の 人な. 9 春秋の 時哚の 哀公に つかへ 

て 太夫， i な， 0 楚 より 責られ て 陳の國 やぶれし かば 

城の 東門 よりぬけ 出て 古 鄕に歸 らんと する に旣に 

一 古鄉に 近く 成て 平 山 桑 培の 間 をと を b- しに ひと， 9 

一 の 婦人 桑 を 取 居し をみ る に 其 か た ち 甚だ うる はし 

一 .3,  ,5 ければ うこ 是を戀 てた はふれ 寄 女の 心 を 引 


難 波 土 產卷ニ 


見ん ために 云け る は 百姓の 耕作 を 精出す より は豊 

年に 出合. たるが まされり 織 おんなの 桑 を 取 事 を は 

げまん より は 一 國の卿 太夫に まみ へ て 寵愛に あ ふ 

が ま さ れ 今 婦人 終日 桑 を 取 給 ふ 共 蜜 にも 満じも 

し 我心に- M たが ひ 給 ふ 物なら ば 我に 金 あり 婦人に 

あた へ て 辛苦 をた すけん とて 金 を 出して みせ けれ 

ば 婦人 こたへ て 云 桑 を 取 て 絹 を お， 5 辛苦し て 姑^ 

を やしな ひっか ふる は婦 たる もの 、さだまりし 道 

也 我に は 夫 あ h- て 今他國 にっかへ たり 我佥を もと 

めす 又 太夫に まみ ゆる 事 もね が はす 君 はやく 其 金 

をお さめて かへ りた まへ とい ふ 折 ふし 秋 胡が 僕 ど 

も來り ける ゆへ 其 ま、 わかれて 立 去 まう こ は古鄕 

に歸. ^着けり 此ま うこと いふ 者 五 年い せんに 妻 を 

むかへ 五日 過て 陬へ 行つ かへ たりし が此 たび 久々 

にて 歸， 0 し 程に 老母 よろこびて 對 面しる すの 內は 

嫁の 白 氏 み づ か ら桑を 取 てよ くやしな ひよくつ か 

へ し 事 を 語， 9 て かの 嫁 をよ び 出して あはせ ければ 

最前 平 山に て 桑 を 取 居た る 婦人 な b 夫婦と 成て 間 

もな く 久しく わ か れ墓 せし 故 双方 共に 見 わすれ て 

かくの ごとし 白 氏お つと を 見て おどろき 泣て はお 


しめて 云 君 先年 妻 をよ ひて 五日に にして 遠つ かへ 

母に 別る \ 事 久し 今日 古鄉 へ 歸らば 萬 事 を なげう 

つ て途を 急ぎ 母に まみ へ て やしな ふ ベ き 事なる に 

途中 にして 女に たは ふれ ffi- の 孝養に そな ふべき 金 

を捨ん とせし や 母 を わする、 は 不孝 也 色 を このみ 

て 行 作 をけ かす は 不義 也 親に つかへ て 不孝 なれば 

君に つか へ て忠 あら じ 家に 居て 不義 なれば 官 して 

理 に^たが はじされば 我 は 君 をみ るに のびす 君 

他の 婦を めと， „ ^給 へ とい 、を は h- て 奥に 入りう し 

ろの 圓ょ， 5 ぬけ 出て 河に 身 を投て 死した ，o*f うこ 

大に おどろきて 我 あやまり をく やみ 泣かな しみて 

白 氏 か 死骸 を ほうむ. 5 ふた、 ひ 奉公の 心なく 一  生 

母 を やしな へ，^ 啓 人 白 氏 かために 廟を立 年 ごとに 

祭 をな し 潔婦の 社と あがむ とい へり 

あやまち を改 るに は いからす と 申せ よ 

論語に 出た る 孔子の 語な b 

冥途 黄泉 

大友眞 鳥の 抄に 出せ， 5 

評、 三 ノロ 趣向 おもしろし 忍びの 段の 浪人が 夫婦 

の やくそく を 云 立て 景正を 不義 のとい ふ を義家 


卿 もっとも として かげ まさを 罪に 落し 給 ふ 所す こ 

しま，  たるき やう なれ 共 奥で 打 わった 所が 元 來義家 

つ てんの 識 なれば さも 有べ し您 じて 大塔宫 の 

三 ノロ 程に はみ へ 侍る 第  一 *^ゅかぅの筋が先へ 少 

しもみ へ ぬ 所が 何よ.. > の 珍重 此 場より 奥 迄よ く 練 

れたる まゆかう とみへ て當 目が たしか./,^ 

ある 人 難 じて 云む かしょ， 0 女 を 男の 體 にやつ した 

る 事 は 本朝に も 其 例 を 聞 及ぶ 事 あり 此 段の ごとく 

男 を 女に またつ る 事 其た め し， を きかす ち ゆ は か 

ぶきの 女形な どうつ くしき 欒童を 地 女の ii 粉よ. 5 

も なをこ まやかに 飾た る もの 故 打み たる 所 は 取な 

hv 物 こし 女に 正の やう なれ 共よ く氣を 付た る 時 は 

あるひ は 手の 筋 あら はに 靑 みだち 喉 骨 高く あら は 

れ屮々 眞の 女と は 格別なる 所 あ らいかん、 答 云 難 

の ごとく 男 を 女に 似せた る 事 狂言に は 多き 事に て 

實 事に は 見 及ばす もろこしの 歷史 などに もろ あた 

らぬ事 也 但し 魏普 以來六 朝の 雜傳を あつめた る歷 

代披 砂と いふ 書に たまく 此 類の 事 あり 晋の惠 帝 

くら ゐに卽 て 至て おろ か 也 その 妣賈 皇后 淫亂 ほ う 

い つ の あま. 0 近侍の 宦官 北ハに ひそかに 命して 市井 

I  難 波 土 產卷ニ 


に 人 をつ か はし 美少年の 者 あれば. たまし 誰て 後宮 一 

へ 召よ せ 給 ふに 內 外の 目 をお ほ はんため かの 少年 

を 女 儀に 出立せ あまたの 女官の 中に まじ へ て 給 事 

させ 給 ふ 故 惠帝を はじめ 朝廷の 大臣 も その 事 を ま 

ら ざ..： >  しと 也是を もってみ る 時 はた ま-, (-其 例な 

きにし も あらす とい ふ ベ し 

是人於 佛道决 定無有 疑 

法 華經其 外の 經 にもお ほく 出た る 語な， 9 此 文の 心 

はこの 人 ほとけの 道に おいて は决定 して 疑 ふ 事 あ 

る 事な しと 也 

評、 三ノ奥 一場 注の 入るべき 文句な し 但し 諸 見物 

ひいきせ ぬ 方の 最後 故 か うれ ひ はまん み. 9 とせ ざ 

れ共， 0  くぎの やりかた 十分 こ、 ちょし S1 しこし も 

と 共が の あた b よ， C, 奥方 鶴 はぎの 口上な どに 少 

し 奥へ 氣の つくべ き 文句 あり それ 故 か 此所 では そ 

ろ み へる こ 、ち是 は 作者が 奧 のこ、 ろ を 心 

にもち て 書れ しゅ へ 思 はす 力 (らす 其 もやら かふで 

さき へ あら はる 、成べ し但 はもろ 見物 へ のみ 

こまし もて ゆく 合點で わざと かふ 書れ し 力 そ. &な 

れば わるい 合點您 じて 先 を隱す 事は隨 分かく すが 


難 波 土產卷 二  —  

そうに 思 はる 、事ぞ かし 勿論お、 とうの 宮 など 

は三ノ 奥に おどり 場で 身が は. 9 を 切る 下づ くろ ひ 

に 三 ノロに 俊籠づ く？ -寄 膝が 切 子の 使者 又 奥の 口 

あけに 右 馬頭が おと. 0 など 先の み へ る やう なれ ど 

是は 肝心の 趣向に はちつ 其 かま はぬ 事に て かも 

其 狂言 の 時節 盆 の 比なら ねば 宫の 首き る 場に な， 0 

て 俄にお ど. P を 始ては 時なら ぬ ゆへ 見物の 氣 がけ 

うとく 萬 一 わる ふ吞 こみて 踊に 物の ある やうに 成 

て は 主 .；|：^ の 邪魔になる ゆ へ に是 はわ ざと 手 ま へ よ 

り そろ >/ ^おど ，9 を もよ ほして 踊の 時節 じ や とい 

ふ 事 を 見物の 蟲 にがつ てんさ せんた め なれば も 格 

と は 別なる べし まかし：^ やうに い へ si と 一し 此場, , 

疵を 付る に は あらや 是は 榮耀の 上の せ、，^ 箸と や 

ら先は 三段目 口 奥 共 十 ぶんの 大出來 文句 ゆかう 

共 諸人 の 難 やる 所な くみな 當り と の 評判な. ft- 

〇 道行 

注な し 

評、 此 道行 ざしき 淨 る，^ にして は 差た る 事 もな け 

れ共 芝居で は あた.^ を 取る 文句 共 お ほく 尤 花やか 

に お もしろ し 


！  二百 四十 A   

鳳凰 は德を 見て 下， 0 烏は視 肉に まよ ふ とか や 

この 語 文選に 見えたり ほうわう は 諸 鳥の 長に て聖 

人の 世なら では あら はれ や 雄 を 鳳と いひ 雌， ど 凰と 

いふ 羽蟲 三百 六十の 長 也から す は 注に 及ば ゃ说肉 

は 鳥け だものな どの 肉の ある 所 を 見て まよ ひく だ 

る となり 

もろこし 郭 巨と いふ 者 母に ちぶさ を あた へんと て 我 

子 を 土中に 埋 しとい へ り 

くわつ きょは 廿四 孝の 中の  一 / して 此事廿 四孝傳 

にみ へ た， 9 此時 くわつ きょ 土中 を ほ て 金 i お を， 

た. 0 と 有， 0 それに 付签は 斤目の 事に て 金を签 ほど 

得た， 0 との 義 なる を 此方に て 取ち がへ 金の かま を 

得た，. -と 訓故繪 又は 作.. >  物 などに 釜を掘 出す 體を 

なす は 誤 也 

評、 道行の 想の 場より 段^ 迄 まゆかう 文句 共に 上 

上吉 飛脚の 籠 を やく 所 一 際お かしく 奥に いたりて 

のうれ ひ あはれ に ひ あ ひに 別して 女中な どの 好 そ 

うないき かた 也 吃の 置み やげ ふし 事の 段 だてに あ 

はれに 面白し 終に はお さな子 は 命た すか b 結局 沼 

太 郞が思 ひか け. なき 切腹 さいごの 際に 吃の なを， 5 


たるい、 わけの 所き つくりと 見物の むねに こた へ 

て尤 らしく 女房 かたわの なを， 5 しに 付て いといく 

やみ なげ きの 體 人情の 成す るだゝ 中 始終 この 段 も 

上出來 なるべし 

ある 人 難して 沼 太郞が 心の を 切て よ.. >  物 いひ 力 

正しき 事 舌 は 心に ：愿 する 故. C の 事 はき こ へ たれ 共 

>ひ は眞 君の 靈府 なれば すでに 心 を 傷て 暫時 も精祌 

の 有べ き やうな し 然る を辨 舌が 正しき な-; V と、 は 

經に うとき 事 也と さみせ.^ 尤 狂言 綺 語と はい へ 

とかく 難 すれば いやと はい はれす 然れば 筆 を 下す 

4? 少しよ 1*. 文の & もっけら る へ き 事なら す や 

諸 神 もとよ b 形な し 正直 を もって 心と す虚靈 不味の 


是も 古語に あらす 作者の つ い .o- たる 文句な. o;gg^ 

は 一れ g の 中の むなしきが ごとく さだまれる 形な し^ 

はた > 正直 を 心と して 物 をて らし 給 ふ 事 か いみの 

體 の虛靈 にして くらから ざるが ごとしと 也 虚靈と 

よ 钐は虛 して かも あ， 9  ?(- と靈 なる をい ふ 不味 

はか、 みの くらから ぬに てすな はち あきらかなる 

事 也 


野 夫 漁 人 

！ f;7 夫 は 土民 を い ひ 漁 はすな どり に て 魚 をと る 人 を 

い J 

御 爆然を はらさせ 給 ふ 一 興 

この 然の字 あしく 惣 じて 然の字 を 卒然 傲然 變然な 

ど、 用 ゆる は 形容 字と て 其體を かたどる ための 付 

け 字 也 それ ゆ へ 傻 然として とよ まる 、所なら では 

用 ひての らす是 等 は 作者が 文章 を ら ざるの あや 

ま. C 'なり 

冥 成 

.s-i じて 佛 神の たすけ は 目に み へ ぬ 所よ. 9 力 をく は 

へ 給 ふ 故 冥の 心に て 冥感の 冥加の など ゝぃ ふ詞を 

用る 也 

酒宴た けな はの 折から 

酣の字 を 書て 半 醉半醒 の 時 をい ふと 注す る 字 なれ 

共 古 求お ほく 熟醉の 方へ つか ふ 也 軍 にても 酣戰と 

い /  VSfS をよ な はだ きびしく する になる 也 

五 M がよく 調和した ると いふ 心に て 用 § れ共 漢文 

に は 見あたらす 誹諧 師 などのお ほく もち ゆる 事な 
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猿田彥 

神事の 先へ 惡魔を はら ふ 鼻高の 事な b 

〇 北 條時賴 記 

此淨 るり は 最明寺 殿 鎌 倉 執權の 時節の 事 を 取く み 

て 末に は 近 松の 殘し 置れ し 女 はちの 木の 雪の 段 を 

切く はせ て 始終 をよ くむす び あはせ た. 0 それ ゆへ 

序 北 條時賴 記と 外題 を 置 也 

葵の 花 は H を 見て 轉じ e 蕉は雪 を 聞て ひらき 

此率圆 機活法 又は 本草 綱目な どに 出た hN 

桑の 門雍髮 

出家 は樹 下石 上と て さだまる 家な く ある" ほ 石の 

うへ にた、 すみ 又は 樹の 下に やどる もの ゆ へ 桑の 

門と い ふ薙髮 はかみ を薙 ことにて すな はち まゆつ 

けす る 事な h- 

將 軍職の 除 書 

將 軍職に 任せら る、 の 書也惣 じて 官位 を さ づけら 

る 、 を 除せ らる 、とい ふ 但し ふる き官を 涂と い ふ 

意な. CV と，？ ',_3.' 


の 中に 出た. o- 

孟 宗郭臣 

もうそう もく はっきよ も 二十 四 孝の 屮の 人に てぎ 

人 A ハに 親孝行の 名 をえ し 人 也 


やう は 山の 神の 類 也 鬼祌も 山川な どの 鬼 柳 


壽を やしな ふ もの は 病に さきだって 藥 をぶ くし 世 を 

おさむる 君は亂 にさき. たって 賢に まかす 

この 語の 心なる 文句 は 儒 書 又は 醫書 にも あまた 有 

る 事 也 但し 正しく 此 語の 出 所 は a あたらす 古語に 

は あらす 

謀計 は 眼前の 利潤と いへ 共 終に 祌 明の 罰 を かう むる 

天道の 正直に まかせす して 私の 謀計に て. 9*- ゆん 

を 得る 事 有と い へ ども 終に は 神 ig をう くると 也此 

語は三瓧の^.は官!に出た.^' 

もろこし 周の 世に！^" 國と戰 ふ 事 あ. 9 一  人の 匹夫 ニ歲 

の 子 をす て 十 歳 の 子 を つれ 走る 

この 本文の わけ はよ く 聞え た， 5 此事は 左 氏 傅に 見 

一 えたり 
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〇 道行 

も 道行 大槪上 々 の出來 なり 但し 注に およぶ 事な き 

ゆへ 略しぬ 

道行 ノ. S  . 

- J も lis まゆぎ やうの ほろ/,^ と 

こもそう の 事 を ぼろく と名づ くる 事 つれぐ 草 

に 出た. 0 みなかみ は 京都 明 あんじ 元祖 は 普 化せん 

じ. a むかし はこ も 僧と いはす して ぼろ，/^ とい ひ 

ける となん 又 尺八 を洞簫 な.^ と 思 ふ 人 あれ 共 さに 

あらや 洞蕭は 今い ふ 一 重 切の 事 也 尺八 はむかし よ 

り 尺八と 稱す羅 山 文集に 尺八の 賦 出た. 9 かんか へ 

み るべ し 

世の中 をい とふ 迄 こそ かたから めか の やど h- を锣 

をく むらん 

西 行 法師の 歌な.^ 

げに 人間の 一 生 は 岸の ひたいの 根な し 草 

身を觀 すれば 岸の ほとりに 根 を はなれた る 草い の 

ち を 論 すれば 江の ほと， 9 につな がざる 舟と I- ふ 詩 

の 句 を 取て 書た る 也 

發心門 さと" の 門 

まじめて ぼ-たい にこ、 ろざした るが ほ つ まん も A 


難 波. H 產卷 n 

也 後に ぼだい を さと- 9 へたる がさと りの もんな. o 

さと hv の もん はすな はち 道 gj な， 5 

易 行 門 難行 門 

他力 念佛 などが 心 やすき 修行 ゆへ 易 行 門な り戒を 

たもち 座禰 する 等が むつ かしき まゆぎ やう ゆ へ な 

んぎ やう もんな， 9 

觀念 門天臺 二十 四 門 

く はんねん 門 は 天台 止観 あるひ は 一 心三觀 などし 

て 空假 中の 三歸 等の 佛 法の 一 大事 をく はんする を 

いふ 天台の 廿四門 は 右の ほっしん ごだう いぎ やう 

なんぎ やう もん 等み な その 內な， o 

{ 仝 門 非 穴 t, 一 亦 穴ェ門 

これ も三諦 より 出た る 事に て 諸 法 を 空 とくはん す 

る を 穴 H 門と いひ 穴モ にも あらす と く は ん する を 非穴ェ 

門と いひ 空に あらざる にも あらす とくはん する を 

亦 {4i 門と いふみ な佛學 の 奥義 なれば たやすく えと 

くせら る 、事に は あらす 

評、 五段 目に いたりて は 近 松の 作の 女 鉢 木 雪の 段 

, を 切く は せ て 五段の 都合 首尾 ま つ たし かく 古き 名 

作物 を 取合せ 給 ふ 所 偏に 作者の 機轉也 さる  に よ，. n.-  I 
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此じ やうる .=>  は大 評判 に て 今 も 人 の よろこ ふでき 

物な りさて 奥に は最明 寺の 道行の 謠の 出端ば か，^ 

にて 淨 るりに 移る 文句より して 道行の 間 はぬけた 

るか. 此道 行の 文句に は 筆勢 のお も 1 ろ き 事共 多し 

ま づ 蝶 の つ ば さのお しろい をく さ 、に こぼし て^に 

は 鶴の もげ をぬ ぎかくる 雪 は 花よ り 花お ほきと 

書る 所 圆機活 法の 雪の 部に 鶴 毛 蝶 粉と いふ 四 字 を 

出し て 石 卿 が 雪 を 詠せ し 詩 を 出せ り 一ての 詩 を 和 

語に うつした る もの 也 其 詩に 云、 蝶 遺， 一 粉 翼 ー輕難 

レ拾、 鶴 墜ニ霜 毛-散 未. 轉と いふ 二 句 あり 是を なを 

して 右の ごとくに つい りし は 彼の 樂 天が 靑苔帶 衣 

掛二厳 肩， 白雲 似レ帯 繞ニ山 腰 一の 句 を 苔 ごろ も き 

たる いわほ はさ もなくて きぬき ぬ 山のお び をす る 

かなと なをした るに もお とる まじ 殊に 雪 を 六 g;^ 庀 

と 名 付る は 常の 花 は 薬が 五ッづ 、出る もの 故 五 出 

とい ふ 雪の みごと さは 花に まさるの  > ひに て窗 ~ も 

花のう へ を ゆく の 心 を もって 六 出と よぶの j^s- 一よ 

'て 雪 は 花より 花お ゝ きとい へ る尤 佳作に あらす 

や 其 外 雪中に 最明寺 一 人道 行し 給 ふ を 見立てさな 

一 がら 雪の 一筆 烏と いひから すの 緣ょ. 0 お 羽 打 かれ 


しとい ひ 其む すび 文句に は 叙 山の 僧正の 雨 ご ひの 一 

勅 を かう ふ h- 給 ひて 詠せ るお ほけ なくう き 世の 民 

にお ほふ かな 我た つ そまに すみぞめの 袖と いふに 

よ h- て 浮世の K にお ほふ かなの 句 を もち ゆ 一 句 

一 句意 味 ふかく 筆 さきかん ばし ゝ さて 道行 奧 にい 

た，.^ て は 宿 を か， 0 かけ 給 ふ 時 墨の おれ か 木の はし 

かと ある はつれ/, \ 'に 法師ば か.^ うらやましから 

ぬ もの は あら じ 人に は 木の端の やうに 思 はる ゝと 

書し を かたど.^ たる 詞 さなから 最明寺 殿の， 詞共思 

はれ 又 娘が こた へ 鼻 そげで もい ぐちで もの 詞大に 

下へ 落て 見物の はづみ をう け 又 其 跡 をお さ へ て 天 

下 を さはく 御身に も此 へ ん とうに ゆ きくれ てた ゝ 

すみ 給 ふぞ： N 、ゆし やうなる と は 又 及ばぬ 手段に あ 

らすゃ 愛の 問答 一 人 は 天下の 執權職 ひと. -は 在所 

の 若む すめ 諺に いふ 下駄と やきみ その 相手と ち 其 

相應に せ. 0 ふ を 付ら れし事 自然と そな はる 妙手な 

るべ しさて 愛の 娘が 詞 について 思 ふに 惣 じて 今の 

世 下が 、.0' にあら ざれば 下 へはづ ます さ. 0と て 下 

が 、り を 無調法に 書く やせば 千 枚ば か..^ の 女形 を 

みる やうに な h-  i 向 下 §1 てけ- フ かさめる されば こ 

難 波土產 #71 


このむ すめが せ.. >  ふの 跡 天下 を さばく 御 弁に もの 

語に あら すん はな かく 花 車に はお さまる へ から 

す 然る 時 はお かしい 事げ びた 詞も 跡のお ぎな ひや 

うにて いやしから や 天下 取の 御前で も 耳に た、 ぬ 

やうに もなる ものなる ベ し 其 外 評した き 事 山々 な 

れ 共此淨 る， 0 にかぎ るに あらねば ま づは筆 をと > 

めぬ 

太 上感應 編と いふ 書 をみ るに 趙 州の 奥に 白 虎山と 

い へる 深嶺 あ. その 峽に鳳 鳴觀， i いふ 道士の 魔 あ 

b あ る 夜 雪いた く ふ ^す さびて 暗^^ のけし き 常な 

ら ぬに 扉 を きりに た、 く 者 あ.. - 道士 立 出 何者な 

るぞと たづ ぬれば 平生お とづれ を 通じてむ つまし 

き 麓の 農民 胡 班と いふ もの 、娘 也此 むすめよ は ひ 

二八 計，^ にして 近所に 名 を 得し 美女な. 0 しか 心に 

願 ふ 事 有て 此 峰の 絕 現なる 神の 祠に まふで H の內 

に歸る ベ きをい か いし けん を そな は，.： > し內 雪に ふ 

ぶかれ 道に まよ ひ 這々 夜に 入て この 観に たど h- 着 

たる 也 道士う ちへ 入る 、事 を ゆるさす して 云せ つ 

てうよ， 0 是迄さ へ あゆみ 來られ しう へ是ょ ，-=,• ふ も 

I へ は 程近し 今す こしの 艱難 を^の ぎ 我家 へ か へ 

lijlSTR 十三 
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らる べし 若き 女性 を此 庵に といむ る 事 かな ふ へ か 

ら すと い ふ 娘 聞て うらめしく 此庵 迄た ど， 0 着 をち 

からにして 來.， >  し を 何とて 扉 を あけ 給 はぬ 日 比 親 

たちのよ しみ は 思 ひ 給 はす や 其う へ此 山中に 人倫 

はなれて おこな ひす まし 給 ふ 身が わかき 女 をと め 

た.9との世のそし.£:-をは J•か.£^給ふは拆は塵の世 

を はなれ 給 ふの 道心 はお はせ ぬか やとと が むれば 

道士 聞て いやと よ 世の そし h- は *^ ばらく 置 我い ま 

道義 を修 すると はい へ共猶 いまだ 肉眼 なれば 御身 

が 色のう る はしき を 人な き 庵に 引 いれさし 向 ふて 

見るならば いかなる 煩腦 かお こる ベ き 然れば 某が 

4> ^ゆぎ やう を 害す る 惡魔外 道 心 魔 を ふせぐ ためな 

れば やど 0.- はふつ かな はすと 彼 か あはれ をよ 

そに 見 捨身の つ、 しみ をな したる となん 是に 付て 

思 へ ば最明 寺 どの を やどさ >b し 娘が 遠慮 もさる 

事なる ベ し 殊に 最明寺 どの は道德 すぐれ 給 ふ 故 世 

に は 老人の やうに 思 ひなせ 共 三十 歲 にて 入道し 給 

ひ 卅七歲 にて 逝去し 給 へ ば 回國は 一二 十 一 一 一歳の 比 

にて 男 ざ か. 0 なる 時 は 其 身 はたし かにお ぼゝ めす 

共 わき 目に うたが ふ もこと は， 也され ば 人 ごとに 
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たしか ならぬ 心 をた のみて 我 身 を 正しき もの L  J 思 

へ ど 心 ほど 手綱の ゆるされぬ もの はなしされ ば孔 

子 は 心 を 論じて 出入 時な く 其 向 ふ 所 を まらす あや 

ふき 物 也との 給 ひ 別して 佛 法に は 心 は緣に ひかれ 

て はさまく に變 する 事 を 說給ふ *| かるに 佛心は 

いかなる 緣に出 あ ひても 其 境に つれて 變 する 事な 

き 故に 是を 不變眞 如と い ふい まだ 佛 心に いたらぬ 

內 はいかに 道德の 人た， 9 共 惡緣に ひかれて は惡業 

におち いる 事 を ま ぬかれ や 故に 衆生の 心 を 隨緣眞 

如と はいふな h- 是 によって 弗 說には 心 は 孤 生らす 

かなら す緣に 詫て 起る とい へ b 此心を 書寫山 一 雨 

と きこへ し 僧の 歌に に ほ はすば それ 共 まら じゅ 

ふま 暮心 をつ くる 梅の 下 かせと 詠せ，？ つす 慕の 比 

むめの 樹のぁ h- 共 *{ら す 心せ はしく 打 通，.^ し を 風 

が もてく る 匂に さそ はれ  > ひときめ き 色よ き 花の 晚 

みだれし を 打 ながめて は あかぬ 思 ひに なすみ 終に 

下 陰の 立 さ. 5 がた きも 緣に ひかる ゝの ゆへ なる ベ 

し 

淨瑠理 評注 卷之ー 一 終 


淨瑠理 評注 卷之三 

〇 大內裏 大友眞 鳥 

むかしの 內裏は 今の 內ー S よ h- は廣く 大きにして 南 

北 卅六丁 東西 一 ー十丁な.<^それゅ へ 今の 朱 雀が 古の 

内 裹の朱 雀 門の 跡 也 今の 東 寺が 禁 巾の 鴻脑館 なり 

し を 後に 弘法 大師へ 給 は， 9 たる 也 かく 廣大 な. 9 し 

故 大內桌 とい ふ眞鳥 紫に 於て 是を うつして 宮殿 

を 作りし と也大 友の 眞鳥は 人皇 廿六代 武烈 天 王の 

朝に 仕へ し 人に 眞鳥 宿輔 とも 又は 群 大臣と もい 

ふ あ. < ^て H?; 猛 なる & 〔チ の.^ 此 人の 曾孫に 大友佥 鳥 

とい ふ 凡 >^ お大 膽の武 矢な， 9 しが 後に 曾 祖の名 を 

取て 大友眞 鳥と 名の， 0 说 紫に をい て 1:^ 叛を おこせ 

し を 朝廷よ，^ 宿 稀へ. - 追に 敕 して 誅^ させ 給 ふ此淨 

る ..^ の 全姊與鳥 が むほん を 金 道が 退治せ る を 主意 

にの する ゆへ 大友眞 鳥 を 外題と す 殊に 大內裹 を 立 

たるが 大 2 ^ゆ へ 別して 大內桌 と は IS 號 せ.^ 其實記 

は 近年 板 行なり し大友 蔑； 鳥 軍記と い へ る！ PI. 蒈 にく 

はしく 記せ. 0 

齦 皮. £ 龜 


〇 周の 世に 八士 あ，^ 一  母 四 乳の 伯仲 叔季雙 生る、 王 

佐の 才 

この 事 は 論語に 出た.^ 八 士とは A 人の 學者 をい ふ 

周の 世に 一 母 双生 を 四た ひに 乳て 兄弟 八 人 を 出生 

せ.. >  四 乳と は 四た ひに 乳と いふ 事 也 伯 中 叔季と は 

唐に ての 兄弟の 次， 第 也 日本 にても むかし は 宗領を 

太郞 とよび 次男 を次郞 三男 を三郞 など ゝ 次第して 

呼し ごとくに 宗領を 伯と よび 其 次 を 仲と よび その 

次を叔 とよび 末子 を季 とよ ふ 也 故に 太郞次 郞三郞 

四郞 とい ふが ごとし 拆 ふたご を 双生と いふ は卽ち 

双生る、 とい ふ 意 也 王 佐の 才とは 天 王の 天下 を 治 

め 給 ふ を 佐る 程の 才能と いふ 事 也 周の 世に 此 兄弟 

八 人が 士 とな， 9 天下 をお さむる ほどの 才能 有しと 

也是迄 双生 の 才能す ぐる、 事 を いひて 金 道 に なぞ 

ら へ たる 也 金 道 はもと 双生なる ゆ へな 

人に 雙^ 樹に 一? ^一理 娘 叔がニ 穂の 稻 王？！ S が 二 墓の 瓜 

人に 双生 あ h. て 其 才能す ぐれた る をめ てた き 御代 

の.|^11瑞とするのみならゃ樹には；|^理の枝をめて度 

事と す 連理と は 根が 二 株に て 枝が 一 つに つらなる 

をい ふ 康叔と は 周の 文 王の 子に して 衞の國 の 君 也 

一一 1 百 五十 五 


雜波土  *s! 卷 三 .   

此 人が 衞を おさめた る 時異： M 影と て 田地の な ら 

び 畝に 禾 のかぶ は 二 株に て 畝 を 異なが ら稳 先が 一 

つに な， 9 たる を吉瑞 也と て 天子へ 舉， 0 ければ 朝廷 

にもい わ ひ 給 ひて 嘉禾 とい ふ 文 を 作り 給へ.. >王^ お 

は晋 の武 帝の 時の 人 也此王 潜 とい へ る 人の 圓の內 

に 瓜の 塞 二 本が 一 つに な， 5 て その 末に 瓜が ： つな 

りたる を是 も吉瑞 として 天子 へ献 じて 祝へ.^ 是み 

な 人の 双生の ごとく 天下の. no 瑞 とする 事 也され ば 

金 道の 双生に て 有し もめで たき 御代の ためしと な 

みな 是代々 の • 吉瑞 のた めし を 愛に 日の 本 や 文武 天 王 

の 皇居 ある 藤 原の 宮所 

吉瑞と はめで 度 瑞相也 上に いふ 所の 吉瑞 ともの た 

I へ を この 國 へ ひくと いひ かけて た， t へ を 愛に ：：： 

の 本 やとい ふ 金 道の 時 は 文武 天皇の 御宇 也此 時な 

らの京 ゆ へ 藤 原の 宫 所と いふ 宮 所と は 天子の 御所 

と い ふ 事也是 も 古 は 下 々の： IHU 敷 をも宮 所と い ひし 

を秦 の始， M の 時よ. 4 始て 天子の 御殿に かぎりて 宮 

所と い ふな b 
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こへ  につ とり 

土地が よく 腴て isw の ある ごとくに 潤と して 柔 なる 

を はら ゝ ぐと いふ 是は書 經の禹 買の 篇 にみ へ た .o 

今 上 

何の 代に て も その 時の帝 を 今上 皇帝， i いふ 也 

疆德 ふかく 

籠と は德の 至極に いた. 9 たる をい ふ 

神代の 古風 

天祌七 代地 祌 五代 を祌 代と い ふ 此時は 上代 ゆ へ 上 

下 共に 人の 心すな ほに して 質朴なる 風な.^ し を 古 

® と い ふ 

四十 二世 

文武 天皇 は 人皇 四十 二 代な り 

律令 を はじめ 給へば 

律令と は 朝廷の 法度 おきてな り 

^樂 たレ しく 

天子 の 天下 をお さめ 給 ふ 根本 が 禮樂な h. 禮 は贵賤 

上下の 等 を わか ュ りて 其 身の 節に つけて 衣服 道具 等 

も 次第 あ， 9 朝廷の つきあ ひに も 5:3； 人 をう やま ふ 等 

也 樂は藥 人の 道德 をうた ひて 樂に 合せ 舞 也 是も禮 

がた 3- しければ 赏賤 上下の あらそ ひなく 上下が 和 


して 樂を 用る 故まぬ と樂 との 二つが 世 を 治む る 本と 

なる 也 

主 水 司の 貢の 冰 ひむろの もた ひ 

禁中に て 水 を 支配す る 役所 を 主 水 司と いふ 六 n ^朔 

日に 主 水 司より 奮 冬の 氷 を 舉る是 を 氷の ためしと 

い ふ 四海 § たかなれば 其 氷と けす してお ほく 有と 

い へ. 0 是は 山里に 氷室と て 冬の こほり をた ば ひ 置 

室 を こしら へ 六：：^ 朔 日に 其 里人が 主 水 司の 取次に 

て 天子 へ 舉る也 毎年き はま. > て 春 n= 野の さと 八が 

献す るが 愧例 なり 貢と は 下々 よ 君へ たてまつる 

をい ふかす が 野と は 今の 奈 良な. 9 

深山幽谷 

おくふか き 山 を 深山と いふ 歌 に は 深山と よむ 也 お 

く ふかき 谷 を 幽谷と いふ 也 

陽氣に おそく 發 する § へ 

草木み な陽氣 にて 發生 する 也 春 は^ 氣^ 發 する 故 

梅 さくらに 花 さくが 常 なれ 共 深山幽谷 は寒氣 つ よ 

き ゆへ おそく 發 するな， 5 

撝は三 枝の a? める 鳥 

^爽 全書 云 烏 有-, 反哺 之 孝-鳩 有-一二 枝 之禮- 云々 烏 


は •： お だち して 後お や 鳥 へ 哺を ふくめ 返す もの 也是 

すごもる 內に おや 鳥に 哺を ふくめられし 恩 をお く 

るの  > ひ 也^ は 木の 枝に とまる 時お や 鳥よ，.^ は 三 杖 

づ、 下にと まる もの 也- -れ親 をう やま ふの 禮 ある 

心 也され ば詩經 にも 諸 侠の 夫 入 を鴻の 性の 專 一 な 

るに たと へ て ほめた る 事 あ，^ 

驚 は 驚 鳥  . 

惣 じて 應 はやぶさ 鵰 などの 諸 鳥 を 鷲 鳥 をす ベ て 驚 

鳥と いふ 同じ 鳥類の 命 をう ちとる ゆ へ惡 鳥と する 

也 

仲春の H: 魔 化して 鴻 となる 事 鱧 記に は 見へ たれ 共 

禮記に H: 令篇 とて 十一 ーケ H; の EC 々の 氣候を A "るし 

て 其 時 を ま. 0 天下 へ 令し 給 ふ 事 を まるした，.^ その 

中に この 語 出た h- 

天地の 變怪 

天下に 惡 事お - J らんと て はさま./^ にあ^? -I ^き 事 

あ る を 變怪と いふな h- 

百官 百 司 

禁中の 百の 官人 百の 司な. 9 司と は 一 役 を つかさど 

る 役人な b 
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^，J 

けだもの ゝ兩足 を 折て おどる 體を 躑躅と いふされ 

ばつ \ じの 花 を 躑躅 花と いふ も此 花の つぼみ 羊の 

乳に よく 似た る § へ 子羊が 是を 見て 母の 乳ぞ とお 

も ひて 鄉躅と 足 を 折て おどる 故 也と ぞ 

小 牡鹿 

ちいさき 牡鹿 を い ふ 

秦の趙 高 

秦の始 皇天 下 を 取ての ち諸國 をめ ぐり て 途中に て 

崩 ゃ李斯 とい ふ 者と 超 高と いふ ものと 兩人 共に 佞 

人に て 始皇の 太子 扶 蘇と いふ 人の 正しき 人 がらな 

る を 忌 恐れ 此. <  を嗣 にせす その 弟の 胡亥と い ふ 人 

の 愚 な る を かれら か 便と して 始皇の 遺言. 也と 偽り 

て 扶蘇を 自害 させ 胡亥 を 位に つけたり 右の 趙高は 

もと 宦官と て 女中に つか はれ 奥方 へ 徘徊し 始皇の 

氣に 入て 御前 近く 立身せ し 者なる が此 たび 我 はか 

らひ にて 胡亥 を 位に 立た るに ほと. 0 朝廷の 臣 もし 

おのれ を 恐れざる 者 はたち まち 罪に 落しけ るが 猶 

も 己れ が 權威を 試ん とて ある 時 鹿 を 奉 て 馬 也と 

いひ けれ ば 胡亥 あ やしみ て 羣臣に 間にみ な趙髙 が 


權 威に おそれて いかにもお 也と こたへ し也是 より 

人 をう つけに して は £| 鹿な りと い ふ |S よじ まれ， o- 

前 表 

先 だ つ て あ らは るゝ をい ふな hN 

九州の 採 題 

探題と はもと 大内 にて 政 を や b ベ 給 ふ 役に あたる 

を い ふ 但し 題 を 採と いふ 事に て 古文 をぎ ん みして 

ま、 ら ぶる 意 也諸國 にて 一方の 惣頭 となる をむ かし 

は 探題と い へ. り 眞鳥は 九州の 旗が しら 故 かくい へ 

りされば 今の 俗に 物 を ぎんみす る 事 をたん だ へ る 

i いふ も此こ 、ろなる ベ し 

靈佛靈 社 

靈は あらたなる 事 をい ふ 

兩 部の 瓧 

神道に 唯 一 と兩 部との 二つ あ. 9 伊勢 加 茂な どの ご 

とき 佛 をい むは 柳 道 ！ すじに 立る ゆ へ ^ 一  砷^£^と 

いふ 兩 部と いふ は 祌 道に 佛法を まじ へ钟の 本 地 は 

佛 にして 祌は佛 の垂跡 也と 立る 故 神佛を 合せて 兩 

部と い ふ なり 

^KtiL  ……！  ,  ！!  i;. 


^上 を もの、 ふとい ふ は 日 木の むかし 物 部 氏の 人 

朝廷に てはじめて 武官 を つかさど h- たる ゆ へ 後の 

ぼ：， ム 一 も 物 部と よぶな & 

兵 部 省 

省 は 禁中の 役所な，^ 禁中に は 八 省と て 八 所 ある そ 

の 中に 軍兵 を つかさど ろ 役所 を 兵 部 省と いふな， 9 

つの 髮 

わらべの ひたいの 兩 旁に 髮 をつ かねて 結た る は 角 

の ごとくに み ゆ る ゆ へ 唐に て は 童の ま へ がみ を 卯 

角 共又總 共 いふ 和訓に て 角が み 共 あげまき 共い 

ふ 也み な 前髮の 事な， 0 

不 肖  ： 

我 身 を 卑下す る詞也 もとは 肖ざる 事に て 賢人に は 

肖ざる との 意な h- 

とび 梅の 筑紫 

菅 丞相つ くしへ 流され 給 ひ 都の 梅 を た ひこち ふ 

か^ 5? ひ を こせよ 梅の 花 あるじな しとて 春な わす 

れ そと 詠 じ 給へば 都に のこし 置れ し 梅 たちまちつ 

くしへ とびさ， 0. しとの 故事 を ふまへ てい へ- 5 尤作 

者の 頓 作な. Q 

I 難 波. sti 


堂上 堂 下 

公家 衆 を 堂上 方と いふ いづ れも官 位を經 て 御殿の 

堂上へ あか. 0 給 ふ 家なる 故 也 公家に あらざる 官ヌ 

を 堂 下と も 地下 人 共い ふ 堂上へ あがる 事 を 得 や 階 

下- - 司 もす-る ゆ へ な h- 

軍神の 血 祭 

軍に 出る 時に 軍陣 を まもる 祌を 祭る に はけ だもの 

の 生血 を そ、 ぎ 其 肉 を そな へ る を 血 まつ とい ふ 

康ょ， 0 して 其た めし ある 事 也 

馬 鹿 

上に 出た る 故事 を ふま へ て 馬鹿 もな しと 書た る 作 

者の はたらき 也 

王 化 

夭 子の 敎 化と いふ 事な b 化 はおし へな b 

ふ. わけ 髮 

いとけ なき 時の まへ がみ を 中よ， 9  二つに わけた る 

をい ふ 歌に くらべ こし ふ， 9 わけが み も 肩す きぬき 

みならす して たれ か あぐべ き 

一二 種の 神器 

天子の 御 位 を ゅづ. 9 給 ふに 此 三つの 御寶を ゅづら 

1=1  ミ l.r 九 
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せ 給 ひ て 御 *( るし と *<、 給ふ祌 電寳叙 內侍所 な， 0 こ 

の 三つ 代々 の 天子 御く らゐを まもらせ 給 ふ 卸た か 

ら也 

滞湘の 夜の 雨 

からの 八景の ひとつ 也うた ひの 文句 を 直に 引 もち 

ひた. 9 

手 向山 

た むけ は 近 江の 名所な り菅 家の 御 歌 に お 

-な 此たひ はぬ さも 取 あへ す 手 向山 もみお のにし 

き 神の まに/、 

かた そぎ や 

やしろの 楝 のかつ ほ 木 也 上代 は賓朴 にして 神の 御 

殿 も y:- ぶ き ゆへ 厨 を おさへ るた めに かつ ほ 木 を も 

ちゆ かつ ほ 木 は 風お さ へ 木と いふ 事 也 その 端 を そ 

ぐ ゆへ かた そぎと いふ 是も 神代の 神は內 へそぎ.^ 

王 以後の かみ は 外へ そぐ 也 ロ傳也 

額 づきて 

ぬか は ひた ひ 也 ひた ひ を 地に つくる を かくい へり 

ぬ 手 

神道に かし はでの はら ひとて 神 をお がむ に 手を怕 


て：：^ ら ひする 事 あ.. ^ これにい ろ./, \ 'の ロ决ぁ .5 て 

神道に 傳授 とする 事 也 

か へ り も ふし 

赛と 書な h- 祌を拜 して 祈念す る 事な hv 

瓢簟酒 

うちみの 藥 なる 故な h- 

瑞 離 

11! 前の 垣 をい ふた まがき とい ふ に 同じ 瑞は あらた 

なる 意， M-,cs 

庶 流 

, 'つ 宗領の すじ を 嫡流と いひ 次男す じ を 庶流と いふ & 

擎 子 

. 妾 ばらな どの 末の 子と いふ 樂な h- 

0 

いとけ なき 時よ， 0 其 人の 傅に つきて 諸事 をお しゅ 

る 又な.， 9 

國に 杖つ く 

つ ぇは老 て步行 をた すくる 也禮 記の 王制に 五十に 

して 家に 杖つ き 六十に して 國に 杖と 云 b 

金 巾 子の 冠 袞龍の 御衣 


巾 子 は 冠の 髮 をお ほふ 所 をい ふ 其う しろに 立る も 

の を羅 とい ひ 其う しろに たる ゝ もの を纓と いふ 巾 

子 を 金に てしたる を 金 こじと いふ 袞龍 はの ぼ， 

くた. 9 寵を袍 に ゑが く 装 東 をい ふ 金 こじの かん ふ 

にこん りゃうの ぎょい は 天子の よそ ほひな-. y 

こうが まや， 

甲が 舍利也 甲 はよ ろ ひと 訓 じて 甲虫と いふ は龜ゃ 

螺蛤 などの かたくよ ろ ひたる 惣名 也舍利 はもと 梵 

語な.^ 翻譯 名義 集に 舍利こ ゝには 骨と いふと あ. 9 

かの 甲虫の ごとき かたき 物が 骨と なる せハ とい ふ、 5 

也 

補佐の 臣 

補佐 はたす くると よみて 君の たすけと なる 臣 をい 

九州 ニ嶋 

九州に 壹岐對 馬 を こめて いふな. 9 

极 門の 扉 

正面の 門の 兩 旁に 小 門 ある を掖 門と いふ 人の 脇の 

下の ごとくなる 故 也 板 は 脇と 同じ  • 

大 紋   

^—波 l.fnF 卷， .IT! 


布び た ゝれの 事な. 9 

なまめ く 

媚の字 也う つくしく  K しきな hv ふ. 9 也 

伽 やら ふ 

今 は 旅人の つれ  <> --を なぐさめの 伽 を やら ふとい 

ふ 事に 成 たれ 共 もとは 下 ざま 惣嫁 やうの たぐ ひ は 

土の 上野 中な どの 契. 0 なれば 唐士の 書に も 是を土 

妓 野合と いふす ベ て 世俗の 僻言 そのい はれ ある 事 

おほし 但した び 人 なぐさめの 伽に やら ふと 轉 した 

る も 又 一 興 也 

おち、 ち 

面 もちと い ふ 事 也 源氏 に 見へ た b 

船 玉 

ふねをまもる神な.^^ 

九 百 九十 九の 鼻 かけ 猿 

t こ、 ろ はき こへ たると を. 9 也 但し 文選 六 臣注季 

- 善が 注に みへ た..^ 

景行 天皇 

人皇 十一 一代の 夭 子な， 0 鹿 峰 も ふでの 事 は 本朝 通 SSi 

にみ へ たり 具 あはせ の 始-^ 此淨 る. 9 の 本文の ごと 
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此事 論語に 出た， 9 魯の國 の季孫 氏と いふ もの 君 を 

な、，！？； しろに して 政道 を 我 ま、 にさ はきし か魯國 

の 傍なる 額 臾 とい ふ國を うたんと する 事 を 孔子 聞 

袷 ひて 季氏 がごと く 我 ま、 にて は 臣下の 內ょ h. 亂 

がお こるべし とい ふ 事を季 孫の うれ ひ は 顓臾に は 

あらす して 蕭墻の もとよ h- おこらん との 給 へ b 蕭 

裔とょ 外 『と內 門との にある 墻也羅 竟は季 孫が 

家內 よ. 0 亂が おこる べしと 也 俗にい ふ 足 もとから 

おこる の 意な 

聰明 容智 

¥ に 善 SjS をき、 たか へ ぬを聰 とい ひ 目に よしあし 

を あきら？" にみ る を 明と いふ 睿は ふかき 心に て智 

の 千 萬、 にす くれたる をそう めい ゑいち とい ふな 

つたへ きく 燕 丹 王 

この 事史 Si に 出た. -秦の 始皇は 燕 丹の 敵 ゆ へ 人 を 

たのみて ころす 事 を もとめ 田 光 先生と いふ 勇者に 

たのまれ しに 田 光が いはく 某 は 年老 たれば うつ 事 

かな はすと いへ 共 我 友に 荆軻 とい ふ 者 あ， 9 是 をた 

のみて 本靈 をと け參 らせんと てけ いか，^ もと へ W- 

^波 土 產！^ 三 


く  4*  Jre,; 丹 王 田 光 を 門外 迄お く  出 この 大事 かなら 

す 人に もらし 給 ふなと 申されし かば 心得た とて 

やかて 荆軻か 方へ ゆき 此事 をよ く-.^ - たのみて 田 

* "よ. けいかい 門前の 李の 樹に かしら を 打 わ. 9 死し 

た hs 是 ひと へ に 燕 丹 王が うたか ひ を はらさん かた 

め 也 今 かす への 身のう へ に尤 よく 相應 したる 故事 

にて 尤 おも： K ろし 

此 やい 鎌のと がま 

中臣教 にや い かまのと かま を もつ て 切 はら ひ 給 へ 

よ とい ふ 語 ある をす ぐに もち ひた..^ かねみ ち 力 鎌 

を 持ての 所作 なれ は尤と h- あ ひよ き 作意 也 

邯 郭鍈耶 ■ 

晋の雷 興 と いふ 者 夭に むらさきの 雷 5» たなり きし 

を 見 r- 其 下 を ほ. 0 たれば つるき の撲 となる ベ き姨 

丸 二つ を 場て すな はち これ を 地が ねとし 于將 ばく 

やといへ る 失婦の ものに 魏 をうた せて 名 c„s となる 

是ょ. 0 名^ をい ふに はかなら すかん やうば くや 

と 稱す るな- 9 

孝弟 忠信 

ギチ はよ く 親 二. つか ふる をい ひ 弟 はよ く 兄に つ 力 ふ 
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る をい ひ忠は 君に よくつ か へ 信 は 人に まこと を 立 

る をい ふ此 四つの もの は 人道のお もんす る 折な h- 

三 SB" 

疆々 よく 言 へ ども 獸を はなれす 

禮記 曲禮篇 に鹦餽 よくもの い へ ども 飛鳥 を はなれ 

す 狸々 よくもの い へ 共 禽獸を はなれす とい ふに 本 

つきた. 0 人と して 體義を *( らざる はきん；？ フ 

な.^^iの意な.i^獲々 は面は人の ごとく身ょ袁カ ご 

としと あれば 此 語に 引つ ^きて 獼猴 をい へ る も 取 

合よ ろしき 引 ごとなる ベ し 

獼猴の 冠 

是は楚 の 頂 羽み づ か ら顆 王と 稱 して 我 ま 、無 m を 

おこな ひし を蒯徹 とい へ る もの 是をそ し， 0 てい へ 

る詞也 今の 眞 鳥が 無禮我 ま、 に 引 あてた. 0 

戴麟 大王 

き. んは 四靈の 一 つに て毛蟲 三百 六十の 長な り 身 

はくじ か の ごどく 尾 は 牛の ごとく ひつめ は 馬の ご 

とく 額に 一 つの 角 あれ 共つ の ゝ端を 肉が お ほひて 

物に ふれす されば 生た る もの を くら はす 生 草 を ふ 

ます 至て 仁 あ hs けだもの 故 その 德を 聖人に なぞら 

ふ眞 鳥み つから ほこ. 0 て か 、る德 ある 號を稱 ： &し 
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と 也 

卿相 雲 客 

卿 は 天子の 朝廷に てまつ りごと を 相る 官 ゆへ 卿相 

とい ふ 天子の 殿上 をせ； A のう へ に なぞら へ て 殿上. < 

を 雲 客と いへ り 

浮へ る 雲のう へ 人 

論語に 不義に して 富责 なる はう か へる くもの ご と 

しとぃ ふ孔子の語ぁ>„^■此語の - J ゝろは 有 もな きか 

ことくなる をう か へ る とい ふ 又 あぶなき 事 を 浮 

雲 共 いふ こゝの 文句 右 の 兩意を か ねて ま. かも 雲の 

うへ 人と いひ かけたり. 

ま、 ら ぬひの 筑紫 

むかし景行天皇海上ょ.，^火のみゅ るを兒給ひて御 

船 を 其 火の ある 所へ 着し め 給 ふすな は,， T 今の つく 

し 也是ょ b してつ く，. i とい はん 枕詞に ら ぬひと 

い ふな h- 古歌に お ほくよ め. 0. 

色 やむ かしの 色なら ぬ 

春 やむ かしの 春なら ぬと 詠した る 古歌の もじ h- な 

麻に つる ゝ蓬 


モ 語の 出 所つ まひら かなら す 量子 数に もこの 語 あ 

hv ず 5 は あさの 中に 生た るよ もぎ は あさに つれてな 

をく 立の びる. tf^n かなら かたした ちゼ 

子 を 妊で は寢 るに 側 や 座す るに 邊す立 に^す 

是は漢 の 劉 向と いふ 人の 作..^ たる 烈女 傅と いふ 書 

の 語 をす ぐに 引た る也是 は胎敎 とて 懐胎の 內 のお 

しへ 也 

姬 ごせ は 三 * に 家な し 

三界の 事 はこ ゝに出 あ ふ 事 は あらね 共 俗 は 世界の 

事 をさん かいとい ふ 故俗說 にさ、 たが ひてい ひたる 

也た と へ は 子 はさんが いのく びかせ なんどい ふ も 

皆せ かいとい ふ 心に もち ゆ 女に 家な しの 事 は 女 は 

夫 を もってい へ とすと 禮記 にもみ へ た， <^ 又は 孔子 

の 語に 婦人 は 三 從の道 あ..^ 家に あ， 0 て は 父に 從ひ 

人に ゆきて は 夫に *  〈たが ひお つと 死して は. 十に え 

たが ふ あへ てみ すから 遂る 事な しと ありみな 家な 

しの 義な. 9 

よめい h- を 歸 ると いふ 

詩經の 注に 朱 子の いはく 婦人 謂 . つ 嫁 爲レ歸 と い へ り 

是も女 は 夫 を もつ て 後 はおつ との 家 を わが 家と す 


る ゆへ 嫁 は 我家へ 歸 るの 怠 也と な 

猶豫 せし に 

事 を 決せす してた めら ふ を ゆうよと いふ 猶 はけ * た 

もの ゝ 名也此 けだものうた が ひ 多くして 人が 求ら 

ん かとお それ 樹の 枝へ かけのぼれせ ハ樹 のえ だは 安 

からぬ 故た ちまち 地 へ おつれ 共 又 人 をお それての 

ぼり 又く  * た. 0 てふだん 居 どころ を 決せす 豫は 犬の 

事 也い ぬ は 主人に 付 たが ひて 主人の 行 さきに 待 

ゐる もの 也 若 か へ り來る 事お そき 時 はいかいとう 

たがひて往っもど-：^っするな-^^^^かれば猶も豫も 

うたか ひて さ. たまらぬ こ、 ろ をい へ . 

形容 枯槁 

形容の やせ かれて おとろ へたる をい ふ 屈 原が 漁 父 

の辭に 出た る 語な. 9 

つくも 髮 

藻 をみ る ごとく ばら C として 見苦しき 髮 な，.^ 江 

澤 藻と 書な. 

夫 歸は義 合 

五倫の 內に 夭 合義 合の 別 あ， - 父子 兄弟 は 天然と 生 

れ合 たる もの 故 1K 合と いふ 君臣 や 夫歸ゃ 朋友 は 今 
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曰のう へに て 人と 人との やくそくつ くにて 義 a を 

もって まじ はり をな す故義 合と いふ 也 

■ はらから 

兄弟 を はらからと いふ 伊勢 ものがた. 0 初段に いと 

なまめ いたる おんな はらからす みけり i あ. ，0 

恙なければ 

いにしへ 恙 とい ふ蟲 ありて 人 を 害せし ゆへ 人の 無 

事なる をつ 、がな しとい ふ 

いふに 岩 手の 舯 ならで 通せん 事 も あら 氣の雅 道 

役の 行者 大 みね 山上 を ひらき 給 ふ 時 神 をつ かひて 

道 を 作らし め 給 ふに 日 を へ て 成就せ さ.^ し 程に 行 

者 これ をい かり 給へ は 一 言 まとい へ る 神 その かた 

ちの 甚だ 醜 を 恥て 夜なら ではたら き 給 はぬ 故 かく 

延引す るよ し 岩 手の 舯か うった へられし か は 行者 

やかて 一 言ぬ しの 神 を は. 9 給 ふ 事 元亨释 書に み 

た， 9 其 故事 を ふまへ て 書た る 文 段に て尤 よく かな 

ひた. 9 

琉 黄が 島 

薩摩 にある 島也輕 大臣 燈臺 鬼と な hv て此 島に て 死 

せられし よ，. >  鬼 男が 島 共い ふよし く はしく は眞鳥 
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實記 とい へ る軍書に出た，o^昔ょ.o科人をながすと 

ころ 也 

地獄へ みちびく 五 逆 罪 

生 要 集に 一 百卅六 地獄 を 出せ. り 八 大ぢ. L- くにお 

の/^ 十六 づ 、の 小お こく あ，. > て 八大ぢ こく を 合 

せて W: 姬六 となる 也 五 逆 罪 は 父母 を 殺し 佛 身より 

血 を 出し 和合 僧 を や ふる 等の 五ゥ也 

丸が はから ひ 

此注は あしや 道満の 初段に く はしく ま、 るす 

順逆の 一 一門 忘緣 にあら ざらん や 

佛語也 人の 生死 老 た るが 先 へ 死し わかき がお くる 

る は 順 也 わかき がさき だち 老 たるが おくる 、は^^ 

な. 5 この 順逆の 一 一門 あ， c とい へ どもと もに. 0 んる 

の きづ なをきり て緣を わする 、の 端に あらす とい 

ふ 事な しと 也 

傍若無人 

晋 の桓溫 とい ふ 人王猛 とい へる 高官の 人の 前にて 

道をかたるに^^^をひね.=>ながら物がたりせられし 

程に 其？ ま 傍に 人な きが ごとく 見へ たる ゆ へ是ょ 

, ^して 法外なる はたらき を 傍若無人と いふ 也 


さすら ハ 

左遷と 書 もとは 官職 を 貶ら る ゝ事 なれ 共 今では 流 

罪の 事に ももち ゆるな b 

欣然と 席 を あらため 

きんせん は よろこばしき 體也席 は 座な- 9 

双六 かてう ばみ か 

てうば みとい ふ 事 源氏に み へ た b 今い ふお. 9 はの 

事 也お り はとい ふ もの 塞の 目の 偶にて とる？ S にい 

ふ SF 食と 書な 食と は 石 を 取 事 也 十六む さしに 食 

といへ る も slij よ. 0 出た. 9 

皇后 も 御懷胎 

人皇 十五 代 神 功 皇后な， 9 御く わ いたい にて 出陣し 

給 ひ 新羅 高麗お 濟を うち 御凱陣 のみぎ..^ 筑紫 にて 

春 田の 天皇 を產給 ふとな b 

子 を もち H のい わた 帶 

みちの くの なら はしに て我戀 にして 妻と らんと お 

も ふ 女の 門ぐ ちに 手拭 ふくさ やうの 物 を 竹に つけ 

て 立 をく 是を緣 むすび のまる し とす るな. 9 これ を 

いわたおびと 名づ くと な b  • 

口 さへ いま * た 乳く さき 大將軍 

^一 ITltl 卷 ョ 


お 記 漢書 等に 大將の わかき を あなど. 9 ていふ 詞に 

ロ尙 乳臭と いふ 語 あ h- それ を 取て 國 石が 至て 幼稚 

にして 大将と なる をい ふ 

0! そろ への g« 

五大 力 

五大 力 ぼさつと て 夫婦の 緣守. 9 の 本尊 也 津の國 に 

も住吉 の祌宫 寺に 有 

^びに いふて ぞ通. 9 ける 

^び は 自袋也 自身に 髮を いふ 事な. 9 こ ゝは 自身に 

ほめる 事に 取な して それよ，^. 錢 にもい ひかけ た 

.9 おぐ しあげが 口上に はよ く かな ひた ひ 

九 牛が 一 毛 

九は老 陽の 數 なれば 數の 至極と して 物の かすお ほ 

き 至極 を かなら や 九 をつ けて よふ 九天 天 湖 九重の 

類の ごとし されば 多き 牛の 中での 一 毛と いふ 心に 

て 大海の 一滴な どゝ いふに おなじ 但し 佛書 にお ほ 

き 語な， 9 

婦人 城 

是は晋 の 朱 除と いふ 者の 母 軍勢 を 引 うけてお ほく 

の 女 を 士卒と し 籠城せ し 事 あ.^ 世に 是を 婦人 城と 

、， ふく はしく は 晋書に 見えた. 9 


,1  「一 百 六十 七 
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- 聲の玄 靄 そらにな き 巴峽秋 ふかし 五 夜の 哀猿 

是は 圓機活 法に 出せる 詩の 語 也 作者 はつえ びら か 

ならす あきの 比巴峽 とい ふ 山道 を 夜の くらき： と 

を h- たる 景象を 詠 じた， 0 間の 夜の 物す ごきに 観の 

一 こ ゑ 物 かなしき 折し も 猿の さけぶ こ ゑいと あよ 

れに きこへ て 心 ぼ そくなる との 意. a この 成 外 ゝ ま 

び 一 0 きたる もやう も かく や あらんと M-h- 

泰の M 除が a- 

是は あやま， 9 也 晋の朱 除が a- 也 前にい ひたる 婦人 

城の 故事 也歷 代に 外の 例なければ 必定 あやま た 

る 也 作者い か .s- こゝろ へ られ しゃ 

» は 双方 手 はお はぬな こ はいかに ともぎ 取て 火影 こ 

すかし 能 みれば きれぬ こそ 道理な れ是も 引 これ も 

ひき 

文句 はき こへ たると を. 0 也 

,SS ある 人 難 じてい はく こゝの fj ^引の 文句の てに 

は 初の 是 もとい ふが きこ へす 是は fs^ ひき 是も 引 

と 書べき 事 也 其 故 はもと てに はは 旁 及の 詞とて 一 

つまなる 事 ある 上に 是 もとい ふ 事 也是は 引と 一 

方 を 見て 又 次に 今一 つ を みれば 是 も；^ 引 也と いふ 
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バ きを 最初から 是も 引と いへ る は 作者の そこつ 

殘念 なりい かん、 答て 云 これ 文章の 法 を らぬ難 

也 漢文に この 格お ほき 事 也 和語の いとい ふて に は 

は漢字の亦の字のきみな.^^たと へ ば 翰 文に 賢者 

有 こ 夭 者， 不肯者 亦 有 ニ壽者 一とい へ る も 上の 亦 は 下 

の 亦へ かけて いひ 下の 亦 は 上の 亦へ かけて いひて 

兩方を もちあ はせ たる もの 也是に 同じく 上の 是も 

刀 引 とい へ る も は 下の 是も 引 とい へ るいに かけ 

下の 是も刀 引と い へる も は 上の是 もの もに かけて 

いひて 兩方を もち 合せ た る ゆ へ 結句 文 の 法 をよ く 

. ^て奇 に 書な したる 作者の 器量の み ゆる 所 也 それ 

をタ f ら すか へ つ て疾 する 事 文章に うとき 故 也、 難 

者 又い はく 文法 はさ も あるに もせよ 人形に 合 ± て 

みるべし まづ 一人の Js^ を 見て 是は 引と おどろき 

に 又 一 つ をみ て是も 引と いふべき を あたま か 

ら是も 引と い へ る は 何に 對 して 是 もとはい ゝ る 

ぞ 心得 かたし 尤 作者 は 一 一 腰ながら 13^ 引と する 趣向 

にて 書た る ゆへ 作者の 心に は 初より 兩方 引と 

りたる あたまから 是も とい ふ詞 出そう な ものな 

れ共虎 王が 一方 を *{ら ぬ 口から は是 もとはい ふま 


じ是 作者が 我心 をす ぐに 書た る は あやま. 9 ならす 

や、 答 云 この 時 虎 王が 人形 はいかいつ かひた るか 

も *{ら ね 共 もし 兩腰を 一 一度に 見た る やうに つか ひ 

たらば 人形 遣の あやま り 也 作者の あやまりに は あ 

ら すま づ淨 るりの 文句 を 跡 先よ くみるべし 虎 王が 

心に 双方 共 手 をお はぬ を ふ んし 双方 一 時に もぎ 

取て 火影に すかして よく 見れば きれぬ こそ 道理な 

れ兩方 共に 引 也との 意 也 火影に すかしよ くみれ 

ばと いふ 內にー 一 腰 をた めつ すがめ つと くと 兑 たる 

心 こもれ h- されば こそ 兩方 共に 引なる を 見と い 

けて きれぬ こそ 道理な れ是も 引是も 引と いひ 

たるが 何と あやまりと いふへ き や、 難者此 一 句に 

閉口し うな づ いて 退きぬ 

十月に たらぬ おろし 子の 諸佛 一 度に 御聲を あげなげ 

かせ 給 ふ 御な みだ 

是 はくめ の も，. >  ひさ 地獄の 名と きとい ふむ かし 淨 

るりの 古文 句 をす くに はめ 句に したる もの 也 今の 

わかき 衆 は 多く. H ら さる 所な， 

もろこし 衞の國 出公輙 

ゆつこうて うとい へる は 衞の靈 公の 孫に して 蒯 


聩の子 也く わい （'罪 を 得て 衞の國 を 立の きたる 

跡に て靈公 死し 給 ひしゅ へ 、ゆ つ こうて う を 君 と 

すま かるに 蒯體 このよし をき ゝ國へ 歸." ^て 衞の君 

と ならん とす まゆつ こうて ぅ是を 入 まじと して 軍 

おこる この 時子路 とい へる 人 ゆつこうて うにつ 

か へ ゐ たる 故 *^ ゆつこう の 父 を ふせぎ 給 ふ をい さ 

むれ 共^ ゆつこう 聞 給 はぬ ゆへ まゆつ こうの ゐ給 

ふ樓を 燒ん とせし を やがて 矛に てっき ころされた 

.5 此 事く はしく 史記 にみ へ た. 9 

首 陽 山の 伯 夷叔齊 

これ も史 記に 出た. 9 伯 夷 は 兄 力？ ゆく せいは 弟に て 

孤 竹と いふ 國の 君の 子 也 周の 武王旗 を あげて 殷の 

紂王を ほろぼ さんと 出陣し 給 ふに この 兄弟 武 王の 

馬 前にす ゝみ臣 として 君 をう つ 事 ある ベ からすと 

て轡を 取て いさむ 左右の 者 共是を ころさん とせし 

を 太公望 見て 義者 也と いひて いのち をた すけ ゝる 

其 後 周の 天下に な. 9 しかば 武 王の 德 をけ がれた， 0 

として 周の 粟 を 食 ふ 事 を はお 首 陽 山と い へる 山へ 

引 こみ 蕨 を 折て くら ひ 終に 飢て 死したり 

娑婆と 冥途 
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天下 創業の 旗 あげ  一 

はじめて 天下 をと る を 創業と いふされ ば 親の ゅづ 

りの 天下 をう け て まもる を 守成の： おと いひみ づか 

ら始て 天下 を 取た る を さ うげ うの 君と いふ 也 

力士 ごし 

. ^きじと は 本名 は 那羅延 とい ふ佛 塔な どの やねの 

四隅に 楝を 負て 鬼が はらの ごときが 是也 はなはだ 

ちからの つ よき ものな h- 

韋駄天 ごし 

是も. 大部の 本尊に て足疾 鬼が 玉 をう ば ひて a る を 

かけ 給 ふ もこの い. たてんな -5 

ぉぢ 坊主の 白藏主 

つ 狐の 狂言に あ b 

道行 

かくれがの 軒 もる 

山 ざと などに 小 家 を つら ひたる をい ふ はに ふの 

小 ilHSj とて 軒 もま ばらなる さ i 。をい ふ 

月に こがれ 出 

あはれ を もよ ほす 折 ふし のさえ たるに さそ はれ 

出る ていな. 9 西 行の 歌に なげ、 とて 巧 や は 物 を 思 

はする かこちが ほなる 我淚 かな 


露に やしな ふ 

0: に對し て -露を い • ふ 袖が うろに て 户- ばらく 氣を や 

しな ふとな， n- 

すが h- 

きゃらの たき さし か 下 著に 香の 殘.^ たる 故に 香 取 

姬と いひ かけた，^ 本 は 紐と て好銷 をい へ 共 こ、 に 

は 云 かけに 用 ゆ 

契， -を 

手と 手 を もち に ぎり てち か ふ 事 也 もちに ぎる を 略 

してち ぎ. 0  1^ じたるな， 0 

二 世 

佛說 にお や 子 は 一 世と いひ 夫婦 は 二世と いひて 一 

逮鉢 生と 說給 ふかね みちに 深き ちぎ を かけた る 

を 一 一世と かねみ ちとい ひかけ たら 

未 求の ため 

佛敎に 過去 現世 未 求の 三世 をた つ 過去 は 前の世 を 

いひ 現世と はこの 世 をい ひ 未來と はの ちの 世 をい 

zOS な，. C\ 

そぎ 尼 

そぎと は 髮を菊 事 也大內 などに て は 菩提に 入る と 

nyHHMnM  三百 七十 一 


，波 土 產卷 一 1 一  

き 尼に なり 給 ふとて は髮 をき. 0 給 ふ 也是を そぐ と 

いふ 剃 髮には あらす 

うつぶし 色 

黑き色 をい ふす ベ てく ろき 色に 染 るに は 五一 一一 一 B 子に 

て 「てむ る 也 さて 五 信 子 は 子の 中空なる もの ゆ へ 空 

五 信 子と いふ 蟬の ぬけがら を 空蟬 とい ひ 人の 氣の 

ぬけた る を {仝 氣と いふが ご とし 

けさよ， c も 

今朝と 装裟と をい ひかけ たり 

づた袋 

天竺に て は 乞食 を分衞 共頭陀 共い ふ 出家の 人 修行 

のために 乞食に 同じく 身 をな して 食 を 乞て 袋へ 人 

るゝ 故に 其 ふくろ を 頭陀袋と いふなり 又 ふくろの 

は 物 を いれて ふくれる の義 也れ とろと 通す る 故 

に ふくろと いふ 

かたみに 持し 

筐と はもと 竹 籠 也繼體 天皇い まだ 位に つき 給 はす 

男太迹 のの 皇子の 時西國 にて 女に ちぎ. 9  くら ゐに 

つき 給 ひて 後つ ねく もち 給 ふ 花筐を かの 女へ つ 

力 はし 給 ふそれ よ. 5 人の 別れの なご. 0 におく る も 


—  ，   一二  }a 七十 二  — 

の を 力た みとい ふ 也 形見と も 記念 とも 書な h., 

なぎさの 

川な どの ほと， 9 をい ふむ かし 淀川の ほと ，9 に宮を 

つくりて 潘の院 とい ふ 今の 牧 方の 傍に 禁屋. i いふ 

村 あ. 9 又 港と-い ふ 村 も ある & 

身な し 貝 

貝の 名に あらす 濱邊の 貝の 殼を 身な しがいと いふ 

也 

片 しく 袖の かた 思 ひ 

君 まちが ほのう た ゝ ねに ひぢ まくらした る をい ふ 

あはざる 戀 のことば な. o- 

菩 提 

天竺の 詞 なりこ ゝの詞 にて は 得道と いふ 佛 のみち 

を 得た るの こゝ ろな，， 0 

五 戒 

一 に 殺生 戒 とて 物の いのち を 取 事 をい ましむ 二に 

偷盜戒 とて ぬすみ をす る をい ましむ 三に 邪 娃戒と 

てよ こしまなる 娌欲 をい ましむ 四に 妄語戒 と てい 

っは..^をぃましむ五に飮酒戒とて酒をのむをぃま 

. しむる 也 


三 界 

欲 界色界 無色 界 これ を 三界と いふ 今 この やば は 

欲界な b 

家 を 出た る 法の みち 

法 華經に 三界 無 安 有 如 火宅と て 此界を 火の 宅な. 9 

とい ふ 故に 佛造を 修行 すれば さんがいの 家 を いづ 

るの 心に て 出家と いふな. 9 

むすぶ す、 き はまね か ね ど 

古 欲に 花す ゝき まねかば こ \ にと ま なんい つれ 

のの へ もつ いのす みか そ 「 ふく 風の まねくな るべ 

し 花す、 きわれ よふ 人の 袖と みつれ は 

あだし 野の 煙 

あたなる 野と いふ 事 也 名所に は あらす 峻 蛾の 奥 愛 

宕の ふもとに 化 野と いふ 墓所 あ， c つれ < ^草 にあ 

だしの、 露き ゆる 時な く 鳥 部 山の け ふり 立 さらで 

と あ. 0 こ ゝには 墓所に 用 ひた. C- 

洛束淸 水の く はんおん 也む かし 昔 羽の 瀧の みづ五 

色に みへ し を 諸人 あやしみ たづね のぼ.^ しにみ な 

かみに 金色の ひか. 9 さし 朽 木の 柳に 花 さきた ちま 

難 波 土産 卷 |ー1 


ちゃ-？..', 9 うく はんおんと あら はれ 給 ふと 也 

はた 物 

刑罰 もの を 幟 物と いふ 但し 唐に て は その 傍に 罰に 

おこな ふ 檨子を 書た る 幟 をた つる 故な，. >  たぐ hv た 

ぐ. 0 とい ひかけ て 糸く る體 よ， C- 織機に いひ かけた 

千 引の 石 

もの、 至て おもき をい ふ 千 人 もして ひく 石と な，.^ 

みちの くに 千 引の 石 あ. 0 とぞぉ ほく 戀 によせ て 古 

歌に よめる 人の こ、 ろの ひけ ども ゆ るがぬ にたと 

へ.？ 

戀の ぬすみ 

貧の ぬすみに 戀の 歌と い ふ 俗言 を あはせ ていふ 也 

白 浪 

ぬす 人 をい ふ 伊勢 ものがた， 4 に 風 ふかば おきつ ま、 

ら なみ 立 田 山よ はに や 君 かひと りこ ゆらん 立 田 山 

にぬ す 人 あらんと 業-牛の 山 を こ へて かよ ひ 給 ふ を 

あんじて 井筒の よめる 歌な， 5 

暗 は あやなし 

もの、 文采 もみ へ ぬ をい ふ 躬恒の 歌に 春 の の 
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やみ は あやなし 梅の 花色 こそみ へ ぬ 香 や はかくる 

る 

かねの みさき 

は，.^まの國の名處なり 

諸行 無お 

湼藥經 の 四 句の 文 にても ろくの 世に ある もの は 

みな 無常に して 終に は 寂滅す ると 也 

ひ きの 灘 

是も は， 5 まの め いまよ. 

たまの 緒 

いのちの 事な 

あられ 签  • 

いま 茶の湯に もち ゆる かまの 一 つ 也 あしや かまと 

いふ も 有 ゆ へ あしやの うらと いひ かけた. 0 

いさ h- 火 

在所の 家內 にて たく 火 也 ある 說に 海士の 朝に すな 

と. 0 'する を あさ， 9 とい ふゆ， つべ にす る をい さ， 0 と 

いふと 云 々 い さ b 火 は その 時 JJ もす 火 也と 鴨の 長 

明が いへ り 

評、 吻5 じて 此 道行 首尾 全體 近年の ヒー 作な， 0 まかし 


力と h- 姬カ 力ね,^ ちの 首 をぬ すみ i らんと ての び 

あが. t> と 3- かぬ 足の うらめしく 世の せいすい やと 

なき まつむ. 0 い へ る 詞何ぞ や 世の せいすいと いふ 

て は 其 心 を だ やかなら す 今す こし ある ベ き 所なる 

に 不自由 千 萬な る く り 言 かとり 姬に は殘念 なる 不 

相 應の詞 なり 是 おしむ ベ し 

四 段ノ奥 

ふとんの 內む， りゃうの あん ぞ こも. ける 

ふとんと いふより 織 もの 、文 綾と 無量と をい ひか 

なへ たる 面白し かし 是 より 前 近 松が 筆に 旣 にみ 

へ た，„^是はロまね也 

經 陀羅尼 

經は 唐の 詞 にて 佛說 の惣名 *f れ たる 事也 だらに は 

にて こゝ に は 物 い シ と なり 

魂魄 髑體 

魂 氣體魄 とて 紳は 陽に 馬して 魂な， 0 人 死す る 時 は 

天に のぼる 體は 陰に 屬 して 魄な. 0 人 死す る 時 は.^ 

にかへ る i; 微は やれ かう ベ なり 

六 极五體 

眼 耳鼻 舌 身 意 を 六 根と いふ 五體は 手と 足と を四體 

とし 首 を そ へ て 五 體と 、- ふなり 


四十 九の 餅 

二者の 七々 四十 儿 陰に 表した る もの 也 人 死して よ 

り 四十九日の 間 は 中 有に まよ ひてい まだ 生 を受る 

所 さた まらす 七日く に 生滅して いまだ 形な く虛 

i 仝に 住して 香 を 食す ， .- の 間 を 中 有 共 中陰 共 い ふと 

.»^中^!!-經にくはしくみ へ たり 

評、 ある 人 難 じて 云 四 段 目の 趣向の 內 かね 道と 助 

'と を 見ち が へ たるに つき かと，.^ 姬カ こく もんの 

くび を かねみ ちと 見ち が へし は 死く び なれば さも 

あらん 後に 助 八が 家に て與 のかね みちを 疑 ひし 所 

その 意 をえ すいはん や 嫁のお 作が 近 比まで 助 八と 

一 所に ゐ てこの たび 來 るかね みちを 助 八と 取ち が 

へし はいよ. C 有べ き 事なら す 世間に 双生 はよ く 

似る ものと はいへ 共い か 程 似た.^ 共す こし はちが 

ひの なくて はかな はすされ ば こそ 世間に よく 似た 

人 多 けれ 共 取ち が へ ると いふ 事 は 其た めしな さ 事 

也^れば 同じ まゆかうならば 實に 見物の うけとる 

うにした き 事也惣 じて もま こと の うらに て 諸 

一 人の 尤 とうけと る やうに 書で はお もしろ がらぬ 

箬也此 所い ますこし ゆかう の 未熟なる にあら す 


や、 答て 云 兄弟の よく 似て 夫婦の 間に も $ ちが ハ 

たる 事 唐に も その 例 あり 張 伯 階と いふ 人の 弟 を 仲 

階と いひし が 其 かたち 甚 よく 似て 人の 取ち が へ る 

事お ほし あるとき 弟の ちう かいが 妻う つく L く 化 

粧 して 立 出る に 兄の 伯 階が 立て ゐ たる 傍へ よ，^ ず 

失の もうか い 也と 思 ひて さいめ ごと をい ひて 手 を 

取し ゆへ 伯 階 興 を さまし 我 は 兄の 伯 階な.^ とい ひ 

ければ おどろき 恥て 立 去し が 又 伯 階が たゝ すみ ゐ 

たる を 見て 是 こそ 夫 ぞと思 ひはづ かしきた は 言 を 

いひた ると いふ 伯 階 又 我 は 兄な b 仲 階に て は あら 

すと いひければ いと 恥 かしく 思 ひて 奥 へ 入て 久し 

く 出る 事 を 得 ざ h- しと 風俗 通に み へ た.^ 是は まさ 

しく！ を か はした るふう ふさ へ か、 るた めし 有お 

作が 見ち がへ し は 尤也又 かとり 姬 がうた かひ も旣 

に 我 手に かね 道 也と 思 ひ 込し くびが あるう へ 最前 

よ b かねみ ちの 狐つ きの 體を 見て は そこつに 信せ 

られ ざ. しも こと は なるべし 難者尤 とうな づぃ 

て^り ぞく 

11^ の 榮衣は 出 沒塋の ごとく 太陽に 照され その 身 を 

失 ふ    ！ 
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是は 古語 を 取 あつめ 成語の やうに 書た る^;^^ 

たるの ひ 力 h- は ひかる かと 思 へ ば その まゝ きへ て 

ある 共な きと もさ. ためられぬ を *f ゆつ ぼつ ほ る 

の ごとしと いふ 太陽 は 日の 事 也 らんしんの えいぐ 

わ をな す はやみの 夜の くらき 間に ほたる かひ かる 

ことくな れ共德 ある 人に 出 あ ひて は 日に てらされ 

て 整の ひか. 9 のき ゆる ごとく 終に その 身 を i ち i 

すとの 意 也 

民を虐 

虐は民 をむ ごくす る 事 也 今の 俗にい ふ 人 をせ めせ 

たげ ると いふが 此 字な. 0 

諜役を かけ 

課 はお ほせる とよみて 日に 幾 8 はいくら とい ふ 員 

數 をき は め て公條 へ 役 をと る 事お ，- 

金 殿紫閣 

こ 力ね の 御殿 むらさきの 閣 にて 美 をつ くした る を 

t  J 三 體 詩に 金殿當 頭紫簡 重と い ふ 詩の 語 を R て 

用 ひたり  , 

に は 鳥 合せの 事 也閼雞 とて 奢に も あ. 9 
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御殿々 々也 禁中に は 御殿の 門に 高樓 あ. 0 て 其兩液 

を闕 たる ごとくに 門 を あくる ゆへ 掖門 とも 門， と 

もい ふそれ よ. 0 取て 御殿 を闕， i いふよ h- 

大宮人 

禁中の 人 を さしてい ふ 任が 歌に わがくにの むめ 

の はなと は 見 たれ どもお ゝみ やひと はいか ゝ いふ 

らん 

東天紅 

に はと， 9 の 時 をつ くる 聲也 文字の ごとく 東の 天く 

れなゐ な. 9 とい ふ 事に て 夜 あけ をつ ぐる 鳥の こ ゑ 

をい ふ 

て うけけ る 

と 書久を なぶる 事 也 今 も 北 國仙臺 あた. 5 の詞 

に 物 をな ぶる を寵 するとい ふこの 字 也 

秋津島 

5r 國の 異名な. 0 秋津 はもと 蜻 蛤の 事な，.^ 日本の 地 

形 あきつむ しに 似た b とて あきつしまと いふ 也 

評、 此眞 鳥全體 上出來 おさ，. \ 近 松が ゆかう に 

おとらぬ 所お ほし 双生の い， 0  くみ 始終に わた. 9 お 
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淨瑠理 評注 卷之四 

〇 國性爺 合戦 

此淨 るりの 一 體は大 g; の 末に 思宗烈 皇帝の 御子 福 

王 南京に て卽位 ありし 時 先帝の 時よ. 0 韃靼 王中阔 

へ せめ入h^北京をぉ城として又なんきん へせめ 入 

此福王 を も ほろぼさん とする に 先帝に つか へし 鄭 

之 龍と いふ 者 先帝 御 存生の 折 讒言に あ ひて やう や 

う 命 をた すかり H 本 長 崎 へ わたり それより 肥 前の 

I^TB-にて妻子をもふけしが大みんの亂ぃま：uま-づ 

ま らざ る を 聞 て 妻子 を 引ぐ しふ た ゝび大 みん へ歸 

り 一 子國性 爺と 共に W 朝の 咏方 をな して 韃と 合戰 

. す る舉を る せり 始終 こくせい やが はたらき を 第 

一 とする ゆ へ此 外題 を si^ 也 まかし 性 ■ の 字 を 性の 音 

にと な へ さする 事い ぶかし 是は 唐の 土地の 名 や 人 

の 名な ど は 唐 昔に とな ふる 1: も ある ゆ へ 作者の 狡 

蕪に て 性の 昔 を はねて 國性 爺と かな を 付たり とみ 

ゆ 松 江の 罅 を 松 江の すいきと とな へ さ せ 南京 を 商 

一 おとよ ぶ 例 也と 思 へ るなる へし 然れ共 性 は 唐 一昔に 
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て は 性な り 性に は あ らす 殊に is,: 昔 にて よぶ な ら ば 

圃性 爺の 三 字 其み な 唐 昔に して 國性ー „ ^とよぶ ベ き 

事 也 さ 共 人の 名に 限， 9 て 唐音に よ ひて „„ま もな け 

れば阔 W 爺と とな ふ る が よしと 知 る ベ し是等 はも 

し淨 るり を もて あそぶ 人々 學者 などに ふまん せら 

る、 時の 心入レ なれば！ f じ S 也 世上の かたりなら 

はし なれば かたる は 31 性 爺と かたれ 共 根 はとく と 

序 せぬ 事 也 わき まふ ベ し 

花と び 蝶お どろけ 共 人 うれへ す 水 殿 雲 別に 春 をお 

き 暁 日よ そ ほひな す 千 S: の 女 

是は 鄴宮を 詠せ し 詩の 詞 に て 陸龜 蒙が 作すな は ち 

三體 詩に 出た b 此意は 花が ちる 故 森の 盡ん とする 

を 見て 花に たは むれし 蝶 はおとろ け 共 宮中の 人 は 

うれ ひなし その 故 は 帝のお ご. 5 にて 禁中に は 水 を 

ゑが きたる 御殿 や 雲 を ゑが きたる 廊 などが 有て 其 

內 はいつ も赛 のた のしみ 有て 世間と はかくべ つに 

赛を 置.！；^ ると 也 さて 曉が たに は 千騎も あつまりし 

宫女 共が 靓 粧 て 白 櫻 桃の 下にて むらさきの 綸 

巾 をいたい きて たは ふる ゝと 也此奧 にせん だんく 

はう 女の 綠 さだめに 女官の 花 軍が ある ゆへ 其 事に 


I あて ゝ此詩 を 序文と する 也 殊に 兄み かど は^つよ 

くして 多の 宮 女に 花い くさ を させ 給 ふ事實 i にも 

有ル事 なれ はかれ これよ く相應 したる 存也 

紅唇 翠黛色 を まじ へ 

宫女 共が 口  il をよ そ ほひ 輦の鴛 を かざりて 色 を あ 

らそ ふとな 

三 夫人 九 嬢廿七 人の 世婦 八十 一 人の 女御 あ， - 

驢 記に 天子に つか ふる 宮 女の 數をま るした る 通り 

也 夫人 は 本妻 也镇 ょ，.^下はみな女官な..^嫡妻に あ 

らす 

をよ そ 一二 千の 容色 

禁中に 內家 叢と て 宫女 の あつまる 後宫 ありて ま內 

に 容色 ある 女く はん 一二 千 人 ほど ある をい ふ 也 

諸侯， 

一 國を領 する 君 をい ふ 日本の 大名と 稱 する 力 こと 

し 

二  nc 中旬に 瓜を献 する 榮花也 

唐の 王 建が 花 淸宮に 題す る 詩に 內園 分-得 溫 湯水. * 

二月 中旬 已 進，. 瓜と 賦 したる 語 を 取て いふ 瓜 は 六 

月に ならでは 熟せぬ 物なる をたい- 5 の その ゝ うち 


には溫 湯の 水 を わけ 取 て^をく たし 一 一 巾玄 ゆん 

に はすで に 瓜 をす ゝ め ま つ る と &榮耀 0 體を い ふ 

、ふ， 9 

越 羅蜀錦 

越の 國の羅 蜀の國 の 錦 いづれ も 名物な り 

侍女 阿監 

き 女. 15 おもと ひと、 よみて こしもと 也阿監 は， 3 中 

かしら 也 

11 瑚の たま 

樹は 海底に ある 樹な， ^八 十五^の 満 H に是 

を 取て 珠に みがく 也 七寳の 一 つなれば 至て 重寶す 

るに たと へ た h- 

虎の 皮 豹の 皮 

虎よ. U 獸の MX に して かたち は 猫の ごとく 大さ黄 牛 

の ごとく 黑き章 あ，.^ 爪 は 鈎の ごとく 牙 はの こぎり 

の ごとく 兩股 はなはだ 光 あ， 9 一  目より はり 力り を 

まなち 一 つの 目に て は 物 を！ li^ る その 皮 甚だ A 只と す 

豹 はめ とらと 訓 すれ 共 虎と はかくべ つ 也 毛色 は 赤 

黄に して 黑文 あ， 9 とい へ り 

南海の 火 踪布柬 海の 馬 肝 石 
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火く はん ふと は 布 也 但し 火中に 火 を 食す る 鼠 あ， 9 

其ね やみの 毛に て 織し 布 也 垢 づく時 は 火中に て燒 

ば 白くなる もし 水へ いる、 時は损 する 也ぶ かん +- 

き は 馬の 肝に 似た る 石な 

米 粟 

粟 は あわとよ め 共 日本の 稷の 事に あらす 米の いま 

だす.，^ ざる をい ふ 日本に いふ もみ ごめ な， 9 

三 皇五帝 孔孟の をし へ 

三く はう は 伏 義祌農 黄 帝 也 五 帝 は少突 顓頊帝 M£ 堯 

舜ァ. -.5 孔孟 は 孔子と 孟子 と 也 其敎は 仁義 中； J  人倫 

の 正道 也 

五常 五倫の道 

五 じ やう は 仁義 禮智 信な 五， 9 んは 君臣 父子 夫赞 

兄弟 朋友な り 其 まじ は. 5 の 道 は 親 義別序 信 也 これ 

をも五^！？と い ふ 

斷惡修 善 

惡を斷 て 善 をお さむる をい ふ 

道 もな く飽迄 くら ひ暖に 衣て  . 

孟子に 飽 まで くら ひ あた、 かにき て 逸 居して 敎な 

き は 禽獸に 近し とい ふ 語 あるに 本 づきて いふ 口に 


JMhnHH  11  ョち 八十  

は 飽迄物 をく ひ 身に は あた、 かなる 稗 物 を 着て 人 

の 道 を *^ ら ぬは禽 けだもの 同然な りと 也 

北 狄 

中國の 四方の はしぐ を ゑび すと いふ 俗の いふ 大 

いなるな. 0 たったん は 北の は づれ故 ほくて きとい 

ふ 

官 仲が 九た び 諸侯の 會も かく やらん 

周の 世の 末に 天子の 御 家お とろへ たる 故 天下の 諸 

侯 菊 命 を もち ひざる ゆ へ 齊の官 仲と いふ 人 その 君 

桓公を もり 立 て 諸侯の 伯と し 天下の 諸侯 を會 して 

圃々 をよ くお さめさせ 天子 をた つとむ やうに 下, 5^ 

したる 也 それ ゆ へ 天下の よこう 天子の 威に はお 

それね 共 栢公 やく はんち うにお それて 我 ま、 をな 

さす それ ゆへ 天下が 靜謐 な， 0 し 也 

伍子； 告が 余風 

ごしまよ が 眼 をく.^ て吳の 東門に かけし 事前に *^、 

るせ，.^余風とは其余h^のふせぃにてなごbのこり 

たる 體 也 

范 <^ が おもむき 有 

I はんれい は 越 王 勾踐の 忠臣に て 越 王 を も. 9 立て 吳 


王 を 討し めた b- 吳三 桂が 君 を まゆ ごする にたと へ 

ていふ 

萬 乘の位 

天子の くら ゐを いふ 禮 記の 王制に 天子 は 萬 乗の 國 

諸侯 は 千 乘の國 とい ひて 天子の 御領 地 は 軍車 を 萬 

乘 いたす 程 ある もの ゆへ にい ふと 也 

頭に させば 一 一月の 雪と 散 も あ h.- 

折，, 梅花-稀 レ頭 一 一月 雪滿ン 衣と い ふ 詩の 句の こゝろ 

を 取て 書. 0- 

一 家 仁 あれば 一 國仁 をお こし 一 人たん れい なれば 一 

國亂 をお こす 

大學の 語 をす ぐに 書. 5 君の 家 一 つか 仁愛の 風に な 

れは 其敎が 下へ およびて 一 國 中が 仁愛の なら はし 

とな. 9 君 一 人 か 貪欲 無道 なれば 下 も それ を 見なら 

ひて 國 中が 亂を おこす とのぎ な， 9 

五 刑の 罪 

っみに輕重ぁる故刑罰の法に五ケ條ぁる^5-五刑と 

いふ 五 刑 は墨劓 剕宫大 辟な，.^ 墨と は 科 人の 額 を 刺 

ていれ 墨 をす る をい ふ 剣 は 鼻を斷 をい ふ 彻は足 を 

斬 をい ふ 宫は男 なれ は 勢 を 割 女 なれば 幽を閉 る を 

難 波 土産 卷四 


いふ 大碎は 斬 ころす をい ふ 

宗廟の 祌 

先祖の 神靈を 祭る 處を 宗廟と いふ 宗は 源に て 先祖 

は 子孫の みなもと 也との 意な，^ 廟は 神主 を 置 殿 也 

廟は貌 也と て 先祖の 貌 にかたと るとの 義 なり 

大の 字の 金刀點 

筆法に 點の名 さまぐ あ  >り大 の 字 は 一一 ー點 にて 大の 

字の 一 文字 を 玉 案と 名つ け 左 へ ひく 點を扉 角と 名 

づけ 右 へ ひく 點を金 刀と 名 づく其 形 刀の 身に 似た 

る ゆへ な- 5 

震 翰 

天子の 御 筆 をい ふ 

かし 水 

米 を あら ふ 水 也 浙と書 也 もと 米 をた く を 炊と いふ 

ゆ へ それよ， 0, 取て こめ を坎ん とて あら ふみ づ ゆへ 

かしみ つと 訓す るな h.- 

天子の 御顔 をい ふ 天子の 德を寵 にたと ふるゆへ 也 

1^ のさび は 5^ より 出 て^をく さらし 檜 山の 火 は 檜よ 

いで 、檜 を やく 

..  11 一 百 八 1 1 1 


 雜波土 產卷四   — 

こ の 語 は 成 語 に ぁ ら す是 は 作 が 意 を も つ て 造 語 

たる もの 也 藍よ， 9 いて ゝ 藍より 靑く朱 を 研て 朱よ 

り も あかしなん とい へ る 語の 勢 ひ を 摸て あらたに 

つ ゝ& たる 詞也 さび は銹と 書る 正字な， 

印 絞 

もろこしに は 天子よ. 5 百官 迄 その 位に つきた る 印 

あ， 0 その 印 を 腰に， おふる 紐 を 絞と いふ 是は 天子の 

御 位の るし の いんじゅ 也 

たのま 緒 

いのちの 事 を 大和 詞に たまの をと いふな. 0 

綿蠻 たる 黄鳥 丘 隅に と^まる 人 10 してと  >  まる 听に 

と いまら すん ば 鳥に まかざる ベ しと，？， や 

是 はもと 詩經の 詩に て 大學に 出たり 鳥の なく 聲を 

めんばん と いふ 黄鳥 は うぐ ひすと 訓 して 毛の 黄 

なる 鳥 也 丘 隅 は 峯の樹 の は へ ふさ かりたる 所 をい 

ふ此 詩の 心 はめんばん とさ へ つ ，0と ふ 黄鳥 も 人ち 

かき 所に は 居 を やすん せす かなら す 山お くの 樹の 

生 ふさ か. 0 て 獵師の 弓矢な ともと、 かぬ 所に いた 

hs, てと いま. 0 居る と 也 然れは 人の 住 もと、 まる 

へ きょき 所に とゝ まら すん は 鳥に もお. lob  i-J る Ml 


NnMnini  三百 八十 二 

る へ し と 也 

長 沙の罪 を さけ 

漢 の 賈誼 と い ふ 賢臣讒 言 にあ ひて 朝廷 を ま. i> ぞ け 

ら れ長沙 王の 傅に K せらる いま 鄭之龍 もさん げん 

の 罪 を 避て 日本へ わた， o 居と. a 避る はよ けるな り 

砂 頭に 印 をき ざむ 鷗 

唐詩の 語な. 5 かもめが 濱邊の 砂 を 足に てかき さか 

す體を 文字 を 印に 彫き さむの 體に見 立た る 也 

給よ く氣を 吐て 樓臺 をな す 

炸給 唇み な はまく  と訓す 蚌と给 と は 常の はまく 

,.^^1 に は 二種 あり マ 種 は大蛤 也と 注して ； 名 を 

車赘 とい ふ是は 貝の 類 なれ 共樓臺 をな す ものに あ 

らす よく 氣を吐 ご樓^; をな す. i いふ 蜃は はまぐ h- 

と訓 じても 其 かたち 5^, に似て 龍の 額なる 物な.，， 本 

草 綱目に 其 かたち 她 に似て 大 なり 角 あ， c て 龍の 形 

のご.oし紅の鬣ぁ，，^ょく氣を吐てろぅたぃ城郭の 

形 をな すまさに 雨 ふらんと してみ ゆ 是を唇 樓と名 

つけ 又 海 市 共い ふと 云り 又 唐詩 訓解の 注に も S は 

蛟の 類に て氣を はき 樓臺几 物の かたちの - J としと 

い へり 然る を 近 松 は SI 蚌の はまぐりと 思 へ る は 麓 


末の いた. 9 にあら す や 又謝藥 制が 五 雑 姐に 登 州の 

海上に 整の 氣 あ，^ 時々 むすん て 樓臺 の ご とき か た 

ち をな す是を 海 市と い ふ 但し 是 海の 氣 にして S の 

氣 にあら す をよ そ 海水の 精 多く^ん では 形 をな し 

散て は 光 をな す 海中の-物 何に よらす 其氣を 得る 事 

久しければ みなよ く變幻 をな す S のみに かきる に 

あらす 共い へ. 9 日本 にても 近年 安藝の 嚴 島に 此氣 

あら はれ 所の 人み な 是を兑 たし 三 刻ば か，^ の 間 は 

その 邊 金色の ひか b さし 五色の 岩く みさな から 金 

樓玉臺 の ごとくな，.^しと也 

あさる 羽お と 

鳥の^^をもとめんためにさ へ つ る を あさると いふ 

雪 折 竹に 本來の 面目 を さと， 9 臂を 切て 祖師 西來 意の 

わ を さと， C しも  - 

初 祖に紳 光と いふ 僧來. り參 する に祖 はたい 端座し 

て 敎の詞 なければ かの^ 庭に 立け るに 大雪 ふりて 

竹 を 折れ 共 *(  b ぞ かす； 松 あくる 迄 立 居た b しか は 

初祖 あはれ みて 汝 何事 を 求ん ために か 雪中に 有 や 

と 問 給 ふに かの 惯 なみだ をな がし 帥た いね かはく 

は敎 給へ とい ふ初祖 のい はく 諸佛 無上の 妙 道 はな 


んぢ がごと き 小智 小德の 慢心 を もって 得べき にあ 

らゃ とかの |5 聞 やい なや 刀 を もって 左の ひち をき 

帥の 前に 置 て 云く 諸 佛の法 印 聞 事 を 得べ しゃ 祖 

の い はく 諸^の 法 印 は 己 か 心に あ- 9 他よりも とも 

へ けんや かの^の いはく 我心い また 安 か らす師 ね 

かはく は 我た めに 我心 を やすん せよ 祖の 云く なん 

ちか 心 を 我 前へ もちき たれ かの 僧 心 を もとむ るに 

とらへ 得べ からす 祖の いはく 今なん おがた めに 心 

を やすん せ， とかの 僧つ いに さと h- を ひらけ h-u 

* 一ぎ 蛤の あらそ ひ 

是 はもと 縫靼 よ，.^ 梅勒王 を大將 として 大明 をせ め 

しむる 時間 王李自 成と いふ 者其虛 にの つて 南京へ 

せ め 入 帝 を 害し 王位 を 奪 ふ た る 故吳ー 二 桂い そぎ 靼 

王の 陣 へ 至，^ 此たひ 力 をく は へ て 閣王を 討し め 給 

へと 願 ふに 付 だつ 王い かいせんと 評 儀 有しにば い 

ろく わう か 謀に は此度 ごさんけ いが 乞に ま 力せ^ 

勢 を や. „^ て閲 王と ごさんけ いと をた ゝか はせ 其虚 

に 乘て兩 方 をた つたん の 手に入へ しとて 此鶴姊 の 

たと へ を 引て たつ 王 を さとした る 故事 也 今 此淨る 

h.- には國 せんやが 事に もちく みたる 尤 作意 也 さて 

 n  1 一一 百 A 十三 


難 波 土庠； J^i 四   I 

此 故事の 源 は戰國 策に 出た. 0 

秦の始 皇六國 を吞ん ため 連衡の 謀 

この 時 天下に 七ケ國 あ. -秦 燕趙韓 魏齊楚 な. 5^ か 

るに 秦の 始皇 のこ， 9 六 國を攻 ほ ろぼして みな 秦へ 

あはせ 天下 を 一 つに して 皇帝の くら， Q にっき 給へ 

. ^連衡と は此 時蘇秦 とい ふ ものと 張 儀と いふ もの 

と 謀 をな して あるひ は 六國を つらねて 秦 にっか へ 

させんと しある ひ は秦を 討ん とし 又は 六國を 討ん 

とする 等の 謀 共 をな したる をい ふ 

楊貴妣 

唐の 玄宗 皇帝の てう あいし 給 ひし 女官な り 

なむき やらち よんの, つ とらや 

あみだ 如來の 根本 だらにの 詞 にのう ほ あらたん の 

うたら ゃゝ とい ふ 事 あ .5 それ を蓉 して かくい ひた 

る也是 もよ き 作意な り是 よ. .0 奥の 唐人 こと は 皆 や 

くたい もな き 事な. olo*{ るべ し 

くひの 八 千度 

いくた ひも 》/\  く ゆる をい ふ 和歌の こと はな. 9 

本卦 師の卦 にあたって 

師の卦 は 六十 四卦の 一 つに て 八卦の 坤 を上卦 とし 


^^....^^^.^   一一 一 百 八十 四  I 

坎 を下卦 としたる 卦體 な， 9 卦の 義理 は專 らいく さ 

の 事を斷 たる 卦也 

天の 時 は 地の利に しかす 地の利 は 人の 和 に^かす 

子に 出た る 語な， 9 軍 を 出す に 天の 時 をかん が へ 

歳月の 吉凶 曰 取 時と りの 吉凶 又は その 日に よ h. て 

或は 勝利 を 得 あるひ は 敗北す る 等の 方角 も ある 事 

也 然れ共 要害 堅固なる 土地の 利き 城に こもりた る 

時 は 何程よ せ 手の 勝べき 時 H にせめ よせても 勝れ 

ぬが 治定 なれば 是 天の 時 は 地の利に まかざる 也 又 

たと ひょうがいの よき 地に 陣を 取た. 0 共 士卒の 心 

和合せ すして 大將を うらむ る はいかなる 堅固なる 

城 を も 士卒が 捨て 逃る 時 は大將 一 人して まもる 事 

あた はすつ いに 打 負べ き 時は是 地の利 は 人の 和に 

およば ざるな b 

三韓 退治 

新羅 高麗 百濟 これ を 三韓と いふ 祌功 皇后さん かん 

たいちの 時と も へ にあら みさきの 立し 事： HI 本紀に 

見へ た. 9 

もろこしの 望 夫 山 

婦人 その 夫 を 虎に 喷 ころされし 者 この 山 への ぼ. 0 


虎に 似た. 9 し 石の 有し を 敵 虎と 思 ひ 矢 を はなちし 

かば 婦人の 念力に て 其 石に 矢 か 立た.^ 其 石 を 望 夫 

石と いひ 其 山 を 望 夫 5 とい ふ 

我 朝の ひれふる 山 

狹手彥 が東爽 征伐に 發 足の 時 その 妻 まつら さよ 姬 

其 別 を かなしみ この 山への ぼ，. >  て釉を ふ，^ てな け 

きしと 也 大和 詞に ひれふる と釉 ふる 事な..： > とい へ 

清 陽の 江. 一れ 猩々 のす み 所 

しんやう は隱 なき 大 江に てこ、 に は 別してせ うせ 

うお ほくす むと い へ り 

赤 壁と てむかし 東坡が 配所 ぞゃ 

赤 壁 は 三國の 軍に 魏の齊 操が 吳の間 諭に 舟 を やか 

れて敗=^^せし所也宋の蘇«をま坡と號す朝廷ょり 

つみせられて 流され 此赤 壁の もとに あそぶ 柬坡か 

赤 壁の あそび 前後に 二度に て 前 赤 壁 の 賦後赤 壁 の 

賦を つく， y て その あそびの たのしみ を 詠せ. 4 

廿四 孝の 揚 香が 孝行の 德 によって せんとの かれし 

惡 虎の 難 

此事 二十 四 孝の 傅に つまびら かに まるせ 


西 天の 獅子 王 

しゝ 一 名 を白澤 共い ふ狡猊 とい ふ も是也 かたち は 

虎に 似て 黄な.^ 銅の ごとき 頭に て鐵の ごとき 額 あ 

り 牙 は 鋸の ごとく 目の ひかりい なびかり の ごとく 

吼る聲 いかづちの ごとしよ く 虎 豹 を 食 ふ 天竺に あ 

るけ だもの 也 天お く は中國 よ，.^ 西に あ. たる ゆ へ 西 

夭と いふ 

あまの ぶち 駒 

神代の 馬な. 9 

、やぐ はん 

射官 なる ベ し 火砲 弓箭 を 射る 役 也 

ちゃぐ ちう 左衞門 

是 より 國祈を かしら 字に してよ び 名と すその 國々 

か ほ ち やら すん とん きんし &む らゃほ 

の 文字 は東墻 塞呂宋 東京 暹羅白 城 等 也 

仁 ある 君 も 用な き 臣は養 ふ 事 あた はす 慈 ある 父 も 益 

なき 子 は 愛する 事 あた はや 

古語の やうな れ共糙 なる 書に は兒 えす その 理 もち 

かく 似 たれ 共 正しき 聖賢の 意に は的當 せざる がご 

とし  ， 

夜 ま は b のどら の聲 
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どら は赶と 多く 書 共刁の 字よ し史記 通鑑等 に 出 て 

陣屋の 用心 をい ましむ る 夜 廻りが うつ 鐘 也 もと if 

i  どら 

斗と い ふを和訪にて！^-とょませ-^^此字を习とょむ 

に 付て 今の 俗 子 a 寅の とらの 字の 署 也と 思 ひて 寅 

の 字の 代りに 用 ゆる は 笑ぶべし 是 さため て かなの 

獨を見 をと したる 麓 相 もの ゝ取 ちが へ そめた るな 

る ベ し 

tl- ゆみ 

弩弓 とて 此方の 人の いふ 石 はしき の 類 也 

いしびや 

佛郞 機な.^ 

胡國は 天竺の 際に て 中國 より は甚た 遠き ゑ びす 故 

言 も中國 へ 通せ ぬ ゆ へ 不埒なる 詞を 胡說亂 道と い 

ふ 胡 亂は此 一 一字 を 切て 唐 昔に てい ひなら はした る 

もの 也 

きこら い ./I \ 'びんく はんた さつ ふおん./.^ 

此淨 るりの 唐 昔 は 前 もい ふ 通 b-譯 もな き 事 也き こ 

らい は 歸去來 の 字 を 用 ひたれ 共 是も唐 昔に て は si 

去來 なれば 合す ひんく はんた さつ ふ をん （'も 唐 


昔 を もつ て 文字 に 八 0 せな ば相應 な る 事 も 有 ベ け れ 

共す ベ て 近 松が 唐音 はみ な頓 作に て 其 か 、は， 0 な 

し 前の 所に はたらに を もお，. て 唐 昔に まぎら かし 

た. 0 又大職 冠の 唐 昔 は 唐 菜 子 ゃ膂藥 の 名に てまき 

ら かせ， 0 又 本朝 三國 志の 大王の 道行に 御いた はし 

ゃ大ゎ うはち h- くちくす い 引か へ て あほす 峠の よ 

るの 道と 書り 京都の さる 徘諧 師此 ちり-くちく すい 

の 語 を あんじ 頌 ひて 問ければ 是は 大王 夫婦の道 行 

ゆ へく ち. 0 く， r すい 引か へ てと いふかな を 上下へ 

置かへ て 用 ひた h- とこた へしと かや 又 唐 船 はなし 

今 こくせん やの 口に 唐の 木 や，^ 有 其 文句に らうが 

ときろ く ほに や ふたう にやく こん もっきんと、 い 

i きほん 

ふ 事 ぁリ是 はむかし の東國 歌に うら か齋坊 にや 豆 

腐 こんにゃく きんもつ たとい ふ を かな を 上下 へ 置 

か へ て 用 ひたる 也此 類に て埒 もな き 事 を 知る ベ し 

近年 鼎 軍談の 唐 昔 はまことの たう いんな 

足 かせ 手 かせ 

足械 は 足に うつ 械也手 械は手 頷な b 

延 平王國 性爺鄭 成功と 號し 

本 傳を按 す る に 鄭之龍 か 兒鄭 森廿歲 の 時 父と 共に 


大 明の 皇帝 隆武 爺に つか ふ 身の たけ 六尺 八寸 ちか 

らは大 象 を 取 ひしき 殊に 倭 國の產 なれば 日本の 兩 

刀 を 善つ かふ を きこしめし 恭 くも 宮中に て 元服し 

成功と 宇し 明の 朱 姓 をた まひ 常に 左右に 侍し 奉れ 

は 臣民 これ を 貴み 國性 爺と 稱す後 又延平 王と 號せ 

と 云々 

章 甫の冠 花紋の 履 

やう ほ は殷の 代の かん ふ..^ 也 花紋 ははな の紋を 

織つ けたる くつ 也 

幢の はた 幡の はた 

幢幡 共に はたに て 天子 諸侯の もたせら るゝ 道具な 

會稽 山に 越 王の ふた ゝび 出た る ごとくな， 9 

吳國を 討 ん とて 越 王旬踐 くはいけ いざんよ，^ 旗 を 

あけ 給 ふ體也 前にい ふか ことし 

父が 庭訓 

孔子の 子 伯 魚 ある 時 庭 を 通， „^ たるに 孔子 立 給 ひて 

詩と 禮とを まなぶ ベ しと 敎給 しょ h- 故事と 成て 父 

のおし へ を 庭訓と いふ 

玉 ある 淵 は 岸 やぶれす 龍す む 池 は 水 かれす 

雜波土 產卷四 


この 語 文選に み へたり 

むかし 唐士 の白樂 天と いひし 人 H 本の 智惠を はから 

んと 

此 所の 文 段 つぶさに 白樂 天の 謠に 有て 誰もよ くま 

,9 たる 事 ゆへ 是を 略す 

ji?, 子 わげ に は薩糜 ぐし 嶋田 わげ に は 唐ぐ しと 大和 も 

ろ こし 打 ませて 

此 文句う はべ は 何事 もな けれ 共 底意に ふま へ たる 

故事 有て 書 出した る也莊 子に 蝸牛の 角のう へ に國 

ニケ國 あ. 0 左の 角のう へ なる を 蠻の國 と 名 づけ 右 

の 角の 上なる を， 5^ の 国と 名 づく此 左右の 國 たが ひ 

にあら そふて 戰 ふとい へ .0 蝸牛 はかた つむ. 0 と訓 

じて 俗にい ふでん，/,.^ 虫 也 莊子は 人の 耳 をお どろ 

かす 事 を 書 上手なる ゆ へ 右のと を， 9 にい、 た h- 此 

語の 心 を ふまへ て 中む かしの 毎 句 付の 笠に かしら 

の 上に 國ニ ケ國 とい ふ 題 あ h- し を加賀 笠の 下に さ 

したる さつ ま 櫛と いふ 句 をつ けて 勝 句と な，.^. 世上 

の 人の 語，^ 草と なる 此の 道行の 出 の 文句 又 是をゃ 

つした る 也 唐子 わげ に は和國 のさ つまぐし 和國の 

嶋 田に はもろ >  J しの 唐ぐ しと やまと もろ こし 打 ま 

三百 八十 七 
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せて とい ひかけ て せんだん 女と 小む つと 打 まじり 

ての たびだち を こと はる 也 

枕 をた ゝ む 夢た ゝ む 千里 を 胸に た ゝ みこむ 

船中な どに 用 ゆ る懷 中の た、 みま くらよ. の 

枕をふまへ て夢た、むとぃひ飛張,^5が縮地の杖の 

意 を ふま へ て 千里 をむ ねに たゝ みこむ とい ふ 殊に 

二人が 渡海の はるけ さ 千里 あなたへ 着く 意 を 胸に 

たゝ みたく はふる の 情に よせて いふ 

我 は 古鄉を 出る § は 古 鄕へ歸 るた び 

此句 情の い はやして 情 そ の 巾に - .- もる 尤詩 などに 

この 格 多き 事 也 小む つ は 古鄕を 出る 旅 なれば 古鄕 

を はなる ゝ 物う さいか 計， 0 ぞ やそれ にくらべ てよ 

せんだん 女 は 古 鄕へ歸 ，0 給 ふ 旅 なれ は 旅のう さに 

も 便 ありと 小む つがせん だんに よへ 力 をつ けて い 

さむる 體也 それ ゆへ 此 下の 文句に 小む つがい さめ 

ちからに てと い へ り 

ふた はに 見せて せんだん 女 

古鄕を 出る， i 歸る. i の 一 一端とう けて 又 せんだんの 

二葉と いふに いひ かけた. 9 

親と 妻と を 持し 身 は 何 かな げきは 有 明の 月 さ へ 同じ 


月 なれ どな ふ 二人 見 馴し閨 の 月 

小む つが 身の上に て 小む つが 情 をのぶ る 也：；； J を 見 

て 夫婦ね やにて ながめし 思 ひ をのぶ る尤 さも ある 

べし 

なご.^ 數々 大 村の 

是ょ .0 

ぬれて か はかぬ 旅 衣 ， 

とい ふ 迄の 文句 其 心 はよ く 聞え て 注に 及ばす た J. 

文句の すら. （として 何共な ふ おもしろく 筆に う 

る ほひの ある 事よ く. （氣 をつ けて みるべ し是ら 

力 筆 さきにう まみ の 有と い ふなら i= - 

二 千里の 外 故人の 心 

白樂 天が；！； の 詩 也 三 五 夜中 新月 色と いふの 對 句な 

.0 月 をな かめて 一 一千 里の 外に 別れ ある 所の 故人の 

心 も さぞ や 此月を 見て 我 を また ふらんと な. 5 

うな V* ら 

濱 海の 一 一字 を あ をうな ばら と よむ 也 

鬼界 十一 一の 嶋 

きかい はさつ まの いわう が嶋也 それよ h.- 目 通，， 4> に 

打つ いきて 十二の 嶋 あ，， ^となん 云り 此 5^ の嶋々 み 


な 今に 有 i 嶋共也 

あれ はいに しへ 天照祌 の住士 口の 明 神に 笛 ふかせ 舞曲 

を 奏し 二 神の あそび 給 ひし 所と て 二 砷嶋共 申す 也 

そ さ の おの 翁 暴惡な h- しかば 天照祌 いか b 給 ひ て 

天 盤 戶へ引 こもり 給 ひし かば 天下 常 暗と なりたる 

ゆへ 住 吉の明 神 を はじめ 八 百 萬 神 かぐら を 奏し 給 

ひし かば それより 山お 戶を ひらき 給 ふ 愛の すみよし 

の ふえふき 給 ふは此 故事 也 又 ニ祌嶋 にて ふたが み 

のあそび 給 ひし は 余の 事 なれ 共 かくら をい ふ 故 住 

吉の明 神 を 引て 立た る 也 ニ神嶋 はふた がみ *^ まと 

て 今に 有と なん 

敷嶋の はや 秋 津洲の 地 を はなれ 

敷嶋も あきつす も ：《 本の 別名な b 

あまの 鳥 舟 岩 舟の 

た V 舟の 事 をい ふ 歌- 一とば なり 

すんか ラ 

ま. た 秋風に 11 つる 松 江の 湊  そん I ん 

古來 すん がう とよみ 求れ 北 ハ廣昔 は 松 江に てす. き 

の名處 な.^ 日本 にても 出 雲の 松 江 は 鱸の 名所に て 

まだ あき 風に す. 5- きつる 也な どい へ る 古歌 あ b 其 

古歌 を 取て - .- 、の 文句の い ゝ かけに 用 ひた， 5 


,.  HJ- 

陶朱公 

越の 范截官 を 去 て 後陶东 と 名の，^ 大に 富 をえ た 

宫 前の 楊柳 寺 前の 花 

三體 詩に 出た る 詩の 句に て 其 こゝろ はき こへ たる 

ごとし 

ご，ん よし-; - く 1 >  や 

Jits  ノ  is 車 

天子の 御 車 をらん よと いふ 跡に つ V くくる ま を ま 

よく まやと い ふ 也 

谷の ましら 

ましら は 猿の 事 也 

かたに かし 

肩に 駕と いふ 事 也 

さいく はいの 山路に 

崔 鬼と 書 也 山の け はしき 體也詩 經に有 

手談の わざ 

前にみ へた b 

斧の 柄 もお のづ からと ゃ朽ぬ ベ し 

列 仙 傳に此 事 あ..^ 仙人の を 打 を 見る 內に 年月 移 

,9 て 手に つ きゐた るお の \ えくさ h- た， 0 とな b 
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ih- の そら 昔 はは か る 共 

孟嘗 君と いふ 人 秦に囚 られし 時 ひそかに 秦を 夜の 

內に ぬけ 出た.^ しが 追手の か、 らん 事 をお それ 道 

をい そぎし が 函谷關 とい ふ 關所を ひらか さりし 

にもう まやう くんに また かひし 者に 鶴の なくね を 

よく 似す る 人 あ， 0 鶴の まね をせ しかば 其 邊の鷄 み 

ななき し 程に 關守 やかて 明ケ た.^ とて 關所を あ 

けて 通しけ るとの 故事な り 

驄 山の ふもと 

h- さんと いふ ふもとに 花 淸宮， i い ふ 御殿 あり 

楊 贵妣の 御廟 所 大眞殿 

唐の * 宗 皇帝の 十八番 目の 御子に 毒 王と いふ あ 

楊责妣 はもと 此壽 王の 妣な. 0 しが 美事す ぐ れた. 0 

しかば 壽王 へ は 別に 妣を あた へ やうき ひ をば 玄宗 

寵愛し 給 ふすな はち 楊 玄琰が むすめに てお さな 名 

を大眞 とい ふ i 妣は 女官の 名也梭 に安祿 山と いふ 

もの 亂をぉ - J せし 故玄宗 は贵批 ともろ ii 、二 /  - - 

げ給ふ 其み ち 馬 鬼と いふ 所に て 軍兵が 貴妣を 殺 し 

たる 故 その後 玄宗 した ひかな しみて 臨邓の 方士に 

勅して 賣妣の 魂の あり 所 を もとめ 給 ふに 蓬萊. 
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いた， 0 て大具 殿と いふ 額の か ゝ.. ^し 所へ ゆきいた 

b 楊责妣 にあ ひしと ぞ 

楚 人の ー炬に 焦土と なんぬ 咸陽宮 共い っゝ べし 

是 は杜牧 之が 作， 0 たる 阿房 宮の 賦の詞 な，， ^秦 の始 

臬 が お ご . ^をき はめて 花 魔に 立た る 咸陽宮 なれ 共 

楚の項 羽が 一 戰に ほろぼされ 項羽楚 人に やかせし 

力ば さし もび ゝ しき 宮殿 共 も 一 つの 炬 にやき つく 

されて 焦土と な. .9 たると 也 

目擊 一瞬 

目搫 はまた ゝき也 一 瞬 は 一 たび 目 を ひらきて 閉る 

間 をい ふ 故に まち かく 見る を ももく げきす と い ふ 

福壽海 無量 

法 華 經普門 品の 語 也 福と 壽 との 德を 得る 事 海の 量 

.V;:- き 力 ことしと 也  . 

鵲 のれた せる 橋 

前にみ へ た， 

くめ の 岩 はし 

大 の 國大秦 山 を かづら きとい ふ此听 にくめの 山 in 

はしと いふ 名所 あ， 0 

泰山 を 挾んで 北海 を こ ゆる 事 は あた はす 


是は 孟子が 梁の 惠王 へ 敎給ふ 語な b 此心は 魯國の 

，山の やうなる 山 を 膝の 下に はさみて 北海の ごと 

き大 なる 海 を 飛 こ § る 事 は 何程した き 事と ねが ひ 

て も かな はぬ 事 也 君の 位 ある 人が 民 をお さめて 王 

となる 事は此 類に あらす 君の 心に 爲 とさ へ 願 ひ 給 

へ はなる 事 なれ 共 君の 心に その 事 を爲給 はざる ゆ 

御 幸 

天子の 御行 を 御幸と いふ 但行給 ふ 前々 にて たまも 

の ある ゆ へ 民み な 幸と する のこ、 ろ ある ゆ 〈なり 

鳩 毒 

とい ふ 鳥 は 甚だ 毒 あ，^ 此鳥 もし 水に 影 をう つせ 

ば 其 所の 鱗 こと く 死す と 言 是 によって 唐に 

て は 酒 又は 食物 に 此毒を 入れて 毒 餅す るの 術 あ，^ - 

又 井の 傍に 桐 を 植るも 桐 は 鳳凰の すむ 樹 にして ほ 

うわう は 諸 鳥の 長なる 程に この 樹を 見ても し 鳳 厘 

や： E ベ き，， o|| 鳥 も 恐れて よ， 9 つかざる 時 は 水に そ 

の 影のう つる 氣づ かひな きがため 也と かや 

評、 右圃性 爺合點 五段の 趣向 外にい、 ぶんな し 只 

一 っ老 一 官が 甘^ か 城 へ ゆき し 時かん きが 妻の 

難 波 土 產卷四  1 


金祥 女が やぐらの うへ にて 一 官 がすが た繪を H か 

けにう つして よく 見合す る 所理の くら き 書 やう 也 

一 官は 城外に たゝ すみきん まやう 女 は 櫓の 上に 居 

その 間遠き ゆへ 鏡に うつして 引合す との 心 是は畫 

なら si さも 有べ し e: はもと； u の 光 をう けて ひかる 

ものなれば^^に い，， =-大 陽 地に *r つみて は 光が 本 

影 也 それに 復か いみ をう つした h- とて 照す ベ き理 

なし 是は さだめて 古人の 云る 書 をよ むに 雪 を あつ 

め螢を あつめし 格と 思 はる ベ けれ 共 それ は 目の前 

にて 目に さし 當て みるなる ベ しそれ さ へ f へ き 

事なら すいはん や 數十間 をへ.  たて ゝ その 影 あきら 

かに 鎮 に- フ つるべき や 何として 直に は 見られぬ ぞ 

此段 はなはだ いふかし /1 ) 

〇 刈萱 桑門 筑紫轔 

此淨る b 全體 がかる かやの 事 を 取組た る故此 外題 

也 かる かやの 事 はむかし よ 說經 又は ぶんやの 淨 

る， 0 其 外 かぶきに も 多く 仕來る 事に て 今 さら 語に 

も 及ばす 次に 此げ" たいの の 裸 字 をい へ づ. i  、訓す 

る 事た しかなる 出 所 あ， 9 やお ぼっかな し惣 じて 外 

ninnnnnunmnnp,  三百 九十 ，一 
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題 は 三 字 五 字 七 字 等の 奇の數 を もち § る 事 俗の か 

婆の 業よ. 9 出て かなら す 字 わ h- を 偶に はせ 3 事 有 

ふれた る 例なる 故字 數を奇 にかな へんた めの 無理 

訓と 聞へ た，^ 尤 狂言 綺 語と はい へど 近 比 わが ま、 

なるよし 評する 人 も すくなから すいか さま 文字の 

形 を 分て みれば 家の 土 產に榮 もの を 車に つみて 歸 

る の 心を會 意し て 此字を 製し か くよ ませた るに や 

此 やうな 事が 格に なりな ば佥ー i| に 遣と いふ 字を大 

臣 とよ ま せ 紫 帽子 を 冠 にして 爺と い ふ 字 を變童 共 

よませる, _2>- つ-  >  な ，00.-/、  ■/ し 

大道す たれて 仁義お こ. 0 國家 みだれて 忠臣 を あら は 

す 此語を もってかん がみれば 道に もまた 誠の 本 あ， ft- 

其 まことの みなもと を 尊れば 戀慕 愛執に く はなし 

と 進 芦原の 陰 祌陽神 さ ぐ り 給 ひし 天 の 逆 鉢 

この 序の"？ f 木に 竹 をつ ぐと やら 前後の 語つ 5- き は 

な はだ 不都合 也 まつ 大道す たれて 仁義 あ. り國 家み 

だれて 忠臣 を あら はす， i は 老子 經に 出て 老子が 道 

と す る 所の 虚無 自然 の 眼 よ ..^  if: 人 の 仁義忠 孝を打 

や ふ， 0 たる 詞也 この 語 をう けて 道に も 又 誠の もと 

あ ると は 何事 ぞゃ *<、 か も戀慕 愛執 を 道の もと ゝぃ 


MnHNHNNnnnnnll  三！ 0 九十 二  —   

ふ 事い かに 狂言 なれば とて 余，^ にった なき 書 やう 

ならす や 勿論 男女の まじ は. 0 よ，^ 父子 兄弟 等と 人 

倫の ひろまる 事 は 諸 書に 多き 事 なれば その 心 をい 

はんとな らば 聖書に も あれ 神 書に も あれ 此 所へ 引 

ベ き 語 幾 等 も あ る 事なる を かくの ご とく 妄言 を 書 

ならべ て 一 部の 發端 とする 事 作者の 恥 也 さて 豐声 

原 は U 本の 別名に て 伊弊諾 a:^ 冊" 一 ー祌 あまの さ 

かほ こ を もってさぐ 0 給 ひ 此國が はし ま， C- しとい 

ふ 事 は 子供 も 4ty 、つたる 事 なれ ばくはし，、 まるす に 

およばす 

世々 の ひっき  . 

肺の 字に て 天子の 御 くら， Q をい ふ 

君子 國 

H 本の 別名な，^: « 本 は 禮義た いしき 國 なる ゆへ 稱 

美して いふと な.^ 三才 圖會に は H 本の 外に 別に 君 一 

子國 とい ふ國 あれ 共 CI 本の 事 を くんし こくと 稱す 

る 事 昔よ. 0 ふるき 事 なれば まつ は：：； 本の 別名と す 

ベ し 

踏 服の 節會 

正月 十六 日に 內 裏にお こな はる、 節會 なり 


との ゐも h- 

XI い へ御番 にあが ，0, て 守護す る をい ふ 

いなに. は あらぬ いな 船 

古今な どに 上 河に よめる 歌の 評 也 出 羽の 國の名 

所 もがみ 川 は 川 水 ことの 外 はやくして 船 を 引の ぼ 

すに ふねの かしらの ふる 態が 人の 物 を 否と いひて 

かぶ. i> を ふる に 似た る 故 かくい ひかくる と 也 

公 卿 

內 大臣 右大臣 左大臣 を 三 公と いふ 又 内大臣 を のぞ 

きて 太 政 大臣 をく は へ て も 三 公と いふ その 內に * た 

、 じ やうで いじ，， ま 常にな き官 なれば まづ は內大 

臣と 左右の 大臣 を 一一 一公と いふ さ て 三位 以上 を 卿と 

いふ 故に 三 公と 三位 以上と を 公卿と いふ 也 

比翼の 友 羽が ひ 

山海 經に いはく 常 晋山に 鳥 あ， 9 て 翼 も 一 つ 目 も 一 

つゆへ 一 一 鳥 相なら びて 飛 その 名 を 鶴と いふと 又 示 

雅 にも 南方に 鳥 あ b 比 ざれば 飛 やといへ ^皆 ひよ 

くの 鳥の 事な り 

香染 の架缕 

絳 色に 染 たるけ さ をい ふ 

I  難 波 土 產 卷， i I 


おどろの 髮 

荆 いばらの 事 也い ばらの ことく 亂た るかみ とい 

ふ 心 也 

叙 0 

叙の 字 は 深 明 也と 注して 智の 至て ふかき 事 也書經 

に は 叙は鎏 をな す 共い へ り されば 時の 天子 を あが 

めて 聖主 など、 申す 故 天子の 事に ほめ 奉 h- て 叙の 

字 をつ くる 也 

常陸帶 

ひたちの 國 かしま 明 神の 祭の 日 女に 思 ひかけ たる 

男の あまた ある を 布 のおび に 其 名 を 書付 て 刺 前 に 

お +:> ば 其 多き 中に すべ き 男の 名 書た る はおの づと 

ひるが へ る を 禰宜が 取て とら すれば それ を 聞て 男 

かこちて 終に 、たしく なるとい へ b それ ゆ へ いも 

せの 緣 むすびの 事に 引て いふな. 9 

大悲 のおち から 

大日 經に 大慈大悲， i い へ ，9 沸 菩薩の 衆生 を あはれ 

む をい ふ 

念 彼の 段 

覜昔經 の谒に 念 彼觀昔 力と いふ 事 多く 有 その 所 を 
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俗にね びの 段と いふ 

雲 雷く せいでん 

念 彼の 段の 文 也 もし 雲お こ h.. 雷な 電 はげしき 時 

彼觀 音の 力 を 念 せ は 時に 應じ て 消散す る 事 を 得ん 

との - 1 、ろ 也 

胎余： 兩 部の 峰 

眞言 家に 佛體を 陰陽に わ かちて 陽 を 金剛 界 とし 陰 

を 胎藏界 とし 是を兩 部と いふ それより 取て 大峰か 

づら きの 山上 をたい こん， 0 やうぶ のみね とい ふ.^ 

幕 下 

大將の 旗下 をば つかと いふ 大將 の陣 所に 幕 を 打た 

る 其 幕の 下と いふ 事 也され ば 其 手下に つく をば つ 

力に つくと 、"ふ、 16 .0 

大主谷 神の 咒 

幻術な ど を つかさどる 神に て 其 本尊の 咒な. 0 

雲井の かほ.^ 蘭 奢の 乘 もの 

こゝ のらん じ や は 蘭 藤なる ベ し 句 ふ 乗物との  >  ひ 也 

又 蘭 奢 は 南都 東大寺に ある 奇 楠の 名 也む かしょ， 0 

東大寺に 傳 はる 寶物也 それにつ き 世俗の ものがた 

りに 寺 を 東大寺と なづ く る 事 此蘭奢 待， 0 いふ 奇楠 
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ある 故 也 其 故 は 蘭の 字の 中に て 東の 字 を 取. 0 奢の 

字の 上に て 大の字 を 取， 0 待の 字の 旁に て 寺の 字 を 

取て 東大寺と いふと 也此說 久し、 云った ふる 事な 

れ共 蘭の 字の 中 は 東に は あらす 柬の字 なれ はいぶ 

かしき 事 也 さて 此 序に 伽羅の 事 をも辨 すべし 世俗 

に奇 楠と 伽羅と よぶ 事 漢語の やうに 覺 へ たれ 共 伽 

羅 はもと 梵語 也 漢語に なを すれば 黑と いふ 事也佛 

法に 大黑の 眞言 を 摩 伽羅と いふ 是 すな はち 漢に 

て は大黑 とい ふ義 也翻譯 名義 集に 摩：^ 此 には大 と 

レふ仂 羅こゝ には黑 とい ふと 云， 0 然れ 1し i! 

黑と いふべき を その ま、 梵語 を もち ひて ； 1 羅と い 

ふなる へし さるに よって 伽羅と いふ 字義 を 穿懇し 

ては奇 楠の 名と する 事其義 知が たし 是に 付て 薰物 

の 方を黑 方と いふ も 伽羅の 方 也との 意なる ベ し是 

等 は 世間に 多く  ら ざる 事 ゆへ 序ながら 書付ぬ 

た そかれ 

黄昏と 書く 暮 方の 事 也 

男 山の むかし を尋 るに 豊前 の國 宇佐の 郡よ. 0 勸請 

男 山と は 八幡 山の 事 也 元來ぶ せんの 國 うさの こ ほ 

りひし かたの 山に 廣幡 八な がれ あら はれて 八幡 大 


神宮と あ を がれ 給 ふ を 其のち 神龜四 年に 今の 山 域 

のおと こ 山に うつし 勸 請し 舉 とな. 5 

锇 死 

餓の 字に 餓 のかな を 付て 餓死と かたる は 何故 ぞゃ 

大 かたう へ 死 を がっしと 覺 たるな らん 鄙々 

大行は 細謹 を か 7 みす 

戰國 策に 出た る 語 也 天下な と を 取ん と のぞむ やう 

なる 大事 をお こな ふ もの は璣 細なる 事に は 目 を か 

けぬ もの 也との こ、 ろな. 

外面 似 菩薩 內心如 夜 

阿や： に 女人 地獄 使 能 斷，， 佛 稀，、 外面 似，， 菩薩- 內心 

如ーー^^；^ーとぃ へ るを截 ていふ 也 

まよ ふが 故に 三界の 火宅 

佛法 5 さと. 0 の 意 をのべ て 迷 故 三界 城 悟 故 十 方 空 

本來 無，， 東西， 何處 有，， 南北， とい ふ偈 あ.^ 此心を ふ 

ま へ て 書た る 也 三界の 事 火宅の 事 は 前に 注せ.^ 

輪廻の きつな 

恩愛に ほ. たさる ゝ もの は 三界 を はなる 、事 あた は 

す の 輪の めぐる ごとくに 生れ か は，^ くて 三界 

の 間 をう ろた § る是 を， 5 ん ゑの きづな とい ふ 也 


無明の さと. 0 

無明 は 煩 惱の事 也 無明の 暗と いふ は あれ 共 無明の 

さと hN と はめ づ らしき 詞也 無明 を 悟で 破る のこ、 

ろに て 書た るに や 

妻子 珍 寶不隨 者 

經に 妻子 珍寶及 王位 臨 二 命 終 時- 不 ，隨 者と い へ る 

をき， CV て 用る 也 

愛別離苦 

前に 出た， 9 

評 、此 段の 本妻と 妾と が 碁盤の 枕のう へ 二 疋の蛇 

の 咬 ノめふ 趣向 はもと 藤澤の 一 遍 上人の 俗の 時の 事 

也く はしく 愛に るすべ き 事 なれ 共 北 條九代 記に 

も あ， 9 又は 近年 出た る 小栗實 記と いふ 軍書に も 遊 

行の 由來を 書た る 所に く はしく あ. 9 作者 大 かた 小 

栗 の 中よ h- 得られた る 思 ひつ きな らん 

富で 奢ら や 貧して むさぼらぬ は 未 可な. 9 富责 にして 

禮をま 貧して たのしめと 弟子に まめせ し 孔子の 詞 

此語は 論語に 出て 孔子の 弟子に 子 貢と いふ 人 問 か 

けられし を 孔子 の^めし 給 ふ 詞也其 心 は 文面に て 

よく 聞え た， o- 
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鎬 矢 

矢玄， 9 に煉 もの 、丸き を 付た る 矢 也 

一 天の 主と なる 某 十二 人 迄 女房 持ても くるしから す 

天子の 妣は 十二 人 を さだめて 一 年の 十二 ヶ月に か 

たどると白虎通に出た.，^日本の天子にも女官は典 

侍 四 人お 下 四 人 內侍四 人 合せて 十二 人 ありこれ を 

局と いふ 俗 多/、 取ち が へ て 十二の 后と いふ 后 は 天 

子の 妻 也 一 人に 限る 局 は 官女に て官 なり 

もろこし 臨 滑の 會に 善 を もって 资 とすと 伍子 胥 がい 

ひし 

,9 ん とうは 秦の 哀公 天下の 諸侯 を會 せられし 所の 

名 也 この 會闘 寶の會 な， 0 しが 楚に はいか 成 資かぁ 

ると 問し 時 伍子 胥 こた へ て 我 國には 金銀 珠玉の 寳 

を もって は资 とせす 惟 善人 を もつ てた からと すと 

答た.^ 伍子 胥 この 時 楚の靈 王に またが ひて 臨 種に 

ゆき 此會 の明輔 たり 

ついに 妹 ^ の 道 まらす 

本朝の 祌 代に 鹡鴻 ありて その 尾 をび くめ かせる を 

伊弊諾 いざなみの 二 砷見給 ひて 是 になら ひて 其 腰 

をび くめ かし 給 ふよ， 5 娘 娴の道 ひろま. 0 長く いも 
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せの 道 をった ふされば せきれい を戀 おしへ 鳥と い 

ふも此 故事 也と かや 

智仁勇 

此 三つ 人道の 大 德也智 はちえ 也 仁 は 天より- フ けた 

る 本性の 德 な，. >  勇 はす、 みてい さみ ある 也 人に 此 

三つが そな はらねば 道德 にいたら れ ぬ也智 はた， i 

へ ば 行 所の 道す じ を 目 を もって 見 わくる がごと し 

仁 はたと へ ば 行 ベ き 道す じ を 足 にて あゆむ が こと 

し はたと へ ば 行 ベ き 所 へ ゆ き 着 へ しと いさみす 

すむ がごと し 故に 此 三つ を 天下の 達德 共い ふ 也 

もろこしに は卞 和が たま 我 朝の 驪 龍の たま 

荆の國 に ベ ん くわと いふ 人ぁリ 山よ.^ rti,- を！ f 得て 

是を荆 王に 奉る 荆王 かの あらたま を 玉 尹と いふ 目 

利に 相せ しめ 給 ふに 是石 なりと いふ 荆王 へんく わ 

が 上 を あざむく と 怒 て 左の 足を圳 せらる 其の ち荆 

王 死し 給 ひその 子武 王く らゐ にっき 給 ひし かばへ 

ん くわ ふた ゝび是 を 献す玉 尹 又 見て 石 也と いふ 故 

武王 もい かりて 右の 足 を きらせら る 其 後武王 死し 

給 ひて 共 王く らゐ にっき 給 ふ 時 へんく ゎは荆 山に 

引 こも. かの あらたま を か 、 へ て^ねた る を荆王 


めし 出し 給 ひかの あらたま をみ が、 せ 給 へ ば 至極 

の 名 玉- - て 有しと 也 さて ー驗寵 のた まと いふ も 唐の 

事 也 こ、 に 我 朝と いひし は 心得 ゃ是も 又め つ ば う 

に 書た る ものなる べし 

張 華が 博物 志 

はくぶつし は 書物の 名に てち やうく わと いふ 人の 

乍なる ゆ へ ちゃうく わが はくぶつ しとい ふ 也 

萬 劫 

劫 は 数の 名也佛 書に お ほくい ふ 事に て 一 きとい ふ 

も はなはだ 久しき 事 也 四十 里 四方の 岩 ある を夭ス 

が 三千 年に一度 づ、 あまくだ，.^ て 羽衣に て 一遍 づ 

つな づる になで つくした る を 一 劫と いふ 共い ひ 又 

四十 里 四方の 藏に 粟の みの b たる を 三千 年に 一 度 

づゝ 天人が きた， 5 て 一粒つ ゝ是を 取に 其 取つ くし 

たる 時 を 一 劫と いふ 共い へ 

女 之 助の 趣向 尤 おもえろ しと はい へ 共 仕組の すじ 

入く まぬ 故 か 一 つくさき がみへ て 氣の毒 それ ゆ 

へ 素人目に は感 すれ 共 推 はの みこまぬ 所 多し さて 

せ宫の 摩俗說 にい ひふら す 事な れ共糙 なる 據を見 

ざり しか 先年 長 崎の 人に ちなみて 熙々 子と いふ 南 

難る li^,^ 


ュ 0; 人の 傳授の 書 也と いふ をみ るに 藥方も 多くの せ 

たる 中に 女の ほれる 藥 とて 此事を 書り その 方守宫 

の 雌と 雄と を 取り 生ながら 竹の 筒へ 入 但し 竹の 筒 

に 節 を 一 つ こめ 雌と 雄と を 節 をへ だて ゝ入 おけば 

一 夜のう ちに かの ふし を 咬 やぶ. 0 てニ疋 がつ るむ 

を 直に |s ビ なし 是を煉 る 汁に は 〇〇〇o〇o〇〇 


〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ほれさ せんと 想 ふ 人に ま 

らせ すして 是を つくれば 其 人た ちまち 心 ほれ，.^ 

として 其つ けたる 人を戀 また ふとい へ b 今按 する 

に 唐人. J. 日本よ.^ 僞， 9 お ほき ものに てかゝる得*^ 

れも なき 事 をい ゝた るな らん^ かも 〇〇〇〇〇 と 

いふ ごとき 取 得られぬ もの を藥. M にく は へ たる は 

1 の はげさる 前置なる ベ し 

それ を 力の のぶ 草 

のぶ 草 は 歌に 多くよ みて 忍ぶ 事に いひ かくる 也 

人家の 軒に つるし のぶとい ふくさな， 9 

愛 はや もめの かた を 波 

じて 波に はめな みおな みあ， 0 て 女波 は 多く 打て 

その 間にお なみが うつ ものなる に紀州 和歌の 浦 は 

111^ I 1ー1 百. 
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めなみ はうた すして 男 波の み，, ； J つゆ へ かた をな み 

とい ふ 也 山 邊の赤 人の 歌に わかの うらに しほみ ち 

くれば かた を なみあしべ を さして 田 露な きわたる 

娌 犯の 病 

犯の 字 誤， -也姪 奔と書 ベ し 娃亂と いふに 同じ 

ひなの 者 

鄙 はいな かの 事 也 

屠處の あゆみ 

譬 如-一 屠所 羊， 步々 近， 死と いふ 語 ありて 羊が 屠に 

ゆく 時 は 一 足 づゝに 死に 近し とな， 0 

陰德 あれば 陽報 あ. ，0 

陰 はかげに て 陽 は ひなたの 事 也 人の 目に か ゝらぬ 

陰に ての 德を 陰徳と いふ 又 人の 目に み へたる 報の 

ある を 陽報と いふ 陰に て德 をつ む 人 はかなら す 目 

にみ へ たる 善 報 を 得る と也楚 の叔敎 とい ふ 人い と 

けなき 時 出て あそび 兩 頭の 蛇 を 見る たちまち 殺し 

て是を うづみ 歸て泣 母 その ゆへ を 問 ふに 答て 云く 

我き く兩 頭の へ び を 見る もの はかなら す 死す とさ 

きに これ をみ る ゆへ^ をす て、 死 せん 事 をお そる 

I といへ ひ 母の いはく 蛇 今 いづく にか 有い はく 他人 
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のヌ 見ん 事 をお それて 殺して これ を うづむ と 母の 

いはく 我き く陰德 ある 者 は 天 かなら すむ く ふに 輻 

を もってすと 汝 かなら す 死せ じと い へ b 果して^ 

事に 成長し 後に 相と なりし とか や 

浮 木の 龜の對 面 

佛 書に 多く ある 事 也 盲龜 とて 目の肓 たる 龜 大海の 

底に あ， 0 て 千年に 一 度 海上へ うかみ 出づ 夕： かるに 

此 かめ 甲 は ひゆれ 共 腹 はなはだ 熟す もし 赤 旅 擅と 

い ふ 木 をえ て 其 身に 添れば 熟 を さ ます 藥と な る そ 

れ故龜 の 心に 赤 せんたんの 浮 木に 乘て腹 を ひやし 

甲 を H" に ほして あた、 めばやと 思へ 共 目 はみ へす 

あまつ さ へ 千年にたい 一 度う かみ 又 *y 、や； せんだ 

んが 浮て ながる、 に 出 あ ふ 事. まれ 成 事 なれば あ ふ 

事の 希なる たと へ と はするな， 5 

き fe んに うむ い  一 

奇恩 入無爲 

奇の字 あやま， 0 也棄恩 入無爲 とて 出家す る 人 は 恩 

愛を棄 て 無爲の 荅提に 入との 心 也 かる を 奇の字 

にて は 通せす 今の 作者の 義も らす書 ちらす めつ 

ぼうかい これらの 所に て 見るべし 

今此 三界 悉是 吾子 


法 華經の 文に て 今 この 三界の 衆生 は みなこれ わか 

子 也との 意 也 

評、 高野山の 案內 作者 はま "られ ぬに や 文句に 間違 

あり， はじめ 石 動 丸が 登， 0 し 坂 は 不動 坂よ， 0 のぼ， 5 

た..^ それ 故 刈 菅の詞 に來た 道す じ は 難所に て 草 臥 

足に はかな ふま じこ ちらへ ゆけば 花 坂と て 平地 も 

同然と い へり さて 次の 文句に 息 を はか， 9 に 玉 やの 

與次みだぃ所をぉぃ舉..^女人堂迄來りしかと有て 

又 其 次の 文句に 石 動 丸 はかち はだし かくと みるよ 

.ir はし， 0 つき ノウ 情ない 母樣 とい へり 是大 なる 間 

ちがい 也 其 故 は 大師の 廟の 前よ， 9 花 坂の 方へ ゆけ 

ば 大門と いふ 門 有て 女人 堂 はなし 但し 女人 は 大門 

より 内へ は 入 事 かな はぬ 也 右の通り § へ 花 坂へ ゆ 

けば 女人 堂 へ は 行 あはす 花 坂と 女人 堂と は 大に方 

角た がふ 也い かさま 近年の 作に はふ ぎんみなる 事 

すくな からすち か 比 ある 人の 物が た. 9 に 今の 淨る 

ひ は 束 西と なくた はい もな き 事が ちなる を 似つ - J 

らしく 語な して 見物 を まねかる 、はいか さま 日本 

一 人の 名 太夫なる べしと いひし も 思 ひ 合すれば 過 

論なら すその 一 理は ある 事なる べし 
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四 TH 


淨瑠堙 評注 卷之五 

〇 蘆 屋道滿 大內鑑 

此じ やうる b みな 廣屋の だう まんが 事 を 主意に し 

て 書た る 故 蘆 屋道満 の 四 字 を 置 也 あし 屋は 氏な り 

道满は 名也大 內は內 裏の 事 也 鑑とは 唐の 代の 詞に 

古 を もって 鑑 とすれば 興替 を 知 b 人 を もつ て鑑と 

すれば 得失 を 知る とい ふ 事 .lE^ 観 政耍. とい ふ 書に み 

へ た h.- それよ， 9 して 物 をかん が へみる を 鑑と名 付 

る 事 多し 是 もかん が へ みるの 心に て 大內鑑 と 外題 

す此淨 るりげ だい 評判 はす ぐれ ざ， 0 しが 與勘 平と 

い ふ 名 趣向よ.. >  して淨 るり は 近年の 大 あたり 世上 

序に かくれな き 事 也 

〇 風に さけぶ 靑嶂の 外 雨に うそむ く 古林の 中 

靑嶂は 松柏な どの 生 しげ， CV て靑々 としたる 峯也屛 

風 を 立た る ごとき を嶂 とい ふ 狐が 風に むかひて 吼 

さけぶ 體を かくい ふ 也 嘯と いふ も 雨に むかひて 打 

あ をのき 息をつく 體也 古林 はふる き 林の 物 さびし 

き 所 也是み なき つねの あそぶ あ h- さ ま 也 


尖れる 纏 はびこる 尾 小 前大後 

これ 狐の かたち を 詠す 小前大 後と は 狐の 形 は 前の 

方 小く 後の方 大 なる もの 也と いふ 事な. 0- 

色 中和 を かね 死 すれば 丘 を 首と す 

是 はきつ ねの 德を 詠した. 0 狐の 色の 黄なる が 中和 

の德 にかた どる 中和と いふ は德の 至極に て 天氣に 

ていへ ば 塞から す 暑から す 春の 日の のどかな るが 

ごとき を 中和と いひ 人の 氣に ていへば S 人の 氣象 

の 岡から す柔 からす ほどよき を 中和と い ふされば 

五色 を 方角に 配當 すれば 靑は 東に あた， 0 赤 は 南に 

あた， 9 白 は 西黑は 北に あた. 9 て 黄なる が 中央に あ 

たる ゆへ 是を 中和の 色と する 也 さて 狐 は 死す る 時 

丘 を まくらと する 事禮 記に み へ た，^ 狐 は 丘に て 生 

る 、もの 故 死す る 時 又 丘 を 首と して 死す る は 本 を 

わすれ ざるの 心 也 これみ な 狐の 德 なり 

是 この 妙 獸百歲 誰かし らん 女と 化し 苔の 梅に 草 まく 

ら 契り を 人に おなじう す 

こ ゝには 狐の 妖る事 をい ふ 妙 はふし ぎなる をい ふ 

字： S マ 4 に 狐 はよ く 尾 をう つ て 火 を 出す と 云， 0 弗 法に 

は 狐の よく 妖るを 報 得の 通と 名 づく事 文 類聚と い 


ふ 書の 中に 百 歲を經 し 狐 名 ある 人の 满髏を かしら 

にいたい き 北 斗を拜 する に 落ざる 時 は 淫婦とば け 

て 人 を まよ はすと 云り されば 狐が ばかせば 苔 を し 

とねと 思 ひ 草 を 枕と して 眞の 美女と 思 ひて 人に ち 

ぎ. 0 をお なじう すと な h- 

日月 星 度 

日 や 月 や 星 やな どの あゆみの 度 を 度と いふ 惣 じて 

天に は 形な き 故 一 一十 八 宿の 星 を 東西南北の 四方 へ 

まく はりて 是を 天の 體 とさ だめ 月日 や 星の あゆみ 

を さ だむ 故に 日月 星 度と いふ 

比翼連理 め を ！ 

比翼 鳥と て 雌雄 つばさ を 比て とぶ 鳥 ゆ へ いもせ の 

中む つましき にたと ふ 連理 は 前にみ へ たり 唐の 玄 

宗帝 楊贵妣 を 愛し ある 時ち かひて 天に； て は ひよ 

くの 鳥と な. 9 地に あ. O て は 連理の 枝と ならん との 

給 ひしと かや 

氣 候 

天地の 氣を 一 歳に 廿四氣 七十 二 候に わかつ 卽ち春 

夏 秋 冬の 氣 のめく る をい ふ 

月 かげの 白虹 日 つらぬけば 甚だ ひか を 失 へ ば 

難 波— 土 產卷玉 


むかし 荆 軻が秦 の始皇 をう ちに 行た る 時 白虹が 日 

を つらぬきし 例 ありすべ て 紅が 日月 を つらぬく は 

不吉の まるし なり 

曰 做 CC 傲 

蝕 はむしば むと よみて 日月が ひかり を 失 ふ 事 也 も 

と 日と g: とがた が ひに 光 を銜て 蝕す る 也 日蝕 は 君 

よはき の 象 月蝕 は臣 よはき の 象 也と い へり 

身 ま 力 b 

罷と 書て ま. 9 ぞく 事 也 死す る 人 はこの 世 を- M.^ ぞ 

くの 心 ゆ へ 死す る をみ まかる とい ふな. 

天文の 博士 

日の 月の 星のと いふ もの は 天の 文 ゆへ 天文と いふ 

博士 は官の 名に て 其 道 を 博く き はめた る學. Hi い 

ふ 事 也 

薄氷 を ふむ ごとく 

恐る 、體 をい ふ 也 詩 經に戰 々兢々 として 薄氷 を ふ 

むが ごとしと いふ 語に 本 づきて 書た るな b 

胸 は うつせの 

おそ るれば むねが. たく とうつ やうなる 故 胸 は 

うつと いひ かけて すぐに さ 蟬へ取 付て 心が うつ ゝ 
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自稱に 用 ゆべ し 其 故 は元來 まる はちい まると いふ 

略語な. 9 君 をお それて 此身 がちい まると なり^て 

和語に まると いふ 詞の付 はみ な 物が 一 所 へ あつま 

りち  > まるの 義也 これ 和訓の 一 つの 秘事 なれ 共 こ 

, J に 明す ま つまる とい ふて に はの 付 語 共 を 案す ベ 

しあつ まる、 ちゝ まる、 わ だか まる 、- 1 まる、 つい ま 

る、 つまる、 せまる 等み なち いまる の 意 ありされば 

子 化 (の 大小 1^ を 取る 小则を まると いふ も 腰が か， 5- 

ま. 0 身が ち 3- まるの 意 也 朝臣に もい にしへ は 磨と 

名 を 付た る 人 多し 後世に は 麼を轉 じて 丸の 字 を も 

ち § と 見えた. 0 

無 狀 

無爲 共 書 て埒 もな き 事 を い ふ 

おぼろけ 

小緣と 書て すこしの ゆか.^ とい ふ 事な.. ^ 

久 かたの 空 

ひさ か たはお 二 と いはんと ての まく ら詞 なり 

.フ ち は へ て 

打榮と 書に ぎ はふ 體也 又み ごとなる きみ 也 

簠簋內 典 

敞波 土産 卷玉 


阿部の 晴 明が 作. りし 展數 をし るした る 書な. 0- 

注連繩 

神前に はる 繩な， 5 您 じて 神事の 淸め にもち ゅ紀貫 

之が 土 佐 日記に はし， 0  くめ 繩と あ，. >  諸 社极元 記 云 

いわとの ま へ に繩をは，.^て：《の神の還り入.„='給は 

ぬ やうに する 也是 今の しめなわ 是也 わら を 左に な 

い 七五三と 數を わくる は 七五三 は 合て 十五 也 天道 

は 十五に して 成な りひ だ. 0 繩に する は 天道の 左旋 

に 取る 左 は 陽 也 陽に は 陰が 添 もの 也 繩のニ 筋 まと 

ふは是 すな はち 陰陽 也 はし をた ゝ さる は 質素の 義 

な， 0 と 云々 

非 相 非々 相 

みな 三十 三 天の 中の 天の 名 也 

大ト師 

占の 宫を いふ 周 禮に大 トの官 とい ふ は 天子の うら 

かた を つかさどる 官也 

層 算推步 の 術 

曆を つくる 算を れ きざんと いふ 日月 星の 步を 推量 

て つ も. 0 知る を 推步の 術と い ふ 也 

陀枳尼  

,  四百 コ 一 


難 波 土 產卷五   

天 部の 本 翁な り 

咒咀 の 文 

まじな ひに て 人 をのら ふ 文な， 0 

三百 六十 四 爻の占 

易の 卦は 六十 四卦 にて 爻は 三百 八十 四爻 あ， 0 今 こ 

こに 六十 四爻 といへ る は 六十 四 卦の數 を 取ち が へ 

てい ひたる もの 也 作者の 文肓 なる 尾の 出る 所 もつ 

とも かやうな る 所に 於て みつべ し 

坤の卦 乾の 卦 

坤も乾 も 共に 八卦の 中の 一 つな 

ふ 力 v,^ 草 

牡丹の 事な. 9 

塵に まじ はる 宫柱和 光の 影 も あきらけ き 

神の 威光の ひか."^ を や はらげ て 塵の 世に まじ はり 

給 ふとい ふ 事 を 和 光 同 塵と いふ 也此語 はもと 老子 

經に 出た. 9 

鴻 飛で 冥々 戈 者なん ぞ した はんや 

感 遇の 題に て 唐 S 張 九 齢が 作. 0 たる 古風の 詩也鴻 

の大 鳥が めい たるお ほぞら へ 飛 あが. C.. とび 去 

たる 時 は 戈 いるもの もした ふ 事 あた はすとの 意な 


  .  四百 四  ， 

蟻の 穴から 堤の くづれ 

老子 經 にある 事 也 蟻の 穴 を 老子 經 にて は蟓封 とな 

づけた h- 

5® ぞ つも， 5 て ililj なる 

陽 成院の 御製に つくば ねの みねよ. 9 おつるみ なの 

力 わ こ ひぞっ もり て ふちと な，， 9 ぬる 

詩經 とい ふ 唐の ふみに 桃の 夭々 たる 其 葉蓁々 この 子 

こ ゝに とつぐ 

詩經周 南に ある 詩 也是は 詩人が 嫁す る 女 を 見て 桃 

の 若木の 夭々 として その 葉の 寨々 なる にたと へ 美 

ていふた る 詞 也と つ ぐ は 嫁 を い ふ 

優 曇 花 

天竺に 有て 三千 年に 一 た ひ 花 さくと いふ 木な h- 

龜 卜 

龜の甲 を 燒て其 甲の やけ われた るす じ を 見て 吉凶 

を- フらな ふ を い ふ 

身 體髮膚 を わけられし 父 

孝經 にしんたい はっぷ は是を 父母に うけた， 9 とい 

ふ 孔子の 語 あり 


伍子 胥 はい さめ て誅 せられ 服 軍門に かけられ しが 吳 

王 の 恥-尊 を 見て 笑 ひ しと や 

是は吳 越の 戰 ひの 節の 事 也 吳王を 夫 差と いひ 越 王 

を 勾踐と い ふ兩方 相た ゝ かひて 越 王 勾 踐會稽 山に 

て ir' まけさ ま-^ の 艱難に 身 を こらし 今 一 度 旗 を 

あげ 吳 王 を ほろぼさん 事 を 心がけた.^ 此時吳 王 は 

はなはだ 奢 をき はめられ しかば 其臣 伍子 胥 これ を 

いさめ 斯 て は 又 越 王 に ほろぼ さ れ給 はん 事 を い ふ 

吳王 いかって ごしし よに 屬樓の 鉢 を あた へ 是 にて 

なん ぢが首 を 刎よ とわた さる 伍子 胥も大 にい 力 b 

今：： 王 知な くして 我 を 殺し 給ふ此 後久し からすし 

て 越 王の ために ほろぼされ 給 ふ ベ し 我 い ま 死した 

らば 首 を 東門に か け 置 ベ し 我吳の ほろ ぶる を 見ん 

とい ひて 自殺し ぬ 其のち 果して 越に せめられ ほろ 

び 給 ふ 時 ごしし よが 服に 是を見 て 笑 ひ 其 ま、 しほ 

れけ ると 也 

隨求 陀羅尼 

大 すいん \ ぼさつの たらに 也 都て.  たらに はみ な梵 

語に て ぼんじ 也 

露と きえ ゆく たまよば ひ 

難 波 土產卷 五  1 


いにし へ 人の 死した る 時 その 死人の 衣服 を 屋根の 

上 へ 持の ぼ..^ て その 名 をよ. びか へ り 給 へ .，.（-と 三 

度よ ぶ をた まよば びと いふすな はち 復と 書な. 9 

離 fm 病 

俗にい ふかげ の やま ひに て 異病論 病名 彙解 などに 

出た. り 

は X- かしゃ あさまし や 

此 か、，^ よ， 0 奥へ むけて 葛の 葉が 子に 別れの 口上 

お ほ く ぉ合_* 大臣 野守鑑 の 魔が 子に いふせ， 9 ふ を 

は めたるものな.^^もとょ，„^§  h- 若の せ. り ふ は 近 松 

の 筆 ゆ へ 一 入 しつほ. 9 として 人の 感情 を もよ ふす 

事 多し 此塲 みなく 其 移 ゆ へ おもしろ き^なるべ 

し 

畜生 殘 害の 人間より は 百倍 ぞゃ 

ざん が いと は 物の いのち を そこな ふ 事 也 こ、 の 文 

句殘 害と い ふ と 百倍と い ふ と 文句が つ ，9 あはす 百 

咅と いふ は isw 生 は 人間より 愚痴なる ゆ へ 愛着の 念 

の ふか き 事 ぼ 估ぞ やと い ぶ 事 也され ば.； S 法に 畜生 

の 子 を 忍 ふ 事 人に まさる を た 袖 陋と はの 給へ， 9 

殘害 はこ、 へ 出 あはす 

HnH  ^五 


雖 波 土産 I 卷五   I 

〇 道 行  • 

注な し 

葛の 葉の 恨 

くす の 葉と いふ もの は 風に ふかれて は 其 紫の うら 

を か へ して こと/^くぅらを見するもの^:<&き了 ., 

恨の まくら 詞に はくやの はの うらみと いふな ，0 

卅 一 字の 歌の 詞は八 雲た つ 

素議雄 尊の 御 歌に 八 雲た ついつ もやえ かきつ まこ 

めに やえがき つくる ュ、 の やえ かき を是 三十 一 字の 

始な h- とか や 

丹 波の 父う ち 栗 

此事世上に大に取ぁゃま，^^て傳ふるはむかし此里 

人に 不孝の もの 有て 我 父 を 殺して 地に うづみ た.^ 

その 墓よ. 5 栗の 樹は へ て 常の 栗よ. 0 も 其 子 大き 也 

今の 丹 波の 名物て、 うちぐ，. >是 也と 是^ 方 もな き 

說な. „ ^此栗 はいがの 內 よりひと， 0 割出で 樹 よりお 

£づ と 地に 落る が この 栗の 妙 也 それ ゆへ 古 A  5an 

栗と 名 付と かや それ を 後世 はみ きのこと く 取 あや 

まると なん 

司天臺  . 
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禁中に あ. 9  i 

評、 此淨 る， - 始終の 趣向 文句 共お ほやう 面白く よ 

く出來 たる ものと はい へ 共 又 格別に 外の 淨 るりに 

すぐれたり 共み へす 然るに かくべ つの 當.^ 有し 事 

は與 勘： 牛の たすけなる ベ しま づ與勘 平と いふ 名ば 

か. 9 でも 一 當 りが もの は 有べ し 其 上に 我が おれ か 

おれが 我 かの せりふお かしうて 尤で 底に き 3 味の ふ 

かき やうに おも はる 、事 也 但し 莊 子に 此& あ， c-^ 

周 ある 時 夢のう ちに 小 蝶と 化して 翔り ま は， 9 てた 

のしみ し 力た ちまち 夢 さめ たれば 我 身 をみ るに 床 

に 打 ふして 本の 莊 周な b さ て莊 1£ は 世上 を虛 なる 

ものと 見捨る 見識 ゆ へ 今： W の ゆ めの さめた る も 亦 

ゆめの ごとしと 思へ り それ ゆへ 此 夢の 事 を 論じて 

い はく 今 ゆ めの さめた る 我心より 思 ひ や れば 今^ 

w め の 內に小 ft とな，^ しは莊 周が ゆめなる ベ し^ 

れ共打 返して 思 ふて みれば 今 我 § めさめ て莊 g; と 

いふ 入に 成た るが 小 蝶が 夢に て 今 我 身 を莊周 也と 

おも ふ は 却て 小 蝶が ゆめの 內 やら しれす 夢が 現 か 

うつ \ か 夢 か 莊周か 小 蝶 か 小て うが 莊周か 其 差別 

知れが たしと 云，， >佛 法に も此意 あ.^ て 維 靡と 文珠 


<^ 利 弗なん と 心 姊の入 か はる 事 あ，.^ 入 我我 入と い 

ふ も！^ きみ 也然 れば此 しゅこう は その 心の 來 るぎ 

の 根ざしが はな は だ 高 妙 也 お； かれ ど 見た所が やつ 

こと やっこの 所作 町屮 子供の うれしがる 所，  おの 菜 

がせ h- ふ は 女中の 感心 あさから ゃ柯 やか や 都 <P よ 

く出來 立た る 故の 評判なる べし 

〇 大 塔宮曦 鎧 

淨る b は 後 K 醐天王 太子 さ. ための 事に つ き關東 

ならびに 六 はらの 我 ま、 をい きど ほらせ 給 ひ大塔 

1ざ を もって 將 軍と し征 罰の 企 をな し 給 ふ 事大 樣太 

平 記の 意 を 本に してつ ^,9 たる もの 也 中に もお、 

とうのみ ゃ御錢 をめ された る行粧 あさひの か ゝゃ 

くごと きとの 文句 ある を もって 外題 を 直に あさひ 

のよ ろ ？と名 付るな， 0. 尤 よきげ だいとの 評判な b- 

に i を 立る の 地な けれ 大下 をた もち 禹に 十卢の 

聚 なけれ 共 諸侯に 王た b 上 三 光の 明 をお ほ はす 下 百 

姓 の 心 を や ぶ らざ る は 王者の 術 

この 語 文選に 出た h- いにしへ 舜と いふ 聖人 は その 

はじめは 百姓の 子に てゎづ かの 土地 もた もち 給 は 

剛波土  卷 五 


ざり しか 北ハ 後に は 天下 をた もち 給 ふ 錐 をた つるの 

他と は 至て わつ かなる 地 をい ふ禹 とい ふ ffi 力 もも 

と は 堯舜の 臣 にして 其 はじめは 民の かまと 十 軒 も 

たもち 給 はす 十 BS は 家數十 軒に ていたって 少々 也 

艇 は落聚 とて K の あつま， 9 住居す る 村 をい ふ禹は 

十 軒 ほど ある 村の 主にても あら ざ， h- しか ども 後に 

は 天下の 諸俟の 上に 立て 天下の 王と な b 給 ふされ 

はかく 舜ゃ禹 の ごとくに 後に てんか を 取 給 ふ 事 は 

其 身の 德上 日月 星の 三 光の あきらかなる 德 をお ほ 

はす 下 は 百姓の 心 を や ふ. 0 給 はざる を 心と して 天 

下に 王た るの 術と し 給 ふ 故 也と なり 

參差 たる 

かたた がいと よみて 世の 濟らす さま （'の 出入の 

ある をい ふ 

山の 座主 

山と いふ もの は 何の やまに もお のく 名 あり 或は 

愛宕山 鳴 瀧 山 など ゝ 皆 そ の 名 を よふ 事な る に 只 打 

まかせて 山と 計りよ へば ひえの 山に かぎる 也是但 

し 叙 山 は 王城の 鬼門 を まもり 佛法 王法 を 鎮護 ある 

第一の 山なる ゆへ な-  


I  難 波 土 產卷五  

M 從 

君の 供 をす る を こ せう と パ ふ 

赤酸醤 

鬼 灯の 事 也 日本 記に 出たり 

折伏 門 

佛 法に 攝取門 折伏 門の 二つ あ， r> 衆生 を あはれ みて 

すく ひとる を せっしゅ もんとい ひ惡魔 外道 を お ど 

してく つ 伏さす る を ま、 やくぶ くもん とい ふな， 0 

^^ど- フ さ- フ 

罪 を fcs; まぬ 力る ゝ をげ だっとい ふ 衣 はつみ を！ 7 だ 

つす る ゆ へげ だっとう さう と、，' ふ 

若宮 はお も なげに 

おも なげ は 面 目な き體 な. h> 

一 言 事 を やぶり 一 人 さ だむ 國津風 

文句 はよ く閒 へたる と をり 也 此語は 大學の 書に 見 

えたり 

鐘 馗の繪 

しゃう き はもと 終 南山の 人な り 唐の 太宗の 時進士 

及第し 出世 をく おかれい きど をり を發 して 御殿の 

階に て 頭 を 打 わ， 9 死し ける が 其 後^ 宗 2 一 ^ 帝の 御宇 
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楊貴妣 ゎづら ひの 時み かどの 夢に 大臣の 姿と なり 

惡鬼を 追 はら ふと 御らん あ， 0 紙に 惡鬼 ごうふくの 

祌 として 其 像 を鎗に うつさせ 鐘馗 大臣と あがめさ 

せ 給 ふそれ よ. 0 して 後の世 迄大 

もろ- J し.^ 專て 

此像を あがめ 惡魔 及び 疫癘 を はら ふの まもりと す 

る 事 也 

酒 は 詩 をつ り 歌 をつ り 

唐詩に 酒 を 掃レ愁 箒と いひ 又は 釣 レ詩钩 な .o といへ 

ひところ 

潜 び 

禮 をの， o こ ゆる を ひところぶ， i いふ 

释提梪 因 

梵 天皇の 名な り 

評、 無禮 Is まんざい 等の 文句み な あた， 5 有 その 中 

に無禮 もぶ れい ぬれえん さき 立 はたか.，^ しとの 文 

句 あまりの やう なれ 共 これ 下の句の 受が よき 故 耳 

にた、 す 立 はだか，^ し はの 跡 右 少辨俊 基と いふ も 

のにて 格別い やしから す 是又氣 をつ け あお はふべ 

き 事なる ベ し 

臣 として 不忠なる は 子と して 不孝なる におな じと 田 


氏が 母の 確言 

この 語 圓機活 法 忠臣の 所に みへ た. y 確言と は 名言 

の 事 也 

北の方よ. 0 家の 挑 灯さき ばし.^ のかち の 者お 歸， 9 と 

よば ゝる聲 に 門番と び 出 貫の 木 扉ぐ はった..^ ひっし 

.0 八 もんじに ひらく 地に 鼻 手燭 か、 げ て扈從 近習 敷 

0 にお ひめ 高なる 主 關前月 に き ら め く鎚印 父齋 藤. h 

郎左衞 門 利 行お 歸. 9 かいのと 乘 物に 取つ け は 

文句 は 注に およばす 

評、 此所太 郞左衞 門 やしきの 表へ 早 崎が きか、 る 

所 へ 齋藤 歸.^ 合せ 門番が 門 を ひ ら けば こしゃう 近 

習 出む か へ はやさき は齋 藤へ あいさつ を せんとす 

る 何 やか や 一 時に 取 ませた る 事の 多き 場なる を 文 

句 を碎て 小み じかによ く 書 こなした る もの 也 貫の 

木と び.： つぐ はった. 0 ひっし. 9 八 もんじに ひらく 地 

に はな 手し よく さ 、げ て- 1 しゃう きんじゅ 敷た い 

にお &め たかなる 玄關 前の 句す いぶんつ いめた る 

內に其 場の もやう をよ く かたどり たる もの 也まづ 

愛の 語 を 一 つづ、 引 はなして はき こへ ぬ 事 多し 第 

一 ひらく 地に 鼻と は 何の 事ぞ やし かれ 共 あとさき 


の 書 ま はしが 奇妙なる ゆ へ おの づと其 わけよ く 聞 

ゅ此本 をよ む 人 これらの 所に て 作者の はたらきの 

ある 所を氣 をつ け 給 ふべ し此 次に 早 崎が せ b ふ も 

小.^ こうに 書た る もの 也 その 故 は 夫に 隱 して 參. 9 

しとい はすしても しも 夫よ. 0 かす 殿 はみ へまい 力 

とい ひァ 、 心せ かれ やとい ふゆへ 聞 親 はな を 心な 

らす 子細 はしらね ど 立ながら のさた では ある まじ 

いざ まづ 奥へ とつれ ゆく や. 9 かた 人形 を活 してせ 

.0 ふが しづまぬ 書 方也是 よ. 9 奥に 至， 0 早 崎が 齋藤 

へ ものがた. 9 の所齊 藤が 返答よ. 9 かすが 立ぎ ゝみ 

なみな 都合よ く 勝手ば やにい やとい はれぬ 書 こな 

し尤妙 作なる べし 

三十 年來夢 空々 しゅみせん くだけて 盤石に 花 ひらく 

一 易 

辭 世の 偈 をつ い b たる 也よ， n- かやが 年册歲 あま b 

ゆへ ； 生の 間 を 夢と さとりて 卅年來 夢 空々 とい ふ 

也 穴 〃 は 本东" の 意に て元來 我と いふ 物な しと 也 

しゅ み.？ んは くだく ベ き 物に あらす ばんじゃく は 

花 さ くべき 物に あら ざれ 共 眞理を さとり 得た る 時 

はしゅみ も 常 ある ものに あらす 盤石 も 一 佛性 なれ 


I 難 波 土産 卷五 
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は 又 さと h- の 花 を ひらくべし 一喝と は 我が 一念 悟 

入の 眼 を ひらかん ため 心 を よびおこして 喝 とさけ 

ぶ 也 llg  .J  のさと. o の 意 也 

哀別 離苦 

人間 八苦の 一 ッ也 いとし かはい ひ 親子 ふうふ も 死 

わかれて かなしみ くるしむ をい ふ 

周の 八疋項 羽が 雕呂 布が 石 兎^ 我 朝の 鬼 鹿 毛 

周の 稳王 八疋の 龍馬に の-りて 天下 を かけめく， 0 給 

ふ離は楚の項羽が名_£1-せきとめは漢の..^ょふがめ 

いば 也 我 朝に て は 小 栗 判官の 名馬 をお にかけ とい 

ふ 

辟 易 

おどろき さはぐ を い ふ 

彌 天の 暴 逆 

天に はびこる を彌 天と いふ 

那羅延 力 

佛書 にお 、く 出た ならえん は 今い ふ 力士な. 0 

みやびやか  か A おせ あさが ほ 

都なる. 15- あ， 9 車 を 同じう す 顔 葬の 花の ごとしと うた 

ふ 

是は詩 經の鄭 風 有 女 同車の 篇の語 也赛は 今い ふ樓 
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の 花 也 其 顔のう つくしき も くげの はなの ごとしと 

一 美女 を 詠せ し 詩 也 三位の 局に かけて いふ 拆 今の 俗 

の あさが ほと いふ は；^ 牛 花 也なる 程 草に て は ハ难牛 

花 を あさが ほと 調す べし 木に て は槿を あ さが ほと 

訓す 詩な どに いふ はお ゝく權 の 事 也 詩經の 注に. も 

葬は槐 也と い ？ 

鄭衞 の 一 一 風 道 を 蕩し國 を そ こな ふの 淫聲 

i 詩經國 風の 內 にて 鄭の國 衞の國 の 詩 は 其うた ひ聲 

たはれ て 淫聲と 名 付て 人の 心 を とら かす 故 聖人 是 

をい ましめ 給 ふ 

氣爐膽 の ごとくに あが. 5 

書經 に 周 公の 勇氣を ほ め たる 詞な. 0 其 ゆう きのい 

きほひ鷹のはげしくぁかるがごとしとなり 

根艳のぁられに水晶の玉をかざ.，^上には詹が羽をの 

し 鯉 をつ かむ つく，. > 物 戀に心 はとび たつば かり 根ざ 

さに あられ さはら ば 落よ の&を さと， rr- 

こ、 の燈 籠の もや うづく しの 文句 五十 年 もい せん 

の はやり 歌 をす ぐに 書た る もの 也され ば 時代が う 

つれば 古物が あたらしく 今の わかき 輩に これ を ふ 

る 言 と 知る 人な し 


ひきが いるに 歌よ み も 有 ふ 事と ぞさ 、やきけ る 

叱 ま へ の 文句 を 段 々 よみて 此落 文句 をみ るべ しこ 

れらが 正 眞の近 松の 筆勢な.^ か は づの歌 を ふまへ 

て 太 郞左衞 門が ふつ、 かなる を ひきが へ ると いひ 

た. 9 諸 見物の どよ み をつ くって よろこぶ 所お 力し 

み 又 かくべ っ也是 にっき 近 松 かよの つね 人に 語し 

は をよ そ 落 文句に 笑 ひ を 取 事 又は かる 口なん ど を 

書に はすこし も あんじた るけ しきな く 其 場 へ ふと 

出た る やうに 書が ひみつ 也し かれ 共是が 下手の な 

りに くき 事 也と かや 尤 さも 有べ し 近 松の 筆勢に は 

思 ひがけ もない 所で 時々 ひよ かすかお かしみ ある 

故 本 を よみても よむ 人の 氣を つかさ す是 近代 作者 

の 大に及 はぬ 所なる べし 

乾 達 婆 王 

法，^： あ などの ごとく あら くれたる 姿な 

もし ほぐさ 

何 やか や 書 あつめた る をい ふ 

らう たげ に 

此 語の もとは 御所に 上 藤 下らう ありて 官位 をお ほ 

難 波 土產卷 ff^ 


く經給 ふを臈 長たり-と 申す ゆへ 下々 のい ふ 長 やか 

のきみ あり 又 愛で は 宫の御 ものお も ひに て氣 をつ 

かし 給ふ體 にも かけて いふ 也 

評、 三の 奥の か ゝり八 歳の みやの 御うた の 前後 文 

章 うづ だかく さながら 下にお かれぬ 手段 あ， 5 亦 近 

松が 筆勢 也 中々 余の 作者のお よふ ロ氣 にあら す 今 

の淨る h- はか やうの 場に な-..' て 格が がった，. = ^と落 

て 正服！-の ょ？3^ぅ.0の檢ざぅしとー肩をならぶ能々氣 

をつ けて 何 か を 見 くらべ たらん はおの づ から あじ 

は ひしる ベ し 

充滿其 願 如 淸凉池 

そ の 願 を 充満し め て 淸淨地 の ごとくな らんとの 文 

言に て 奈落の底の 罪人 も 七 十六 H にはち ごくの 

ほのほ を の がれ 出す いしき 池に あそ ぶ 心地と てす 

な はち 孟蘭盆 經の說 なり 

瀵の紀 信が 忠義に こへ 

きしん は 漢の臣 にて かんその た、 かひに 高祖の あ 

や ふか， 0 し 時き し. 身が は， 9 とな， 9 かう そのし や 

う ぞくにて 車に の. 9 楚の陣 に ゆきて 燒 死した.^ 是 

によって 高祖 は あや ふき 場 をの がれ 給へ り 此事史 
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記 前 漢書に 出たり 

九 品連臺 

極 樂に九 品 あ. 9 上品 上 生、 上品 中生、 上品 下 生、 

中 品 上 生、 中 品 中生、 中 品 下 生、 下品 上 生、 下品 

中生、 下品 下 生 合せて 九 品 也 其うて なを れんだい 

と い？？ 

評、 齋 藤が 賢 ハ ハ を 立ぬ きたる 所尤 ぬけめなし はじ 

めよりか す 切腹 の 上に て 力お を齋藤 が も. 0 立ん と 

いひし 所に すでに 此こ、 ろ あれ 共 もとより 見物に 

思 ひがけな し W この 場に いた. 0 齋 藤が 始終の 心 を 

力た るに つい て 最初よ. 5 のい きかた を あん すれば 

齋藤 はしい う 武士道 を 立ぬ きたる 所 あきらか 也 我 

は 六 はらの ひく はん ゆへ 我 身に お ゐては 少しも 天 一 

王 へ の荷擔 なく 賴員カ 若 は 天 王 へ のた のまれし 義 

を 立 させ 始終 てん わう の 御 ためにい のち を果 しし 

かも 力 若が さいごに よってよ .9 かすが むた 死迄忠 一 

死と なる 是 さい， i うが 一 心よ り あみ 立し 武道 尤さ 

も 有べ し をよ そ 三 段め 一 段 丸ぐ ち 外の 筆勢なら す 

みな 近 松の 形見なる べしされ ば こそ 趣向よ， 0 文句 i 

に すこしも ぬけめなく おど. 0 の 中の 愁 なんど ま は 


らぬ 筆に はおよ び もな き 事共なる べし 

〇 道行 

注な し 

北 is 黜が勢 ひ を ひらき 孟施舍 が義を まもる 

ほくき う ゆう は い にし へ の 勇者に てす、 んで 敵に 

むか ふ 事 を- J のむ もうし しゃも いにしへ の ゆうし 

や に て 我 身 をし，. >  ぞ かす 敵に 屈 せ ざ る 事 を このむ 

みないに し へ の 名 ある ゆうしゃ 共に て此事 孟子に 

出た，^ 

分 段 同. 居の 塵に まじ は. 0 

佛 法に 四 土と い ふ 事 有て 世界 を 四 つに わかつ 其 中 

に *K 賤 ひとしく 居る 地 を どう ご ど  > 'い ふすな はち 

どう ご ど は 刹 利 もしゅ だ も わかちな く 货賤贫 富の 

しゃべ つなし ii< 婆 はぶん だん どして 上下き せんの 

ぶんざいが それ 'に へだ、 h- て贫 福の わかちあ 

りされば 佛 ぼさつ は间居 土よ，^ 出て しゃば 分 段 土 

のち .c に まじょ. 0. め g ふとな h- 

ft き SKA 

簿伽梵 

佛を ぼき やぼん とい ふすな はち 佛の 十號の ひとつ 

也 


評、 四 段 目 殿の ひやう えが 潔蟒 にて 狂氣の 段よ め 

むすめの いき ぢ萬端 始終お もしろ ししゅ かう 文句 

共に 大 でき 尤 はんな， 5 として 道具 立 迄 見物の 氣を 

取よ く出來 た..^ との 評判に て 有しと ぞ 

曰 西 天に 沒 する 事 三百 七十 余日 大凶 變 じて 一 元に 歸 

天 王 寺に て 楠が 見た る聖德 太子の みらいき の 語な 

もろこし 管 仲が 古主 をす て植公 をた すけし 

齊 のく はんち うは はじめ 齊の 公子 糾が 傅な り齊の 

君 死し 給 ひて 糾の 弟く はん 公齊の 君と ならん とす 

この 故に 兄の 公子 糾と桓 公と たが ひに 國を あらそ 

ひて 軍に および 終に 公子 糾 うたれ て桓 公の 世と な 

r^h- はじめこう しきう が戰 場に てく はんち うは 生 

.i- こうしきう がた めに く はんこう を 射て ころさん 

と 迄せ しか 共 後に く はんこうの 世に なりてく はん 

ちう がいの ち をた すけ 齊 のまつ， 9 ごと を さ づけ 給 

ひナ I  V6 く はんち うすな はちくわん こうの 宰相と 

な. >  齊の國 をよ くお さめた，. -此事 春秋 左氏傳 につ 

まびら かな b 


午 正月 本出來 


淨瑠理 評注 卷五終 


難 波 土産 卷五 
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 溜 ^天狗 卷  一   ,   

題 瑠璃 天狗 首 

別占宏 宇宙 兼 愛好 風光 四時 移變幻  一 H 有 興 U 窮途遊 

子 恨 薄命 关人慯 ^幅 過 病患 晦跡 託徉^ 或尋廑 外靜却 

？ S 世中忙 丹心 偏報國 白首克 勤王 公孫 時 隱僕姬 子亦爲 

5? 千金 當寳靱 一 炷 K 名 吟行追 晚蝶獨 臥 戀！： a 驚 梅 襲 

隙 夢 發柳惹 奢嬾長 日中 期 約束 夜半 苦 相 償豈無 解亂手 

必有挫奸條温袍初立志衣錦：^-歸鄕蔑如以雜劇誰道說 

荒 斑 文 窺 ijid 子 室 解 上 郭生堂 見 H 偏 窒欲嫉 惡@ 懲行誦 

一 誇 事 實下學 早 獨謠對 枕 共樂弄 花床 伎 加泣闕 

氏 調和 惱周郎 視收懷 孝悌 聽取創 忠良 縱然 世俗 樂粵兮 

亦何妨 人間 那般事 如是 大戯場 

右 

文化 丙 寅 秋日 掠贄 居士 書 於 浪華 客舍爲 友人 赛笠翁 
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瑠璃 天狗 附言 

往昔 稳積 先生の あら はされ たる 難 波土產 とい ふ 書に 

むかしの 淨 瑠璃の 文句 をす こ しづ 、注 釋し其 一 齣の 

趣向 あるひ は 文句の ついけ がら を 評した.， とい へど 

も 其注釋 のく はしからぬ のみに あらす 儒者 氣て かた 

くな、 る 論 どもの まじり たれば 見る 人 あくび かちな 

るに よ， 9 て 我 賽笠翁 先生 あらたに 此書を 著せ， 9 今の 

ょの淨る.^^を演る人この本を見たまは 文句の こゝ 

ろ 明ら 力に わか. 0 て 心い きょく う つ ，0 詞 のい きごみ 

たしかに しれて め b, は， 9 に 味 は ひ を 生すべし 又淨る 

b 本 をつ ぶよみ にす る 人 この 本 をみ たま は 文句に 

こもりた る 故事の わけ 古歌の 心な ど 多くの 書籍 を 引 

てた しかに しるし たれ は 和漢の 學 間にす ゝむ 階梯と 

なる 事 多 かるべし 

近 來の板 本に 正本 をう つし あやまり たる ことす くな 

からすた と へ ば 川 中嶋の 配膳の 齣に 牛の 刀と いふ こ 

と を 牛の 力と 書て かな づけ まて か へて ある ゆ ゑ歷々 

の 演者 も 牛の ちから. 0 かたらる 、事き のどくなる も 

の 也す ベ て かやう のた が ひを此 書に はく はしく あら 


ためた^した b 

此曹卷 之 一 金閣寺の 餉 くりから 龍の 注 を 本文に 脫せ 

る を 今こゝ に舉ぐ コ俱利 伽羅と いふ は 天竺の 語也玄 

應昔義 に は 迦羅迦 龍と も 書て 漢土に ては黑 龍と 翻譯 

す 其^. g を 纏 ひ繞る これ 不動明王の 形な. りと ぼ： S た 

不動 秘密 法に は 壁の 上に ひとつの 靱を畫 き 古 力 龍 

王を以てこの^iの上に繞はせ其z„iの中に阿字を書き 

心中に こ の^を 観し 又 心に 不動 を 念 じて 六 箇月に 滿 

る と き は 力 ぎ 龍 王 み づ か ら 其 か た ち を 現 じ 人 の 形 

とな.^ て 常に 其 人に 相した が ひ騵使 ふところに 任す 

と 有 此經說 によつ てつる ぎ をく りから 丸と 名 づけた 

る 物 な と い へ h- こ の 一 條赛笠 翁 先生 の 原本 をう つ 

す 時 書お とせし § ゑ此 所に しるし 恃， 5 看官 その 疎漏 

を嗍，.：^たまふことなくむば幸甚 

懸 金堂 主人 謹識 
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瑠璃 天狗 卷之 


赛笠翁 著 


〇 祇園祭 鱧 信仰 記 金閣寺の 段 

そ もく 金閣寺と 申 は 鹿 苑院の 相 國義満 公の 山亭三 

重の 樓造庭 に は 八つの 致景を 移し 夜泊 の 石 岩 下 の 水 

瀧の 流 も 春 深く 柳 櫻 を植交 て 今ぞ 都の 錦なる 

金閣寺 はむかし 西 園 寺公經 公の 山莊 にて この 邊に 

- 西圜 寺と いふ 寺 を 建た まひし を 足 利 三代 太 政 大臣 

義滿 公剃髮 して 道義と 號し此 地 を 請 ふ て隱 居所と 

した まひ 第 宅 を 建て 鹿苑院 とい ふ 額 を かけられ 庭 

に 三重の 閣を 設け 給 ふこの 閣の內 外 こと /(,' く 金 

i タゲ」 貼せ 給 ふゆ ゑ 世に 金閣寺と 稱し た-^ 此 庭に 八 

景ぁ， 0 法 水院、 潮 昔 洞、 究： 党 頂、 湖 池、 31^ 下水、 0 

門 、銀河. お、 安民！^ 是な b 又 池の ほとりに 九 山 八 

海 S 石なら びに 夜泊 石、 赤松 石 あり この 赤松 石 は 

赤松 家よ， り n やる 所 也と いふ 委し/、 は 雍州府 志に 

見えた，.^ こ、 に相國 とい ふ は.^ 政大 臣の唐 名な り 


柳^の 歌 は 古今 集に 「見 わたせ はやな きさくら を 

>  J きませ て 部 そ はるのに しきな りけ h,. とよめ る 素 

性： ffi 師の歌 也 

究竟 頂 に 押 こめ た慶 院此 天井 楠の 一 枚 板 

究竟 頂と は此 上な き 頂丄と いふ 事に てこの 三重の 

閣の 三階に て 則 この 庭の 八景の 一 つ 也 雍州府 志に 

三 問 四面の 一 枚 板 を もって 床と すと 見えた る を 天 

井の 事に つく.^ か へたるな， 9 

狩 野 助 直 信が 雪姬 ならで ない とい ふ 

直 信 は 給師の 主 IT 尙 ！ Is の , J と.^ 自適.^ と號し て 深 

幽法 印の 弟 也 雪 姬は雪 信と 云 女繪師 のこと にて 探 

幽の娃 孫 也 

雪姬も 同じ 樣に 何やら 斟酌 

斜酌 は： を もって 酒 をく みう つ はものに 入て その 

深さ 淺さを 量る 也と 四 書通義 に 注す 物 を 見 はから 

ひ 酌 はがる 心 をい ふな h.- 

慶壽院 が ^;(3固隨分 と怠 るな と 

警固 はい ましめ かたむる とよむ 字に てきびしく か 

こふ 事 也 

彼 王 陵が 母を擒 同前 


璃天 狗卷」 
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瑙璃 天拘卷  一  

漢の 高祖と 楚の項 羽と-？.. 闘のと き 王陵數 千の 兵 を 

集めて 漢祖の 方に 付ぬ-項 羽 王 陵 をよ ばんと 思 ふ 心 

深 か，^ ければ はか- 9 て 王 陵が 母 を 取 籠 て 王 陵 を よ 

ぶに 陵が^ ひそかに 王 陵が もと へ 使 をつ か はし わ 

が 身-と， 0 ことなる ともいた み 思 ふべ からす 漢 王の 

爲に忠 をき はめ て 一 一心 を 見せ 奉るな と 云 ひや， = 'さ 

て 我 身な がらへ て あらば 王 陵 そ れ 故に 心よ はき 事 

も あらんと 思 ひて つ るぎ に ふして 命 をう しな ひた 

ること前漢書にみぇた."=^ 

王昭 君が 胡 地の 花色 香 失 ふ 風情 也 

漢の元 帝の 宮 女王 嬙字は 昭君胡 地の えびす 國に § 

きて都をぉもひしたひしぁ，.^さまをぃ 〈り 

雪舟樣 よ.^ 父將 監迄傳 は.^ しが 

雪 舟 名 は 等 楊と い ひ 雪 谷 軒と 號す ^ 中の 人に て 永 

祿 三年 八十 七 歳に て 卒す 將監 とい ふ は 土 佐の 光高 

の ことにて 雪 信の 父に は あ ら すかれ これの 畫 かき 

をと り 合 はせ て 狂言に つくれり 

岩 下の 井戶へ 釣お ろし 

岩 下水 はこの 庭の 八紧 のうちな，. > 

古へ 齊の晏 子と いふ 者 身の 畏は 三尺 なれ ども 諸侯の 


 四百 十八. 

上に 立て 國政 をと， 9 行 ふ 

齊の晏 嬰 身の 長 わ， つかに 三尺 なれ どもよ く 主人の 

景公を 補佐して 諸侯の 上に たちた る 事晏子 春秋に 

みえた， 0 

人に は 一 つの 癖 有 物と は 慈 鏡が 歌 

奈 良の 一 乘院の 御門 主 は 慈 鎮和尙 の御舍 „5S な，^ し 

が 八月 十五夜 中 門に たゝ すみ 給 ひける 折し も 御 力 

者 あまた 御 庭 を 掃除し け るに 傍輩 ども いかに 今宵 

慈 鎮坊の 歌よ ませ 給 ふらんと いひ あへ る を 聞し 召 

て 翌日 慈 鎭和尙 の 御 もとへ 狀を 進せられ し樣は 一 

山の 貫主 三千の 棟梁に てお はし ませば 眞 一一 C 止観の 

兩宗を こそ 與行も ある ベ き 事に 候 へ 日夜 風 R: のた 

はふれ を 飯び 給 ひ 候 こと 释 門の 義 にも そむき か へ 

つ て 凡俗の 體に 着せられ 候 事 もったいなく 候 御室 

のめし つかい 候 奴 原 去ぬ る 夜の 月に 御身の 上の 事 

を 申し さた 仕 候 向後 は 此逍を 御 さし へ かしと 

存候 と 敎訓狀 を 進せられ しかば 慈 鎮御返 華に よろ 

こび 入 候と てお くに M 目の 歌 を かき 給へ， 「みな 

人の 一 つのく せ は ある そとよ 我に は § るせ 敷し ま 

の 道と 遊ばされ てまなら せられし かば 門 主 沙汰の 


かぎ. i> 也と てまた 申させた まふ 事 もな くやみ 給 ひ 

きと 淸厳 茶話に 見えたり 

天竺 波 羅那國 の 大王 まつ 此 ごとく 基に 打 入 あやまつ 

て 沙門 を 殺した 引 事 

是は 太平 記の 引 事の ま、 也 この 事 は 丹桂籍 にい は 

く 梁の 師と いふ 僧よ く 戒律 を 守られけ る ゆ ゑ 

武帝 これ を 崇め 信せられ しが ある 日此 僧と 武 帝と 

慕 をう たれけ るに 武帝 碁の ことばに は 殺 着せよ と 

のたまひければ近臣遂にこの僧を斬た，.^後に武帝 

これ を 悔みて かの 僧の 末期に 何 を かいひし と 思 ひ 

給 へ ば 彼 臣下の い はく 罪な くし て 殺 さ る 、事 は 

前世に て我沙 M: た b しが 冬の 比 地 を ほる とて 一 つ 

の 白き 蚯蚓 を 斬た，.^ 此み 、ャ 帝の 前生の 身なり こ 

の闲緣 にて 今 かくの ごとしと いひた.^ と 云々 

下， 孙の 土橋に 石 公が 杏 を 捧し張 良 も かく やと 計 h. い 

さ まし ゝ 

前 漢書に 云 張 良 わかき とき 下 _t とい ふ 所の 橋の 上 

に 行て あそびけ るに ひと.. 9 の 老翁 あ， =-杳 を はしの- 

下にお として 張 良に とりて はかせよ とい ふ を 心よ 

からぬ 事と は 忍 へ ど 老人の い ふこと なれば と杳を 

难璁 天 狗卷 一 


取て 跪て はかす るに 翁 立ながら はきて t5 ふて 去ぬ 

しばし 有て 翁 また 歸. 0 來， 9 汝に 道を敎 へんと 云 則 

- 公が 兵法 を授 たり 張 良 これ をよ みて 後に 漢の高 

帝の 師と なれ. 9 此 老翁 は黃石 公也 

•it する 詞に 

令 は A の をい ひつける 事な h- 

父 雪 村迄傳 は. >  しが 

雪 村 は 雪 舟 の 弟子 に て 元龜天 正の こ ろ の 繪師也 雪 

信の 父に は あらす 

雨 をお びた る 海棠 祧李 

白樂 天の 長 恨 歌に 楊 i 紀 のす がた をい ふとて 梨花 

一 枝 春雨 を帶と 作り また 春風 桃李 花の 開く 日と い 

ふ 句 も ある ゆ ゑ これら をと h- 合せた る 也 

屠所の 羊の あゆみ 兼 

屠所 は獸を 料理す る 所 也 そこ へ 引れ て ゆく 羊の ひ 

と 足 死地に 近づく たと へ にて 摩 耶綏に 出た， 9 

又 この 心 を 赤 染の衞 門の 歌に 「け ふ もまた 午の 貝 

こそ ふきつ なれ ひつじの あゆみち かっきぬ らんと 

よめ. 0 此ぅ たは 後 拾 造 築に 出た.^ 

三 井寺の 賴豪 法師 一 念の 鼠と な，^ 牙 を 以て 經文を 喰 

四百 十 *- 
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さ き を は ら せし！^ も 有 

一 一 一 井寺 資 5, 房 の 賴豪阿 閣梨白 河 院の御 后 の 腹 に 皇 

子 誕生 の - J と を 祈け る に 勸賞 snj に まかす ベ きょし 

な， 9 ければ 皇子 御 誕生の 後 戒授堂 を 建ん こと を 乞 

ふに其事勅許な炉りければ賴^?4<に ぃかりかの皇 

子 を 祈り かへ し舉， 0 その 身 は持佛 堂に て 干 死し け 

れ ば 彼.：：： 一 A 子 は四歲 にて かくれさせ 給 ひけ.^ 其 後 叙 

山の 良眞に 仰せて 祈らせられ 皇子 御 誕生 あり けれ 

ば また 賴 豪の 死靈怨 をお- ,K し 鬼 角 山門の 有 § ゑ 也 

とて 鼠と なりて 一山の ill 敎の經 ども をく ひやぶ り 

し 事 江 州 一 景錄 につま びら か 也 

繩 目の-お 草の根 を 月 日の 鼠が 喰 切/^ 

人の 命 を 草の根に たと へ 月日 を黑 白の 鼠に 譬 へた 

り - ^ の 事 は 賓頭應 爲優陀 延王說 法經に 見えたり 又 

散木然に見ぇたる^^^賴の歌に 「わかた のむ 草の 

を はむ 鼠 そとお も へ ば tH; のうら めしき かな 又 土 御 

門院の 御 歌に 「霜 かれの 草葉に さはく 日の 鼠 き の 

ふの け ふになる ぞほ となき 

靑 陽の 東に 當 つ て 木曜 星 壽命豕 に 建す 時 は 忠臣 君に 

ヌる とい ふ 


靑陽 は赛の 異名 木曜 Kji は 九星の 星のう ち 也豕に 建 

す と は 亥の 方に むか ふ 也 忠臣 君に 代る. i は 忠義の 

臣下 君に か はつ て 政 をと り 行 ふな .9 

木づた ふま しら 

ましら は 猿の こと 也 

かけた る 額 は 潮 昔 洞の 椽则へ 

潮 立" 洞も此 庭の 八景の 內 にて 三重の 閣の 第二な. 0 

释迦慨 勢の 三尊佛 

雍州府 志に 云 庭に 三重の 閣を 設け 第 一 を 法 水院と 

號す 本尊 釋迦 左右に 觀 昔 勢 至 ありと 云々 

い ふ に 念誦 をと い め 給 ひ 

念誦 は 佛號經 文な ど をと な へ る 事 也 

立 明し の 灯 をう つせば 戚南塘 が 火龍炮 ゑんく とも 

へ 上り 

立 明し は 燭臺の 火の 事な りつれ く 草に 立 あかし 

しろく せよ とい ふ， 1 と 有 戚南塘 は 明の 代の 兵 術 者 

な， 火龍炮 はの ろしの 名な 

天地に ひいき 動搖せ h- 

勸搖は -フ ご きう ごくな り 

とり： in さがる さ \ ""がに の； ra- の ふるま ひいと あやうき 


さゝ がに は 小々 蟹と 書て 蜘 のこと な..^ 蜘の形 はち 

ひさき 蟹に 似た る 故さゝ がに と 云 也 「わがせ こか 

來べ きょひな b さゝ がに のく もの ふるま ひかね て 

しるし もとよみ 給 へ る 衣 通 姬の御 歌の 詞を とれ h- 

拆 くもの 糸を最 とい ふ 字に かけて いと あやうき と 

P ぃナたり 

力士の 如く 眞 中に すっくと 立た る 松 永大膳 

金剛 力士と て の 則 天皇 后の 左右に 給 事せ し 強力 

の 者の こと 也 事 は 唐 書に い づ 

供奉す る 置； 柴は大 鹏の萬 里に 羽う つ 朝 嵐 

大鹏 とい ふ 鳥 は ひとたび 羽うて ば 九 萬 i を かける 

とい ふ事莊 子に 出た.^ 夫 を 久吉の 威勢に たと へた 

る 也 

瀧 は 今よ， 0 龍 門の 名 を 萬 天に 鳴 ひいく 

寵門； m とい ふ 漉も此 庭の 八景の ひとつ 也 

〇菅 原傳授 手習鑑 道 明 寺 齣 

歸 §e を 松 の 島臺 行末 祝 ふ 樊斗 昆布 

歸洛は みやこ へ かへ ると いふ ことなり 島臺 はむか 

し の いふ もの、 かたち をう つした る 也む か 


し は 貴人へ 物 を さ \ ける 時す はまが た を 木に て 作 

リ それ を臺 にして 金銀の つくりもの をのせ あるひ 

は 草花な ど をう ゑて さ、 げし 事 古き 物が た， 9 に 見 

えた b 此臺は 海の 洲 さき 濱 などの かたちに なぞら 

へて つくる 故洲濱 とい ふ 也 背 家の 御うた にも 「秋 

風の ふき あけに たてる しらきく は 花 か あらぬ か 波 

のよ する かと 讀 せた まひて 吹 上の 濱 の 菊 をす はま 

にう ゑて 君に さゝ げた まひし 事 古今 集に 見えたり 

もと 此洲濱 とい ふ もの は 蓬萊、 方丈、 _縑洲 とい ふ 

仙人の すむ 三つの 嶋を うつした る もの、 よし 中 右 

記 に 見え たれば 後に そ れを島 毫と名 付 てめ でた き 

事に 用 ゆる 道具と せし 也 熨斗の こと は 秋草に 云 今 

の 世に 三寶 に伸跑 をす ゑて 客人へ 出す を臺 熨斗 と 

い ふ 也 古代 客 を もて なす 初に のし あは び を 出す 事 

なし 手掛 とい ふ 物 を 出せし 也 手 掛は檜 木に て 折 敷 

の ごとく 平く 六角に して 少し ふち をつ けたる もの 

也 其臺 の 上に 五色 の 削 もの を 高 盛 に すと 也其內 の 

黄色が のし あはび な h- 此のし あはび を微 斗と いふ 

字に 書 は 誤 也 熨斗の 字 は 衣の 鮍を のばす 火の しの 

こと 也 又の しあ はび をのし と 計，^ 書 も 誤 也 

四百 二十 一 
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管 S 相 

菅原 の 道眞公右大 臣な..^ し ゆ ゑ营 S 相と 申 舉る丞 

相 は 大臣の 唐 名 也 

判官 代 

す ベ て 宫 人に 四 分 配當と いふ 事 有て 長官 次官 判 官 

主 典と わかる ゝ也 長官 はか しら 次官 はすけ 判官 は 

其官の 役目 を かしらと すけと よ ，5 わけて つとむる 

役な，^ 主 典 は 其官の 筆収也 後に 判官 代と いふ は 仙 

洞 の 官人 の 事に て 諸 大夫是 に 任す る よし 職 原抄の 

注に みえた. 9 

路 次の 用心 

路次は 道す がらと いふ こと 也 

譜代の 家來  ， 

譜代と は 代々 の家來 とい ふ 事也續 日本 紀に は譜第 

と 書た h. 又家來 とい ふ 事 は下學 集に 家來は 家人の 

義 也と 有職 原抄 に も家職l,-書.^ 源氏の 花鳥 餘情 に 

家禮 とい ふ は 子の 父 をう やま ふ 事 也 他人 なれ ども 

子に なぞら へ て禮 をいた す をば 今の 世に も 家 鱧と 

いひ 來れ. 9 と あ， 0 しかれば 今の よに 家來 とかく は 

宛字に て 本字 は家禮 とかく ベ き 也 


四百 二十 二   

か. 9 や 娘 

菅 丞相 の 御 女に かやう の 御名 ある 事な し - .- れは須 

磨の 記と いふ 僞書 有て 营 公の 御作の 文章と いひ： £ 

へ つくし へ さすら へ の 御 時 都よ. c 津の國 の 須磨ま 

での 道の 記に かきな したる 物に て 其 中に かりや 姬 

とい ふ 名 有て 背 家の 御 孫と したり また 白太 夫と い 

ふ もの も かの 須 磨の 記の 中に 見えた. 9 

若黨 中間 

あ を は もの 

本朝 の 俗 雑兵 をよ び て 白齒 者と 云 今 いふ 若黨 これ 

也と 書 言 字考に 見えたり 中間の 事 は 秋草に 云む か 

し は 侍 中間 小者と 次第して 侍と 小者との 間なる ゆ 

ゑ 中間と いひた る 也 中間と いふ もの 昔よ. 0 あ. 0 源 

平 盛衰 記 十三に 黑 丸と いふ 御中 間と 云 こと 有是は 

高 倉 宫の 中間 をい ふと 見えた， 5 

白狀 さする それ 引 立と 

白 狀の字 は 漢書の 丙 吉が傳 にも 出た る 字に て 其 あ 

り さま を あ h,- やうに 云 ひ あら はす 事な h- 

詞 のてん 

展轉 とかく 字 也 漢書の 注に 展轉と は その 心 を 移し 

動す を 云と 有て いろ -/.^ に詞 のか はる 事 也 


弓手の 膪 

軍 術の 書に 左の 手 を 弓手と も 雄 手と も 書.^ 弓 を も 

つ 手なる 故 弓手と いひ 又 左 は 陽の 方なる ゆ ゑ 男に 

たと へ て 雄 手と いひ 右 は 陰の 方 なれ は 女に たと へ 

て 雌 手と も 妻 手 共 書よ し 書 言 字考に 見えたり 

さすがに 河 內郡領 の 

むかし は 郡々 に大領 少領の 役ん 有て 其 一 郡の 政道 

をと b 行 ひた.. 0 夫 を郡領 とも 郡 司と もい ふ 今の 邵 

代の ごとし 

暫時の 仰天 

a. 天 i! 天 を 仰むく とい ふ 心に てあきれ はてた る さ 

ま を 云 

輝國が 安堵 C 

安堵の 培の 字 は 垣と いふ 字と 同じ 心に て 通 鑑の注 

に 人の 安然と して 墻堵の 遷.， „ ^動かざる か 如しと 有 

それ ゆ ゑに 心の 落つ きたる 事 を 安堵と いふ 也 

優美の 姿 

優美 はやさし くうる はしと よむ 字 也 

婭 殿 

あいやけ はむ この 親と しう との 親と をい ふ 也 

瑠璃 天 拘 ¥1  • 


棟梁 殿 

楝は 家の むねの 二と 梁 はう つばり の 事 にても の ゝ 

かしら を 棟梁と 云 也 重き 臣下 を楝 梁の 臣 とい ひ大 

ェ の 頭 を 棟梁 とい ふ も 同し 心 也 

有 爲轉變 の 世の なら ひ 

有爲は ft 世に ある もの、 - ) と轉變 はう つ. り か はる 

事に て經 文に ある 事 也 

罪業 消滅 

つみ も ご う も き>ん う せ る 心 也 

娘が 菩提 逆緣 ながら HP ふ此尼 種々 因緣而 求佛道 

菩提 は佛の 道の 事 逆緣は 親が 子 をと むら ふ はさ か 

さまの 因緣と い ふ - J と 也 種々 の 因緣に て 佛道を 求 

むと い ふ も經 の 文 也 種 々 は さま < ^也 

强欲 非道 

む" に 欲 くして 道ならぬ こと をす る をい ふな..^ 

菅 丞相の 右手の 方 

雌 手の 事 上に 注す 

暫時の 睡眠 

しばし ねむりた る 間と 云 事 也 

巨 勢のへ お 岡が 書た る 馬 は 夜な く 出て 萩の 芦の 萩 を 

—  ifsl  ニナ 11 一 
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巨 勢の 金 岡 は 宇多の 帝の 時の 上手の 鎗師也 この 金 

岡がかぃたる馬の鎗はょな/,^出て禁哀の萩の1：^ 

とい ふ 御殿の 庭の 荻 をく ひたる 事 古今 著 聞 ぶ に 見 

え.？ . 

唐土に も名畫 の 春吳遨 子が 墨 給の 雲 龍 雨 を ふらせし 

例 も 有 

是は 名晝錄 に 出た る 故事に て 唐の 玄宗 の とき 吳道 

子と いふ 人 有 仙術 をえ て畫の 上手な. 0 しが 墨檢の 

龍 を かきて 雨 を ふらせし 事 有 

身 は 荒 磁の嶋 守と 

あら 磁は 波風の あらき 機ば たとい ふ事嶋 守と は 遠 

國 へ さすら へ る 人の 我 身を嶋 守に たと へて い ふ詞 

な， 9 家隆 卿の 歌に 「玉嶋 やに ゐ嶋守 かこと し 行 河 

瀨 ほのめく 春の 三 s 月 ともよめ， 9 

上着の 小袖 かけた る 伏 籠もろ ともに 

秋草に 云小釉 とい ふ はむかし はすべ て 袖の 下 を 丸 

く鏠 たる を 云 袷に て も わた 入 にても ひとへ 物 かた 

びら にても 袖の 下 丸き は 小袖 なれ ども 今 はわた 入 

のみ を小釉 とい ふ 事に なれ，， >  伏 籠 は 順の 和名 抄に 
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は 火 籠と 書 た b ま た 漢 土 に て は -^|-籠と も書 て 衣 裳 

に 香 をと める 爲に 籠の 上より 衣類 を ふせ て 其 中に 

火 を 籠る 物 ゆ ゑ ふせ ごと 云 也 

浪嵐ぁ き 揖枕 

力ち まくらと は にて ねる - .- と 也 歌に 多くよ めり 

鳴ば こそ わかれ をい そげと. 0 の 昔の きこえぬ 里の あ 

か つき も かな 

これ は 決して 菅 家の 御詠 に は あらす 後の よの 人の 

別戀の 歌なる べし 

父 はもと より 籠の 鳥 雲井の むかし 忍ばる 、 

籠 鳥の 雲 を こふと いふた とへ にて 此事 は鹖冠 子に 

籠 中の 鳥 空しく 窺 へ ども 出す とい ふ 語より 出た る 

詞也 愛に て はとら はれと な， 0 給 へ る菅 丞相 を か ご 

の 鳥に たと へ 禁裏 を 雲 の 上と いふ 故 雲ゐ のむ かし 

忍ばる ゝ i 書な したる 物な り 

涙の 玉の 木 據樹珠 數の數 々く， 0 かへ し 

木欉樹 はつぶ の 木 也 一名 菩提樹と もい ふその 實を 

木极 子と いひて 球數 にもち ゆる 物な， り此事 豹が 

古今 注に 出た h- この 木！^ 樹は今 も 河 內の道 明 寺の 

境內 にあるな h.- 


G 同 寺子屋 齣 

一 字 千金 一 一 千金 三千世界の 寶ぞと 

一 字 千金と いふ こと は史 記の 呂不韋 が 傅に 出た る 

語に て 呂不韋 とい ふ もの 呂氏泰 秋と いふ 書物 を 作 

.0 て咸 陽と いふ 市町の 門に 出しお 書物の 上に 千金 

を かけお きて あまたの 學者 たち をよ せ此 書物の 内 

にて 一 字よ きこと を 增し加 へる か 一 字 あしき こと 

をけ づ. 9 のけて くれる 人 あらば 其禮 として 此 千金 

を あた ふべ しとい ひし 故事 也 今 この 齣の 枕の こと 

葉に- J れを 出した る は 手なら ひ を をし ゆ る も其樣 

なる ものに て 無筆の 者の ために は 一字が 千金に も 

一 一千 金に も あたる とのた とへ な 千 一 一千 三千と つ 

づけて 三千世界の たからと かきつらね たる 所 か 作 

者の はたらき 也 三千世界 とい ふこと は廣き 世界と 

いふ 心に て佛說 より 出た る詞也 

营 秀才 

菅 原の 道眞 公の 御子 は あまた まし （'けれ 共太宰 

府 にて かくれさせ 給 ひし 後に 御 家 をつ がせられ た 

るは淳 茂と 申せし 御 方に て K 御 事 を かやう に 取く 

瑶璃 


みたる 狂言 也 秀才と いふ は 才智の 秀て たる 人 を 云 

ふ 

武 部源藏 

元祿 のころ 江 芦に 建 部傅內 とい ふ 能書 ありて 今に 

傅內 流と いふ 名 殘れ. 5 その 人の 名 を か. 9 てとりく 

みたる 也 

い 卜」 は. „=^$ き 

か しづくと はたい せつに そ. たてる 事 を 云 俗に 娘 を 

よめ 入 さする 事 を かし づける とい ふは大 なる あや 

ま， c 也  . 

一日に 一 字 まなべ ば 

每日 一 字づ ゝ なら ひても 一 年に は 三百 六十 字覺ゅ 

る t いふ 心 也 

利發 らしき 

利 はや 利 とてものに かしこく さとき 心 發は發 明と 

て もの をよ く あきらめ 見 ひらく 心なれば 此 二つの 

詞を あはせ て 利 發と云 也 

ほんそ 子 

ほんそ は 奔走と 書ても の を 世話 やく 時 ははし， 5 ま 

はる 物 なれば 父母の 子 を 愛して 宵て る 心に いひ 傳 

yMHny  四百 二. 


溜璃 天狗 卷 1 

へ たる 俗語な， 5 

御 內證樣 

內政 とかくが 本字に て 人の 女房 はう ちのと. 9 まか 

な ひ をし 夫 は 外 をお もに 勤る がつ ね なれば 内の 政 

とかき たる 物 也 それ を 誤りて 內證と 書來れ b 

まだぐ はんせが ござ h- ませぬ 

ぐ はんせ は觀 世と 書 字に てよ の 中の 事を覜 じしる 

- J ともなき 子供の さま を 云 也 

繁 花の 地と ちが ひ 

片 山家に てこと しげく 花やか ならぬ 所 をい ふ 也 

公家 高 家 

公家 は 堂上 方 高 家 は 武家の 歷々 をい ふ 

時 卒 

本院の 左大臣 時 平 公と 申て 右大臣 道眞 公と 共に 延 

喜の 帝 を 補佐し 奉られし に道眞 公文 學 にたけ させ 

給 ひ け れ ば 帝 の 御 寵 愛 深 か し を 時 つ ね に 妬 ま 

しく 思 はれけ るに 時 年の 妹 帝の 御 后な ければ 其 

后よ， 0. 讒言 を 申 上させられ しゅ ゑ 帝 もい つと なく 

御 后の 詞に まよ はせ 給 ひて 道具 公 をつ く  f -へ流 さ 

せ 給 ふやう にな， 9 たり 其 讒言 の 趣意 は 道 眞公 の 御 


 四百 二十 六  , 

むすの 齊 世の 親王に 嫁し 給 ひける 故 御む この 親王 

を 天子 の 御 位に つけ 奉ら ん た め 當今延 喜 の 帝 をな 

きものに せんとた くませ 給 ふよし を 時！^ より 妹の 

御后を以て讒言せられし也其^^.は3^ぉ抄梅城錄な 

どに つまびら か 也され ども 此時平 公 は 美男の 色 ご 

のみに て 御 伯父 の 大納 言 經信卿 の 北の方 をう ば ひ 

歸りて 妻と せられし 事 も 十 訓抄に 見えて おこな ひ 

はよ ろしから ぬ 人 なれ ど今戯 場に 扮 する やうなる 

おそろしく にくげに て 車 を ふみく だく 様なる 人品 

に て は.；^ ざり し 

玉 簾の 內  - 

玉 だれ はみ すのこと 也 玉 は ほめ こと 葉に て 玉の や 

うなる すだれ と 云 心 也 

屠所の あゆみ 

展は ほふる とよみて 獸を ころして 料理す る 所 をい 

ふ 屠所の 羊の こと は 信仰 記の 注に 出たり 

さう がう のか はる 物 

相 形と かく か 本字に て 人相 かたちと いふ 心 也 

死 出 三途の 

閻魔 王の 國の現 は 死 天 山の 南門な. 0 とい ふ 事 十 王 


經に有 また 三途 川と いふ 事 も Si し經に 出て みな 冥 

>J;5l の 有さ ま をと きたり 

嫁に も 喰さぬ 此孫を 

これ は 木み し 笳子 にたと へ たる 績 きの 詞 にて 秋 

なすび 嫁に く はすな とい ふこと わざ を 取合せ たる 

也此 たと への 出 所 は 夫 木 „5 ^の 「秋な すび わさ ゝの 

かすに つけ ませて よめに はくれ じたな におく と 

もとい ふ詞 よ，^ 出た.^ この 歌の心 は 秋 茄子 を 酒の 

かすに つけ ませて 棚に あけて おくと も 嫁に はく は 

すま じきと 也 是はそ の 嫁 を にくみて く はす まじき 

とい ふに は あらす 秋な すび はたね のな きもの なれ 

ば それに あやかりて 子が 出 求まい かと 案じ 過し を 

する しう とめの 深切なる 心 をい へ わさ、 のかす 

は f  BI の 柏な り 

こいつ 有 論と 引 とら へ 

有 論と 書 は あて 字 也 本 宇 は 胡亂と 書て みだり なる 

こ、 ろ 也 胡亂 の 字 を 昔に て は うろんと よ む 也 

右大臣の 若君 

菅 原道眞 公昌 泰三 年右大 S に拜 せ られ たま ふよし 

公卿 補任に 見えた. 9 


玄番 が權柄 

權の字 は 秤の 錘 のこと 柄の 字 は 斧の 5^ の slf- にて つ 肌 

漢書に 大臣 權柄を 操て 國の政 を 持す と 有て 物の お 

さへ になる こと を けんへ いとい ふ 也 

常 張の 鏡 

- ) れは 宛字に て 本 宇 は淨頗 梨の 鏡と 齊是も 炎 魔王 

宫 にある か^みにて 罪人 これにむ か へ ば 前生に 作 

, り し 善 惡の業 直に あら はる ゝ よし 十王經 にと けり 

jg 札 力 金： 力 

十 王經の 注に 善 を金笥 にしる し 惡を錢 札に しるす 

と存て 善と 惡 とのち が ひめ をい ふとな ，5 

一 生 懸命 

懸命 はか、 る 命と よむ 字に て 人の 一生の <J の あや 

うき 時と 云 こ 、ろ 也 

凡人なら ぬ 我 君の 御聖德 

たい 人なら ぬ^ 丞相の 疆 人の 様な 御 とい ふこと 

な b 

降 は^^ はかる 、世の 屮に 何とて 松の つれな かるら 

ん 

此歌 のこと は 源： 牛 盛衰 記に 云 背 原の 大臣 東風 ふか 

四百 二十 七 


璨璃 天佝卷 一 

ばと いふ 御 歌 をよ み 給 ひし かば 紅梅つ くしへ 飛行 

ければ 同じ 御所に ならびて 有け る 櫻の 御言の 菜に 

か 、ら ざる こと を うらみて 一 夜が 中に かれに ける 

を 源の 順が 歌に 「梅 はとび さくら はかれぬ 营原ゃ 

ふかく そた の む 神 のち かひ を 又搨. g- 曉筆 十九 に 云 

昌泰四 年 正月せ 九 y  S  . ど 大宰權 帥に うつし 九 

州へ 配流せ させ 給 ひけ，. >  かしこに て 三と せの 春秋 

を 送らせ 給 ひしに 都に て 愛せ させた まふ 梅花 を 思 

し 召 出て 「束 風 ふか は 匂 ひ を こせよ 梅花 あるし な 

しとて 春な わすれ そと 泳 じた まひし かば このうめ 

はるかに 飛 去て 配所の 庭に ぞ 生た， 0 ける されば 夢 

の吿 有て 折 人つ らしと をし まれし 西 府の飛 梅 これ 

也 心なき 草木まで も馴し 御^れ を をし みかな しみ 

ける にや 其 後 御 庭の さくら はかれけ ると なん 此事 

を きこしめし 及ばせて 「う-め はと ひ 櫻 はかる、 世 

中に 松 はか， こそ つれな か， 0 けれ さて こそ 都の 松 

は 御 跡 を 追て 西 府には 生た，. >  けれ 追 松と 申 寺る こ 

れ也 とみえた. 0 この ニ說 にて は此 歌の よみ 人 か は 

. ^たれ ど 今 下の句 をば すこし か へ て营 家の 御 歌と 

したる. a 


四百 二十 八 

前後 不覺 にと b 亂す 

不覺 はお ほ  >ん すと ま 曰て あとさき を も わき まへ ぬ こ 

となり 

未 f4 者め と呵付 

未練 はい まだ ねれす と 云 事に て 人 を さげし む詞也 

異義 を 正し 

異義 は 宛字 に て 本字 は 威義也 きっとして 行義 よき 

さ. Is をい ふ 

いぶかし さよ 

不藩， i 書て いぶかしと よむ 八 C 點の 5  ^5 ぬ 心 也 それ 

故 次の ことばに 御 不審 は尤 とうけたり 

親兄弟 共 肉緣切 

親兄弟 は 同じから だ 同 "-1 なれば 骨^の 緣と云 也 

心の 蓍 

蓍は うらな ひに 用る 物 也 それ & もの ゝ めあて をめ 一 

どゝ 、"ふな， 

迷 途の旅 

迷の 字 は あて 字な b 冥途と 書べ しくら き 造と い ふ 

ことにて あの世へ ゆく 道 也 

あの 子が 香奠 


奠は そな へ ると いふ 字に て佛前 へ そな へ る 香の 料 

に 贈る 八お 銀 を も 15^ 奠と いふ 也 

利口な やつ 立派な やつ 徤氣 なやつ 

利根と 云 を あやま.^ て 利口と もい ふ 也 利 はさと し 

と 云 ひ极は 根性の 根の 字に て さとき 生れつき とい 

ふ 事 也 利口と かけば 口 をき く 心に てこ、 に は 叶 は 

や 立：. g ははの たっとい ふこと にて K 立 こ 、ろ 也け 

なけの 健 はすこ やかと よむ 字 ゅゑ氣 性の きっとす 

る 事 を 云 

^王 松 王 楞丸は 同じ 腹に 生れた る 三 ツ子 § ゑお な 

じ^ 分と いふ 事に て菅 丞相の 愛し 給 ひし 飛 梅 追 松 

と 都に て かれた る 稷と三 木の こと をと， „ ^あはせ て 

三 ツ子に 仕 立た る 所作 者の はたらき 也 

あじろの 乘物  . 

. あじろ は遗條 とかいて 竹 を あみた る 物故 竹に て 製 

したる 乘物を あじろの 乘 物と いふ 

白無垢 _ 

無 1% は あ か なしと かきて 白く あ かづかぬ 衣類 を い 

ふな 


六 だ 一 JJ!^ 化の！ 子と な b 

六道 は 地獄 道 畜生道 餓鬼道 修羅道 人間 道 天上 道の 

丄 r ッ <2^5!をぃ ふ其六道にまょふも5 を よく 化 度す 

ると てす くひた すくる 佛 を地藏 菩薩と い ふ - 1 と 地 

藏 本願 經に 出たり 爱 にて は地藏 菩薩の 弟子と なれ 

よと 云 心 也 

叙と しでの やまけ こへ 

刀 山と て 冥途に つるぎの 山 ある- J と 諸經に 見え； た 

ば. ir 小 太郞が つるぎに てころ された る を此世 

ながら つるぎの 山と 死 天の 山と を こえた る 事に と 

りなして いへ. 5 此ー 場 はじめに 一 字 千金 二 千金と 

害 だして 末に いろはに て 書と めた る事是 又 作者の 

粉 骨と 云べ し 

〇 ひらかな 盛衰 記 無 間 鐘の 齣 

愛 も 名高き 難 波 津に戀 の 船 着 数々 の 多 かる 中に 取 分 

て 酒 汲 か はす 神 崎の の 色 isw 千 豫屋け 

むかしの 女 は 船に の- 9 たる § へ 和歌の 題に 遊女 

とぁれば船の ことを；^^にょむ也それ故こ ゝにも戀 

の 船 着な と、 書た，.^ 神 崎 江 口 はむ 力し の 遊- にて 


瑠魂 天枸卷 一   , 

あ. 0 し 事 朝野 群 載の 遊女の 記に く はしく 見えたり 

古事 談にー 一條の 帥 長 實水干 裝東を 着て 祌© の 遊女 

にい か い 見 § ると とひた まひし 事 も 見えた，^ 

紅 も 園 生に う ゑて 隱れ なき 

, この 詞謠 曲の 安宅 賴政 などに も 出 たれと いづれ の 

註釋 もさ だかなら す これ はた. 5- 紅色の 花 は 圚の中 

にう ゑても かくる、 事な くみ ゆる よしをい ひたる 

ものに てさせる よ， 所 は 有 まじき 也た と へ ば 虞 美 

人 草の 名 を 満園赛 とい ふよし 花疏 にいだ せる がご 

とくた^ 見え たるま、 を云詞 成べ し 

主が 答拜 

答拜は 客が 物 をい へ ば それに こた へ て かしら を さ 

ぐと 云 心 也 

追從輕 

追従の 事 は 前に 註す 輕 薄の 字 は杜子 美の 詩に 紛々 

たる 輕薄 何ぞ數 ふること を須 ひんと 作.^, て かるが 

るし く 簿き心 を も 有樣を もい ふ 也 

本の 心で 淡路嶋 

まことの こ、 ろに て あは ふとい ふ 事 を 淡路嶋 とい 

ひ 力け たる 也 さて 又 「あは ぢ嶋 かよ ふちどり のな 


  四百 三十 

く 膝に いくよね さめぬ すまの 關 守と いふ 歌 をと. 9 

て 千 B も 今 は このさとへとっ-！-けた，^ 

彼ふかまリ：糾太^^^-に 

箕山大 is- に iE| へ 夫 はお もてむ きの 買手に あらす して 

密通す る 男 をい ふ眞實 に おも ふ 夫と いふ 事 也と い 

へ 、りされば ふかまと いふ はふ かまぶ を 略せる 詞に 

て 深き 中の まぶと 云 心 成べ し 

千鳥に 逢が 嬉し さに 足 もい そく 

礎 ちどりと いふ 詞 ある ゆ ゑい そ /l , -I .J つ 5- けた h- 

足 もい そ， はいそぎ て はやく あ ，0 く 事 也 

よふ まめ ゐて たもった 


まめ はまめ やかと いふ 心に て實の 字な り 實は虛 の 

うらに て 無事なる こゝ ろな 、り 

ァ 、 凝が 高い か べに 耳 

詩經に 君子 易く 言に 由 ことなし 耳 垣に 1^ とい ふ 事 

あり 管 子に も 墻に耳 あ. 0 とい ふ 語 有て みだ に も 

のい ふこと をい ましめ たるた と へ 也 

煙 くらべん^ 5?ぉ 

富 士と淺 間 は いづれ も 常にけ ふ..^ のた つ 所 ゅゑ烟 

を くらべ んと云 ひなら はした る.^ 後 撰 翁の 歌に 


「しなの なる あさまの 山もゝ ゆなれ は ふしの け ふ 

りの いひ やな か らんと よ め， 5 今む めが え 力き せる 

のけ ふ. 0 とお も ひのけ ふ， 9 と を くらべ んと いふ 心 

に かきな したり 

もと 某 は 賴朝 卿の ゑ ぼし 子 

男子の 元服のと きゑぼう し を 着せて 給 はる 人よ.^ 

名乘を 申う くる ゆ ゑ 是をゑ ぼし 親と いひ 我 身 を そ 

の 人の ゑ ぼし 子と いふよ し 秋草に 見えた b 

： 生埋 木と なり 

水の 中に 埋もれて あら はれぬ 木 をう もれ 木と いふ 

也 古今 焦の 歌に 「名と， ，0 川せ、 の埋木 あら はれ は 

い かにせんとか逢みそめけんとょめ-^^- 

^^倾城に成さがっても 

君 は 江 口の 君の - 1 と 西 行の 撰 集抄に 見えた，.^ 傾城 

のこと は 前に 注す いづれ も 遊女 を 云 也 

首尾 かぶ 首尾 か 

居 家 必用に 首 は 始也尾 は 終な りと ありて はじめ を 

は， 0 の 都合す る 事 を 首尾 するとい ひ 不都合 なるこ 

と を不首 一；55 とい ふ 也 

奧の吉 左右 閬迄は 

1^ 璃 天狗 卷ー 


左右 は と にも かくに もとよみ て 善た よ， ^か， めしき 

たよ..： か を 聞 事 を 左右 をき くと いふ 也 こ、 にて よ 

きたよ. 9 を 聞と いふ こと を士ロ 左右と 云 ひたる は 左 

右の 字 を ひと かたに か， 5 てい ひたる 也 

しばし 待 間 も 千歳 やの 

しばし の 間 を も 千年 もす ぐる やうに 思 ひて 待 遠く 

おも ふよし 也 つれぐ 草に あかす をし とお も は い 

ちと. tJ を 過す とも 一 夜の 夢の こゝち こそせ めと い 

ひし はこのう ちの こ ゝろ也 

弓矢 紳 の 御 加護と 

m 籠の 字 は 法 華經に 出く は へ まもると よみて. W 佛 

の めぐみ をく は へ てま も 給 ふ をい ふ 也 

其 敵の けめ ぅ實名 

義經 記に いかなる 几ぞ 假名 實名 尋ねて 參れ とい ふ 

こと あり 秋草に 云 假名と いふ を 今の 世に は 苗字と 

云叚 名と 書 は 非な ，9 家名と かくべし とい へ ^し 力 

れ ばけみ やう は 何 氏と 云 苗字の こと 實名 はまこと 

の 名 也 

gg なし やうせ きい へ 聞 ふ 

一 證 跡と 書て 證 は證據 とい ふこと にて しるしと よむ 

y  四百 三十 一 
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字 跡 は あと ゝ よむ 字に て是 もた しか 成しる し をい 

ふ 也 

滋 藤の 弓 たづ さへ 

滋藤 は宽藤 ともかく 也し げく 藤に てまきた る IT 也 

面目 もな き御對 面と 

史記項 羽 本 紀に我 何の 面目あって かこれ に まみえ 

ん とい ふ 語 有さし むかひて あはす 面 も 目 もな しと 

はお 入て いふ 詞也 源氏物語に は 面目 をめ いぼくと 

よませて ほまれの ある 心に もち ひた. CN 

世の 雜談 にい ひふら せし 

雜は萬 葉 集に てく さ- (- とよむ 字 也い ろ さま 

さまにと，^^ませてしかとせぬ咄しを雜談とぃ ふ& 

鎧 ひた、 れ 小手 脚當 

冬 草に 錢の事 を 具足と いふ 具足の 二字 はよ ろ ひた 

れ， り と よみて 甲 も 胸 も 小手 脚當 もな にも かもと， 5 

ょろひて^53?.足るをぃふ也^^に大將の！！をょろひと 

いひ 平士 の！ i を は 具足と いふ また ： 說に 古制の 鎧 

をば よろ ひとい ひ 近世の 鎧 を は 具足と いふと 有 こ 

れらは 取に たらぬ 俗說 也と 云 

甲 打 物 夫々 に 娘 かきお ひ a. 立た る 


I   四百 一 一一 十二  , 

上に い ふ ごとくよ ろ ひとい ふ 名に は 外の 武具 も- 1 

もh^た る義 なれ どか やうに つ， 5- けて いふ 時 は は 

よろ ひ 一 ッの 名に て 小手 すねあて かぶとな ど、^ 

別にい ひ 立ねば 聞えぬ 也 打 物 は 太刀 かたなの 類に 

て緞 冶のう ちた る 物 を 云菔の 事は釋 名に 矢 を 盛る 

器 也と あ，^ 秋草に 逆顿艇 癒 柳菔蜻 蛤え びら なと 

有て さま <\. 'の說 を あげた. 9 

筒に 生た る 紅梅 を 一 枝 手 折 旅に させば 

長 門 本の 卒家 物語 一 の 谷 合戦の 段に 云 源 太 梅の 花 

のさか.^^なるを 一 枝 折て 菔 にさして 敵の 中へ はせ 

入て たゝ かふ 時 も 引と きも 梅 は 風に ふかれて さつ 

と 散ければ 敵 もみ かた もこれ を 見て 感じけ る 所に 

城の 內ょ， 9 本 三位 中將 殿の 御 使に て 候 梅 を さ、 せ 

たま ひて 候に 申せと 候 「こちな くもみ ゆる もの か 

なさ くら 狩と 申 も はてぬ に 源 太 馬よ b とびお，. 0 て 

しばし 御 返事 申院 はんとて 「いけと， 010 ら， やた め 

とお もへ ばと 申されけ る i 有按 する にこの 連歌の 

「こちな くもみ ゆる もの かなと いふ 句 は無晉 にも 

見 ゆ る もの かなと いふ 心 成べ し 骨な くと 書た 無骨 

とよむ 故 也 


今度の 軍に 花 も 源 太 も 我 先 かけんく とかつ 色 見せ 

て 

梅 を 花魁と よびて 花の さきがけ とい ふこと は詩學 

大成に お 詩 を 引て 且 _s 花 如上の 魁と なすと いふ 詩 

を 出せ， 0 それ ゆ ゑ 梅 を はなの この かみと も 云し か 

つ 色み せて はかつ はすこし とい ふ 心に てす こし 色 

をみ する 事 を 云 也 それ を 敵に かっこと にと， 9 なし 

たる ものな， 0 

鶴 翼 飛行の 秘術 をつ くし 

魚鱗 鶴 翥 とつ ^きて 陳法 にい ふことば 也 魚鱗 はう 

をの うろこの ごとくなら ぶこと 鶴 翼 はつる のつ は 

. さ の ごとく かさなる ことな り 

勇みい さんで たつ か 弓 

たつ か 弓 は 手 束 弓と 書て 手に にぎる 弓と いふ 事 也 

それ を こ 人に てはい さみて たち 行 ことにい ひかけ 

たる 也 
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〇 新 うすゆき 物語 淸水齣 

地主の 花見の 花 衣 花 を かざ. 9 て 花麗に 

地主 權 現の 社 は淸水 寺の 中に あ. 0 地主と は鎭 守と 

云 ことにて 大己 の 命 をい は ひこむ るよ し 雍州府 

志に みえた，^ 花 衣 は 端 手な る 衣裳 をい ふ 玉 葉 集 に 

「花 ころも かさ ゝき 山に 色 か へ て もみち の 洞の；：：： を 

なかめ よと いふ 歌 粉 川の 観 昔の 素 意 法師に 吿給ひ 

たるうた とて 入た h- 

轆 酌まで が 男ぶ，^ 

轔 の 字 宛字 に て 本字 は 施 酌な. 0 漉 は 酒 をし ぼる 事 

酌 は 杓に て 汲 ことにて これ はもと 酒家の 奴 f» のこ 

となる よし 書 言 字考に 見えた， 0 今 のりもの を かく 

もの をろ くしゃく とい ふ は 六尺の 字の 音に 轉 じて 

；;^^ のた かきもの を 云 

糸よ ，0 細き 柳 腿 柳 さくら を  > .- きま せ て都ぞ 春の 錦な 

る 

女の 腰の ほそ やかなる を 柳腰と いふ 事 は杜子 美の 


柳の 詩に 恰 十五 女 の 腰に 似た. 9 とつく. 9 家隆卿 

の 柳の 歌に 「た を やめの 春の すかた や これな らん 

なつかし くも ある 玉 柳 かな ともよめ .c 柳 さくらの 

歌 は 古今 集に 素性 法師 「見 わたせ はやな き 櫻 を こ 

きませ てみ こそ 寿のに しきな りけ ると jjs-h- 

木の 下 影 を やど ゝ して 

影の 字 はものう つるかげ にて こゝに はかなら す 下 

陰と かくべし 此詞は 「行 くれて このした 陰 を やと 

とせ は 花や こよ ひの あるし なら ましとよ める 忠度 

の 百 首の 歌 をと， 9 もち ひたるな， 9f 

大內人 も 見た ま はん 

大內は 内裏-と いふと 同じ こゝ ろに て 禁中の 御 かた 

かたと いふ こ、 ろ 也 

春 ごとに 見る 花 なれ どこと しょ， 9 咬 はじめた る こ ゝ 

ち こそす れ 

これ は詞花 集に 出た る 道 命 法師のう た 也 それ を雜 

雪姬の 歌と したる もの 也 

今の 世の 小町 さませう くの 殿御お 氣に 入ぬ はお 道 

理. i 

少々 の 男と いふ こと を 小町 少將 とつい けたる 文句 


.y,- 小町と 少將 との * は 通 小町のう た ひに はじめて 

作. り 初た る ことにて あと 方 もな きこと 也 これ は大 

和 物語に 小 野 小町と 僧正 遍昭 L」ii 答の 歌 あるより 

おも ひ 付た る 物なる ベ し 僧正 遍昭 俗のと き は 良 峰 

の，！； ぃヌ とい ひて 色 ごのみ の 事 ども、 有しが 其 時 は 

宗虞を 良少將 とい ひお るよ しかの ものがたりに 見 

えた. 

濃 紅の 短冊 

短冊の 紙の 見事に 赤き をい ふ 紅梅の 短冊と いふ も 

同じた ぐ ひ 也 

筆 やさみ 給 ふ を 見て 

なぐさみに 物 を かく こと を 筆す さびと 云 手 なぐさ 

み を 手す さ ひとい ひなぐ さみに 歌よ む をく ちす さ 

ひと 云 類 也 

天 晴 御 欲 な ら 御 ^  ；^虫 な ら 

あつ はれ は とい ふ 心に て 感心す る體 をい ふ 

てつと 早 ふ  - 

手に とる 事の Sf うとい ふ詞也 

水引 通し 振よ き 枝に 

たんざくに 水引 を 通す 事 は 短冊の かしらよ.^ 四 分 


目に 空 をめ け 水引 一 一す ぢをー 一 ッ に 折，^ あかき 方の 

前 になる 檨に 通す が 故實也 

よい 殿御 をで 有 礎 海深き 願 ひの 數々 を 

あ ゥ そ うみ は 海の 惣名也 普 門 品 に 弘誓 深 如 海と い 

ふ 文 あ，^ 是 は©昔 の 誓 ひの 御 心 は 深う して 海の ご 

としとい ふ > ひゆ ゑ かやう に つ いけた，^ 又 普 門 品に 

若 女人 有て 男 を 求 め ん と 欲せ ば 則 福 德智惠 の 男 を 

生し めんと ある は 男の子 を 求 < とす る 女の 事なる 

を こ、 に はよ き 夫 を 求む るむ すめの 心に か へ て 用 

ひたり 

遠山の 腰 白々 と帶 したやう に 見 ゆる は 何 

白雲 帶 に似て 山の 腰 をめ ぐると いふ 詩の 句 を白樂 

天と したる は謠の 作者の つく， こと 也 これ は 具 平 

親王の 詩に て江談 にみ えたり 

まダ たつ ふり は兀 として 阿房ら しい 鼻の 下 

古文！ 阿房 宮の賦 に 蜀山兀 として 阿房 出と つく 

れ， 0 兀と ははげ 山の 目に たもた る を 云 貝 原 好古の 

諺 草に 云秦 の始皇 阿房 宮の大 殿 を 作りて 民 をな や 

まし 終に は 天下 をもう しな ふ 是至忠 の わざ なれば 

日本に て 人のお ろかなる を あほうと いふ はこ ゝに 
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起れ りと 云 さ も あらん かしと い へ り 

譏る 下から くっさめ く 

陰 言い はれて はな ひると いふ 諺に よれ， 9 はな ひる 

と はくさめ する こと 也此 ことわざの 出 所 は 詩 經の 

終 風の 篇に 竊言 寐られ や 願て こゝ にすな はち 嚏と 

有て 注に 今 俗人 嚏と き は 人我 をい ふとい へ. 0 此古 

の 遣 語 也と 云 

つれ をまい たは 風 吹に 誹諧の 宗匠 顔 

これ も M 吹に 灰 を まくと い ふたと へ によ 丄.， n- たと 

へ の 出 所 は 延命 地 藏經の 風に 向 ふて 灰を投 すれば 

か へ つて 其 身 を 汚す がごと しとい ふ 文に よれ， 0 

みづ くした る 男の 髮付 

. 古事記に 美 都々々 期久 米の 子等と 有て わかく うる 

はしき かたち をい へ り 

粟田口の 住人 來國行 

诚州 西の 岡に 住す 其子國 俊と いふ 雍州府 志に 云 山 

城の 國 いにし へ よ， 9 巧手 あり 粟田口の 冶工 當， M の 

S 等が うつと ころ を 上作 とす 

花 曇 

一一 一月 比 空の くもりて すこし 雨の ふる を 云 もろこし 


にて は 養 花の 天と いふよ し 月 令 廣義に 見えた. 0 長 

嘯の 擧白 集に 「此 ころの 世 は 春雨 そふる さとの よ 

しの 山よ，. =- i ^くもりし てと i ぼ， 9 

大慈大悲の 花 なれば 一 枝 折て 家づ とに 

慈悲の ふ か き 事 觀昔經 に 出たり 淸水 寺の 花な る ゆ 

ゑ 大慈大悲の 花と 云り 家 づと、 は みやげの 事な 

生 は 誰 共 しらね 共 結びと めた る 枝ながら 

此詞は 淸輔の 袋 草紙の 人魂の 歌の 「玉 はみ つぬ し 

はたれ ともしら ねと もむ す ひそと むる した か へ の 

つまと いふ 歌に よれ. 5 

折て ぉ歸， 5 遊ばす は 落花狼藉 

和漢 朗詠 集の 落花狼藉 慕 春風と いふ 詩に よ，^ て か 

け，. - 狼藉の 字 は通鑑 演義に 狼 草を籍 て 臥し 去る と 

きは雜 はりみ だす この 故に 物の たつよ こにやぶ れ 

みだる 、事 をら うせき とい ふと 有て お ほかみ の 物 

を ふみち らした る やうに する こと を 云 也 

下 もへ 計，.^ 下紐の まだと け 初ぬ 雜雪姬 

下 もえと は 春の 若草の 土の 下にき ざして まだ 葉 を 

あら はさぬ をい ふ續 拾遺 集の 歌に 「今よ は 春に 

た，. y ぬと かけろ ふの 下 もえい そく 野へ の わかくさ 


ともよめ， o 下紐 は 帶の事 なれば 下 もえば か h- 下 ひ 

もの まだと け そめぬと つ いけて とけぬ i いふ 詞の 

緣を うすゆき とつ いけたる もの 

御 照 ル 

神佛も あきらかに 御覧 ある ベ しとい ふ 誓 ひのこと 

葉 也 

驪 山の 契 や こもる らん 

玄 宗揚贵 妃と漦 に 相の り て 毎年 十月 驪 山の 溫 泉に 

みゆきし 明年の 恭 にいたり て歸給 ひし 事 明 皇雜錄 

にみ ゆ 

あ ふむ が へし 

同し 歌に 一宇 を かへ て 返歌す る 事 をい ふ 

翁 菜の 非 時 も 進上 

出家の 食 は 正午の 時 を 正 食と す 少し にても 晝 過れ 

は 非 時と いふと 釋氏 要覧に 見えた. 9 危菜は 粗末な 

る 野菜と 云 こと 也 

あ ふせ は 石よ， 0 忝い 

石よりか たき^ 約と いふ 事 を ふくめて かきたり 

先非 をく ひて せんかた も 千 手の 誓 影 たのむ 

先非 を 侮る と は 先達ての 不調法 を 後悔す る こと 千 


手の 誓 ひとは この 淸 水の 千 手 ^ 音の 御ち かひに も 

し赋； b 患 る 事 多く 共 常に あがめう やま ふ 思 ひ をな 

さばすな はちい か. 9 を 離れし めんと 說せ給 ふ 事 普 

門 品に 有 ゆ ゑ 其 御 かげ をた のむ とい ふこと 也此影 

の 字 は あて 字に て 陰の 字 を かくが よし 

念 彼觀音 の 御名 をと な へ 

普 門 品の 偈に 或囚 禁枷鎭 手足 被扭械 念彼舰 昔カ釋 

然！^解晚と見ぇた^^是はもしとらはれとなり て 手 

がせ 足が せ を いれられて も 彼覜昔 の 力 を 念 せば 直 

にかの とら はれ を ゆるされん とい ふ 心 也 さるに よ 

て國 俊も觀 昔の 佛カ によって 父の ゆるし をう け 

たく 思 ふより 御名 を稱 へて 瀧に うたる、 なるべし 

七 度 結びて 親と 成 

阿難 問 經に識 ゆの 胎に 託して 凡 三十 八 筒の 七 H ご 

とに 一 つの 風 吹て かたち を變 せしめ 三十 八箇 度の 

七日に して 生る 、とい ふ 事 有 それ を かやう に つ ^ 

けたる 物なる ベ し 

巢 父と いふ 唐人の 惡事を 聞て けがら はしと 耳 を汰ひ 

し顯 川の 瀧の 流 を だに けがれし と 見し 許 由が 例 を ま 

の あた， 5 

.  P 1 ,  liwl-s 


俊 

思 

y\  m 

>, 饭 m. 
お （玄 

咀 調 

ふ 

を そ 

9 

な 

お 

Mi  ^ 

m 耳 

干 

9 

家 

さ：^ レリ 

伏 

ま 

五 こ 

A 

金 欠 

を 

と 

Art 
ヌロ 

や， /  +  -^v 

と 

行 な 

■9 
< 

m 

レ し 

た 

あ 

い 

ャ 
し 

ill 

レ 

/    ^ 于 
しタ a り 

に 

は 

に 

の ふ 

な 
す 

ふ— 1 

A し 

t 

ら 

一し 

ひ 

と" と 

あ 惡 調 相 も 

ズク 

し 

ふ 

招 
禍 

ん 

化 

V  、   -tlAi  '斤 

や 靈伏尅 《) 

>ili 

い 

を 

\\\ 
川 

ゆ 

田 

？  4 あ 目 

ふ 伎 

レ 

C  ys. 

子 

ど 

んギ 

ふ 

み 

0) 

レリ 

パ 
つ 

し 

>> 

は 

-mi 

w  C 

れ 
A レ 

メ" 
し 

い け 

は 

寸 

1 も 

は- 

故 

て 

:i' お 

斗 

b 

し 

V       t お 
、こ 什 

を 

ふ 金 

9 

と 

レ 

事 此 

A し 

ん 

ヰ 

III 
川 

グ  1 隶 て 
り し 

祈 

な を 

7c 

せ 

or 

Rx. 

也 水 

ん 
ぜ 

ん 

り） 

か ハ 
ノふ へ 

\) と 

ナ|、 
な 

ria 

m 

ト' 

じ 

け 

Ill 

川 

リ J 

ノ  V 

リ し 

ふ 

ら 

> 

ふ 

し 

が 

し 

レリ 

9 

f  » 
Z ふ 

化 
俊 

甘 

力 3 

と 

い 

の 

六 

れ 

水 

> 

ふ 

し 

*) 

/， 

る 

す 

> 
よ 

> 
ふ 

り 

ん 

M 

に 

W 

の 

も 

す P 

吐 

上 

ん 

fit 

逢 
党 

ど 

》 ひ 

な 

の 

や 
子 

の 

を 

と 

rv 
ひ 

田 

フ 

得 

る 

と 

字 

さ 

尅 

云 

す 

け 

許 

さ 

の 

云 

て 

は 

ぐ 

木 

て 

る 

き 

由 

物 

爲 

俗 

事 

伞 

さ 

る 

牛 

爭 

が 

1 一 

に 

に 

に 

は 

カュ 

が 

p【. 

を 

許 

に 

を 

貝 

m 

'Lilt 

見 

は 

て 

木 

ん 順 

引 

由 

巢 

聞 

は 

u 

て 

是 

を 

な 

な 

m 

て 

が 

父 

た 

え 

！  九 

ハ 

At. 

'き、 

聊 

^-    mi  ¥ilD 

也 

バ 

君 

意 波 用 

て 

挨 

J.  ，  vi^ 

お 争 

ナ 

を 聊 

m 

ふ-お （Ti 
と吉り 

け 
V  ノ 

-r 

趣 li ひ 

お 

は 

災 

に 

は 

爾 

な 

て 
し 

の で 

來 

し 

推 

o 回 

は 

罷 

且 

の 

さ 

い 九 ン 

力 3 

の 

字 の 

也 

t ひ 
と /よ 

わ 

在 

畧 

字 れ 

ひ鮮齢 

ひ ¥iRl 物 

ね 

め 

は fg. 

た 

け 

と 

恢 ^ 

息 

ざ 

之 

は 

な 

は 7L 

て 

の 

小 趣 

る 

せ 

注 

m 宙 

& 爭 

は 

辭 

山 

m\  fill  .[.uti 
Th'-  Jtli  flu 

i に、 

-r 

學 な 

は 

ま 

の 

チ ん 

延 

ひ 

と 

谷 

/■>     -71'  (J) 

t  — 
\  ― 

に ど 

る 

あ 

if し レ、 

命 

を 

ち 

の 

f//;  fcifi 
m  y\  iliS 

rn 

い 

出 ゝ 

や 

心 

る 

) キ、、 ？ 
は ぶ 

と 

や 

あ 

詩 

L 孤 7J  •* 

> 
-•i ゝ 

た 

ま 

な 

字 

い 

む 

b 

に 

nfci  'At  /,+ 
IaJ 

ラ 

也 

る 

b 

る 

接 

レ 

ふ 

る 

て 

且 

L あ 
こ の 

ら 

字 

也 

を 

は 

坦 

事 

と 

は 

然 

^ ハ 
B ソ 

み 

れ 

に 

人 

.■3- 

Lr 

よ 

や 

聊 

L  A 

の 

を 

て 

を 

る 

り 

i し、 

ま 

爾 

お h 

事 

今 

注 

の 

也 

わ 

K し 

あ 

に 

耳 

c し 

に 

は 

に 

し 

9 

や 

て 

て 

と 

毛 人 

の 

思 

趣 

ら 

注 

ま 

輕 

あ 

r リ J 

み 

趣 
遺 

は 

ふ 

し 

書 

を 體 

思 

指 

た 

て 

に 

敷 

詩 

い と 

ふ 

恨 

趣 

る 

人 

出 

す 

ふ な 

は 

と 

也 

は 

字 

の 

た 

る 

に 

そ る 

誤 

0 

と 

に 

に 

る 

事 

は 

璨瑰 天狗 卷ニ  四百 三十 八 


れゅゑ 五 輸五體 とつ いけても い へ .ft- それ を 今 桶の 

輪と 桶の 皮と にたと へ て 云 也 

大地 は忽 泥の 海 ふかく を とらじと 

泥のう みとい ふよ. 5 海の 緣 語に-て 深く とい ふこと 

葉 を不覺 にかよ はせ た.^ 

こゝに 死骸の 有ぞ とはい かで しる ベ きとよ みたり し 

歌の 中 山こゝ ろざし 

淸 閑寺緣 起に 云む かし 淸間 寺の 眞怨 僧都と いふ 人 

すみけ， 9 あ る 夕 ぐれ 門口 に た いすみ て 行か ふ 人 を 

見ゐ たる 折 ふし 髮 かたちめ でた き 女の た.^ ひと h- 

ゆく を 見て 忽愛 心お こりければ 物い ひかくべ きた 

よ. 9 なくて 淸 水への 造 は いづれ そと 問け れば女 

「見る にたに まよ ふ 心の はかなく てま ことの 道 を 

いかでし るべ きとい ひ 捨て やがて 姿 を 見失 ひけり 

女 は 化 人に て 侍る にや 其 歌よ みし 所 を 歌の 中 山と 

いふと あ， 9 こゝの 詞は此 歌に よりて つ^けた る 也 

〇 同 切腹の 段 

る 石 のお もて に 物 も か 、ざ b し 竹の やう じ もつ 力 

は ざ しにと むしつ を かこ っ营 家の 御詠 艱 

港 魂 天狗 卷ニ 


これ は营 家の 御詠に は あ らす夫 木 集 仲 正の 歌に 

「偽の 名 をのみ たて ゝ あ ひみぬ はす、 h- の 上の ち 

b. や ふきけん と い ふ を あやま h- 傳 へ し 也 今 もす い 

りの 塵 を ふかぬ ものと いひ 傅へ たる 事 ふるき 事な 

る ベ しす 3- ,0 を 見る 石と よみた る 歌 は 逍遙 院 殿の 

雪玉 集现の 歌に 「すみ 筆 を さそ あた 物と みるい し 

のお のれし つ かに 世 を 過し つ ゝと あ. 9 むしつ を か 

, J つと は無實 とかき てま ことに はなき 事 をと がに 

落された る を うらむ 事な h- 

圜邊兵 衞の簾 中お 梅の 方の 物 思 ひ 

秋草に 云 i 人 の 妻 を 御簾 中と い ふ 事み すの 中に お 

はしまして かろ <.\ - しく 人に 見え 給 はぬ こ、 ろに 

ていふなる べしされ ども 古書に はこの 稱 見えす と 

あり 

花 むすびで もつ いまつで も 

花 むすびと は 打 ひも をい ろくの 花の かたちに む 

すぶ こと fel 是は 袋な どの 口 をむ すぶ に i 通， 9 にむ 

すび おけば 誰ぞ 外の 人が ほどきて 見ても 又もとの 

ごとく 結びお けば それと しれぬ 故 わが 心え たるむ 

すび かたに て さま-,^ の 花な どに むすびお く 時 は 

I  nuMHH  四 IB  一一 T^^s I 


HI 瑠璃 天 拘卷ニ   ： 

外の 人の みだ， 5 に 明る ことの ならぬ 爲に こしら へ 

たる 結び かた 也 この 結び 方は雅 游漫錄 にあら C 

しるせ. 0 つい まつ は 歌が るた の 事に て 伊勢 物語の 

いせの 齋宫の 「から 人の わたれと ぬれぬ えに しあ 

れ はとい ふ 上の句 を さか づきの さらに 書て 出し 洽 

ひたる 業 平 「また あ ふさ かの せき はこえ なんと、， 

ふ 下の句 をたい まつの すみに て かゝれ しょ. 0 かく 

名 づけた る 也つ いまつと たいまつ i はっとた 

昔 通じて 同じ 事 也 

金輪なら くの 底まで も 

佛經に 大地の 厚さ 一 百 六十 萬 由 旬 あ. 9 て その 底 を 

金輪際と いふと とけ， 5 また 接 落 は 地獄の ことな 飞 

ば金輸 ならく と っレ けた. 0 

旅の 調度 を 取した ゝめ 

調度 は 道具の 事 也 源氏物語 などに 多く 出た. 5 

殿 を 下 生 人 はしれた 事 

下 主人 は 宛字 也 東 鑑には 下手人と かけり 然れ ども 

本字 は 解 死人と 書 

心 ぼ そ さはよ る 糸の わかれ て 

古今 集 賞 之の 歌に 「糸に よる ものなら なくに わか 


れ ちの 心 ほそく もな まさる 哉と よみた る^ をよ 

く とりなしたり 

裁斷 の氣づ かひな し 

裁 はもの をき，. ^ わけさば く舉斷 はこと わ hs とよむ 

字に て理 をた いす 事 也 

にう がが にう に 方便 をめ ぐらし 

入 我々 入と 書て 入 まじりて わからぬ ことな b 是も 

經 文に 33 たる こと 也 

定まる 過去の 因果 じ やなと 

佛經 にあ また 見えた る 事に て 前生に てな したる 罪 

の 因と ころ を この 世に て果 すと いふ 心.^ 

ひき やうな 詞必々 おいやるな 

卑怯と かく 也卑 はい やしく 住 はお そる ゝ とよむ 字 

にて 心 いやしく 臆病な る - J と 也 

不祥く にうな づく ばか， 0 

不祥は老子經に出たる字にてょからぬ*^.也，ま.な古 

事 記に は 不祥 をふさ はやとよ ませて 是も t よから 

ぬ こと 也 又： n 本 紀には 不祥 を さがな しとよ ませて 

さ いは ひなき ひ 也 

裟 婆に 名 殘 がお しいか  一 


裟 婆と はもろ くの 衆生の 三 毒 諸 煩惱を こらへ う 

くると いふ 事に て 世界の 惣 名なる よし 名義 集に み 

えたり 

親に も 永 離 三惡道 

永く 三つの 惡道を はなる と 云 經の文 也 

いな 事 を 時宜す る 人 

物を辭 退す る 事 あるひ は 人に 鱧 をす る を 時宜と い 

ふは禮 記に 禮は 宜しき にした がふと 云 ひまた 禮は 

時を大 な. 9 とすと いふ 語に よ. 5 たる ものなる ベ し 

-: ハ 道の 門出 

六道 は 地獄、 餓鬼、 畜生、 修羅、 人間、 天生 をい ふよ 

し大藏 法數に 見えた b 

虎 溪の三 笑と 名に 高き 街 土の 大 わら ひ 

晋 の 惠遠 法師 盧 山の 束 林 寺に 住せられけ るに 陶淵 

明と 陸 子靜と ゆきて 是を訪 ふかの 二人 か へ る 時 遠 

公つ ね には此 山門 を 出 ざ るに 彼 二人 をお く. 5 て 虎 

溪と いふ 谷 を 思 はや 打 過て 三人と もに 大に笑 ひし 

故事 也 晋書に いづ 

〇 同 道 行 
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旅立に 日の よしあし を ゑら ばぬ は 落人の 身の 〈£ なれ 

や 

この 枕の 文句 作者 竹 田 小 出 雲 深く 案じて つく. 0 出 

せし が 其と き 父 千 前 軒 奚疑江 卢 に 有け るに わざ わ 

ざ 飛脚 を 以て この 道行の 文の 添削 を 江 11^ まで 乞に 

や， 0 し 也奚疑 これ を 見て 此 まくらの 文句の かたは 

ら によろ しくと いふ 褒美の 詞を書 そ へて かへ しけ 

る 故 其 ま、 芝居え 出せし とぞ むかしの 作者 はか や 

うの 枕の 文句な どに もことの 外 骨 を 折し 事 成す ベ 

しこれに つけて 思 ひ 出る にち かき 世に は 近 松 半 一 一 

忠臣 講釋の おりへ と 傾城う き はしとの 出端の 詞に 

加 茂 川と 井 地の 小川 を 月 やとる 流れ は 同し 二人 づ 

れと いふ 文句 を 九 K が 間 案じて つ  >り たるよ し 也 

誠に 傾城と 立 君と 二人 連の 出端 をよ く 書と， 9 たり 

とい ふべ しこれら の 事 を 思 へ ば 今の 作者 は 文句な 

どの 事 は 意外の ことにお も ふなる へし 

はんち や 合羽 も 

秋草に 云 合羽と いふ もの は 古代な き 物な，. y むかし 

は みのを 着た る 也 今世缓 籠と て 行列に もた する も 

簑を 著た る ゆ ゑ かの 籠 をみ の 籠と いひなら はした 

四 百 四十 一 


溜璃 天狗 卷ニ   

る也慶 長の ころ 阿蘭陀 國の人 商 I 買の ために 日本へ 

わた， 9 來 るに 彼お らんだ 人の 上に きたる 衣服に 袖 

もな くす そ廣 きもの あ. 9 其 を かの 國の 人の 詞にカ 

ッパ とい ふ 也 此方に て 其 カッパ を 似せて 紙に て 作 

油 を 引て 力 ッ パ と 名 付た ると 也 今の 坊生 合羽と 

いふ もの 也 阿蘭陀に 用 ゆる 文字 は 此方の 字と は 違 

たりされば カツ パ と 云 字 しれす 合羽の 二字 はこの 

卞； てあて 字に つけたる 也と 有按す る に はんち や 

合羽 は 半 合羽の こと 成べ しもの、 半なる こと を 半 

チ ャと 俗に 云なら はせ りこれ はなから 半 着と い ふ 

俗語の 轉じ おる にやされば 半 着の 字なる べし 

かつら 男の 

か つら 男と は 月の 中に ある 桂の 木 をき る 男と いふ 

事に て その 名 を吳剛 とい ふよし 酉陽雜 姐に みえた 

り 

思 ふ 思 ひ はま すら をが やた け 心 も 

思 ひは增 とい ひかけ たり ますら をは壯 夫と 日本 紀 

に 書て こゝ ろた けき 男の こと 也 これ 故 やた け 心と 

つ、 けた . 


四百 四十 二  U 

〇 義經千 本 櫻 狐 之 駒 

驚の 聲 なかり せば 雪き へ ぬ 山里い かで 春 をし らまし 

拾遺 集 に 出た る 中納 言朝忠 の 歌 也 

ことおに たつる 雁が ね も 春 を 見す てぬ 心 ざし 

i 仝 を ゆく 雁の つら を 琴柱に 見た て、 雁 は 都の 春 を 

みすて ゝ こし ぢ にかへ る 物なる に 川 つら 法眼が 義 

經公を 見捨ぬ 心さし を ほめた る ことば 也 

碟略 なき 心底 

疎略の 字 は 漢書の 司 馬 遷が傳 に 出て 竦 はう とく 疎 

遠なる こと 略 はもの を ざっとす る 事 也 こ ゝ にて は 

法眼が 深切なる 心 をい ふ 

いぶかしげ にうけ 給 は hN 

韓詩外 傅に 不審と 書て いぶかしと 讀 せたり 不審に 

思 ふ 心 也 

破傷風の やま ひとな， 9 

金 瘡の班 口よ. 9 風 を 引て 筋な と 引つ b なやむ を 破 

傷 風と いふ 事 外科 正宗に 見えた b 

我き せな がを汝 にあた へ 

着脊 長と かいて 大將の 着し 給 ふ 甲 SSt の 通 稱と書 言 


字考 にみ ゆ 

ひやう はくして もうつ けぬ 義經 

と 書て のたい よ ひながら か ゝり ゐる體 をい 

ふ 

引く ゝ つて めん はくさせ よ 

面 縛と かいて 左 傅に 出た る 字 也 註に 兩手を 後に 縛 

てたい 其 面 をみ る 也と 有 

がう もんして いはせ ふか 

拷問と かく 也 字 彙に拷 は 打 也と 有て うちた ゝ きて 

せめと ふ 事 也 

忠信 殿御 出 也と 奏者が 聲に 

宗五 記に 云 公に て は 申 次と 云 私に て は 奏者と 申 也 

とぞ是 室町 家の 時の 事 也 海人 藻 芥に云 近 曰 頭 人 等 

內々 の 取 頭 を 奏者と 稱 する は 傍^無人の- .-と 也奏 

の 字 天子に 限. 5 て 云 事 也然は 則關白 以下 諸家に 物 

申 者 申 次と 稱 すべし と 云々 

にもせ よ 子細 ぞ あらん 

子細 はこ まかなる 事 也 北 史の源 思 禮が傳 に 政 をす 

るに は 大綱 を舉べ しなん ぞ必 はなはだ 子細な らん 

と 有こゝ にて はこ まかに 入 組た る わけ 有べ しとい 

港璃 天狗 卷ニ 


ふ  > ひなり 

へんし も 早く 

irii$ もはやく 也 

もくして 樣子 をう か ^へば 

默 して はもの を もい はすと い ふ こと 也 

>9 んゑ ぎた なきふる まひなら ねば 

輪迥は 佛敎に 出た る 字に てっき まと ひて はなれぬ 

事 也 ふるま ひは擧 動と 書て 人の たちふるま ひの 事 

也 

げんく はん 長屋 所々 方々 

玄關の 事 秋草に いはく 古代 武家に 玄關 なし 佛 寺に 

は玄關 あ. 0 し 也 三 光 院內府 記に 云 壁 輿 は 諸 山 門 前 

において 棄 去な，^ 但し 柬堂は * 園に 於 てこれ に乘 

る 也と 云々 諸 山と いふ は 諸 寺の こと 也 諸 寺に 玄關 

ある こと を しるべし 武家に は 支關是 なしと い 7 

今按す るに 玄關の 字 は 傳燈錄 に 出て 恵 海和尙 の 詞 

に 玄關を 啓く と 有て 佛 道の 深き 心を說 ひらく を 云 

也 

忠信の かいほう だけ 

介抱 はたす けい. たくと 書て か、 へ たすくる 事 をい 

,  四百 四 I 
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四百 四十 四 


ふ 也 

しんき しんく をな ひませ のしら ベ むすんで どうかけ 

て 

辛氣 辛苦と は しづ か、 心 遣 ひする こと をい ふそれ 

を眞 紅の 糸に てよ h- たる つ 3- みの しらべ にい ひか 

けたる 也 

手 じな も ゆらに 打なら す 

祌代紀 に 手玉 も玲 魂に 織 紙 少女 はこれ 誰む すめ ぞ 

やと あ. 5 また 萬 葉 集に 「あした まも 手た まも ゆら 

におる はた をき みかみ けしに ぬひ あ ゑん かもと い 

ふ 歌 も 有て 手 だま はすな はち 手 じな にて 女の手 じ 

なの やさしき かたち をい ふ 也 

こ ゑせ い /( \- とすみ わた. 

つ いみの 聲の淸 々ときよく すみわたる 也 

しんに をす ます. めう 一昔 は 

李 太白 詩集に 南 窓蕭瑟 松風 起 憑， n 誰 一 聽淸， 一心 耳 I 

と 作れ h' こ 、にて はつ み をき くに  > ひも 耳 もす ま 

す ほどの 妙 昔 あ りと いふ こ、 ろ 也 

かの らく やうに 聞 へ たる 會稽 城門の 越の つ いみ 

此書は 白 孔六帖 に 云 會稽の 雷 門に 鼓 あ. 9 白き 鶴 飛 


てこの 鼓の 中に 入た， り洛 陽の 人 そのこ ゑ を 聞て 是 

をと らんと する に： g たちまち とび 去た， 0 と あ， 0 

聞 入聞ゐ るよ ねんの て い 

つ ^みに 聞 入て 餘 念な き體 な.^ • よねんの ていに て 

は - J と 葉たら す 

油斷を 見す まし 

油斷 とい ふ 事は涅 盤經に 出た るた とへ にて 國王 一 

人 の 臣下に 勅し て ひとつの 油の 鉢 を もたせて 造 を 

行し め すこしも かの 油の 鉢 を かた ふくる こと を ゆ 

る さす. もし 一 しづくに て も 其 油 を - 1 ほさば 汝が命 

を斷 べしと てまた 一 人 をつ か はして 刀を拔 しめ 油 

を もちた る 臣下のう しろよ， c 是を g さしめば かの 

人心 を つくして か の 油 鉢 を もち かた めんと い ふ 事 

にて 油に よって 命 をた つと 云 事 を 油斷と 云なら は 

したる 也 

た^ひれ ふして ゐた h- しが やう /、にか しら を もた 

げ 

ひれと は領 のこと 也 かしら を さぐれ は領 もうつ む 

けに ふす § る ひ 化 ふす -と は 、- ふな h- 

からす は 親の やしな ひ を はごくみ か へす も 皆 孝行 


い らすを 慈 烏と 云 また 孝 烏と い ふ 反哺と て か らす 

が 長 すれば 鮮 しき 食物 を 得て は 口に 入て 腹に い 

れす はき かへ して 其 親 烏に く はしむ る こと 禽經に 

見えた. 

ぐちむ ちの 畜生 も 

愚癡 はおろ かなる 事 無智 はち ゑの なき 事 也 

千年 こうふる い とく に は 

劫 を歷 ると いふ ことにて 佛 書に 一 世 を 劫と すと あ 

れズょ を ふると 云 心な h- 

八 百 萬 神との ゐの 御ばん 

や をよ ろづの 神と いふ 事に て 古事記に 出た..^  3 本 

紀 に は 八十 萬 神と かいて やそよ ろ づ の舯 とよ ま せ 

た， 5 八 百と いふ も 八十と いふ も數 多き こと をい ふ 

詞 にて 天照大神の 外の 神々 の あまた まします 事 を 

いふ 也との ゐの 御ばん と は 其數々 の砷 たちが 禁裡 

を 守 謹した まふ 心な り 

いんぐ はの 經文 うらめしく 

因果 經に あ る 文 言と いふ こ と 也 

五臓 をし ぼる 

心の 臓 肝の 臓 腎の臓 肺の 臓 脾の臓 これ を 五臓と い 


ふな .o 

賴 もつな も 切 はてし は 

是ょ賴 みの つ な も 切. はてしと い ふ ベ き 詞也賴 る も 

つな もとい へ ばた のみと つなと がー ーッに 成て この 

つな は 何の 綱と もしれ ぬ ものになる 也賴 みのつな 

といへ ば頓 みに する 心 を 綱に たと へ たる 心な， 9 此 

ことば こゝに 限らす 所々 に 出る 詞 なれ ども いづれ 

も賴み もつな もと あ. てて に は を 誤 まれ. 9 

かほ どごう いんふ 力 き 身 も 

業 は 前世の 惡 業因 は 前世の 因緣 也 

.0 ん ゑの きづな あいじゃくの くさ，.^ 

輪廻り 継 はたえす つきめ ぐる 執心 をつな にたと へ 

愛 看の くさ. 0 は 恩愛に 執着 を 繅 にた. へ たる 佛語 

也 

そ も い つ の 世の しゅくじ うにて 

宿 習と 書て 前世より なれ 來卜， たる 業因い とふ 佛經 

の 語な- 9 

我 てんべ ん のつ うりきに て 

轉變 はう つり か はる 心 也 狐の 通力に て さま/ ヽに 

ば W る 事 を 云.' ,  —  ,r 
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璃天 ■ 拘卷 二 

けいしゃう ひじ ゆ つ はる i^,o. つ、 得 たり 

輕 ill:^ は かろく は や き 心 也 はやわざの 秘術 はきつ ね 

の 得 ものと いふ こ、 ろ 也 

くはい h,- よくらん しん を かたらす とい へど も 

論語に 怪力 亂祌を かたらす とい ふ 事 有 あやしき こ 

とな ど は 聖人の のた ま はぬ ことなれ A ハと いふ 心. a 

あたかも ふせつ を 合すが ごとし 

符節 を 合すが ことしと いふ 事 孟子に 出た， c 符節と 

は 竹の わ. ふの 事に て すこしも ちが はす あ ふこと 

のた とへ 也 

よきけ いり やく ござん なれ 

よき はか. 0 ことこ そ ある なれと 云 詞也そ あの 一 一字 

を つめてい ふ 時 は さの 字と 成 ゆ ゑ こそ あんなれ と 

いふ こと を ござん なれと つめて 云 也 

じんとく あっき 御詞に 

仁德と 書て 義經の 人 をめ ぐみ 給 ふ德の 厚き こと を 

いふなり 

御 はかせ をた びて ける 

御 はかせ は 君の はかせ 給 ふ 御太刀と いふ こと 也 日 

本紀 にみ かどの 御手に とらせ 給 ふ 弓 を 御 執と いふ 
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におな じ 心 也 

ゆか も ひ いけ とづ でんどう 

頭 轉 倒と 書か しらの ひつく りか へ る 事 也 

命お しさに 骨折 はくら う 九郞と 

苦 勞九郞 と詞を かさねた るな り 

らう たげ なる 御す がた 

らう たげ はけた かくお. i なし やかなる かたち 也；^ 

氏 物語に あまた 有詞也  • 

玉體 のまし ます 事 

天子の 御身 を 玉體と 申な b 

にぎり. つ めた るた な うらに 

たな うら は 手の 內也 足の うら を あな うらと い ふ 

龍 顔に あはせ 奉る は 

天子の 御 顏を寵 顔と いふ 事史 記に 見えた，. >  すべ て 

天子の 御 事 を 龍に たと へ て い ふ 故 御 怒 を 逆鱗と 云 ； 

也 逆鱗 は 龍の うろこ を さかだてる 事 也 

の. 9 經が 瞎れが へ せんかう あれ 

天子の 御座 を うつさる、 事 を 遷幸と いふな. 9 

うき 世 をう しの 車と もしろ しめされ と そうしつ ゝ 

うしの 車 はう き 率 を 牛と いふ 字に かけて 車に 被と  一 I 


云 もの 有 ゆ ゑ この 長柄の 長刀 を 牛に 引す る 車と お 

ぼし 召れ よと 云 こ ゝろ也 

供奉の けがれ 思 はすば 

みかどの 御供 申す 事 也 

上に はの b 經ゐた 天 立 見く.  たす 眼 かど 立て 

韋駄天 は 諸 天 傅に 韋天將 軍と も 有 其 傅に 云天砷 Ml 

は韋 諱は琨 南方 天 王ん 將の 一 臣 也と 有 讚の 詞の中 

に 熏修の 所 威 權を現 や 共 頭頂の 金 兜寶杵 をよ こた 

ふと も 有 

ぎ やうが うの 道 をさゝ へ 

當今 のみ ゆきを 行幸と 申 仙 洞の みゆき を 御幸と 申 

也 

し^ ら のもう しう 散す る 道理 

. 修羅道に 噴-たる 繼 信が 妄念 執心 を 散す る 道理と い 

ふこと なり 

庄園 を 申く.  たして 得さすべし 

"みん 明抄 に庄圚 は田帛 也と 有榮花 物語に 御堂 關白道 

長 公 病中に 法 成 寺へ 庄園お ほく 寄附せられ たる 事 

見えた. 0 

. すま， 0- と 見 ゆる ふくしんに わけ 入な. たむ る 源 九 S 


復 4- のうちへ わけ 入る は 狐の 性に えたる ものなる 

べし 

君々 たれ ど臣々 たらす 

君々 た. 9 以て 臣 たら すん は ある ベ からすと 云 論語 

の詞を とれり 

けいひつの 聲高々 と 

警， とかく 也 さき をお ふと もみ さき を はら ふと も 

文 t によ ませた，. >  前 漢書に は 王者 出る とき は警し 

入る とき は 蹕す凡 を 止め 道 を淸ふ 所以 也と 有 

川 つら 法眼 せんくの 役 

前駆と か い てさき ばら ひの こと 也 

銀 魚 帯 

金魚 帶銀 魚帶 とて 贵 人の おび ものに て魚符 とも 云 

1 一 ッ にわかち て わりふと もす る 物 也 唐 書に 出たり 

〇 愛護 稚 名歌 勝閧 道 行 

あ ふこと は猶 かたいとの よるとな く  . 

片糸 はよ， 0 を かけぬ 糸 也 それ 故 古歌に も かたいと 

の よるとつ J- けて 糸 をよ る 二と を畫 夜の よるに い 
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. ひかけ たるが 多き なり 新 千載 集の 戀 のうた. にも 

「夢路 にも あ ふとし 見え はかたい とのよ るた にや 

すくね なまし もの を」 とょめ..^-こ 、の文句は愛護 

若に あ ふこと はなり がた き と いふ 心 を かた >^ に 

よ. 5 あはさぬ かたいと に いひ かけて 其 糸の よると 

も ひると も わかぬ 閬の內 とつ いけたり 

床の 海 

これ も戀の 歌に なみだの 事 を 袖のう みとも 床の 海 

ともよみ たれば こ 、も閣 のうちに て 泣 あかす 淚に 

床 も 海の やうになる とい ふ  > ひ 也 

うきねの 鳥 か 鳴て る姬 

うきねと は 水鳥 は 水に 浮て 寐る物 なれば 床のう み 

にう きて 寐る 鳥と つ いけて 其 鳥の 中に^ 鳥と いふ 

物が ある ゆ ゑ その やうなる に ほてる 姬の 有さ まぞ 

と 云， 心 也 

. 過し 競馬の 折からに . 

五月 五： n 賀 茂の やしろに て ある こと 也 此日は 多く 

見物の. <  々立 こむ よし 長 明の 四季 ものがた， 0 に 見 

た. 9 

帥の 阿閎梨 
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帥と は 出家の 官名に て あじゃり は 天竺の 詞に 出家 

に てよ く 弟子の 身 持 をたい す 人 をい ふよし 释氏耍 

覽に 見えたり 

いと.： '思 ひの まさ，， 9 草 

まさ. 5 草 は 菊の 異名に て 寛 年 菊 合に 「す へらき の 

萬 代 まてに まさ， 0  くさた まひした ね をう ゑし さく 

な， 0 とい ふ^ 見え たれ どこ、 にて はたい 思 ひの ま 

さると いふ 事に きかせた. 0 

なれし ふすまの 曉に 

此 ふすま は 衾の 字に て 夜着 ふとんの 類 をい ふな.^ 

母の いさめ や 世の 人の そし， 0 も 何の わき ま へ も 

いさめ は諫 の 字 に て 折 S 異見な どす る を 云 こゝの 

文句に つれぐ 草の 萬に いみ じ く， 0 も 色 このま ざ 

らん 男 はいと さう < ^しく 玉の さか づきの そ， J な 

きこ、 ちぞ すべ き 露霜に しほ たれて 所 さだめす ま 

どひ あ hs き 親の いさめ 世の そし hv をつ 、むに &の 

いとまな くと 書た る 文に よ. て 戀路の 切なる さま 

をう つして なんの わき ま へ もま だ， P ら ぬと いふ こ 

と を 白 川の 橋に いひ かけた， 5 橋 柱 ははし 杭の こと 

也 


波の あわたつ 山つ いき 

是は架 田 山の こと をい ふ 古今 集に あはた と い ふ 事 

を隱し 題に してよ みたる あや もちの 歌に 「うきめ 

を はよ そめとの みそ 見つ 、行© の あはた つ 山の ふ 

もとにと い ふ あ.， c" てれ を 4r  -  J ゝに はしら 川よ 

つ いけて 波の あはた つ 山と 取 か へて っ^,. >た るな 

我た っ杣の 山お ろし 都の 富士 となが め やる 

わかた つ 杣とは 叙 山の 事 也む かし 傅敎 大師え い 山 

中堂 建立 の と き 杣木を きら せ 給 ふとて 「あのく た 

ら三貌 三 ほたい の佛 たちわ かたつ 杣に 冥加 あらせ 

たまへ」 とよみ 給 ひしょ. 9 此山を わがた っ杣 とい 

ふよし 無名 抄に 出た b 又 都の ふじと いふ 事 は 伊勢 

物語に する がの ふじの 山の かたち をい ふとて こ、 

にたと へ ば ひえの 山 を はたちば かり かさね あげた 

らん ほどして とかき たるに つけて 叙 山 を みやこの 

富 士とは 云 ひなら はせ り それ ゆ ゑ 後 撰 集の 歌に 

も 「我戀 の あら はに み ゆる もの なら は郤の ふじと 

いはれ なまし をと もよ め， 9 

麓 は の 朝霧 や 袋 を 出る 琵琶の 海 

I？ 璃 天狗 卷ニ 


叙 山の ふもと は 近 江の 湖水 なれば つぎ/,^ そのけ 

しき をい へ り 此みづ うみ を厲 のうみ とも^て る 海 

ともい ふ 琵琶の 海と いふ こと は此 湖の かたちび は 

に 似 たれば 名 づけた る 也 こ、 に 袋 を いづると 書た 

らは 朝. 霧の ひまよ.^ 湖の 見えた る 所が 袋の 口 をと 

きて琵琶をと."=^出したるゃぅにみ§ ると 云 こ 、ろ 

也 それ 故た が 糸 かけて 引 * み共續 けた b 

千 舟 百 舟 帆 を あげて 

近 江 A .M のうた に 「&: > は らふ あらしに つれて 百 船 

もち ふね も 波の あは つに そ よると |g たる によれり 

さっさ さ い 波し がの 浦む かしな がらの 花園の 

千载 集よ み 人 しらす 「さ、 波 やし 賀 のみや こ は あ 

れ にし をむ かしな からの 山 さくら かな 

加 茂の 葵の 二 紫 山 

加 茂の 葵祭の 日の こと をい ふとて 葵の 二葉 山と つ 

づけたり あふひ はふた 葉なる もの ゆ ゑ 加 茂 やま を 

ふたば 山と もい へ り 

狩 装束の 花やか さ 袴 は 精 好 水 千 は此 秋の 野の 草づく 

し 

狩裝束は魔狩の装束也此袴は奴袴とてく、-^を高 
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く あげら る ゝ檨に 仕 立る 也 それ 故 やっこと 云 字 を 

添へ て 奴 はかまと 云と 秋草に いへ h- 精 好 はよ きう 

す 親 也 水 干 は ひた ゝれ の樣成 物に て紗 にても 平絹 

にても 招る よし 装束 拾葉抄 にみ ゆわれ も かう は漢 

名 を 地 瑜と云 簿の檨 にて 紫色の 花 咬 草 也 

鳴て さわた る あの 臈 がね も . 

さわた る は 早く わたると 云 事に て 秋の はつ 臈 をい 

ふ 也 早の 字 を さとよ む 事 は 早苗 早 蕨な どに て 知べ 

し 

あ ふ はわ かれの 始 ときけ ど 

會者離 之始と い ふ こと 白 氏 文集に 見えた 

ち. c- に まじ はる 神 > ひ 

これ はもと 老子 經に其 光 を 和らげ その 塵 を 同じう 

すと いふ 事 有 之 我 智惠を かくして 人に 見せぬ を 和 

光と いひ 世に したが ひて 麈の 中に まじ はりて 時 を 

しる を 同 塵と いふ 心なる ゆ ゑ 神の 御 心の 其 やうな 

る 物に て 世の 人 を 守らせ 給 ふに 光を隱 して 壅に 突 

はらせ 給 ふ 御め ぐみ を 云 也 

〇 同 山 之 段 
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かくと はい さや 神なら で 

い さと は 不知と 書て 神なら ねば かくと もしら すと 

いふ こと 也 

佛 にっか ふ 顧 伽の 水 手に 携 へて 岖づた ひ 心細 道た ど 

らる ゝ 

天竺に て は 水 を あかと い ふこ 、にあ かの 水と 書た 

る は 重言 也携 へ ると は 手に さげる こと 也 姐 は 山の 

ドけの や うなる 細道な たどらる ゝと はしらぬ と 

ころ を 行 はくら が， 0 を ありく とて 手に て さぐ りさ 

ぐ， 9 あ， 9  くやうな る もの なれば 物の 覺束 なき 事 を 

たどる と 云 也た は 手の 字に て 手 取と 書 也 

今の わが 身の 境界と 

境の 字 も 界の字 もさ かひと よむ 字に て 身分と 云と 

同じ 心 也 

早 中堂に 勤行の はじまる しらせ 

中堂 は傳敎 大師の 建 はじめられし 堂な b 勤行 はつ 

とめお こな ひと 云 こと 也 

戀し き 人 を 慕 ひ て は If の 山に も のぼると いふ 

地獄に 刀 山靱樹 有て かの 山の 上に わが 愛する 所の 

婦女 ある ゆ ゑに 男子 これ をみ て かの 山に のぼるに 


樹木の 紫 刀の ごとくに てこと くく 其 身體を やぶ 

れ ども 其 を もい と はす 山の 上に 登りて 見れば かの 一 

女 はまた 地に あ. 5 ていふ 何とて 早く 來，. ^て 我 を 抱 

きた ま はぬ とい ふ 故 かの 男 又 刀 山 を 下れば 劍 樹の 一 

葉 又 下にむ かひて 彼 男の 五體 をき ると いふ 事瑜伽 

論に 出て 邪淫の 罪 を あら はせ- 9 

震 泐 雷 m はた、 がみ 

震動 はふる ひう ごくと よみ 雷電 はかみ な.. >  いなび 

か. 0.0 よみて かみな & のおび た 3- しく 鳴 ひ いく 事 

也 はた、 がみ は 霹靂と かきて かみなりの 鳴 はため 

く 率 也 

ふた ゝび のぼる つ^らお h- 

つ 3- らを b は 九折と も 羊 腐 坂と も 書て はげしく ま 

が. 0  くた る 坂道の こと 也 

空に は 磐石 

そらよ. 5 いしの 降 こ. 0  く 大風が いはを も. 0 ばすな 

魔 の 業 

魔は惡 魔障 は 障 礎の 事に てあしき ものが さゝ は. 9 

をな して 山 へ の ぼらせ ぬこゝ ろな り 

瑶璃 天狗 卷ニ  I 


氷の 雨は大 ぐれん 天狗 つ ぶ て の等活 地獄 骨 もく" た か 

れ あな うら を 

八大 地獄の 中に て 大紅逮 とて 寒 氣の身 を責る 所と 

一 云よ し翻譯 名義 集に 見えたり 等活地 ご， 、は 罪人た 

が ひに 害心 をいだ きた まく 相 あ ふ 時 はたが ひに 

鐵の爪 を 以て かき やぶ， 0 血肉 すでにつ きて 骨ば か 

,9 殘る とき 獄卒 鐵杖鐵 棒 を もって 打く たき 身體- > 

と. < ^く 粉の ごとくなる 時す， 5- しき 風 ふき 求れば 

もとの ごとく 人の 形の 活か へ 又た が ひに かきつ 

かみて くるしみ をう くる 是を等 活ぢ. ご， 、とい ふよ 

し 往生 要 集に 見えた-.^ あな うら は 足の うらと 云 事 

也 


瑠璃 天狗 卷之威 終 
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〇 妹 背 山 婦女 庭訓 山 之 齣 

古 へ の 神代の 普 山 跡の 國は 都の 始 にて 

いにしへ は往し 方と 書て 過 行し かた をい ふ 也 神代 

のむ かしと は 祌代紀 に 陰陽 始て みとの まくば ひし 

て失婦 とな.^  -  J うむ 時 先 淡 路洲を 以て 胞 とすすな 

はち 大 = 本 S 秋^ 洲を うむと 有 をい ふ下學 集に 云 

一一 山迹 はすな はち 大和な り 日本の 惣名 也： n 本 紀に天 

地 開け はじま h- し 時人み な 山に 往む其 地い まだ 堅 

からすして 人の あと 見 ゅ是を もつ て 山 逃と 云と 有 

また =: 本 六十 除 州 最初 に大ぉ 州 出 化 す 故に：：： 木の 

ひお 名。 火 和と い ふと も あり 又 大和 をみ や - J の 初と 

い ふ ；：. で、 神武 天な 東征し た まひ 六 年 の 後攸を やま 

I の ^献 傍. E の 東^^ 1^ の 地に 相て はじ め て 帝 i モ 

を經始 たま ふ 都 を 建る ことこの ときに 始る とい ふ 

こと 蕩事紀 に 見えたり 

妹 背の はじめ 山々 の 中 を 流る ゝ吉野 川 


拾お ^ft の祌樂 歌に 人 丸の よめる 「お ほな むちす く 

な み 神の つくれり しい もせの 山 を 見る そう れ し 

きと 云 歌と 古今！ 3* よみ A しらすの 「なかれて はい 

もせの 山の 屮 におつ る よしの 、川の よしやよ の 

中と い. ふ 歌と によれるな るべ し 

實 世に 遊ぶ 歌人の 言の葉ぐ さの すて 所 

ことのはぐ さ と は 和歌 を い ふ 也新截 古今 源 範政歌 

に 「よしあし を 君し わかす はかき たむ る こ. i の 葉 

くさの かひ やな からん とよめ h,. 

太宰 の小貳 

官名な b む か し筑 前の 國に 太宰府と い ふ 役所 を &M 

て 外國の 要害と した ま へ り宰 はっか さどる とよむ 

字 にて 後の世の 管領 職と おなじ 事 也 其 太宰府のお 

も 役 を 太宰の 帥と いふ 其 下役 を大贰 小甙と 云な り 

太宰の小、^^は五位の諸大夫にぁたるょし職原抄の 

！! ；.」 に 見えたり 

大判 事 

大判 事 は 武官の 名に て 罪科の 輕 きと 重きと を わけ 

しるして さま <\ - の ($- ひ-ごと 訟へ事 を判斷 して？ 

ばく役なるょし令義解に見ぇた，.^位は正五：E下に 


あた. 9 て此 下役に 中判 事少 判事と いふ も 有 也 この 

事 は 職 股抄に 見えた. 5 

愛に 勘 氣の山 住， お 

貝 原 好古の 該 i いに 云 俗にお 父の 怒に 逢て おする 一 

を勘當 にあ ふたる とい ふ 是は其 罪の 科 を 勘へ て輕ー 

き ffi きの 律に 當る ことなる ベ し 街 書に 勘 當に暇 あ 一 

ら やと あ.. 9 と 云々 按 する に勘當 のこと を淸 小ノ納 .0 一 

一 の 枕 草紙に は 勘 事と 書て かう じと 讀 せたり 今勘氣 

と 書 は 父の 勘 當の氣 色 を は^か. rt- て 山 住居す ると 一 

i  いふ 、ひなる へし  一 

經讀 鳥の 昔 もす みて  一 

鷺が 法苹經 とさ へ づ ると いひなら はせ し 故にう ぐ. 

一 ひす を經 よむ 鳥と 書な したる 成べ し 

氣を 慰めの 雛祭 

ひいな あそびの 事 は 源氏物語 もみ ぢの賀 乙女 野 分. 

などの 卷々 に 見え たれ ど 今の やうに 三月 三 H 九月 j 

九 にば か，^ まつる 事に は あらす ち ひさき 人形 を 一 

こしら へ 小さき 家な ど をつ く h- て 常に もて あそぶ. 

を ひいな あそびと 云 也 野 分の 卷に 雛の 御殿 を ひい; 

なの屋とも.書た，^^按ゃるに此雛と い ふ 字 はもと 鳥. _ 

i,^ 天狗 卷 三 


の 子の ことなる ゆ ゑす ベ て 小さき 物 を ひなと いふ 

f すべ てのもの、 かたち を 十分 一 にち ひさく こ 

しら ゆ る を ひながた-' - いふ もこの 義也 漢土に て 小 

を 雛 僧と いひ 小 妓を雛 &と云 も 同じ 心 也 

桃の節句の 備へ もの 

= 本に て 三 H 三： r 曲水 G (：^, を は じめ て；：；： はれ し 事 

は 顯宗 天， M の 元年なる よし H 本紀に え た. リ 漢土 

にて は 韓詩外 傅の 註に 三月 桃花の 水 盛に ながる、 

時に あたって もろ の士ぁ またの 女と 蘭 を 執て 

邪氣を ふ 鄭の國 の 俗と して 三 上巳の： n 是 をお 

こな ふよし 見えたり よって この 日 を 桃の節句 と 云 

ひなら はした る 成べ し 

柳の 楊枝 はしち かく  . 

陽 はやな ぎと いふ 字に てもと 楊枝と いふ もの は 皆 

楊の 枝に てこ しらへ たる 物 也释氏 要覽に 楊枝 を嚼 

に 五 ッの利 あり 一 に は 口 苦から す 二に は 口臭から 

す 三に は 風 を 除き 四 に は 熱 を のぞき 五に は 痰 M を 

除く と 有 今， ！ 、 に 柳の 楊枝と いひた る は 重言の 樣 

なれ ど 杉 やう じ 竹の やう じな ど 云 事 あれば 苦し か 

らす 

四百 五 tl 一一 
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御中 ふ 和の 關 どなり 

ふ 破の 關は类 濃の 名所に て 千載 集 大中臣 親 守 の 歌 

にも 「あられ もる 不 破の 關屋 にた ひねして 夢 を も 

えた そ.， 0 ほさ いり けれと よめ り 此關の 名 を 不和の 

字に 通 はして #1 ひ 

よ もやいな と は 5!;? はしの 

葛 城の 一 言 生の 神久 米の 岩 はし を かけお ほせす し 

て やみ 給 ひしゅ ゑ わたる 事 こそなら すと もと 云 ひ 

かけたり 千載 集 師賴の 歌に 「かつらき やわた しも 

は て ぬ もの ゆ ゑに くめの いは はし こけむ し に け 

b とよめ る 心 也 こ、 に 大和の 名所 を 取 出した る は 

作者の 働 也 

念 悲観 昔の 經机 

念 彼 観音と 書 て 彼 觀昔を 念 せば 释 然として 解！！ を 

えんと いふ -紋昔 經 の偈 によれり 念 悲と書 は あやま 

也 

からりと 川に 落満津 

おち 瀧つ は 山川の 流れ 落て たぎる 心 也 古今 集忠 i{「 

の 歌に 「落た きつ 瀧の 水上 年つ も，^ 老 にけ らしな 

くろきす ちな しとよ め-り 


返事 を 松 浦 佐 用姬の 

これ は 萬 葉 集の 「遠つ 人 まつら さよ ひめつ まこ ひ 

に ひれふり しょりお へ る 山の 名-とい ふ 歌に よれ， 9 

ひれ は頒 のこと にて 夫の ゆ きかた を 見ん と領 をお 

りて ながめ やりた るまゝ にて 石に な， 9 たる 故 ^25- 也 

こゝに ひれふす 山と つ いけたる は 誤， 9 也 ひれふす 

は， フっ ふけに i;.^ ふこと tol 

善 か 惡かを 三 柏 水に 沈めば 願 ひ 叶 はす • 

柏の 葉 を 水に うけて 物 を うらな ふに しづめば 願 ひ 

叶 はすうけば 願 ひかな ふとい ふこと 有續 古今 戀の 

部 小 恃從の 歌に 「おも ひ あま >5 みつの かし はに と 

ふことの， ly つ むに- フく は淚な b け， 0 とよめ り 

吉野 を假の 御祓 川 

御蔵 川 は みなづき はら ひ をす る 川 をい ふ此 iic 野 川 

を かりに 御？^ 川と して こ、 よ .o- 大神宮 を拜 せんと 

いふ 也 柏に みき をのせ て 大神宮に さゝ ぐる こと は 

夫 木 集 仲 房の 歌に 「むかし 誰み つの かし はの を 

天照祌 に 手お そ め けんとよ め ..^ 朝拜と い ふ は淸. お 

殿の 前にて 臣下の 天 子 を拜す る 事 を いふよ し 花鳥 

餘 情に 見えたり- J ゝ は 遙拜と いひて よき 听也 朝拜 


と書るは誤^3 

いふに 嬉し さ 雛鳥の 飛 立 計， o 振袖 も 

この 詞 よくつ いきた ひ 萬 紫 集に 「よの 中をラ しと 

やさしと 思 へと も 思 ひたち かねつと h- にし あらね 

まともよ みうち はふき 今 も 鳴なん とい ふ敲を 萬 i 食 水 

に は 打 羽 振と 書た b 鳥が 飛ん とする 時 はふた つの 

羽ね を ふるゆ ゑ 也 こ ゝに飛 立ば か， 9 ふ -5 袖と 書た 

るよ く 叶 ひたり 

吉 野の 川に 鵲の橋 はない かと 

銀河に 鵲の橋 を かけて 一 年に 一 度 織女 を わたす と 

いふ こと 准 is 子に ある ゆ ゑ此吉 野 川に 橋 はなき か 

とぅらむ>^3也 

籠 鳥の 雲井 をした ふ 

此 故事 菅 原に しるす 

i  仝に しられぬ 花ぐ もり 

花ぐ も， c ははな の 比{仝 の 暴 ひ てす こし ふる 雨 也 こ 

この 心 新 古今 戀の 部に 「なに 故にな かむ る 月の く 

もる らん 空に しられぬ 袖の しくれ をと いふ 歌に か 

心の 喻姐 刀して 削る が 如き 物 思 ひ 

權璃 天狗 卷三 


峻砠は 山の け はしき かたちに て 刀 を もつ て 削， 0 立 

たる やうに するどき を 云 今 大判 事が わが こ ろの 

苦し. さが 刀に て 削らる ゝ やうな りと たと へ た b 此 

詞は 朗詠に 山復山 何れの ェ みか 靑 厳の 形 を 削 な 

すと も 見え 又 遊 仙窟の 高き 嶺 天に 橫 たは つ て 31 巒 

の 勢 ひ を 刀して 削れ と あるに も よれるな る ベ し 

|«! 登 も 一 楫し 

の 字 は 漢土に て は 人に むかひて 禮を するとき 手 

を わが 胸に あてる こと をい ふ 也 日本に て は 手 を さ 

げて挨 接する 事に 用 ゆ * 

け ふの 役目の 落 去 次第 

落 去 は 落着と い ふ に 同し 去の 字 は 宛字に て 本字 は 

落 居と かく 事下學 集に 見えたり 和文に も氣 のおち 

つく こと を 心の たち ゐ ると 書 は此落 居の 字な 

母に 勸て 入內 させ 

入 內とは 公卿の 御む すめの みかど へ 御よ めい h- な 

さる、 を 云 大內に 入と いふ 心に て入內 とかく 也 

遺 K に 遺恨 を 重 る か 

遺恨の 字 は杜子 美が 詩に 出た， 9 のこる うらみ をい 

ふ  > ひ 也 

=1 1  四百 五十 五 
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覺 束な くも 呼子 鳥 

「をち こちの たつき もしらぬ 山中に お ほつ か なく 

もよ ふこ 鳥 か なと いふ 古今の 歌に てかきた. 0 

胸は眞 紅の ふさがる 箱 

眞紅 はくれ な ゐの色 也 ひもの 流 蘇 を 塞る むねに い 

ひかけ たり 

叙 開に 達し 

天子の 御 耳に 入る を 叙 聞と いひ 御意 を 叙 慮と いふ 

也 

一 天の 君 

天下に 一 人の 御 あるじ 故 天子 を 一 天の 君と いふ 也 

此花は 八重 一 重 

八重 櫻と 一 重 ざ くらと 1 1 ッ の 花 をい ふ 也む かし は 

さま， のさ くら はなく して 一 重の やま 櫻ば.？ 'h- 

な しかば 杂 良の 都に ある 八！ Ifflr ざ くら， t いふ 千 重 

の 櫻が 甚だめ づら しか， 0 し § ゑ 禁裡へ さゝ げられ 

し 時 「いにしへの ならの 都の 八重 さくらけ ふ 九重 

に 匂 ひぬ るかな と 伊勢大輔 もよ まれた， = '今の 世に 

裼贵； ^盥签 車が へ しな ど さまく 名の 多くな， 0 た 

る はみ な 人 作に て かの やへ ざ くら を さまぐ に錢 


する やうに 手 入して^ かせた るな り 契 冲の漫 t* 紫 

に 今の よの さくら をと い ふ詞愈 .1 有て 「ri, 、重さく ち 

ならの みやこの 一木よ，^ 枝に さえ * たに 花ぞ わかる 

ると よめる も 後世 花の かすお ほく 成た る をい ふな 

九重の 內に侍 かる、 

こゝ のへ は 禁中 をい ふ 傅かる 、は 大切に せらる ゝ 

- J と を い ふ な & 

義理の 柵せ き 留ても 

しがら みは 塘を 水に てく づ させぬ やうに 河ば たに 

木 ゃ柴ゃ をから みつけて おく を 云な b 

馴ぬ雷 井の 宫づ かへ 

雲 井と も 雲 の 上と もい ふ 5." 禁中の ej- 也 

け ふよ. 0 內； 上膽の 

上膊と は 女御な どの 御？ ！• をい ふ 下； ^3 と はまた 其 下 

の 更衣な どの 御 方 をい ふ 也 

別れの 猫の はかな さも 

くしの 齒 とい ふこと を はかな さもと つ いけた h'^ 

の 櫛の- -とは 源氏 もの がた，. >  榊 の卷に 六 條の御 

所 の 御 娘 伊勢 の 齋宮に 立 給 ふ 時 御 こ、 ろう ご き て 


別れのお. ほんく したて まつり 給 ふいと あはれ にて 

しほ たれさせ 給 ひぬ と 有 これ は齋宫 とていせ の大 

祌宫へ 宫づか へ にまゐ h 給 ふかの 御む すめの ひた 

ひに つげの 御く し をみ かどの 手づ からさ ゝ せ 給 ひ 

て ふた ゝび 京の 方へ か へらせ 給 ふな ど 仰 ごと ある 

が 例 なれば 別の^, ：> とい ふな， „^ 

何樂 しみの 女御 后 

天子の 御 妻 を 后と 申 それに 次た る 女官 を 女御と い 

ふ よし 花鳥 餘 情に 見えた， 9 周禮 に 女御 は 御 妻 也と 

あれば 漢土 にても 重き 稱號也 

十二 一重 

これ は五ッ 衣と 同じ 事に て 古代 十二 一  重と いふ こ 

となし 源： 牛 盛衰 記 の女院 の； g に 入せ 給 ふ 所に 彌生 

の 末 なれば 藤 重ね 十一 ー單の 御衣 を 召しと いふ こと 

はじめて 見えた るよ し 年 山 打 聞に みえた， り 

一 ッに 落る 三 ッ 湖川 

十王經 に. C 人の 葬 頭 川 を わたるに 一二 ッの瀨 有て 一 

に 山水 瀬 二に 江 深淵 三に 有 橋 渡と いふと あ.." 是に 

よ. 9 て 歌に も 一一 一 ッ瀨川ともゎた，..^川ともょむょし 

古今 集の 古抄 にみ えたり 按す るに  >  】 の 十 王 經は偽 
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經 なれ ども ふるく  - 1 の經 によ て 歌に もよ み來れ 

る 事お ほし 

子よ， 0 も 親の 四 苦 八 iS 

四 苦と は 生苦老 苦 病 苦 死 苦 をい ふ 八苦と はこの 四 

苦の 上に 愛別離苦：ゃ：：^會苦求不得苦五盛陰苦を合 

せて いふと 大 藏法數 にみ えたり こゝ にて は 只 種々 

の 苦しみ をい へ り 

面 方淨土 

極樂 のこと なり 

殘らす 川へ 流れ 灌頂 

眞言 宗の 法事に 灌 頂と いふ 事 あ，^ 延曆ー 一十 四 年 高 

雄の 道場に おいて 行 はる、 よし 本 後 紀に晃 えた 

b 流れく わんで うは 經木を 川へ ながす 事に て職ゾ 

歌合に 「いかに せん 五條の 橋の 下む せひ はて はな 

VJ^ たのな かれかん しゃう とい ふうた あり 

水に 成た る 水葬 體 

大& 一の 葬 法 四ッ有 一 に は 水葬と て 屍 を 江河に 投て 

S に：！ しむ 二に 火雜 三に 十パ t 四 に 林 葬と て はや 

しの 中に 棄 置て 鳥獸に 飼し むと いふ こと 释氏 兄 

にあ h-   
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筐も 仇の 爪 琴に 

「かたみ こそ 今 は あた なれ これな く はわす る ゝと 

きも あらまし もの をと いふ 古今 集の 歌に てかきた 

.5 爪に て ひく 物 ゆ ゑ 爪 琴と いふな， 0 

弘誓の 船 あなたの 岸よ， 5 彼岸に 

弘誓 は ひろき ちか ひとよみ て佛の 衆生 をす く はん 

とのた まふち かひ をい ふ 也 また ほとけ を 船 師大， © 

師 とも 云て 苦 海 を 船に てわたし 給 ふ 船頭に もた と 

へ たる 事 法華經 にも 見えた，^ 彼岸 は 心 經に到 彼岸 

とい ふ 事 あ.^ 佛道 をうる 事 を 彼岸に 到る と說. 0 

玉の緒 

命と いふ 物 は 魂 を わが 體 につな ぎて おく 锗の やう 

なる もの ゆ ゑ 命 を 玉の緒と いふ 也 

親か赦 して 塵未來  . 

塵の 字 あて 字 也 邀未來 と 書べ し 地蔵 本願 經盡 未來 

際と かけり 未來 永々 までと 云 心 也 

爐 魔の 廳を 名乘て 通れ 

廳は 役所の 事に て ゑん ま 王宮の 前に 役所 有て 簿を 

以て 亡者の 罪 を 正す こと 十 王經に 見えた h- 

なむ 成 佛得悅 と 
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佛 にな， 0 て此 世に くるしみ を脫る 、事 を 得べ しと 

云 こと 也 

早 日 も くれて 人 顔 も 見 へ す 庵の 霧隱れ 

こ の 霧 隱 れ と い ふ 文 句 の け し き に 不 相 應 な 

て 難す る 人 有 ど 其 はか へって あたらぬ 論 也 三體詩 

劉禹 錫の 詩に H 出 三竿 春 霧 消と もつ くりて 霞が く 

れと いふ も 同じ、 ひ 也 

〇 假名 手本 忠臣 葳 山 科 齣 

風雅で もな く  I - やれで なく 

風雅 はものす きとい ふ樣 なる 心し やれ は 洒落と か 

きて 性理 大全に 周 茂叔は 人品 はなはだ 高く して 胸 

中の 洒落なる こと 光風 霽月の ごとしと い へる やう 

にう き 世 を はなれて 氣 性の 高き 心 を 云 也 

牽頭 仲居に 送られて 

究， 3 が 色道 大鑑 卷の 一 に 云. I. ^鼓 持と いふ は 傾城 買 

の 家に 付した がふ もの をい ふ此 名目のお こ， Q は紀 

州の 雜賀 跳に はじまる 鐘 を もちた る もの は 首に か 

けて を どる 其 中に 鐘 を もたぬ ものに 太鼓 を もた す 

るな， 是 によって 此 名目と すと い へ，， 9 又 同書に 太 


鼓 持の 異名 をむ かし は行證 人、 あかば、 おひやな ど 

云 又 跡 付、 沓持、 惟光、 ぶんせき、 末社な どゝ もい ひ 

たるよ ししる せリ 惟光 は 光源氏の 君の 心し. 9 の 若 

ものに て 源氏の 君の しのび あ. 9 きの ともをして 常 

にっきした が ひ 奉. 0 し 事 源氏 もの かた.^ に 見えた 

り 其& 二て 名 付た る 物 成べ しされ ど 昔 も 太鼓 持 を 

， 光と いふ こと は筑 紫が たにい ひ 職て 上方 す^に 

はこれを弔ひざ^^しとぃ へち ぶんせき は麼安 のこ 

ろ 大坂邊 にて いひなら はせ し 名目に て 本 客と は 席 

を わ.？， つと いふ こ ゝろ にて 分 席と いふよ し 力の 書 

にみ えた b  - .- の 色 ^3 大鑑 は甚 珍書に て寫本 十八 卷 

あり 此 作者 は 顯俾明 名錄を あら はした る吞 舟軒箕 

山と 云 人な b- また 太鼓 持の こと を 漢土に て は牽頭 

裙間六 頭 子な ど 共い へ. 9 

雪 こかし 雪 はこけ いで 雪 こかされ 

雪 こかし は 雪^と 書て 源氏物語 權の卷 にわら はべ 

おろして 雪 まろばし せ させ 給 ふち ひさき はわら は 

げて よろ, J び はしる にあ ふぎな どもお としてう ち 

とけが ほおれ しげな ち i 有 わら はげ は を さなき さ 

ま を 云 也 


旦那 申 旦那 

本字 は 檀那な b 今 下人よ- 9 主人 を さして 檀那と い 

へ ども もとは 弗 語に て 僧よ. 9 在家 を さして 云 こと 

葉. s„1 それ ゆ ゑ 俗に わが 賴み寺 を も * たんな 寺と いふ 

#：!  く はしき 事 は 法界 次第に 出て 內に 信心 あ，.^ • 外に 

福 田 あり 財物 有 三 事 和合して 心に 捨法を 生じよ く 

樫 貪 を 破る 是を 檀那と すと 云. 5 

朝夕 に 見れば こ そ あれ 住 jiri の 岸の む か ひの 淡 路嶋山 

此歌は 津守國 冬の 歌に て新梭 拾遺 集の 雜の 上に 出 

て 下句 うらより をち の 淡路嶋 山と 有 これ は 拾 遣 集 

に 出た る 人 丸の 「すみよし の 岸に むかへ る 淡路嶋 

あはれ と 君 をい はぬ 日 そな きとい ふ 歌の 詞を ひと 

つに おぼえ あやまり てきしの むかひの あはち 嶋山 

とい ひ IS へ たる 也 さて 此歌 のこ、 ろ は 朝. 夕に みて 

ゐれば こそめ づ らし- フも覺 えね 此 すみよし の 浦よ 

b はるかに 見 わたす あは じし まの けしき は 何とも 

かと もい はれた るけ しきに て はなき 物 をと 淡路嶋 

のけし きはいつ みても 見 あかぬ とい ふ 心なれば *r 

由 良の 助の 引て いふ 歌に て は 心う らお もてに て あ 

ねらす 是は 作者の あやま，. y 也 
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詞も しどろ 足 取 もし どろ に 見 ゆ る 

東坡集 に 取次と 書て しどろ にと 點 せり 下學 集に も 

取次 筋 さと 書て しどろ もどろ とよ ませた， h> 取次 は 

もの 、次第な く 入 ませ. たる 事 筋 斗 は K に いふと 

んぼラ か へ，„^の事也源氏物語むめかぇの卷に筆に 

まかせて みだれ 書た ま へ る さま 見 ど- ro^,-v なし 

しどろ もどろ にあい き やう つき 5,3^ まほし けれ XLC 

有て 河 海 抄には 此處の 註に 「よしと て もよ きな は 

た ゝ す 力る かやの いさみたれ なんしと ろ も と ろ 

にと 云うた を 引た h.- 

降た る..^ かな 

この 所の 二く さり 三く さ. 0 の 文句 は 鉢 木の 謠をゎ 

ざと いひ か へ て 雪 は 鵝毛に 似て 飛て 散 亂し人 は 鶴 

i? を 被て 立て 徘徊す とい ふ 詩 を かやう にと， 0 なし 

たる もの 也 此詩は 白 氏 文 薬に 出て 鶴 毛と は 鶴と い 

ふ 白き 鳥の 毛の - J と散亂 はち， 0 みだれた る 寧 也^ 

敏は 鶴の 毛に て 織た る 毛お， 0 の 衣の 事 徘徊 は 立 も 

と をる とよみて 立 どまる こと 也 

伊勢海老と 盃 穴の 稻 荷の 玉 垣 は 

赤き 物 をい ひなら ベた る 也 玉垣 は 朱の 玉 ほ 一と 歌に 


四百 六十 

もよ みて 神社の めぐ. 9 の あかく ぬりた る 垣 也 玉 は 

垣をほめたる詞な，^^ 

嶺の奪 吹に 岩 を も 碎く大 石 同前 

ふ J« きはつ もりた る 雪の 風に くだけお つ る をい ふ 

也 後 京極攝 政の 月淸 集に 「旅人の みのし ろ 衣う ち 

はら ひふ いき を わたる 雲の かけはし ともよめ h- 

螢を 集め 雪 を 積も 學 者の 心 長き 例 

螢を あつ めし 故事 は 晋書に 車 胤と いふ 人 3g  く 書物 

を覽て返窟する ことなか.^^しかど家貧しぅして つ 

ねに 油 を 得 ざり ければ 夏の ころ はきぬ の 袋に あま 

たの ほたる を 入て 書物 をて らし 夜 を 日に つぎて 是 

をよ みたる よし 見えた， 0 又 雪 をつ む 故事 は 孫子 世 

錄に孫 靡と いふ 人 貧に して 油な か. 9 ければ 冬 は 雪 

に映て書をょみたるょしみぇた.^> 

刀 脇^ さすがげ に 

秋草に 云 近世 刀と いふて 脇差と 一 具に さし 添る も 

の をい にし へ は 打 刀 ^ 刀と も 云し 也 古き 武家の 禮 

書に 刀 をた ま はりたら ば 辟て すべし とい ひたる 

は 腰刀の こと 也 打 刀 を 座敷 人前に て さす は 無禮也 

とい ふまた 云 脇 指の 事 本名 は 脇差の 刀と いふ もの 


此 もの むかしょ，.^有しものなれども今の世のご 

とくなる 物に は あらす いにしへ は 脇差 は 六 七寸計 

, ^にして 柄 もま かす ^ もな く 鞘 尻を圓 くして 短き 

下 雜を付 さげ をの 先 を 結 玉に しかう がい を さして 

^中に て の 方へ よせて さす 故 わきざしと.，." ふ 使 

中に さすに 衣服に か ゝ.^ さはらぬ 爲靴尻 を まろく 

するな， 9 ふところよ.. 0 外へ すべ り 出ぬ ために 下緒 

のむ すび 玉 を帶の 通りに おし はさむな りと 有 

侮 見 付た る ほ 、笑顔 まぶかに 着た る 

ほ、 えむ と はすこし 笑 ふ を 云 ほ、 は頰の 字に てむ 

かしの かな づ かひに て ほ、 と 書 也 ま ぶ か は 目 深と 

書て 目の 字 を まとよ む もむ かしの 詞也 帽子 をめ の 

あた. 0 よ.. >  下 へ ふかく 着た る を 云 

小 浪御寮  ー 

人の むすめ を 御 寮と も 御料 人と もい ふ 事い にし へ 

はなき 事に て 太平 記に 北條 高^の 男 を萬爲 御お と 

書 たれ は 其 ころ は 男子 を も 御料と いひし なる ベ し 

今按 する に 察の 字 は 文選の 註に 小 窓 也と 有 はま ど 

の內に そだてられた るむ すめ を 御 察と いふなる ベ 

し 長 恨 歌に 投せ妃 の ^SK -」 養 はれて 深窓 に^て 人い 

hn  "SF  ^sf 天 狗 卷 =1— 


ま-た 識ゃ とも 作. 0 源氏 ものがた. 0 の 品定の 所に も 

親の か しづくむ すめの 事 をい ふとて おひさき こも 

れる まどのう ちなる ほど はと 書る にても 知べ し 

只今 は 浪人 

浪の字 はみだ， 0 とも 讀て よる かたなく なること を 

流哀 ともい へ ば 浪入は 仕官 を やめて うきたる から 

だとぃふ事也文苑彙位£に踪^^」定..^止る所なき人を 

浪人と い ふょし見ぇた-„:^ 

追從 武士の 祿を取 

追從 はお ひした がふと よむ 字に て 人の 氣に すこし 

もた が はぬ やうに つきした かふ 事に て 下 m て 集に 媚 

詔之義 な， 9 と 注せり 源氏物語 うつせみの 卷に はと 

のゐ 人な ども ことにみ いれつ いそうせ すと 書り 

二君に 仕へ ぬ 由 良， 助が 

史 記に 齊の王 燭が詞 に 忠臣 一 一 君に 仕 へ す 貞女 一 一夫 

を更 すと 云て 燕の 國に仕 へ すして 死した る 故事 あ 

り 

心へ * たての 唐紙 を 

今 世 問に 用 ゆ る 襖 はむかし は 襖 障子と いひた る 物 

- - て それ をから 紙に て はりた る § ゑ かの ふすませ 
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うじの 事 をから かみと 云 也 職人 歌合から 紙のう た 

に 「穴 H いろのう す 雲 ひけと からかみの したき らゝ 

なる 月の かけ 哉と よめ，^ 平家物語 長 門 本にから か 

みの 障子 をた てた. 9 と 有よ し 秋草に い へ， 9 

貞女 兩 夫に まみへ す 

上の 王 燭の詞 をう けて 書た る 所 おもしろし 

淚 一 途に突 詰し 

一 途は ひとみち とい ふこ ゝろ也 

勿體 ない 事 

嫁 草に 俗語の 勿體 はすな はち 物 體 也 人物の すべ よ 

きを 物體の あると いふ 君 父 を 蔑に し 神明 を 侮るな 

ど は 人物の 正體 にあらざる 故に これ を物體 なしと 

い J な hij あ.. 9 

薦 僧の 尺八 

遊の 字 は 誤に て 本字 は 虚無僧.^ 又 普 化 僧と も かけ 

,0 もろこし 盤 山 K 招の 弟子 普 化禪師 とい ふ 人 尺八 

を ふき 鈴 を ふ， 0 て 明 頭 來晴頭 打 四方 凡面來 などい 

ふ 事 を i? へ ありかれ し 事 有 其 流れ を 汲で 文明 年中 

朗 庵と いふ 僧み づ から 普 化 55^^ I」 稱 して 宇治の 吸 

江 庵 京都の 妙 安寺に 住して 尺八 を 好みし ゆ ゑ此寺 


I  四百 .1 ハ 十二  

終に こも 僧の 本 寺と なれる よし 雍州府 志に 見えた 

り ^僧 をむ かし は 暮露 とも 暮露 /l.- ともい ひたる 

事 は明惠 上人の s 華 論 兼 好の つれく 草 等に みえ 

た. 9 またむ まひ じりと 云し 事 は 職人 歌 八 JJ にみ えた 

とたんの 拍子 

塗炭と 書 也 書 經に民 塗炭に 墜と いふ 事 あり 註に 夏 

の桀王 闇く 亂れて 下民 を恤 ます 民の 危 ふき 事 泥に 

陷， 9 火に 墜 てこ れを救 ふこと なきが 如き をい ふと 

有 文選の 註に は 塗 は 泥 也 炭 は 火 也と 有されば 俗に 

あぶなき かげんと 云 心 をと たんの 拍子と は 云 也 

修行者 

すべ て佛 のみち を 修行す る もの をい ふ 

白木の 小 四方 

三寶の 類に て 俗に 足 打と いふ もの 也 

引出物の 御所 望 ならん 

Iw 引出と て 嫁入のと きむこよ. 9 舅へ おくる 物 をい 

ふこの 字 は 江 家 次第に も： a えた， 5 

刀 は 正宗 指 添は浪 の： 牛 行 安 

正宗の こと 薄雪 淸水 齣に 註す 浪 平行 安 は 一 條院の 


時の 刀鍛冶 也 

あんかんと 

安閑と かいて やすらかに しづかな りと いふ 心な 

放埒なる 身 持 

諺 草に 人の 法度に したが はざる 事 馬な どの 埒を放 

れ いづるに たと へ て 放埒と は い ふ なる ベ しと 有埒 

と は 競 の 時 馬 を 外 へ 出さぬ やう に兩方 に ゆ ひた 

る 垣 をい ふ也按 やる に定家 卿の 拾 造 員外 集に 「埒 

のうちに くらぶ る 駒の かちまけ ものれ る をの この 

鞭のう ちからと いふ 歌 有されば 俗に  一 I？ もない と 云 

詞もと，^^しま，，^のなき事埒のぁくとぃふは垣をぁ 

けて 馬 を 自由に かけさす ことより いふなり 

大 だはけ 

諺 草に は 淫氣と 書て 恥 を もしら すお ろかに あさま 

しき を 云よ しに 云. 0 

Itl- 旗つ くすな と 

秦の 趙高亂 をお こさんと 欲して 群臣の したが は ざ 

らん 事 を 思 ひ 鹿 を 二世 皇帝に 獻 じて^ 也と 申せし 

かば 一 一世 皇帝 左右の 臣下に これ は 何 そと、 ふ時趙 

高に へつらへ る もの はわ ざと 也と いひ へ つら は 


ぬ もの は 鹿 也と いふ を 聞て ひそかに 鹿と いひし 者 

を 殺して おのれが いき ほひ を 見せた る事史 記に い 

でた.. >是 より 人 を たぶらかす 事 を 馬鹿に するとい 

ひ傳 へた. 5 

鹽 梅見せ う 

書經に 若. 和羹を 作らば 爾 これ 醴 梅な らんと いふ 事 

有て むかし は盥と 梅と を 以て 食物の 加減 をせ しゅ 

ゑ 天下の 政 を ほどよくと. 9 行な ふ 臣を鹽 梅の E と 

い ふ こと 山 谷 詩集に 見えた. 9 それ故に 物の ほどら 

ひ を も あんばいと 云 

不祥ながら 

不祥の 字 は 日本 紀 にて はさが なしと 讀て よからぬ 

心 也 

長 押に かけた る 鐽追取 

鴨！ B の 上に 打 付た る 横木 をな げしと いふ 事 誰もし 

,5 たる こと 也 敷居の 外にう ち 付た る 横木 を も なげ 

し， 0 云 こと 今 はしらぬ 人 あ.^ 源平 盛衰 記に 長 押に 

尻 かけ 大 床に 足 投出 しとい ふこと 有義經 記に 辨慶 

. 長 s-gjl 上に つい 居て 麼の ほら貝と b い * たしと 云 車 

有 つれ/. (^草に なみ/ \ に は あらす と 見 ゆる 男女 

1 1  ras^ 


瑶璁 天狗 卷三  

となげ しにし りかけ て 物語す る あ. 0 さまと いふ 事， 

あ， 0 是 等は大 なる 家 造り は椽 よ，^ 敷居までの 中高 一 

くて し きゐの 外の 方に なげし を 打し 也 釘 か く，， f 

有 これ をな げしと しらぬ 人 有と 秋草に いへ， 0 今 愛. 

にい ふ は 鴨居の 上の なげし の 事 也 

諸 足ぬ はん 

もろあし は 雨足 也 諸と もとは 人と 我と 二 ッ也 もろ， 

铀 はふた つの 釉を い ふ 皆 同し 詞 な り 

M 愤を はらさん と 

-っ■っとしくB^ふぃきどほh^をはらすとぃふこと；^.* 一 

造 營の砌 

造營 はっく， 0 いとなむ とい ふこ ゝろ 也砌 とい ふ 字 

はもと 前栽な どの 事 なれ ど 其 折からと いふ V ひに B 

ひ 求れ り 

若氣 の短盧 

短盧 はみ じかき おもん はか， 0 とよむ 字に て氣 の， J,- 

じ 力き- J と 也 

未來 永劫 

未來 はい まだき たらす とい ふ 心に て 先の よの 事 永 


I  I 四百 六十 四  n 

劫の 劫の 字 は 世の 字の 心に て 永き 末の世までと い 

_ ふこ ゝろ 也皆佛 書に 出た る 字 也 

露 しらす 

露. i いふ もの は 草な どに おく かと 思 へ ば ま- -ft" る 

はかなき もの 故 それ をた とへ にして すこしの あ ひ 

だの 事 を 露の間と もい ひす こしば かりの 事 を 露ば 

力り ともい ふ 也こゝ につ ゆしら すと 云 はすこし も 

しらぬ と いふ 心 也 新 古今 能宣の 歌に 「秋 霧の たつ 

た ひ 衣 をき てみ よつゆ はかりなる かたみな り と 

もと よめり 

冥加の 程が 恐ろしい 

冥加の 字は佛 書に て は 梵網經 に 出て 目に みえぬ 所 

よ， 9 佛の惠 みのある こと を 云 又 神 書に て は； w-i,^  口 

訣に 出て 天照大神の 託宣に 冥 を 加る に まさるすな 

ほなる を 以て 本と すと い 八 ,0 然れば 目に 見えぬ 1% 

より 加護し 給 ふ神佛 のお ぼし 召も懼 しきと 云 6ぉ 

べし 

君子 は 其 罪 を 惡んで 其 人を惡 ます 

此語 はこれ より 先に 御所 櫻の 院本に も 出て 伯夷叔 

齊は其 ffls; をに くみて 其 人 をに くます と 書. り これよ 


論語に 伯 奥 叔齊は 舊惡を 思 はすとの たま ひし 孔子 

の 意 を 取て 其 語 をつ く. 5 か へ たる 物の よし 穗精以 

貫 も かけり 四書 蒙 引に 司 馬 温 公は姦 邪の 小人の 己 

を 害する もの をに くむと い へ ども また 其 賢 こき を 

咨 嗟す と いへ る 心なるべし 

未 前 を 察して 

いまだ 其 所へ いたらぬ 所 をお も ひ はかる を 云 

石塔の 五輪の 形 

石塔 をた つる 事 は释氏 要覽に it 石 を ai_!l んで これ を 

つくる 形 小 塔の ごとしと 有 五輪 は大 藏法數 に五體 

とい ふ も 同し 心に て 人間の 體 の 頭と ふたつの 肘と 

ふたつ の 膝と を 地 水火 風穴 H に か たどり て 五輸と い 

ふと あ. 0 それ を 石塔の かたちに うつした る を 五輪 

とも い ふ 成べ し 

玉 椿の 八千代 迄と もい は ゝれす 

新 千載 集賀茂 經久の 歌に 「神 山の みねに お ふて ふ 

玉つ ばき やちょ は 君の 爲 といの らん」 とよめ. 0- 

吳王を 諫めて 誅 せられ 辱し め を 笑 ひし 吳子骨 が 忠義 

吳子 «: と 書 は 、にて 伍子 胥と 書べ し 楚國の 人に て 

身の 長 一 丈 眉間 一 尺 有しと いふ 吳王を 諫めて 誅せ 


られ し事史 記に みえた h- 

唐土の 豫讓 

晋の豫 讓智 伯に 事へ たりし に趙襄 子と いふ 人智 伯 

を 亡した る 故 趙褢子 を ころして 其 仇 を 報 せんとし 

けれども 其 志 を ざ， 0 しかば 襄 子が 衣 を 撃てみ づ 

から 靱に 伏して 死した る 事 也 是も史 記に 出 

孫吳が 秘書 我 爲の六 蹈三略 

吳の 孫武 子が あら はす 兵書 を 孫子と い ひ 魏の吳 起 

がっくれ る 兵書 を吳 子と 云 六 韜三略 司 法 尉繚子 

太 宗問對 を 合せて 武經七 書と いふ 也 六蹈と 書 も あ 

やま b にて 本字 は 六 g 三 略な b この 二 ッの書 は 太 

公望の 作な. 9 

舅が 情の れんぼ 流し 

尺八の 譜に云 虚無僧の 手 一 一 ッ臨 門流虛 鈴と あ. -し 

かれば 此れん も 流しと いふ 尺八の 手の 名を戀 な 

がしと いひ かよ はした る もの 也戀慕 はこ ひした ふ 

とい ふこ ゝ ろ 也 

よべと. こたへ ぬ だんまつま 

俱舍 論に 曰 命 終に 臨む 時 を 名 つけて 斷末 摩と す 苦 

受に逼 られて 物 を 別つ こと 有事な きを 末 摩と 云と 
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有 

これ や 尺八 ぼんのうの 

尺八 は壹 尺八 寸に竹 を 伐た る ものに てむかし は樂 

器に も 用 ひたる よし 河海抄 にみ えた，^ 源氏物語 末 

摘 花 の卷に さ く はち の 笛と あり 释 氏耍覽 に 煩惱に 

百 八の 數 ある ゆ ゑ それ を 除かん ために 珠數の 玉 を 

も 百 八の かすに つらねて 佛 號を唱 ふるよ し晃 えた 

h- 愛に は 尺八 を 百 八と 通 はして 作れ. 9 

関の 契り は 一 夜ぎ..^ 

一 節截 とい ふ 笛 を 尺八の 事と すれ ども 是は 洞簫 と 

いふ 笛の 類に て 尺八と は 別な h- とい へ b- こゝも 一 

を 竹の 一 節に かよ はした b 

〇 壽 門松 新 町 齣 

饥波 根の みねよ，.^ おつる 蔬の しら 玉 ひい ふうみい よ 

「つく はねの： S よ， „ ^お つ るみな の川戀 そつ も b て 

淵と な b ける とい ふ 後 撰 集に いでたる 陽 成 院の御 

製と 「龜の 尾の 山の 岩ね をと めて 落る 瀧の しら 玉 

千代の 數 かもと よめる 古今 集 の紀 のこれ を かの 

歌と をと， 0 合せて 枕に かけ. 0 本 歌の ^波 根 はつ 


ベ き也數 をかぞ へ て ひと， 4 のみつ くこと ゆ 

から やとい へ b 是は宽 文より 延寶 のころ 迄の 

曲 中の さま を 書た る 所に い へ.^^ 

千代 も 根 引 はたへ すま じ 

正 E; の 初めの 子の H に 松 を 引て う ゑ かゆる を 子 日 

すると 歌に もよ め. 0 玉菜 集 小辨の 歌に も 「數 しら 

す 弓る 子 日の 小 松 かな 一 もとた にも 千代 はこ もる 

をと よめ. i> 新 町の 太夫 を 松に たと へ たれば 身う け 

する 事 を 根 引に するとい ひなら はしたり 

かすみ の 缺虹 の 帶 雲のう はぎ を §  か け て 

これ は 太夫の よそ ほひ をい ふ 也 霞の たもと は續後 

撰 集 通 方の 歌 「 さほ 姬の 花色 衣 はるをへ て かすみ 

の 釉 に 匂 ふ や ま か せ と讀た 虹 の は ^5;, 大成の 

虹の 詩に 一 條の綉 帶天腰 を 束ぬ と 作れ， ex  ：卞： ャ のう 

はぎ は 人 丸の^に 「あまの 川霧た ちわた るた な は 

たの のころ もの か へ る 袖 かもと よめ. 0 

新艘 つき出し 出立 はへ 

むかしの 遊女 はお ほぐ 船に の. 9 て 客 をむ か へたる 

物 § ゑつき： U しの 遊女 を あたらしき 船に た とへ て 

新艘と 書た るなる ベ しされ ど 新造 はよ めの こと を 

n 瑶^ 天狗 卷三  Mn 


もい へ ば それより 遊女の 稱に うつりた る にても 有 

べし 秋草に 云 人の 妻 を 御新造と いふ 事む かしょ h- 

あ， 9 し 事 也 蛇 川 殿中： 《 記に て 見えた h- よき 人 は 妻 

をむ か へ るに はかなら す 妻の 住； li? すべ き 家 を あら 

たに 造作す る ゆ ゑ 御新造と もい ふ 也 ある 說に船 を 

あらたに 作 h- たる を新艘 とい ふて 祝 ふ これに なぞ 

らふる とい ふ は 非な. 0 とい へ り 出立ば へ は 衣裳 を 

着か ざ て 外 へ 出た るが は へ あ •h' て 一 き はうる は 

しく 見 ゆると いふ 事 也 源氏物語に はいでば へ とか 

けり. 

うさ を も 芥子の ベ に 鹿 子 ごく ざいし きの 越後 町 

冬と しのう さ を も 消す とい ふ 事 を 芥子に いひ かけ 

た..^芥子は至ってちひさきもの故佛書にも須彌を 

芥子に 納る とい ふたと へ ぁ，s^て - 1* かなる 鹿 子 を 

けし かのこと もい ふ 也 かのこの 事 はいせ ものがた 

り に 「時 しらぬ 山 はふし のね いっとて かかの こま 

たらに 雪の ふるらん とい ふ 歌 有て 鹿の子 まだらと 

は 鹿の子の 背に むらく. m き 毛の あるに 富 士の雪 

の 斑なる をた と へ ていふよ し 古意に 見えたり それ 

よ.^  くゝ. 0 染に する 事 を ゆ ひ 鹿 子と はいふ 也 極 彩 
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色の 維と いふ こと を 越後 町に 云 ひかけ た. 5 

三 筋に みつの 春 立ば 

くるわの 三 筋 町に みつの 春の 立と いひて 三の 字 を 

かさねた るな. 正月 を 三の 春と いふ は 年の 始 時の 

はしめ H の始 なりと 玉燭寶 典に 云 へ .0 

や，^ が 前 だれ あかね さす 天も醉 た. 9 人 も醉ふ 

M 山 大鑑に 云 香車 は ひとす おにむ かふへ ゆく ゆ ゑ 

に 異名 を錢 とい へ b これに なぞらへ て や.，^ 手 を 香 

車と いひ 來れ .9 され ども 此 名目 こと ふ， 9 たれば 今 

は 遣 女と 云べ しあ かねさす は 赤き 光，， C- のさす とい 

ふ 事 也 新 古今 集营 家の 御 歌に 「あまの 原 あかね さ 

し 出る 光に はい つれの 沼 かさえ のこる へ きとよ ま 

せ 給 へ り天も醉た，.^とは和漢朗詠集の文に春の暮 

HJ々 の 三朝天花に醉.^と作れ，9是は桃の花をぃ ふ 

な h- 

春し. 0 そめて 七つ屋の 藏の In. 出る 鶯 茶の 

玉 葉 集 定賴の 歌に 「とし ふれと か はらぬ もの はう 

くひす の 春 知り そむる 聲に そぁリ ける とい ふ 歌と 

谷の BS 出る き： とよみた る 歌と をと h- あはせ て 世話 

事に おとした る 所 例の 卒 安子が 妙 作 也 


おろせの 風と も 見 へ ぬ 

箕山 大鑑 器財 門に おろせ はもと 駕籠の. 9 もの ゝ事 

也 また 乘物を かく 疋夫を さして おろせと もい ふと 

がけり 

五 器 さげる すい さう と  , 

下學 集に は 御 器と 書て もとは 人の 供御の 飯 器の 

ことなる を 下さ まの 飯婉の 事に いひなら はしたり 

古き 名物の 茶碗に 尼 御 器と いふ も 有 書 言 字 考には 

御 TO^ 又定 器椀& それ を さげ あ.^  く は 乞食の さま を 

云瑞相 はもと めでたき あ. 9 さま をい へ ど 俗語に て 

はか やうの 所に も 云なら はしたり 

て \ ご さま は かくれ もな い いしん じょ 也 

いしん じょ は 石 丈と かいて 石の ごとく かたき 人と 

い ふ - 】 と 也 丈 は 丈夫と いふ 事に て 男の 通稱也 

うば 玉の くろ はぶた へ 

うば 玉 はくろ きと い ふまく ら詞. ffi 

千兩 にす る は 一二つ 羽の 征矢 

みつばの 征矢と は 金 まう ける ことが 矢の ごとく は 

やきと いふ こ IJ な，？ 

かづく ふとんの どんすよ h,. む， 0 やうの 事ぞ思 はる 、 
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瑠璃 天狗 w 

瑠璃 天狗 卷之四 

〇 神 靈矢ロ 渡 渡 守 齣 

可愛らし いとい はふ か 

可愛の 字 は H 本紀舯 代卷 一 書に 伊 粹諾伊 ^冊の 二 

祌 みとの まくば ひした まふと き妍哉 可愛 少男 をと 

のた まひし よ， o- はじま. 9 たる 詞 にて 男女の あ ふこ 

と を 字の 聲 にて 可愛と いふ 也 

m」 ひ劍る ゝ いとす ゝき 穗に顯 はれて 

糸の やうなる す、 きが 穂に 出れば 花す ゝき とも 尾 

花と もい ふ 也い と^の 歌 は 夫 木 集；： 《 方 「すかる ふ 

す-くるす の をの ゝ いとす、 きます ほの 色 や 露ゃ染 

らんと あ h- またす ゝきの 穂に 出る こと をよ？ 3*- たる 

は 古今 集 仲 平 「花す、 き 我 こそ 下に 思 ひし か穗に 

出て 人に むすばれ にけ. 9 

保養が てら 

保養 はた もちやし な ふ と よ む 字 に て 温 公通 鑑 に も 

疾 いまだ 全く 平 かなら ざれ は 保養 を もつ はらに せ 


四 la 七 t 

んと 欲すと あ 

琥珀の 廑ゃ 磁石の 針粹 もぶ 粹も 

琥珀と いふ 石 は 松脂 土中に 入て 千年に して 此 石と 

なる よく 芥を拾 ふと 本草 綱目に しるせり 磁石 は 宇 

彙に 石に して 缄を 引べ しと 有 和名 は. 9 す ひいし と 

. 云 此ニッ の 石 はち を も は， 0 を もす ひつける 物 ゆ 

ゑお 舟が 義 5^ ，公 をつ け ま はす 姿に たと へ て 吸と 云 

字 を 粋と 云 字の 昔に いひ かけた る 也 

ふ 宵 と 思 ふ て 下さん せ 

不肖 は 文選の 註に 不才 を 謂 也と 有て 知惠 のな き 事 

成 を 俗語に て はめい わくながら とい ふやう の詞に 

つか ひ來れ り是は 風俗 通に 子 を 生て 父母に 似ざる 

を 不肖と いふと かきたる 義 にて 似 あはし からぬ 事 

なれ ど、 云 心に 用 ひたる 成べ し 

日影の 木ケも 花 さけば 岩の はざまの 溜り 水 

影の 字 は あやまり 也 陰の 字 を 書べ し 31：5 の はざま は 

岩の あ ひだな. 0 

さはら で 落る 玉 ざ、 の あられ もない が 戀路也 

源氏 もの かた， < ^品定 の 所に 女の さま をい ふとて 折 

らば 落ぬ ベ き 获の露 ひろ は い 消なん とみ ゆる 玉 ざ 


さ の う へ の あられな どのえん にあ へ かなる す き 

すきし さの みこ そお かしく お ぼ さるら めと 書た る 

詞を よくと ひなした. 9 

義？ <1 公 も稻 舟の 否に も あらす 

古今 集 大歌 所の 歌 「も かみ 川の ぼれ はくた るいな 

舟の いなに も あらす 此 = ^はか h- とよめ る をと h- た 

, ^否に も あらす はい やにても なしと 云 心 也 

じっと しめたる 手の 內は 

神代 卷 一 書に 陰 神すな はち 陽 神の 手 を 握 てみ と 

のまく ば ひすと いふ こと 有佛 書に て は倶舍 論に 夜 

摩 天 は 緣に抱 て^をな し 都 史多天 は 但手を 執に よ 

ると 有 

録の 錠前 情の 耍 

淸の耍 は 扇の かなめに たと へた る 也 桃 華 蕊薬扇 の 

所： かなめ は 蝶 鳥 を かねに て うち て 是を用 ゆと 有 

互にい.  たき 月 草のう つろ ひやす き 色糸の 

月 草 は 露草の こと 也む かし は 白き 衣に 露草の 花 を 

すりつけても やうと したる に 藍色なる 故 色が うつ 

hs やすき 也 古今 集よ み 人 しらすの 歌に 「月 草に 衣 

はすらん 朝露に ぬれての 後 はう つろ ひぬ ともと ilS 

溜璃天 狗， 3! 


.oi6 た 同し 集に 「よの 中の 人の こ.^ ろ は 花：^ のう 

つ ろ ひやす き 色に- 1 そ 有け ると も 有- ^ ゝの 文句 は 

此ー 一首の 歌に て 作れる 也 

ぬれの 糸口 錠び 口 吸 付 引付 

ほころ ぶ は 俗に ふく ろ び る と 云 詞也遊 仙窟 に 腰 支 

一 たび 遇て 勤 ぬれ. ば 心の 內 百の 處 傷む 但若ロ 子 こ 

と を 得！ i あまたの 事 は 承 h- 望ます と い ふ； St あり 貫 

之の 土 佐 HI 記に もた 5- おしあ ゆの くち をの みぞす 

ふこの す ふ 人々 の 口 をお しあ ゆ もし 思 ふやう あら 

ん やとた はふれ てかけ，.^ 

普請の 結構 

普請 は あまねく こふと い ふ 字に て もと 出家よ.^ い 

ひ 出した る 詞也百 丈淸規 普請の 法に 力 を 均しく す 

る 也と 有て あまねく 人の 多 力 を こ ひえて 堂 寺な ど 

を 建る- J と 也 今 俗 家に 家 を 造作す る 事 を 普 請 と 

いふ は あおらぬ 事に て かの 出家 0. 建立の ことよ. 5 

と りちが へ たる こと 薬 也 結構 は 文選 靈光 殿の 賦に 

其 結構 をみ るに 規矩 天に 應 すと 有て 李 普の 註に 結 

は 交る.^ 構 は 架す る 也と 有さ ま.，/^ の 材木 をと， 0 

ませて くみ 上る こと をい ふ 俗に 花 美なる こと を 結 

HnHH  四百 七十 一 


I? 璃： 大拘卷 四 


四百 七十 二， 


構と いふ は 少し あ た ら ぬ こと 葉な. C- 

跡： しょん Ic ま 、、，.-<-,: 

しょん ほ hs, は そぼむ とい ふ 二  i にて こまいなる 雨 

をそぼふる雨とぃふに同じ伊勢物語に雨そぼふ.；^ 

てと 有 雨に ぬる こと を も そぼつ とい へ ばしょん in 

り は 身す ぼらし きすが た をい ふ^  . 

手 著 もしらぬ 海中に 

たつき もしらぬ と は 俗にと， 0 つき ど, ク C のな きと 

い ふ 心な， 0 海中 は う み の 巾 を い ふ 也 海 を わ だ づ み 

とも わ だと もい ふ 心 は 海 は 舟に て 渡る もの § ゑ わ 

たると いふ 字の 心に てい へ. C- こ 、は 古今： K よみ 人 

しらすの 艱に 「をち こちの たつき もしらぬ 山 4;' こ 

お ほつ かなく もよ ぶ - j 鳥 かなと よめる をと り か へ 

て 用 ひたる 也 

梯 なきお 舟が 物 思 ひ 

新 古今 好忠の 歌に 「ゆらの 11； を わたる 船人 かち を 

たえ ゆく へ もしらぬ 戀の道 かなと よめる 歌の心 を 

と， CS たり 

相 圖の狼 烟を上 ふか 

のろし を狼烟 とかく 事は韵 會に择 火に 狼の 翁 を ffl: 


ゆれば 烟 たいちに 上.， 9 てあつ まりて ちらす 風 ふき 

ても橫 になび く 事な しとい へ り 

惡寒發 熱 

惡塞は ぞっとす る 事 發熟は 上氣す る ことに 譬 へて 

いふ こ sils はもと 風邪に て さむけた ち 翁の 出る こ 

とに て 傷 寒 論に あ. またいで たり 

いふて 水掉ゃ 詞の楫 

水掉は 舟の さほ 也お 舟と いふ 名に よ. 0 ていふて み 

ると いふ 事 を 水 棹と いひ かけ 詞に てあしら ふこと 

を詞の とつ いけて 舟の 緣語 をよ く績 けた h- 

渡に 舟と 六藏は 

法 華 經本事 品に 其 願 ひ を充？ J せし むる こと 波.^ に 

船 を 得た るが - 1 とく 病に 醫を えたる がごと しと あ 

かくて 時刻 も ひさ 象の 

時刻の 久しく なるとい ふ- 一と を久か たとい ひかけ 

たり 久方と いふ こと は 空と い ふ.：： f の 枕？ 1 に て 天 は 

い つまで も か はらぬ もの § ゑ 久しき 方と い ふ >レ な 

るよ し 獨明抄 にしる せ， C- 今 こ、 に ひさ 象 と^きた 

る は s 日本 後 紀に飽 象の 天と いふ 事 有に よれ. 0 天 


のかた ちの まろき を ひさ ごに 昆 たてた る なれば 乾 

象とぃふ心也と冠辭考に書た-^^こゝは此說にょり 

て 書た るなる ベ し 

廿日 ゐ なかの EC 出て 

廿日の 月 は 亥の刻に 出るな， 9 

燈火 消て 奥の 閽 

眞の字 は あやま，^ 也 深の 字 を かくべし 明惠 上人 傳 

記に 深の 閽 にて 有に とかけ，.^ 

びつ しゃ b 碎る芬 盤 

こゝ にたば こ 盆を芬 盤と 書た る は 淸客寄 語に 芬盤 

を 唐 昔 に て 打 .£1. 高 望 と 譯し芬 吹 を起紗 里と 譯 せし 

によれ. 0 たばこ は慶 長の 比 阿蘭陀 船に もち 來 りし 

ょ..^日本に弘まれり其はじめは阿_.3陀の，：見3«兒が 

紙 を ひね b て 筆の ごとくに したば- J の 葉 を もみ て 

かの 紙の はしに つ、 みての み 居た る を 見て この 國 

の^ 賤 となく これ をのみ 覺 えしよ. 9 やがて 眞鍮銅 

など を 以て きせると い ふ 物 を 製して あまねく のむ 

事に なれる よし 羅山 文集に 見えた. 9 また 元 和 元年 

六月 烟草を 吸 こと を 禁じ 給 ひしょし 和事始 にみ え 

た， o 安す るに このた ば ことい ふ もの は 本草 綱 HI に 


は是 をのせ や 漢土 にても あたらしき 物に て 芝 峰 類 

說に は倭國 より 出る としる し 又 一 說に南 蠻國に 女 

人 あ， 0 其 女の 名 を 淡 婆 姑と いひし が この 女 痰の 疾 

を 患 ふ る >  Ju 数年な b しに この 草 を 服し て 其疾 の 

痰た るよ. 0 や が て此草 を淡墟 姑と 名 づけし とかけ 

h' これに よればた ば- J とい ふ 名 は 和訓に てもなく 

蠻 語に てもなく もとは 女の 名 也し としら るゝな 

上に はわつ， i 玉ぎ る聲 

玉き る は 玉き はるの 略語に て 魂き はまる 聲と いふ 

こと 也 死ぬ る 期の こ ゑ をい ふなる ベ し 萬 葉 集に 

「我せ こか その 名い はしと 玉き はる 命 はすて つ わ 

すれ i.^ まふな とい ふ 歌 も 有て 後々 に は 玉き はると 

いふ こと を 命と いふ 字の 枕 ことばと せ b 萬 葉に は 

魂 極と 書て 玉き はると 讀 せた，^ 

^と も 法共辨 へす 

報恩 經に佛 と 法と の わかち を說て 云佛は 法を以 て 

師 とし 佛は 法に 從 つて 生す 法 はこれ 佛の母 佛は法 

に is! て 主す と 、け .5 

問絕 せし も 

悶 はも. た ゆると 云字絕 はた ゆると いふ 字 にても だ 
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释 a! とい ふ は 天 所 一の 五 姓の 一 つに して 氏 也と 释氏 

耍覽 に有牟 尼と いふ は 名 也智度 論に 釋迦 ，5 ^尼と い 

ふ 事 を秦の 世 に は 能 仁 寂嘿と い ふと 有 て 註に 姓名 

兼稱 する 也と いへ. 0 如 來と云 こと は成實 論に 如實 

- の 道に 乘じ 求て 正 覺を成 也と 有て まことの 道に よ 

つて 正しき さと， 9 をな す 人 を如來 とい ふ 也 元服の 

こと は 岷江入 楚に禮 記 を 引て 天子の 子 は 十二に て 

冠す と 有て はじめて 童 形 を あらためて 冠 下に かみ 

を ゆ ひ 冠 をき する こと をい ふ 也 元は はじ S とい ふ 

義服は 冠 をき る こと 也 地下の 俗に さかやき を はじ 

めて， てること を 元服と いふ は 字義に あは ざれ ども 

今の 世に は 一 統に いひなら はした る - 1 とば 也 

人 を 集る 法螺 吹 立 

螺は 口にて ふく：： ：！ハ の - ) と也佛 家に 用 ゆる 故 法の 宇 

をつ けて ほ ら _ 目？ とい ふ 也 

村々 の圍 をと くと 

園む と は 軍兵 を以 て 其 所 をと b, まく  >  J と 也 左 傅 公 

羊傳 などに も宋を 圍む鄭 を 園むな ど、 いふ 事 あま 

た 有；^  I  }み をと くと は lJ,oi.6,?.;:l る 軍 を 引と る 

ことな， 0 


漸抱を 振 上て 

たいこの ぶ ち を 抱と い ひ 琵琶のば ち を 撥と いふ 也 

ぶちと 云 はばちと いふ 聲のは ひふへ ほに て かよ ふ 也 

領巾麾 山の 悲しみ も 

松 浦 さよ 姬が夫 をした ひし 故事 也 比 禮振山 は 肥 前 

の 名所な り 萬 葉 集の 歌に 「遠つ 人 まつら さよ 姬っ 

まこ ひに ひれふ h- しょ h' お へ る. 5 の 名と よめ， 5 

匹夫め 待と 呼 かけられ 

論語に 匹夫 も 志 を 奪 ふべ からすと 有て 集 解に 匹夫 

微&と い へ ども 其 志 を 奪 ふ ベ からすと いへ. 9 こ、 

にて 匹夫め とい ふはい 5 -I > め ていふ 詞 な，.^ 

飛で 火に 入 夏の 虫 

符 子に 其眛 きを 安ん せす して 其 明かなる を樂 しむ 

はこれ 猶文 蛾の 暗き を 去て 燈に 赴て 死 す る が ご と 

しとい ふ 故事に よってい ひ傳 へなる たと へ にて 火 

むしが おのれと 火に 入て 死す るに たと へたる 


也 

力 一 ばい 牛 頭 娘が 

十 王 經に路 を 引 牛 頭 は 肩に 棒 を 挾み 行 を 催す 馬頭 

は 腰に 叉を擎 ぐと 有て 牛の： m£:T の 頭の 獄卒が 亡者 


I？ 璃天 拘卷四 


, 四 ま 七十 五 


璃 天狗 卷四 


を さいなむ さ ま な 5 

® 含と 

觀 はとく しんす る 事 念 は 口 へ 出して 物 をい はすし 

て 心に こた へて ゐる事 也 

お 怪我はなかった か 

惟 瑕と 書が 本字 也 諺 草に 云 俗にお も ひ よらす して 

疵を 被る 事 を恢 瑕と いふと あ..^! ffi は あやしむ とよ 

み 瑕 はき. とよ り -. 子 な り 

水 破 兵 破の 二つの 御 矢 

盛衰 記 に 水 破 兵 破の- 一 と 六 C て賴政 ハン 水 破と い ふ 矢 

は黑 驚の 羽に て はぎた る 矢 也と い へり 

魂魄 はれい くと 

.^r い ふ たまし ひ は 死 すれば 穴 ，>  にあが. 0 魄と い ふ 

たまし ひ はめい どに ゆく 也三體 詩に 魂 はお 漠に歸 

し 魄は泉 に歸 すと 作れ， 4  ： お 漠はそ ら の 事 泉 は黄隶 

とて 地の 下の ことなり 

官軍 を か. ：!^ め 朝敵 を. C して 

官軍 は 天子の 御： 束 勢 をい ふ 朝敵 は 夭 子へ 敵た ふ も 

の をい ふ 也 

祧灯 きらめ きて 


四百 七十 六  1 

松明 は 和名 抄 に續 松と かけ b 勢 語 古意に 云 松の 脊 

を 物に てまと ひ つぎてた く ゆ ゑに つ ぎ 松と いふ を 

音便に てつい まつと 唱 ふるな h,. たいまつと はたき 

まつと いふ 訓 にて 火 をた く 松と いふ こと 也 伊勢 物 

語に つ いまつの 墨して 歌の 下句 を かきたる と はた 

いまつの もえさし にて 書た る 也 W 挑 灯の 事 は 秋草 

に 云ち やう ちん と いふ - 古代に はなき もの 也い 

にしへ は 夜行に 松明 を 用 ひし 也 また あんどう を 用 

る 事 も 有し 也 夜行に 持せ し 物なる ゆえ 行 燈とは 書 

な 鎌 倉 年中行事 に 松明 行燈の 事 有 其 ころまで は 

てぅちんはなか..^し也峻川記に挑灯は籠灯か本也 

と 云 こと 有 これ は 永祿天 正の 比なる ベ し 其 比 はす 

でに 今の 世の てうちん も 有しと み ゆ 籠 灯と いふ も 

の は行燈 のさ やの ごとく 凡き かご を さやに して 上 

に 橫木を 取て 提る やうに したる 物な h '今 も 奥州 出 

羽な どの 民家に は 用 § る 也是を 本に してた ゝ みて 

うちん を 仕出した る 也と 有 

待 ども •z/^'  汰 せぬ は 

杜詩 全集に 江河の 濁れる を 沙汰す とい ふ 詩 有 註に 

沙汰 は 篩に 沙を貯 へ 其 細かなる を 去て 其大 なる を 


存 する を 沙汰と いふと 有是を みれば いさご を §  ,9 

わける ことにた と へ たる 字 也 俗に 案內 する やうの 

事 を さた するとい ひうち すておく 事 を 沙汰な しな 

どい ふ はこれ よ h-l^ じ 來，， たる 詞 にても の をし か 

とこと はる 事 を 沙汰す ると いふ 成べ し 

空に 雷電 霹靂 

雷 はかみ な..^ t ははい なびかり 也 はた、 がみ は 鳴 は 

ためく 雷と 云 事 也 

水 主 棹 取 

水 主 はか こ 也掉取 はか ぢと b 也 

比 興な. <^ 者 ども 

比 興の 字 は 詩の 六 義の內 にて 比 はもの をた と へ る 

こと 興 はもの を 見た てること にて 一 一字と もに もの 

. を よそ へ る 心 ゆ ゑし かとせぬ 事 を 比 興と いふ 成べ 

し 

虛{< ^をに らんで 

虛も もむな しとい ふ 字に てあて どのな きこと 也 

廣言 吐し 

廣は ひろしと いふ 字に てお ほきなる こと をい ひ 出 

す 也 

溜璃 天狗 卷四 


膽 I お 色 

膽 1^ とい ふ 石 は 色の 靑き 石なる 故 顔色の まつ さ を 

になる- .- と をたん ば 色と 云 也 

猶も 吹來る 暴風 

-ila- てと もい ふに はい に ふきく る大 辰.^ 

底の 藻 滑と 

藻の 波に くだけて ちりぐ に 成た る を 云 

中に も 强氣の 

强は つ よしと 云 字に て氣 のつ よき こと 也 

甲 窗を帶 したる 

周禮の 註に 甲 は 今の 鐘な.^ と 有韵會 に胄は 兜鐾也 

と あ， 0 谷に 胄を よろ ひとし 甲 を かぶと、 する は あ 

やまり 也 又 秋草に 云 古代 は鐵 砲な くして た い 矢 軍 

のみな， 0 し 故 甲胄の 製 も 矢ば か. 0 を ふせぐ やうに 

こしら へ 媒革を もって 割 小 札に つく， 0 し 也た また 

ま 薄 金に て 製した る - 一と 珍ら しさ に 源氏 重代の 鎧 

を-薄 金と 名 付て 稱 ft^ したる 也大文 十一 一年に 鐵砲ゎ 

た. C- し 後は鐵 砲の 勢 矢よ， 0 は 烈しき によって 甲 由 E 

の 制 か は， 5 て 札 を 鐵 にて 作り あるひ は 顺を鐵 のべ 

にして 鐵 * を 防ぐ 事 を お もとした hv と 有 甲 S: を帶 

四ち 七十.^ 


^璃 天佝卷 g!  I! 

したる と はよ ろ ひかぶ と を 著た る を 云 也 

〇 樞 山姥 第二 齣 

松浦がぉひれふる山の石ょ，^^も 

まつら さよ ひめの gl!.: 夫 石と なりたる こと ま へ に 註 

す 

女 護の 島に- .11J ならす 

女 護 島の - -と書 言 字考に 古老 傅 へ て 日本 東海の 中 

に 在と いひ また 羅刹國 とい ふ 所 を 女 護ね. i いひ 傅 

えたる よししる せれ どい つ れ もよ.^ 所な き說. ^按 

やる に 後 漢書の 東夷 傅に 海 巾に 女國 あ， て 男な し 

その國に神井ぁ，.^ これを蹈きて子を生むとぃ へり 

また 金樓 子に は 女 國に池 あ，.^ この 水 を 浴れば はら 

むと あ，^ 又 文献 通考に 女國は 扶桑の 柬子 里に あ， 5 

て 喊草を 食 ふ 葉 邪 K に似て に ほひ 香 はしく 味 は ひ 

喊 しとお- ) の喊 れいと い ふ もの は 八 丈 草と も あした 

ぐ さと もい ひて 八 丈の 島に 生す る 物な. 0 それ ゆ ゑ 

今の 八 丈の 島 をむ かしの 女 護の 島 也と いふ 說も有 

不 求人 全 に は 女人 國と か きた-. > 

いさめ られ て もい さ ま ぬ 顔 


gtf 七十 八  

上の いさめられても は諫 む る， 0 い ふ 字に て 異見す 

る こと 也 下の いさまぬ とい ふ詞 はし めりか へ h> て 

勇みす ゝまぬ こゝろ 也 

釉は淚 のか は ご，^ を 

涙の 川と いふ こと を 皮せ 柳と いひ かけた る 也 これ 

は 皮 籠と 骨 柳と が ひと つに な， „ ^たる 名 也 皮 fi は 皮 

に て はりた る 竹. sjfi の こと- は 柳の 枝 をく みあ 

はせ てこ しらへ た る 物 ゆ S^IIJI: 柳と かくな h- 

三味線 もと 、のへ 置 

三味線と かくは あやまり 也 三 線と か 三 鼓と か 書べ 

し此 もの 漢土に て は 楊 外 庵 fe- に 出て 今の 三 轮は元 

の 時に はじまる といへ， 9 寿 一： 5^: 獨 語に は玩咸 のかた 

ちの 變 じたる 也と いへ り玩， とい ふ もの は 拾 芥抄に 

もいで 、いにしへ 日本に も 有た る 物. i 見えた，.： H 一一 

才圖會 に 晋の玩 咸が彈 せし 琴の 類なる ものに て琵 

琶に似て圓なるものな，.^とぃ へ ，5 近代の 三 被の 事 

は箕山 大鑑 第 一 貌 器の 部に 云 三 能のお こり は永祿 

年中に 琉球國 よりこれ を わたす 其と き は 蛇 皮に て 

は.^ て 三 終なる 物 也聚州 ir" の 琵琶 法師 巾 小路と い 

ひける 盲人に 人の とらせたり ける を こ の^101人ょ>り 


- J びて しらべ - - 、ろみ けれど ひき 樣を きかざれば 

昔 体 かな はすこれ を こ.^ ろうくお も ひて 長 谷の 齦 

昔へ まう で 一七 nz 參 籠して 彈 やうの 事 をい の， 9 し 

に ぁ ら た な る 靈 夢 め ..^ て 階 を 下 る と き に 大 中 小 の 

糸 三す ぢ 盲人が 足に か 、 る これ をと. „H 二 筋の 糸 を 

かけてひくに無^^の色昔ぃでた.？てれょ^'三すぢ 

の いとに き はむ る 故に 三味線と なづけた..^ 其み ぎ 

.^^はむさとひきてなぐさみとせしにしばら，. -て 

虎澤と 云し 人 これ を彈 かためて 後世に つたへ し 

也と 云.^ 

こ. フ 

書 言 字考 に 胡弓 と書 た ..^ 箕 山大滅 にむ かしの 小 弓 

は 弓の 級 をいた く は.^ て ひき もち ひた..^ 八橋 撿校 

みづ から 考が へ て手づ から 弓 を なめらかに 長く 削 

h. てこ しら へ た h- つ る を 引 はらす ゆた/ 1- と § る 

やかに のべ て 無名指に て ひく やうに かけたり 其 色 

昔昔に か は h- て 各 別 也き と 有 

あはれ むかし はせんせ いの 松の 位 も 冬 がれし 

新-古今 营 家の 御 歌 「道の への 朽 木の やなき 春 くれ 

+* あはれ むかしと. L の はれ そす ると い ふ を とれ.^ 


せんせい はまった くさ か. = '也と 云 こ、 ろな，^ 唐詩 

選に 言 を 寄す 全盛の 紅顔 子憐 ベ むし 半死の 白頭翁 

とつ くれ， 9 松の 位の こと は秦 の始皇 松を大 夫に 封 

じたる 故事 あまねく 人の しりた る 事 なれば 註せ す 

しかるに 今の 人 松の 位と い へば 大夫 職の こと ゝの 

みおも ふが おかしければ ちなみに 書つ く藻廢 草に 

松の 位 は 一一 一位 也と 有 また 重 家の 集に 刑 部 卿 三位し 

た. 0 しにい ひか はし ゝと いふ 事 書 有て 「ちとせ ま 

て さかへ 行へ き 君 なれ は 松 も 位 を ゆつ る 也け h- と 

いふ 歌 あ.^ 

つ いぢの かげに やすら へ ば 

伊勢 もの 語に つ いぢの くづれ とい ふこと 有 今の へ 

いの 事 也 築地と 書 は あやまり にて 築 土と 書が 本字 

也 土 を ひち と訓 する § ゑつき ひち とい ふ 事に て 土 

を きづ きて； W としたる を 云 也 

車よ せより 立 間ば 

大內 G 御 iai. をよ せらる、 所に て門內 の玄關 とい ふ 

やうなる 所 也と 書 首 字考に い 7 

あの 小歌け k2 身 くるわに ありし 時 

究山大 叙に 小歌と いふ はむかし の 白拍子の うた ひ 


^璃天  

し 今やう と い ふ もの を 縮めた る 物な ，0- 中 ご ろ 泉 州 

の 住人 高 三氏隆 達と いひし もの 三十 一 字の 和歌 

にみ づ から ふし をつ けて うた ひたる これいよ./,.^ 

小歌と い ふ 名目に かなへ ，9 すな はち 隆； まふし とて 

今 も 世に 殘れ. ^と 有 くるわ は 廓の 字に て 城の そと 

くるわの こと 也 難 波の 新 町 京の 島 原な ど を 廓と い 

ふ は 市 巾の 外に 一 かまへ 有 所 ゆ ゑ くるわと 云也漢 

土に て くるわ を 曲 中と 云よ し 虞 初 新 志に み ゆ 

作 b 出せし か へ せう が 

替 唱歌と 書て 今い ふか へ うた 也 

出 ほう" たいに 聲は， 9 上 

出 傍題と かくべ し 傍題と は 歌 を わが まゝ によみ て 

題に はづ る.^ こと 也 八 雲御抄 にく はし 理 にあたら 

ぬ こと を 口よ.. >  出る ま、 に 云 事を譬 へ たる 詞也 

男ち く 生 人で なし あか 耻か、 せて 

A を いやしめて 畜生と いふ こと は 湼盤經 に 身丈 夫 

也と い へ 共お 1 1 な ひ 畜生に 同じと 有 また 隋 書に 爆 

帝の 淫 佚なる こと を 父の 文 帝の 詞に 畜生 也と せめ 

られ たる こと 有人で なし は 人外 非人な ど 云に おな 

じあ か 耻とは 用捨な く 耻をか ゝすを 云 也 
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そなたの 物 ごしつ ま はづれ 

物 ごしと いふ 詞は 源氏 ものがたりに 所々 あ， 0 てみ 

すな ど を へだて、 聲 ばか， りきく こと を 云て 物へ だ 

て ごしの - 1 ゑと いふ 事 也 それ を あやま. 0 て 谷に 人 

の ものい ひ を 物 ごしと 云 也つ ま は づれは 手足の 爪 

のさき までい やし か らぬ とい ふこ と& 

一 河の ながれ も 他生の 緣 

ひとつな がれの 河の 水 をく み あ ふ 事も此 世なら ぬ 

前世の 緣な. 0 とい ふこ ゝろ也 この 詞は 平家物語に 

も 見えた， 0 篠崎 維章の 和 ml. 辨に は此語 を聖德 太子 

の 明 股 論に て 見出せし よしかけ り 

うき 河 竹の 傾城 

むかしの 遊女 は 江 口 神 崎な どに て 川 船に 乘 たる も 

の 故 か はたけ 或はな がれの 身な どい ひなら はした 

よな- (か はる 大臣の 

遊女の 客 を 大臣と いふ 事 は 古事 談に云 小 野の 宫の 

大臣 香爐 とい ふ 遊女 を 愛し 給 ひける が 其 時 また 大 

一 一條の 大臣 も此香 爐を 愛した ま へ. 0 あるとき 小 

の宮の 大臣 末：！ 爐に 問ての たま はくわれ と 舞と はい 


づれを 愛する やなん ぢ すでに 大臣 一 一人 を 通 はせ， 9 

とのた まへ. 0  ニ條の 大臣 御 鬚の 長 か， 0 し故髯 との 

たまへ b し 也と 云 これ を みれ は 後世に 遊女の 客 を 

大臣と いふ ことよ. ^所 あ ，0- と 云 へ し 

とうり 天の 中二 かい 

W 利 天 は 欲 界の六 天の 中に して 須彌 山の いたいき 

にあ，^ とい ふこと 諸 天 傅に 出た. 0 

木 や， =- でもかん どで も 

大木 を もち は- -ぶ とき 歌 をうた ひて 力 をつ くる を 

木 やりと いふ 准 南 子に 大木 を 暴る もの は 邪 許と よ 

ぶ 重き を あぐる に 力 をす、 むる 歌 也と 有 も 木 や. 9 

のこと 也 

そ. 0 や こそ けんく わが はじまった 

文選 都賦 に誇譁 の 沸か ごとしと い へり これ は 

やかましく にも か へ る こと をい ふ 也 ：11 本に て 人と 

あらそ ひの ゝ しること をのみ けんく わと あやまれ 

神. +- 山伏に うらやさん 

紳子 はめかん なぎと て 神に つか へ いの..^ など をす 

る もの を 云 梓み - 」 の ことに は あらや 山伏 はもと は 


行脚す る 出家 を稱 する ことば 也 野に ふし 山に ふす 

とい ふ 心に て 山伏 1」 よ t たるうた お 夫 木 ：！^ に 「山 

ふしの すかた けと をき か は 衣 心 こはく も 身に そ は 

ぬかな とよめ，.^ 職人 歌合に は 今の 修驗 者の さまに 

よみた， c- 其 歌 は 「せん たちのさん きさんけ は 我 や 

せんいた の 目につく むしの した 哉 うらやさん は 陰 

陽 師の算 を かきても の を うらな ふ を 云 書 言 字考 に 

占算と か きて うらや さんと? 殿 ま せた. n- 

せった かたしに げた かたし わらん づ がけで くる も 有 

雪踏と かきてせ つたと よむ が 本 昔 也 書 一一 S 字考 に 天 

正 年中 千の 利 休 はじめて これ をつ くり 奪の 中に 路 

地 を ふむ にたよ，^ すと いふ 說 をいだ せ， „H 一一 齋 筆記 

に は三齋 公の はゝ君 雪の 茶の湯に はじめて 思 ひよ 

h て 製せ させた ま へ .o- しとい ふ 事 見えた， 0 げた は 

あし.  たの 事に て 足 踏と かいて あしたと よみた る を 

後に 下 踏と かき か へたる 也 かたし は 片足の 略語な 

り わ らん づ は蔡 履と いふ こと をのべ てい ふなり 

* たい 所から ざしきまで 

禁裡の 御 膳 をと、 の へ る 所 を臺盤 所と いふより 糟 

じて 下々 の 食物 をと 、のへ る 所 をも臺 所と い ひ來 


^璃 天， S 卷 E 
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三つの 軍器 をなら ベ 八幡宮の 御祌德 をのべ たる こ 

ころに て 此謠を § みや はたと なづけた るよ し惠南 

が謠曲 拾葉抄 にもし るせ. „^ 

賴光樣 を ざんそう し 勅勘の 身と 成 給 ふ 

讒言 を かまへ て 奏聞せ し 故 勅 誰に て 勘當の 身と な 

たま ふとい ふこと 也議言 を さか しら ごと、 よむ 

な. 聞と は 天子 へ 申 あぐる こと 也 勅靛は 天子の 

お ほせつ けらる 、御 こと 葉な. 5 

I  、 おと まし い 

あいう ゑ をと 五 昔 通す る ゆ ゑう とましい とい ふ こ 

と を を丄 ましい 共い ふ 也 

名字の はお-をす ゝ がんと 

秋草に 云 假名と い ふ を 今の 世に 苗 氏と い ふ 假名と 

書 は あやま b 也 家名と 書べ し 今 物語 第 八に 上總 

守 平 惟 時 朝臣と いふ は 貞盛か 孫に て かくれな き 兵 

な.^>其郞等に家名はしらす字は大記とぃふもの有 

とい ふ 事 有 天下の 武士 源氏 も 平氏 もい くら も 有て 

た  > 源の 某卒の 某との み 名の. 9 て はま ぎら はしく 

て 家筋 わかれざる ゆ ゑお のく 其 出る 所の 地の 名 

. あるひ は領 所の 地の 名 を 氏の 上に そへ てな の， 9 て 


その 家す ぢを わくる 也され ば是を 家名と はいふ 也 

先祖 は 其 家の 苗なる 故に 苗 氏と もい ふと 有されば 

こ、 も 名 氏と 書 は 誤に て 苗 氏と 書べ き 所 也 

, フんで いばん と 耻しむ る 

雲泥 离里股 今窮と い ふ 橘 正 通が 詩 あ，.^ 雲 は 天に あ 

る もの 泥 は 地 にある も の 故に 上下 のちが ひ を 雲泥 

萬 里と いふ 也白樂 天の 詩に も會面 雲泥 をへ. たっと 

つくれ. h.- 

1 騎當 千の 兵 

湼槃經 に 人王大 力士 あ，.^ 其ち から 千に あたる 故に 

この 人 を 一 人當 千と 稱 すと あ. 0 これよ， 9 出た る詞 

也騎は 馬に の b たる 武者 を 云な. 0 

錢 通しお つ 取 

よろ ひのう へに さす 小刀 をい ふ 也 武備 志に 解 手刀 

と 書て よろ ひど ほしと 譯せ. 9 

伍子 胥が吳 王 を 諫めた る 

伍子 胥の事 ま へに 註す 

項 羽 記 信が 勇氣 にも 

楚の項 羽 漢の紀 信の こと 史記 漢書 等に いで ゝ みな 

人の し， 0 たる 事 なれば K せ や 

aw,A 十三 
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きを 赏 i^l^, し たる 詩歌 あまた 有 

世 を こぎ 渡る 船 -：^^ の 

渡世す る - J と を 船 を こぎ 渡る - 1 とに いひ かけた， 9 

船長 は 船頭 也 

双紙に 六道の 切 書て 

草紙と かくが 本 宇 也 草 は 草稿と てしたが きをい ふ 

也 

入相の鐘 にち.^ しく 花なら で 

「山寺の 春の 夕 くれ をき て みれば 入相の かね に 花 

そ 散け る と 云 能 因 法師 の 歌 をと ^なした.^ 此歌は 

新古今に入た..^ 

く つ さめ 又 人 を 譏らん すか いのと 

,JV ナご とい はれて はな ひると いふた と へ 有 はな ひ 

る はくさめ する舉 也 野 客 叢書 に 今の 人喷 て やま 

ざる もの はかなら す 祝して 人 あ. 0 て われ を說 とい 

ふと 有し かれば 漢土に も 云なら はした る ことわざ 

成べ し 

兵法の 御緞 練が 

鍛は鐵 匠の 刀 をき た ひて うつ こと 練 はもの をね. 5 一 

にね. 0 て 念 を 入る、 事 也 後 漢書の 註に 鍛練 は 成熟 一 

瑙璃天 狗 ，¥1 


な， 0, と あ. hs て もの ゝ とくと とゝの ひたる こと をい 

ふ 

御手 練の 程 を 

- J れも よくね， 0 とゝの ひたる 手ぎ はとい ふこと な 

竹刀し な へ の 用意 もな し 

け 刀 は 竹 を 刀の な， 9 にこ しら へ たる もの 也し な へ 

しな ひ Si はしな ひ？.； け 

は 箱の 字 を 書て 韜革蹈 竹な ど、 もい ふ 竹 を ひしぎ 

て革の袋に入れ刀のかはりにして^！術のけぃこに 

用 ゆうち あ ふとき し はる やう に 製した る もの ゆ ゑ 

名 をし な ひと いふな， 0 それ を あやま. c- てまた しな 

へ と al へ なら はした -o- 

ー納 B- へ 入 や 

をさむる 戶と 書て 雜物を 入お く 一  間 を 云 禁中に 納 

殿と て諸國 よ，. 9 赏 する もの を 入お かせ 給 ふ 殿 あ. 5 

それに かたど， 0 て 名 付た る 物なる ベ し 

亂 杭に くゝ. ^付 

F. ばた のみ づ よけに うちた る 杭 をい ふ 長短 を そろ 

へ すみ だり にう ちた る ゆ ゑらん くゐ とい ふ 也 

一 としゃお そしと 

nnMMf 1  四百 八十 五 
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としは 疾と いふ 字に て はやき こと.^ はやく ゆかん 

おそく はなき かとい そぐ こと を いふな， o 

風がない だら 石山へ 

風の 和らぐ 事 をな ぐと いふ 也 歌に 朝な ぎ 夕な ぎな 

ど、 よむ みな 和の 字 也す ベ て や はら か 成 こと を 和 

やかと い ふ も 同し こ ゝろ也 

佐々 木が 謀の 醜し やと 舌 を卷て 物語 

瀵 書の 楊 雄が 傅に 體官 士其舌 をまい て談ら すと 

い ふ 事 ありお それても の をい ひ果さ ぬ こと を 舌 を 

まくと い ふ 也 

薄の 穩に もお； 》 ると やら 

諺 草に いはく 落 武者に なりて は 臆病 ごゝ ろまして 

草木まで も 人と 見なして 恐る ゝと いふ こと 也晋の 

謝.^ とい ふ 人 軍 立して 賊の 大勢 を うちやぶり てこ 

れを追ふ賊の兵のがれさり程へ：uゝh^て後八公山 

の 草木の- フ ごく を 見て 謝. W が 軍兵お ひきたる とお 

それし こと ありまた： n 本 にても 平家の 軍勢 ども 水 

鳥の 羽 昔に おどろきて 敗北せ しな どみ な 諺の こ、 

ろの ごとし 

跡に 女房が くしく と 


 四百 八十 六  

M の 字 を 源氏物語 にくん じて とよ ませて 心の： W す 

る ことに書，.^俗語のくし \> も 思 ひ 屈する 心なる 

べし 

一 七 H の 迫 夜 

釋氏 耍覽に 人. C して 七日に 至る ごとに かなら す齊 

をい となみて 追 腐す 是を累 七 rnu いふと 有 中陰 經 

に屮有 は壽を 七： 《 に 極む と 有て 七 HI. (に 中 有の 

身が いろ にう つ， 9 か は h.- て 七七日に して それ 

それの 生 をう くる ゆ ゑ ことに 大切に して 弔 ふ ベ き 

よりい へ ，9 造 夜 は 書 言字考 に宿总 ともい ふと 有て 

七日に あたる 宵より 追薦 をい となむ こと をい ふ 也 

御 あかしの 火 は 有ながら 

古今 著 聞 築に 仁王 經を おこな ひける が 御 あかしの 

火 障子 に もえ つ き て 其 夜 やけ にけ，. >  とい ふこと 出 

た， 0 しかれば より 佛 前のと もし 火 を 卸 あかしと 

い ふと 見えた， 9 

佛果の 爲と手 を あはせ 

果は因 * の Bj- の 字に て 餓鬼の 果 畜生の 果 など は あ 

しき 因果 なれば 佛の架 を 得る やうの 爲に とむら ふ 

こと をい ふ 


淚は 琵琶の 湖に さ い 波よ する ごとく 也 

近 江の みづ うみの かたちが 琵琶に 似た る ゆ もび は 

のうみ とい ふ 也實業 卿のう たに 「よる 波の ひ、 き 

もた えぬ よつ の 絡の すかた にに ほの 海邊 氷りて と 

ょませ給へ，.^琵琶は紘を四すぢにかくるもの故ょ 

つの をと い /ばび はの- 1 とになる な. 9 さ い M は片 

々波と かきてち ひさき 波の - "と 也 

ひそく 聲 

密と いふ 宇 を かさねて ひそ，/^ と 云 也 

さん 候 

されば 候と いふ ことば を つめてい ふ 也 

粟津の 汀に 屯 を かまへ 

汀 は 水ぎ は 也 屯 は 一 かたまり かたまる 事に て 軍勢 

を あつ めて 陣取す る をい ふ 也 

大將時 政 采配 ふ. 9 立 

また 釆幣 とも か い て 四手の やう 成 もの を ふ. 9 て 軍 

勢 を まくば る - J と也釆 はとる とい ふ 字 配 はくばる 

とよむ 字 也 漢土に て は史記 周の 本 紀に武 王 右に 白 

旌を 秉て麾 くと あり 白 旅 は 牛の 足に て - ) しら へ た 

る ものに て 和名 を ざ いとい ふ 故 俗 に 物 を さ し づ す 

瑶璃 天狗 卷四 


る 事 を ざい を ふると 云も此 >3 也 

稻麻竹 葦と 取卷 しが 

稻 まいね j:g よ あさ 竹 はたけ 萆は あしの ことにて い 

.3 ルも i  \ しける 吻なれ ばす きまな くと り かこむ 

事に たと へ たるな.^ 稻麻竹 葦の ごとしと いふ 事 法 

華經 にいで たり 

汝が五 昔 は 

宫、 商、 角、 微、 羽の 五 つ を 五 音の て うしと いふ 也 

丄 より ほとばしる 

眼と 耳と 鼻と 口と 前 陰と 後 陰と を 六つの 穴と いふ 

也 

七 顦八倒 

，はくつ が へ ると いふ 字 倒 はさ かしまと いふ 字に 

て 七の 字 八の字 はっけ 宇に てこ ゝろ なし 

暴惡ぶ 道の 大 江の 入道 

暴 は あらしと よむ 字 也 不道は 道に そむけた る こと 

をい ふ 也 

阿修羅 王の 荒た る 如く 

法華經 の 普 門 品に 阿修羅 迦樓羅 とい ふ 語 あ. 9 科 註 

に 阿修羅 は 千の 頭 二 千の • 手 あ. 5 あるひ は 一 萬の か 

numyn I  四百  <  十七 
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しら 一 一 萬の 手 ある も 有 あるひ は 三つの. 娘 六つの 手 

なる も 有と 見えた b 是は佛 入滅のと き 離の 齒 をう 

ちかき て^れた る ものに て 其 時 韋駄天に 片時の あ- 

ひだに 追 かけられて かの 佛牙 をと， 0 か へ されし も 

のな， 9 

お まへ は 天魔が 見入 たれ 

天魔 は 第 六 天の 魔王の ことにて 人の さは. 0 をな す 

もの をい ふ 

通 我央奇 代の 計略 

奇代は 宛字 也 稀代と かくべ し 代に まれなる とい ふ 

心なり 

いふ 間に 収 出す 極が 島 

南 浦 文集に 云 天文 十一 一年 八月 廿 五：：； 大隅圃 の 内 種 

が 島の 西 衬の小 浦に 異國の 大船 一 艘 漂よ ひ 着船 客 

百餘人 あれと も 其 ことば 通せす して ^3:.國の~|0 い 

ふこと を しらす 其屮に 明の 儒生 五峰と いふ もの あ 

,0 このと き 西 村の 司に 織 部 f ポーと いふ もの 有て よ ほ 

ど 文字 を；！ た，^ ければ かの 五峰と 筆談して この 船 

は 南 蠻國の 商 ひ 船なる こと を しれ.. 0 それよ， 0 嶋の 

つかさ 稱ケ島 時 堯と云 人 その 船中 を 吟味し S 僧忠 j 


四百 八十 八 

一 主 座と いふ 人 を 以て 筆談せ しむ 彼 船の！？ 分の もの 

二人 あ， r> 一  人を牟 良叔舍 とい ひ 一 人 を 喜 利 志 多？！^ 

太と いふ 手に 二三 尺なる もの を もて. .=>是 すな はち 

今の 鐵炮也 時 堯爐ひ を 限ら やして かの ふたつの 鐵 

炮を かひと，.^ 其 術を蠻 人に なら ひ 得た h- また 玉藥 

の 製法の 事 をば 小 臣の篠 川 何某と いふ ものに なら 

はしむ この 時に 當っ て根來 寺の 僧 杉の 坊と いふ も 

の はる C 來 b. て 鐵砲を 求めし か ば 時堯其 懇望 ふ 

かきに 感じ 津田監 物と 云 者 をして 鐵砲 一 挺 を 杉の 

坊に 贈， 5 其 上 妙藥の 法と 火 を 放つ 道と をし らしむ 

また 時堯鐵 匠數人 をめ して 其 器の かたち をみ せ 日 

夜 鍛練して 新たに 是を 製せ ん とす るに その 形 は よ 

ほどこれ に 似たり とい へど も 其 底 をふさぐ 故 をし 

らす 然るに 其 翌年 また 蠻國の 商人た ねがし まの 內 

熊 野 浦に 來，. > け るに 其 中に さい は ひに 一 人の 鐵匠 

あ， 5 けれ は時堯 天の あた ふる 所 也と よろこ ひすな 

は ち <N 兵 衞淸定 と いふ もの をし て そ の 底 を ふ さ ぐ 

法 をなら はしむ こ、 において あらたに 數 挺の 鐵砲 

を 製せ り その後 泉 州驟の 商人 橘屋 何某 稀が 嶋に 一 

年 滞留して 鐵砲 をたん れんす るの 術 を まなびえ て 


.歸，^^ し ょ^' 畿內近國 に 弘ま け る と ぞ 此南浦文集 

の說 によれば 鐵砲 のこと を 種が 嶋と云 ひなら はし 

たるも其比ょ.^>のことなる ベ し 
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見えた h- 

だいす の 間に 

湯な ど を 汲た め に 臺子を 置た る 次の 間 也 庭訓 往來 

に は 国 爐裹の 間と あり 

頭は霄 

白髮 になり たる を 云 也 古今 集 康秀の 歌に 「春の 日 

の 光りに あたる 我 なれと かしらの 雪と 成ぞ わびし 

き.. i よめ. 0 

祐筆 衆に もす くない 程の 

祐の宇 は あやま.^ 也 右筆と 書べ し 東 か いみ 治 承 四 

年の 所に 大和の 判官 代 邦 道 右筆す 御 書 御 判 を 加 へ 

ら ると 云 事 あ b 又 同 六 年の 所に 伏 見の 冠 藤原廣 

綱始て 武衞に 參る是 右筆な b と 有 また 木曾義 仲が 

右 大 夫坊覺 明と 有 を みれば 賴朝 卿の 時代より 武 

家の 書 役 を 右筆と いひし ことしるべし 

お. 0 しも 床の 倭 琴 

源氏 河 海 抄に和 琴 は 伊 弊 諾伊弊 冊の 尊の 御 時 作， 9 

出さし めた まふよ つても ろ， の樂 器の 最上に こ 

れを おく 也 あづま ごと ゝも云 也 鴨の 長 明の 無名 抄 

に 和 琴 はもと は 弓 六 張 を 引なら ベ て 用 ひける を 後 
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に 琴に 作 .=,- たる &と有 今 こ 、にや まと こと、 い ふ 

もの は 今の 十三 紘の 琴な b 此 十三 後の - 一と を箏の 

こと ゝ いふ 也 これ はむかし 命婦石 川の 色 子と いひ 

し人筑 紫の 彥山 にて iw? 人に あ ひて つたへ はじめ 宇 

多の 天皇に さ づけた てまつ るが 始也 とい へり 此河 

海抄の 説に よ， 9 て 是を つくし 琴と は 云 也 今の 箏の 

手 は 宽文 のころ 筑後國 の 僧 法 水と い ふ 人 善導 寺に 

住し てつく し ごと を學 びし が 後江 B- に ゆ き 還俗し 

て 八橋 撿 校に 傅え しかば 八橋 檢校 これ をなら ひえ 

て 其 節奏 を あらためて 三紘 の： g を 合せし よし 和 事 

始に 見えた，^ 八橋 檢校は 孚ー 一年に 七十 餘歲 にて 

卒す 墓は黑 谷に； と 云 

おめす 場うて ぬ 白 書院 

近世 武家に て 客に 對 面する 所 を 書院と いふ はいに 

しへ は 大家に て は 主 殿と いひ また 客殿と いひ 小 家 

に て は 出 居と いふ 是對面 所 也 書院と は佛 寺に て佛 

書を講 する 所 也 俗 家に はなき 事 也し かるに 太平 記 

卷三 十七に 佐々 木 佐 渡 人道 道 春が 宿所の こと をい 

ふに書院には義之が草書の詩韓愈が文！！^^.」かけ.5 

思 ふに 鎌 倉の 時代 北條 一 家 はなはだ 禪法を 崇敬 足 


利 尊 氏 もまた _ ま 法に 歸 依して 夢窓國 師を師 とせら 

れ ければ 上の 好む 所 はかなら す 下 これにな らふ 事 

に て 禪法を 學ばざ る もの なし 故 に 其 家居の 內に 書 

院を 立佛書 をよ み座禪 する 所と せし よ，.^ 後に は 書 

院と稱 したが へし 成べ しとい ふこと 秋草に 見えた 

り 

あからむ 顔の 據 もみお 

據は 木の 名に て 秋 はもみ ぢ する もの 也 こ ゝは耻 と 

バ ふ 字に いけて はづ かしがる こゝ ろに もち ひた b> 

檢紅 紫のう たは 夫 木 集に 爲家卿 「山 さとの 賤か垣 

ねの 村 はに も b て 色つ く はし もみち 哉と よめ. 5 

世 尊 寺 やうの はし，.： >  書 

世 尊 寺 家の 先祖 權 大納言 行成 卿 能書の きこえ 有て 

本朝 三 跡の 一 人な.^ しゅ ゑ 子孫 能書 家と 稱す數 代 

の 後 行 能 卿、 經朝 卿、 經尹 卿、 行 尹 卿、 行 俊 卿な どみ 

なみな 能書の 聞え あ，.^ 系圖は 諸家 傳 につま ひらか 

な b 走， C 書と は 俗に 達者に かくと いふ こと 也 つれ 

づれぐ さに 手な どった なから す はし.. „ ^がきと あり 

文の 枝の 吳服 

庭訓 往^に^ 文の 斑 衣と いふ こと 有て 註に 狂文 は 


いろ/ (^のうけ もん ある を 云と い へ ， ^吳服 はむか 

し 吳の國 よ くれはと. 9 あやはと と 云 二人の 織 

女來h^てきぬをぉ..^はじめしゅゑ吳服とぃふ也吳 

の 字 を くれと よみ 服の 字 を はと りと よむな， 

式臺 ふかく 

式臺は 宛字 也 色 代と 書べ し 書 言 字 考に色 は 顔色の 

こと 代 はか § ると いふ 義 にて 顔色 を 常と か へて う 

やま ひ つ 、しむ 心 也と あり 

遠路の 御光駕 

駕 はの， 5 ものと いふ 字 光 は 人 を ほむる 心 也よ つて 

人の わが 方へ 求る を光駕 とい ふな- 0 

御 逗留 

1 せ も留 もとまる と い ふ 字な h- 

隨て此 小袖 は 

隨 がって は書狀 にも かく 詞に てま づ何々 とい ふ 事 

を かいて それに 從ひ てと 云 事に て 俗に 夫に つきて 

と 云 心に 遣 ふ- .- とば 也 装束 拾葉抄 に大釉 はう は 着 

也 袖口 大也 小袖 はした 着 也 そで ロ大 袖よ りち ひさ 

しかるが § ゑに 小釉と いふと あ. 9 この 上着 下着と 

いふ は 4 「下々 にて いふう はぎした ぎの 事に 非す こ 


^^！？天狗卷五 
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の 下 待と いふが 下々 の 上着 也 其譯は 上つ かたに て 

は又此 上に うへの きぬと て禮服 をめ さる、 故につ 

ねの 上着 を 下着と いふ 也 また 秋草に 小袖と いふ は 

すべ て そでの 下 を 丸く ぬひた る を 云 袷 にても 綿 入 

にても ひと へ もの かたびらに て も 釉の下 圓きは 小 

袖 なれ ども 今 はわた 入の み 小 そでと 云 事に 成た， 9 

と 有 

二つ 引 龍の 

紋と いふ は 衣服に 五所に 付る ばか をい ふに あら 

や 公家に て はすべ て 物の もやう を紋 とい ふ 也 また 

武家の 紋は旗 幕な どの 目 じる し 也 是保元 平 治の 戰 

のころ よ，. >  始，. >  し 事 也 後世に いた， 9 旗 幕なら で 衣 

服に も紋 付る ことに 成しな.^ 東 山義政 公の 時代に 

.m き錢ま たはつむ ぎな ど を 地 をい ろ-/^ に 染て御 

紋を 紫な どに て 付た る 事 や i 記に 見えた， 0 され ど 

御紋 定まら やとい ふ を みれば 其 ころ は 衣服 は 家の 

もんに かぎらす なにの 紋に て も 付し 也 後世に いた 

て は 家の もんの 外 はっけぬ 事に 成た トノと 秋草に 

しるせり ふたつ ひき 龍の 儲の 字 は 雨の 字の あやま 

, ^也 引 兩と もい ふこれ は 足 利 家 庶流の 衣紋に て 今 
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いふ 二つ 引の 事 也 

御主人の 本丸 か 

城 を 築く 法に 長く 方なる を 利 あらす とし 小さく 圓 

きを 以て 要害と する ゆ ゑ 本丸 二の丸 三の 丸な ど \ 

い ふ よし 書 言字考 に 見え た り 

御 時分が よし 料理，..." 

貝 原 好古の j!l 草に 云 料理と いふ 字 は 晋書に 出て は 

か， 0 をさむる とい ふ 義也今 俗に 食物 を 割烹 こと を 

料. 理と云 は 居 家 必用に 蓖弱を 製す る こと を 料理-す 

る. と 有ても ろ こしに もこの 詞 あるに やと.？' け， 0 

する にこの 好古の 說は非 也 こんにゃく を 製す る も 

はか， 9 をさむる とい ふ 心 也 もろこしに 食物 を 調味 

す. る - ,- と を 得理と い ふこと 決してな し是は ：11 本に 

てい ひった へたる 俗語な り 

本膳の 懸盤 

本膳 は 二の膳 三の 膳と だんく す ゆる 故 はじめに 

持 いづ る を 本膳. t いふ 也 かけ 盤 はふち の 高き あし 

つきの 膳な 折 敷の ごとく 平 かにして ふち ある を 

手がけと い ふ 類な，.^ 盤の 字 はすな はち 今い ふ 膪 の 

事 也 三 光 院內府 記に も 膳の こと を 盤と しるした ま 
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いふと 有：" 本紀 にて は 近習の 字 をち かくつ かふ ま 

つると よませた， 0 外さ ま は 外 いふ ことにて 君 

の 手 ま はりの ことに は あらす して 外む きの 事 をつ 

とむ る 役 を 云 

女子 共に 給仕 さする 此母 

給仕 は そな へ つか ふとよ む 字に て それく の 事に 

めしつ か はる 、心 也され ど 本字 は 給 事と かいても 

ろ こしの 官名 也 事物 紀 原に 給 事と いふ 官名 有て 殿 

に 事 ある を 以て 給 事 中と 云と 記せ & 

慇 慰な 給仕で はきう くつで たべ にくい 

いんぎん とい ふ詞は もとは 物の ねんご - 、しんせ 

つなる 心 也 會に 盤穀は 委曲の 貌と あ， 0 諺 草に 今 

俗に 隔 心なる 事 をい へ る は あやま. 0 也と か ゝれた 

れど是 も あたらぬ 註な，^. もの を ねんごろ にく はし 

くす る氣 味の 字 なれば 丁寧す ぎる こ と を いんぎん 

と 云 也 

辭宜は 却て めいわく 

辭宜は 宛字に て 時宜と 書べ し 時の よろしき にした 

がふと いふ 事に て 無禮の なきやう にさし ひか へ る 

事 也 漢書 に 時宜に 達せす とい ふ詞ぁ b 迷惑 はま よ 
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ひまど ふとい ふ 心に て 俗に こま h- 入と いふ 心也韓 

文に 迷惑の 胸 を 開く と 云 語 有 

楠 正 成が 再來 とも 

再來 はふた、 びきた ると よみて 生れ か は. 0 とい ふ 

こと 也 

玉 を 泥に なげうち 

寶 となる 玉 を 泥の 中へ なげすて 世に めづ らしき 麒 

麟と いふけ だもの をつな ぎお きて 犬の か は.^ にか 

ふやうな る もの 也と いふた と へ 也 麒麟 は獸の 中の 

聖な. 0 とい ふこと 王 充論衡 にみ えたり 

か、 る 英雄の 御 老母 

劉邵 人物 志に 草の 精し く 秀でた るを英 とい ひ獸の 

上に たつ もの を 雄と いふ それ ゆ ゑ 人の 文武 を かね 

そな へたる もの を これにた と へ 才智 かしこく 人に 

ひぃでたるを英とぃひ资，氣の人にまさ，.^-たるを雄 

とい ふされば 張 良 は 英也韓 信 は 雄 也と いへ. 0 今 山 

本 勘 助 は 張 良 韓信を ひとつに したる さむら ひ 也と 

いふ 心 也 

ふ 思議の 御 出 

ふ 思議 は 思 ひ はからす と 書て 佛經に 出た る 字 也 俗 


に おも ひ よらす と 云 心 也 

優 曇 花の たる 悅び 

法 華經に 其人甚 希有なる 事 優曇華に 過た， 0 と 云 語 

ぁ，.^疏には三千年にひとたびこの花現すれば金輸 

王 出る と あ， 0 又楞伽 經の疏 にう どんげ は 世間の 中 

において 人 曾てみ る ものな しとい へ ，9 よって あ ひ 

がた くめ づ らしき ことのた と へ とす 源氏物語 若紫 

卷に 源氏の 君の たまく 北山の 僧都の もとへ まゐ 

.9 給 ひたる とき 僧都の よろこびて よまれた る 歌に 

「うとん けの 花 まちえた る こ ゝ ちし て 深 やま さく 

らに目 こそう つらね また 桉ゃ るに H 本に て は芭菊 

の はな をう どんげ とい ふこと 東 か i みに 見え たれ 

どこれ はもち ひ 難き 說な. 0  . 

しるしの さか づき 頂戴の 望 み 

頂 はかう ベ 戴 はいたい くと いふ 字 也 法苑珠 林に 佛 

經 のこと をい ふとて 肩のう へ に 荷 ひ あるひ は 頂戴 

すと かける も 經文ケ かしらに いた. 5- くこと 也 

長尾彈 正の 少弼輝 虎 

彈正 はた， „• すつ かさと よむ 字に て 風俗 をよ ろしく 

し內 外の ひが - J と をた ，《■ す官 なるよし 職員に 見え 
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た. 其した やく を少弼 とて 一 人 有 やまとよ みに す 

ない すけと よむ 也 

天より 受 たる 明 命 を かへ. 9 み 

大學に 太 甲に いはく この 天の 明 命 を かへ. 0 みると 

いふ 語 を 用 ひた .o- 天よ h- うけた る 明かなる お ほせ 

つけ をよ く 守る とい ふ 事 也 か へ . ^みると はかの 夭 

命 を まもる >  JIJ をと， 0 うしな はぬ やうに わが 身に 

か へ.<^みるとぃふ心成ょし四書蒙引にとけ.0 

夭の 時 地の利に 叶 ひ諸卒 これに 和し 

孟子 天の 時 は 地の 理に しかす 地の 理は 人の 和に し 

かすと 云 語に 寄.^ 軍 をいだ すに 天に と. し は ほど 

よき 時節 をはづ さす 地に よりて は ほどよき みちに 

出る を 大將の 心がけと いふ 也 其 天の 時 地の 理を得 

たりと いふと も 多くの 士卒の こゝ ろが 打 や はらが 

ねば 軍に は 勝たれぬ と 云な. 

- J しもと 女の わら は 

女 童と かきてめ の わら はとよ む 也 俗に 小女郞 とい 

ふ ほどの 事な， 9 

鷄を さくに なん ぞ 牛の 力 を 用 ひんと は ffi 人の いまし 

め 

, I iJlS が 
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五行の 本に 牛の. ちからと 書た るは大 なる あやま h- 

也 牛の かたなと 書へ しこれ は 論語に 出た る 孔子の 

詞 にて^ はち ひさき 鳥 なれば そのに はと，.^ を 料理 

する に 平 をれ う，.^ する 鹿 丁 はもち ゆ まじき とのた 

ま へ る 也 集 解の 孔安國 の 註に 小さき こと を 治む る 

になん ぞ 大きなる 道 を もち ひんと いふ 心 也と あ， 9 

今 この 勘 助の 母に 輝 虎の 給 事 せらる ゝが其 やうな 

る 物な， 》^と あざける 一；， S な. 0  . 

僞， -表襄 

口と >；3 とうらお もて の 有 こと 也 

け ふの ふるま ひに あら はれ 

この ふるま ひは擧 動と 書て たちふるま ひの ことな 

おじ やらし ませぬ 

御座， s> ませぬ IO いふに おなじおば 御と 同し くじ や 

とざと 聲 かよ ひらと h- と 五 昔 かよ ふ也ゐ なか. <； の 

詞に ぉんじゃ，.=^申と い ふ も ござ b ますと 云 事 也 

膝に 味噌汁 淵 をな し 魚より おどろく 嫁 娘 

淵 をな すと は 汁の ひざに たまる こと 也 これ は詩經 

の鳶 飛で 天に 戾，. -魚 淵に 躍る とい ふ 句に よりて か 


やうに ついけ たる もの 也 この 齣に 大學 論； 洁孟 f な 

と の 語 を お ほ； 引て 用 ひたれ はか やうの 所にまで 

經 書の 語 を もち ひたる こと 作者の 力 あら はれて お 

もしろ きこと 也 

狂人 同然と 

きちが ひと 同じ こと、 いふ こ、 ろ 也 

重代の あ づき 長 光 

秘談抄 備前長 船 物の 系 圖に長 光 初代と 二 代と 二人 

有 初代の 長 光 は 法名 を 順 慶と號 し左衞 門の 尉と 稱 

す 建治弘 安正 應 のころ の 刀 锻冶也 一 ： 代の 長 光 は 左 

近 將監と 稱し正 應永仁 正 安 乾 元 嘉元德 治の ころの 

人 也と 有 初代 長 光のう ちた る 刀に て あ づきの きれ 

しとい ふこと さま.. ；，.^ にい ひ傳 へたる 俗說 ある 故 

後に あっき 長 光と 稱 する & 

こと ぢを 律に しらべ か へ 

琴の 調子に 呂と 律と あ. < 源氏 もの かた，.^ は ゝきゝ 

の卷 に， < ^ちの しらべ は 女の もの や はら かに かきな 

らして と 有 細流 抄に律 は 秋 を 司と るて うし 也 又 律 

+1^;5な飞|ょ女のかた也ともぃ 〈り 

むなしく かれし は ゝき  > を 


帚 木と は 美 濃 信 濃 兩國の 其 原 ふせやと いふ 所に あ 

る 木 也 遠く て みれ は 帚 をた て た る やうに て 近く て 

見れば それに 似た る 木 もな しと 源氏 もの かた ，9 宗 

祇抄 にしる せ，.^^ 木 を は、 の 事に たと へ たる 證歌 

は續 拾遺 集 年の 正 家の 歌に 「しなの なる その は、 

に こそ _s -I ^ら ねと わか は 、き ゝと今 は たのま ん」 

とよめ り 

〇 松風 村雨 束帶鑑 うつぼ 猿 

八まん 大名 

神社 考に緣 起 を 引て 筑前笞 崎に 八幡宮 有む かし 白 

幡 四つ 赤幡 四つ 天より こ、 にくた る 故に 八幡と な 

づく とい へ ， ^大名の 字い にしへ の き に は 見えす. In 

川 顯廣下 紀に (さ兀 三年 四 EC 諸國の 大名 固 役 に應せ 

すと いふ こと 見えた， 0 安元 は 高 倉の 院の 年號 にて 

平の 重； a の 育 王 山に 金 をお くられし 時 也され ば そ 

の - 1 ろよ ■=- 大名と い ふ 稱號は ある ことしる ベ し 庭 

訓 iti 來に は關東 下. S の 大名 高 家の人々 と あ. 9 この 

往來の 出 求し は 南朝のと き 也 令ん まん 大め うとい 

ふこと は 八幡 は 源 家の 氏神に て， つ 矢の 守護神 なれ 

S" 璃天 拘卷五 


ば 源氏の 大名と いふ 事 を 八まん 大め うとい ふなる 

べし 

^は 箱に 納め 弓 は 袋に 治る とい ふ 

詩經の 周頌に 明に 昭 なる 有 周 式て 位に ある こと を 

序つ すな はち 干戈 を戤 めすな はち 弓矢 を； にす と 

いふ 詩 ありこれ は 周 公の 亂を 治めた まひて 天下 太 

卒にな h- たる ゆ ゑ 干戈 を 箱に を さめ 弓矢 を ふ く ろ 

に を さめ 給 ふこと を賛て 作，.^ たる 詩な h- 

突 もうら-/, \ -1 0 のど やかに ござれ は 

うら /(.> ははる の ul のな がくの どかなる を 云菅家 

文 草の 詩の 二  =： 三 ==-=1 通々 とい ふ 句 を^ 一  國師の 

點に きさら き やよひ 日 うら/,^ と 附られ たり また 

西 行の 山家 集に 「こと ゝへ はもて はなれた るけ し 

き 哉う らゝ かれな や 人の  >  一 ゝ ろの， i いふ 歌 有 これ 

はこ ゝ ろの やすらかなる をい へ り 

太郞 冠者 

書 言 字考に 往古い まだ 官に 任せざる もの はた い 太 

郞次 郞と稱 すと あ h- て 上に たつ もの を太郞 とい ひ 

其 次 を 次郞， i いひた る 也 さて 冠者と いふ こと は 元 

服して 間の なき 若者 をお ほく 冠者と い へ. 0 木せ の 

I 四百 九？^  , 
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冠者 義仲 蒲の 冠者 範賴 など も わかき 人の 稱 な.^  く 

わじ やと 云 はくわん じ やの 字 を つめてい ふな.？ 

のさ もの 有 かやい 

書 言字考 の 俗語に 野 風俗と い ふ 字 を 出せり 是は の 

ふす とい ふことば 也す ベ てい やしき 事に 野の 字 を 

つくる は 漢土に も 野 §1 とかき てはい やしき こ. t ゝ 

し 野人と 書て いやしき 人と する こと 論語に もいで 

た -o- この 方の 俗語に ものら とい ふ は 放蕩なる 若 も 

の をい へ， 0 また 家に 畜 はぬ 猫 をのら ねこ. とい ふ は 

仲 正の 歌に 「眞ぉ 原 下 は ひ あ，.^ く のらねこの なつ 

け かたき は 妹 かこ、 ろかと よみ 給 へ， 5 これ は 野 猫 

とい ふこと に てらの 字 は 付 字 也 古今 集の うたに 庭 

もま かき も 秋の 野ら なるとよ みたる 同し こと 葉.： =1 

されば 此の さものと いふ は 俗に いやしき もの ゝ無 

禮 なる 事 をす る をの さばる と い ふに 同し くい やし 

め云詞 なるべし 

野 遊山な ど は 何と あろ ふ 

野 遊山と は 野に 出て あそぶ こと をい ふ 俗語な. 9 該 

草に 云 晋の郭 文弱き よ， 0 山水 を 愛し 名山に あそび 

老に 至て 終に 廬を 山中に むすびて 住り- .- れを蒙 求 


に郭文遊山としるせ，.^今ぞくに遊樂することを遊 

山と いふ 郭 文が 遊山と は 典 味 はなはだ 異也 とい へ 

あんやる に 遊山 は 山に あそぶ とかく 字 なれば g;7 

にあ そぶ こと を 遊山と はいふ まじき 詞 なれ どこれ 

はたい 外へ あそびに 出 こる と をい ひなら はした る 

詞 なれば しひて とがむべからざる 物 也 其 子細 は 三 

才圖會 に 遊山 船と いふ もの あ b て 湖な どに 遊ぶ 用 

としてお ほく 酒 を 载る故 遊山 を もって 名と すと い 

へ， 9 また 堯山堂 外 記に も 遊山 船 を 一展 ふて 石 湖と い 

ふみ づ うみに ゆきた る 事 も あれば 野に あそぶ - 一と 

を 遊山と いふ も あな かちに あやまりと は 定めが た 

し 

此ぁ たりの 猿 引で ござる 

續 撰吟抄 さる 引の 歌に 「畜生 もっか ひい るれ は 中 

中に われに はまし の 能の おほさよ とよめ，.^ この 歌 

は 文明の ころの 職人 歌 A" にも 入た. 9 この 判者 は逍 

遙 院實隆 公也 漢土に は 猿 引 を 狙 公と いふ こと 列 子 

にみ えた. 9 また 唐昔統 籤に は弄猴 人と 有て 弄して 

君 王 を i 笑せ しむと あれ はまった く 日本の さるつ 

かひと 同し こと 也 


たの ふだ 人の^が 

わが 主人と 賴 みたる 人と いふ 事を賴 ふだ 人と 云な 

り 籾の 事 は 冬 草に 云 矢 を 入る うつぼと いふ もの は 

上古の 書に 見えす 巾 興に できし ものなる ベ し義家 

奥州 後三年の 合戦のと き 舍弟義 光 奥州 へ 下らん と 

しける とき 相 摸の 國ぁ しがら 山に てうつ ぼのう ち 

よ， 9 签の譜 をと りいた し豊 原の 時 秋に さづ けられ 

しこと 古今 著 SRffi- にみ えた h. 東 艦に は羽壶 とかき 

た， 稳と名 付し こと は その 中空に して 外に 毛皮 

を かけた る 林 粟の 稳に似 たれば 穴 > ^穗と いふなる ベ 

し 又^の 字 をう つ ほの 宇と する は あやま， o- な， 9 本 

字は戟 かくの ごとく 書て 是は ゆきと いふ 字な. り軟 

は 形 異なる もの 也卷 草に 云む かし はう つと いふ も 

のおて 腰- i つけた，. 0 し を 後に 穗を 作， 0 そ へ たると 

て 其う つと いふ もの ゝ繪圖 を 武用辨 略に 載た b 用 

ゆる ことな かれう つと いふ もの 古書に 書て 見えす 

其 繪圖も 出 所 をい はす 妄 作な.^ と 云々 今 あんす る 

にぅっぼものかたり俊^^^の卷にとしかげの娘北山 

の 奥なる 熊のう つ ほ 木の 中に て 子う みたる 事 を か 

け.^ 熊のう つ ほ は 精華 錄に は熊舘 とかき て 古木の 


朽 てうつ ろに な， 0 たる 所 を 熊が 臥所に する こと を 

いふ 也され ばす ベ て 中の うつろなる 物 をう つ ほと 

いふ ゆ ゑ このうつ ほ も 其 こ ゝろ にて 名 づけた る も 

のなる ベ し 

しさ b おろ 

すされ とい ふに 同し 俗に 下りお ろ ふとい ふこと 葉 

也 

いかい 大名 じ やとい ふて 

いかい は 大きなる とい ふこと 葉 也 

此大臈 股 を 以て 

春 草に いはく 臈 股と なづ くる 事 は臈の あしのゆび 

の 股に 水 かき あるに 似 たれば か，.^ またと 名 付し， i 

いふ 說ぁ. 9 用 ゆべ からす 腹に かぎらす 惣 じての 水 

鳥み な 水 かき 有 また 俟と あれば とて ゆびの またと 

する もい か ある 人の いふ は 腐俟と いふ はかへ 

る またな h- 蛙の またの ごとくなる 故 か へ る またと 

いふ こと 葉 を 略して かる ま； ：- と 云又轉 じて か h> ま 

たと よびた る 也 其詞に 付て 臈俟の 字 を 宛 用 ひたる 

とい へる は發 明の 說也用 ゆべ し 

きうし よが ござります^^に 
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五 百 二 


一 鬼畜 木石に もお とった 

鬼 や 畜生 や 木 や 石 やと 物の あはれ を しらぬ 心の な 

きもの を 四つ かぞへ 立た る 也 俗にい は 木に あら ざ 

れ V*IJ  、-ふ は 人と い ふ もの はよ く 哀れ をし ると い 

ふこ ゝ ろな， ^文選の 飽昭か 詩に 心 木石に あら ざれ 

ば豈 威な からん やと 作. 9 白 氏 文集に も 人 木石に あ 

ら やみな 情 あ.^ ともつ くれ. 9 伊勢 もの かた，^ いは 

木に しあらねば こゝ ろくる しと やお も ひけんと あ 

.9 げんじ 物語に もい はきなら ねばお も ほしし ると 

も かけ，^ 歌に よみた る 例 は 順 德院御 集に 「人なら 

ぬ 石木 もさら にかな しき はみ つの 小島の 秋の ゆ ふ 

くれと よませた ま へ h- 

息災 延命 富 *: 貝 萬 福の 御. 祈禱 

息災 は 大日 經に 此は是 息災の 法 也と い ふ こと 有て 

わざ は ひ を やめる とい ふ 事 也  一 福 はもと 詩經 にい 

でた る 字に て尺睛 にめ で たくと いふか は" に 萬 福 

ビかくこと翰墨全書に出た-^祈禱は神にぃのるこ 

となり 

猿が まい h- ての ふ 仕る 

藝能 をす る！ いふ こ と 也 前 に 註せ しさる 引の 歌に 


も われに はまし の 能の おほさよ i よめる は 猿 のげ 

いのう 數々 ある をい ふな. 0 

御 知行 まさる めでたき 

いせ 物語に かすが の 里に しるよ し、 て ある 註に 知 

行の 事 也と 有眞名 伊勢 ものがた，.^ に は 知 由と 書て 

其 人の 領知 すると ころよ，"^ をさむる 米穀 を 知行 米 

とい ふ 也 

人命 草木 增長 すれば 

人の 命 もの ひ 草木 もます C おひ のびると いふ こ 

とな. C 

緩が 千 反 錦が 千 反 

給 2- 本 紀に元 明 天皇の 和 銅 五 年に 伊勢 尾 張 以下 二 

十 一 ケ國に はじめて あやにし きを 織し むる 事 見え 

たり 

なば か 佐 古志 か 室が とま. 5 か 

那波佐 古志 室み な播 磨の 地名 也 

ふねの なかには 

ふねの 中- 'i^l およる ぞとま をし きね に 力ち を 

まくらに ひん. たの を ど h- を ひと を ど h- とい ふ 文句 

三 後 本手の 飛 驊組末 章な. 5   

.  五 1511  , 


璃 天狗 卷五 


五 百 四 


何と およる ぞ 

寐 る- をお よるとい ふ は 古き Is^ な， 9 增か いみに 

帝と いづく におよ る ぞと問 ふよる のおと に と い 

らふれば と 有 物に 倚 か ゝ， 0 てね る 事 也 

楫を まくら- 一 

夫木^^公朝の歌に 「わするな よ 同し みなとの かち 

く. らお も ひ ./l. ) に - J きわ い ると もと 

一 の へ いたて 二のへ いたて 

幣を たて ゝ祈禱 する こ 、ろな り 

三に 黑駒信 濃 を 通れ 

八月 十五 日し なのよ， 0 黑駒を 引て みやこに のぼる 

を 駒牽と いふ こ と は 公事 根源に み ゆ 

船頭との こそ ゆうけんな れ 

勇健と かきて いさましく すこやかな. CV とよむ 

はくさ い こくより 

百 濟國は 新羅 百濟 高麗と てむかし は 三つの 國な. 9 

しが 今 は あはせ て 朝鮮 國と 成た るよ し明史 にみ え 

た. 9 

普賢 文珠 のめされ たる 

文珠の 獅子に の.. >  給 へ るかた ち は 佛像圖 ft? にみ え 


た り翻譯 名義 集に 普資， i,:  乂珠と 二つに して 二つに 

あらす この 菩薩つ ねに I 對 とすと い T 

千秋 や 萬 歳の 

秋と いふ 字 はこ ゝ にて は 春秋の 秋に 非ゃ說 文に 秋 

は禾穀 熟する 也と ありても の ゝ 成就す る 時 を 秋と 

いふ 也麥が 熟す る ゆ ゑ 四 をも麥 秋と いふ 類な り 

ゆ ゑに 千秋 も 千年と いふに おなじ 韓非 子に 君 をし 

て 千秋 萬 歳の 聲を聪 しめんと いふ こと 有 王 維の 詩 

にも 萬歲 千秋 君に 舉す とっくりて めでたき 事に 

用る ことば.^ 


瑠璃 天狗 卷 クー 五 終 
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巨 錄 

昔の 播磨風 

中頃の 嘉 太夫 風 

今の 世の 筑後風 

一 當 世の ヒー 野 風 


淨 瑠璃の 名収川 

流の 末は淸 水の 瀧 

落て 別る ゝ 水引の 草 

^の 丸の 高 矢 倉 

打た，^ 鼓 太 鈹の程 拍子 

能かゝ りの 音曲に. 寄 鹿 

一 向 一 心の 稱名聲 

あ ま ねく 鄉！ 一 きわた る 

和 讃の節 付 形見 

となる 稽古 本 

翁 渡しの 面 箱 

もって ひらいた 梅 櫻 

出かた.. >  を 松 

見物の 鈴 生 


今昔 操 年代 Si 上卷 


今昔 SS 年代 上卷 

近來操 年代記 序 

つれくなる 儘 友 かたら ひ、 生 玉 天 王 寺 安居 淸 水の 

邊 にあ § み 知る 人 あるに 假の足 やすめさ つと 仕た 料 

理膳 とって 簿茶、 枕 引 寄 四方 山の はなし 澳 一重 あな 

たに、 わかい 衆 五 七 人 焦り、 芝居の 嘴と りくの 評 

判、 ひと， 9 は 竹 本流と 見へ、 筑後 芝居の 最負ロ 今一 人 

は豐竹 門.？ R と 打 見 へ 、上野の かたをもって、 出る まゝ 

の 討つ こたへ つ 今； 0 の 慰 是 ならん と 耳の 垢 取て き 

く を 知らぬ が 佛樣、 竹 本 方の 云、 今 世に もてはやす 淨 

S? 璃皆筑 後 風 也、 さの たま ふ 豊竹は 文彌風 かせつき 

やう か 風義か はりた る 音曲なら は 息 筋 はつ て 申さる 

る こと は. o、 筑後 風を學 る、 上 は 竹 本 芝居の 善惡か 

たく 御 無用と 座 を 打ての ゝ しる 豐 竹つ 、と 出、 一 通. 5 

尤也、 まったく 竹 氏 を 譏る にあら す 義太夫と て 生 立 

からの 名人 にても ある まじ 行年つ も b,  /\ て 今名將 

の 名 を あぐる、 是 一 藝の 修行 積， 0 しゅ へ 也、 其 年數を 

くらべ て は豊竹 上手 也と いふが あやま りか 竹 本 仕出 

し の 昔 曲と いふ にても あ らゃ 古播摩 のな がれ を 汲で 

其 流義を かたらる、 から は 豐竹 もお なじ 事 也、 殊に 


近來の 淨留， ^、第； 趣 興 文句の はだへ むつ かし けれ 

ば、 あたる はまれに して あたらぬ はつねな. o、 何程 名 

丄の 太夫に て も淨 瑠璃 不作 にて は 評判 あし ゝ 今筑後 

最來 あっても むかし、 播摩 太夫 かたられし 四天王 事 

の 上る. 0 あてが はい 見物お もしろ しと はいふ まじ、 

しかるに 播摩 は、 何 ほど あらき 淨る. 9 にても 諸人 好 

る樣 にかたら る、 は 名人と いふに あらす や、 竹 本 方 

云、 それ は 時々 を 知らぬ とい ふ 物、 今の 淨る b を播摩 

どのに かたら さば どの やうに ふし を 付て かた， 0 ぬ は 

ん、 頃 H の淨 る. 0. 五段 昔の 三十 段よ， 0 ながし、 其と き 

其 心に 應 じて、 見る 者 聞 者 なれば ： 圖に播 摩 太夫 を、 

名人と かたよらる、 はく だから 天を观 くにひとし 出 

なをされ よと 云 ふ、 豐竹方 さの 給 ふかた^,...' こそ かた 

いぢと いふ 物、 旣に今 淨留理 を かたる ひとな く かた 

らぬ者 もな き 時節、 た へ す 筑 後の ふし 事 を 第 - に稽 

古 仕る 人、 大 かた 播 摩の 景事 おのめ \ さきに かたら 

る 、宫嶋 八景 長生 殿の 四季 屏風 八景、 此類數 百段奧 

の卷に 記す ゆへ 愛に 略す、 惣 して. 播摩 風の 音 は 何れ 

かまね る 人な し、 此 太夫 を 譏る かたく めいく 宗 

旨の 祖師 笑 ふに 同じ、 あな もったい なやお ぞる べし 


恐るべし 竹 氏 方 かふ.^ を 振 此方の 師釋の 道 喜 は淨る 

昔 曲の 精と いふ 者 昔く 祖父とば ゝ の は ，9. ^は 

そんせぬ 當 流稱卖 する 所の 竹 本 氏なら. て此 道の 司 は 

ごわる まいと 兩方腕 まく..^ ひたいに 血筋 を はって 旣 

に けん/、 はになる ベ き 所に 七十 あま， 0- の 老人 二重の 

腰に じゅす を つまぐり よろ/.,, \- よは /1- 立出是 わか 

い 衆れ うじめ さるな 此 口論せ つ しゃもら ひ. ました 双 

方 互に 一 利 屈 有て おもしろき 評定 筑後 上野 身に 取て 

の 満足 此上何 か あらん さいせん は 東西の 評論 □△ か 

はり を 聞む とお も ひの 外播康 太夫に ころび 壮廻 付す 

今舍 利/ \ 佛淨 る，^ 太夫に 出現 せられても 此 源の 元 

祖 たる 播摩 太夫に 善 惡 いふ 人 覺す、 殊にお の くと し 

わかに して 物の しゃべ つも わき ま へす、 當 前の 事ば 

か， -利 SI はって 其 根 を 知らす 出 儘の 我儘、 我等 當年 

七十 五 歳 若 か. 9， し 時よ，^ 此 筋の 音曲に 身 をよ せ、 播 

摩 風よ， 0 段々 说後豊 竹の 淨 るり、 替 る度每 見物せ ぬ 

と い ふ 事な し、 と. 5 わけ 播摩 にな づ み 深く、 此流義 を 

もつ はら 稽古いた しぬ 齒は 一枚な けれど、 富 士の牧 

il? の 道行、 今 語る を 聞て はも どかし、 とかく 同席に つ 

ら なる 事 ふしぎの 緣、 此流義 の發旦 よ.^ 是 迄の 因緣 


を咄、 それく の 門に § ぅ&ん いたさん、 羽ぬ け 鳥： 

て 舌の まやらぬ おちた 所 は 御免- 
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淨 瑠璃 來曆 

淨 瑠璃 諸人 もてはやし 口す さむ 事 昔 井上 市 郞兵衞 と 

いふ 人音聲 たくましく ふしはかせ かいぐ 等に 心 を 付 

けお のれと 此 一 流 を か. 5 出し 終に 操 芝居 を収立 程な 

く 受領し て 井上 大和 椽藤 原の 耍榮と名乘.，^ 其 後 大和 

を 改め 井上 播摩掾 と 云し よ b 今に 播摩 風と い 八り、 

撖 磨 太夫 生年の 頃より 昔 曲 を 好み フシ、 ヲクグ 、三重、 

ヲン、 フシ ヲ クタ、 ハ ル、 ギン、 此 類に  > ひ をく  sih. -、 な 

かんづく うれい、 修疆を 第一 にか たられし かば、 見物 

なづ きを さげ、 めい ./(- '口 まね せんと すれ 共、 id 「頃 は 

床 本 かたく 閉て、 弟子た らんに もむ さと ゆるさす、 勿 

論 稽古 本と いふ 事な く、 漸聞 書に して、 一 行 二 行つ ゝ 

お ぼへ、 夜 あるきの 友と なしぬ、 いまだ 大 阪に淨 るり 

本屋な く、 つて を もって 替.^ 淨る. 5 出れば、 前の 淨る 

り を こんもうして、 京に て 是を板 行 するとい へ ども、 

しらみ 本と いふに 五段 を 書、 その 間 に、 一 段/^ 

の繪を さし 込、 量子の もて あそびと して ひろむる、 ま 

つたく 稽古 人の 助 となら や、 やう やく 播摩 太夫 手筋 

I  かき ほん  す 

よ り、 心 齋橋筋 三 津寺邊 に、 書 本 を 商賣仕 る 井上 彌兵 


衞と いふ 人、 太夫の ゆるし を 請、 語，. > 本の. s、 道行 四 

季、 神 落な ど を 1乙 請 、是を 書 本 にして 稽古 人の 助と な 

しぬ、 其 外 段物 望む 衆 中、 を もって 弟子と 成、 ふし 

口 傅 稽古 するとい へ ども、 むさと おし へす むさ， i 弟 

子 を とらす 

▲ 序に 播摩 太夫 名人と いふい はく、 今お のく もつ 

はら 稽古な さる ゝ ふし 事、 何ぞ とい へば 市郞丸 ひで 

とら、 安藝の 國 いっく 島に 着し かば、 わに 口なら しぬ 

さ をと り、 神慮 をす いしめ 泰 ると、 宫 島 八景の けい 

事、 是に かぎらす あまた ある、 中に も おもしろき は 

一 掛物ぞ ろへ と 云 は 賴義 北國落 の 內也 

一 歌仙 之 段と 云 は 菅原 親王の 內也 

ー宫島 八景と 云 は  源氏 筑紫合 戰之内 也 

一 しほが まの 段と 云 は 賴光跡 ほ 論 之內也 

一 馬の 段と 云 は  同 斷 

一 屛風 八景と 云 は  金剛 山 合 戰之內 也 

ー淸明 神お ろしと 云 は 花 山 院之內 也 

一 七夕 祭と 云 は  道寸 軍法 競の 內也 

一 五 天竺と 云 は  日本 王 代 記 

一 長生 殿 四季， i 云 は 源氏 熱 田 合 戰の内 也 


これらの たぐ ひか ぞ ふるに いと. ，なし * 尤文か ら古 

風に してい やし 九、 地よ みおもし ろから す、 たと へ ば 

松の かれ 木に ひとしく、 すん としてと. 9 じめ なく、 道 

行なん ど 名所 方角 前後し、 文に く， 9 事 有て 亂れ たる 

糸の ごとし、 然るに 井上、 音曲 そなわ. 9 たる 妙に は 其 

亂れを ほどき、 其 かれ 木の ふしく の 中よ. 9、 いろい 

ろの 音聲を 出し、 様々 の ふし を 編、 末の 今まで 竹 本 氏 

豐竹 氏、 是を もち ゆる 勿論 其 流 をく む 輩、 此 太夫の 景 

事 語らぬ とい ふ 人な し、 しかれば 此播摩 太夫 淨る h- 

の 祖師と いふに 誰か 一 點 をく は ゑん 〇 播摩 太夫 一 生 

の ふし 事 數百段 あ， o、 是を あつ め、 全部 三册 にして 西 

澤 所持の 板 行 ありと いへ ども、 辰のと し燒 失して 其 

外題の み殘 りぬ 

〇 有 頃 京 四條の 芝居よ b 勸進元 下， 5、 播摩 太夫 一座 

を 買 請 京都へ 參 りた まふ、 井上 初ての 京 入、 吉日 良 辰 

を あらため、 始まる 初日 賴光 跡目 論 を 出されし に， 人 

形 あやつり 道具、 役者に 至る まで 美を盡 し、 見物のお 

氣 にまい る やうに、 鹿 中氣を は. 9 ゆみ、 思 ふつ ほに あ 

た， 0 め 厳しく、 京 中 評判、 よしや よし野の 花見よ， 9 此 

芝居と、日々に見物入まし、は.^^ま殿の外聞目出申納 

今 昔 操， 代 記上卷 i  — 


ぬ、 木戶 役者よ h- 御 目 出た の 酒肴、 せいろう 山 をな 

し、 大阪 よ. 0 は 門弟 知べ の もの、 聞お よびの 生鰂生 

貝、 鱧 太刀魚の ひか.^ 芝居 をて らし、 毎日の 酒 盛、 千 

秋 樂萬歲 樂と祝 ひの 中、 太夫 本心 地 あしきと、 假 初の 

風 重 （'しく、 京 中に てあら § る 天 醫入か は.^、 療治 

の 匕 をつ くす とい へ ども、 かぎ， 9 の 命に て や 有なん、 

次第， に げんきお とろい ぬ、 目す いしゃう の 都.. < 

にまで 名人と よばれ、 ほまれ を 夢の 内に たのしみ、 終 

にむ じ やうの 風に さそ はれ、 五十 四歲を 此 世の 見お 

さめ 王城の 土と な. 9 ぬ、 皆々 あん 夜に ともしび をう 

しな ひ、 せんかた なきから を 長 明 寺に おくり、 昨日に 

か はる 石塔 戒名ば か. 9 殘 しぬ、 おもへ ばお しき 命、 京 

大阪の 男女お しなめ 釉を しぼ，^ 南無 妙法 逮華經 をと . 

な へ 、忌 E 名 日と ふら ひぬ 

▲ 播摩 死後 井上 市郞 太夫 石屋 三 衞門尾 崎 權左衞 門此兩 

人 芝居 を 勤 め 、勸進 元 約束の 日限、 つ、 が なく 仕舞 難 

波に く. た， 0 ぬ、 其 間の 淨る， 9、 業 平 一 代 記、 大職冠 知 

略の 玉 取、 跡目 論 以上 三番に て 止ぬ、 是 よ.^ 市郞太 

夫、 段々 立身して 一分の やぐら を あげ、 新淨 るり 源氏 

十五 段、 五大 力 ぼさつな どめされ しか ど、 はかぐ し 

五 百 九 


今昔 操 年代 S3 上卷 

から や 終に 立ぎ へ にして 其お わる 所 を 知らす 

〇 播磨 弟子 の 內 淸水理 兵衞と いふ は、 此 安居 天神 の 

南に 住所 を かまへ 浪花の 腹 ふくれ 衆 を あつめ、 基將 

* 茶の湯、 速徘の 座敷 なれ 共 あるじ、 はり ま 風 を かた 

h,- 出せし よ hs  、皆 音曲け い - J 場， i なれ， c  、もとよ h- 理 

兵衞 井上 流 をたん れんし、 かた をなら ぶる ものな し、 

聞 人我 も/ \ と 尊敬う やま ひもて なしぬ 、元来 料理 

屋を 商賣し 安樂の く らし、 寐て も覺て も、 立 に も 居る 

にも、 ャァ 天め い 知らす の賴 近め や、 子と して 親 を 調 

伏 仕る 事其聲 天に 響き 今播 摩と い へ b 、遊 人迚 一 ば 

いき げんの あま，.： > 理兵衞 を 招き、 あったら 淨る， 9 此 

儘 拾ん もの こりお ほし、 芝居 興行し 幕 あけさせん と、 

なんなく ていしゅ を そ ゝり あけ、 おも ひ こ ゝろこ 

ころに、 銀 を もちよ まんまと 一 座 を 組立、 櫓 まく は 

なや かに、 新作に て 上 東 門院と 云 ふ淨 る， 9 を かた.^、 

町中め づら しく 山 をな しけ. 9、 然れ 共、 なじみ ある 播 

磨の 花香う せす、 見物な ぶみ なきと、 珍ら しき 淨る， 0 

なきと に行當 り、 中ば 芝お も. d め、 此時天 王 寺の 五郎 

兵 衞と云 ふ 人 1^!! 理兵 衞ヮキ をつ とめ、 初て 床に 

なを つて かたる、 此五 郞兵衞 竹- よ" 播磨 風に 心魂 


Ifi 百 十 

を とられ、 節季 しらぬ 農業の 業 を す て、 あけくれ 淨る 

,0 に氣 をう つし、 太夫 號を よび、 京四條 川原の 芝居に 

ぉゐ て、 淸水理 太夫と あらため、 日本王代.^^、 松 浦 五 

郞 など 云 ふ 淨る. = 'を かたると い へ ども、 はか <\> し 

からす、出たり引込だ.^、 半年っ いかぬ 芝居、 見る に 

氣 のどく の 天窓 を かきぬ 

.〇 宇治 嘉 太夫と いふ は、 紀州 和歌 山 宇治と い ふ 所の 

人 也、 幼少より 昔 曲に 妙 そな は. 9、 第 一 謠を よくたん 

れんし、 な， h- 物 . と を， 0 うとから す、 ふしはかせ か (J- 

かいぐまでに こ、 ろ を 付、 ；藝何 よら や 人より 上に 

た、 ん事 をね が ひ、 ふと 潘磨 風に おも ひ 付、 朝暮是 に 

枕 を わ，^、 ついに 京に のぼ b 竹屋庄 兵衞に 密談し、 あ 

やつ，. >  芝居 を 興行し、 伊勢島 宮 内が 名代 を もって、 

淨る. 宇治 嘉 太夫と 大^ 板に しるし、 新作に て虎遁 

世記とぃ ふをかた，.^出しぬ、播.|5風をぉもてとし、ふ 

しくば， 0 こま.？， に、 よは.，/,, ^たよ/ \  、う つくしく か 

たり 出せば、 京の 見物 あたまからお 氣に 入て、 思 ひの 

外 ひやう ばんよ く、 段々 新作の 淨 る，^ を 出し、 人形い 

とせ 

しゃう まで きれいに こしら へ、 一 年 あま.^ 首尾よく 

勤る 三年め の 正月よ.. >  天 王 寺 五 郞兵衞 をヮキ にか、 


へ、 西 行お 語と いふ 淨る の 二 段 目、 藤潭 入道^お の 

修羅 を、 五 郞兵衞 かたられ しが、 元來大 一昔に て 甲乙と 

もに そろ ひ、 まないたに 釘 かすがい を 打た る.？ S く 何 

程の 大入 にて もといかぬ とい ふ 事な し、 字 どめ 字 頭 

の 文字き へ す、 文の あやうく 聞 へ ければ、 見物 よろこ 

ぶ 事 かぎ.， > なし、 嘉 太夫 も 五郎 兵衞淨 る.^ に は 心お 

き、 後に 我 ほこさきの 甲斐になる ベ きは此 男と、 云れ 

し はさす かの 嘉，^ 夫ぞと 後に ぞ おも ひ 知られぬ、 さ 

れば こそ 筑後 風と て、 國々 浦々 まで 口す さむ、 くれな 

パ よそ のま：. つ、 て もな h- 

〇 嘉 太夫 水 魚 の ごとく むつまじ き庄兵 衞と藝 の 筋よ 

> 互の S ぢを 云つ の， 、終に 中 あしく 、たちわ か つ て 

竹庄 方に は ： 座 を 取組 、五郎 兵衞を 太夫に して、 一 ま 

づ 京地 を はなれ、 西國 にく だ.^ ぬ、 然 れ共嘉 太夫 ひる 

まづ、 = 々に はんじゃ うし 程なく 受領し、 加賀掾 宇治 

よし l,' み 

好 澄と あらため しより、 町中い よく 此流を かたり 

出し、 あまつ さ へけ いこ 本 八 行 を、 四條小 橋つ ぼやと 

い へ るに 板 行 させ、 淨 る，^ 本に 謠の ごとく フ シ 章 を 

さし はじめし は此 太夫 ぞ かし、 名人 は播 磨、 上手 は嘉 

太夫也、取分世繼曾我ょ.^諸人もてはゃしけ.^ 

今昔 操 年代 上卷 


0 竹 庄五郞 兵衞を 同道し、 宫 島の 市 を 仕舞、 大 阪に參 

b 、今の 竹 S 外 記 芝居 を か.^、 天 王 寺 五郎 兵衞 とい ふ 

名 を か へ、 竹 本義 太夫と 改め、 やぐら 幕、 ま，. > ば さみ 

の內に の 丸の もん 所、 今にった へ此 ま、 也、 其 頃 は 

貞享 三年、 p^- の 年に てぞ ありけ り、 淨る， 5 は嘉 太夫 致 

されし 世繼 そが、 是 義太夫 出世の はじまり、 町中の 見 

物此 ふし 事に なづ みぬ 

げ にうけが たき 人の たい を受 ながらと ロニ 段 目 

待つ 夜の 恨 

さ .0.0 ては戀 はくせ 物 皆 人のと ロー 二 段 目 道行 

立 子 這 子、 此ー 一所の ふし 事 口 まねせ ぬ 者な し、 次の か 

は .rt- あいそめ 川 梅の 名よ せ、 道 I 仃の すみと すい，.^ の 

濃 中 を はやらし、 績ぃ て 三の か は. り いろは もの 力た 

.9 の 獅子の 亂曲、 道行の なつの、 しかの まき 筆に て 

手 習 させ、 其暮 は！！； に まか. 0 いよ/,, ^評判よ く、 義太 

夫 ふし は、 播磨此 かたの 淨る. 5 と 見物に おも ひっか 

し、 其 年の くれ 心よ き钺」 年 、是 義太夫 大昔 に て 萬 そ ろ 

ひたる う へ に、理兵衞嘉太夫を^^:込、ぉもしろきふし 

を寸て かたらる、 は、 鬼- - かなさい ぼうなんでも 三 

をべ づ して は 出世の 門 は ひらきが たし 

五 百 十 ふ 


i  今昔 操 年代 上卷 

〇 其 明 寅の 年、 京 宇治 加 賀椽難 波に くだり、 今の 京 四 

郞 芝居に て、 西 鶴 作の 淨 るり 、暦と いふ を かたられけ 

れば、 義太夫 方に は 賢 女の手 習 並 新暦と して 兩家は 

.9 あい、 ついに 義太夫 淨 るりよ バ、 嘉 太夫が た 止ぬ、 

其 次の か は ひか いぢん 八嶋、 是も西 鶴 作に て、 評判よ 

き 最中 出火して、 加賀 掾は是 限に して 京 への ぼられ、 

又々 なじみ 道 都に ぉゐ て、 操 を はじめ、 だんく 珍し 

き淨 る， 9 を か へ、 昔 曲 修行、 三十 餘， o、 花 落に ぉゐ て、 

たのしみ、 寶永 年中 卯の 初赛廿 一 日に 往生し、 自語院 

本 淨道融 居士と なれ h- 、世 は 夢現 ぞ かし、 其 年 は 七十 

七 歳に てぞ 有け. -、 義太夫 寅の 年 二の 替. 0 は、 近 松に 

緣を もとめ、 出世景 淸 とい へ る を こしら へ 、是 にて 月 

を 重ね、 其 後の か は 源氏 移 徒 祝、 但し 賴朝 七騎 落 

也、 是も 評判よ く 町中 口 まねす る 所に、 佐々 木 大鑑 並 

に 藤戶の 先陣、 松よ ひし ぐれ 相の 山の 道行、 田 5 ひ 川 ほ 

L.  も づ i しき  すみ 

さぬ 袂の かた.^ 出し 珍 敷 趣 興と、 はし < ^角々、 此道 

行けぃこせぬとぃふものなく、是ょ.，^ 義太夫ぶ しと 

もてはやしぬ、 そのうへ に 近 松 門左衞 門、 つ いいて 新 

作 を こしら へ 追て おもしろき 趣 興に、 か は. 0 文句 は 

たらき、 義太夫の かた， 0 盛り、 日々 夜々 昔^に 實の. 0 


I  五 百 十二 

ふし 詞に花 を^せば、 聞 人 見る 人 此 太夫なら ではと 

もてはやしぬ、 なれ 共 其 頃 は、 かぶき 芝居 あた. 0 お ほ 

く、殊に出羽にはさま，/^のからく.=^などし、昆物諸 

方に わかれば、 さの み大 入、 大 あた. 0 と 云 ふ 事な く、 

しぶら こぶら の 見物、 なれ 共 こたへ もこた へ た .0、 剩 

へ 筑後掾 藤 原博敎 と、 受領 迄 申請、 西國 おもて、 山路 

ふみわけ 木 こる 杣人、 海 邊に迷 ふ 海 士の子 も、 御いた 

はしゃせ み 丸と い へ ば、 又と こ閽の 雲 はれて 日月 ひ 

か， 0 かゝ やけ. 5 と、 よし野 忠信の さいもん、、 何 所から 

どこまで いかぬ ものな く 筑後掾 のい せい、 夜 まし 日 

增の 繁榮、 藝 者の ほまれ 四方に かゝ やくと いへ ども、 

ほっこ.，^と した 藏入 なく、 三 八の 十八に て あはぬ そ 

ろばん、 胸算用 あ ふて あはぬ は 世間な み、 次の か は.. 0 

の 談合、 一 ッ盃庄 兵のば ゝ さまさし あ ひ、 さしみ は 鯉 

に - せう、 あた， 0 淨る， 何 を かする めと いふ 所べ、 や 

れ曾根 崎の 天神で、 見事な 心中、 有 2^ 藥師、 染がま はつ 

た、 是を 一 段淨 るりに あしらへ、 そね さき 心中と 外題 

を 出しければ、 町中 よろこび、 入 ほどに ける ほどに、 

木 m' も 芝居 も ゑいとう./,.^ こしら へ に 物 は 入らす、 

世話 事の はしめ とい ひ、 淨る. 9 はお もしろ し、 少しの 


間に 餘程 のかね を 儲け、 諸方のと いけ も 笑ひ顏 見て 

すましぬ、 此 上に 望 もな しと 後生 心に 成、 きめう む，^ 

やう じゅ 如 求に 身 を まかせ、 芝居 も 是切 に 安樂 國土 

き はめ んと、 明 慕 御堂に 參， 5、 あさ じ 日中お 八つ を 

か、 さす、 一 心 ふらんに しゃう しんげ、 御 和讃の ふし 

猶 殊勝に きこ ゑぬ、 折 ふし 竹 田 氏 參會し 未だ 老木と 

い ふに も あらす、 今 町中し やうび する 所に、 おも ひよ 

らぬ引 込 じあん、 二三 年 勤て 給ら ば、 拙者 座 本 仕、 萬 

事の 世話 を 引 請、 貴殿 內證 入用 銀 御用 次第つ いけ 不 

自由 させ まじと、 同行 衆 を 以て 賴み しかば、 下地 は 好 

な， 0 御意 は お もし、 いか 檨と もの 詞を きわめ、 盃 すん 

で 其 慕、 かほみ せ淨 るりと いふ を はじめ、 用 明 天主 職 

人鑑、 作者 近 松 門 左 衞門を か 、 へ 、太夫 竹 本 筑後橾 、座 

本 竹 田 出 雲と 看板 並べ 、三段目 かね 入の 出が たり、 泪 

川戀 のこ ほ. 9 にと おられて、 身 を 切く， たく おも ひよ 

.0、 うき 川 竹の ながれの 身、 辰 松 八郞兵 衞出づ かひ 身 

振よ く、 見物の 氣を とっての かね 入藏 入、 目 出た く か 

は， o-/^- の 首尾よく かほよ 歌 かるた， i いふ 淨 るり 迄 

語. 5 それよ， 0 ふと 病 付た まひぬ、 日本 一 の 太夬今 一 

度と、 め 度い ろくと 療治の 手 をつ くし、 人參の 山 

. 今昔 操 年代 


を 積で と いめんと すれ ども、 かぎ の 命 はと いめが 

たく もはや 末 の 水 も 通さす、 おしや 六十 四才を 一 期 

とし、 正 德四年 九月 十日 を此 世の 見お さめめ いど か 

うせんの 旅しば ゐに おもむき 給 ふ、 門弟 數十 人、 白 無 

垢の 數を そろへ、 な く- \ 野邊 におくり むじ やうの 

煙と なしぬ、 竹 本 氏 門 流 あまた 有 中に 、豊竹 上野 は 其 

流義 まねる と 云 ふ 心さし よ， o、 天 王 寺念佛 堂の むか 

ひに 石塔き ざみ、 釋道 喜、 施主 豊竹 上野と しるしぬ、 

心 あらん 人々 名 日に は參詣 ある ベ し 

〇 豐竹若 太夫 事 若輩 の 頃より 竹 本流 義を學 び、 家業 

はよ その 事に して、 每 HI 芝居に 入 込、 けいこお こたる 

事な し、 其 頃 は 竹 本来 女と いへ，^、 年 十八 さいの 頃、 

筑後諸 芝居に ぉゐ て、 傾城 懷 子と いふ 淨 る.^ を かた 

られ しか ど、 しかくの 事な く 其 年 も くれ、 あけのと 

し 東立慶 しば ゐに て、 道具屋 吉左衞 門 永 島 重 太夫、 其 

外 門弟 あ ま た 寄 合、 素淨 るりの 出かたり、 是も はかば 

かしから す 半に て 止ぬ、 それよ.^ 修行の 爲愛 かしこ 

にく だ. o、 其 もとり 塊 南の 端に て 芝居と りくみ 給 ふ、 

折 ふしいと やの 娘， 手代の 久兵衞 と 密通 あら はれ 娘 を 

つれ 萬 代と やらん へ かけ 落、 はたけの 井戶に 身を投 

五 百 十一 二 
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兩人 共に 死たり、 是 幸の 心中と 俄に 一段 淨る. e に 作 

.0、 さっとした 道具 條云 づきに して、 心中 泪の 玉の 井 

と 云 ふ 外題 を 出しければ、 所の 事と いひお も ひの 外 

あた， 9 、 究の rn 限 仕舞 大阪 に阪 b 、長 門 九 郞兵衞 と か 

たら ひ、 相 座 本に て 舞の しば ゐに やぐら 幕、 豊竹若 太 

失と あらため、 はなやかなる 看板、 さかいみ やげ 心中 

消の 玉の 井と 出しけ る、 春頃筑 後が たにば そね^ 心 

中、 兩家同 じ や うな 仕組、 玉の 井 の 奥、 久兵衞 お ち 道行 

の內 に、 さの み じみ/,, \ 'なけ かすと あゆ まし やれ、 さ 

うい か-むり  «1 ね 

きに は 鬼 はな いものと、 初 冠よ. .o- 叮 中に ロ眞 似させ、 

次の か は b 金 五郎う き 名の 額、 是も 一 段淨 る. 0 にて 

茶屋 名よ せの 道行に、 まことに 小さん と 我 中 は あの 

ほ h. 詰の 二 わ 井 どちら を 見ても 深ければ と、 浪花 

の わかい 衆に よろこばせ、 そね 崎 道行 同前に、 此 稽古 

本 京大 坂 の淨 る，^ 本 や、 門 をなら ベ 板 行して ひろむ、 

あたまから 見物に のみこませし は、 太夫になる ベ き 

五 昔の 調子 聞 人かん じけ るな， 5、 その 明 東 a| 居士 を 

かた b  、それよ. 0 備中 にくた ぐれし 內泉州 築 能 と い 

ふ 人 舞の しば ゐを もとめ やぐら は 濱の竹 田に § つ 

5 ヽ 芝居 をつ ふし か し 家と なしぬ 其 折 ふ し 出 雲 よ ，9  、 


五 百 十四 

此 太夫 を 助 分に 賴 たきの よしたび （'云 來，^ ぬ、 太 

夫 留守 なれ 共 親の 子 を 思 ふし あんこ そ あらめ、 心よ 

き cs-  の ft 

くす まし 究の盃 すんで、 太夫 登られ、 右の 品 かたられ 

しかば 心よ く 請 合、 出 雲 芝居へ 出られ、 用 明 夭 王 二 段 

目の 役 見物 筑 後の 聞 まが へ る ほと に そ あ. i> ける、 一 一 

年 務め 其 慕、 河内 屋加 兵衞 とい ふ此 道の 粹方、 操 芝居 

にお も ひ 付、 是非く は だてんと、 豐竹 11^ 松 相 座 本と 

し、條の丸のゃぐら幕、淨る..^の作者紀海昔、 新作 追 

追 出しければ 町屮 余程 御1^^負の見物ぉほく、 御収立 

によつ て 上野 少掾 藤原赏 勝と 口宣 を 請つ ぎ、 其 明 鎌 

倉 三代 記と い へ る淨 る. 5、 是 迄の 大 あた， 9、 大黑 舞の 

ふしと 我 も /(\ 'とけ い - J する もの 多く 失よ ，0 のか は 

■5 さの みあた， 0 し とい ふ 事な し、 なれ.. 0 も 根つ よく 

一 座 を もち かため、 折に ふれ 時に よって は、 和歌 山奈 

良さ かい へ も 罷り、 さま <\ 'の 評判よ く、 卯のと し 村 

上嘉介 作に て、 建 仁 寺 供養と い ふ淨る b を 出し、 明 辰 

の 二月より 賴政 追善 芝居、 大 出來大 あた， 5 にて、 町中 

他國の 見物 此 しば ゐ にかたよ， 9、 三月 廿 一 日 木 芦 口 は 

.0 さく 大入、 近年の 不仕合 取 か へ さんと、 はづ みきつ 

たる 所に、 其 日中よ b 出火 夥しく、 手と 身と になる は 


世間な み、 され 共 操 道具 を 助、 漸々 さかいに 立の き 1 

檨子を 見合せ、 ふつが うなる 道具 そこ. （'にこ しら 

へ、 初の 四 CC 廿三 3 を 初 H と定、 建 仁 寺く やう を 出 

し、 関 四： =： 十五 日より 賴政、 此ー 一家に て 六月 中旬まで 

勤、 つ. ゐて 六月 廿 三日 よ，.^ そね さきにて 賴政を は 

じめ、 初 H よ h-AH! 三日まで 入つ め、 藏 人の 宜敷 事、 

豐竹氏 御 負 つよき ゆ へ ぞ かし、 それの みならす あ 

らし 芝居 賣 やしきの よし、 太夫 本年 來の 望、 折 あしけ 

れ どもと めた きね が ひ、 尤の 相談に 究 ま.^、 傳を もつ 

て 地主 方へ いひ 入、 まんまと 首尾して 豊竹 芝居と 成 

ぬ、 むかしより 今にいたり、 淨る b 太夫 芝居ぬ しと 

成 は、 宇治 嘉 太夫 豊 竹な b 、まったく 自力に あらす、 

他力に よって 是 程の 大望 成就せ し は、 諸 天 三 寶諸見 

物のお かげ、 い よ （'佛 神 信 厚 あるべし、 かねて 太 失 

本、 伊勢よ，？ つす やくそく、 ゆかねば ならぬ 首尾、 せ 

ひなく 一  座 其 用意、 跡の 普請 は 一 家 衆 大工の 頭 梁受 

取、 人數を もって 桉 立ければ、 作者 方に は 顔 見 世淨る 

.9 のこしら へ、 太夫 元は 伊勢よ， 0 下向の 荷物、 三方 一一： 

度に もみ 合せ h- 合、 なんなく かほ 見せの 日 限定、 辻 礼 

橋 札、 はなやかなる 舞 臺 棧 じき、 さあ 上野が かほ 見せ 
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しば & 結構な， 9、 女せ み 丸と 云 ふ 外題、 さ こそお もし 

ろからん と、 おも ひの 外の 大入 見物 も 初： n を 見て せ 

いきをつかし、 ひやう しのない 出が た，^ 出づ かい、 作 

者のお も ひち が ひ、 巳のと しもつ^いて 不作、 鬼角此 

作者と、 太夫 本の 相性 あしき かと、 ふしんに おも ふ 折 

ふし、 作者の 方よ. 0 隙 を 乞、 淨 る.^ 不作 ゆへ 斯成 なと 

げて身 退く は 夭の 道と 心得、 三十 石に 夢 むすび 都の 

方 へ 登られし と 也、 凡 上野 是 迄の 淨 瑠璃 數百番 有 

〇 人 一 心に 誠 あれ は、 天道の 惠 招かす して 來福 仕と 

い へ り、 豐竹氏 ふけいきなる 芝居、 何と ぞ 珍しき 物 

と、 作者 も相應 にかき あつめた るかな そうし、 北條時 

賴記 とい へる よ.^ おも ひ 付、 二三 人よ つて 此 外題 を 

趣 興に 淨 るり 五段に くみ 立ん、 いづれ も 知惠を 出さ 

れ とざい ふりま はせば、 並木 宗助 安田 蛀文、 美 若 なれ 

其、 淨る. 0 一  段 も 書かね ぬ 器量に 西澤の 下知に 任せ、 

ど を やら か を やら 五段 をつ、 く. 5、 切に 最明寺 雪の 

段、 太夫 本の 出かた， ^厳しく 當り、 卯月 八日 を 初 H と 

し、 今 巧 今 m ま で 入詰年越 の 淨 と な れ 、是 太夫 

本 邪な く、 眞直 成る 璺竹、 一 藝を くふうし、 此上 にも 

語 のこん たん 有べ き 物と、 寐る間 忘れぬ 心がけ、 殊 

.  五 百ナ五 
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に 身 を 高ぶらす、 我と わが 藝みじ §  く 成と おも はる 

る は、 藝の 上手 心の 名人と いふ 物 也、 尤筑 後名 人 なれ 

共、 修行の 行年 を算 へ て は、 豐竹 はやき 立身 何れも 左 

にあら. やや 竹 本 方 聞て、 段々 の 長物 語、 老人の く， 0 事 

尤なる 咄 しなれ 共、 筑後 時代に は、 町中 今程 淨る. 0 も 

て はやさす、 しかるに 筑後 とい ふ 名人、 かた， 0 こなし 

かみこなして、 今 若人の 太夫に 吞 こます の 道理、 此返 

答 ある まひ へ いかう.， 老人 尤の 返答お もしろ し、 今 

世上に 竹 本 竹の 門弟 みちく た，， > と い へ ども、 み 

じゅくの 淨 る，.：^ 誰か もてはやさん、 名人と いはる 、 

太 失 なれ はこ そ、 東の 西のと もてはやす にあら 卞ゃ、 

たと へて いは^ 名く の 家職に おなじ、 我 賣物我 細 

ェを あしきと いふ 者な し、 先播 磨より 此流 始ま リ、 理 

兵衞、 嘉 太夫、 筑後、 豊 竹と、 流 義少っ 、ちか ひめ あ. 0 

といへ ども、 つまる 所 は 播 磨よ. 9 わかれ 播磨風 を 語 

れば、 いふ 程 かたる ほど 費 そかし、 各 好け る 太夫の ふ 

し を 稽古し、 名人と いはれ 給 ふが かんようく 
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井上 播 is 少揚藤 原要榮 死す 

京都 加賀 祿 宇治 好 澄 死す 

竹 本 * 技 後 掾藤 原博敎 死す 

豐； P 上野 少椽藤 原 重 勝 存命 

右 四 座の 太夫 本を淨 瑠璃 四天王と 號す 

〇 筑後 芝居 相 續 如何と 町屮 門弟 おも ひの 外、 竹 田 出 

S 顿 I??!? 明よ. 、國姓 爺 合戦と いふ 淨る h.- のお も ひ 

付、 門 左衞門 老功の 一 作、 力瘤 を 出し、 文句の はだへ 

かる はしく 書き ま はした る 筆勢、 おもしろく、 淨 るり 

は 竹 本 政 太夫、 竹本賴 母、 豊竹萬 太夫 右三人に てあし 

かけ 三年 持ち こたへ、 見物から 子 髭の 道行 ロ眞 似せ 

ぬ 人な し、 筑後橡 存命の 頃 あやつり 淨る しか/ 

なか b. しが、 諸人 歌舞伎 芝居よ ，0 おもしろき ともて 

はやし 、次第く に はんじゃ うする 事、 第 一 作者の 趣 

與、 人形 衣装、 道具まで 花やかに こしら へ、 手 をつ く 

し 美 をつ くせば、 歌舞伎 は 外に 成. 9 て、 淨る， 0 の 評判 

はし <.\ 'っぢ 耳 かしましく おも ひ存候 


, 五 百 十八 

〇 近 松 門 左 衞門は 作者の 氏神な. o、 年來 作， - 出. たせ 

る淨 るり； S 余番、 其 内 あた， „ ^あたらぬ あ， 0- とい へど 

も、 素讀 する に 何れ か あしき はなし、 今 作者と 云 はる 

る 人々、 みな 近 松の いきかた を 手本と し 書きつ、 る 

物 也、 此道 を學ぶ 輩、 近 松の 像を繪 書き、 晝夜 これ を 

拜 すべ し、 又 ある まじき 人う やま ひお そる ベ し、 時 

に 享保九 辰年 十 一 月廿ー 一： n、 七十 余才 にして 此 世の 

見お さめ 今 はの 時 殘し給 ふ辭世 

近 松 門 左 衞門性 は 杉 森、 字 名 は 信 盛、 平安 堂奥 林 

子、 代々 甲胄の 家に 生れながら 武林を 離れ 三槐九 

卿に つかへ て 咫尺 擧げて 寸ン爵 なく 市井に 漂 ひて 

商賣 知らす、 隱 に似て 隱に あらす、 賢に して 資 なら 

す、 物知りに 似て 何も 知らす、 世の まが ひもの 唐の 

やまとの おしえ 有る 道 農 妓能雜 蔭 滑 藝の類 迄 知ら 

ぬ 事 なげに 口に まかせ、 筆に はしらせ、 一 生 を さ へ 

づ り ちらし、 今 は の 際にい ふべき おも ふ ベ き、 まこ 

との 一 大事 は 一 字 半 言 もな き 倒 惑、 心に 心の 耻を 

おも ふて 七十 余. 0 の 光陰、 おもへば 無 覺束我 世 i 

畢ぬ 

若し 辭世 はと 問 ふ 人 あらば 


夫れ 辭世 去る 程に » も 其 後に 

殘る櫻 I か 花し に ほ は、 

入寂 名 阿 縛 院穆矣 日 一 具足 居士 

不 J^,, 終焉 期-自記 

殘れと はお も ふ もお ろか W "火の 

けぬ まあた なる 朽木 かきして 

卒 安堂の ながれ を くんで 一作な さる、 人々 近年 出 

求 

一紀 海 音 一雨 年 休足 二 竹 田 出 雲 手 芝居 自作 . 

三 松 田和士  ロー  兩年是 も 休足 四 並木 宗助常 年 i リ作也 

五 安田： g 文  西澤 一 風 今 は？ にて 心 計 

あらまし 此 通.^ 淨 るりの 作者 すくなき もの、 當.^ 淨 

る h 'は^にして あたらぬ は 道な. 5 

；^本^？^太夫 筑後 5： 么 居の 立 者 

〇 政 太夫 は屮 もみ や 長四郞 とて、 いまだ 角 前 髮の頃 

よ h- 昔 曲 を 好み、 あけくれ 筑後 風に 心 をよ せ、 まん ま 

と淨 るり に 成し 頃、 豐竹京 に て 芝居 興行 の 節、 西澤こ 

のレ」 を 招き、 京都に 同道 仕 若 太夫 方に て 勤める、 京 を 

仕舞 一 座の こらす 大阪 にく だり、 新地 曾 根 崎の 芝居 

にて、 若 竹 政 太夫と 名 を あらため 兩年勸 め、 三年め 出 


雲 方 へ 住まれ、段々淨る，„^實の，^功者と成，り、今西の 

芝居に-て 筑 後替， „ ^とならる ゝは、 日頃 晋 曲に 心 力け 

ふかき 故、 諸人 稱美 する 事お 手柄く、 此 人の 藝 をた 

IC へ てい はい、 荻 野 八重 桐に おなじ、 なせと い へ ば 小 

兵 M-1 ども 取 ま は. Ob ヾ しく、 修羅つ め など かゆい 

听 へ 手の 行く がごと し、 別して 段 切 を 大事に、 かけら 

るゝは 上手 藝の なき 所、 去る に よってお ざの どのと 

ならべて おせく の 兵、 昔聲の 非力 はせ ひなし 身の 

持ち やうぎ 持 かたぎ、 心すな をに して 豐竹 どのに お 

なじけ I  fs 誰も.^ る 入な し、 あやか， „y 者 -/( 、 

竹 本 大和 太夫 竹 本 ま 居 立 者 

t 人生 圃は和 州 田 原本の 人な b  、農業 をす. て 此道を 

け， 9、 若 か， 9 しょり 竹 本を學 び、 ついに 床に なをつ 

て 和 州 をめ ぐ， 9、 程なく 出 ® 芝居に 住み、 舞臺に 出で 

て かたられし は、 夭 神 記の 天拜 山の ふし 事 也、 先づ聲 

よく 1-1- ま は，^ おもしろければ、 突出し よ. - 評判よ 

し、 今の 淨 る，^ を 聞く に、 おとし 一流 か は，^、 おも ひ 一 

入に あてん 寧 を 第 一 とな さる 、故、 見物のう けよ し 

たと へて いはい 嵐 一二 右衞門 仕. たしに おなじ、 何 處ゃー 

ら びら ついて 又 しゃんとした 處も あり、 地 事 ふし を 
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藝に應 じ、 うれい 事 あはれ に 又お かしき 筋 あ h  、是そ 

の 身 其 昔 =S の 解 ある ものな り、 就 巾 世話 事よ し、 <fr に 

て は 政 太夫と 肩 を 並べ 四分六 步 六步四 分な，^、 折々 

とんき よなる 出る はいかに、 よい 方 へ は 釣る まじ、 

しかし 聲 大きにして、 かた. c 出し はでな， 5 と、 聞く 人 

おしなめ 田舍に 京と は此 太夫と、 町中の 見物と つて 

眷め てと をし ぬ 

竹 本文 太夫 

此 太夫 內名 はふし みや 五郎兵衛と いふ 商賣屋 g 立よ 

り そろばん を 枕と し、 見 一 無頭歸 一 倍 市よ. 5 割出し、 

此 一 曲 を まねび いつの 頃より 筑後 芝居に 出で、 ある 

としは 豐竹 をつ とめ 又 西に 有つ き、 今 B まで 音曲 や 

めす、 兩役 にて かね を 儲ける 方便、 いやと いは 化ぬ し 

力け 先づ淨 る- 9 おとなしく、 ふし を こまかに、 詰 修羅 

萬 事 巧者 分 也、 たと へて いは い、 杉 山勘 左衞門 同前の 

藝者 にて、 淨 る，^ の 一 體を 崩さす、 本 間に かたらる ゝ 

故 あたりめ すくなし、 當世 ははす はなる をよ しとが、 

なわ ども 本 間の 通り かたらる、 は 師 のおし へ を そむ 

かす 仕込みの 藝 なれば、 伊達なる よ. C- かうた うなる 

力よ し、 此 うへ に三重のたぐひ、ぉもふ欉にぁがら^^ 
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誰に かおと らん、 殘 りお ほい は 一 聲ニこ ゑに て はん 

ベ るで あんす 

竹 本式 太夫 

此人 陸奧茂 太夫 門弟に て、 余程 巧者の 太夫 なれ ども 

心の 如く 昔 曲 叮嚀なる 仕出し 故 あた-りめ なし、 聲ょ 

く淨る h- の わけさつ ばりと 聞え、 難す る を たと へ が 

たし、 市の や 重 郞兵衞 仕出しに て 上下いた め 行義く 

づさ ぬいき かたつ かう せ， o、 心がけよ くば 次第/,^ 

に 上洛 ある ベ し、 末賴 a. 敷藝 振り、 今氣を 付け 給 はね 

は 立身 いつを かご せん、 唯つ め 段 切に む をく ば hv た 

まへ と 御 見物 申されし は 金言 哉 

竹 本 喜 太夫 

おひ 

生 立ち は 木 津難波 牛 頭 天 王 氏神、 守， 0 め あ つて はや 

ば やと 筑後 芝居に あ. 0 付き 給 ふ、 尤も 頃日の 淨る 

なれば、 つ めく、 五段 目の 役 付け なれ ども、 上洛 次 

第に 役き ま. 9 よき ものな. o、 淨 るり 語，.^ 皆よ き 場 を 

第 一 に 稽古 仕、 あしき 所 を 捨て 給 ふ は 非が 事な り、 人 

けいこせ ぬ を， よく かた. 5 ま はさねば 上手の 二 至 

りが たし、 惣 じて 初心の 間 は、 詰ま は， 0 を 何ん のかの 

とお も へ ど、 旣に释 迦如來 も あら ゝ 仙人 を 師と賴 み、 


難行苦行こけのぎゃぅ、っもりくて佛と成.^、衆生 

たっとむ にあら やや、 愛 を 得心あって 精出した ま へ 、 

追 付け 上上 吉に 成， 0 給 はすに 

竹 本 喜 世 太夫 蠻竹 上野 座 

此 太夫 以前 はり ま 屋四郎 兵衞と いひし 頃よ. 5、 筑後 

風 を もつ はら かた， 9、 其 頃 は 肩 を 並ぶ る 人な し、 第 一 

聲 よく、 修羅つ めの たぐ ひ嚴 しく 段 切よ し、 聲に應 じ 

て はふし を はんな -o- とよし、 ii? 人道 頓堀 にて 櫓 を あ 

げ、 新地に ていろ くの 淨る b 出されし に、 はかぐ 

しからす 中ば 仕舞 ひ、 其 後 曾 根 崎に て 座元 を 仕 、文 

流 作に て淨 るり を 出し けれ 共、 しかん \ の 事な く、 降 

奧茂 太夫、 竹 本源 太夫 一 っにな，.^てかたられしを、是 

も 立 消して 止みぬ、 それよ 豐竹 芝居に としを 重ね、 

午のと し 休み、 その 慕より つとめ 給 ふ、 惜きは 此音 

聲、 せっしゃ あの 聲 あらば 誰に かおと らん、 是 心がけ 

うすき 故と 存る、 近年の 淨 るり、 前々 のかたり やうと 

は 違 ひ、 頭字お さべ 字 わかりぬ 故、 文句 涫 ゆる 樣 子お 

きづ 

も はる ゝは 玉に 班な，. 、、ひ を 付けて みがきた ま はば、 

光の 出まい ものに あらす、 f く 工夫 あるべ し 何 

と 左に あらす や、 たと は^、 昔 羽 次 郞三郞 諸 藝の如 

今昔 操 年代記 下卷 


し、 のこ， 0 お ほい はせ， 0 ふつ ぼへ ゆかぬ におな じ、 な 

れ共大 鳥 なれば 下に 置かれ や、 よくく たんれんし 

名人の 名 を 取りた ま へと こんく 

规ガび 和，：： 水 太夫 

此人 紙屋 理右衞 門と いひし 頃よ. 此流を かた， 0 そ 

め、 西の 芝居に つとめ、 夫よ 東に 有り付き、 豐竹澤 

太夫と 云 ひ、 今 は 和 泉 太夫と 呼 ふ 鳥の 子、 淨る b の 器 

用 は： ut^ 美 濃 紙 なれ ど、 めり は，^ のない が 半切 紙に 

ひとし、 郞 事は芳 野、 杉 原 昔 曲の きれい 成る は舉 書に 

おなじ、 つ め 段切修 幾の たぐ ひ、 男の 延紙違 ふが 如く 

ぬ るし、 景事 道行の ふし も 相應に 付け かねぬ をと こ、 

昔聲 高から す ひくから す、 藝の 一 體花妻 どのに 同じ 

く、 きれいなる と 調子の いきかた 同前、 何と ぞ此 人の 

ごとく 萬 事に 心 をつ け 立身 ある ベ し、 今に て は 竹 本 

賴 母と、 にな はす 拐 中 やた へ なんに て 候 かしく 

豐竹品 太夫 

此客 人生 ひ 立ちから 上野 弟子に て 外 を 見ぬ 太夫、 去 

年 迄 他國を かせぎ、 享保十 年 六月 頃、 身 替弓張 月を少 

しの 間 助ら れ、 其 くれ 十 nrj 晦日より 上野 芝居に あ， 5 

付き 給 ふ、 久々 にて 音曲う けた ま はりし に、 思 ひの 外 
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の 上洛、 聲 よく はなやかに、 乙 大きにして 聞きよ し、 淨 

る.. > の 一 體中々 巧者に て、 間 ひやう し 操，.^ に應 じょく 

うつる 故、 いよ /(-> 出來 ばへ 見物の 受けよ し、 さるに 

依て 近年の あたり 役者 澤村昔 右衞 門と 釣，^ 合せて 何 

とか あらん かぶき 方 昔右衞 門との 出合お もしろ し、 實 

惡 武道 事、 せ. 9 ふつめ 合の たて. 9、 いづれ かつ h- 合 申 

ぞ、。 S 方 あ ふと も.，/,^ 實惡實 のせ， 0 ふ、 一二 浦彈 正、 一 一階 

堂 城 之 助の たぐ ひに て 知る ベ し、 昔 右 かたに 節 ごと 

うれいな るか.，/ \- 'かぶき 方 ふし をは淨 る..^ かたらねば 

存 せす、 しう たん 事 は 其 役 なれば おろか はなし、 品 方 

然 らば 此 太夫 も 人形 役者に あらねば たて.^ の 事はぞ 

ん せぬ、 巧者と 間 拍子 はいかに、 かぶき 方 かぶき 役者の 

拍子と いふ は、 舞 ひ 所作事 也、 こうしゃ はおとら じ、 

拍子 も 舞 も 所作ば か， 0 に あらす、 相手 を 取て つめ ひ 

らき、 間の ぬけぬ を 以て、 拍子 利と 申、 然 らば おせお 

せ 又五步 くにて 申 分な し、 鬼 角 音曲の たんれん ェ 

夫 あるべし 

豊竹 伊織 太夫 

此人 よしの や 喜右衞 門と て、 道頓 堀に 料理屋 を商賣 

として 居られし が、 出火の 後、 豊竹 速に 住まれ、 今豊 
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竹 伊織 太夫と 云 ふ、 聲 よく、 ふし 事、 道行の つれよ し、 

つめ 修羅の たぐ ひ、 次第く に 上洛し、 いつまでも 上 

野 どのに 付きて 廻. = '、淨 るり 修行 あらば 追 付け 上手 

に 成， 9 給 はん 末 賴母敷 身のう へ、 是 によって 山 本 京 

四郞 とっき 合 はして 如 HI ん といへば、 かぶき 方 それ は 

どうした おも はくと 云 ふ、 されば 京 四郞 どの いま. た 

美 若に して、 ぬつ と 出られし 舞臺 つき どうも 云 はれ 

す、 され 共 行年な き 故し かくの 評判な し、 追 付け 立 

身 ある 藝者、 それによ つて 此 人なら ぶる 事 非が -  > と 

ならす、 とかく 藝者 は善惡 いはる ゝ 間が はな かの あ 

るお 茶、 うま ひ あおな ひい かれぬ は、 めい/,, の 損と 

知る ベ し、 あな かしこ-/^ 

豐竹新 太夫 

此客も 去年より つとめ 給 ふ、 元來 商人に て あ.. >  しが 好 

ける 道と て 終に 淨る， 0 語 hv となれ り、 時賴 記の つま 

つま 語られし に、 見物 評に かけぬ は先づ あしきに あ 

らゃ、 床 馴れた ま はいい やみ はの くもの なり、 先づか 

つかうよ. 0 太 物 やにて、 なんでも かで も 御座れく、 

問に あはさん と 畫 夜の 本ぐ，^ 尤なる 心がけ 也、 藝者 

に かぎらす かせぐ にお ひ つかぬ とい ふ 事な し、 いま 


. た 初心の 內 なれば よしあし いふ 事な し、 跡替 りの 役 

を 見て 評 を 申さん、 今にて は此 人の 昔 曲 どくに も藥 

にもなら ぬ藝 者、 鬼 角 精の 一字 を 忘れす、 口の あか 

るゝ程 あいて、 一 11 曰 曲 大きに かた. 9 給へ わすれた まふ 

. 、ふ 

竹本國 太夫 江 戶出羽 芝居 

此國 太夫、 大阪 天神 橋 筋 農 人橋邊 に て 、昆布 屋 彌兵衞 

とい ひ し 商人 、仕 似せの 見 世 を振捨 て 筑 後に な づ み 、 

雨の 夜 も 風の 夜 も かよ ひ 小町、 なんなく 淨 るりの 間 

にあ ふむ 小町と 成， o、 片時 もはや 筑後 芝居へ 出ん と、 

あけくれ 心關寺 小町、 ついに 床に 直って 語らる、、 尤 

も g?- る， 0 ト兵 なれ ども、 氣 をつ けらる 、德に は、 ふし 

を 地 事よ し、 修羅つ めの たぐ ひち と 甲斐な き 昔聲、 近 

年江戶 にく だり 一座の 立 者と 成り、 今國 太夫と 賞美 

せらる、 は 仕 合、 此 太夫と 市 川 画 十 郞の藝 とくらべ 

て、 いづれ か 甲乙 あるべし、 お 見 立の 承らん と 中け 

る、 仰に およばす くらべん も、 役者 は あいみたがい 

事、 仕方と 身振り、 昔 曲 は 雪と 墨との ちが ひ あり、 な 

れ ども 此 人お なじみの ffl 十 どのに 相 同じ、 あた. 役 

者の 市 川に あやかる ための 競べ もの、 出世の 程 は？" 
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ぎ. 0 なし 隨分氣 をつ け 名人の 名を驭 h- 給へ と 夕吿げ 

の 鳥が 鳴く 鐘が なる、 聲に ひかる ゝ 淨る. 5 とみな み 

な あし を はやめけ る 

豊竹島 太夫 

柬西 ./l - ちく とんば いほめ まらし よ、 此人 裸 ゑび す 

島よ， oZQ 現の 男、 御ら うじ 付けら る 、通り、 めんて い 

きん ひら  _ 

にかみ はし， 0  、笑顔の よい 公年 作.. >  、ちょっと 見た所 

に 相撲 一 ばん も ひね. 9 かねぬ 風俗、 なれ 共 人 はかた 

ちに よらす、  > ひ はほん じ やう ほや.. 0 と 憒 からぬ かた 

ぎじ やわい、 ナァ、 此 太夫 生 立よ. 5 豊 竹に かし づき、 

外 を 知らぬ 淨る， 0 太夫、 然るに 江 座よ.^ 達て 賴ま 

る 、、元よ. 0 修行の 爲と 巳の 年の くれ 江 にく だ. 9、 

國 太夫と 一所に つとめ 評判つ^い てよ く、 午， つじ 

の 年 もとめられせ ひなく 勤め 給 ふ、 是藝の 上洛 ゆ へ 

な. 9、 第 一 昔聲に ほひ あ. 9 て 遠音 を し、 修羅 詰の た 

ぐ ひきび しく、 文句の あやぎ れ よく 聞 ゆる、 是第 一 

也、 尤 丹前 歌 事の 類 少し 申 分 あれせ r. たんく 上手に 

成 給 ふうへ は 重ねて 申さん、 今此 位の 淨る， 9 を かぶ 

き 役者に たと へ て いはい、 松 本 幸 四郞な bi はいか 

に、 はて 松 本の あら 事、 嶋 太夫の はしかい 昔 曲、 松 本 
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の 丹前と 嶋 太の ふしと、 松 本の 實 事と 嶋 太のう れい 

と、 松 本のき りゃうと 島 太の 器量と は 、歌舞伎と あや 

つ hv のちが ひ、 島 太に 眞鳥 かつら 大口 ひた、 れを着 

せ、 しゃく 持ちて 拍子 をと らし、 大 友の 眞 鳥の 三段目 

より 承 h' たい、 神 八まん どうもた まる もので は 、ノ ク 

ァ あるまい と 菊て 申す 

豐竹三 和 太夫 

此人 內匠理 太夫の 忘れ かたみ、 稚名は 勝次郞 とい へ 

,9、 十五 歳の 時、 辰 松 八 郞兵衞 同道に て、 和歌 山 へ く 

だり 出かた，^ 生 玉 八景 を 語られし 事 あ， 9、 夫より 淨 

る， 0 修行の 爲 め諸國 にく だ， o、 卯の 十一 月朔 日よ. 9 

はじめて 豊竹 座に 付き、 三 和 太夫と いへ hs  、第 一 器用 

者に て 手跡よ く、 三味線 ひく、 ふしのう け 取 本ぐ， 9 は 

やし、 行年つ もらね ど 見物 難 をい はす、 三年 上野の 膝 

元 さらす、 大 鳥に， もまれし 故 音曲に 實 のる こと 其 身 

の 仕 合、 第 一 地 事景事 道行の たぐ ひよ し、 つめ 詞 少し 

つ ゝ申分 も あれ ど、 美 若に 應 じて は 上手 ぶんな. 9、 音 

曲 一 通，.^ なんでも やらる ゝ、 是 三弦 彈 かる、 德 にて、 

間 拍子よ し、 此 人と 嵐 三 五郎 と は當初 下り 初 顔 見 

世 先立て あらしの 評 判 あたりの よし、 此 人に おなじ 
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く 萬 事 器用なる 藝者、 あたらいて はと、 おも ふ ほし を 

くら はせ し 金具の 揚弓、 三 和 どの も是 にあ やかり 是 

に對 して 御 評判、 お 江 戶 の 若い 衆、 すみから 角まで つ 

ら b と賴み 上ます る 

豊竹染 .i^ 夫 

是も豊 竹 門弟に て、 いまだ 未熟 成し 頃よ， 9 豊竹流 を 

かた， 5、 餘程 音曲 實 のる 時分 江 1^ に 下. 9、 辰 松 八郞兵 

衞座を 勤め、 夫より 下總の 長 子に く  f、 芝居 を始 

め、 御最 負の 若衆、 其 外 あまたの 御 見物 を 引き 請け、 

あたり 嚴 しく 又 江 月に 阪. o、 出 羽 芝居 を 勤め 給 ふ、 行 

年 積. 0 し故淨 るりの いやみぬ け 今 は 聞きよ し、 前方 

よ..^ 詰 語. 5、 修羅の たぐ ひよ し、 ふし を も相應 にかた 

らる ゝ、 なれ ども 本 地の そば をと を ざ かり 給 へば、 つ 

まる 所 音曲 我儘なる べし、 坂 田 半五郞 どのに あやか 

つて ほと 拍子 こんたん あるべし、 諸藝 仕上げ 追 付け 

故鄕 へ は 錦の 土產、 今 一 度 難 波の 一 曲 一 かなで 所望 

仕り 承りたい 事で ごわ. 9 ます 

竹 本 森 太夫 

此仁 も大阪 より 下，. >  し 太夫、 此 芝居に 足 を 止、 今 森 太 

夫と 御 見物の 口に か 、り 給 ふ も淨る h- のゐ とく、 當 


代 此流義 ロ眞似 すれば、 野の 末 山の 奧迄も 下に 置か 

す 人々 もてなす 事、 竹 本の 影お ろかに 思 ふべ からす、 

同藝 者に て も かぶ き 役者 獨 旅し て 諸人 もてなす こと 

なし、 愛へ も かしこへ もと 呼 ま はる は 義太夫ぶ しき 

かん 爲也、 その上 相應 のこれし き 取て 能い 事. たらけ、 

かう じく 聲を失 ふ もの 也、 此 人の 音曲 未 だ實 のら 

ね ど、 行年に した かひ 段々 上が 致すべし、 とかく 本ぐ 

b を 大事に かけ、 朝夕 稽古 本 を はなさす 近學 ある ベ 

曲 一 &竹倉 太 失 辰 松 八 郞兵衞 座 

浪花 堀江に 住宅し、 豐竹 上野の 門弟と 成り、 をり ふし 

は 床に あが つ て 稽古し、 餘 程 語らる、 內江 BV 辰松參 

.0 合せ、 淨る， 9 の 昔聲を 聞き、 給 銀のお- 9 の，^ 究め、 

武 州に 同道し、 初日より 評判よ く 倉との 、仕 合せな 

れ共、 折々 とんき よなる 聲 出る が氣の 毒、 是を 大阪に 

て 聞きし よ. 0 耳に か 、 らぬ 由、 珍重く、 兎角 修行が 

かんじんかなめ 、今少し 心 を 付け て 語.^ 給 は い、 段々 

立身 あるべし、 世話 事 丹前 事の 類 かいなし、 詰し ゆら 

事よ し 市 川面 藏と 組合し て、 あらいこと 武道の 詰 合 

立. 9 おなじ、 市 川 は 手 取， 0 の 役者、 此人は みじゅく 

今昔 操 年代記 下卷 


の藝、 しかし 辰 松 座の 立 者 なれば、 ちょっと ffl 藏 どの 

をか.^^まして傍らに置くばかり、 せっしゃ 不調法 は 

御免く 

竹 本 勘 太夫 

此 人道 頓堀 嶋の內 にて 叠屋 町の 何某、 仕 似せの 商人 

成しが、 好める 道と てせ ひなく 淨 るりに おも ひそめ、 

終に 竹. H. 勘 太夫と 宿 札 打ち 弟子 も 少し、 ある 時 はか 

ぶき 芝居に 出で、 淨 る，.^ 狂言の あ ひく を 語リ、 それ 

より江 に 下.. >  、辰 松 痤 にて 勤め 此 芝居の 立 者、 見物 

の あた. 0 も大 てい、 尤 巧者と いふ にも あらす 世間 並. 

の淨 るむ、 若 鳥 なれ ど大阪 から 江 戶 へ 飛で 飛び 損な 

はす、 今 H" 迄 羽 をのして 乙に は あらす、 かん 太夫と も 

て はやさる、 は 小鳥 なれ 共 囀よ き 故 也、 修羅 詰 節 事 

世話 事大て い 難 やる ことなし たと へ ば 市 村 竹 之丞に 

あやか，. = ^、出世す る やうの こんたん あるべ し、 市 村 ど 

の も 年若 此人も 美 若、 若い 互、 竹之丞 どの 、如く 御凝 

負 を 受け 隨分 修行の 功 を 重ね 上手の 果に 至. 9 給へ と 

しかい ふ 

竹 本佐內 

此 人ち くごの 甥のと の 也、 竹 本 存命の 貌 見ぬ 人、 此佐 

玉 百 二十 五 
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內 どの を 能 見 給へ、 其 儘の 御影 割 次に のた とへ、 お 

^«,ノの似ぬは苦しからゃ淨る りが あやからしたい、 な 

れ共、 昔 聲の筋 どこ やら 伯父く さい、 あの 聲を 以て 筋 

事 何 か 心 かけあら ば、 筑 後一 一代の 太夫 ともて なさん 

に殘 念、 定めし 御 如 在 も ある まじ けれど、 心よ. 5 發ら 

ぬ 道心 末 とけ かたし、 惜む 事と 此 人の 噂 はか，^ 申出 

しぬ、 一 とせ 豐竹 座に 住み、 節 こと 一 つ 宛 毎日が へに 

語られし 時 は、 筑 後の 最來 かと 思 ひ 出しら くるい 仕 

, ^ぬ、 是も 伯父 御の 影お ろかに おも ひ 給 ふな、 いっし 

か 江 tt^ 座に 有り付き、 今 U 迄 首尾よく 勤め 給 ふ 事 お 

手柄く、 此上 にも 精 を 出し 稽古 を はげみ、 追 付 上手 

と 成た ま へ 、たと へ て いは ぃ此 人の 昔 曲、 勝 山 又 五郎 

と 並べ おせ C か、 いひ や 何も 角 も 勝 山 どの 

竹 本 今 太夫 

近年 筑後威 はやり 出し、 江 15^ の 淨 る，^ 太夫 ある い 

は 土 佐 節、 半 太夫 節、 永 閑 さつ ま、 此 類の 淨 る- >  消え 

消えと 成ぬ、 今 若衆 專ら 稽古な さ るゝ は、 竹 本豊竹 

風、 此 太夫 もと 江 月の 住 入 成が こつす いよ.^ 此 流れ 

すき 人と な， o、 辰 松 座に 出で 大阪 下の 太夫 同前に 語 

らるゝ は、 奇特と やい はん 末賴母 敷、 淨 る，^ 今 善惡の 
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筋の ベ がた し、 素人 細工 に は 御 器用、 とくと 上方の 太 

夫の かた-^ やう を 聞き 節 配. 9、 詰の 差 引き 覺へ ぬい 

て、 追 付け 上手に 成 b 給 へ 、 大阪 から 抱に 參る氣 ざ 

し、 急使 ゆ へさつ と 一 筆 愛に てと め畢ぬ 

△ 右の 外淨 瑠璃 太夫、 江 戶 京 大 坂に 滿 ちくた. -と 

い へど も大阪 江戶の 芝居へ 出 給 ふ 計. 5 をのせ 其 外 は 

享保 十二のと し 

ひつじの tiA 春吉辰 

攝州大 阪南木 挽 町 

正 本屋 

作 者 九 左衞門 

開 板 人 同 前 
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竹豐 故事 序 

時津 風浪 靜成難 波の 濱昔 しの 京と 名に 高き 高 津の宮 

の 高臺に 登. 5 て 見れ は 煙 立 茶屋 はいろ はの 四十 八 櫓 

は 八 の定 芝居 愛繁榮 の大湊 深き 惠ゃ 道廣き 道頓堀 

の 片邊に 住居す る 老人 有 年 壯き砌 .9 よ.^ 竹本豊 竹の 

淨 瑠璃 を 好て 語る 事 は 不得手 なれ ど 聞 事 は 好 者 也 幾 

年 か 東西の 淨る b 操の 替， 5 を 見放した る 事 もな し 住 

家よ. 9 程近 けれ は 芝居の 木戶 口へ 成 共 毎日 通 ひ 外題 

看板に て も 見て 歸ら ね は氣分 勝れす 餘 b 此道を 好る 

故知れ る 友 連 異名し て 筑後越 前 の 頭字 を 取筑越 翁と 

稱 しける 獨. 0 住 身の 氣散 しと 欠 天 目に 德利引 寄せ 一 

杯の 酒 に醉を 催す 酒吞童 子 の 道行 月 に 分れて 月に 行 

實哉盧 生か 見し 夢の 榮 花の 程 は 五十 年 假の浮 身の 樂 

しみと 雪の 段 を 副 臥と し 一 睡 せる そ 豊か なれ 時 まだ 

東雲の 頃 成に 若き 者 共 數十人 入來. - 先生 は 御 內に在 

ま す かと 案 內す主 じ はむ. と 起きて BV を 開き 是 は 

是は 未た 夜 も 明 さるに 谷々 打 連立ての 御 越 は 芝居 行 

と 推した b 初 まる 迄 は 余程 間 も 有ぬ らん 先つ 烟 草に 

ても參.r^緩々と御出ぁれして各々方は筑後へ か越前 

. 1 州， 暨 故事 序 


へ かと 尋 ぬれ は 大勢の 中よ，. > 親父 分 進み出 否 此人數 

の 中に も豊竹 へ 參る者 も 有 又 竹 本 を 見に 參る人 も 候 

か斯 同道して 宿 元は 出ました れ ど西最 負の 東 連中の 

と 一 一組に 別れて 動もすれば 喧嘩 を 仕出し 姦しい 事て 

こさ b ます 先生に は此 道の 御 粹方故 芝居の 譯を能 御 

存の義 なれ は 若い者 共 か 片意地 成 負 論 を 致さす 納 

得 仕る 御 示し を賴 みます 然れは 先 今： U は 芝居 行 を 追 

ての 事に 致し 幸 ひ 能 次で なれば 淨 瑠璃 操の 由來 物語 

か 聞 まし 度存 ます 若い 衆 何れも 何とく と尋 ぬれば 

皆々 聞て 是は 一段と 能 思 ひ 付 御苦勞 なから 御 咄を賴 

み 上ます る 筑越翁 聞 て 同氣相 求む る 御所 望 幸 某 も 徒 

然の 慰み 然らは 物語 敢す へしと 大字 七 行の 稽古 本 二 

三 札と 卷物 一 軸と を 手 持て 座 上に 居. 9 此來歷 の義は 

余程 年經. 9 し 事と 云 又物覺 薄き は 老人の 習 ひ 傅へ 聞 

しに 違し 品 も 忘れた る 事も繁 からん 併し 所 班ら に咄 

し 申さん 聞 給 へ と 破れ 扇子 を 叉に 搆 へ て聲樓 ひし 東 

西 （'東で 西- 

寶曆第 六， 丙 子の 年  浪速 散 人 一 樂 

HH  五 百 二十 七 . 
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竹豐 故事 卷之上 i 


芝居 濫觴 並 薪 之 能 付 櫓 木 II； 等 之 事 

〇 抑 芝居と 云 名目の 起り は 人皇 五十 ； 代 平 城 天皇 大 

同 三年 戊 子の 二月 南都 猿 深の 池の 邊 h 成 地面に 大き 

成 土 穴 出來て 其う ちょ， 5 黑煙夥 敷 立 登，^ 隣 國に覆 ふ 

其 毒 氣に觸 たる 老若男女 悉く 疫瘸に 侵されけ る 依 之 

時の 博士 を禁 庭に 召さる 占者 考へ 奏しけ るは此 穴よ 

,5 出る 所の 煙 は 地中の 陰 火 也 陰火亢 ぶ， 9 逆上す る 則 

は 萬民惱 むの 理に 候へ は il 火 を 以て 是を 制し 除かせ 

給 ふ へ き 由 を 奏聞し ける 故 卽ち彼 穴の 上に 薪 を 積て 

燒 立け る此 術に 因て 煙 も 立 止 諸人の 病惱も 平衡せ し 

とか や 猶又興 福 寺 南 大門の 前なる 芝の 上に て 翁 三番 

叟を舞 はせ 其 邪 氣を稷 ひ 退け 給 ひけり 今の 代に 至， 9 

て も 其 故實に 任せ 薪の 能と 號し 芝の 上に； e て 執行せ 

,9 其 遺風 を 以て 其 後 は 猿樂， ：5 樂脂 相撲 舞 歌 舞妓 上る 

操 を 勤る 場所 を 何れも 芝お と號 する は 此所緣 也 御 

免 を 蒙 て 與 行 す る に は 權 を 揚 る 櫓 も 棧 敷 も な き は 

場 多 芝居と 云 也 城 ！！：；と 云 は 城 廊に頓 して 大切 成 名目 


也 後世 城 の 字 を 恐れ 木 11^ と稱す 見物人の 木 札を改 

め 取 一 人宛ズ 入る 體 鼠の 小き 穴 を 潜る に 似た る 故 俗 

に 鼠 木 と 云 習 はせ， 9 櫓の 上に 梵天 帝 释を働 請し 障 

^災難を拂ふ祈-^ とす 縫 を 並 ふる は 非常 を禁 しむる 

道 几； 也慶 長の 末に 歌 舞妓 芝居 始.^ 宽永 十一 一年に 鳩 田 

萬 吉と云 名代に て 京都の 北 野 祇園 四條 五條に 於て 淨 

^ 璃又歌 舞妓 を も 典 行し 廿 = 卅 = 程 宛 勤け る 由 山城 

名跡 志に 見へ た. 0 其 後承應 三年 甲 午の 年よ.^ も 京 江 

11M< 坂 三 个の津 共に 定 芝居 を 御免 有し 也 

淨 瑠璃 操 之 來由並 太夫 受 ffl 之 事 

〇»淨 瑠璃の 濫觴 は永錄 年中の 頃 織 田 信 長 公の 侍女 

に 小 野の 小 通と 云し 秀才の 覿女有 古への 小 野 小町 を 

も 欺く 計の 美女 成しと かや 信 長 公 御 生害の 後 は 太 Si 

秀吉 公の 御簾 中に 召 出され 近 仕し 侍，.^ ぬ 昔 紫 式部 源 

氏 物語 を 作り 給へ る 例に 習 ひて 草紙 を 作，. > 出せり 其 

趣向 は 往昔 左 馬頭 義 朝の .1^ 子牛お 丸 幼年 の 間 は 鞍馬 

山に 在 ませし が 御 父君の 仇敵； 牛 家 を 討. □ ほ さ ん と密 

に 彼 山 を 忍 ひ 出金 商人 橘 次 信 高と 云し 者 を 語ら ひ奧 

州 伊達の 秀衡 を賴み 彼方に 下向し 給 ふ 折節 三 河の 國 

矢矧の 長者 か 亭に宿 . ^給ふ 彼舘 の 娘淨 gf 璃 御前と 忍 


ひて 契. -給 ひし 蔡事を 彼 小 野 の 小 草紙 物語 に 作り 

畢ぬ此 矢矧の 長者に 子の 無 こと を歡 き同國 海邵峯 

の 藥師如 求に 立願して 儲けた る 娘 成故淨 璃 御前と 

名 付藥師 g? 璃 光如 來 トニ 舯將の 綠を質 十一 一段の 草 

紙 を 作 b 淨瑠 物語と 號 せし 也 後鳥羽院の 御宇に 信 

濃 前 司 行 長 入道と 云し 人卒家 物語 を 作，^ 生佛 と云肓 

眼 法師に 此 物語り を敎へ 節 を 付 琵琶に 合 せ て 語ら せ 

け. 9 彼 生佛が 生れ ® の 聲の風 を 今の 琵琶 法師 は學ひ 

たる 由 徒然 草に 見へ た. 9 是に 例して 岩 船檢- おと 云し 

琵琶 法師 昔 曲に 達せし 名人なる が此 十一 一段に 節 を 付 

たり 又 瀧 野檢校 角^ 撿 校の 兩 法師 三味線に 合せて 曲 

節 を 語， 9 弘 ける 天 正 年中の 末 薩摩治 郞右衞 門と 云し 

者 角澤撿 校より 節 を 習ひ傳 へ て攝州 西の 宫の愧 il 師 

を 語ら ひ 木 偶に 仕形 を させ 十一 一段 を 語. 9 始めけ る 永 

祿年屮 に 六 字 南無 右衛門と 云し 女 太夫 京四條 川原に 

於て 淨 Sf 璃操 芝居 を 典 行せ，^ 失より 次第に 弘 まり 珍 

激慰 成， i て 大名 高 家の. K 方 所々 へ 召 出され 後に は大 

間秀吉 公の 御上 覽 にも 入 剩 さへ 慶 長年 中には 禁廷へ 

召 出され 叙 覽に及 ひしょ. 9 淨 瑠璃 太夫に 受領 を 勅 免 

成し 也 

I  ,  —化蠻 故 卷之上 


三ケ 津 淨塯璃 流布 並 古流 盛衰 之 事 

〇 慶 長年 中の 末よ. り 江 戶に淨 瑠璃 繁昌して 油 屋茂兵 

衞 鳥屋 治 郞吉四 郞與吉 等の 太夫 有 別し て 泉 州 の 住 

薩摩治 郞右衞 m: 江 戶に立 越大に 名 眷を顯 は し 繁榮し 

後に 法 K して 淨 雲と 云.^ 是淨 if 璃 太夫の 根元 也此淨 

雲の 子 も 又 薩摩治 郞右衞 門と 號し 相續 きて 名人 也淨 

雲 弟子 丹 後 太夫 丹 波 太夫 源 太夫 長 門 太夫 右の 四 人 何 

れも 虎屋と 號せ， 0 正保慶 安の 頃 四天王と 稱美 せし 名 

人 也 次に 近 江 太夫 法體 して 語 齋と號 す 江 KV 肥 前 同 外 

記 同 土 佐 虎屋 永 閑 江 半 太夫 制髮 して 坂 本 梁 雲と 號 

す此 人大薩 it 以來江 近世の 名人 にして 其 名高し 河 

東 流と 云 も 此末也 

〇 京都に^ は淨 璃楚 流す 說經 與八郞 歌念佛 n 慕 林 

淸 同； 15^ 子 林 故林逮 等 を 飯 ベ ，Q 寬文年 巾に 江戶 虎屋 源 

太夫.^. 京 有て よ. -淨 瑠璃 繁昌し 常 芝居 も出來 たり 源 

太夫 第 子 同 喜 太夫 同相 摸 太夫 越後 太夫 續て 勤ら る 源 

太夫 弟子 山 本 角， 太夫 延寶天 和の 頃 一 流 を 語.^ 出し 大 

に 繁昌し 山 本土 佐 探 藤 原 房 正と 受領せ，.^ 角 太夫 弟子 

山 本 長 太夫 治 太夫 八 太夫 等 名高 か，^ し 中に も 治 太夫 

一 流 を 工夫し 芝居 を 興行し 松 本 治 太夫と 一 派 立ら れ 

五 百 三十 一 


卷之上 

た.. >  是"； .：： で 兀^ の 始め 頃の 事 也 

0 虎屋 太夫 m: 弟 伊勢 嶋宫內 一 流 を 語り 出し 其 弟子 

佐 太夫 相 績し北 野に 於て 常 芝居 を 興行し 後に 剃髮し 

て 節 齋と號 す 

〇 伊勢 嶋宮內 の 弟子に 嘉 太夫と 云 人 は紀州 和歌 山の 

生れ 也 元 來謠に 達した る 上に 伊勢 嶋の風 義を學 ひ 一 

流 を 建ら れ た..^ 天 和桌享 の 頃よ b 芝居 を 興行し 次第 

に 繁昌し 宇治 加 賀豫藤 原の 好 澄と 受領せられ 益々 宇 

治の 一 流 を 葉 流し 新作の 淨 瑠璃 を 作らせ 稽古 本 大字 

八 行の 正本 を 始て板 行 させ 謠本 のこと く 節 章 を さし 

初し は此 加賀掾 根元な り 此人謠 の 昔 節 を 和らけ 語ら 

れし故 呂律 甲乙 連續 して 今の 世 迄 も 其 遺風 殘れ. り 中 

頃は大 坂へ も 下られ 始終 卅 年余 京に て 宇治の 一流 を 

葉 流せ 寶永 八 年 卯の 正月 廿 一 日に 死去 せられぬ 法名 

は自證 院本 淨道融 居士と 稱し 行年 七十 七 歳 也 子息 宫 

內栩績 て 芝居 を 勤ら れぬ 門人 數 多の 中 野 田 若 狹富松 

薩 乂 花河內 宇治 相 摸 等 何れも 春れ 有し 也 別して 富 

松氏師匠の跡を相續在て芝居繁昌せ，.^是寶永正德享 

保の 始め 頃の 事 也 倂し當 時 は 此流を 語る 人 もな く絕 

果たる 同前 殘 念の 至， 9 也 


五 百 三十 二   

0 都 太 失 一 中と 云し 人 は元來 本願 寺 派 京都 或 道場の 

住職 成し， H 若年の 頃よ，. >淨|？ 璃を 好み 山 本土 佐掾松 

本 治 太夫 等の 流義を 和らけ 一 流 を 語.. > 出し 終に 相 傅 

の 寺 を 退き 淨瑞璃 太夫と 成 寶永正 德の比 一 屮節 とて 

他國迄 も 賞 飯 せし な. 9 亂髮 にて 紋紗の 十德を 着し 白 

練の 長 袴 少刀を 指て 出 語り を 勤められし 也 子息 も 都 

和泉橡 一 中と 號 した h- 

〇 都 古路 國 太夫 は 一 中の 弟子 成 故 始の名 半 中と 云た 

,.^後に國太夫又豊後と號せ6是 一 中節を又々取^^し 

一 流 を 語. 9 出し 三 ケの津 は 勿論 諸國の 隅-迄 流布 

した.^併し他の流と違ひ新作の五段物時代事坏は語 

られす 世話 事を專 はら 語られし 也 門弟 數多 在し 內可 

内辨 中等 何れも 名を顯 はされ し 

〇 大坂 表に は 前々 虎屋 源 太夫 表具 又四郞 道具屋 吉左 

衞門 等の 太夫 達 語られし か 共 指て 繁昌と 云 程の 事 も 

なか-^しに元祿年中の比京都山本土佐掾の門人岡本 

文彌 伊藤 出羽椽 芝居に て 一 流 を 語り 弘 めら れ大坂 中 

文彌 節と て 持 流しぬ 殊更. W 本 飛 驊 探 手妻 人形の 所作 

事 操 坏取雜 へ 見せられし 故 其 時代の 見物 衆 大に悅 ひ 

繁昌し 大坂中 は 云に 及 はす 遠 國迄も 名 譽を顯 はされ 


た. o 其 門弟 岡 本 阿波 太 失 も 相續て 世に 鳴られし 也此 

人聲 柄と 云 甲乙 共に 揃 ひ 上手 成し か 共 時 移， り 年 鍵り 

て 一 向當 時 は 用 ひす 惜き藝 を 埋もれ 仕 廻に 終られた 

,9 此 外江戶 京の 古流 皆々 絕果當 時 は 雨 竹 氏の 流義諸 

國に弘ま，^繁昌す尤江1^^の半太夫京都の國太夫等の 

流義 計り 殘 ると は 云 共 是等は 座歸の 一 興 又は 歌 舞妓 

の 所作事 或は 舞子の 地道 行 等の 會譯 に而巳 語りて 段 

物 操 芝居 等に は 曾て 用 ひす 

井上 播磨祿 並 淸水理 兵 衞之事 

〇 寬文 年中 大 坂に 井上 市 郞兵衞 と 云 人 有 生得 昔聲强 

敷 古流の 節譜 に 心 を 付 淨瑞璃 の 道に ェ 4K を 凝し 風と 

江 萬 歳の 昔に 意 を 付て 體 となし 自然と 珍 敷 一 流 を 

語.^ 出し 終に 芝居 を 興行し s« 無 受頒し て 井上 播 .1 禄 

藤 原の 要 榮と號 し 名 を顯 はし 世に 播磨 流と 稱 美せ 

り此人 色々 に 昔 聲を遣 ひ 分 品々 の 節 を 編 出 さ れ し 遺 

風 今の 代に 傳.^ 竹 本豊竹 共に 此流を 用 ひられし 上 其 

流 を 汲 太夫 達 井上 氏の 節 事 を 稽古せ すと 云 事な し 其 

景事數 多 有 中に 掛物 描 歌仙の 段 宮嶋八 鱟 S 签 の段晴 

明祌 I 跡目 論の •£：? の 段 屛風八 3i¥v 夕 祭 五天 竺 長生 殿 

四季の 段是 等の 類 ひ 員 ふるに 暇な し此 芝居の 繁昌 を 

竹 llrttslt- 卷之上 


浦 山 敷 思 ひ 京都の 銀 主 井上 氏の 一 座 を 買 切 四 條の芝 

居 を 勤 め 居られ し 內風與 病氣付 五十 四 歳 に て 死去し 

都の 土と 成られぬ 直享ー 一年 a の 五月 十九 日 法名 は 夏 

EC 了 音 日弘 とか や 傅 へ 聞し 

0 播磨椽 門人 多き 中 別して 井上 市郞 太夫 淸 水の 理兵 

衞等は 芝居 を も 興行し 名高き. H 夫 也 就 巾 理兵衞 と 云. 

し 人 は 安居 天 祌の邊 に 住居せ る 料理 茶屋 成し か此道 

に 執心 深く 驛柄能 然も 功 者 に 能 語られ 井上 氏 の 奥義 

を 能吞込 れ し 故 播磨豫 死後に 花香 失， や 諸人 今播 磨と 

そ 持 流しけ る 後に 制髮 して 伴 西と 號せ h- 

竹 本 J 饥後 嫁來歴 IS 同 S 麽樣之 事 

〇 攝州東 成の 郡 天 王 寺衬に 五郎 兵衞 とい へ る 農夫 有 

生得 淨 璃を 好み 然も， 錄柄 大昔 にして 淸潔か に 甲乙 

地 合 自然と 兼備せ し 大丈夫の 生 質 也 井上 氏 存命の 間 

の淨 る. 5 を能學 ひ 次に 淸 水の 理兵衞 に 彼 流の 奥義 を 

習 ひ 傳へ且 亦 其 比 京都に 名 譽を顯 はされ し 達人 宇治 

加 贺橡に 立 入 て 昔 節の 秘術 を受 て 執行し 古風 を 仰て 

心の 師範と なし 肺肝 を 碎き鍛 鍊を盡 し 終に 一 流 を 語 

り 出し 名 を 改め て 竹 本義 太 夫と 號し fi- 享ニ年 乙 の 

年道頓 堀に 芝お を 興行し 鞠捽 の 内 に 凝の 丸 を 付た る 

五 百 三十 1 一 1 


竹豐 故事 卷之上 


五 百 三十 四 


櫓 幕の 紋所 是竹本 氏 出世の 始 なりせ (上 近 松 門 左衞門 

新作 を 編 出し 追々 面白き 趣向と 云 義太夫の 語-り 盛 見 

聞人此 太夫なら て はと 持 葉 流しぬ 殊更 竹 本 筑後椽 藤 

原の 博 敎と受 顿を申 睛繁榮 の譽れ 四方に 輝け り元祿 

年中の 末 竹 田 出 雲 樣竹本 氏の 座 本と なられ 人形 操 道 

具 建に 至る 迄 美を盡 さる、 によ h- 益々 繁榮し て 流義 

弘ま， 0 ぬ 併し 定命 限. 0 有て 正 德四年 午 九月 十 H 行年 

六十 四歲を 一 期と し 終に 死去 せられぬ 法名 は 释の道 

喜と そ稱 しける 一 生涯の 中 其 名高く 死後に 至って 名 

春 を 四方に 顯 はし 世 擧 つて 義太夫節と 稱 美し 諸國 一 

圓に此 流を學 ひ 繁茂せ り 

〇 竹 本 政 太夫と 云 人は大 坂の 出產 中紅屋 長四郞 とて 

未 前髮立 の 比よ， -淨 る. >  を 好 み 竹 本 S 竹 の 流 義に執 

心 厚く 满 間と 藝に仕 負せ^ 竹 & 太夫と 號し始 のて 豊 

竹 座 を 一 一年 勤めら る 、內節 謠に心 を 付て 工夫せられ 

段々 と 淨瑶璃 に實の b 三年 目に 竹 本 座へ 住て 立 物と 

成 筑後豫 の 跡 替りを 勤ら る、 は 兼て 心懸の 深き 故と 

衆人の 稱美淺 からす 夫よ. - 次第に 立身 在て 竹 本義 太 

夫と 變 名し 相 續て播 磨橡藤 原； の ；】 ま敎と 受領 せられし 

が 不幸に し て 延享 二 年 乙 j4i . の 七：：：： 廿 五日に 行年 五十 


四 歳に て 死去せられ 不聞院 乾 外 孤お； 5^  士と稱 し 冥途 

の 太夫と なられし は拆々 殘 念く 又 大和 太夫と 云し 

大昔の 名人 有 若年の 砌 よ.. >  竹 本 座 を 勤め 故 政 太夫と 

肩 を 並べ られし 大立物 成しが 惜哉藝 盛， 0 に 此世を 去 

られて 是非 もな し此外 降奧茂 太夫 多 川 源 太夫 竹本賴 

a. 幾 世 太夫 內匠 堙. _ ^夫 和 泉 太夫 河內 太夫 其 余 上手 分 

の 語り手 在し か 共 何れも 故人と なられ 無念 殘念 


竹豐 故事 卷之上 終 


竹豐 故事 卷之中 


豐竹越 前 橡來歷 並 江戶同 肥 前 椽之事  一 

〇 嵐" は 氏 は 大坂南 船 の出產 若年の 時より 井上 竹 本 

の 流 義を學 び 家業 を 打 捨淨馏 璃 に 心 を 籠 め て 工夫 を 

凝し *5 で" 達人の 名 を 世上に 顯 はされ ぬ 世に 冠たる 器 

量の 驗 しに ゃ昔聲 天然と 格別に 生れ 質れ し 上. 衆人に 

秀でた る 器量 備は. D 十八 歳の 比より 竹本采 女と 號し 

て 芝居 を 勤められ 程なく 豐竹若 太夫と 變 名し 暫時 は 

竹 本 氏と 一 所に 務められ しか 共壯 若の 時より 別に 芝 

居 を 興行して 段々. と 立身 有璺竹 上野 探より 苒轔 して 

越 前 少椽藤 原の 重泰と 受領し 益々 名譽を 世上に 輝し 

1 年に 至.^ 功 成 名 遂て隱 居せられ し 後 も 芝居の 繁榮 

町屮 の最； PT 彌 增れ， ^年酿 八十 歲に近 けれど 長 壽の上 

堅固 也 斯入納 の連續 したる 果報 人 は當道 に 於て 古今 

例な し 

〇 江 の 豐竹肥 前掾は 元來大 坂の 出生 也 若年の 比よ 

り此 道に 立入晝 夜の 修行 怠たら や 越 前 豫に隨 從し新 

太夫と 號 して 勸め 居られし か享保 年中お 江 戶に立 越 


輕無 芝居 を 典 行 有て 繁昌し 次第く に 町中の！ 負强 

く 豊竹肥 前椽と 受領し 剩さ へ 芝居 迄 求ら れし由 大き 

成 御 立身 猶又定 芝居 の 淨瑠 璃薩摩 座 辰 松 座 は 休の 時 

も 有ぬ れど豐 竹 座 計り は絕 せぬ 繁；， lE に て 相續 せらる 

る は 德の顯 はれし 所 也 三 个津に 古来より 名人の 太夫 

衆 数多 在し なれと 芝居 生と 座 本と 太夫との 三つ を 兼 

備 せられし は 京都に 宇治 加 賀掾大 坂に 豊竹越 前 操 江 

卢 には豐 竹 肥前樣 との 三人 計 b との 喷先以 目出度 そ 

ん しま ゐらせ 候 

竹豊 東西 之 流 芝居 繁昌 之 事 

〇 竹本豐 竹の 流義は 時に 合 ひし 淨 るりと 云つ へ し 其 

證據は 古代に 流布せ し 江 の薩 摩、 土 佐、 外 記、 半 太夫 

等の 流 京都の 山 本、 宇治、 都 一 中 杯の 節大 は 伊藤 

出羽椽 鹿の 文 彌節は 諸國の 浦々 隅々 迄 も 葉 流速 國邊 

土の 西 國順禮 の衆屮 京都に て は御內 S 樣大坂 へ f 

は 出 羽 襟の 芝 を 見て 歸ら ねば 西國 したる 甲斐 もな 

く 死て は烦魔 大王の 前にて 云譯の 無様に 有難 かって 

持 賞し ける に 今にて は 其 名代 さへ 無 成ぬ 勿論 冷， 2^ 網 

«^平 家 說經歌 念佛歌 祭文 杯 云 物 は 聞知，" たる 人 も 稀 

稀に て 只兩竹 氏の 流 義而已 諸 M 一  圓に 流布せ るは當 

IMnMunnMnnnMMHHr  き is- 
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流の 大き 成矩 摸と 謂つ へし 猶又 古来の 淨瑞璃 は 文句 

短く 只 有 邊懸. 0 成 事 に て 左而已 切替 つたる 趣向 もな 

し 操 道具 も危 末成 仕方に て 大方 は黑 幕と 山 簾と にて 

仕舞ぬ 人形の 衣裳 は 泥の 措 込^ 橡女 人形 は 紅の 表 

に 淺黃惠 杯に て 事足 .^^もぬ 元來足 付人 形 杯 は 糞 て な か 

りし 事 也 其 後 次第に 操 芝居 繁昌せ るに 付 道具 建 衣裳 

等漸々 に 向上に 成 別して 竹本豊 竹兩 座と 成て より 東 

は 西に 負 まじ 西 は 東に 勝らん と 互 ひに 勵み 出來 益々 

芝居 繁榮し 淨瑶璃 の 作者 は 種 々様々 の 趣向 を ェみ出 

し 道具 建に も 金銀 を惜 ます 金 襖に て 舞 臺を躍 かし 或 

は數 寄屋懸 の 粹成思 ひ 付に 智惠 袋の 底 を 振 ひ 人形 

の 衣裳に は 縮緬 緞子 襦子 金擱 等に て 美麗 を， M し 詰 人 

形の 外 は 皆々 足 付と 成 出 遣 ひの 外 は 介錯 足 遣 ひ立懸 

り 歌 舞妓 役者の 所作よ.^ 增. >  て天晴 見物 事 也 倂し西 

か 鬼 か 一 座 計りに ては斯 繁昌 もせ まじ 當.； は 町中の 

若い 衆 豊竹講 の 竹本講 のと 號し 毎月 掛錢を 集 め 置替 

り淨 る， 9 の 節 進物の 入用に 仕 給 ふと かや^々 奇特 千 

萬 成 御 心中 益々 信仰な さるべし 

名人 上手 下手 三 品評 判 之 事 

〇 猶又 次で なから 故人 達の 名 言 共 を 思 ひ 33 る 儘に 咄 


Hunyn   五 百 三十 六 

一 し 申さん 故 陸 奥 茂 太 夬多川 源 太夫 I；： 竹 幾 世 太夫 竹 本 

播磨掾 同賴母 大和 太夫 和 泉 太 夫 河. 2 太夫 以下 其 時代 

に 名人と 呼れ し 太夫 衆 も 筑 後 嫁 越前掾 の兩 元祖に 及 

ふ 昔 聲は壹 人 も 有へ しと は 思 はれす 兩 祖師 は 天性 自 

然の 達人 成 故に 卻句 甲乙 偏頗の 輩の 師範に は 成 難 か 

る へ きか 其 故 如何と なれ は 斯る衆 中の 師傳 を受 得て 

も昔聲 不都合の 輩 は 其 流 を直寫 しに 語る 人 は 稀 成へ 

し へ は 愈 相 成 木地の 道 其 を 上手 成 塗 師か塗 上た る 

と 又 島 桐 さつ ま 杉 杯の 木工 目 木地 道具との 違 ひ 有 か 

ことく 成へ し兩 元祖 は 木地 道具の ことし 其 外の 上手 

分と 呼 はる、 衆 は 皆 下手 を 塗 上け て 能 仕 立た る 上手 

成へ し 夫 故に 今の 世に 春れ 有衆 中 は 皆 下手 を 塗 直し 

て能藝 にす る 筋 を懇鍛 しての 上 素. <  の 弟子 中に 敎へ 

らる \ 故に 此理を 以て 考れは ケ樣の 太夫 衆 を 師匠と 

賴み 稽古せられ は 利 方 能から んと存 せらる 故 竹本播 

磨橡當 時の 豐竹筑 前 掾豐竹 駒 太夫、 竹 本 錦 太夫 等 は 

昔 截 兼備の 達人と 云に は 非され 共 瑶 琢磨 の 功 を 積 

て 名. <  と 春れ を 取られし と 存る鬼 角 上手 分， i 呼る 、 

太夫 衆 は 何分に も 生賀の 器量 薄くて は 名は揚 られま 

し 又 都べ ての 藝 者に 名人と 上手と 下手の 三 品 有 先つ 


名人と 云 は 其 一 道に 生れ 付ね は 達人 名人 杯と いふ 場 

に は 行 DP き 難 かるへ し 下手 に て も 骨髓 に 徹して 其藝 

に 執 > ひ 深く 修行の 功 肩. 5 なば 上手と 云 迄に は 成へ き 

也 名人に 成 へ き淨 る. - は 未だ 功 も 無內ょ b 程 拍子の 

間 合 能 開 語 譯能聞 へ 淸 潔なる 音聲 なる 上 序破急の 氣 

轉 取り 廻し 能 語らる 人 は 名人になる へ き 器量 兼て 見 

へ 透 物 也 然れ共 其 名人と 成 へ き 仕出しの 淨 瑠璃 なれ 

共 稽古 修行に 精の 入ざる は 惡饳に 成 上手 分と 云 場 迄 

も行屆 かす 終る 太夫 衆 も 有し 也 又 硬 付て 當，. ^を 取ら 

ん とのみ 思 ひ 語 衆 中 は 大方 下手 分の 爲業也 顔 氏 家訓 

に 曰 上智 は敎 へ すして 成 下 恐は敎 ふと 云 ハ益 なし 中 

庸の 人は敎 へされ は 知らす と 有 此語實 に宜成 かな 所 

詮 名人と 云 は 藝の道 堪能に して 其 爲す業 自然と 至極 

の 場に 至 成應 見物の 心魂に 的す る を 云 成へ し 故 竹 

本 筑後操 同 播磨掾 隱居豐 竹 越前椽 三味線 故 鶴 澤友次 

郞 人形 當 時の 吉田文 三 郎等の 額 は 神化 不測の 名 達人 

と稱 して 誰か 非 言 有らん 哉 次に 上手と 云 は 夫々 の 業 

を 能な す を 言 也 併し 上手 なれと も 名 譽の少 き 人 も 前 

前に 在し 故 陸 奥 茂 太夫 竹 本 賴母和 泉 太夫 等 也 又 上手 

の 至 る 所に て 名 春 在し は 故 河内 太夫 當 時の 竹 本 大和 

竹豐 故事 卷之中  , 


樣同政 太夫 等 成 へ し 又 上手 分の 中に て 大丈夫 成继柄 

は 見物の 讃る 掛聲も 多く 是 等の 衆 は 時に 合た る 名物 

と 云 ベ し 故 竹 本 大和 太夫 當 時の 豐竹若 太夫 等 を 云 ベ 

きか 何分 上手と 呼る、 太夫 衆 は數無 こそ 

名人 之 太夫 達 弟子 中 へ 敎訓之 事 

〇 井上 播磨探 水の 理兵衞 に 示されて 曰淨 る， 9 の 一 

體秋は 隨分聲 I に 語る へし 是 人の 陰 氣を引 立ん か爲 

也 春 は 引締て 和ら かに 語る へし 人の 氣浮立 時 なれ は 

引締 ざれ は 人の 情 寄らす 時の 氣に 乗して 和ら かなら 

され は 人の 情に 應へ 難しと 敎訓 せ られ し由是 に 依て 

思 ふに 增補 鐵槌に 北 村季吟 の 曰呂は 凡て 和 か 成 昔 也 

律 は 立て 硬き 昔 也 唐土の 售聲 は 和ら か 過て 聞 分かた 

し 日本の 言語 は 獨 分明 鮮然 にして 剛く聞 ゆる 斑 土 

は 呂の國 也 日本 は 律の 國也是 和漢 呂律の 不同 呂は陰 

律 は 陽 也 和 朝に は呂は 春に 用 ひ 律 は 秋に 用 ゆ 唐土 は 

是に 反すと 云云 依 之 見る 則 は 井上 氏 も 此理に 達せら 

れし 名人と 覺ゅ 

〇 宇治 加賀掾 門弟に 敎訓 せられて 曰淨 瑠璃 を 稽古す 

るに 面白 氣 なく 高き 聲有美 敷 けれ 共、 生得 低き 聲何大 

昔に て 下手なる は 執行 すれば 上手に 成へ し 一 體小昔 

I  五 百 三 
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に て紋 切の せぬ 音 凝 は 何程 心懸て も 其 甲斐な かる ベ 

し 又 如何 樣成 上手 成 其 我 龍に 自慢の 心 か 有て 語られ 

は淨 るり 凍 縮て 聲 花なら ぬ 者 也と 示されし 

〇 竹 本 筑後掾 へ 陸奧茂 太夫 初心の 砌 問て 曰 女の 詞は 

如何 心得て 語 可 申 や 筑後掾 答て 曰 第一 に 傾城の 詞 

を 能合點 して SI! らる へし 漂々 と 語れ は 儒 弱に 聞へ て 

下品 也只挨 止な く 蓬 然と 柔從成 言葉 を 能々 考へ らる 

へし 是 さへ 語り 胝挺 るれ は 外々 の 事共 は 皆 語. 0  口 か 

る へし 其 故 如何と なれば 語る 處の者 元 來男成 故 估と 

した る 事 は 生 質に 持て 居る 故 也 次に 心得 へ き は 高位 

成 御 方の 詞 をば 能勘辨 せらる へし 貴き 御 方の 詞成. i 

て 位 を 取 過て 語れ は至才 らしく 成て 聞く るし 此段稽 

古に 工夫 せらる へしと 敎訓 有しと かや 

〇 豊竹 越前掾 門弟 和 泉 太夫 河內 太夫 等に 示されて 曰 

藝に精 を 入る と 云 は 我 役割の 場 を 能 工夫して 稽古に 

飽迄精 を 出し 拆床 へ 上.. y て は 心 を 安らかに 思 ひて 語 

るへ し 稽古に 精 を 入て さへ 置 ぬれば 易ら かに 語， 9 て 

も少 も間拔 はせ ぬ 者 也 兼ての 工夫に 心を盡 さす 床に 

て 計， 9 精 を 入 るれ は 力 身 立 行詰りた る 樣に聞 へて 賤 

し 其 上 操への 移り 人形の 働き 迄が 不都合に 成と 敎へ i 
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られ し由傳 へ 聞た ひ 

〇 加賀掾 門人 宇治 甚 太夫 伊太 夫 寄合談 せし は 師匠の 

語らる 、節 所 は 見物 衆 極て 讃 さると 云 事な し 我々 は 

隨分精 を 入 大事に 語 b て も 見物 衆の 懸聲 なき は合點 

行す と咄し 合け る を 加賀掾 聞て 曰 皆の 衆 は 語， 0 出す 

と 否や 讃ら れんと 而已思 ひ 始終 面白 樣に 語らる 故 要 

の 場に 至って 聲 疼み 聞 ゆる 故讃 度ても 聲の懸 られぬ 

檬に成 也 某し は 唯 何となく 安らかに 語り 節 所 耍の場 

處に 至り て 精 を 入 語る 也 始終 共 見物 衆の 掛聲を 取ら 

ん と而已 心得 は 肝心の 場當る へ からすと 云云 斯る示 

しを傳 へ 聞れ しに や 又 自分の 發明成 や 故 竹 本 播磨當 

時の 豊竹筑 前 橡等は 此敎訓 の 理に合 ひし 語， 9 方の 檨 

に 聞 ゆるな り 

0 岡 本文 彌の曰 荒事 を 語る 時 は 上る りの 文句 相 崖に 

強み を 引 張て 語る へ し上邊 計， り を 語り 幷 へ て も 人形 

の 傲き と 相. M せす 心と 形と 一 一 つ に 成 故當り 目な しと 

云れ し 由 尤成理 也 併し 事 は 一 圖に 計り 了解す へから 

す 或 太夫 酒の 醉の場 を受収 て 語られし に 床へ 上る 時 

に 臨ん て 茶碗 酒 を 二三 盃-吞 て 語られし に 一 段と 見物 

の 請 能 岀來晴 せし とか や ケ檨の 人に 若し 手 負の 場怀 


を 語ら さば 床へ 上る^ 每日 肩先 にても 一 一 三寸 計り 切 

られて 後に 語らる や 一 笑く 何 欉の場 成 共 只 一 心の 

工夫に 有へ き 也 

淨瑠璃語，=^萬心得之事 

〇 芝居 を 勤め 給 ふ 太夫 衆 は 文句の 淸髑. ^節 付 等に も 

心 を 付 給 ひて 危 相の 無様に 心得 給へ かし 物置 納屋の 

連子 は 破れても 人目に 立す 座鋪の 障子紙 は少の 破れ 

に て も 見苦し ゝ元祿 年中に 岡 本文 彌の 語られし 上る 

-9 に 老女の 戀慕 せる 段の 文句に しら かみす じに 油 付 

と 云 所 を 岡 本 氏 は 白髮三 筋に 油 付との 開 語に 語られ 

し 也 虎屋 源 太キ， 此所を 難 じて 曰此 文句 作者の 心に は 

白髮 筋に 油 付に て 有へ し 如何 なれ は 三 筋 や 五 筋の 髮 

の 毛- i は 油 を 付る 事 は 成 まし 勿論 三 筋 計.^ の 白髮は 

目に も 見へ す 手に も懸る まし 併し 文彌は 天性の 妙 昔 

にて 何事 も聲 にて 押せば 是非に 及 はす 一 聲ニ 節と 云 

なれ は 文盲 にても 時の 卷れを 取し 人 也と 云云 故實を 

知り 颜こ 自慢 せられても 聲 柄の 甲斐な き 人を喻 へ て 

云 は智惠 有人の 貧乏 成に 同じ 不都合 に て も聲 の 能 語 

手 は有德 成人の 阿房に 同じ 賢くて 金 持たら んは猶 

以て 好まし かるへ じ然れ ば聲の 能を賴 みに して 執行 


の 薄き 太夫 衆 は 名人と 云に は 成 難 かるべし  • 一 

〇藝 者の 身の上 計，^ にも 限 さる 事 なれ ど 運の 能と 惡 

敷と 有 先 運 惡敷人 は 至 極の 上手な れ共時 に 合すして 

用 ひられぬ 身の上 も 有 或は 自分 の 器 を 顧 み す古實 

を 守る が 能と 計. 9 心得 筑後 越前兩 元祖の 語られし 通 

を直寫 しにせん と 而已思 ひ 語らる は 了解 違 ひと 云 成 

へ し斯る 人を喻 へ て 云は學 問に 能 達した る 僧の 談儀 

の 下手 成と 同意 也 佛の本 ほ. 計， 9 說て 方便 說を雑 へ ざ 

れば聽 衆 i 氣出 次第に 參 詣も簿 らく 者 也 而れは 何 を 

以 て 衆生に 濟度 利益 を 施さ ん哉 機に 因て 法 を 說と云 

なれば 此 淨 瑠璃に 引當 工夫 有べ し 併し 芝居 を a 淨 

る.. >  を 問 は 縛 氣を晴 さんが 爲の 慰み 事 なれ は 鬼 角し 

て 成 A ハ 見物 衆を悅 は さ ん と名譽 有し 太夫 達の 眞似を 

し 又 ま 歌 舞妓 役者の 詞色を 似せ 或 ひ は放廣 にて 當り 

を 取らる、 は 本道の 當. y と は 云 難し 道 外が ましき 語 

.9 方 は 場の 見物-衆 へ の當 は 有へ けれど 棧 敷に 居ら 

る 、衆の S には悅 はれまし 何と やら 此 近年に 及 ひて 

は兩 元祖の 語り 弘 めら れし 遺風 は 薄らき し 檨に聞 ゆ 


一也 


五段 語，.^ 場 役柄 之 事 
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〇 連中 問て 曰淨 るり 五段 續拾 壹甙 幕の 內 何れ の 場 か 

大切に 候 哉、 筑越翁 答て 曰是を 五^に 綴る は 能の 番 

組に 同じ 初欧は 脇能 1!^ は 修羅 三 は 葛 事 四 は 脇 所作 第 

五 は 祝 一一 一 C 也大 gg- 是に 表せる 物 也 其內第 一 太夫の 重ん 

する 所の 役と 謂は大 序と 三段目の 切 第二 は 四 段 目の 

切と 道行 第三 は 一 一段 目の 切と 三段目の 口 也 第 四 は 初 

段の 切と 四 段 目の 口 也 叉 出 語. り は 三段目の 詰と 同 敷 

大切 成 役 也 其 外 作 趣向に 依 て 景事 杯に 限 らす此 余 の 

所に も 要と する 能 場所 有べ し 古来より 兩 元祖 大槪此 

意 を 以て 勤め 役割 を もせられ た， 9 右に 談 する ご と く 

大序は 一 座の 立 物 太夫の 勤めら る へ き 第 一 の 大役 也 

先つ は 其 日の 祝 義と云 次に は 見物 衆 へ の 一 禮の爲 也 

尤 一 部の 始成は 末々 の輕き 衆に は 語らせ 間 敷 場也爾 

雅ゅ釋 詁に曰 序 は 叙 也 緒 也と 然る 則 は 其 綱要 を擧る 

事 還の 絲を抽 つ る か 如しと 云云 序と 云 字 を 糸口と 訓 

也 其 糸の ロ亂れ なば 始終の 亂と 成なん 物を而 るに 此 

近年 良 共 すれ は輕き 太夫 衆の 大序を 語らる は 歎 か は 

敷 事に 非す や 併し 今時の 太夫 達は兩 元祖 程に 大丈夫 

に 有ざる 故 三 段め it 段め の 本 役 を 大事と 思 はる、 か 

ら 未た 見物 も 入 揃 はさる 間の 役故此 大役 を 未熟 成 衆 
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中に 勤めさ、 ると 推量せ り 故 筑後掾 存命 の 節 は 今時 

程淨 る， 0 も 永から す 越前掾 時代に 至. 0 て は 五段 續も 

次第に 永く 成し か 共 大序三 段 四 段め の 切 は 勿論 五段 

目に 景 事の 有し か 共 要の 場 は 越 前 掾壹人 して 勤めら 

れし也 老子 經に曰 天下の 難事 は必す 易き よ. り 作る 天 

下の 大事 は必す 細か 成よ h- 作る と 云云 然れは 大序は 

勿論 其 外の 役 義を緩 かせに し 給 ふ へ からす 又 末々 の 

太夫 衆 初段の 中 五段 目 落 合 等 の 輕き場 を 受取 給 ふ 北ハ 

其 役義を 大切に 存られ 工夫 を 付て 勤め 給 は、 次第に 

立身し 給 ふ へし 指せる 場に あらす とて 捨鞭を 打 給 ふ 

ことな かれ 

音曲 狂言 綺語並 呂律 五 昔 十一 一 調子 之 事 

〇 惣 じて の 昔 曲 を 名談镇 に は 郢曲共 俳優 共 戯遊共 云 

なり 何れも 狂言 綺 語の 戯れ 辜 也と 云云 住 言と は 物 狂 

は 敷詞也 法界 次第に 曰 綺は侧 ら也語 は辭ば 也と 云 心 

は 道理に 卒を綺 語と 名づ くと 云云 周禮の 註に 曰發端 

を 言と 云 答 へ 述るを 語と 云と 云云 毛 詩の 註に 曰 直に 

吉を 言と 云 論難す る を 語と 云と 云云 然れは 狂言 綺語 

と 云 は 堅き 事 を 和らげ 或は 方便の 爲に 戯れ言 をな し 

て 愚か 成人 を 善道に 導 引 謀計の 誡 しめ 也 白樂 天の 洛 


中 集の 記に SI 願く は 今生 世俗 文字の 業 狂言 綺語 の 説 

b を 以て 飜か へして 當來 世々 讃佛 乗の 因轉法 輸の緣 

となし 給 へ と 云云 此 文に 依て 見る 則 は 諸法實 相の 理 

顯然 たり 峯の嵐 谷の 響き 聪鳴鵲 噪^ 佛 法と 觀す况 哉 

此淨 瑠璃の 文句 趣向 表に は 世間の 戯 相を顯 はすと い 

へ 共勸 善懲惡 の 深理を 合み：！ に は 當世 の 人氣を 察し 

て 作文 をな せり 神 就释敎 幽玄 戀慕 哀傷 兵戈 君臣 父子 

夫婦 兄弟 朋友 等の 五倫の道 を 正し 世の 爲. < の爲專 一 

賞 す へ き 道 也 信す ベ し 見物す ベ し 聞 へ し 心 を 止て 

語るべし  しら ぺ 

〇 夫 若 以 謠淨瑠 璃等 の 郢曲 の 譜は 狂言 綺語 の 嬉遊言 

45? とはい へ 共 其 態 堪能に 達する 則 は昔義 正しく 大 

鐘、 大族、 姑 洗、 雜賓、 爽則、 無 射 等の 六 律に 通し 大呂、 夾 

鐘、； i: 呂、 林 鐘、 南呂、 應鐘 等の 六呂 一」. も 達す 史 記の 正 

義に曰 律 は 氣を統 て 物 を 額す 呂 は^を 統 て 氣を宣 ふ 

と 云云 呂律 調和 すれば 化來宮 商角徵 羽の 五 音に 達せ 

る 故 衆人の 六 根に 徹して 心身 を淸 させ 六 鹿 六情の 偏 

欲 を 厭離な さ し め 神 魂 を淸淨 にな さしむ る 也 調昔秘 

決に 曰 〇 甲は聲 の 始め 也 其 音 上って 天の 五 蕴と成 塞 

暑。 濕 風な， -呼息 則 はち 天 也 陽 也 一 調子 高き を 甲の 


音と す 0 乙 は！^ の 終， 9 也 其 音 下って 地の 五位と 成金 

水木 火 土な，^ 吸 息 則 はち 地 也 三 調子 下る を 乙の 一昔と 

す 〇 呂は悅 ひの 音 也 陽 也 双 調黃鐘 一 越 調 等 は 呂の音 

也 是天を 司と る 天上に は樂 しみ 多き 故に 此 調子 を 悅 

の 音と 云 也 〇 律 は 悲しみの 昔 也 平 調 盤涉は 律の 音な 

b  ^！！？包是地 を 司 と る 下界に は 苦しみ 多き 故 に 歡き憂 

ふるの 昔と す 〇 角の 調子 は 肝の 臓よ，^ 出る 和 調に し 

て直をな..>是双調な，.^〇徵の調子は心の臓ょり出る 

和 調に して 長し 是黄鐘 調 也 〇宫 の 調子 は脾の 臓より 

出る 大きに 充て 和ら かに 緩し 是  一 f 調 也 〇 商の 調子 

は 肺の 臓より 出る 輕く少 けれども 勁し 是平調 也 〇 羽 

の 調子 は腎の 臓よ，^ 出る 沈て 深し 是盤涉 調な， 9〇 壹 

越、 斷金、 卒調、 勝絕、 下 無、 双 調 i 鐘、 黄 鐘、 鸞鐘、 盤 

涉 、神仙、 上 無是を 十一 一 調子 共 十一 一律 共 云 也 

〇 熟思 ふ に 筑後越 前 は 夭 性の 達人に て 昔聲 の 開語自 

然と 五 調子 十一 一律に 合 ひし 淨 璃 一 道の 德也 子に 

曰大に 而之を 化す る を聖と 云 と 云云 生得に して 事の 

理に 達する を ill と 云 也と 註す 而れは 雨 元祖の 當 道に 

S せ ら れ し 所 を 以 て 見 る 則 は と い ふ に 何 そ る 處 

の あらん 哉 周易の 略 註に 曰 聖人の 道 は 天地の 萬 物 を 
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育つ かこと しと 注せられ し は尤宜 なる かな 竹 本 豐け 

の 雨 氏 當道を 世 に弘 めら れし德 に 依て 今 常 流 の 淨 gf 

璃 世上 專 はらに 流布し 是を產 業と して 世る 渡る 人 諸 

國の 中に 幾千 萬 人と いふ 數を しる ベ からす 是 天地の 

萬 物 を 育くみ 養 ひ 給 ふ 理に違 ふ へ からす 其 功大 ひな 

らす や 
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淨瑞璃 作者 並 近 松 氏 之 事，： ミ 

〇 淨瑞璃 の 作者と 極ま..^ たる 人 昔 古 はなし 誹諧 師或 

ひ は 遊 人 杯の 慰みに 作れ h- 中昔曆 と云淨 るり は西静 

翁の 作 也と かや 是を產 業と なせる 人 は 近 松 門 左衞門 

に始る i> 人専 學硕才 にして しか も當世 の 人氣 を 察し 

て 世間の 世話 を 能吞込 て 百余番 の淨 る. り を 作られり 

其 文句 言 妙 不思儀 を 綴 る 元來は 京都の産に て 去る 堂 

上 の 御 家に 仕 へ 本姓 は 杉 森 氏に して 由 給 正 敷 人 成 

しか 故^て 浪人と 成 元. 祿 年中の 始め 歌^ 妓 芝居 都 萬 

太夫 座の 狂言 作者と 成 又 宇治 加 贺豫の 淨瑞璃 を も 作 

られ た.^ 此 人世 上作ぎ の 元祖 也 其後大 坂に 立 越 竹 本 

筑後橡 の 作者と ならる 享保九 年 辰 十 一 月廿 二日 七十 

余 歳に て 死去せられ ぬ-平 安堂 壤林子 と號す 法名 は 阿 

耨院 3^ 矣 H 一  具足 居士と 稱 せり 近 松 氏 過 行れし か 共 

猶餘光 失す 相 敏き數 多の 作者 出來 りて 趣向 作文 をな 

すと いへ 共 元 來近松 程の i_ 器パ m 無き 故 か 古語の 取 誤り 

古實の 相違 有職の 違 ひ 等 Si 々有て 見聞 苦 敷 品 も 多け 


れば 畢竟 は 狂言 綺語 成と 了簡せ ねばならす 饼 し機轉 

發 明の 作意 劣らぬ 所 も 有 又は 稀 有の 趣向 等 も 出さる 

る 故大當.^ を 取ら る ゝ 段 是又何 れも 達人と 云 はんに 

強て 難 有べ からす 其 外 作者と 名 を 揚られ し 人々 に は 

錦 文 流、 村上嘉 助、 紀の海 昔、 西澤 一 風、 筑 後の 座 本 竹 

ra 故 出 t:r 松 田和吉 、長 谷川 千 四、 並木 宗輔、 同 丈 ぎ 

安田 迪文、 爲永太 郞兵衞 a- « ^にて は 北 條宮內 、塚 原 

市左衞 門、 岡淸兵 衞等此 外に も 有し かど 換, の 餘愦 

薄く 名高き 衆なら ね は 略し 畢ぬ 併し 是等は 何れも 故 

人 と 成られし も 多し 當時 東西の 座 共に 名 春 を 顯 は 

されし 作者 達 は 人々 の 知れる 事な れは談 する に 及 は 

す 

三味線 來由並 寸法 三 筋 糸 付 澤之字 苗字に 

付る 事 

〇 連中 問て 曰 三味線の 緣起を も 御物 語 下され は^じ 

けな か らんと 望み け る 越 聞 て 御所 S ャ" に 任せ 咄し 

て 聞せ 申さん 抑々 三味線の 來 山と 謂 は 元來琉 球國. め 

弄 そび 物 成 故琉球 t 犯と 號す 琴瑟 琵琶 和 琴 等の 音 を攀 

したる 物 也： n 本に 是 を傳來 せし 始め はん 皇百七 代の 

帝 正 親 町の 院の 御宇 永 it 五 年 壬 戌の 卷琉 球よ，. d  .M 州 

M  Slli 四十 三 I 
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™l ^の に 渡り 求る 其 比の 武將織 田 信 長 公 下知 有て 是 

を 朝 庭に 献し奏 覽に入 奉らる 時に 帝久 我右大 將 通 

興 卿を以 て 其 比 昔 曲に 名 譽を顯 はせ し 琵琶 法師 瀧 野 

儉校 を內裏 に 召 出 さ れ 是を彈 せ て 叙 開 在 ま せし に 其 

郢曲甚 はた 妙 昔 成し を叙感 まし ましぬ 其砌 京都 に 

名 を 得し 琴 琵琶の 細工 人 龜屋市 郞左衞 門 石 村と 云し 

^^此三！^^を摸し作，0出せり琉球には三紘の胴を蛇の 

皮 を 以て 張る と 云 共 我 朝に 斯る 大き 成 蛇 皮な し 依て 

猫の 皮に 替て是 を 張たり 此三 後の 形ち 大體 琵琶に 同 

し您尺 三尺 は 天地人の 三 極 を 表し 棹 長 1^ 尺 余 は 陰陽 

のニ氣 海老 尾の 五寸は 天の 五 星 胴 幅 六寸は 地の 六合 

同 長さ 六 寸余は 地の 六 種 震動 厚さ 三寸 は 高下 平の 三 

形 を 象れ，. >轉 手 鼓手 又 天柱 共 書也是 天の 象ち を 表し 

反 首に 半月の 形ち 有 海老 尾の 糸 卷に三 台の 星 を 象と 

る 一 の 糸は虛 精と 云 二の 糸 は 陸 淳と云 三の 糸 を 曲 順 

と號す 十二 調子の 內壹越 撒 余 平 調 勝絕の 四つ を 一 の 

糸の 中に 兼備 ふ 下 無双 調 鳧鐘黃 鐘 の 四つ を 二の 糸に 

兼 ^ へ 鐘 盤 涉祌仙 上 無 等の 四 調子 を 三の 糸に 兼備 

ふ 首 榜嚴經 に 曰譬へ は琴瑟 琵琶の 妙 昔 有と いへ 共 若 

妙手 無ん は 終に 發 する 事 能 はすとの 佛說 のこと く堪 
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一 ； J  ひくと き 

一能の 遙人此 三 錄を鈹 則 は 衆人の 祌 魂に 徹して 邪念 を 

退 そく 而れは 自然と 六 根 を淸淨 ならし め祌 g; 佛陀 の 

加護に 預る へし 亦 懦弱 好色の 意 を 欲して 彈" 則 は 開 人 

搖欲 惑亂の 念を發 す尤欽 まさる ベ., けん 哉 然る を SiiS 

遊女 藝子 野郎 等の 業に 貌 物と なせる は 歎 か は 敷 事な 

ら すゃ當 世の 三 終 は 其 形 少し 異にして 物 5 長 三尺 一 寸 

五分 海老 尾五寸 二分 棹-良さ 二 尺 五分 胴 幅六寸 同長サ 

六 寸六分 天 手 一二 寸 五分 也 〇 世事 談に曰 三紘は 永祿年 

中琉 球より 波る 或 人 泉 州 堺の津 の 盲人 巾 小路と 云 法 

師に 取らせた. 9 其 後 虎 渾と云 盲人 本手 端 手の 術 を 引 

始む慶 長の 比 角 澤と云 法師 琵琶の 名人 成し か 三紱を 

手練して 小歌に 乘る其 比 又 淨璃瑠 節出來 たり 此淨る 

りに 乘せ彈 は 角澤か 始め 也 其後大 坂に 城秀と 加賀市 

との 兩 法師 &術を 得た b 後に 江 11； に 立 越 加 賀市は 柳 

川撿校 と 成 城秀は 八橋 檢 校と 成. 0 當時 八橋 流 柳 川 流 

と稱 する は 此兩人 か 術 也是を 三！ 號 せる は 三つの 

糸 筋 有 故也然 れは淨 璃 三味線 は 角 澤儉校 を 元祖と 

す 角！ の E ぼの 字の 緣を 取て 後世 淨 るり 三 轮を產 業と 

する 衆 中 竹， ゆい 野 渾鶴渾 富 深 等と 云 成 へ し大 坂に 中古 

達人と 呼 はれし 人々 は 竹 澤權右 衞門同 彌七野 澤喜八 


郞富澤 歌仙 竹 渾善四 郞鶴擇 友 次 郞同三 一 一 此衆中 は 故 

人と 成られ， 9 野澤 後の 喜 八は此 近年 休息 是も殘 念 

操 人形 之 故事 並 名人 之 遣 手 付 古今 達人 之 事 

で 連中 問て 曰 操 人形の 始，^ を 承. 9 度 候 筑越翁 答て 曰 

會に曰 機 關木偶 は 人に 象と る 股と 體と聚 め 集まる 

謂 也 云云 活法 傀儡の 詩に 曰絲を 穿ち 木 を 刻みて 巧み 

祌 のこと く 限， 0 無し 機關此 身に 在と 云云 文 撰の 註に 

曰 手の 伎 を 技と 云 體の才 を は 藝と 謂と 云 云 事 類 全書 

に 曰 木 偶 は 人形 也 本來は 喪家の 樂な， 9 瀵に 至て 始め 

て 喜 會に用 ゆと 云云 傀儡 子 又は 郭秀典 書 也委は 風俗 

通紀 原書 言 故事 顔 氏 家訓 等 の 書に 出 たれ は 唐土に も 

古 求よ， 0 貌 そび 來る哉 順の 和名 集に 傀儡 子で くつ か 

ひで く^つ 共訓を 付ら れ た.^ 指南に 曰 木 偶 を 弄 そ ふ 

者 を 屈 儡 子と 云 へ り 本朝 攝州 西の 宮 より 出る 但俗是 

を 名つ けて 営 出 狂坊と 云と 云云 史記殷 の 本 5i の 正義 

に 曰 土木 を 以て 人形 を 對 象す と 云云 此說を 以て 人形 

と號 する 者 成べ し南領 子に 曰 傀儡 は 木 偶の 戯 むれ 也 

と 註に 曰 今 云 人形 舞し 也と 云云 然る に 和歌 雑 題に は 

愧 儡と 云て くぐつと 訓て 遊女の 事と す 傀儡 何ぞ 遊女 

に 限らん ゃ悠て 人形 舞し の 事 成へ きを 遊女の 事に 限 

化 整 故 翱卷 之 下 


る樣に 成し そ. i 思 ふに 攝州 西の 宫ょ， 9 人形 舞し 世間 

を 廻.. ^」始 て 遊女の 人形 を 第 一 番に 立て 遣 ふこれ よ 

b 轉し 來れ. ^と 見へ た. 9 下學 集に 曰 日本の 俗 遊女 を 

呼て 傀儡と 謂と 云云 是 等の 本文に 依る とき はお やま 

人形 遣 ひ を 立 物 札に 書 来れり 枯机 集に 曰 傀儡師と は 

出狂坊 舞し の 事 也是を 詩の 註に は 滑稽 優 人と いへ. 9 

滑稽と は 嬉游言 を 云て 人 を 笑 はする 也 優 人と は猿樂 

の 事に て 狂言 をす る 者 成 是皆愧 儡 子の 類 ひ 也と 云云 

諸 社 神 詫 の 紀に曰 西の 宫ま 美須. H 祌 御詫宣 に 年の 始 

に 諸々 の 民 爾笑於 催 左 世 勇勢而 富^ 於 護牟と 云云 此 

神 詫に 依て 往古よ b 此 所の 民赛の 初めに 女人 形に 吳 

服の 所作事 を 舞す 也 是を紗 のく 衣と 號せ. 5 其 W 異 

相 成人 形 を 舞し 京都 を 始め 國々 を 廻.^ 獸の皮 を 終に 一 

出して 惡ひ 事した 者 は 山猫に かま そふと 威す 是 上代 

の 勸善懲 惡の誡 め 質素 正直の 神敎 への 遺風 出 狂坊を 

舞し て 笑 ひ を 進む 此故 に 此 傀儡 子 を 神道 秘 要に は 惠 

美須賀 質と 號 する 也 

〇 寬 文の 比 江 戶 に 小 平 太と 云 人形 遣 ひの 名人 有羅山 

文集に 曰 鈹吹蠻 琴 有て 木 偶の 勸 くに 應し 曲節 有且是 

を 操， 0 是を引 板 を 踏ん て 呼 者と 木 偶の 相 得た る事殆 一 
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竹蠻 故事 卷之下  I： 

と 生る が 如し 今 H の爲 所の 者 江 都 第一 の 偃 師小平 太 

と號す 近世 傀儡の 巧手た bi 云云 此小平 太お やま 男 

人形 共に 能 遣 ひし 名人の よし 傳へ 聞た， 9 相績 てお や 

ま次郞 三郞此 道の 達人 也 近世に は 辰 松 八郞兵 衞名譽 

を顯 はされ た， HM 都に は 負 享元祿 の 比お やま 五郞兵 

衞同五 郞右衞 門 大藏善 右衞門 正德享 保の 比 三 升 平 四 

郎 宇治 久五郞 三十 郞與八 郎等 何れも 名 を 得し 上手の 

遣 ひ 手也大 坂に は 辰 松 氏 藤 井 小 三 郞桐竹 三 右衛門 等 

のお やまの 名人 有し 也 當時立 役人 形 吉田文 三 郞は古 

今 無双の 名人 也 相次て 若 竹東ェ 郞譽れ 高し おやま は 

今 藤 井 氏 男 人形に は 桐 竹 吉田豊 松、 若 竹 氏の 中に 上 

手 分 多し 

〇 手妻 人形 は 山 本彌三 五郎 飛 驊掾に 始まる 南京 糸 操 

は 寛 文 延寶の 比より 遣 ひ 始めし 由 京都 山 本 角 太夫 芝 

居に 專 はら 遣 ひし 也 又 其 比に 江 戶 和 泉 太夫 座に 野呂 

松 勘 兵衞と 云し 人形 遣 ひ 有 頭 年め にして 靑黑 き 顔色 

の賤氣 成人 形 を 遣 ひて 是 をのろ ま 人形と 云 のろま は 

野呂 松の 略語 也 又 鎌 齋佐兵 衞と云 は 賢き 質の 人形 を 

遣 ひ 相 共に 賢き と 愚 成と の 體を 狂言 に 仕始めし 也 其 

比の 人 愚かに 鈍き 者を賤 しめ のろまと 云 異名 を付痴 
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漢に 比したり 此野呂 松 氏を祖 とし 京大 坂の 芝居に 野 

呂間危 呂間麓 呂七麥 間 等と 名 を 付 道 外た る詞色 をな 

し淨 る. 9 段物の 間の 狂言 をな した. 0 近 來はケ 樣成事 

は捨， 9 知れる 人 も 稀に 成し 也 出 遣 ひ は 辰 松 八 郞兵衞 

に 始る此 人 古今の 達人 に て 手摺 を 放れ 無量 の 手段 を 

遣 ふに 全身 少しも 亂る、 事な し 京大 阪 にて 譽れを 取 

後に 江 都に 來 つて 益々 其 名高く 成 剰 さへ 御免 操の 櫓 

幕 を 上 芝居 を 興行せ.^ 是を辰 松 座と 號 せし 也 

〇 筑越 翁の 曰^々 何れも 打 揃ひ此 道に 執心の 厚き 段 

愚 老も大 悅是に 過す 次 手ながら 各々 へ 御 目に 懸る物 

有と 卷物 一 軸 取 出し 恭も此 書の 義は 去年 節分の 夜不 

思 儀なる 靈夢を 蒙 むれ.^ 先年 死去 有し 近 松 門 左衞門 

の靈魂 來られ 夢中に 某 かしに 與 へられし 處の 一 卷也 

是 にて 讀 上申さん 間 各々 謹んで 拜聽 有へ しと 三度 推 

戴きて 紐 を 解 高ら かに こ そ讀 上げ る 

淨 瑠璃 古今 之 序 ffi 當時之 太夫 名人 之 評 

〇 夫淨 瑠璃 は 人の 心 を 種と して 萬づの 趣向と はなれ 

. ^ける 性の 中に 在 人事 業 繁き物 なれ は 心に 思 ふ 事 を 

見る物聞物に付て作，.^出せる也色に愛る世話事義理 

に淸る 時代 事 を 見れば 幾年 生る 者 何れ か 此造を 好ま 


ざ， 9 ける 力 を も 入す して 人の 情を感 せしめ 嫁 を惡む 

姑に も 哀と思 はせ 男女の 中 を も 和らけ 恪き 親父の 意 

を も 慰む る は 此道也 過し 時世の 竹 本 筑後樣 なん 淨瑠 

璃の聖 也 又豊竹 越前掾 とい へ る 人 在け， 9 淨瑶 璃に奇 

敷 妙 也け， -賴 光山 入の 道行 は 竹 本 氏の 一 節に 綾錦の 

ごとく 語. 0 雪の 段の 出 語， 0 は豐竹 氏の 昔聲に 雲井 迄 

も 響きなん と 思 はる 越 前は筑 後の 上に 立む 事 難く 又 

豊竹は 竹 本の 下に 立む 事 難く なん 在け る此 人々 を 置 

て吳 竹の 世々 に蔓茂 b 多き 門弟 達の 中に 竹 本 播磨樣 

なん 世に 知られし 名人な. 5 しか ど惜哉 不幸に して 短 

命 也 愛に 往古の 事 をも此 道の 意 を 得た る 人 當時は 僅 

に 五六 人な. 9 き而は あれ 共 彼是 得た る 所得ぬ 所なん 

有れり 

一 豊竹^ 太夫 は 歌仙 第 一 僧正 遍 照の 歌の 意に 同じ 淨 

瑞璃の 樣は得 たれせ 〈其 言葉 花に して 實 少し 譬 へば 

圖に 書る 女 を 見て 徒に 情 を 動かす がごと し 

一 豊竹筑 前橡は 歌仙 第二 在 原 業 16- の 歌の 意に 同し 其 

情 余りて 調子 下し 譬 へば 盛，.^ 過た る 花の 色 は 少し 

といへ ども 而も 薰香 有が ごとし 

一 竹 本 政 太夫 は 歌仙 第三 文 屋康秀 の 歌の 意に 同じ 淨 


瑠璃 は 巧者に して 其體 俗に 近し 譬 へば 商人の 能 衣 

着た るが ごとし 

一 豊竹駒 太夫 は 歌仙 第 四 喜 撰 法師の 歌の 意に 同じ 詞 

幽か 成樣 なれ ど 始め 終り 正しく へ ば 雲隱れ せし 

秋の 月の 曉の 風に 晴 るが ごとし 

一 竹 本 大和 掾は 歌仙 第五 小 野 小町の 歌の 意に 同じ 古 

への 竹本賴 母の 風 也 音聲飽 敷して 氣 力なし 喩 へて 

謂 はレ能 女の 惱 める 所有に 似た， 5 

一 竹 本 錦 太夫 は 歌仙 第 六 大伴黑 主の 歌の心に 同じ 頗 

逸 興 有然共 少し 野鄙 也 譬ば薪 を 負る 人の 花の 隆に 

休める がご とし 

此 外の 太夫 達 其 名聞 ゆる 野邊に 生る 葛の 榮喷 ご，^ 林 

に繁き 木の葉の ごとくに 多 かれと 未だ 淨瑞璃 の 奥義 

に は 至ら ざ  > る ベ し 竹 本 の 流絕 せす 豊 竹の節 細やかに 

して 正木の 藤 永く 傳は， 0 鳥の 跡久敷 止まらば 程 拍子 

を も 知 b 事の 意 を 得た らん 語， 0, 人達 は 大空の 月 を 見 

るが 如くに 上代 を 仰て 今 を 希望 さらめ とそ 

〇 名代 竹 本 筑後掾 座 本 竹 田 出 雲 豫座當 時 出勤 之 衆 

〇 太夫 至 功 美麗 昔 節 無双 竹 本 大和 椽藤 原宗貫 

成功 甚深豫 磨 無類  竹 本 政 太夫 


竹豐故 «- 卷之下 
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竹豐 故事 卷之下   ま 百 四 


風雅 名 譽獨步 無 格  竹 本 錦 太夫 

恬然 優美 竹 本 春 太夫 聲花秀 術 竹本紋 太夫 

功 術 珍重 同 友 太夫 同 土 佐 太夫 同 長 門 太夫 

莧濶  同 桐 太夫 同染 太夫 同 組 太夫 

對揚 同澤 太夫 折 太夫 家 太夫 森 太夫 仲 太夫 

〇 三味線 妙 術 明廉  大 西藤藏 

晏如  竹澤 甚三郞 鶴澤数 Jig 竹澤 

〇 人形 I や ぉ眞 至極 拔群操 宗匠  吉田 文三郞 

おやま 風流 美 鉢 田 中小 八 最媚 小 松 文十郞 

立 役 起居 壯徤  桐 竹 門三郞 

同 箕裘業  吉田文 伍 

擧動 尋常 吉田彥 一二郎  術 巧 竹 川 七郞次 

若 術 .nil 田 藤 五 郞 同貫藏 淺田太 S 郞 桐 竹 源十郞 

土 佐 幸 助 同 三津八 松嶋 又三郞 吉田嶋 八 

同 源 八 笠 井茂 十郞 桐 竹定七 吉田平 治 

太 田 源 五郎 田 中 平次郞 京都 出勤 之 衆 中 は 除 之 

卷軸功 老練 磨  桐 竹 助三郞 

〇|| 豊竹越 前少掾 座當時 出勤 之 衆 

優飽妙 絕音聲 無類  璺竹若 太夫 

幽玄 至妙 潤色 無比  豊竹 駒. H 夫 


至要 表 珍 豐竹鐘 太夫 功 勞天晴 豐竹新 太夫 

適時 強健 豊竹時 太夫 丈 夫 同 十七 太夫 

功 術 豐竹 伊豆 太夫 丁寧 同 式 太夫 

若 術 同 鰭 太夫 

〇 三味線 妙手 野澤文 五郎 淳 朴 鶴澤 重次郞 

功 若 富澤正 五郎 同 伊八郎 鶴澤 龜次郞 

新參 竹 澤幸助 野 渾文藏 鶴 揮 喜太郞 

〇 人形お やま 娟當 中卖飽 無上  藤 井 小八郞 

同  綏飾芬 芳美壯  藤 井 小三郞 

立 役人 形 莫大 擧勸發 明 無類  若 竹 東ェ郞 

粉 骨 時 明 若 竹 伊三郎 度量 的中 豊松 彌三郞 

考積功 中 村 勘四郞 若 發 豐松 祐ニ郞 

同 門三郞 若 竹 淸五郞 若 竹 友 五郎 豊松元 五郎 

同 彥七郞 豐松 藤四郞 同 勘三郞 同 源三郞 

福嶋 市之丞 柏 井 傳三郞 若 竹 三十 郞 同 淸次郞 

淺井 德ニ郞 笠 井 乙 五郎 

おやま 美 若  藤 井 八十 八 同 新十郞 

人形 卷軸 積 術 模範 逞賑  豐松藤 五郎 

〇 此 一 軸の 意 は 紀の貫 之の 撰み 給 ひし 古今！ a の 序に 

列ら へ 當 時に 名 譽を顯 は せられし 太夫 衆の 藝の 品 を 


察し 六 歌仙の 列に 准して 位次に 構 はらす 近 松 先生 未 

來 記に 認め 置れ し 書な b 初心の 衆 中た. 9 共淨 る， -修 

行の 旁々 は 此意を 熟 得 有 て 稽古し たま ひて 然るべ し 

兩座 繁榮並 逃 助 之 字義 事 

〇 花 奢 優 絶 は 京都 繁榮の 勇ま 敷 は 江 都 北濱の 景氣と 

淨る.^芝居の繁昌は大坂に並ぶ所は有まじ上に伸ふ 

る 所の 先代の 役者 衆に 名人 達 多 か. 9 しとい へど も 古 

代と 當 時と 競べ なば 當 代の 衆 は 皆々 術を盡 したる 名 

人 衆數多 有べ し 就中 京都に は 加 賀掾の 門弟 中の 以後 

定 芝居の 操 はなし 近 來竹本 氏の 太夫 衆 折々 上京 在て 

語ら るれば 大鉢程 も 知れた &然れ は操淨 瑠璃の 芝居 

は 大坂を 第 一 とし 諸國の 水上と 存 せらる ベ き 也 各 や 

我等 斯る 土地に 生れ 住居して 大切 成 芝居 を 心安く 見 

物 致す は 大き 成果 報と 悅び給 ふべ し 然るにて う 助 や 

ら云人 は 札錢場 餞も拂 はすして 見物 致さる、 よし 近 

比 卒忽千 萬 成 仕方と 存 る 逃 助の てうの 字 はの かる、 

と訓 助の 字 はたす かると 讀と承 はれば 札場錢 共に 逃 

れ 助からる、 と 云 義理に て 逃 助と 呼來. 0 しと 傅へ 聞 

ました 猶又 #-负 の 二字 は 力 を 副る と 云 字 心なれば 自 

然作 趣向の 惡敷時 成 共 惡き所 は 能 取な し 能 場 は 益々 


評判 能な さる、 が 肝要と 存る惣 じて 凝 負と いふ 物 は 

己が 心の 依 所 酒 吞有は 餅 食 有 砂 糠 好みと 唐辛子 好 は 

大 き 成 違 ひな れど 夫々 の 口中に 味 は ひて 心の 欲し 樂 

むに 二つ はなし 鶴の 截が 永い とて 切ても 捨られ す 鴨 

の 足が 短 ひ 迚繼足 も しられ ャ柳は 綠に景 氣を顯 はし 

花 は 紅 ひに 咬て 人 の 目を悅 ばし む 我等 は年來 竹本豊 一 

竹の兩芝居共に！^^負に存し見物致すれば凝負と い ふ 

名 も 有て なし 唯 好 者と 申す 成べ し 各々 方に も 其 意に 

て 見物し 給 ふ ベ し 猶又此 席 へ 出 座な き 若い 衆 中 へ は 

各 御宿 處へ 御歸 りの 節宜敷 評判 賴 みます ぞ 評判く 


竹豐 故事 卷之下 大尾 


竹暨故 4?- 卷之下 
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 歌系圖 

歌系圖 

ナカ ウタ C ウタ ホン テ シ バイ モノ  n トサミ 

本邦 慶元建 囊旦來 、長歌 短歌 雅歌 稗 歌 託，， 敏誦- 者 非 

ン古 也多是 民間 之諷謠 也、 以レ 故識， 一作 者 昔 者 之 姓名- 

者 亦 鮮矣、 然 究，， 其 所 P 興、 大平餘 風鈹， 腹而不 リザ-困 

勞， 者 所 也、 所ビ謂 安以樂 也、 偶有 n 怨者 哀 者-限， > 

其 人， 矣、 惜哉 具，， 諸 八 音， 列， r 諸 舞 人-則 爲 I 樂者每 有 

レ之 乎、 不，， 徒 悅，， 兒童 婦女 之聽， 而已ハ 流石 庵 羽 精 恐，， 其 

久而 湮滅， 洽問博 求 得，， 四百 餘篇之 姓名？ 各 附，， 之 其 

傍： 题曰 n 歌 系 闘-其 功 亦 勤矣、 丐ぃ 序予不 其 事- 然 

徵レ古 而言レ 今 如- レ斯、 ^夫 傳ニ之 千歳 之 後 ハ羽積 之功豈 

拳、 

浪華 梅花 老人 序 
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烏 丸 光廣 卿 も 常に なげぶ しの 御 口 僻 そ あなる よし 尋 

ね 中せ し 人の あれ は 御作の よしして 御 自筆に 

をな し 穴 v! なる 影 かとお もて 見れ は あやし や 月 さ へ 

さ まとと もに みぬめて か はるけ な 

投節 とたにい へ は 其 係の 極まれる もの そと 思 はれぬ 

る もま- J とに 百と せ あま， = '過に しさ ま 也と そ 八繼の 

手馴掉 もた ちまち 胴の 中へ 疊 みこむ さかし さ來へ き 

宵なる さ、 かにの いとの もつれ は 早お とゝ ひの 唱歌 

となりき， o->/,^ すの 舌鼓 もちよい と あさつ て はの ベ 

かたきの うた ひらき は 君 か 代のお たや かなる 中の せ 

わし さ 實ゃ諷 の 世に 生れ 合されし 羽 積の 主む さし あ 

ふみの 御 心 をお も ひやり つ ゝ このめる 事と てまめ や 

かに かいつけ ま はれる も 世の 人心 を そ 推量の 推 こそ 

今の 粹 にあた ると 去學 者の 粹の いへ るに 愛 を や もた 

さんと 猶此 書に 好 士の書 をと， 9  くにと.^ あつめ 調 

子の 菜と なせる も 眼の 呼子 鳥 や こ、 ろの 時鳥 やうく 

ひすの 子も啼 初る 比と て 朝 霜に 筆 を慢す もつ ゐ端書 

と はな， 0 て帮は 

そら あきらけ き はしめ なる 冬の 日 おろし 藻 


歌系圖 附言 

一 琴 三紘の 唱歌 を、 あながちに 淫風と おしし ぞ 

くる はいかに ぞゃ 

我 御國の 道た る 歌 も、 其 はじめは おも ふ 事 をうた ひ 

て 、ひ を やる よ.. >  の 名に して、 たいか，？ そめに うた へ 

るまゝ なる が、 後に は詞 花言葉の 巧 を 競 ふて、 其 法お 

ご そかに なれる になん、 されば 其うた へる いに しへ 

をお も ふに、 ち はや ふる 神代の 事 はしば らく 置、 人の 

代と なりても、 萬 葉 集 を 見る に、 大友家 持 卿の 比 も、 

うた ひしに や、 宴會の 席な どに も、 自作の 新 歌 

を 誦する と、 古歌 をうた ふ もの あ， 9 て、 其 誦する をき 

きて 書と むる もの、、 新 歌と も 古歌と もしれ ざる に 

は、 新 古 未詳と しるせ b うた ふ 事な くば、 酒宴の 席に 

て 古歌 を 一； t する 事 は あるべ からす、 又 それよ， 5 後 の 

世に も、 淸少納 言の 枕 草紙に、 うた は 杉た てる 門、 神 

樂歌も を かしと 見えた. 9、 杉た てる 門と は 古今 集 雑 

歌に 出た る、 我 宿 はみ わの 山本戀 しくば、 とむら ひき 

ませ 杉た てる 門、 とい へ るな b  、又 源氏物語に、 月に 

一 日に か は， 5 行と も久に ふる、 みむろの 山の とつみや 

I .  il 系 圆 附 言 


どころ とい ふ 萬 葉 集の 歌 をうた へ る 事 見えた. 5、 も 

ろ こしに も、 堯の 代に は擊 壊の 歌と て、 つちくれ をた 

たきて 聖代 をうた ひ、 又書經 の益稷 にある、 帝 舜皐陶 

の 歌 はうた ひ 給 ひし 事、 其辭 にても 明 なれば、 治れる 

御代 に、 歌 をつ く； てうた ふ はめで たきた めしに し 

て その かみ をし のぶ 心 す さび なれば、 是を 淫風との 

みい はんこと、 不風流の 人と いふべ し 

一 むかし は 歌 をめ さる、 官ぁ. 9 て、 雅樂の 字 をう 

7- とよ まれし も、 うた ひもの を 掌る 官 なれば なり、 江 

次第に 大歌 小歌の 目見えたり、 是 はいかなる もの に 

ゃ今考 がた し、 又 狂言 舞な どに、 小歌と い へ る は、 今 

の はやり 歌の 類なる ベ し、 .H 舯宫 式に も 歌 長 一 一人 と 

U3 たる は、 雅樂 をめ さる、 時、 唱歌 をつ かう まつる も 

の をい へるな らん、 又 さいば り今樣 朗詠な どみ な む 

かしのう た ひもの なれ ど、 今のう た ふ Si- と は 其 しら 

ベ 異にして、 こ、 にあ づ からざる 事 なれば 詳 にこれ 

を しるさす、 但 うたと いふ 言葉 はうた より 出 たれば、 

幸に 古風の 今に 遺れ る 事、 此 歌の ふし ある を や、 誰か 

古 を尙ば ざらん 

一 今の 世に うた ふ 長歌 等、 松の 葉に 出た る は、 此曲 

UHy^nnnhinynnHn  玉 百 五十 一 


駄 系圔附 言 

の 古 調に して、 いはば 古今 後 撰 拾遺の 歌の 體と もい 

ふ ベ し、 あからさまに を さなき やう なれ ど、 巧なら ざ 

るに あらや、 苹實 半して、 え もい はれざる あちは ひ 

あ，^ て、 後世 調 を もとむ る 本 歌と する 所な. 9、 又 次 橋 

檢校 がし ら ベ を あやどり しょり、 鶴 山吉村 の 比まで 

は、 詞 花；！ より 新 古ん r にえら はれし 歌の 體 とも い ふ 

べし、 巧に して 卑陋から す、 しっと. 0 として 實に みや 

び やかに して、 花 尤も 艷 へり ー應此 歌の しらべ は、 し 

め やかに わびし からん よ， 9 は、 みやびて はなやか な 

らん と むねと して、 作り もし、 手 を もつ くれば、 此時 

代の 風 調 を賞翫 すべ き？、 かの 歌 木の 御坊の さ か 

んに唱 起して よ，^、 風 調 一 變 して、 實 やら 花やら 品 さ 

だめが たく、 かくれんぼ とい へ ば 六 段 れんぼ を 合の 

手に かす 、はくさい しに は、 上る しめ かせし  一 くせ 

を ほのめかすな ど、 g 家に 所謂 一 足 飛の 悟りに して、 

正 法眼に あらす と い へ ども、 遊 纏は活 機を尙 び て 、時 

にお こな はる 、をい さぎよ しと すれば、 是又 難す ベ 

きに あらす、 されば 新曲の 時め くも， し はがれた るが 

しら ぶれば もの かなしく、 古 調の わびた る も、 はなや 

ぎに ほ はすれば うかれ 出る さまに されば、 かしこ の 
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色事、 こ ゝの くせち、 ある はやさし う あはれ なる、 あ 

る は を かしう ざれば みたる、 きく ま 、にこ れ歌 に つ 

く..^、 糸に もして、 えんなる あたりに うた ひしら ベ さ 

せんこ そ、 になき たのしみ な. 0 けらし、 しか は あれ 

ど、 かくた のしき も 春秋の 富る ほどの 事に して、 老て 

は 思と も かひな し、 年々 歲々 人 同じから ざれば、 わか 

きうち に 歌 を 作，.^ て、 世に うた ひひろ めんに は、 老て 

後に、 その かみ をし のぶな さけ. i もな h 'なん、、 ひす さ 

び ともなし てん 

一 牝篇を えらべる き はめて 問 はかる といへ ども、 

猶差謬 多 かるべし、 已に淸 平 調の ごとき、 も はら 柳 里 

恭の 作の よしい へど、 是は柳 君 長 相思の 作 あ. 9 しほ 

ど、 朱 陸 , む I とい ふ 人、 同じく 樂府题 を 采て作 れ 

る 也、 しかれ ども 柳 君の 作と おも へる にも、 いさ、 か 

よ-^ 所 あり、 余 これ を 芦屋 主人に 開， o、 声屋 主人 案； 船 

のころ、 しばく 柳大 夫の 第に 過れ るに、 或時大 夫の 

のた まふに、 此頃淸 平 調と いふ 新曲 をき、 しが、 いか 

にも おもしろき 調な など、 恨く は其詞 うまく 李靑 蓮 

か 詩 意 を 得ざる 事 を、 よて 我 其 調に したが ひて 詞 を 

換た..^とて、扇に書給，9し、其扇は其頃三津崎撿校に 


ぉく，1^しが、 ゎづ かに 其 はし/, 1^ を おぼえし と ある 

をき くに - 

雲との み、 みよし 野と ほき、 雪の 釉、 花の すがた を 

思 ひねの 夢、 妻戸の 柳 春風 ふけば、 よれつ もつれつ 

かた 糸の 云々 

此下 わすれた. 9、 此 詞も猶 たが ひたる やし らす とな 

ん、 おも ふに 此額猶 多 かるべし、 四方 好事の 諸君 子 か 

かる 事 あらんに は、 ね もころ に 正し 示し 給 はん 事 を、 

庶幾に こそ 

. 流石 菴羽 積述 


酒 劫 花 魔 埋沒人 無 數還堪 悟 囘首未 暮正在 邯鄲路 

雪 蓬書默 
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羽茅廣 自八踺 鶴 
積柴橋 ff: 屋山 
m 勾 作 崎 左 勾 
作 常 檢 介當 
調 き 作 調 


藥 柳河吉 山 吉雨巾 歌 

大 里合衬 tPtf  !■ 花木 

黑 恭立撿 p^m 作出檢 
ノ 添牧校 平 1^ 校 
後 削 作 調 介 調 調 
家  作 
作 
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歌系圖 


あいせん 


浪 華 流石 菴羽積 選 


三下り 之 部 


さ をの 露 

力 たし 力 0 

さくら 川 

かよ ふかみ 

釉も みぢ 

四 ッの草 

ft むしろ 

三 ッの星 

糸の しぐれ 

付す ゝ き 

おも ひ^ 

たが 身 


. 吉村檢 校 調 

柳 里恭作 

繼橋撿 校 調 

千 苗 作 

(前) 藤. 1^ 撿校誠 

K 十 作 

歌 木 撿校調 

馬宥作 

小 野 衬撿校 調 

羽 精 作 


政 島 撿校調 

H- 崎 屋三右 衞門作 

蹈橋撿 校 調 

鴻池宗 羽 作 

^山 勾 常 調 

胡 雁 作 

小 野 村 撿校調 

稚物作 

(前) 藤 谷 匁 常 調 

升 三 作 

衬 ffi 勾當詞 

羽 積 添削 井二 作 


龍 田川邊 

よし野 川 

末 はと ふか もョ リ 

あだま くら 

、つた ひ 出し. arii か へ 

名 取 川 

秋の うらみ 

作 未詳 世-一柳 里恭ト 

深山 草 (前) 

京小釉 

くれの 松 

なたね ざと 

處小六 か 事. 14- 作る と 

里の 屈 

わら ひ 月 

雲の 端 


歌 水 撿校調 

て 云々 

吉村 校 調 

今 {sis 新 五郎作 

歌 木 撿校調 

云 ハ非也 

藤 永 撿校調 

默 * 撿校調 

川 崎屋源 兵衞作 

繼橋撿 校 調 

；! 池 宗羽作 

^ 調 

加 賀屋宗 因 作 


し 


秋の 七草 

末の よるべ 

みをづ くし 

あだ くらべ 

はで ゆかた 


吉衬撿 校 調 

今宫ゃ 新玉郎 作 

歌 木 檢校調 

ャ. フタ ン作 

(前) 藤、 水 撿校調 

大和 屋彦 ニ邯作 

吉 崎匁當 調 

キ カク 作 (丹 州笹 山家 中 也〕 

舂 木 勾 i=s 調 

流石 蒂 作 


is* 撿校調 

離佛作 (又驟 十 トモ) 

笛吹の 甚十郎 長 田 や 百 松の 事 

小 野 村 撿校調 


蔦紅葉 

，フ らお も て 

きんきく 

たぬき 

八 聲の鳥 

ぬ， 0 まくら 

获の風 

捨ぁ ふぎ 

八重 崎撿校 調-, 

みなれ ざ を 

なれぎ ぬ 


羽 積 作 

歌 木檢校 調 

田 中 氏 某 作 

g 严？ fig 校 調 

稻菜春 禽出 

麥鱗作 

鶴 山. at:s 調 

や 方舟 作 

礎 橘 撿校調 

住吉 (*^ 大寺 僧作ト 云) 

小 野 村 撿校調 

吉衬檢 校 調 

扇屋 つぐ 作 

佐々 木 勾當調 

サカヒ (松 作 作〕 

U 此名 わり 

深 艸撿抆 調 


同 調 
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てり 葉 

をし の名殘 

银の風 

春の 鳥 

四の 釉 

里の 都 

のべ 鏡 

捨 小舟 

ほの 

南妓明 石の 事 

むさし め 

ひる 寐 

京人形 

あづさ 弓 

福壽草 

鶴の はし 

まごと 


同 卽調 

三； t 崎 检校調 

富 岡 檢校調 

卜 柳 作 

in 衬检校 調 

蹈橋检 校 調 

戒池宗 K= 作 

^ゥ ライ 作 (河 內屋 勘兵衞 事) 

歌 4^ 撿校調 

堂 島 平 小作 

鶴 山 勾當調 

靑 S 作 

橘：！ S 校 M 

他宗 羽 作 

衬住 勾當調 

羽 稜 作 


小 野 衬撿校 調 

池忠作 

駄 木 4e 校 調 

靑 ip? 作 

船橋 撿校調 

赔橋撿 校 調 


菊 島 勾當調 

(京) 富. 水 やゆき 作 

酞木檢 校 調 

繼橋檢 校 調 


馱系 a 


リ廣 雁 五菊廣 流 近 八 河吉 繼 
ざ 橘 羽 百 島 橋 ：p 藤 重 野 村 橋 

ん勾 35 勾 崎 州撿 掠 
作當 作 當 卷藏 It 作 校 校 
調         兩兩校 調 調 
調 作 調 


藍 a 春 深 山 小 李 羽 八 靑留八 巴 歌 石神 保關 指 菊 山吉 繼 
々 口木 艸 本 野 十^^茧 重 洞 木 出 坂 井川 山村 m 村 橘 
舍出^ 撿 善衬 m 崎 作 調 崎 作檢 常 勾 算撿 作 勾 ゃ^^ 檢 
作當校 吉檢 作撿 弟 校 軒？ 5 知 校 常 平 校 校 
調 調 作 校 校 子 作 作 調 作 調 調 助お 調 
調 M  作：: 

St 

玉 
山 

匀 

當 
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里に しき 

袖の 香 

秋の色 

橋の 雨 

置 ごた つ 

後の あさ 

山 もみ； 》 

かづ ま 

たき 川 

ふところ 

おぼこ 菊 

其 扇 

藤 衣 

束げ しき 

わやく 

前 市 川 吉太郎 追善 

あしま 舟  淺衬 J3- 當調； 


小 野 川 檢校調 
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！ n 川勾當 調 
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手 事 唱歌な き 部 

きぬた  佐 山 撿校調 
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實家 のみに て、 世 は はなやか なる ベ からす、 鳴 

呼、 是此 等の 書 ある、 載大 平の 逸樂 にして、 おの 

おの 幸：， 見せら るゝ こそ. かたじけなくも 疆 
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驟 
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所に、 阿る なん、 われに は ゆるせ 我に は ゆるせ 

辛 a 仲冬 

流石 庵主 人 書 


歌 系圖畢 


五 Ha 七十 二 

友に 一冊 子 を 選して 踩を徵 る あり、 余が 文事に 球 か 

る をい かに と 見れば、 歌 系圖と 外題し て 、古 來詞 曲者 

流の 曲 を 哉 調 を 起せし あた h- を、 ね も， ころに かう が 

へしる せるな， 0 けり、 これ やおの が このめる 技の め 

いぼくに して、 賢を拔 とする 君子の 賜なる 哉、 先開卷 

に寵蛇 走れる ぞ、 漢隸に 名た、 る 大人の 筆 次に 4^ 玉 

ひ きな す は、 新 儒 鴻粹の 序、 さて 附言の 考索 す ベ 

き、 篇 中の 集に つどへ る 間々 を、 時に 秀 たる ェの繪 さ 

へ驗 せる ぞ、 いはん かたなく 見 ご ろ あ..； >  や、 お ほ よそ 

世に 梓 行す る 書 等、 已に 充楝汗 牛と かきけ ど、 か、 る 

たぐ ひ はい まだ あるべ う もな し、 後の 裁 曲創詞 先生、 

此系 31 の 系の 緒の たえざる 圖 につら なりば、 よし や 

其 曲調す たれ ゆく とも、 かの 裁 創 せし 當 時の 風流 は 
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なす！! の 妙た る、 優 家の 巧なる と、 素人のう たてきと 
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流石 庵 羽 積、 作， 歌 おげ si 調 ki  I- あ 

之 £ さ S お S| ヌ ,3 き 好 了、 自家 把-其 名 梦.^ ：資了 

及 提琴， 方言 模 

ぼ PT^;^:^ お 就 把，， 一 號， 贈，， 與他 i,, 做 紘歌堂 r 這 是 

* 甚麼緣 ^、如 今本府 有- 箇海內 有名 的 博物 兼 段堂ハ 觀雜 

麵 g 這 個 羽 積 也 那 所，. 好、 和. -他 一 般 博物、 便-看-見 

了此 冊子： 方 可，， 知 道 了  ill 然作レ 歌 調- ^將= 華 麗 也 

浮浪 的？ 怎生 其曲兒 遺い 在，， 千載？ 那筒 姓大石 的 爲こ復 

向，， 詩文 書 衋之傍 邊舖面 T 有-了 長 相思 I 的 作 i 呼錄 

歌 主人 之 好尙、 巳 似，, 膏盲 的 盲 字-入-着 盲- 哩 * れ^ 

い 曲 鼓」 ：^$"„-*:^- ト や ハ^; 畏 有，， d? 冊子, 麼、 

雜咄 &I- 又 IS?? 失 も ィ 一一 "B^ ま， 一一.^ fl=17  i 

辛 仲冬、 香幃 外史、 書，， 于 浪速 安曇 寺 街 僑 居： 
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